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谷川 健 一先 生に 初めてお 会いした の は、 一九 六 六 年の暮れ 近くではなかった かと 思う。 前触れ もな 

く、 ふらりと 新聞社へ 立ち寄られ、 びっくりし たこと を 覚えて いる。 その 年の 春、 私 は 東京 支社から 

本社へ 帰り、 文化 部 勤務と なって いた。 先生 は 当時す でに 平凡 社の 仕事 を 離れて、 作家、 民俗学 者と 

しての 第二の 人生 を 歩き 始めて おられた。 「最後の 攘夷 党」 に 続いて、 雑誌 「南北」 に 小説 「異邦人 

の 神」 を 発表され た。 一読、 胸に 深く 響く もの を 感じて、 担当して いた 読書 面の コラムに つたない 感 

想 を 書いたり した。 そのころ のこと である。 

その後、 来 熊の たびに、 何度か 先生の 取材 行に 同行 させて いただいた。 「太陽 I 創刊号の 特集 以来、 


先生の モチ ー フのー つであった 九州の 装飾 古墳の 探訪に もお 伴した。 後に 「魔の 系譜」 に 収められた 

「装飾 古墳」 (「展望」 一九 六 九 年 九月 号 初出) に は、 一緒に 山 鹿 周辺の 古墳 を 見て 回った 時の こと も 

III いて おられる。 

一 九 七 五 年に は 八 代 方面の 遺跡 を 見て 歩いた。 「卵生 説話の 旅」 (著作 集② 「民俗 紀行」 所収) であ 

る。 大鼠 蔵、 小 鼠 蔵 古墳から 旧 高 田 村奈良 木の 大通庵 跡の 薬師 堂 境内に ある 補陀落 渡海の 板 碑 を 見て、 

「日本 霊異 i^」 に 書かれた 卵生 説話の 主、 舎利 尼の 円光 院 地蔵 堂 を 探し 当てた の はもう 夕方 近くで あ 

つた。 舎利 尼 誕生の 玉 卵 洞の 碑 は 裏山の 中に あるとの ことだった が、 断念す る ほかなかった。 

遺跡 を 訪れる 時の 先生の 様子に は、 何 かに 憑かれた ような 一種 独特の 雰囲気が あった。 足が ひとり 

でに そこへ 向かう という 感じで、 委細 構わず 大股で 歩き、 不意に 立ち止まって 周囲 を 見回される。 そ 

の 時、 眼前の 光景 は 頭脳の 中に ぎっしりと 詰め込まれた 文献 知識と、 一瞬、 激しく スパ ー ク して、 時 

空 を 超えた 幻 を 生み出して いたのであろう。 

時空 を 超えて はばたく 先生の 想念 は、 着地 すれば たちまち 厳しく 現実と 切り結ぶ 思想であった。 全 

国の 同志 を 募って "ャボ ネシァ の 会" をつ くりたい という 話 を 聞いた の は、 山 鹿 探訪の 道す がらで あ 

つた。 その 会の 主要な 課題 は 沖繩と 被差別 部落で あると、 先生 は 言われた。 そして 装飾 古墳 もまた こ 

の 会の テ ー マたり うるの だ、 と。 

一 九 七 七 年に 私 は 仲間の 雑誌に 郷里の 宇 土の 風土と 歴史 をモチ ー フ にした 連作 を 書き 始めた。 一 回 

目 は 有 明 海の 干満 差に よる 逆流 水利 用の 灌漑の 話で あつたが、 すぐに 先生から 便り をい ただいた。 

「じつは 韓国に おいても、 干満の 差の 烈しい 西南 部の 海岸、 全羅南 道で は、 この 逆流 水利 用の 灌漑 法 


が 行われて いる」 という ご 教示であった。 

「有 明 海と 土地 や 潮汐の 条件が 同じで そうした 一 致が みられる のか、 あるいは また ここに は 古い 灌 

漑 法の 伝播 授受が 行われた のか 分かりません が、 いずれにしても 朝鮮半島と 有 明 海の 双方の 関連 を 知 

る 上の 一つの 手がかりと 云えます。 熊 本に おいて 重要な 場所と いえば、 海岸 部で は 玉 名、 伊倉、 川 

尻、 宇 土、 八 代、 佐 敷な のでし ようが、 これらが いずれも 海外と むすぶ 拠点であった ことが 注目され 

ます I 

八 代の 旅の 記憶が 走馬灯の ようによ みがえ つ た。 あの 時 訪れた 遺跡が すべ て 海の 向こうと 関係が あ 

つた。 

遺跡 探訪の 途次、 車の 中で、 あるいは 歩きながら 聞く 先生の 話 は 一 つ 一 つが 啓示であった。 新たな 

課題であった。 そして それら は 結局 は 九州、 そして 東アジア 世界 をす つぼり と 視野に 納める 一 つの 視 

座へ と、 私たち 誘って いく ものであった ように 思われて くる。 

一九 八 六 年 十一月、 日本 地名 研究所、 熊 本 地名 研究会、 熊 本日 日 新聞社が 中心と なって、 熊 本 市で 

全国 地名 シンポジウム を 開催した。 大会 テ ー マ 「環 シナ海 文化と 九州」。 基調 講演の 中で 谷川 先生 は 

「環 シナ海 は 古来 口 本人の 意識の 前線であった」 と言われた。 その 言葉が 今 も 梵鐘の 余韻の ように 私 

の 耳の 奥で 鳴って いる。  (熊 本日 日 新聞 編集局 長) 


常世からの 風 信  常世 田 令 子 


次々 と 刊行され る 谷川 氏の 著書の、 比較的 早くからの 熱心な 読者であった ばかりで、 私 はま だ 氏に 一 

お 目に かか つたこと がありません。 したが つて このような 場 を 頂く 資格 もない わけなので すが —— 0 

ただ 昨 八 七 年、 永らく 温めて おりました ものが ようよう 凝って、 「常世 伝説の 謎」 と 題した 一冊と な. 

りました。 ところが これが もう 全く、 十五 年に 直って 読みつ づけた 谷川 著作のお 陰、 としか 言いよう 一 

がない のです。 で、 その あたりの ことな ど。  i 

胚子 は 初めから 孕まれて あつたと しても、 その 幽かな 胎動に 気付かされ たの は 「沖繙 —— 辺境の 時： 

間と 空間」 でした か、 つづいて すでに 出て いた 「常 民への 照射」。 それと いうの も 私自身、 復帰 前の 沖 一 

縛へ 渡って 一 力 月 も 滞在し、 戻っても 夢見 心地の 沖繩 恋いの 中で 見付けた 本だった からでした。 一 

冲繙へ 渡る からに は 柳 田 も 折 口 も、 一応 は 読んで 出掛けた のでした が、 七 二 年 一月と いう 時点での 一 

島 を 見て 来た 私に は、 これらの 谷川 著作 はじつ に 生々 しく、 時には 血が 噴き こぼれる ようで さえ あり 一 

ました。 数年 先んじて は 居られたら しいが、 やはり 同時 期の 島 を 歩かれての 論の かずかず は、 たとえ； 

たな また  く  がま- 

神話の 一手 俣より 漏き し」 小さ 神 を 説いても、 「明るい 冥府」 こと 黄 を 刷いた 青の 洞窟 を 語っても、 一 

そこに は 紛れ もない "今" が ありました。 先学の 論に も 増して 惹 きつけられた 所以です。  一 


そして 「埋もれた 日本 地図」 「黒潮の 民俗学」 「青と 白の 幻想」 —— 0 すべて 理解で きたな どと はと 

て も 言えませんで しょうが、 しかし 徐々 に 蘇って きたので す、 私の 中の 太古が。 

私 は 千葉県 铫 子の 海べ りに 住んで おります が、 沖繮 あたりで 台風が 暴れて いる 時な ど、 窓外の 海が 

まだ 一 見 穏やかに 風いで いながら、 何 か 底の 方から 不気味な 鳴りの 伝わ つ てく るの を 感じる ことがあ 

ります。 千 キロの 余 隔てて いながら、 とそん な ことに も 黒潮の 風 信 を 感知し えたと 思いた く、 そうな 

れ ばもう、 沖に 忽然と 現れる 豆殻の 小舟 を 幻視で きる の は 時間の問題でした。 

谷川 健 一 とお 名前 を 憶えて はじめて、 座右の 「風土記 日本」 六 冊 も、 土 佐 源氏 入り 「日本 残酷 物 

語」 も、 大枚 を 投じた のでし つかり 読んだ 「日本 庶民 生活 史料 集成」 も、 すべて 氏の 手に 掛 ると 知り 

ました。 同じ 先生に 習って いたんだった か、 と 改めて 納得した のです。 

「青銅の 神の 足跡」 「鍛冶屋の 母」 と 目 を 洗われながら ついて ゆき、 「常世 論」 に 至ってと うとう、 

パ カンと 卵が 孵、 つてし まいました。 孵って みましたら それ は、 "常世" と 冠した 自分の 苗字、 同じい 

近郊の 地名 • 寺 名 を 核と しての、 はるかな 常世 憧れの ー篇 となって いました。 御 説に いうと おり、 私 

どもの 「過去と 未来 をつな ぐ ものが 地名」 であると、 「その 土地の 個性 は 地名に 集約され ている」 と、 

住まう あたり を 検証して、 つくづく 実感した わけでした。 

それにしても 私の 拙い 作 は、 もう 全面的に 氏の 論に 拠って おり、 引用に 次ぐ 引用に は 氏 も 呆れられ 

たに 違いありません。 学 恩 を 謝して 本 をお 送りし ましたら、 少しして 美しい 干 瀬の 広がる 絵葉書が 舞 

いこみました。 常世の国から 帰って きたと ころ、 と あり、 r 宮 古島で はま だ スクナ ヒコナ が 生きて い 

ます。 冠 を 奪われた 粟の 王が、 常世の国に 去って ゆく ような 祭 を 見ました」 と 添え書きが ありました- 


i、 靈 咎め 
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「ht^" 願って はいた しかし、 "外部の 圧力" で 動きた くはなかった。 
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神 は 細部に 宿り 給う 


「神 は 細部に 宿り 給う」 という 言葉 は 私の 好きな 成句であって、 それ を 本書 (『神 は 細部に 宿り 給う』 人文 書院、 

一九 八 〇 年刊) の 題と する ことにした。 この 言葉 は 泰西の 学者の ものであるが、 日本の 民俗学に も そのまま あて 

はまる と 私 は 考えて いる。 歴史学が 人類の 主要な 道筋 を迎る 学問で あるのに 対して、 民俗学 は 枝道 や 毛細管の よ 

うに 張りめ ぐらされ た 小路 を 知る 学問で ある。 したが つ て 歴史学 やその 他の 学問に は 取る に 足りない と 思われて 

いるもの こそ、 民俗学に とって は 限りなく 重要で ある。 私が 民俗学に 足 を 踏み入れる ようになった 動機 は、 顕微 

鏡で 微生物の 世界 を はじめて のぞいた ときと 似た 感動から 始ま つてい る。 肉眼で は 空白と しか 映らない ミク 口 コ 

ス モスに、 かく も ゆたかな 常 民の 生命 体が 充溢して いる ことに 私 は 眩暈 をお ぼえ、 畏敬の 念が 湧く の を 禁じ 得な 

かった。 この 「小さき ものへの 目まい」 は 伝統 や 文化の 価値 概念の 転換 を 意味して もいた。 日本 文化の もっとも 

重要な 部分に 対応す る 感受 能力が 常 民の なかに 確固と して 受けつ がれて いる こと を 知った こと は、 私が 民俗学へ 
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の 道 を 歩む こと を 決定 づけた。 粗枝大 葉の 日本で なく、 細部の 日本 を 見き わめる ことへの 情熱が 私 を 今日まで 駆 

りたて てきた。 

私 はこ こ 数年 来、 入 浜 権の 問題 や 地名 改変 を 防ぐ 運動に 関わりあって いる。 これ は 民俗学 者の はしくれ である 

以上、 自分と して はとう ぜんの 成り行き であり、 帰結で あると 考えて いる。 私 はかって 民俗学 を 「神と 人間と 自 

然の 交渉の 学」 であると 定義して みた ことがある。 常 民に とって は 自然 や 砂 や 岩石 も よそよそしく 冷たい もので 

はあり 得なかった。 彼ら は 産屋に 敷いた 砂 をう ぶすな の 神と して あがめ、 海中に 立つ 岩 を！^ II と 呼んで 礼拝した。 

常 民 は 海に も 山に も それ を領 する 神の 存在 をみ とめ、 自然にた いする 畏怖の 念 を もちつづけ てきた。 

越後の 山村で は 一度に 熊 を 数 頭 も 殺した 場合、 あるいは 年功 を径た 熊の 場合に は 一頭 を 殺しても、 かならず 山 

が 荒れる と 信じられ ていた。 これ を 「熊 荒れ」 と 呼ぶ と 『北 越 雪譜』 は 述べて いるが、 越後の 山 民 は 雪崩の 背後 

に 山の 主の 叫び声 を 聞いた ので ある。 また 宮古 群島の 伊良部 島で は 海 霊の 話が ある。 ある 漁師が よな たまと い 

う 魚 を 釣り あげた。 人面 魚 体で よく 物 を 言う 魚であった。 漁師が 炭火 をお こし、 焐り 網に のせて いると、 夜更け 

て I よな たま よな たま、 どうして 帰りが おそいの か」 という 声が 聞え、 焐り 網に のせられた 魚が 「はやく 津波 

を やって 自分 を 救って くれ」 と 頼んで いた。 その 声 を 聞く ことができた 隣家の 母子 はいち 早くの がれた が、 残り 

の もの は、 おそって きた 津波で 全滅した という。 これ も、 海の 主で ある 「よな たま」 を 殺そうと した 罪の むくい 

であった。 南 島の 民 は、 物音 一 つし ない 孤島の 夜に、 海 霊、 すなわち 海 それ 自体の 魂の 声 を 耳に してきた。 雪崩 

や 津波 か 海 やにの 「かくれた 神」 の 存在 を 告知 するとき、 自然 はたんなる 自然で はあり 得ない。 土地が 切りく ず 

され、 海浜が 埋め立てられ、 地名が 勝手 気儘に 改悪され ると き、 それ は 土地の 精霊の 追い出し を 意味す るので あ 

る 0 

常 民 は 「小さき もの」 へ の 愛 を もちつづけ てきた。 それ は 地名に もっとも よく あら b れて いる。 かって 一つ 
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の 村で 数十の 地名の あると ころ は 珍しくなかった。 人び と は 自分の まなざしの 届く 所に すべて 名前 をつ けた 手 

の ひら ほどの 土地に も 名前が あった。 それに は 必然的な 理由が 存在した。 常 民の 営 為 をした たかに 吸い こんだ 土 

地の 名前 は、 一 口で は 語りつ くせない もの を、 私たちに 伝えようと している。 

うみん ちゆ 

その  一、 二の 例 を あげてみ よう。 沖 織の 糸満 漁師 は 名うての 海人で ある。 彼ら は 海の 地形 を 知悉し、 それ を こ 

まかく 分類し、 命名して いる。 たとえば 干 瀬と 呼ばれる 珊瑚礁に とりまかれた 内側の 海 を イノ ー と 呼んで いる。 

干 瀬より 外側の 海はヒ シン クチで ある。 ヒ シン クチよりも ずっと 遠くの 外海に は、 ケ イソ， I という 名が ついてい 

る。 イノ ー、 つまり 干 瀬の 内側の 海で 珊瑚礁が よこたわって 浅瀬に なって いる 海が ハ ー ガヤで ある。 海岸 近くの 

非常に 浅い ところで 海藻が 一面に 生えて いる 箇所が タン ダサ ー ミ ー である。 イノ ー のなかの 特に 深い 所で、 黒く 

なって みえる ところが クルス。 イノ ー で 浅い 砂地の 青 緑色に 見える ところが シ ラマ ー。 外海で 海底から 岩盤の 盛 

り 上って きたと ころ、 しかし 潮が 引いても けっして 海面 上に 出ない 部分が スニ。 イノ ー で 潮流に よって 寄せ集め 

られた 砂 や 石ころの 浅瀬が ユイ。 スニゃ ユイな どの 裾で、 魚の 多く 住む ところが ァシ。 岩が 畳の ように 平たくな 

つてい る 海底が ナン ガダ ー。 海底 や 干 瀬で 起伏の 多い 地点 はミ ー ヮル ー と 呼ばれる。 海底に ある 独立した 岩で、 

干潮 時に も 海面 上に 出ないで おり、 上から 見る とまるく 茶色に 見える 魚の すみ 家 を チブラ ー という。 海底から 突 

き 出て、 常に 海上に 姿 を あらわして いるの はシ ー グヮ である。 陸の 近くに あり、 波に よる 侵 餓でキ ノコ 型に なつ 

た 岩 は 一 11 ガジラ ー。 干 瀬の 上に 散在す る 大きな 石で 波に 打ち あげられ たもの を キジ ュシ。 干 瀬の 上 や 海底に あ 

る 小 範囲の 窪み は クム ィ である。 また 潮が うずまい ている ところ はス ー ガンと 呼ばれて いる。 以上 は糸満 漁夫が 

日常 的に 使用して いる 海中の 場所 名で あるが、 このほか、 宮古 群島の 池 間 島の 漁師 は、 海底 や 干 瀬で 起伏の 少な 

い 地点 を ハダ カキ。 小 範囲の 浅い 珊瑚礁 地帯で 干潮 時に も 干 あがらな いところ はミシ ユキ。 陸岸から 海底へ 接続 

H している 岩盤で、 ァォサ などが 生えて いると ころ をグ ー。 干 瀬で 一番 高くな つていて なだらかな ところ をハ ズッ， 


^ ティ。 干 瀬の 端から 入り こんでいる 細い 割れ目 を バダ。 ク ブシミ などの 甲 イカが 好んで 寄って くる 海^の 岩をス 

化 ガ イデと 呼んで いる。 これらの 地名に ついての 説明 は、 琉大 民俗 研究 クラブの 一九 七 二 年の 研究報告 「うみ」 1 

^ による ものである。 糸 満ゃ池 間の 漁師が このように 海中の 微細な 地形 を 区分し 命名して いる ことに 驚嘆し ない わ 

地 けに はいかな いが、 それら はすべ て 彼らが 船 を 走らせ、 網 を 入れ、 釣糸 を 垂れ、 あるいは 海中に もぐって 仕事す 

ると きの 必要から 生まれた ものである。 これら はもつ ばら 海中の 地形 名で あり、 それゆえに 海で 生活す る 海人た 

ちの かず 知れぬ 営 為の あとが そこにし みこんで いるの を 見逃す こと はでき ない。 

『琉球 国 由来 記』 に は ヨリ ァゲ マキ ゥ という 御嶽の 名が 見える。 ヨリ ァゲ というの は 海岸に 寄りつ く 魚 や i 游獣 

や 藻な どの 寄り 物 (ユリ ムン) の 多い 場所 を あらわす。 それ を ヨリ ァゲ マキ ゥと 呼んで いる。 マキ ゥは マキと 同 

じ 語で、 血縁 集落の 意で ある。 倉 田 一郎 は、 『経済と 民間伝承』 のなかで、 漁獲物 をまず 神前に ささげる ことが 

分配の 最古の 形式で、 神の 御贄を 平等に 分配した ものであると 言って いる。 海からの 贈り物 を 待ち望んで くらす 

人た ちの あつまり をった える 地名の ヨリ ァゲ マ キゥ が、 御嶽の 名と なって いるの も それ を あらわして いると 思わ 

れる。 奄 美大 島の 古仁屋で は 明治 三十 五、 六 年の 頃まで は、 七、 八月に なると 海岸 近くの 黒潮 (深い 所) と 浅い 

所との 間に、 ザコの 群がき た。 部落で 一戸 を 構えて いるもの は、 網 曳には 出なくても、 住民と して 一人前の タマ 

スを 受けた。 この 配分 をケ ブリダ マスと 謂った。 ケブリ というの は 一戸の 意で、 東 日本の カマド とおな じ 意味で 

ある、 と 倉 田 は 言って いる。 

これにつ いて 私 も 思い出す ことがある。 私の 故郷の 熊本県 水 侯 は 海辺に 面した 土地で、 漁業が さかんであった。 

私 は 幼い ときに 朝早く 起きて、 地 曳網 を 見に いった ことがある。 すると 漁師た ち は 網に かかった 雑魚 を、 浜に 居 

合わせた 子どもの 私たちに も頒 けて くれた。 このように 古く は 村の 居住者 だけでなく、 ゆきずりの 旅人で も、 獲 

物の とれた 場に 居合わせた 者 は 分配に あずかった。 それ は 神の 御贄を 平等に 分ち あう と いう 観念に よる もので あ 
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る。 河 村 只 雄の 『続 南方 文化の 探究』 に は、 沖繙 本島の 東海岸の 津堅 島での 魚 獲物の 分配の 方法が 記されて >> る 

それによ ると、 カツ ォゃク ジラの 群が 浜辺に 押しよ せて、 島民 あげて それ を 獲え た ときには、 赤ん ぼに いたる ま 

で 均等に 人頭 割の 分配 をした という。 また ザンの 魚、 つまり ジュゴンが とれた とき は、 島民 だけでなく 外来者に 

まで 頭割りに 分配した という ことが 記されて いる。 私 はザン ダマ シ という 言葉が あると 聞いた ことがある。 この 

言葉 を 教えて くれたの は 糸満の 漁師で あるが、 彼の 説明で は ザ ンの肉 はすこぶ る 美味な ので、 不公平に ならない 

ように 平等に 頒 ける ことにした。 そこで ザン にか ぎらず 公平に 分配す る こと を ザンダ マ シと 呼んで いると いう 話 

であった。 タマ シ とか タマ スは 分配 を 意味し、 本土の 山村で 鹿 や 猪 をと つて 分配 するとき にも 使われて いる 用語 

である。 しかし、 ザン ダマ シの 説明 は 後代の ものであって やはり 海神の 贈り物と して ザン がっか わされた という 

意識が はじめにあった とおもう。 それ はとう ぜん、 だれに でも 海神の めぐみと して 公平に 分与され ねばならず、 

外来者 も 例外に する こと はでき なかった というの が 本来の 意味であろう。 海浜 は 地元の 漁民 だけが 独占し、 専用 

すべき もので なく、 村ん 全体の 占有 物で あり、 更に それ 以前 は 居住者に かぎらず 旅人まで を ふくめた 万人の もの 

であつ たという 入 浜 権の 主張の 根拠 は、 おそらく ここに 求める ことができる。 

二 

神と 人間が 交流した の は 獲物の 分配 をと おして だけではなかった。 日常の 生活空間が 神と 人間の 交流の 場で あ 

つた。 そのこと を 端的に 表現して いるの は、 沖 織の 村落で ある。 沖繙の 村に はかならず 御嶽が ある。 この 御嶽の 

神 は、 村 全体 もしくは そのな かの ある グル ー プの 守護神で ある。 それ は沖繙 では 「腰 当 神」 と 呼んで いる。 仲 松 

弥秀 氏の 『神と 村』 によると、 「くさて」 と は 「幼児が 親の 膝に 坐って いる： 状態と 同じく、 村落 民が 御嶽の 神に 

0 抱かれ、 膝に 坐って 腰 を 当て、 何等の 不安 も 感ぜずに 安心し きって 拠り かかって いる 状態」 を さしてい る。 これ 


M に対して 御嶽の 守護神が 村人に 臨む 姿勢が 「おそい」 である。 おそい は 「臥して いる 子に 衣を蔽 うて やる。 ある 

g いは、 鳥が 卵 をいだ いている といった 愛の 動作」 を あらわし ている。 「いわば、 おそいと 腰 当 は 愛と 信、 親と 子 

と の 関係であって、 愛と か 敬と かの 意識 以前の もので あろうと 解され るので ある。」 

地 き i」r そして 「おそい」 と 「くさて」 は 保護と 信頼と がー 体と なった 関係 を 示す ものである。 沖繙 本島 南端 部の 

喜 屋武村 (現 糸満 市区 域) にサケ という 集落が あった。 そこの 集落 は 廃絶し 人び と は 離散した が、 子孫 は 今もって 

かっての 鎮守 森であった サケグ スクの 御嶽 を 拝す る こと を 忘れない。 これ は 御嶽が 村人の 祖先 神を祀 つていた か 

らに ほかなら ない と 仲 松 氏 は 言う。 

鳥 越 憲三郎 氏 も 『琉球 宗教 史の 研究』 のなかで、 沖繙の 村落の 宗教 的な 性格 を 強調して いる。 村の 草分けの 家 

で、 宗家と なる もの は沖繙 では 根 所と 呼ばれる。 わずかな 例外 は あるが 根 所 は 一 つの 村落に 一 つで ある。 この 

所の 屋敷 は 村落で も つ とも 優位な 場所で ある 御嶽の 入口に かまえる のが ふつうで あ つ た。 それ は 根 所が 御嶽の 申 

の もっとも 近い 縁故、 血縁に あたる と 見られた からで ある。 御嶽と 屋敷との 距離の 長短 は、 御嶽の 神と その 家と 

の 血縁 的な 親疎 を 意味した と、 鳥 越 氏 は 言う。 

沖繙の 村落で は、 祖先 神が 子孫に あたる 村人の 日常の 精神 生活 をつ ねに 細部に いたる まで 支配して いる。 それ 

は 遠い 時代に おいて は 日本 本土で も 見られた。 柳 田 国 男 は 『山 宮考』 のなかで 次のように 述べて いる。 

「曾て は 我々 はこの 現世の 終りに、 小 闇く 寂 かなる 谷の 奥に 送られて、 そこで あらゆる 汚濁と 別れ 去り、 与々 

として 高く 昇って 行く ものと 考 へられたら しいので ある。 我々 の 祖霊は 既に 清ま はって、 青雲た なびく 嶺の上 

に 休ら ひ、 遠く 国原 を 眺め 見お ろして 居る やうに 以前の 人た ち は 想像して 居た。 それが 氏神の 祭に 先だって、 

ま づ山宮 の 行事 を 営まう とした、 最初の 趣旨であった やうに 私に は 思 はれる ので ある。」 

祖 霊の 住む 山 を 朝な 夕な に ふりあおぎながら、 その 末裔が 孜々 として 仕事に はげみ、 祖先に 感謝の念 を 欠かさ 


神 は 細部に 宿り 給う 


ない という 生活 風景が どの 村に も かって は 見られた。 それ は 南 島で いう 「くさて」 と 「おそい」 の 関係に ほかな 

ら なかった。 すなわち、 眼に 見える ところに しずまる 神の 存在 をつ ねに 意識す る ことができる という 幸福感 を 近 

代に いたる までの 日本人 はもって いた。 

常 民の 愛する 神 は、 小さき 神で ある。 路傍 やくさ むらの なかに たたずみ、 生活に 密着す る 神で ある。 小 野重朗 

氏の 『南 九州の 民俗 神』 を 見る と、 じつに さまざまな 神が ある。 そこに 挙げられた 二十に 及ぶ 神 をかん たんに 紹 

介してお く。 キイ ァケ ドンと いうの は 切開け 殿の 意で あるが、 これ は 部落 を 切り開いた 人、 つまり 開拓者 を祀る 

もので、 石塔が たてられ ている。 村の 人た ち は 切開け 殿 を 指して 言う とき は 「この 人」 とか 「この 神 サァ」 とい 

う 言葉 を 半々 に 使う。 そこで 人と 神との 中間 的な 存在 だと 言っても よいだ ろうと、 小 野 氏 は 言う。 キイ ァケ ドン 

に 近いの が モイ ドンで 札る。 モイ ドン (森 殿) は 鹿児島県 下 だけで 百 を 越す。 モイ ドンに は 小さな 祠 のよう な も 

の もない のが ふつうで、 シィ、 タブ、 クス、 アコ ゥ などの 樹 がしげ つてい る。 この モイ ドン は 祟り をす る 神で、 

その 樹に 触れたり 枝 を 折ったり すると、 腹痛が 起ったり、 皮膚が 膨れたり する。 祟る 神と して は ャブサ ドン (矢 

房 殿) もお なじで ある。 ャブサ ドン は 九州の 西海岸に 沿って 分布して いる。 ゥッ ガン サァ (内 神様) も 切開け 殿 

とおなじように、 農家の 少数の グル ー プ である 「門」 で まつられ ている。 小 野 氏に よると、 モイ ドン は 墓地に 近 

く 存在し、 祖 霊の 祭 地であろう という。 祖霊 精霊 を 迎え、 樹木 を 依り 代と して 祀 るが、 その 場合 まだ 死霊 や 御霊 

的な かげが 濃い ので モイ ドン は 祟り やすい。 そうした 祖 霊が 死の けがれ を はらいおとして 門の 内に 入り こんで ゥ 

ッ ガン サァ となった と 小 野 氏 は 考えて いる。 内 神になる と、 あらあらしい 神の 性質 は 消滅す る。 門 内、 屋敷 内の 

神に は： 神 や 荒神が ある。 地 神はジ ガン サァ、 荒神 はコゥ ジンと 呼ばれて いる。 ともに 家の 庭の 隅な どに 自然 石 
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をた てたり- 古い 木 を 神体と したりして 祀 つてい る。 ヒノ カン サァ (火の 神様) は カマド 神で、 イロ リゃ カマド 

の 隅に 祀られ ている。 火の 神 を 祀る饮 事 家屋 (ト —ダラ) と は 別棟の 主屋 (ウイ ャ ー とか ォモテ と 呼ぶ) によ、 

先祖の位牌 を まつる 先祖 棚が もうけられ ており、 その 先祖 棚の かたわらに は セクノ カミを まつる ところが ある。 

これ は奄美 群島に かぎって みられる。 セクノ カミは 細工の 神の なまった ものであるが、 大工の 神と されて いて、 

曲尺 や 墨壺を 神体に してお がむなら わしが ある。 また 蚕 を かう 部屋に はコノ ミヤ サァ (蚕の 宮様) という 蚕 神、：^ 

祀られ ている。 

牛馬の 神に は、 マツ ガン (牧神) が ある。 デシ ョグ ンサァ (大将軍 様) というの は 牛馬、 とくに 馬の 神で ある。 

しかし モモ ドン (牛 殿) というの は、 牛の 守護神で はなく、 むしろ 田の 作物の 神で ある。 鹿児島県と 宮崎県の 一 

部に、 タノ カン サァ (田の神 様) と 呼ばれる 千 体 を 超える 石像が 分布して いる。 笠 や 頭巾 を かぶった きわめて 素 

ネな 石像であって、 これ は 名の 通り 農耕の 神で ある。 トシノ カン (年 神) も 農作の 神で ある。 トシ は 稲 を 意味す 

る。 コ ガライ ドン は 小 ガラス 殿で、 もとは 烏 勧進の 民俗 行事から 発生した 神で あると 小 野 氏 は 説明して いる。 力 

ラスに 赤飯な ど を そなえる 農耕 儀礼から して、 コ ガライ ドン は 稲作の 神で あると いう。 サッ ドンと いうの は 庚申 

さまの ことで、 カノヱ サルを 略した 呼び名で ある。 庚申 塔 は、 畑作の 神の 役割 を果す ことが 多い という。 この ほ 

か ガラン ドン (伽藍 殿) が ある。 ガランド ンはガ ラッパ (河童) の 神で、 水神で あると いわれて いる。 それと は 

別に ス イジ ンサァ (水神 様) が ある。 水神 様に 対して ャ マン カン サァ (山の 神様) も 見られる。 また ォッッ ドン 

(月 殿) という 農作の 神 も ある。 

以上の 例に も 見られる ように、 小さい 神々 は 常 民の 生活の 隅々 にまで 入り こんでいる。 こうした 民俗の 神 は、 

威圧す るよう な甍の 下に 住む 神で はない。 ときには 樹木で あり、 ときには 石ころで あり、 ときには 藁つ とで あり、 

せいぜい 石塔 か 石像に 象徴され ている にすぎない。 こうした 神々 はまこと こ 「細部 こ 宿り 給う」 神で ある。 
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ここで 明治から 大正に かけて 神社 合祀の 反対運動に 挺身した 南方 熊 楠の 努力の あと を ふりかえって みる こと は 

むだで は あるまい。 明治 三十 九 年 十二月に 原 敬が 内務大臣 として 指令した 神社 合祀 令 は、 一町 村 一社に まとめよ 

という ものであった。 延喜式 や 国史に 載って いる 神社 はもち ろん、 郷土の 履歴 を 知る のに 必要な 神社、 または、 

たとい 由緒が まったく 知れなくても、 土俗 風習に 関係が あって、 地勢 風景に 影響を及ぼす ような 神社 は 一切 合祀 

して はいけ ない という ことにな つていた ので、 南方 は はじめは その 趣旨に 賛意 を 表して いた。 しかし その 趣旨 は 

歪曲され、 和歌山県の 官吏 は 合祀 を あたり かまわず 強行した。 南方 は その 職権 濫用 をみ て 激怒した。 とくに 南方 

に 縁 由の ある 日 高 郡 矢 田 村 入 野の 大山 権現 社が 合祀され るの を 防ぐ ために 日夜 心 をく だいた。 彼の 従弟で ある 古 

田幸吉 宛の 明治 四十 三年 四月 十一 一日の 手紙に 次の 一 節が ある。 

「昨年 秋 十一月 上旬に も、 小生 大山 神社の こと を 懸念し、 第一 着に、 当地の 郡長 を大 攻撃し、 其 余波 を 以て、 

日 高と 東 牟婁、 有 田の 諸 郡長 を 討たん とか かりし も、 妻 は 其 事 を 大事 件で、 宛 かも 謀叛 如き ことと 心得、 自分 

(妻の) 兄妹 等官 公職に ある ものに、 大 影響を及ぼすべし とて、 子 を 捨てて 里へ 逃げ帰る べしと、 なきさけび、 

それが 為、 小生 は 六十 日 近く 機会 を 失し、 大いに 怒りて 酒の み、 妻 を 斬る とて 大騒ぎせ しこと も あるな り。 其 

間に 小生の 力ぬ けし 為、 合祀され し 社、 およそ 三十 あり (当 郡の みで)。」 

これ をみ ると、 南方 は 家庭の なかで も 孤立 無援で 悲痛な 気持 を もってす ごして いた ことが 分かる。 このように 

してまで 守らねば ならない 祌とは 何 か。 それ は 大山 神社が 彼の 父方の 祖先の 産土神であった という ことに もよ る 

ので あろうが、 南方 は 神社 合祀の 濫 行の 背後に、 日本 文化の 崩壊 を 見て とった ので あると 私 はおもう。 そして こ 

れと 同様な ことが、 今日、 「住居 表示に 関する 法律」 の 名の 下に おこなわれ ている。 それ は 従来の 地名 を 片端 か 

ら 改変しょう という 動きに ほかなら ない。 

かって 地名 は 日本人の 最小の 共通の 黙契で あり、 了解の 最小 単位であった。 それゆえに 分割 を 阻む ものと して、 


^ そ^ 個性 をみ とめられ てきた。 地名 は 面 有 名詞の なかで も、 人名な どより 遙 かに 堅 面な 性質 を もち、 確かな 手 ざ 

^ わり をの こす 存在だった。 土地 を 開く こと、 それ はたんなる 開墾で はなく、 鋤き 耕す ことで、 地霊の 目 を さまし、 

^  土地の もつ 活力に 触れる こと を 目 ざす 行為で あると いう 人 もい る。 私 は その 考えに は 首肯で きる。 土地の 名前が 

地 剝 がれた とき、 土地の 精霊 は 誇らしい 魂 を 見失って、 かなしげに 彷徨す るより ほか 仕方はなくなる。 

地名 改変と 神社 合祀と、 日本列島の 海岸から 「自然」 を 放逐して いく 動きと はいずれ もお なじよう な 発想に ほ 

かならない。 私が 兵庫県の 高 砂 市の 一角に おこった 「なぎさ を 守れ」 という 入 浜 権の 運動に 共鳴す るの は、 ， よぎ 

さが 現世と 他界の 境目の 場所であって、 大昔 このかた、 日本人の 誕生 も 死 も、 この なぎさと 深く かかわりあって 

きている という 民俗学 的な 見地から である。 日本人の 世界観 や 死生観に きわめて 重要な 意味 を もつ なぎさ を、 万 

人に 解放す る こと は、 日本人の 意識の 深層 をみ ずから 閉ざさな いために も 必要な ことで ある。 日本の 神 はこれ ま 

で 見た ように、 西洋 流の 超越 神で はなく、 自然に 内在す る 神で ある。 日本人 は 水平線に わく 雲に も、 あかつきの 

時刻に も、 波間にみ え かくれす る 珊瑚礁の 干 瀬に も、 神が 宿る と 信じた。 なぎさ は、 海の 彼方から おとずれる 神 

が、 まず 足跡 をし るす 場所であった。 

日本の 風土 や 生活に 密着した 小さな 神々 が 日本の 伝統 文化 を 支え、 私自身 を 支える という 信念 は、 たといい か 

なること があろう とも 揺ぐ ことよな -:。 


地名 11 土地に 郞 まれた 文化遺産 


日本人の 姓 は、 大体 七 割から 八 割 は 地名から きている といわれ ています。 ですから、 自分の 先祖の ル ー ッ をた 

どって、 その 土地に 行きます と 自分の 姓が 地名に なって いる 場合が あります。 地名に なって いなくても、 自分の 

姓と 同じ 姓名が その 土地に はたく さんあります。 

昔 は、 姓と いう もの はなく、 その 地名 を もって 「どこ どこの 何 兵衛」 といって いました。 ですから 川 越と いう 

1^ にいます と、 川 越の 太郎 というので、 「川 越 太郎」 という 名前が つきます。 姓がなくても すまされた わけです。 

杉 原に いる 次郎 とか、 あるいは、 泉の ほとりの 弥平 だと かとい う 形で、 杉 原と か 泉と いうの は 地名な のです が、 

だんだん それが 杉 原と か 泉と いう 姓に 転化して いくよう にな つ てきます。 

これ は奄 美大 島の 例です が、 昔 は 坊ちゃん という 意味の 坊を つけて、 川上の 坊、 川下の 坊 という だけで 区別が 

名 できました。 川の 上流に 住んで おります と、 「あそこの 川上の 坊が」 という ことで、 姓 はおろ か 名前 も ふだん は 

地 必要なかった のです。 しかし その 地名 は 必要だった のです。 所在 を 示し、 どこ どこに 住んで いる 「坊」 と 呼ばれ 

^ ました。 奄 美の 場合 は 五十 歳、 六十 歳に なっても 坊 という 名前で 呼ばれました。 また、 前に 述べた ように、 泉と 


g か あるし は 杉 力 はえて いるから 杉 原と いい、 その 土地の 名 を その 人の 姓名 あるいは 呼び名に つける のが、 日本 

化 の 古来から ごく 最近まで おこなわれ てきた 慣習だった のです。 自分の 姓、 自分の 名前の ル I ッを たどって いきま 

と すと それ は ほとんど 地名に いきつく のです。 もちろん 地名に 由来し ない 姓名 もあります。 たとえば、 古代の 度 

地 来 人な どの 名前 を そのまま 日本人が 受け継いだ 場合 も あり、 その 場合 は 地名に 関係 しないので すが、 それ 以外よ 

ほとんど 全部が 地名な のです。 

それで は 地名 はどうい う 形で できた かとい いますと、 地名 は 二人 以上い る ときには 「あそこ」 といった だけで 

はわから ない。 もう 少し 具体的な もの を はっきり 指示し なくて はいけ ない ことにな り、 地名が 起こって くる。 

このよう にして、 地名 はお そらく われわれの 姓名より はもつ と 根源 的な もの、 第一 次 的な ものと して 存在して 

きています。 ですから、 姓名 や 家系の ル I ッを 探る と 必ず 地名に いきつく という ことになる のです。 

言い 旧され た 言葉な のです が、 われわれ 人間 は 大地の 子どもで ある。 その 大地 は、 われわれの 生命 を 育んだ 母 

に 相当し ます。 大地と どういう 形で 結ばれて いるかと いいます と、 それ は 地名に よって 結ばれる わけです。 土地 

に 名前がない 場合 は、 大地の 顔が はっきり しない。 土地に 名前が あって 初めて その 人間と 大地との つながり がで 

きる わけです。 母親と 子ども をつな ぐ 臍の緒に 相当す る ものが 地名な のです。 ですから、 この 地名 はい わば 大也 

から われわれが 栄養分 を 取る 時の 臍の緒に 相当す る こと を 私 は 最初に いいたい のです。 

この 地名 は 特に 日本人に とって 昔から 関心の 対象です。 『古事記』、 『万葉集』 がで きた 奈良時代に、 各地 方の 

いろいろな 風土 的な 逸話、 物産、 自然の 地形な どに ついての 報告 を 朝廷に 出した 『風土記』 のなか は、 ほとんど 

地名 説話で 充満して いると 言っても いいくらいです。 それほど 日本人 は 地名に 昔から とくべ つな 関， ひ を 持って い 

たのです。 もちろん 地名の 由来 を 説き明かす 起源 説話に はこ じつけ もす こぶる 多い のです が、 それ はさて おいて 

も、 とにかく 日本人 は 地名に 特別の 関心 を 示して いる 民族で あると 言っても い つ こうに 差し支え ありませ し。 


そこで、 『万葉集』 のなかで 詠 われた 地名が、 やがて 歌枕と なって いきます。 歌枕 は、 大和 や 山城 や、 あるい 

は 東北に もた くさん あり、 何千と あるので すが、 それ は 地名に 結びつい ています。 そして 京都に いる、 あるいは 

京都で なくても 遠方に いる 人た ちが 歌枕 を 詠み 込んだ 歌 を だんだんつ くるよう になります。 要するに、 その 場に 

行かな く ともなに か 土地の 感情と いうか 情緒が、 歌枕 を 詠み 込む ことによって 喚起され るので す。 たとえば、 

「葦が ちる 難 波」 とか 「おしてる 難 波」 という 言葉が あると、 そこで 日本人 は ある 情緒、 ある 感情 を 誘発す るの 

です。 こうした 歌枕が 万 葉 以来の 伝統的な 地名に 付けられて いるので すが、 日本人が 歌枕に 対して 寄せる 関心 は、 

江 戸 時代 中期 の 芭蕉の 時代まで 続いて います。 

日本人の 場合 地名 を 詠み こんだ 言葉が、 共通の 感情 を ともなう 映像 を ひきおこす。 それ ももと を 質せば、 日本 

人の 地名に 対するな みなみ ならぬ 関心に 由来して いると 考えられます。 ですから やはり 地名 は 日本人の 感情の 臍 

の 緒の ような もので あり、 われわれ は 臍の緒 を もって 自分た ちの 住んで いる 土地に 結びついて いるので す。 それ 

を 結びつけ るの がその 土地に 名付けられた 名前です。 私たち はい わば 地名 を 背負って 生きて いると いえます。 地 

名 変更な どが あると それに 対して 日頃 は 無意識で ある 地名が、 その 時 初めて 意識 化される。 それほど 深く 地名 を 

背負つ て 生きて きている という ことが 言える わけです。 

地名 は 日本人の 感情の もっとも 根源 的な ものと 結びつい ている ことが 第一 の 特色です。 地名 は 日本人に とって 

もっとも 重要な ものの ひとつで あるので すが、 それゆえに、 日本人が 日本の こと を 調べたい と 思う 時の 学問の 重 

要な キ， I ヮ ー ド、 いわゆる 鍵になる 言葉と なって います。 歴史学、 地理学、 民俗学、 鉱物学、 植物学 その他 あら 

名 ゆる 分野の 学問に 地名 は 鍵と なる 言葉 を 提供して いる わけです。 では これから その 例 を いくつか あげます。 

2 まず 『古事記』 に 「猿 田彦の 神が、 ァザカ (阿 邪訶) というと ころに いた 時に 漁 をして いて、 ヒ ラブ 貝 (比 良 
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夫 貝) という 貝に 手 を はさまれて 溺死した」 という 一条が あります。 

この r ァザ 力」 は、 昔の 三重県 一志 郡、 今の 松 阪巿の 山手の 阿坂だろう とふつう 言われて います。 ここに は 猿 

田彦 神社が 二つあります。 この 「阿坂」 は、 現地で はや はり 「ァザ 力」 と 濁って 発音して いるので す。 『古事記』 

にも、 これ は 濁って 読む ようになって います。 

私 は、 この 三重県 一志 郡の 「阿坂」 を 地図で 見ました 時に、 一体 どうして こういう 山つ きのと ころに 海の 話が 

あるの かと 非常に 不思議だった のです。 そこで 「阿坂」 まで 行き、 土地の人に いろいろ 聞きましても、 淡水 産の 

シジミ 貝 はでて くるが、 海の 貝の 化石 はいつ こう 出て こない といわれました。 三重 大学の 地質の 先生に 聞いて み 

ましても そこが 海で あつ た 証拠 はまる つきり ない という ことなの です。 阿坂と いうと ころ は 直線 コ ー スで ちょう 

ど 海岸まで 六 キロぐ らいあります。 なぜ 海岸で ない 所に 猿 田彦が 貝に はさまれて 溺死した 話が 残って いるの か、 

現地 を 訪れて 疑問が さらに 強ま つ てきました。 

ヒ ラブ 貝に ついても、 タイ ラ貝 とか、 タイ ラギ とか または トリ 貝と いう 説 もあります。 タイ ラギと トリ 貝と い 

うの は 非常 に似てい ます。 紀 州の 有名な 人類学者の 南方 熊 楠 もや はり トリ 貝の ような もの だとい うのです。 タイ 

一一 ノキ という 貝 は 二枚貝で すが、 長さが 三十 センチぐ らいあります。 これで 手 を はさまれて 猿 田彦が 溺死し ない こ 

ともないので すが、 貝と して はちよ つと 小さす ぎる ように 思う のです。 

こうして いろいろ 疑問が 増して いくば かりの 時に、 偶然に 私 は、 沖繙の 有名な 歴史学 者の 東 恩 納寛惇 の 『南 島 

風土記』 で沖繮 では シ ヤコ 貝 を r ァザ 貝」 というと 述べた 文章 を 読んだ のです。 これ は、 私に とって 大きな ヒン 

ト でした。 沖繙の 海岸に 謝 敷と か 謝 名と か 「謝」 がっくと ころが 多い。 ジャ はこの ァ ザの ザから きている の だと 

いう ことです。 沖繙 では シャ コ貝を 「ギ ラ」 といい ますが、 別の 方言で、 「ァザ 力」 「ァ ザケ」 あるいは 「アジ ク 

ャ J とか 言う のです。 力と かケ とか クャは 貝 を 指す 沖繮 語です。 そうすると 猿 田 彦がァ ザ 力で ヒ ラブ 貝に 手 をよ 
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さまれ て 溺死した というの は、 あるいは 猿が シ ャ コ 貝に 手 を はさまれて 死んだ という ことが その 説話の 原型 かも 

しれない と 考えて みたい のです。 

シ ヤコ 貝 を なぜ 「ァザ 力」、 「ァザ ケ」、 「アジ クャ」 と言う かとい うと、 ァザ という 言葉 は、 私たちの 顔の ァザ 

も その ひとつで すが、 十字の もの をァザ と言うの です。 たとえば 正 倉院の 校倉造り は 木 をた がい 違いに 組み合わ 

せて 十字形 を こしらえ ています。 それから、 田んぼの 畔、 これ もァ ザと かァゼ です。 十字形 は 魔除けに 使われる 

のです。 

シ ヤコ 貝 をァザ 力と いうの は、 シ ヤコ 貝 は 二枚貝で すが、 歯が ギザ ギザで、 上の 殻と 下の 殻の 口が 嚼み 合う の 

を沖繾 では 「アジ ュル」 といい ます。 つまり 十字に 嚙み 合う という 意味な のです。 沖 織の 御嶽と 称する 神の 森に 

いくと 必ず シ ヤコ 貝が ある。 そして、 シ ヤコ 貝 だけではなくて、 そこに r ァザ 力」 という 木 も あるので す。 その 

木 はや はり 十字形 をして いる 木です。 そういう わけで、 もともと ァザ というの は いわゆる 十字の 印 を 言い、 ァザ 

の 十字 型の 形 を もった シャ コ貝 を沖繩 では 「ァザ 力」 あるいは 「アジ クャ」 と 言った のです。 

そこで、 私 は 次のように 類推し ました。 猿が 手 を はさまれて 死ぬ シ ヤコ 貝と いうの は 二枚貝の なかで も 最大の 

貝です。 一 メ ー トル 位 ある シ ヤコ 貝に 足 を 締められて 潜水夫が 溺死した という 実話が あります。 猿が シ ヤコ 貝に 

はさまれて 溺れ 死んだ、 という 話 は、 インドネシア 系に 多い のです が、 その 話 はお そらく 黒潮に 乗って 沖繙 諸島 

を 経由して 伊勢 湾まで や つ てきた ので はない かと 考えられな いこと はない。 説話が 沖繙 列島から 北上し 東進した 

とき、 その シ ヤコ 貝 は r ァザ 力」 と 昔 は 呼んだ にちがいない。 ところが、 だんだんと 「ァザ 力」 という 言葉が わ 

から なくなって くると、 今度 は r ァザ 力」 が 一 つの 地名に なって くる。 そして シャ コ 貝の 方 は 形の やや 似た 一 一枚 

貝の ヒ ラブ 貝と な つ て、 猿が ァザ 力で ヒ ラブ 貝に 手 を はさまれて 死んだ という ふうに 変化した ので はない かと 私 

は 想 象す るので す。 
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もちろん、 これ は 一つの 推理です から、 これが 絶対にそう だとい いきって しまう わけに はいかな いのです が、 

先 ほどから 述べて きたよう に、 阿坂と いうと ころ は、 ほんとの 山の 中な のです。 白米 城の 伝説が あるぐ らいの 山 

の 中に なぜこう いう 説話が 伝わって いるかと いう 疑問 を 解く のに は 「ァザ 力」 という 地名に 一 つの 鍵が ひそんで 

いるよう に 私 は 感じる わけです。 

日本列島 のなかに いろいろ 意味 不明な 地名が あり、 この 意味 不明な 地名 は 実に 重要 だと いろいろな 人た ちが 言 

つてい ます。 その 意味 不明な 地名 は、 日本語ではなくて、 インドネシア 系の 語で あったり、 あるいは 朝鮮語で 解 

けたり する ものと もつな がって いきます。 要するに 民族 渡来の 足 あとの 一 つ を 地名に よって 証明す る ことができ 

るので はない かと 思う わけです。 

もう 一 つの 例 を あげます と、 戦前の 歴史の 本に、 神 功 皇后が 新羅 を 征伐した 話が あります。 もちろん これ は 今 

の 歴史家の 間で は 否定され ています が、 その 説話に 次の ような 話が あります。 

神 功 皇后が 新羅 を 征伐 するとき にちよう ど 産み月に な つていて、 それで は 戦闘に じゃま だからと いう わけで、 

大きな 石 を 二つ、 裳に さしはさんで、 出産の 日 を 延ばした ことが 『古事記』 に 書かれて います。 神 功 皇后が お産 

を 延ばす ために 一 一 つ の 丸い 石 を 裳に はさんだ の は 一 体 なぜかと いう ことなの です。 これに ついて 私 は 次の ような 

考え方 を 持って います。 

博 多 湾の 西に あって、 古代の 伊都 国に あたる 糸 島 半島に 一 一 丈 深 江と いう 海に 面した 美しい 風景の 所があります 

が そこに 二つの 石が あつたと いう ことが 『万葉集』 の 巻 五に 書いて あります。 また その 二つの 石が 先の 神功皇 

后の 話の 石 だと 『筑前 風土記』 に 書かれて います。 

『万葉集』 の 巻 五の その 文章 は 山上 憶 良が 詠って いる 歌の 詞書 なのです が、 r 筑 前の 面、^ 土の 郡 深 江の 村、 i、 


の Inl^ の 海 こ 臨める 丘の 上に 二つ 石 あり」 と、 書いて あります" この 子 負の 原 はまた ほかの 書き方に なって， - るの 

も あり 『筑紫 風土記』 によると 怡 土の 県に 子饗の 原と いう 所があって 二つの 石が あると なって います。 子 負の 原 

よ 子 共 を おんぶす る 原、 子 蟹の 原 は 子供に ごちそう を 食べさせる 原の 意味でしょう。 これ は 神 功 皇后の 生んだ 子 

こ あやか つ て あとでつ けられた 名前と 考えざる をえない わけです。 どうも この 漢字 はそう いう 意味 あいの 宛字の 

ように 思われます。 

そうすると、 では この 「こふ」 というの はもと もと どういう ものであった だろうかと いう 頻5^ が 私に おわ L 飞 

きます。 『和名 抄』 とか 『新撰 字 鏡』 という 古い 日本の 辞書で は、 は 「こふ」 とも 読む し、 「くぐ ひ」 とも 読み 

ます。 「くぐ ひ」 (fl) と は、 白鳥の 総称で 白い 鳥 はみ な 「くぐい」 なのです。 昔 はこれ を 「こふ」 と 呼びました 

この 「こふ」 というの は あるいは 白鳥 かもしれ ない と 考えて みたので す。 神 功 皇后の 伝説に あやかって 子 負と か 

子饗 というよ うに 子供に 関係す るので はなくて、 何 かこれ は 白鳥に 関係す るので はない か。 大きな 一尺ば かりの 

白い 石 を 二つ さしはさんで、 お産の 期日 を 延ばした という 考え方と 白鳥と はつながら ないだ ろうか。 「こふ」 や 

「くぐ ひ」 と いうの は 鶴と かこ i とりな どの 鳴く 声な のです。 それから 養、 あるいは 北の方から やってくる ォォ ハク 

チョウな ども 「くぐ ひ」 なのです。 このように 白い 鳥の 総称が 「こふ」 とすれば、 そこに 丸い 鶏卵の ような 物が 

二つ 置かれて あつたと いう ことと つながって いくので はない か。 それ は いわゆる 白鳥が 卵 を 産んだ という ことと 

つなが つ ていく ので はない かと 思う のです。 

南方 熊 楠 は 『鷲 石考』 の 中で 鳥が 安産の ために 小さい 石 を 巣の 中に 設ける という 伝承が ョ ー 口 ッパに は あると 

名 書いて います。 その 例 を ふんだんに 引いて いますが、 プリ 二 ウスと いう 博物学 者の 説で は、 鷲の 巣の 中に メス、. 

地 ォスの 一 一 そろ つ て 鷲 石と いうの が あり、 その 形 はちょう ど 子宮に 胎児 をお さめる ような 形で 空に なって いて 

" まん 丸い 石で、 振る とガラ ガラと 鳴る とあります。 これ はこの 白い 鳥が 卵 を 産む という ことと 関係 あるに 違いな 
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レ 『肥 前 厨 土 記』 によると 場所 は 違う のです が、 肥 前の 国に 石が あって 一つ は 高さが 六メ I トル、 もう 一つよ 

高さが 八メ I トル だが、 子供の ない 女た ちが この 二つの 石に 祈願 をす ると 必ず 子供 を 産む ことができ ると いう こ 

とが 書かれて います。 したがつ てこの 二つの 石 は 安産に 関係が あると 考えざる を 得ない。 安産に 関係が あると い 

うこと になる と、 この 「こふ」 という 言葉 は、 鷲の 巣、 あるいは、 他の 鳥の 巣で もい いのです が、 巣の 中に 二つ 

置いて ある 石 をと つ て 女が 腰に 巻く と 安産のお 守りになる という 説話の 考えと もつな が つ てきます。 

応神 天皇 は 神 功 皇后と 仲哀 天皇 を 両親と して 生まれた となって いますが、 この 応神 天皇に は 卵生 説話が まつわ 

つていた かもしれ ない。 朝鮮の 『三 国史 記』 とか、 『三国 遺事』 など、 日本で 言えば 『古事記』 や 『日本書紀』 

に 相当す る 古い 史書 を 読む と、 卵生 説話が しきりにで てきます。 そこに は 新羅の 一番の 先祖に あたる 王様の 赫罟 

世が 卵から 産まれた と 書いて あります。 伊都 国と いうの は 朝鮮から くる 時に 一番 近い 距離に あり、 おそらく 朝鮮 

から 渡来した 卵生 説話が、 応神 帝に もまつ わって いたので はない かと 思う のです。 応神帝 は 白鳥から 生まれた と 

しう 説話が まず あり、 しかし また 一方に は 母子 神の 信仰 もあります。 母子 神の 説話 は 母と 子が うつぼ 船と 呼ばれ 

るから つぼの 船に 乗せられて 漂着す る 話であります が、 これ は 玄海灘 の 周辺と 朝鮮に もた くさん あります。 

そこで、 もともと は 応神帝 は 白鳥から 生まれた という 説話が あつたのに、 今度 は 母子 神の 信仰が その上に 重な 

り 合って、 神 功 皇后と 応神 帝の 話に 切り 替 つてい つたので はない か、 「こふの 原」 という 地名が、 応神 帝の 出 ヒ 

の 秘密 を 探る キ ー ヮ ー ド になる ので はない か、 と 考える のです。 

それから、 三番 目の 例と して 倭 建 命に つながる 伝承 を あげます。 俊 建 命が 今の 関ヶ原の 近くに ある 伊吹山の 賊 

を 退治し に 行き、 氷雨に 祟られて ほうほうの 態で 関ヶ原から、 三重県の 多 度に 行きます。 この 多 度に は 多 度 神社 

があります。 つぎに 三重の 村に 行く のです。 『古事記』 に 次のように 記されて います。 「三重の 寸こ， 至り ましし 寺、 


また r りた まひし く、 『我 足 は 三重の まがりの ごとくし ていと 疲れたり』 と告 りた まひき、 ゆ ゑに その 地 を名づ 

けて 三重と いふ」。 

この 三重の 村が どこかと いう こと は、 三重県の 三重 郡だろう と は 言われて いますが、 三重 郡の どこか ははつ き 

りしない。 鈴 鬼 山 \ ^の 山の 根に 水 沢と いう 所が あり、 そこに 足 見 田 神社が あります。 本居宣 長の 『古事記伝』 を 

読みます と、 この 足 見 田 神社 は、 俊 建 命を祀 ると も 言われて いると 書いて あります。 そうすると、 そこから この 

見 田 神社と いう 名前が どうも 足 痛 を 思わせる のです。 それで、 吉田東 伍の 『大日 本 地名 辞書』 を ひいて みると、 

この 足 見 田 神社 は が祀 ると 書いて ある。 この 一 戶田首 は、 『新撰 姓氏 録』 でみ ると、 その 先祖が、 金属の 祷 

物の 神、 天 目 一 箇神 なのです。 

声 田 首が 天 目 一箇 神 を 自分た ちの 先祖と して 祀 つてい る。 『大日 本 地名 辞書』 に は、 鈴 鹿 山脈の 中に 水銀が 出 

ると 書いて ある。 しかも 良質の 水銀が 土中に 滴り落ちる、 と 記されて いる。 水銀 は 辰 砂と いう 赤い 岩石 を 砕いて、 

るつぼに 入れて 焚く と、、 それから 蒸発した 水銀が 管に 溜まります。 非常に 簡単な 操作で 水銀が とれる のです。 足 

見 田 神社 を祀 るの が t 戶田 首で あり、 天 目 一箇 神 を 先祖と する 氏族で ある。 その 近くの 鈴 鹿 山中に 水銀が 出る。 江 

戸 時代に 書かれた 『五 鈴 遺 響』 という 地誌 を 読んで いたと ころが、 足 見 田 神社の 所に 次の ような ことが 書いて あ 

りました。 足 見 田 神社の 境内の 東に 「おしみ 田」 という 田んぼが あった。 昔 は 神の 田で あつたが、 後世に なって 

その 付近の 住民が 買って 耕す と、 その 田 を 耕した 者の 子供に 必ず 啞が 生まれる と 書いて あるので す。 これ は不思 

議な 話です。 

名 ところが 啞が 生まれる 話 は 『古事記』 にもあります。 垂仁 天皇の 皇子の ホム ッヮケ というの が 生まれな がらに 

地 して 亞 であった。 その 啞は出 雲の 大 神の 出 おりだと いうので、 それ を 曙 立の 王が 皇子 を 出 雲に 連れてい くと ありま 

" す。 この 曙 立の 王 は 伊勢の 佐奈の 出身で あると なって います。 今の 松阪 から 少し 入った 所に 射 和と いう 所が あり- 


0- そこの 大字 を佐奈 というので すが、 その すぐそばに 丹 Si という 地名が あります。 ところで この 射 和が いわゆる 伊 

g 勢 おしろいの 本場です。 江戸時代に は、 水銀と 赤い 土 を まぜ、 るつぼに 入れ、 おしろい を 作る。 伊勢お しろい は 

M 全国に 名が とどろいて いました が、 その 水銀の 産地が この 丹 生です。 しかも この 丹 生が、 佐奈 のとな りこ あるの 

地 です。 

また、 『出 雲 国 風土記』 に は 仁 多 郡の 三 沢と いう 所に アジ スキ タカ ヒコ という 皇子が いて、 やはり もの を 言 b 

ない と 書いて あります。 ところが、 その 三 沢 は、 良質の 真 金、 すなわち 鉄 を 生ずる と 書いて あるので す。 そして 

三 沢で は アジ スキ タカ ヒコ というの は 金属の 神 だと 言われて います。 もともと 大和の 葛 城に ある 高 鴨 神社に 祀ら 

れて， > る 神な のです が、 出 雲の 方に も そのもの を 言わない 神が、 奉 祭され て 祀られ ており、 しかも、 その 地よ 鉄 

を 産す るので す。 その 三 沢に また 奇妙な 話が あるので す。 『出 雲 国 風土記』 に 今 も 「腹め るお みな、 その 村の 稲 

を 食： ST3 もし 食 ふ 者 あらば、 生まる る 子す でに もの 言 はざる なり」 とあります。 金属の 神の 本拠地 こ亞の 子が 

生まれる という こと は、 『出 雲 国 風土記』 に 載って います。 しかも 先の 足 見 田 神社の 神殿の 稲 を 耕して それ を,， - 

う 者 は 啞の子 を 産む という ことが、 『五 鈴 遺 響』 にで ています。 

垂仁 天皇の 皇子の ホム ッヮケ が、 生まれながら にしても の を 言わなかった ので、 出 雲の 大 神の 許に 連れて行く。 

連れて 行く 引率者が 伊勢 水銀の 本場の 佐奈、 あるいは 丹 生の 出身者な のです。 

こうしま すと、 これ は 水銀 を 作って いる 連中が 水銀の 毒に あたって、 今の 水 俣 病の ような 公害で もの を 言わな 

力ったり あるいは 足腰が 立た なくなったり するとい う 症状と おなじ ことが 表現され ている のではないだろう か 

と 私 は 考えて みたい のです。  - 

三重と いう ことば を、 私が そう 類推す るの は、 もう 一つ 例が あるので す。 『播磨 国 風土記』 を 読む と、 やはり 

播 磨の 国の 加 茂 郡に 三重の 里と いうの が あり、 「三重と いふ ゆ ゑ は、 昔 一人の 女 ありき。 たかんな (タケ ノコ) 


を 抜きて 布 もて 包みく らふに、 三重に ゐて 立つ こと あた は ざり」 と 書いて あります。 「三重に いて」 という こと 

は、 三重に 足が 曲って 立つ ことができ なか つ たという ことです。 タケ ノ コを 食べ て 足が 三重に な つ て 立つ ことが 

できなかった という こと は、 おそらく あとでつ けたの だと 思います。 足が 三重に 曲って 立てなかった という こと 

が ポイントです。 

しかし タケ ノコ を 食べ たという の は 土と 関係が ある。 播 磨の 国に も 三重と いう 名前が あると いう ことから 倭 建 

命の 伝承の 三重の 村と いうの は、 この 足 見 田 神社の 所ではな いかと 私 は 類推す る わけです。 これに は 松 阪市ゃ 四 

日 市 市の 所 だと かいろい ろ 説が あるので すが、 これら は ほとんど 取る に 足りない と 私 は 考えます。 後でつ けた 説 

だと 思います。 

地名と いう ものが 非常に 重要で あると いう こと は、 先 ほどから 言いました r ァザ 力」 の 話、 「こふの 原」 の 話、 

また この 三重の 「足 見 田 神社」 の 話な どで、 おわかり になった と 思う のです。 

これが 今までの 持論に 即して 私の 申し上げ ている ことなので すが、 考古学な どの 面で も 地名が 大きな 意味 を 持 

つ ことの 例 を また 少し 申し上げて みます。 

関ヶ原 町に 南宮 大社と いう 大きな 神社が あり、 近くに 金 生 山と いう 山が あって、 鉱石 をた くさん 出し、 大社で 

は 十一月 八日に ふい ご 祭が 行われます。 それ を 見に いった ことがあります。 この 付近 は 伊吹山の 風が 非常に 強く、 

冬場 は 铸物師 など は踏鞴 (大きな ふい ご) を 風の 方向に 向けて おくだけで、 足で 踏まなくても 風が よく 炉に 入る 

名 という 話 をき きました。 その 時にはつ と 感じ ましたの は、 すぐそばに 伊吹 神社と いうの が あり、 伊吹山の 神 を 祭 

地 る 神社な のです が、 それ を 祭る のが 古代の 氏族の 伊福部 だとい うこと です。 この 伊福の 伊と いうの は、 発語と 言 

2 い、 話 をす る 時に 長く 引っ張る 音で、 福 は 古代 は 吹だった と 思う のです。 今でも 銅 や 鉄 を 作る こと を 銅 を 吹く と 


地名と 文化 30 


か、 鉄 を 吹く とか 言います" 例えば 吉慵の 枕詞で 「真 金 吹く 吉備」 というよ うに、 吉備は 砂鉄の 非常に 出る とこ 

ろな のです。 要するに ふい ご は、 吹 子の ことなの です。 子 は 器です。 古代に は 人間の 肺 も 吹 子と みたて 

しと 言って います。 そこで、 古代の 氏族の 伊福部 は 銅 や 鉄 を 作って いる。 また、 伊吹山 を 中心として その 周辺に 

二つ ほど 伊吹 神社が ある。 しかも その 近くの 大垣 市の 十六と いうと ころから 銅鐸が 出て います。 平安 初期の 『和 

名抄』 を ひいて みると、 伊福と いう 地名が 六 力 所 ほど ありました。 この 六 力 所と 銅 鋒の 出土 地と を 重ね合わせて 

みたところ、 そのうち 四 力 所から 銅鐸が 出て いる。 一 キロ や ニキ 口 離れて いる 所 もあります が、 中には その どま 

ん 中から 出て いる 場合 もあります。 例えば 遠 江の 浜 名 湖の 近くに 細 江 町の 気賀 という 所が あり、 そこから 銅鐸が 

出て いるので すが、 そこ も 伊福 郷 なのです。 やはり 地名と 考古学、 銅鐸と いう 謎の 出土品との つながり という も 

の を 考えざる を 得ない わけです。 

そのほか いろいろな 例が あります。 例えば 『出 雲 国 風土記』 を 読みます と、 大原 郡の 神 原の 里 は 昔 は 「国 作り 

の大 神」 つまり 大国 主命が 財宝 を 積んで 置いた ところな ので 神 財の 里と いったが、 今 は 神 原と いうよう になった 

と 書いて あります。 このような 伝承に ちなん で そこに 神 原 神社が あるので すが、 この 神 原 神社が ちょうど 堤防の 

すぐそば にあり、 川が よく 氾濫す るので、 修理す るた め 境内に ある 古墳 を 発掘し なくて はなら なくなった。 とこ 

ろが、 その 古墳の 中から ちょうど 邪 馬 台 国の あった ころの 時代に 当たる のです が、 中国の 景初 三年の 銘の ある 三 

角 縁 神 獣 鏡と いうの が 出土し ました。 そのほか 鉄 剣 や 鉄の 農具 も 出て きました。 これ は 『出 雲 国 風土記』 の 伝承 

がまち がって いなかつ たという ことです。 そこに 神 原の 里と いう 名前が ちゃんとつ いています。 地名が、 考古学 

の 発見に 非常に 重要な 役割 を 果たして いる こと はこれ で 分かります。 

また 出 雲の 国の 例 をと ると、 出 雲の 国の 国 庁の 跡が い つたい どこかと いう ことが 長い間 わかりませんでした。 

そこで さんざんに 議論され たのです が、 ある 人が、 慶 長の 検地 帳 を 見て いたと ころ、 ひらがなで 「こくて う」 と 


いう 文字が そこに 出て いた。 そこで その 土地 を 目当てに 掘ったら H 庁 跡が ちゃんと 出て きた。 このような 例 は ほ 

かに もあります。 

例えば 奈 良の 平城京の 発掘の 際に、 大極殿 跡と いうの がどうしても わからなかった。 ところが 土地の人が 大黒 

の 芝と 呼んで いる 土地が あり、 そこ を 掘って みたところ 大極殿 跡 だ つ たという 証拠が 出て きた。 

このように、 地名 は 考古学の 発見の 手がかりになる という ことが 言えます。 例えば、 『日本書紀』 に 次の よう 

な 話が あります。 神武 天皇 は 大和に 東征す るた めに 難 波から 入る 時、 さえぎられて 入れない。 それで 熊 野から 入 

いわた て 

つてい こうと した。 今の 新宮 市に どこから でも 見える 大きな 岩が 山頂に あります。 これ は 天の 磐 盾と 言って 神武 

帝が この 天の 磐 盾に 登った とあります。 そして 神武の 軍隊が 眠気に 悩まされ ひどく 疲れた。 ところが 高 倉 下と い 

う 人の 夢の 中に、 剣の 神が 現われて、 「お前の 持って いる 倉庫の 中に 剣が あるから、 それ を 神武 帝に 奉れ、 そう 

すると 神武の 軍隊 は 元気 を 回復す るであろう」 という 託宣 を 下す のです。 そこで 高 倉 下と いう 者が 自分の 倉庫の 

中 を 見る と、 はたして 立派な 剣が あつたので、 それ を 神武 帝に 奉った。 すると 勇気 百倍し、 「長い間 夢を見て お 

つたが、 夢が さめた よう だ」 と 神武 帝 は 言って、 軍隊 を 引き連れて 大和 を さして 北上して いったと あります。 そ 

の 高 倉 下と いうの は、 要するに 高 倉の 下で あり、 高 倉 下の 倉庫 は どこかと いうと、 天の 磐 盾と いう 大きな 岩の こ 

とで、 これ を 土地の人 たち は ごとび き 岩と いいます。 ごとび きと は 土地の 方言で 大きな ヒキガ ェ ル のこと です。 

そこが 高 倉 下の 倉庫 だと 言われて います。 確かに その 下 は ほら 穴に なって いて、 戦後 発掘して みると、 そこから 

銅鐸が 出て きている。 ですから このような 古い 伝承、 地名な ど は 絶対にば かにで きないと いう ことが 分かります • 

名 ところが、 残念な ことに は 日本の 学界 は 非常に 文献 中心 もしくは、 文書 中心 主義と 言います か、 いわゆる 机上 

地 の 推理が 多かった。 土地 を 相手に して、 その 土地に 人物な り 事件な り をお いて 考える という ことが 非常に 少な か 

3 つた。 これ は 日本の 学問の 弊害の 一 つ だと 思います が、 しかし 近年に なって 地名の 問題 は 大きく 見直され てきて 
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います。 

例えば、 四国に 大 歩危、 小歩危 というの があります。 これ は 地名で、 崖 地 をホケ とか ホキ とかいう のです。 地 

形な ども 地名から 類推され る ことが 非常に 多い のです。 と 同時に また 自然災害 も 暗示して いる 地名が あります。 

だから 地名 を 研究す るの は、 多くの 分野で 絶対に 見の がす こと も、 無視す る こと もで きない 学問です。 地名 は、 

大地の 子で ある 人間と、 母親で ある 大地と を 結ぶ 紐帯で あると 最初に 述べた ように、 直接的な 感情が 地名と 人間 

と を 結びつけて いるので す。 そのほか にも、 地名 を 手がかり にして いろんな 学問 上の 真理の 解明に 肉薄で きる。 

地名 は、 このような 意味から 言っても 実に 重要な もので あり、 特に 日本人 は 地名に 昔から 並々 ならぬ 関心 を 抱い 

てきました。 それが 証拠に は、 風土記 を 開けば いたる 所に 地名 説話が 充満して います。 さきに 述べた ように、 中 

世 あるいは 近世に いたる まで、 その 土地に 行かなくても、 歌枕と いう こと だけで 共通の 感情 をお 互いに 分け 持つ 

ことができる ものが あった。 こういう わけで 地名の 意味 は 極めて 重要で あり、 力説しても 力説し すぎる こと はな 

いと 思う のです。 

日本に も 地名 学と いう ものが でき、 地名 研究会 もで きました。 地名 学者の 池 田 末 則 氏が 書いた 『日本 地名 伝承 

論』 という 地名 学の 研究 書 を 読みます と 非常に 面白い ことが わかります。 

その 一 例です が、 奈良 という 地名 は、 奈良県に 七十 あるので す。 r ナ」 というの が 大きな 国 を 意味し、 r ラ」 が 

それに 接尾語の 意味 を はたす という 朝鮮語 由来 説 は、 奈良 という 名が 一 つで あれば そういう 言い方 もで きない こ 

と はない のです が、 奈良県に 奈良 という 地名が 七十 力 所 あるので すから 成り立ちません。 これ は 常識 を 大きく 是 

正す る こと を われわれに 迫る ものです。 それで はナラ はなに か と言うと、 傾斜 地 を 均ら す ことから きている。 均 

ら すと 平らになる。 だから 平城京の 平と いうの は、 ならす、 平らに するとい う 意味な のです。 要するに 傾斜 地の 

こと をナラ というの です。 もちろん 摘の 木の 生えた 1^ という こと もあります が、 奈良県に 七十の 奈良 という 地名 


が あると すれば、 まず それから 考える 必要が あると 思います- 

大和と いう 地名 もまた 多く、 奈良県に 小字が 約 二十あります。 そうすると、 大和と いう 一国 を 表わす 言葉 は、 

後々 にで きた ものであって、 最初から 邪 馬 台 国の ように 大きな 場所 を 表わす ものではなくて、 本当 は 小さい とこ 

ろで あつたと 考えられます。 船が 出入りす る 所 を 港と いうよう に、 山の 入り口 を やまとと いった。 小さい 地名な 

のです。 

飛鳥に ついても 同様です。 大和に 飛鳥が 十 力 所あります。 われわれ は、 どうも それ を 特殊な ものと 考え 勝ちに 

M る。 地名の 持つ 意味 はなに かとい うと、 人間の 精神 を できるだけ 普遍的な ものへ 解放して いくと ころに あるの 

です。 自分のと ころ だけ は 特別な 名前 を 持って いる、 あるいは 特別の 意味が あると 考えす ぎている もの をもう 一 

つ 押し広げて、 多くの 人た ちとと もに その 地名 を 分け もっとと もに、 その 地名に つながる 普遍的な 感情 を 分け も 

つ と いうと ころに 地名の 意味が あると 思 い ます。 

大和で も、 あるいは また 奈良 でも 飛鳥で も、 特殊な 地名 だと 考えて いるが そうで はない。 むかし は 小さい ほん 

の 数 里 四方ぐ らいのと ころで 生まれ 育って 一 生 そこ を 出な か つ た 人た ちの 生活が あった。 そこに は 同じような 普 

，的な 地名が いたる 所に あった はずな のです。 例えば 全部で 七十の 奈 良が あると いう こと は、 七十の 人の 同じよ 

うな 自然環境の 生活が あつたと 考えても いいわけです。 ところが、 奈 良の 都 はどうの こうのと いう、 一回 限りの 

g あと 結びつけたら、 これ は どこかで われわれ を 窮屈に する ことになります。 そして 同じような 人た ちの 生活が 

あつたと いう ことによ つ て われわれの 精神 を 解放し、 他の 人た ちの 生活へ の 共感 を 導き だして いくとい うのが 地 

名 名の 持つ 功徳と、 功力 だ と言えると 思います。 

地 地名 は 面白い もので、 われわれが 気づかない、 いろいろな こと を 教えて くれます。 例えば 先 ほどの 『出 雲 国風 

" 土 記』 では、 野と いうの は、 京と は 違う のです。 これ は 『出 雲 II 風土記』 に 服り ません が 『出 雲 国 風土記』 に 非 


M 常に 顕著に 出て おります.^ 例えば 山の てで へん も 野な^です C 野と いうの は 平坦な 所と  >  われわれ は 考えて いる 

^ のです が、 決してそう ではない。 原と いうの は 平たい ところで すが、 語原 は、 なかなかむ つかしい が、 一つ は 開 

^ 墾 という 意味が ある だろうと 考えます。 対 馬で は、 「これから。 i いしに 行って くる」 と 言います。 開墾し にいく 

地 というの を 「ばり」 という。 これ こそ 朝鮮語に 由来す る 言葉です。 開靈 する 所 は 平たい 所です が、 野と いうの は 

そうで はなく、 傾斜 地な のです。 山 ふところ とか、 あるいは 山の頂き まで も 野な のです。 そこで 野と 原と は 違う 

ことが わかれば、 古典 を 読む 場合の 一 つの 指標になる でしよう。 ところが われわれ は 漠然と 野 も 原 も 一緒にして 

古 ，を；？， 一， S んで いる この あたりが おかしい という ことになります。 このように いろいろな 読み方の 重要な 旨 ぉ惊 こ 

なるとい うのが 地名な のです。 

ここまで は 地名の 面白さ、 なぞ 解きの 面白さ、 あるいは また 地名の 重要 さに ついて 述べて きました ので、 これ 

から 先 はい ま 当面する 問題に 入 つ てみたい と 思います。 

昭和 三十 七 年に、 住居 表示に 関する 法律が 設定され ました。 それにより 日本中の 町名 は 大きく 変更 を 強いられ 

ました。 これほどまでに 重要な 地名が、 ほとんど 深い 配慮 もなくて 新しい 地名へ どんどんと 改変され ていく とい 

うま ことに なげかわしい 状況が 展開して、 現在 もま だ 進行 中です。 ですから、 私たち はなん とかして これ をく い 

止めたい と 思い、 昭和 五十 三年の 三月、， 「地名 を 守る 会」 を 設立いた しました。 会に は 代表 をお かずに、 私が、 

運営委員会の 代表と いう 形で これに 関係して きて おります。 町名 改変 は 地名 改悪と はっきり 言って さしつかえな 

いだろうと 思います。 

例えば 敦賀巿 に は永大 町と いう 地名が あります が、 これ は永大 産業が そこに 工場 を 持って いたから です。 とこ 

ろが、 永大 産業が 倒産しても その 地名 はやつ ばり 永大 町と して 残って いる。 一 企業の 名前 を 地名と して、， ると こ 


ろに、 まことに 軽率な 市 当局の 考え方が ある。 さきに 伊福の 話 を 述べ ましたが、 岡 山 市に 上 伊福と >> う 所が あり 

ます。 『和名 抄』 に 伊福 郷と 記されて いると ころです が、 上 伊福から は 銅鐸の ミニアチュア である 小さい 土鐸が 

出て いる。 形 は 全く 銅鐸です が、 素材 は 泥です。 ですから 伊福と いう 地名と 銅鐸との 関係が そこで も 手がかりに 

なる わけです が、 ところが 先年、 岡山県に 国体 を 招致した からと いう ことで 国体 町と 名前 を 変えた のです。 まこ 

とに、 寒々 とした 話です。 

右京、 左 京と 言えば むかしの 平城京の 地名でした。 ところが、 奈良県と 京都府との あいだに 一一 ュ ー タウンが で 

き、 そこに 右京 町、 左 京 町と いう 名前が つけられた。 これ は 明らかに 歴史的な 地名の 偽造です。 城 もない 港町に、 

大手 町と いう 名前が つけられ、 城下町で もない 所に 丸の 内と いう 名前が できる。 山の 中に 中央 町が できる。 自動 

車で 行っても ススキ ゃカャ ばかりと いう 所が、 中央 町な のです。 なぜ 中央 町と 付けた かとい うと、 それ はいろ い 

ろな 町村合併の 時に、 そこがた だ 真ん中 だとい うだけ のこと なのです。 歴史的な 中心部で はなく、 単に 地理 的に 

ど 真ん中な ので、 カャ 原で あろうと ススキ 原であろう とか まわずに、 中央 町と いう 名 まえが つけら おた。 

本 町と いう 名前 も 多い。 日本人の 非 文化 性 を 表わした のが 文 京 区 だと、 ドナ ルド • キー ン 氏が 言って * いますが、 

こうした 名前 を また 模倣して、 田舎 町に も 文 京 町と いう 名前 を どんどん つけて いきます。 

住居 表示に 関する 法 ti: をよ く 読んで みます と、 町名まで 変えろ と ははつ きり 言って いないの です。 要するに 地 

番の 整理 を 目的と しています。 地番の 整理 だけにと どめて おけば それで 十分に 事足りる もの を、 勢い 余って 町名 

までい じってし まう。 なぜ 町名 をい じる かとい うと、 当用漢字 にないので 読みに くいから というの です。 当用 漢 

名 字 は、 戦後の ものです。 古代人 や 中世 人、 近世 人、 あるいは 明治の 人た ち は、 当用漢字に 即んて 動いた わけで は 

地 ありません。 それが われわれ 一代の、 しかも 戦後の 感覚 や 判断で ほとんど 十分な 論議 もな しに どんどんと 改めら 

3 れ ていきます。 これ はもつ とも 情けない ことなの です。 


^ しろ しろな 問題点が あります が、 問題の 第一 は、 郵便の 配達の ために 便利 だとい うと ころから きています。 し 

化 かし、 はたして 便利と いうの が 地名の 本来の 目的だった かどう か。 これまで 述べて きた ことから わかる ように、 

« 決して 便利 さの ために だけ 地名 は 作られた ものではありません。 もちろん 便利 さもない わけで はない のです が、 

地 それだけ ではない。 それだけ ではない からこ そ 地名と いう もの は 歴史学 や 地理学 や 民俗学、 あるいは 動植物 学 や、 

いろいろな 学問に 貢献す るので あり、 便利 さ だけ だったら 記号に すぎず、 なんの 貢献 もで きません。 便利 さの. こ 

めに 地名 を 変えよう という 考え方 は 浅はかな 考え方に 基づく。 しかも その 地名 を 変更す る 審議会に は、 歴史学 者 

や、 地理学者 などの 学者た ち は 入って いないの です。 地名に 日頃 親しんで いるこう いう 専門家た ちの 意見 を 当然 

聞かなくて はならない のに、 聞く こと をして いない。 まるで 競争す るよう な 勢いで、 昭和 三十 七 年から 今日に 至 

るまで、 どんどん 変えて いっています。 当用漢字 および それに 準じる とか、 長す ぎる とかの 理由なら ば、 読み こ 

くい 県 名 はどうす るか。 例えば 茨城な ど 非常に 読みに くい。 あるいは 大分 は なぜ 「おおいた」 と 読む のかよ く 調 

ハなレ とわから ない。 わからない けれど われわれ は それ をそう 読む もの だと 教え こまれ、 奈良時代の 始まりから、 

今まで 少しも 疑わずに 続けて きたので す。 読みに くいから という ことで あれば、 大分県の 名前 も 変えなくて はい 

けない。 本当 はそう なる のです が、 県 名まで は 変えようと していません。 

また 「住居 表示に 関する 法律」 は 画一的な 街区 制 方式 を 採用して います。 日本の 町 は、 だいたい 道路 を 中、、 1 と 

して 向かい合つ ている わけです。 家並の 背中 合せに 細い 溝が あり、 勝手の 汚い 水な ど を 流す ようにし ています。 

道路 を 真中に 差し はさんで 町の 家並が 向き合つ ている のが、 日本の 町の 一 つの 特徴な のです。 街区 制と いうの は、 

要するに 今まで 背中 を 向け 合って いた 人た ちが、 一 ブロック として 新たに まとめられる。 歴史的な 家の 並び 方 を 

無視して、 別々 の ダル ー プを ひとつの ブロック として 扱おうと する のが 街区 方式です。 これが やはり 町名 変更の 

基本的な 考えの 土ム 口にな つてい る。 これな ども 外国の 猿 まねで、 日本の 伝統的な 生活 形態 を ほとんど 無視した b、 


り 方 だと 言わざる を 得ない の です。 

日本人で あれば、 地名が どんなに 重要 か はわ かる わけです。 自分の ふるさとの 名 まえが 仮に ここで 変わったと 

します。 そうすると いったい どうなる か、 ふるさと に対する 親しみが 半減す るでしょう。 自分の 父祖の 地、 墳墓 

の 地が、 違う 名前に 変えられた としたならば、 自分の 父 や 母 や、 あるいは もっと 遠い 先祖に 対して、 われわれの 

持って いる 感情 は、 その 地名の 変更に よって 薄らいで いかざる を 得ない。 こうした ものが 地名に は ある わけです。 

例えば、 今、 沖 網 県に 沖繙 市と いうの が 誕生して います。 これ は 昔の コザ 市で あり、 コザ 市の 前 は、 終戦 直後 

まで と 言った のです。 越 来と いう ことばが 沖繩の 古い 歌集で ある 『おもろ さう し』 などに 出て きます。 越 来 

という ことば は 非常にな つかしい 言葉で、 口に 出しても いい ひびき を もっています。 それが どうした はずみ かで、 

コザ 市と いう 名前が できた のです。 そして コザ市 は、 戦後の 沖繙を 象徴す るよう な 白人 も いれば 黒人 もい る、 わ 

れ われの ような 黄色い 人間た ち もい ると いう 国際的な 町と なった のです。 それが 今度 は 県庁の ある 那覇 市が、 少 

し沖繙 本島の 南に 寄り 過ぎて いるた め、 県庁 を 中部の ほうに 持って きたいと いう ことから、 県庁の 移転 を 促進す 

るた めに 沖繙 市と いう 名前 をつ けたので す。 ところが 県庁 はそう 簡単に 動く わけはありません から、 沖繙 市と い 

う 名前 だけが あって、 県庁 は 依然として 那覇 市に あります。 コザ 市が 占領下の 沖繙を 象徴す る 名前で あるから 復 

帰 後に、 いまわしい ィメ ー ジを 払拭した いと 欲するならば、 昭和 二十 五 年 ごろまで 越 来と いう 名前が あつたので 

すから、 しかも その 越 来と いうの は 古い 歴史的な 地名です から、 それに 当然 変えるべき だった と 思う のです そ 

れが もしで きないと すれば、 占領下の 沖繙を 象徴す る 地名と して、 もはや 歴史的な 地名に なって いる コザ という 

名 突き刺す ような、 単 的な カタ カナの 地名 を 残して おくべき だった と 思います。 ところが、 沖繙県 沖繙市 だとなん 

地 のィメ ー ジ もない。 コザ にいる 友人に 手紙 を 書いたり する 時には 実に 情けない 気持になる のです。 

^ 上越 市 も， ム たちに とって はなつ かしい 名前で ある 直 江 律と 越後 高 田 を 一 緒に した ものです。 直江津 という 港町 


^ の 感じ も、 高 田と いう 雪の 深い 所の 名前 も なくなって しまった。 こういう こと を 実に 多くの 所で やって いるので 

^ す。 ですから、 地名 改変 は 戦後で 最大の 愚挙の 一 つで はない かと 私 は 考えて います。 これが、 今の ままで 止まつ 

^ て くれれば、 全部 改変され てし まうよ り はいいし、 また 元に 戻す ことができれば なおい いだろうと 思う のです。 

地  一 =^ の 人間が、 幾千 年と つづいた 土地の 名 を 自分た ちの 恣意的な 形で 変える こと は、 不遜ではないでしょう か。 

しかも 地元民の 感情と いう 大義名分の 下に 変える 場合が あります。 新 宿 区の 柏木が、 今 は 歌舞伎 町と いう 名前に 

変わって いる。 歌舞伎 町と いう 名 をつ ければ それだけな にか にぎわしい 盛り場の ィメ ー ジが あると いう 商店街の 

発想で どんどん 変えて いく わけです。 地元の 住民の 感情 を 大事に する こと は 第一条 件です が、 しかし だからと い 

つて それだけに 頼る という こと もまち がいだ と 思います。 地名 は 日本人 全体の もの だと 言って いいと 思う のです。 

新 宿に 住んで いる 人間の どれ だけが もともと 新 宿 区に 愛着 を 持って 親の代から 住んで いたかと いうと、 ほとんど 

は 寄り合い 世帯で、 日本 全国から 集まって きた 人た ちに 違いない。 ですから、 現に そこに 住んで いるから といつ 

て、 住民の 感情 を 至上の ものと して、 地名 を 変えよう という 動きが あっても、 それに 従う という ことよ、 g け，， よ 

くて はならない と 私 は 思います。 

私が 言った 地名 改悪の 例 は、 ほんの その 一例でして、 実際 は 目 をお おうような ものな のです。 これほど 賢明な 

日本人が、 これほど 愚かしい 行為 を やる という こと はいった いなんだろう。 これほど 小さい ものに 対して 愛着 を 

持った 日本人が、 これほど 事大主義と いうか、 右へ ならえで 動いて いくとい うの はいった いなんだろう。 これよ 

私 を 日本人と その 文化への 痛切な 省察に 導かずに はおき ません。 


39 地名と 日本人 


地名と 日本人 


伝統と は 持続す る 民族の 観念の ことで ある、 と 考える ことができます。 この 定義の 上に 立てば、 地名 こそ は そ 

れ にもつと，^ ふさわし いものと いえます。 五 年 ごと、 十 年 ごと、 小刻みに 変わって いく 文化 は、 伝統の 名に 値し 

ません。 それに 対して、、 地名 は 日本列島に 人び とが 住みつ いて このかた、 一貫して 呼びなら わして きた 土地の 呼 

称です。 命名され た 時代が 繙文 • 弥生の 時代に せよ、 古代 • 中世の 頃に せよ、 おなじ 地名が おなじ 呼称 を もって 

今日の 私たちに いたる まで 使用され てきて います。 つまり 地名 は、 繙文 • 弥生 • 古墳の 時代から 連綿と つづいて 

きた 日本人の 共同 感情 を、 もっとも 純粋に 保存して きています。 地名 ほどに 息の ながい 文化遺産 は どこに も 見当 

たりません。 

なるほど、 繩文 土器 も先史 社会の 様子 を さぐる ための 貴重な 文化遺産に ちがいありません。 しかし、 物 は 時代 

がく だるに したがって つねに 新しく 変わって いきます。 古墳時代の 須恵 器、 あるいは 鎌倉時代の 木 器の 手 ざ わり 

を 私たち はもう 思い かえせ なくなって います。 しかし、 地名 は 持続し ます。 私たちが 地名に 触れて 心 を 動かす の 

よ、 也 名が 日本人の 今 も 昔 も 変わらぬ 共同 感情 を ゆすぶる 力 を もっている からに ほかな りません。 そこに 地名の 


や 力け 力え のない 特色が あります。 という こと は、 日本人の 文化の 創造性が 地名と 深く 関わりあって いる こと を 意 

化 味し ます。 地名 を 抜きに して 日本の 伝統 文化 を 真に 語る こと は 困難で ある 理由が ここにあります。 

« 伝統 を 古木の 幹に たとえる と、 民族の 創造す る 力 は、 春 ごとに みずみずしい 若葉 をつ ける 古木の 枝に あたり ま 

地 す がっしりした 古木の 枝から 吹き出す 若葉のう つくし さは、 民族の 伝統 を 頑な なまでに 守りつ いでいる 誇りた 

かい 民族 だけが 享受し 得る ものです。 自国の 古い 遺産 を 粗末に あっかう 民族 は、 ついに 伝統 文化 を 創造す る裹カ 

を 貯える ことができません。 

日本 は 明治の 開国に あたって、 新しい もの は 善で あり、 古い もの は 悪で あると いう 価値基準 を、 近代化、 合理 

化 を 推進す るた めの 尺度と しました。 たしかに これ は 科学技術 や 政治 経済の 面で は 有効です が、 文化の 面で は必 

ずし もそう ではありません。 古い 文化 を 台木と して、 その上に 新しい 文化 を 接 木す る ことが 必要です。 だがし か 

し 近代 日本 は、 その 台木に あたる 部分で ある 持続す る 文化 を かなぐり 捨てて しまいました。 その 結果、 この 百年 

の あいだ、 賽の河原の 石 積みの ように、 くずして は 積み、 積んで はくず すと いう 無益な 繰り返し を 行なって き，， こ 

にす ぎません。 

しかも、 戦後 社会で はなおい つそう、 新し さ を 善と し、 古さ を 悪と する 考えが 横行し ました。 これ は 革新的 立 

場 だけでなく、 保守的 立場で もお なじ 考えに 支配され ました。 それに 一九 六 〇 年代の 高度成長 経済社会が 拍車 を 

かけました。 企業 優先、 経済 第一 主義の 名の 下に、 日本列島 社会の 再編成が 行なわれました。 日本の 山河 はきり 

くずされ、 むざんに 埋めた てられ、 祖先伝来の 土地が あとかたもなく 抹消し、 変容 させられ ましたが、 それだけ 

では 物 足らぬ と 見えて、 従来の 古い 地名に 新しい 地名 を 勝手 気ままに 付与して いくため の 法律が つくられました。 

一九 六 二 年、 つまり 日本が 高度成長 社会に 突入した 昭和 三十 七 年に 制定され た 「住居 表示に 関する 法律」 がそ 

れ です。 もちろん それ は 企業 や 公社の 要請に したがった ものです が、 過去からの 脱皮 こそ 近代化の 道で あると す 
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る 思想が 背後から 支えて いた こと を 見の がす こと はでき ません。 

地名 を ほしいままに 変更す る こと、 それ は 持続の 観念の も つ とも 重要な 拠点に 対する 攻撃と みなす ことができ 

ます。 なぜならば、 地名 を 変えて しまえば、 もう どこの 国の 風景と も わからない ほどに、 戦後の 日本 は 変化し つ 

つ あるから です。 とくに 六 〇 年代の 高度 経済成長 は 日本の 社会 を 一変 させました。 地方の どんなに 小さな 町 や 村 

を おとずれても、 おなじような 家並 や 生活 を 見せつ けられます。 それ は 町の 景観 や 人び との 生活が 画一化 された 

という ことにと どまらず、 日本人の 内実の 意識まで が 変容 を 迫られつつ ある こと を 物語って います。 古くから つ 

づ いてきた 伝統 社会の しきたり、 たとえば 年中行事 や 冠婚葬祭の ような 生活 慣習 は、 もはや 復活す る 気配 もな く 

大幅に 影 を ひそめて しまいました。 

残された 伝統 は 地名 だけと しかいい ようの ない 事態が 到来して います。 それ を  一 口に、 伝統の 危機の 時代と 呼 

ぶこと がで きます。 伝 仏の 危機 は 新しい 伝統 意識 を よびさまさずに はおき ません。 いかに 法律の 名の 下に 押しす 

すめら れ てきて いると はいえ、 幾千 年 このかた 日本の 大地に 刻まれ、 守りつ がれて きた 地名 を 破壊しょう とする 

行為 は、 伝統の 最後の 拠点に たいする 挑戦であります。 民族の 敵と 呼ぶ に 差支えな いこの 政策の 遂行 者た ち は、 

地名 を 改変す る ことによ つ て、 過去と 断絶す る こと を もくろんで います。 

かって 多くの 旅人の 足 を ひきつけた 歌枕、 さて は 近代 日本文学に 登場す るかず かずの 舞台の 地名が あとかた も 

なく 消え去り、 それ をたず ねても 容易に わからな いとき、 どうして 先人の 営 為への 愛着 心 を 心に つなぎとめる こ 

とがで きましょう。 それ はもつ と 身近な 一家 一族の 歴史に ついても いう ことができます。 祖先の 住んだ 場所 を 探 

しても、 地名が 消えさって しまって いて、 手がかりがない とき、 人 は 途方に くれ、 やがて あきらめ、 先祖と つな 

がる 自分の こと を 忘却す るに ちがいありません。 その 昏迷 はすで に 始まって います。 こうした 結果が 明らかで あ 
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るに も 力 かわらす. 地名 改変が 平然と 行なわれて いるの を 見て は、 なんとしても それ を ふせぎ、 はねかえさね， よ 

ならない と 思う の は、 日本人と しての 自然の 情です。 

古い もの は 悪で あり、 新しい もの こそ 善で あると いうかっての 価値基準 は 逆転し ました。 古い もの を 必死に 守 

ろうと.^ る 動きが、 日本列島 社会に めばえつつ あるの が 感じられます。 それ は 高度成長 をつ づけた 経済社会の ゆ 

きづまり という 貴重な 教訓の 上に 立つ ものです が、 その 一 つと して、 過去との 連帯、 すなわち 持続の 観念の 再生 

を 求め、 地名 改変に 反対す る さまざまな 胎動が 日本 各地に 生まれました。 それ は 政治 思想の 保守と か 革新と かの 

動きと はまった く 関係な く、 既成概念で はは かれない 新しい 志向で あり、 あえてい えば、 第三の 道への まさぐ り 

であると いう ことができます。 その 果てに ようやく、 昭和 五十 三年 三月、 全国の 運動の 連絡と 組織化 を 目 ざす 

「地名 を 守る 会」 を 私たち は 結成し ました。 

私たちが、 ふだん 使用して いる 地名 は 日常 語と 変わりない ものです が、 それだけに、 ややもすれば、 単に 云 達 

の 手段で あり、 また 弁別の 手段と しか 考えられて いません。 しかし 一 つの 土地 を 弁別して それ を 他人に 伝達す る 

ための 標識と いう だけなら ば、 地名 は 記号に すぎなく なります。 記号 は、 人間の 感情 を 誘発す る ことが ありませ 

ん。 私たちが 地名に ふれて、 共同 感情 を 喚起 するとい うの は、 地名に 記号と 正反対の 性格、 すなわち 日本人の 想 

像 力 を 刺激す る ものが あるから です。 今日、 「住居 表示に 関する 法律」 にも とづ い て 町名 地番 を 変えよう とする 

動き、 とくに そこに. \ '丁目； 番地と、 数字 を 連続して 使用す る 試み は、 地名の もつ 特質 をみ ごとに つかまえ そこ 

ねて います 記号 も 数字 も 何らの ィメ I ジを 形成す る ことはありません。 しかし 地名 は、 それが むずかしい 呼称 

ゃ酽み 方で あれば ある ほど、 つよい ィメ ー ジを 放ちます。 そうする ことで 共同の 認識に 役立ち 得る という 効用 を 

もっています。 したがって 難解で 小さな 町名 を 抹消して 簡明な 大 町名に 変え、 その 下に 数字 を 置く という 方法 は 

愚の 骨頂と いえます。 
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地名の 魅力 はさま ざまです が、 地名の 意味が かくされ ており、 それ を 探し あてる という 点 も 大き レと 思われ ま 

す。 そうした ことが どうして 起こる かとい えば、 一つ は 命名の 動機が 後世に なると、 つかめ なくなつ ている こと 

があります。 たとえば、 古代人が 鉄 や 銅で 作った 鐸をサ ナキと 呼んだ という こと は 今日で はふつ う 知られて いま 

せん。 そこで 佐 鳴と か猿投 とか 佐那 具と か 表記され た 地名の 場合、 それ を ただちに サナキ (鐸) と むすびつけて 

考える ことができません。 あれこれ せんさくの すえ、 ある 解釈に たどりつく わけです が、 そうした 地名の 語源 を 

追究す る ことが 地名の 魅力の 一 つで ある こと は 否定し がたい ものです。 

地名に 意味が かくされて いると いえる もう 一 つの 理由 は、 地名 は その はじめに、 内輪の 仲間 同志の 命名から は 

じ まった と考えられる からです。 主語 を 省く 日本の 古典が 内輪の 者 同志の 文体と 見なされて いるよう に、 地名 も 

仲間 さえ わかれば、 それでよ いところ があります。 泉 は どの 村で もあります が、 ある 村の ある 人び とに とって は、 

^！^とぃぇば、 それ はき まった 一力 所の 泉 を 指します。 外来者に は 泉と いった だけで は、 そこが どこか わかり ませ 

んが、 村の 中 だけで 一生 を 終える 人た ちに とって は、 それだけで 充分 用が 足りる のです。 したがって 泉 は 普通 名 

IFe ありながら、 また 固有名詞の 役目 もっとめ ると いう ことになります 

崖 地と か 低湿 地 を あらわす 全国 共通の 地名 も すくなくありません。 これら は 普通名詞です。 しかし それが ある 

地方で 使用され ると き は、 いずれも 固有名詞の あっかい を 受けます。 つまり 地名 は 固有の 土地と むすびつ いてい 

る ものです が、 各地に 分布して いる 同一 地名 を 分析す る ことによって、 土地の 共通な 性格 を 発見す る ことができ 

ます。 一見 抽象化 や 普遍 化 を 許さぬ ように 思われる 固有の 地名が、 他の 場所の 地名との さまざまな 類比と 対比と 

を 可能に する の は、 地名が もともと 普通名詞 を 固有名詞 のように 使用した という ことと 深く 関わりが あると 思わ 

ォます 

地名 は 万人の 目に さらされて いるもので すが、 その 一方で は 意味が かくされ ており、 また 普通名詞 でありな が 
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ら 固有名詞 としての 性格 を もっとい う 一 一重 性 を そなえて います。 さらに 地名 は 土地と いう 対象 物の 性質 を 表現す 

る 名前で あり、 他の 土地との 識別の ための 名前で あると 同時に、 その 土地に 関わり を もつ 人た ちの 固有の 感情 や 

考え を 表現して います。 つまり、 土地に 付せられ た 名前で ありながら、 土地との 関わり を もつ 人間の 意識で も あ 

ると いう 性質 を もっています。 という ことに なれば、 地名 はたんなる 物に 付属す る 名辞で はなく、 人間と 土地と 

の 関係 を 物語る 媒介物で あると いう ことができます。 地名 を 一 掃した のちに 土地 はの つ べらぼうの 空間に かえる 

だけです。 いわば 地名 は 土地の 顔で あり、 眼 鼻 立ちであります。 そして、 土地に 眼 鼻 立ち を 与える の は 人間です _ 

地名に は 物と 名、 土地と 人間、 具象と 抽象、 固と 普遍と いう 相反す る 対立 物が 共存して います。 これ こそ は 他 

にみ る ことので きない 地名の 特色で あり、 地名の 魅力で もあります。 それにしても ふしぎに 思われる こと は、 共 

通な 地名が 遠隔の 地に も 見られる という 現象です。 たとえば 耳 取と いう 地名な ども その 一 例です が、 耳が ちぎれ 

るよう に 寒い 峠な ど を どうして、 鹿児島県の 人 も 東北の 果ての 人 も 期せず して 耳 取 峠と いう 名で 呼んだ か、 この 

遠方の 一 致 はどうして 起こった のか、 民俗 慣習が 旅人 や 移住者に よって 運ばれる こと は 多くの 事例から 察しが で 

きます が、 こうした 地名まで わざわざ 運んだ もので あるか、 これ も 地名の 謎の ひとつです。 

相反す る さまざまな 対立 物が 共存 するとい う 地名の 一 一重 性 は、 屈折した 多様な ィメ— ジを もつ て 人び と を 引き 

つける 魅力 を 地名に 与えました。 それ を 根底から 動かして いるの は 地名に たいする 日本人の 共同 感情です。 たと 

えば 上田 秋 成の 『雨 月 物語』 の 中の 「白 峯」 は 「あ ふ 坂の 関守に ゆるされ てより、 秌 こし 山の 黄葉 見過しが たく、 

浜 千鳥の 跡 ふみつ くる 鳴 海が た、 不尽の 高嶺の 煙 …… 」 に 始まります。 ただこれ だけの 文章で も 日本人の 共 同感 

情 を 刺激し、 美意識 を そそる に 充分です。 ここに は 「あ ふ 坂の 関守に ゆるされ てより」 とか 「保 こし 山の 黄葉 見 

過し がた く」 という 受身の 行為 または 感情が 述べられて いますが、 その 主体 は 誰かと いう こと は 不明です。 それ 

は： &者 自身 あるいは 読者 自身です。 という こと は、 つまり は 一役 的 日本人と 考えられな くもありません。 ここに 
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述べられる 東国の 地名 は 歌枕です から、 日本人に は 旧知の ものです。 固有名詞 としての 地名 を 並べた だけで、 そ 

こ に 歴史的な 情緒が かもし 出されて くると いう ことになる のです。 

地名 は 一般の 日本人に 訴え かける とともに、 また 多くの 学問 分野の 研究に 貢献し ます。 歴史学、 地理学、 民俗 

学、 考古学、 言語学、 あるいは 動物、 植物、 鉱物な どの 知識に も、 きわめて 有益な 資料 を 提供し ます。 これらの 

学問の ふれあう 溜り 場で ある 地名が ヒ ン ト とな つて、 一つ の 問題が 解決され たという 例証 はすこぶ る 多い のです 

が、 こうした 豊富な 知識の 源泉で ある 重要な 学問的な 利用 は 今日に いたる までけ つして 充分と はいえ ません。 そ 

れは 日本の 学問の 決定的な 弱点で ある 想像力の 貧困に 帰せられ ますが、 日本の 学者の 地名に たいする 無知と 冷淡 

さが、 今日の 地名 改変の 横行 を 無言に 許して いると いう こと は、 するどく 指摘して おく 必要が あります。 

地名 は 持続す る 生き物です。 そこで 生命 体に 流れる 微妙な 変化が 地名に も みられます。 地名 は 歴史と ともに 動 

き、 時代に 相応した 形 をと つて 今日に いたって います。 地名が 口伝えに 伝えられて いくとき、 呼称で ある 以上、 

すこしずつ 変化 をして い、 くの はむしろ 自然な 現象です が、 文字に 表記され る ことになると、 大きな 混乱 を ひき 起 

こさずに はす まなくな ります。 とくに 漢字 は 仮名と ちがって 表意文字 ですから、 漢字 を 当て字と する ことで、 ち 

がった 意味が 派生 するとい うこと が 頻発し ます。 こうした ことに 加えて、 好 字 をつ ける ことが 奨励され るよう に 

なります と、 ますます 地名の 本来の 意味から 遠ざかります。 そうして 地名 を 好 字に 変えよう とする 動き は、 古代 

から 現代まで 一 貫して つづき、 最近 はます ます 激しくな つ ている のです。 

もともと 自然発生 的な 地名が、 権力者の 手で 変えられる ことがあった としても、 明治まで は その 弊 は 少な かつ 

たと 言えましょう。 というの も、 封建時代まで は、 支配者 は、 土地 やそこに 住む 人び との 生活に 直接に 関与し 干 

渉 するとい うこと はなかった からです。 村 は 自然 村と して、 自給自足の 暮らし を 営む こと を 許されて いました。 

ところが 明治 政府 は 徴兵と 徴税の 一 一つの 目的の ために、 これまでの 村 単位の 支配 を 家 単位に 切り かえました。 


^ こうして 自然 村から 行政 村へ の 移行が 明洽初 新から はじまり ますが、 とくに 明治 一 一十 一 年の 町村 大 合併 は 庶民の 

化 暮らしに 大きな 打撃 を 与えました。 町村 名 も おびただしい 変更 を 強いられます。 それに つづく 日 清. 日露の 役 や 

^ 日韓 併合に よって 日本の 植民地と なった 樺 太、 台湾、 朝鮮に おける 強制的な 地名 変更の 問題 も 見す ごす わけに は 

地 いきません。 支配者が 地名に 関与した 場合、 異 民族の 地名 を 尊重しょう という 精神 はいたって 稀薄で ある ことが、 

ここに うかがわれます。 

町村合併 は 戦後 社会に も 行なわれ ましたが、 それに ともなう 新しい 市町村 名の 誕生の 際、 当用漢字 を 命名の 基 

準と したために、 従来の 個性 ゆたかな 地名の 特色 は 失われました。 つづいて、 昭和 三十 七 年に 施行され た 「住居 

表示に 関する 法律」 では、 読み方 や 書き方が むずかし いという それだけの 理由の ために、 変えないでも いっこう 

に 困らない 地名 を どんどん 抹殺し、 平易で 簡明な 新地 名 を 採用す る ことにしました。 こうした やり方 は 目にあ ま 

る ものが あつたた め、 同 法律が 施行され て 五 年後の 昭和 四十 二 年に は、 「住居 表示に 関する 法律の 一部 を 改正す 

る 法律」 が、 衆議院 地方行政 委員会に 提案され ました。 その 説明に は 従来の 画一的な 姿勢 を 反省して、 由緒 ある 

町名 を 残す こと、 従来の 区域と 名称 を 尊重す る こと、 あらたに 町 または 字の 名称 を 変える とき は、 ただ 読み やす 

く 簡明な ものにする という だけでなく、 できるだけ 従来の 名称に 準拠すべき こと を 強調して います。 しかし、 そ 

の 後 実効が あがった という 徴候 は 見られな いところ をみ ると、 これ も 焼 石に 水であった といえ そうです。 

地名 は その 土地に 住む 住民 だけの もので もなければ、 私たち 一 代 かぎりの ものが 自由 勝手に 処分で きる もので 

もありません。 それ は 日本人 全体の 代々 守りつ いでき た 文化遺産です。 地名 は 持続す る 文化の 伝導体です。 この 

伝導体が なくなった とき、 過去の 世界との 脈絡 は 断 たれ、 私たち は 国籍 不明の 土地に 漂流し 浮遊す る ほか ありま 

せん つまり 地名 は 日本人の アイデンティティ、 日本人が 日本人と しての 自覚 を もった めの 不可欠の ものです。 

日本 は 世界中の どの 国よりも、 地名 を 数多く もち、 しかも それが 古くから 伝えられて きました。 どんなに 小さ 


な 村で も 幾 十と いう 地名、 かあります。 しかも 日本人の 地名の ひけ 方， 受けと り 方 は 独特な も ひが あり、 その 多彩 

で 陰影に みちた 複雑な 魅力 は、 他国の 地名と は 比べ ものに なりません。 また 日本人の 姓の 七、 八 割 は 地名に 由来 

するとされ ています。 自分自身 をた どって、 民族 共同の 根源へ さかのぼろうと するとき、 私たち 日本人 は 必ず 地 

名に つきあたります。 地名 は 小さき ものに ちがいありません が、 何物に もまして 動かしが たい、 確実な 拠点です _ 

大 也の 皮膚に 息づく 日本人 共通の 感覚 や 感情の 最小 細胞です。 こうした ことから 「地名 を 守る 会」 の 運動 は 祖先 

から 受けつ いでき た 地名 を 自分た ちの 子孫の 世代に まちがい なく 受け 渡そうと いう、 日本人と しての 当然の 願い 

を こめた ものである ことが 理解され ると 思います。 
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なぜ 地名 変更に 抗 うか 


狩り ことばの 一 つに ツナ グ という 語が ある。 万 葉 時代に すでに 見られ、 今日で も狱師 仲間が 使って いる 言葉で 

ある。 獣の 足跡 や 血痕 をた どって、 目指す 獲物の 所在 をつ きとめる ことで あるが、 地名の 研究 もこれ 二 頃す ると 

しし からと 

私 は 考えて いる。 なかには 「獣の 乾迹」 、つまり 獣の 乾いた 足跡の ように かすかに 消え かかって いる 地名 も ある。 

それ を 発見す るに は、 狩人 特有の するどい 感覚 や 経験と、 それに 劣らぬ 忍耐が 要求され るが、 地名と いう、 人間 

の 営 為が 土地に 刻んだ 足跡 を 追って、 首尾よく、 そこに かくれた 意味 を 発見した ときの よろこび は 大きい。 

と 言っても 地名 は 万人の 眼に さらされて いるものであって、 少数者に 秘匿され ている もので はけつ してない。 

にもかかわらず、 その 背後に かくされた 意味 や 価値 をみ すごしが ちな ところに、 地名の 置かれて いる 位相が ある。 

その 一 、 一 一の 例 を 示して みょう。 

たとえば、 前 田と いう 地名 はあり ふれて いるよう に 見える が、 一志 茂樹 氏に よると、 検也 帳に は 前 田と いう 地 

名お そう 多くない という。 前 田と いうの は、 どこの 家の 前に も ある 田 を 言う ので はない。 寺社の 前、 あるいは 

とくべつな 屋敷 やか まえの 前に ある 田で、 祭りのと きに 使用す る 米 を 作ったり する ような 田で あると いう。 こう 
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した 説明 を 聞く と、 ふだん 私たちが 何気なく 使用して いる 地名に たいして、 いっそう 精密な 認識 を 必要と する こ 

とが 分かる。 

早稲 田と ハぅ 地名 もそう した 例の 一 つで ある。 早稲 田 をた だ 早稲 を 植えた 田と 理解す る だけで はすまない と 思 

■  たて  たて 

つたの は、 先日、 長 井 政太郎 氏の 話 を 聞いた ときであった。 長 井 氏に よると、 山形県に は、 楣だ とか 館と 呼ばれ 

る 土 豪の 邸 あとが 数多くの こって いる。 そうした 土 豪の 邸の まわりに は、 たいてい、 早稲 田が 作られて いた。 そ 

こ は 水の 取り入れ口で、 冷水の かかる 田で あり、 その 田に 早稲 米 を 植えて、 自家の 飯米に し、 凶作のと きに も、 

そり 田 だけ はかろう じて 仅穫 がで きる ようにした というの である。 つまり 飢え をし のいで くいつな ぐた めに 日 ご 

ろ 用意され た 田が 早稲 田であった、 という ことになると、 早稲 田と いう 地名に ついても 分かり切った 顔 をす る こ 

とがで きなくなる。 

熊本県 阿蘇 郡 産 § 村の 大字 片 侯に 柄杓 田と いう 地名が ある。 これな ども 見す ごされ やすい 地名で ある。 しかし 

この 柄杓 田に は柄构 田. 神が まつられ ており、 それにち なむ 縁起と して 『肥 後 国 誌』 補遺 は 次の 挿話 を 記して 

いる。 昔、 阿蘇 大 神が 羽衣 をな くした 天女と 一緒に 生活した が、 天女 は 夕顔の 種 を 植え、 それが 大きくな ると、 

夕顔の 蔓を よじのぼって 天上に 帰って いった。 そこで 阿蘇 大神は 天女 を傯ぶ 神社 をた てた。 それが 今の 柄 构田大 

明 神で ある。 柄杓 田で は、 今でも ひさ ご を 作らな いのは そのため であると いう。 この 話 を 紹介した 井上 辰 雄 氏 は、 

夕顔と ひさ ごが 同一 物であって、 また 柄： の 原型が ひさ ごに 求められる ことから、 柄杓 田と ひさ ごと を むすびつ 

けて 解釈して いる。  あ もろ f 

天女が 夕顔の 蔓を たどって 天上に のぼった 話 は 各地に ある。 奄美 群島に も 残って いる。 奄 美に は 阿室 川と レぅ 

地名が あちこちに みられる。 川と いうの は 南 島で は 泉 を 指す ことが 多い。 「阿室」 は 「天降り」 であって、 天降 

り 乙女が 水浴した 泉が 阿室 川な ので ある。 このように 天女 伝説の 破片が 今でも 地名と してと どまって いるの は、 
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他の 天体から 飛んで きた 星屑が 地中に 埋もれて いるの を 見る かの よう だ" 

丹 後 峰 山 は、 京都府 中 郡の 峰 山 町に あたる が、 そこの 比 治山 (磯 砂山) の ふもとで 私が 聞いた 羽衣 伝説で は 天 

女が 夕顔の 蔓を たどって 天上に のぼる ことにな つてい る。 このように、 ひさ ごが 羽衣 伝説に つきもの であるの は、 

せんじつめると、 古代に ひさ ごが 人間の 誕生の 器と 考えられ ていた ことと 関係が あると 私 は 考えて いる。 

『丹 後 風土記 逸文』 に 記された 峰 山の 羽衣 伝説 は 現存の 伝承と は いささか ちがって いて、 養父母の 家 を 追い出さ 

れた 天女が、 あてど もな くさ まよい 歩く という 悲劇的な 結末と なって いる。 養父母の 邪慳な 仕打ち を 思う と、 自 

なきき  つき 

分の 心 は 荒 塩の よう だと 天女が なげいた 場所 を 荒 塩の 村と 呼ぶ ようになった。 また、 哭 木の 村に いって、 槻の木 

によりか かって 泣いた。 だから、 哭 木の 村と 呼ぶ ようになった。 さらに 奈 具の 村に たどりついて、 村人た ちに 

「ここにき て、 自分の 心 は おだやか になった」 と 洩らした という 話が 『風土記』 に は 記されて いる。 荒 塩、 哭木、 

奈具 という 地名 は、 悲劇の 進行と それに 伴う 女 主人公の 心境の 推移 をた くみに 表現して いる。 

これ を 地名の 上で みると、 天女が 水浴した という 比 治山 (磯 砂山) から 流れる 小川が 竹 野 川と 合流す る 地点に、 

峰 山 町の 荒 山が ある。 これ は 荒 塩の 村の 名残と されて いる。 その 竹 野 川の 中 ほどに 峰 山 町の 内 記が あり、 そこ は 

哭 木に 由来す ると 見られて いる。 さらに 竹 野 川の 下流に あたる 竹 野 郡の 弥栄 町に は、 船 木の 奈 具の 岡が ある。 こ 

れらの 地点が、 物語の 筋に したがって、 竹 野 川の 上流から、 下流に むかって 川沿いに 順次に 展開して いる ことに 

注目したい。 このように、 峰 山 を 中心とした 丹 後の 盆地 一帯が 羽衣 伝説に 舞台 を 提供して いるので ある。 しかし 

もし、 荒 山、 内 記、 奈 具の 岡な どの 現存の 地名がない としたら、 『丹 後 風土記 逸文』 に みられる 荒 塩、 哭木、 奈 

具な どの 地名が かって 実在した こと を 証す どのような 手がかり もなか つ ただろう。 地名 はこの ように さり 気ない 

顔 をして いるが、 その 背後に は 重大な 意味 を 秘めて いる 場合が すくなくない。 

地名 はなん のために 存在す るかと いう 第 一 義 的な 問いに 答える こと は 困難で ある。 現代の 前に 地名が あった。 
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さらに そ ひ 前に も 地名が あ ひた。 新しく 加えられた 地名 も あれば、 古くから 幾 百年、 幾千 年の 間 も 一向に 変わら 

ない 地名 もま じっている。 いずれにしても、 それ は 所与の ものと して、 私たちの まえに 存在す る。 土地に 対する 

命名の 動機 はさま ざまで ある。 今 は その 動機が どこに あるか をつ かめない もの もかず 多く ある。 意味の 理解で き 

な いもの は 理解で きない ままに、 私たち は それ を 受けと る ほか はない。 

このように、 私たちの 意志に よって 動かす という ことので きない 地名に 対して、 私たち は なぜ 奥深い 感情に ゆ 

さぶ られ るの だろう か。 受けと る ほかない ものに、 なぜかけ がえ なく、 心が 魅 かれる のであろう か。 それ は 土地 

の 名 をと おして、 私たちと 私たちの 祖先と がつな がって いるから ではない か。 土地の 名 は 過去と 現在と をつな ぐ 

伝導体の 役割 を 果たして いる。 地名 をと おして 私たち は 先人た ちの 営 為にな にがし かの 感触 を もつ ので ある。 そ 

れはー つの 土地に 生き かわり 死に かわりし たという だけで はない。 おなじ 土地の 名 をお なじよう に 呼んだ 人た ち 

がかって あり、 今 も あると いう ことが 重要な ので ある。 いわば 地名 は 共同 感情 を 惹起させる 力 を もっている。 

だが、 記号 は 共同 感情.. を 喚起させる こと はない。 共通の 識別に 役立つ だけ だ。 それ をと りちが えた ことから 悲 

劇 は はじまる。 地名 はなん のために 存在す るか。 郵政省に 言わせる と、 郵便配達の 業務 を 円滑なら しめる ために 

あると いうであろう。 あるいは 電力会社 や ガス 会社、 通運 会社 ゃデパ ー トは、 物 を 配達す るた め、 料金 を 徴収す 

るた めにある というであろう。 

だが それ は、 そうした 業務に たずさわる 人た ちが できるだけ 手 を はぶく こと を 望んで いるに すぎず、 それ 以上 

の 価値 や 意味 を 地名に 付与し 得る もので はない。 共通の 識別に 役立った めの 記号 化 を 促進す る 立場に 立てば、 ま 

ぎら わしい 地名 や むずかしい 地名 は 一切ない ほうがよ い。 しかし それによ つて、 地名が もっている 共同 感情の 喚 

起 力 は 急激に 萎縮す る こと は 必定で ある。 このような 感情の 衰弱、 つまり 対象に たいする 無 反応 をむ しろ 近代 合 

理 化と 誤る ほどに、 戦後 社会 は 衰弱して いると いう ことができる。 > 


^ たとえば 幸福と いう 駅名の 切符 を 入手しょう というの も その 一 つに つながる。 若者た ちの 戯れに すぎない と 言 

化 えば それまで であるが、 その 裏に は、 耳 ざ わりの 悪い 地名に 対する 嫌悪と 反撥が ひそんで おり、 そうした 地名 は 

s 抹消しても かまわな いという 心情が ある こと を 見の がす わけに はいかない。 鹿児島県 薩摩郡 入 i< 町に という 地 

地 名が ある。 この 悪 はもと もと 阿久津、 悪戸な どと おなじように、 低湿 地 を あらわす 語の ァク ッ、 ァクト に 由来す 

ると 考えられる。 悪 田、 阿久 田、 芥な どもお なじく 低地 や 湿地 を 意味す る。 こうした 地名 は 全国に ひろく 分布し 

ている が、 低湿 地で あるから に は 住む のに も、 農業 をい となむ のに もけ つして よい 条件で はない ことが 地名から 

分かる。 幸と か 福の 字の つく 地名 を 好 字と すれば、 ァ クタ、 ァ クッ、 ァクト は 改変した 方が ましな 地名 かもしれ 

ない。 しかし 私たち は 「夜 刀の 神」 (谷 戸の 神) を 退治して 開墾に 成功した 『常 陸 風土記』 の 挿話 を 思い起こす。 

むしろ 低湿 地 を 開いて い つ た 先人た ちの 労苦 を この 地名に 傯 ぶべき である。 悪条件に 立ち向かう という 積極的な 

精神 は 戦後い ちじる しく 影 を ひそめた。 そうした 精神の 無気力 化が 幸福 駅の 切符 を 買い求める という 風俗に もつ 

ながる。 こうした 風潮に 便乗して 悪質な 不動産業者が、 東京都 目 黒 川沿いの 低湿 地 を 目 黒 区 青葉 台の 名の もとに 

分譲 するとい う 現象まで 生んで いる。 これ は 明らかに 地形の 詐称で ある。 低湿 地 を 低湿 地と して 直視し、 それ を 

率直に 表現す る 精神の 健康 さは 失われた ので ある。 山形県の 左 沢に 代表され るァテ とか ァ テラと いうの も 日の 当 

たらない 荒れた 地 を 意味す る。 しかし 左 沢と 書いて ァ テラ ザヮと 呼ぶ 地名 は、 一度 それに 接し，. こもの こ 二度と 

忘れない 印象 を 与える 効果 を もっている。 そして その 内容 は ともあれ、 ァ テラ ザヮ という 語 まけつ して i ハ 響き 

を もたらす もので はない。 

これまで 述べ てきた 事例から 地名に ついての さまざまな 特質 を 引き出す ことができる。 まず 地名 は その 土 也が 

どんな 土地柄で あるか を 判断す る 手がかり である。 地名がなければ、 地形 を 判断す るに も、 その 土地に いって 見 

なければ ならない。 また 現地 を 見たところで、 地形が 変化して いるば あい は、 過去の 状況 を 想像し かねる ことが 
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すくなくない。 そのば あい も 地名に よって 往時 を 復元す る ことが 可能で ある" 地名 は 土地の 標識で あるば かりで 

はない。 その 土地に かかわり を もつ 人た ちが その 固有の 土地に 対して どのような 感情 や 考え を 抱いて きた かとい 

うこと も 地名の 中には ふくまれ ている。 すなわち、 地名 は 土地と いう 対象 物の 性質 を 表現す る 名前で あると 同時 

に、 その 土地に かかわる 人間の 感情 や 思想 や 意識 を 表現す る もので も ある。 さまざまな 角度から 光 を あてられた 

宝石が ふくざつな かがやき を 見せる ように、 地名に 接する とき、 私たちが 多彩な 感情に ゆさぶられ るの は、 地名 

の 独特の 性格の ゆえで ある。 

地名の もつ 魅力 は それで 尽きる もので はない。 地名に クマ または サ クラと いう 名前が つけられ ていても、 それ 

が 動物の 熊、 植物の 桜 を 表現し ない こと は 数多く ある。 地名 は 識別す る 記号と しての 役割 を 果たす ものと いうよ 

り は、 つねに 象徴的な 意味合い を 含んで いる。 地名 は どんなに 分かり切って いるよう でも、 屈折した 意味 を もつ 

ている。 かりに 数字と して 並んで いても 万人に 理解で きる 数字で はなく、 乱数表と して 並んで いる。 それ は 一 見 

乱雑で、 無秩序の ように £ 心 われる。 しかし その 奥に はかく された 統一が あり、 秩序が ある。 地名 は 解読し なけれ 

ばなら ない ものである。 地名の 乱れ を 是正しょう という 動き は、 そのこと を 理解せ ずに 現代人 好みの うすっぺら 

な 合理主義に あわせよう とする。 先人の 辛苦の 営 為にたい する 畏敬の 念 は、 とうの 昔に 忘れられて しまって いる _ 

今日 「住居 表示に 関する 法律」 の 名の 下に おこなわれ ている こと は、 古くからの 地名の 大量 虐殺で ある。 そこ 

では 全国の 何十 万の 地名が 声 もな く 殺されて い つてい る。 そして それ はも はや 復活す る こと は 望めない 状態に 追 

いこまれ ている。 このお そるべき 「嬰児 狩り」 をお こなって いるへ ロデは 誰か。 それ は 自治省で ある。 そしてへ 

ロデの 手下と は、 自治省の 意 を 受けた 市町村な どの 地方自治体 である。 彼ら は 地名が、 大地の 乳房で ある こと を 

理解し ない。 多くの 人た ちが その 乳房に よって、 自分の 住んで いる 土地に たいする 愛 を やしなつ てきた こと を認 

めない。 歴史に たいする 深い 洞察 もな く、 地名に たいする 愛着 もない 無知な 連中が、 まるで 飴細工 を こしらえる 


^ ように、 自分の 手垢の ついた 新地 名 を 住民の 前に 投げ出し、 受けと る こと を 強制して いるの が 現状で ある。 そし 

^ て その ゆきつく ところ は、 いわず と 知れた 地名の 記号 化で ある。 地名 は 記号と は 正反対の ものである。 しかも そ 

^ れを 記号 化しよう というの だから、 それ は 手足 や 首 をね じって 殺す ような ものである。 地名の 記号 化の 果てに あ 

地 る もの は 何 か。 いうまでもなく 人名の 記号 化で ある。 それ はすで に はじまつ ている。 たとえば ここに 新： =3 という 

姓が あると する。 それ はァラ カヮ、 シン カヮ、 ニイ カヮと 読める。 じっさい その 三 通りの 名で 呼ばれて いる、 ヒ 

ちが レる しかし 新 川と 書いた ばあい、 それ を シン カヮ としかみ とめない。 これ は 官庁が 発行して いる 証明書の 

たぐいで すでに 実行され ている。 したがって ァ ラカヮ という 姓の 人間 も 自分の 姓 を シン カヮ としかみ とめて もら 

えない ので ある。 それ は コンビ ュ ー タ ー の 処理に 便利 だからで ある。 「ギヨ ェ テと はおれの ことかと ゲ ー 'テ 云い」 

という 川柳が あるが、 まさしく そうした 時代が 到来した。 このような 人名の 記号 化 は 地名の 改変と は 大いに 関連 

が ある。 なぜならば、 日本人の 姓の 七、 八 割 は 地名に 由来して いるから である。 たとえば、 が という 姓が あ 

ると すれば、 鹿児島県 出身 だとい うこと はたやす く 察しが つく。  l^i の 北に l^f;^ 町が あるから である。 この 喜 入 

は 『和名 抄』 のころ は 給黎郷 であった。 このよう にして 日本人の ル I ッは、 その 姓名が 地名と つながって いると 

ころから 推察し やすい。 それ は 日本人の 歴史 を しらべる のに 欠かせな いものと なって いる。 ところが 今、 その ル 

I ッ をた どるのに 必要な 地名が 改変され、 おしげ もな く 切り捨てられ ている。 つまり 幾千 年来の 過去の 日本と、 

将来の 日本との つながり を 断ち切ろう とする 無謀な 試みが 官庁の 手で 平然と おこなわれ ている。 これ を 戦後 最大 

の 愚行で あり、 暴挙で あると なげかずに いられよ うか。 

「住居 表示に 関する 法律」 は 昭和 三十 七 年に 提案され た。 当時の 内閣法制局 長官であった 林 修三氏 は、 法律の 主 

な 目的 は 地番の 整理であって、 町名 変更にまで 手 をつ けたの は 施行 上の 行き過ぎで あつたと 『市政』 昭和 四十.，. 

年 五月 号で 反省して いる。 そして 私 どもが こうした 現状 を 見る にしの びず、 今年 (昭和 五十 三年) の 三月に 「地名 


を 守る 会」 を 結成した ときに、 林 修三氏 は、 守る 会の 趣旨に は 賛同す るが、 立場 上 参加 入会で きないと いう 葉書 

をよ こして いる。 この 一事 を もってしても、 町名 地番の 整理が、 大きな 過誤 を 犯して いる ことが 分かる はずで あ 

る。 十数 年間に、 全国のお よそ 六 割の 市町村が 町名 地番の 整理 を 施行した ために、 古い 由緒 を もった 地名の 大半 

は 姿を消した。 それ は 今もって つづけられ ている。 たとえば 『河北 新報』 (五十 三年 九月 二十 七日 付) は、 東北 郵政 

局が、 このほど 「住居 表示 制度 実施 促進 対策 本部」 を 設置した こと を 報じて いる。 そこに は 一片の 反省 もない 官 

僚の 不遜な 姿勢が むき 出しに なって いる。 だが 一方で は、 全国 各地に ある 「地名 を 守る 会」 の 力が 徐々 に 効を奏 

しつつ ある。 たとえば、 五十 三年 五月 十五 日 号の 『山 口 時報』 は、 山 口 市内の 大殿 地区の 一部の 天花、 大殿 大路、 

立 小路、 請願 小路、 新 馬場な ど 由緒 ある 地名が 住民の 抵抗で、 新 住居 表示の 施行が 延期され たこと を 報じて い 

る。 また、 『朝日 新聞』 の 遠 州 版 (五十 三年 九月 六日 付) によると、 浜 松 市の 中心部で も、 連 尺 町の ほか、 伝馬 町、 

鍛冶 町、 大工 町、 紺屋 町な どの ゆかりの 地名 を 残したい という 住民の 要望が、 新 住居 表示の 施行 を 阻んで いる。 

このほか、 まだ 多くの 実、 例が ある。 それ は、 雑誌 『伝統と 現代』 五十 三年 七月 号、 総 特集 「地名 • 町名 を 守る」、 

ならびに 雑誌 『自然と 文化』 五十 三年 秋季 号 「地名と 日本人」、 そして さらに 雑誌 『フ ォク ロア』 第五 号、 特集 

「地名」 など この 数 力 月の 間に やつぎ 早に 刊行され た 三 冊の 雑誌に くわしく 掲載され ている。 

か 「住罟 表示に 関する 法律」 を 施行す るに あたっての 審議会に は、 地名に 知識の 深い 国語学 者、 地理学者、 歴史学 

f 者、 民俗学 者な どの 参画が まったくな されなかった。 「地名 を 守る 会」 の 設立 委員の 一人 楠 原 佑 介 氏が 設立 趣旨 

輕 書の 中で 書いて いるよう に 柳 田 国 男の 『地名の 研究』 一冊 を 読めば、 安易な 地名 改変が どれほどの 文化 破壊 を も 

I たらす かがす ぐ わかる はずな のに、 まったく 無知 無関心の 官吏が、 郵便局 長 や 企業の 代表な ど を 相談 相手と して、 

な t> 名、 地番 整 里の 審議会 を 構成し、 住居 表示に 関する 法律の 制定 促進の ために 動いた というの が 実情な ので ある 

" そこでよ 地域 住 ni^ の 意向 は 無視され ている。 では、 住民の 手に 町名 地番の 変更の 決定権が ゆだねられ るか、 と 言 
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えば そうで もない。 地元 商店街な どの、 景気の よい 地名への 熟 望が 思わぬ 新地 名の 採用と なるお それが 多分に あ 

るからで ある。 「地名 を 守る 会」 は、 地元 住民の 意思 を 重視す る こと はもち ろんで あるが、 しかし 地名 こついて 

の 知識 を もつ 専門家た ちの 審議 を 経て、 はじめて 町名 や 地番の 変更 手続き は とられねば ならぬ とする 立場 をと つ 

ている。 そのために は、 日ごろ、 地名 研究が 必要で ある。 一志 茂樹 氏の 提唱した、 国立なら びに 県立の 地名 研究 

所 を 早急に つくれと いう 要望 を 「地名 を 守る 会」 も 支持して いる。 町名. 地番の 改変 だけでなく、 宅地が 造成 さ 

わ 圃場 (耕地) が 整理され て、 ふるい 地名が 一掃され ると いう ゆゆしき 事態 を 直視す るなら ば、 一見、 ま袁 のよ 

うに 思われる 地名 研究所の 設立が、 いかに 焦眉の急 を 要する かが 分かる だろう。 

文書 だけが 歴史 資料で はない。 文書 記録の ない 村々 でも 地名が 残されて いるお かげで 過去 を 知る 手がかり を 与 

えられる。 その 地名が 消える の は、 村の 過去 を 知っていた 古老が 死ぬ のと ほとんどお なじよう な 悲劇で ある。 つ 

まり 幾千 年 以来の 書かれざる 村の 歴史 は そこで 終止符 を 打つ。 そうした 現象が 日本の いたるところで 起こ つ て い 

る。 その 雪崩 現象 を 私たちの 意思です こしで もく いとめた いと 願わず こよいら， な 、 。 
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「法 隆寺を 守る 会」 がお こなって きた 地名 訴訟 は、 それまで おこなわれて きたいく つかの 地名 訴訟に 比べて き 

わだった 特色 を もっている。 それ は、 住民に 地名 享有 権が ある こと を 主張した ことで ある。 地名 享有 権 は 聞き 馴 

れ ない 造語で あるが、 平、 たく 言えば 地名に は 人格権が あるとの 主張で ある。 

也 名に 人格権が あると いう 主張 は 一 見 奇妙な ことのよう である。 しかし 土地が 人格 を もつ こと は 古代の 日本で 

はめず らしい ことではなかった。 国に は 国 魂が あると 信じられた。 国 魂 を まつる 神社が 大和の 大和 神社 を はじ 

め 諸国に みられる。 土地の 霊に 向か つ て 古代人 は うやうやしい 崇敬の 念 を ささげた ので ある。 

たとえば、 信 州 上田の 生 島 足 島 神社の 本殿に は 何の 御 神体 も 置かれて いない。 土間が ある だけで ある。 という 

こと は 土間が 御 神体 だとい うこと である。 生 島 足 島と いう 名 は 島が 生き そして 魂 を も つ ている こと を 示して いる" 

生 島の かわりに 生国と 置き かえても よい。 難 波に 国 咲 国 魂 神社が ある。 これ は 国土の たましい を まつる 神社で 

ある。 

『古事記』 に は、 ィザ ナギ、 ィザ ナミの 国 生みが 記されて いるが、 その 国に はこと ごとく 名前が つけられ ている- 
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たとえば、 伊予の 二 名の 島 (四国) を 生んだ が、 その 島 は 身が 一 つで 顔が 四つ あり、 顔 ごとに 名前が あった。 

伊予の 国 は 愛 比 売、 讃岐の 国 は 飯 依 比 古、 粟の 国 は 大宜都 比 売、 土 佐の 国 は iii という、 と ある。 愛 比 売 はい 

ま は 愛媛と 書く が、 これ はもと もと 国名で はなく、 伊予の 国に つけられた 人名で あつたので ある。 

こうして みれば、 私たちが ある 土地 を 自分の 先祖と みなす 感情 は、 古くから 存在して きた ことが 分かる。 した 

が つ て、 地名が 土地の 霊 を やどして いると いう 言い方 はけつ して 誇張で はない。 これ は 地名 を 記号と 見なす 考え 

と 真っ向から 対立す る。 そして どちらが 歴史に 即して いるか は、 いわず とも 明らかであろう。 

しかるに、 今回の 最高裁の 判決文に 見られる ように、 地名に 享有 権が あり、 地名が 人格権 を もっている という 

ことが、 かえって うさん 臭い 主張の ように 受け取られる。 そこに 最高裁の 裁判官 を も 含めた 日本人の 精神の 堕落 

が あると 私 は 思う。 つまり 土地と 人間と が 密接な つながり を もち、 土地 を もって 自分の 先祖と し、 土地の 名 を も 

つて 自分の 名と した 時代の、 張りつ めた 親和力が 失われた ので ある。 そして 地名が 記号で あると いう、 俗耳に 入 

り やすい、 日向水の ような 考えが 横行して いる 当世の 流行に、 最高裁判所の 裁判官 は 身 を g めた ので ある。 . 
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もが 入 浜 権の 運動が あると いう こと を 知り ましたの は、 朝日 新聞紙 上で 編集 委員の 木 原啓吉 さんがお 書きに な 

つた 文章 (昭和 五十一 年 一月 二十 六日 付 朝刊 「広がる 入 浜 権 運動」) を 拝見した のが 最初です。 "入 浜 権" という 言葉 

M が 非常に 新鮮で、 衝撃 的で さえ ありました。 私な りに 皆さんが 取り組んで おられる 海岸の 問題、 なぎさの 問題に 

^ 悩んで おりました 折から、 一層 それが 身に つまされて 感じられた わけです。 前に 木 原さん と 一度お 目に かかった 

§ ことがありました ので、 さっそくお 電話 をいた しまして、 その 内容 をもう 少し 詳しく 知りたい と 申しました とこ 

« ろ、 快く 会って いただきました。 それで、 髙砂市 を 中心として 入 浜 権の 運動が 開始され、 かつ、 精力 的に 続けら 

g れ ている という 実情 を 知った わけです。 

^ 民俗学から なぎさ を どう 見る かとい うこと は、 いかにも 現代 性に 乏しい 迂遠な 問題の ようであります が、 多少 

なりと も 民俗学に 関心 を 持ち続け ている 私に とりまして は、 決して 遠い 世界の ことのよ うに は 感じられません。 

民 に髙 奇裕士 さんが 『猪と 日本人』 (NHK ブック ス) という 本の 中で、 民俗学の 効用と いう こと を はっきりと 

W お書きに なって いる。 これまで 公害に 対する 反対運動が いろんな ところで 行なわれて いますが、 民俗学 を 公害 反 


60 対の 場に ひきずり 出した という こと は、 髙砂巿 を 中心とし たこの 公害 反対運動が はじめて ではない かとし 尋 ます， 

^ 民俗学 者が、 専門 以外の 立場で 公害 反対に とり 組む という ことがあった かもしれ ません が、 学問と しての 民 谷 学 

^ か 公害 反対に 参加 をす る こと は、 今までに なかった だろう。 そういう 意味で、 民俗学 自体が 逆に 問われる ようこ 

地 なつ てきて いると いう 責任 も 感じる わけです。 

民俗学の 讓 はいろ いろあります が、 私自身が プライべ 1 卜に 作った 囊 によれば、 民俗学と は 神と 人間と 自 

然の 三者の コミュニケ ー シ ヨンの 学です。 自然の 中には 動物、 植物、 あるいは 無生物 も 含まれます。 人間と 動物 

の 関わり 合い、 あるいは 神と 人間の 関わり 合い は、 曰 本 だけでなく 外国に おいても 見られて きた 歴史で あり、 別 

に 珍しい ことではありません。 しかし、 それ をョ 1 ロッパ について 考えます と、 神と 人間との 間に は 大きな 断絶 

か ある。 また 人間と 動物の 間に も 秩序が あり、 階層 を 思わせる 自然の ヒュラ ルキ— が ある わけです が、 日本で 

に 神と 人間と 動物の 三者 は 平等な 立場に 立って コミュニケ ー シ ヨン を 相互に 結んで いる。 たとえ， ま、 に.^ と 申 

とが 結婚す る 場合 もあります (神人 結婚)。 あるいは 人間と 獣の 結婚 もあります (人 獣 結婚)。 こうした 形で、 自 

然は 人間の ただ 単なる 受け手と しての 風土で はなく、 お 互いに 発信 を 行ない、 また 信号 を 送り返す 場で ある、 と 

私 は 考えます。 

なぎさの 問題 は、 さきに 述べた 私の 定義の 中核に 存在す る ものです。 日本 は 世界で も 有数の 長い 海岸線 を もつ 

て  >  る。 曰 本 は、 台湾 島の ような もので はなく、 大小 何百. 何千と いう 島の 連なりの 中に 構成され ており、 复雑 

な 棄線を 所有し、 それが 非常に 長く、 かつ 南北に 連なる という 独特な 島尋 あって、 そこによ 濯の 変 匕き 

れば、 いろいろな 風土 的な 違い、 生活 や 考え方の 違い も ある。 実に 多種多様な もの を 形成して いる。 それが 海， 

線に よって 保証され ている ところに、 日本の 島国と しての 特徴が あると 思います。 たとえ， ま、 ジャワの 大スン f、 

-,. スンダ のように 温度の 平均す る 島々 が 東西に 長く のびて いるので はなく、 南北に、 斜めに、 いわ， よ！ ^く！^ f 
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びて いる 列島と いう もの は、 日本 独特の ものだろう。 

その 海岸線 は、 もはや 私たちが ここで 改めて 論ずる 必要 もない ぐらいに 重大な ものです。 たとえば、 海岸線 を 

封鎖され た 場合 は、 一体 どうなる か。 また、 海岸線が 大企業に よって 買われた 場合 はどうな るか。 これ は 想像に 

余る ものが あり、 私 は それ を 皮膚の 呼吸に たとえて みた ことがあります。 海岸が 企業に 買われれば 皮膚呼吸 がで 

きなくなる。 そうした 自然の 条件の 中に 生存して いるの が 日本人ではないでしょう か。 大火 傷 をした 場合に は 皮 

膚 呼吸が でき なくなり、 人間 は 死に 至ります。 それと 同様な 形で、 今、 大きな 企業が 土地 買い占め を やり 海岸線 

を 封鎖した 場合、 その 中に 閉じ込められた 住民の 生活 は、 ほとんど 死に 至らざる を 得ない ような ところに 追い込 

まれます。 いわば 一種の 陸封 魚と しての 生活の 変容が おこなわれ、 その 海洋 的な 性格 は 変わらざる を 得ない。 そ 

ういう 形が 現在、 私たちの 前に 展開して いる わけです。 

自然と しての 人間と は、 一体 何 か。 人間 は 他の 動物と ほとんど 共通した 性格 を 持って いますが、 ただ 一点 違う の 

は、 人間 は 他界 = 死後の 世界 を 考える 動物で ある。 民俗学 的に 人間 をそう 定義す る ことができ ると 思います。 古 

代の 日本人 は、 海の 向こうに 死者の 行く 島が あると 考えました。 これ は 現実の 島で はなく 海上 他界と 言って 共同 

幻想の 島で、 それ を 「とこよ」 と 呼びます。 南 島で は、 「二 ー ラ」 とか 「二 ライ」 とか 「二 ー ルス ク」 と 呼び ま 

す。 海の 向こうに 死者の 魂の 行く 世界が あると なると、 海岸線 は 一体 どういう 意味 を もっか。 それ は 現世と 他 

界 との 中心 線で ある。 

漁村で は ほとんど 海岸に 墓地が 設けられ ています。 それ は 海の 向こうに 死者の 魂が 行く 場所が あるから です 

越 前の 立 石 半島の 海岸 部に は 産 小屋が まだいく つも 残って います (その 建物 は 現在で は 物置きに 使用され てい 

る ことが 多い のです が)。 その 産 小屋 はなぎ さの すぐ 近くに 設けられ ています。 という こと は、 現世から 他界へ 
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送り出された 魂が、 他界から 現世へ 帰って来る 場所に 産 小屋が 設けられ ている という ことです。 産 小 星の なかに 

は、 海の 方に だけ 小さな 窓が 開いて います。 お産 をして 二十 一日 あるいは それ以上の 日数が 経つ と、 産婦 は 自分 

の 実家へ 帰る 前に、 海の 方に 行って 波で 自分の からだ を 清める。 波でから だ を 清める という 意味 は、 ただ 身 を 清 

浄に するとい うだけ でな く、 他界の 神の 祝福 を 受けて 自分の 家へ 帰る という 意味 を もっている わけです。 です か 

ら、 雪の 降る 厳冬で も、 お産 を 終えて 日数の 経たない 産婦が、 なぎさで 波 を 被る ことで とこよ 波 を 受ける。 

沖繩 では、 三月 三日に 海岸に 行かれない 病人の ために 瓶 を 持って 海に いき、 それに 潮水 をつ めて 病人の ために 

家に 持ち帰る という 風習が あります。 それ は、 年中で 一番 潮の 引く 大潮の 日の 三月 三日に、 陸地が- 1 ライカ ナイ 

に 一 番 近くなる からです。 

そうした こと を みても、 なぎさ は、 いわば 現世と 他界の 接点で ある と言えると 思います。 

沖繙の 海岸で は、 海の 向こうの 神に 向かって 拝む という 習慣が 毎日の ように 見られます。 船乗り を やって いる 

自分の 夫が 無事で あるよう に、 あるいは、 入学試験に 行く 子供が 事故に あわない ように、 と いろんな 願いが こめ 

られ ます。 なぎさ は 海の 神に 向かって 祈願す る 場所で あり、 海の 神から 感謝 を 受ける 場所で ある。 先 ほどの 皮膚 

呼吸に たとえて みると、 海に 向かっての 願望が 吐く 息で あると すれば、 吸う 息と いうの は 海の 神からの 感謝 を受 

ける 行為と いえます。 海岸線が、 民俗学 的に 重要な 意味 を 持つ という ことが、 こうした ことから 云える と 思い ま 

す 0  . 

『渚と 日本人』 の 中で 高 桑守史 さんが マレ ビト のこと を 書いて いますが、 なま はげの ように 海の 向こうから やつ 

てく る 神が マレ ビトの 代表的な ものです。 男 鹿 半島の 「男 鹿」 と は、 「くが」、 つまり 陸に 相当す る 言葉です。 

上から みた 陸地で あり、 海上から やってくる 者 (船乗り、 漂着 民な ど) にと つて 陸地で あると、. うのが 男 鹿の も 


との 意味な のです" そうした ところに なま はげの 風習が あると いう^ は、 非常に 象徵 的な ことです が、 そのな ま 

はげに 匹敵す る 妖怪 を あらわす 言葉 は 同じ 語 を 重ねて 表現され ている。 たとえば、 「ほと ほと」 とか 「ばかば か」 

とか。 それ は、 海の 向こうから やって来る 何もの かが、 この 世に 向かって 扉 をた たく 音な のです。 

ところが、 夕暮れの 方言 も、 同じ 語の 重なる 例が 非常に 多い。 「くら ぐら」 「めそめそ」 「け そけ そ」 「もう も 

う」 とか、 いろんな 言い方が あります。 これ もまた 非常に 定かで ない。 いわば、 夕暮れと いうの は、 現実の 世界 

(人間の 世界) と 夜の 神の 世界との ちょうど 中間に 当たる のです。 

海の 向こうから やって来る 神 や 妖怪の 場合 も、 夕暮れと おなじように、 何 か 共通点が あるので はない か。 心 を 

すくめさせ、 何 か 不安に 駆られる ような 微妙な もの を 夕暮れに 感じる のとお なじよう に、 なぎさに も 海の 向こう 

から や つ て 来る 何もの かに 対する 人間の 期待と 恐れが 表現され ている ので はない かと 考えて おります。 

その 期待の 感情 は、 地中海 地方と 日本列島 を 比べた 場合に 非常な 違いが あります。 地中海 は、 ギリシア 文明の 

M 揺籃の 場所で あり、 計画、 的に いろんな もの を 育む ことので きる 場所です。 日本列島 は、 黒潮が 日本の 近海 を まわ 

I つてい ますが、 風の 強さ や 方向、 あるいは 潮の 流れの 早 さや 遅 さが 不規則な 場合が 多い わけで、 何月 何日に 何が 

浜 訪れる という ことが はっきり 言えない。 そうすると、 どうしても 期待の 感情が 激しく ならざる を 得ない。 そこに 

^ なぎさに 対する 日本人 独特の 感情が 育まれた のではないでしょう か。 

《^ そうした 不安な 期待の 感情が あるから こそ 神の 送り届け たものと して、 流木 や 藻、 貝殻、 時には ィ ルカ や 寄り 

に 鯨の ような 海の 動物 や、 雑魚の ような 寄り 物に 対して 絶えず 感謝の念 を 持って きました。 

I その 一例と して、 北 九州 や 山口県の 弥生 式 時代の 遺跡から 出た ゴ ホウ ラ という 貝が あげられます。 その 貝 は 南 

民 海産であって 北 九州 や 山口県 あたりで はとれ ません。 奄 美大 島から 南の 方で 採れる のです が、 奄 美大 島で はゴホ 

^ ゥラ のこと を 「テル コ ニヤ I と 言います。 「テル コ」 と は 太陽の こと、 「二 ャ」 と は 貝の ことです から、 太陽の 貝 


地名と 文化 64 


という 意味です。 これ は 南海の 海に 生 棲す る 貝です が、 それ を 太陽の 貝と 呼んだ 土地の人々 の 気 もち は、 海の 向 

こうに キラ キラし い 世界が ある、 生活の 光源が あると いう 意味 だろうと 思います。 

また、 沖繙 本島の 金武 湾で は テダハ ニス ク という 小魚が 寄って きます。 「テ ダ」 というの は 南 島 語の 太陽です。 

太陽の 羽根 (ハ 一 1) という 名前の スク (小魚) が 海神 祭の 行なわれる 旧 六月 頃に 寄って きます。 地元の 漁師た ち 

は それ を 海の 神の 贈り物 だと 考えて いるので す。 われわれの 民俗学で 言う 「もとつ くに」 (原点) は 海の 彼方に 

あり、 それ を 受けと る 場所 は 海岸で ある。 ですから、 海岸 は 単に 現実的な 場所で はなく、 また 単に 信仰 上の 場所 

だけで もな く、 現実と 信仰 上の 感情が 交叉した 場所で もあった わけです。 

民俗学 的に 言えば、 もともと 常 民の 世界観 は 絶えず 循環 的な もの を 持って いる。 知識人で あれば、 自分の 一生 

は 自分の 死と ともに 終わる という、 いわば 死ねば 死に きりとい う 考え方で すが、 常 民の 世界観 は 決してそう では 

なく、 死んだ 者 はやが て 再生 するとい う 時間 的な 循環性 を 持って います。 また、 空間 的に も 循環性が あり、 神 は 

空の 上から 降りて 井戸、 あるいは 泉の 中に 入って 地底 を 通り、 水平線の 向こうに 出て、 また 天空に 昇って 行く、 

ちょうど 水蒸気の 循環 原理の ような もの を 神の 原理と して 考えて いるので す。 

この 循環 的な 世界が 常 民の 基本的な 世界観の 構図で あると 思います が、 なぎさ は、 その 循環 的な 世界観の 中、. ：3 

部分に 位置して います。 従って なぎさが なくなる こと は、 循環 的 (円環 的) 世界観 を 切断す る ことに もなります。 

海と 陸 さえ あれば いいで はない か、 なぎさなん かいら ないじ やない かとい う 考え方が テ トラ • ボ ッ トゃ 堤防で 

現わされる もの だと 思います が、 二重 性 を 持った 場所がない と 人間の 生活 は 健全で はない ので はない か。 夕暮れ 

は 都会で はなくな つてい ます。 それと 同様に 地方 を 回っても 海岸が 急速に 失われて いる。 そういう ことが 自然の 

一 員で ある 人間 を 非常に 不健全に している こと は 否めません。 

_ 海岸 は、 平等 性 を 確保され る 場所です。 漁師た ちが 地引き網 を するとき、 小さな 容れ物 を 持って そこへ 行く と、 


漁師た ち は 同じように 分けて くれます。 これ は、 労働の 平等 性と 同時に 配給の 平等 性に も 従ってい る わけです。 

そこに 加わった 者に 対する 平等 感覚が、 昔から 伝統的に あつたの です。 海岸 だけでなく、 山で も 狩 藤に 居合わせ 

た 者に 分配し ます。 このように、 狩狱 にしろ、 漁業に しろ、 平等 性 を もった 行為が 行なわれ ていて、 そこに は 階 

層 的な 秩序 や 力の 強弱はありません。 しかし、 こうした 人間の 平等 性、 一人の 価値 はだれ でも 同じ もの だとい う 

考え方 は 今や 急速に なくなつ てきて います。 

自然と しての 人間、 日本人と しての 人間と いうの を どう 回復す るかと いう 問題 を、 原点に かえって 追究して い 

く 運動で あると いう 点で、 高 砂 市 を 中心とした 公害 反対 闘争に は 非常に 大きな 意味が 付与され ている と 思います。 

単 こ、 目先の 運動で なく、 根本的な ところから 考え直そう という 大きな 運動の ように 思われます。 しかも その 

運動の 仕方が きわめて 多角的で ある ことに 共感 を 覚えます。 と 同時に、 あと 五十 年で も 百年で も、 とにかく 息の 

長い 運動で あると いう 自覚 も こめられて いるよう に 思えます。 つまり、 たとえ 自分の 個体 的な 生命が どこで 終わ 

^ ろうと も、 後世に 受け継がせる という 姿勢 も こめられ ている という ことです 

1 しかし 「人 vtt- 隨ー という 言葉 も、 耳に つき 目に 触れる と、 だんだん 手 あかに 汚れた 言葉に なり かねない 力 もし 

I れ ません。 そこで 「入 浜 権」 という 言葉 をみ がいていく という ことに、 この 運動の 意味が あるので はない かと 私 

^ は 考えます。 

た 
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なぎさの 民 谷 学 


私 はこの 二月 (昭和 五士 一年) の沖繙 旅行の さいに、 企業に よる 土地 買い占めの 実情 をた しかめて 歩いた が、 そ 

れは 想像 以上に ひどい ものが あった。 沖繙 本島、 宮古、 八重 山 を 問わず、 その 離島の すみずみまで 本土から 進出 

した 企業の 魔手 はの びて いた。 沖繩は ビラ 二 ァ さながらの 相手に 海岸線の 目 ぼしい ところ をく い ちぎられて 皮膚 

呼吸ので き なくなった 人間の ようによ ろめいて いた。 ほんの 一例に すぎない が、 宮 古島の 下地 町の 海岸 は 本土の 

土地 業者の 手に わたって いる。 せまい 海峡 をへ だてた 来 間 島の 一部 もそう であった。 こうした 海岸に たって、 す 

ばらしい 夕陽 を ながめる こと は 苦痛 以外の 何物で もない。 

八重 山も宮 古と 同然で、 石垣 島の 大半の 海岸 は 買い占められ ている。 今のところ 各市 町村の 農業 委員会が 農業 

以外の 目的に 転用 を ゆるして いないので、 買った 土地 は 荒れた まま 放置され ている。 それで 野 ネズミ が はびこつ 

てこ まると いう。 

八重 山での 問題 は 小 浜 島に 起きて い る。 小 浜 島の 東部 一 五 〇 へ クタ ー ル を 買い占めた 本土の 某 企業が ここに レ 

ジャ I ランド を こしらえようと もくろみ、 転用 許可 も 与えられ ている。 ただし 漁業権の 司 意 を 得る こと、 と、，' う 
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条件つ きな ので、 企業 は 五十 隻ひモ ー タ ー ボ ー トを うかべる こと をき し 出た が、 八重 山 ま 業 紅 合の 総会で 再三 否 

決されて いる。 

八重 山の 漁民た ちの 危惧 はもつ とも 至極であって、 私が 前に 石垣 市の 新 川に すむ 漁民た ちに 聞いた ところに よ 

ると、 大ぜ いの 観光客の ために 海が よごされ ると、 汚染に 敏感な サン ゴ礁の サン ゴは 死滅す る。 そこで サン ゴ礁 

に 卵 を 産みに くる クブ シミ という イカ や、 サン ゴ礁 をね ぐらと する ダル クンと いう 魚 はじめ、 多くの 種類の 魚 は 

よりつかなくなる。 石垣 市の 海岸 や 黒 島、 小 浜 島に 数百 世帯 近くい る 漁民の くらし は 立ち ゆかなくなる。 こうし 

て、 明るい 青色 を もつ 八重 山の 海 は 死ぬ。 

本土の 人間の 一人と してこう した 沖繙の 実情 を 直視す る こと は、 太陽 を 直視す る ことと おなじく、 ほとんど 困 

難で ある。 しかも この 事実 を 前にして、 沖 繙 が 声の ない 烈しい 叫び を あげ、 やがて は 無垢の 後悔に 似た 感へ 追い 

つめられて いったの は、 さしてと おい 昔の 話で はない。 

今回の 沖繙 旅行 中に、、 私 は 「沖繙 の 文化と 自然 を 守る 十 人 委員会」 (座長 豊 平良顕 氏) に 会い、 兵庫県 高 砂 市で 

起こった 入 浜 権 運動への 支持 を 訴えた。 十 人 委員会 は 直ちに 反応し 「沖繙 からの メッセ I ジ」 がその 場で 起草 さ 

れて、 私に された。 この メッセ ー ジ はこの 三月 五日、 東京で 開かれた 「海浜 保全 基本 法」 の 制定 を 要求す る 入 

Mi 、権 運動 推進 全国 連絡会議の 全国 集会の 席上で 読み上げられて 披露され た 

この 全国 集会に は、 じつに さまざまな ダル ー プの 代表が あつまった。 その 多彩な 顔ぶれに 接して いると、 それ 

だけで 「もう 一 つの 日本」 の 搏動 を 感じないで はすまなかった。 そこに は 国家と か 国益と か 重苦しい 言葉 は 一言 

も，， ぶく、 干潟に あつまる シギゃ チドリ を 見 ごろし にす るな、 という I 戶の そよ ぎに 似た 叫び声が あった。 入 浜^と 

は、 人間の みならず 自然の 生物 も あずかる ことので きる 権利で なければ ならぬ、 という 主張が あった。 こころみ 

こ、 愛知県の 汐川 干潟 を 守る 会 発行の 『干潟からの 声』 にお さめられた 松 田 道 生 氏の 文章の 一部 を 見て みょう。 
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「シ ギ. チドリ を はじめと する 干潟の 鳥 は 何千 万年と かけて 干潟と いう 環境に 適応す るた め、 現在の 形態に 進 

化して 来たので ある。 長い 足に 長いく ちばし、 いずれ をと つても 干潟 専用の 器 管 だ。 ゆえに 彼らが エサ を 取り、 

休む 所 は 干潟し かない」 

その 干潟が 日本 各地で 海岸の 埋め立て のために どんどん 消えて いく。 他の 干潟 を 求めて 群れ 立つ 渡り鳥た ち。 

それ は 海 を うばわれて、 転業 せざるを得ない 漁師た ちの 姿で も ある。 人間 も 自然の 生物 も、 ともどもに 追い立て 

られる 時代が 到来して いる。 ここにお いて 入 浜 権 運動 は、 人権問題から 更に 一歩 ふみ 出して、 自然の 生態系の 破 

壊にたい して、 価値観の 変更 をせ まる 運動と しての 姿勢 を するどく 見せて きている。 

私 はかって 民俗学と は、 という 問いに たいして、 神と 人間と 自然の 交渉の 学で あると 答えた ことがある。 この 

私製の 定義が ゆるされる としたならば、 なぎさ は 民俗学の もっとも 中心 核に 位置す る もので なければ ならな か つ 

た。 古代の 常 民 は、 この 世界 を 二つに 分けて、 現世と 他界が あると 信じて いた。 これ を 一冊の 書物に たとえるな 

らば、 開かれた 書物の 右の 頁 は 現世で あり、 左の 頁 は 他界であった。 その 中心で あり、 書物の ノド にあた る 部分 

が なぎさに ほかなら なか つ た。 

なぎさに 鳥の 死骸が 落ちて いると きがある。 また 魚が 打ち あげられて そこで はねまわ つ ている の を 見る ことが 

ある。 神と 人間の 交感の 場が なぎさであった。 なぎさに は 墓地が もうけられる とともに、 産 小屋 ももう けられた。 

それ はた だ 一 つの 理由から である。 すなわち なぎさが 他界に もっとも 近いから であった。 たましい は 死ぬ と 他界 

に 送られ、 他界から 現世に 再生す る。 なぎさ は 現世と 他界の 交錯す る 場所であった。 なぎさ はまた 自然の リズム 

が 一番 感じられる 場所であった。 潮が 引き、 潮が 満ち、 朝が 去り、 夕べが やってくる。 四季のう つり と共にな ぎ 

さに 流れよ る ものが 変わる。 なぎさに たどりつく、 流木 や 流れ 藻、 くさぐさの 貝類。 それら はすべ て 海の 神の 贈 

り 物と みなされた。 そこで それら は 私する こと を ゆるされず、 共同に 分配され るの が 原則であった。 なぎさ は 人 


間の 平等 性 を もっとも 約束す る 場所であった。 こうして みれば 「入 浜 権」 もまた 海神の 贈り物ではないだろう か" 

この 全国 集会の もう 一 つの 特色 は、 公害に 反対す るに とどまらず、 自分た ちの 手で 海岸線 を 買おうと いう 動き 

が 起こった ことで ある。 その すみやかな 実現 を 目 ざして、 準備 会が 結成され た。 すでに 朝日 新聞の 「天声 人語」 

(昭和 五十二 年 一月 十六 日付) 子が 報じたように、 この 運動 は 一世紀 近く まえに イギリスで 始まった。 しかし 私た 

ち はこれ を 海の 彼方の 国の ことと して 座視す る こと はでき ない。 政府 や 企業の 援助 を 一切う けず、 個人が わずか 

な 金 を 出しあって、 たとい 寸土であろう とも 海岸 を 買って いくとい う 運動が、 日本に も はじめられた ところで、 

悪かろう はず はない。 

砂浜に 生まれた ゥミ ガメの 子が、 だれから 教えられる こ ともなく、 まっすぐに なぎさ をめ がける ように、 海 を 

めざす 磁針の ような 本能 を 日本国民から うばい 去る こと はでき ない。 「海 は みんなの もの "なぎさ を かえせ" な 

ぎ さ を 守. —— この 全国 集会の スロ ー ガン は、 人間 たちのた めだけ の もので なく、 鳥 も 魚 も 参加す る 叫びで あ 
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国から 「ク 二 」 


日本と いう 国号 もな く、 倭 または ャ マトと いう 名称 さえ もなかった 時代に も、 日本列島に 人び と は 住み、 くら 

して レた。 そのと きク 二と いう 言葉が あつたと しても、 その 言葉に 国家と いう 意味 はま だ ふくまれて いなか つ た- 

今日で も 小国と か 国中と いう 地名が 残って いるの を みても 分かる とおり、 ひとつの まとまった 土地が ク 二 であつ 

た。 その ひろさ は せいぜい 郡に 相当す る 領域で あり、 その まえ は、 村 国、 すなわち 村が 国であった。 そこによ 

村 君と 呼ばれる 首長 も いれば、 制度 や 組織 もな くはなかった が、 きわめて 共同体 社会の 色 あいの 濃い もので あつ 

たと 思われる。 

八丈島で は 今でも 日本 本土 を クニと 呼んで いる。 八丈島の 流人 は クン ヌと 呼ばれた が、 それ は 国人の ことで あ 

ると 『八 丈 実記』 の 筆者の 近 藤 富 蔵 は 言って いる。 この クニに は 他国と いう 意味が あるが、 また 本土への あこが 

れも まじ つてい る。 

ク 二 に 似た 言葉に クガ という 言葉が ある。 クガは 国処の つづ まった ものと いう 説が ある。 新潟県の や 鳥 

取 県の 陸上と いう 地名 は、 おそらく 海上から 陸地 を ながめた 者の 命名に ちがいな いと 私 は S つてい る。 それよ と 
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おくさ か Q ぼ， ^ば、 黒潮に 乗つ て 日本列島に 近づいた 人た ちの まなざしと つながる ものが あるに ちがし ない。 

紀元 一世紀の 前後、 日本列島に は 北方 系の 文化 を もった 人た ち、 南方 系の 海人た ち、 また 朝鮮半島 を 経由して 

きた 大陸 文化の 担い手が、 入り乱れて 同居して いた。 当時の 日本列島 は、 繩文 時代 人の子 孫と こうした 渡来人 を 

入れる 容器に すぎず、 だれが 主人公と いうので もなかった。 多くの 種族が、 それぞれ ちがった 言葉 や 習俗 や 信仰 

を もちこんで 日本列島に 住みつ いていた。 彼ら は 他者に 通じに くい 言葉、 理解し がたい 習俗、 そして 自己の 属す 

る 集団 以外に は あい 容れ ない 信仰 を もってい たが、 それでも 交易 や 婚姻 やた たかい をと おしてし だいに まとまり 

をみ ようとし ていた。 現代の 日本人が 信奉して いる 単 一 言語 を はなす 単 一 民族と いう 固定観念 を 打破す る ェ ネ 

ル ギ ー の 渦巻きが そこ に は みられた。 

国 見と 言えば、 もともと 春の 農耕 予祝 行事から はじまった とされる。 沖繙 本島の 東海岸の 村ゃ宮 古島で おこな 

わ^る 国 見 は、 月の 満月の 夜に 丘に のぼって 月明りに 照らされた 村 や 野 を 見 わたす ことで ある。 いずれに して 

も、 そこに は 古代の 帝王が 高所から 自分の 政治 支配 地 を 確認しょう とした 国 見と はまる でちがう 共同体 社会の し 

ず かな 儀礼が ある。 それ は 自分の 意識 や 感覚の 手のと どく 範囲の 土地と 自分と を 合一 させよう とする 行為で あつ 

た。 ク 二 に たましいが あると する 国 魂と いう 観念 もこ こから 生まれた と 私 は 思つ ている。 

しかし 古代の 国家 組織が 完成す ると、 クニ は 国家 を も あわせ 意味す る 言葉と なった。 国家の 支配 層 は、 旧来の 

クニの 意識 をた くみに 利用した。 「お 国の ために」 と 言えば、 日本人 は 日本 国家と いうより は、 自分の 住む 土地 

のために という 愛着 心 を よびさまされずに はおかない。 これ は 近世の 藩の 組織 をと おして 強化され、 おそらく 日 

清 日露の 役まで つづいて きたと 思われる。 「ここ はお 国 を 何百 里」 という 歌に それ をう かがう ことができる。 し 

かし 今次 大戦で は、 もはや クー 一とい う 言葉の 原初 的な 観念 や 感覚に 身 を ゆだねる こと はでき なかった。 太平洋 戦 

争 をた たか つ た 者の 不幸 は そこにあった。 アジアの 近隣 諸 屑 を 侵略した 日本の 国家主義 を 否定す る こと はあって 
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も、 自分た ちの 住む 大地の 呼称で ある クニ を 愛する こと はでき る 日本の 地名に たいする 関心 は クー I にたいする 

愛着から 生まれる。 そこに 住む 人た ちへの 畏敬から、 私 は 常 民の 学と しての 民俗学へ 接近した。 私の 戦後 史 はこ 

のようにして、 本来の 意味と しての クニに、 ふたたび 近づいて いった ひとりの 日本人の ささやかな 自己 史 である。 

弥生 初期、 すなわち クニが まだ 国家 を 意味せ ず、 絶対的な 権力が めばえなかった 時代、 そのころ は 後代に みら 

れる 朝鮮人 や 南 島人 や 蝦夷 あるいは アイヌに 対する どす 黒い 差別はなかった。 化 外の 民な どと いう 用語 も 登場し 

てはいなかった。 むしろ 日本列島に 住む すべての 者が 化 外の 民で あり、 異族 であり、 したがって 列島の 主人公 は、 

かぎりなく 複数であった。 私が こうした 社会 を 想像す るの は、 権力に 支配され た 社会 を、 もう 一度 「自然と して 

の 人間」 の 社会、 すなわち 非 権力の 社会に 返して やりたい という 願望が あるから である。 この 想像 はさら に 未来 

社会へ も 投影で きる。 日本列島に、 今日 見る ような 国家が なくなっても、 そこに 住む 人た ちの くらしま 続けら ュ e 

るであろう。 だれが 主役 か 主役で ないか 明確で はない 地球 時代の 日本列島。 そこで は あらゆる 者が 平等で 差別な 

く 住む 権利 を 受け、 そして そこに 住む ための 一 つの 義務 を 果たす ことにな ろう。 義務と は 何 か。 自分の 住む 土 也 

を 愛する、 というた だ それだけ のこと である。 


日本人の |tE 卬の あり方 11 「自衛隊の 合祀」 違憲 判決に よせて 


方 

ね 


山 口 地裁 は 自衛官 合祀に 違憲 判決 を 下した が、 その 判決 理由 要旨の 中に 「宗教 上の 人格権」 という 

言葉が あった。 私 は その 個所に 触発され て、 ふるい 日本人の 信仰の あり方 を 思い起こした。 私たち は 日本人の 信 

仰 をき わめて 寛容な もの ど 思いが ちで あるが、 かならずしもそう でなかった。 つまり 異族ゃ 異邦人の 神 を まつる 

こと を 拒否す るの は クリスチャンの 精神ば かりではなかった。 ただし、 その 場合の 「宗教 上の 人格権」 は 個人に 

属する ので はなく、 血族が 一個の 人格の 体裁 をと つていた。 そのこと を 述べて みたい。 

一 九 七 八 年 暮れの 十一 一月 中旬に おこなわれた 沖 繙の久 高 島の イザイ ホ ー という 大祭の 初日に、 新しく 神 女の 列 

に 加わる ナン チュが 祖母の 香炉の 灰 を 分けて もらって、 自分の 香炉 を 作る 儀式が あった。 この 儀式 は 神の 霊 威 

(セジ ) が 祖母から 孫娘へ と 受けつ がれて いくこと を 示す 大切な ものである。 香炉 は イザイ ホ ー のとき だけの も 

ので はない。 沖 織 では 昔 は 嫁に いくとき、 自分の 香炉 を 実家から たずさえ ていった。 その 香炉 は 女 だけが 拝み 

男 は 拝まない し、 また それに 供えた もの を 男 は 食べない。 戦前で は 那覇の 辻 町の 遊女 も 一人一人が 香炉 を もって 

いたと 折 口 信 夫 は 『女の 香炉』 の 中で 述べて いる。 


^ 机 田 国 男 は 速 水 保 孝の 『憑き もの 持ち 迷信』 によせ た 序文の 中で、 狐 持ちの 家から 嫁 を もらう と 七十 五 匹の 狐 

化 がつ いてく ると いう 迷信 は、 もともと、 女が その実 家の 信仰 を 嫁入り さきまで もってき たこと を 示す もので ぁプっ 

^ うと 言って いる。 その 信仰が いつしか 狐が ついていく と考えられるよう になった ところに、 そもそもの 誤解の 発 

地 端が あつたよう であると 言う。 

こうして みれば、 沖繙の 女が もちあるく 香炉 も、 日本 本土の 狐 持ちの 迷信 も、 もともと はおな じ 根の 信仰から 

出発して おり、 一 族の 神の 管理が もっぱら 女の手に ゆだねられ ていた こと を 明らかに 示して いる。 

それの 証拠に クダキ ツネと いう 狐 持ちの 例が あげられる。 竹の 管に 入る 位に 小さな 狐で あるから、 クダキ ツネ 

と 呼ぶ と 信じられ ている。 しかし この クダ という 語 は マキな どと おなじように、 同族 や 一族 を あらわす 言葉で あ 

ると 私 は 考えて いる。 

柳 田 国 男 は、 古い 移住者 集団と 新しい 移住者 集団と が 対立し、 優位に 立つ ほうの 側と 圧迫され る ほうの 側との 

双方の 信仰の 融和が たやすく 望まれない ことから 狐 持ちの 迷信が 発生す ると 言って いるが、 この 指摘 は 日本の 占 

代 信仰 史に 大きな 照明と 示唆 を 与える。 つまり かって は、 女た ちが まつる 一族の 神 はたやす く 他の マキ や クダの 

神と は 融合す る ことが なか つ た。 

そのこと を もっとも 端的に 暗示す るの が、 記紀に 述べられ ている トヨタ マ ヒメの 物語で ある。 トヨタ マ ヒメ は 

自分が 産屋に 入って、 大きな サメの 姿で 子供 を 産む 姿 を 夫の ヒコ ホホ デミに みられた の を 恥辱に おもって、 海の 

かなたに ある 自分の 「本つ 国」 に 帰って いく。 

折 口 信 夫 は、 この 物語 は異 族の 国から やって きた 女が、 信仰生活の ちがいから、 夫と いさかい をした あげく、 

夫と 別れて ふたたび 自分の 国に 帰って いった 話で あると 解して いる。 そこで、 両親の 間に ひきさかれた 子ども は、 

父の もとにと どまりながら も、 去って いった 母の おもかげ を いつまでも 恋いした うとい う 悲劇が 起こった の、"」 と 
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している。 

トヨタ マヒ メがサ メ の 姿で 子供 を 産んだ という 話 は、 その 一 族の 先祖が サメと 信じられ ていた こと を 物語って 

いる。 サメを 先祖と する 一族 は、 他の 動物 を 先祖と する 一族と かんたんに 婚姻す る ことはなかった し、 また 婚姻 

が おこなわれても、 嫁が 実家の 信仰 を かたくなに 守りつ ごうと した こと は 想像す るのに むずかしく はない。 

こゥ ように、 日本人の 信仰 は 一見き わめて 融通がき くように 思われが ちで あるが、 信仰生活の 古い 原型に さか 

のぼると き、 かならずしもそう ではない ことが 言える。 すなわち、 自分の 一族の 信仰 を 守りと おし、 他の 一族の 

信仰 を はげしく 拒否す る 人び とがあった。 同族の 神 を まつる ものの 中心が 女であった とすれば、 とくに 女に 信仰 

上の 葛藤の 悲劇が しばしば 起こった であろう。 実母から 娘へ という 司祭 権の 受け わたしの はっきりした 一 線 は、 

今の 沖 織の 社会で も あまり 見られず、 夫の 家す じ を 中心とする ものが 多い。 つまり 妻が 夫の 一族の 司祭 者と なつ 

ている。 しかし、 それ にもかかわらず、 現代で も 同族 信仰の 頑固 さは 受けつ がれて いる。 

これ を 今回の 判決文の、 中の 「宗教 上の 人格権」 に なぞらえる こと は 一向に 差し支えない だろうと 思う。 かって 

よ、 異 族の 神に 対する 拒絶、 異なる 神と 神との あらそいが 激しく おこなわれた にちがいない。 そういう 視占： 力ら 

日本の 古代 信仰 史を ながめ、 今日の 一 クリスチャンの 訴え をみ る こと も、 あながち 無益な わざと は 思えない。 

また この 視点に 立てば、 靖国 神社に 韓国 や 台湾 出身の 人び と を 一方的に 合祭す る ことが、 同族 を 中心とした 日 

本人の 信仰の 古い 型に 合致し ない ものである こと も 明らかで ある。 異 族の 神に まつられる こと を 拒絶す る 精神と、 

異 族の 神 を まつる こと を 拒絶す る 精神と は 裏表の 関係であって、 無縁な もので はない はずで ある。 戦前 や 戦時中 

に 朝洋ゃ 台湾、 さて は 南洋にまで 神社 をた てて、 日本の 神々 の 礼拝 を 強要し、 現地の 住民から 反発 を 受けた 愚か 

しさ をく りかえ して はならない。 
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神道 は 国家と 癒着し やすい 


私 はかって 宮 古島の 狩 俣で、 袓神祭 をみ た ことがある。 神 女た ちの 行列の 先頭に 立つ 老婆が、 ながい 木の 先に 

ついた 枝葉で 地面 をた たきながら、 神 女の 列 を 誘導す る。 地面 をた たく 所作 は、 土地の 悪霊 を しずめる のが 目的 

である。 この 老婆 をサ ダル 神と 呼んで いる。 この サ ダル は 先立つ という 意味で、 つまり 先導す る こと だが、 沖繩 

の 言語学者の 伊波 普猷 は、 サルタ または サタ という 語に 転換す る こと を 指摘して いる。 サル タヒコ がそう である。 

伊勢で は 地鎮祭 をお こなう ときには、 サルタ ヒコを 祖先 神と して まつる 宇治土公 さんの 神社から、 ひとつまみの 

土 を もらって きて、 供える。 それ は 要するに サルタ ヒコが 土地の 悪霊 を しずめる 力 を もつ 先導 神で あると いう 性 

格に 基づいて いる。 

地面 をた たいたり、 突いたり しながら 土地に ひそむ 悪霊 や 害虫 を しずめる という 民間 行事に は、 ィ ノコと かト 

ゥ カン ャが ある。 モグ ラウチな どもそう で、 これらの 行事の 主役 はすべ て 子どもで ある。 

以上の 例から 分かる ように、 地鎮祭 は 土地の 霊 を しずめる こと を 目的と する 古い 習俗の 名 ごり である。 したが 

つて 広い 意味で は 宗教 行為と いっても、 せまい 意味での 宗教 行為と はちがつ ている。 むしろ 呪術 的な も Q である。 
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このような 呪術 的 世界で は、 神々 に 固有な 名前 はなく， また それ を まつる りつば な 建物 もな く、 祭り をと りしき 

る 巫女の ような 存在 はあった としても、 職業 化する ことはなかった。 さきの 宮 古の 祖神 祭の 神 女た ち は 祭り 以外 

のとき は 一家の 主婦で あり、 母で ある。 

ところが こうした 古い 神道、 もしくは 原始的な 神道が 整備され ると、 神統譜 のよう な 神々 の 体系が 完成し、 祭 

祀 儀礼 も 一定の 型 を もってくる。 本来なら ば 常時の 建物な ど は 不要であった のに、 いかめしい 神殿が もうけられ、 

そこに 専門の 神職が 奉仕す る。 このように 組織化 された 神道 はも はや 古神 道 や 原始 神道と はい われない。 そこで 

こうした 神社 神道に 属する 神職に よる 地鎮祭 は、 たんなる 習俗 的 行為と いう わけに はいかない。 

周知の ように 日本の 神々 の 体系 は、 皇室の 先祖 を 中心の 柱と して 作成され ている。 そこで 神社 神道 は、 国家 神 

道と たやすく 癒着して きたの がな がい 日本の 歴史であった。 日本の 神道 は、 日本が アジア 諸国 を 侵略した 際の 思 

想 的な よりどころであった。 異 民族に 日本の 神の 礼拝 を 強要した という、 おぞまし くも 愚劣な 体験 はわず か 三十 

数年 まえの ことにす ぎない。 神社 神道が、 戦時中の ように 国家 神道に 変貌す る 契機 はつねに はらまれ ている。 

本 居 宣長は 『古事記伝』 の 中で、 日本の 神 は 善 神で あっても 事の いかんに よって は、 正しい 理路の ままにば か 

り はした がわず、 なに かに 触発され て 怒る ときには、 荒れる こと も ある。 逆に 悪い 神で あっても 心が なごやかな 

ときには、 人び とに しあわせ を もたらす こと さえ あると している。 すなわち 今 は 静かな 神が、 どうした きっかけ 

で 荒れ はじめる か、 予測 はっかない。 

ただ 厄介な こと は、 神社 神道が 原始 神道 を 土台と して 発達して きたと いう 事実で ある。 もちろん そこに は 大き 

な 飛躍が あり、 歪曲が ある。 しかし、 ともかくも 断絶の ない という ことが、 神社 神道の 性格 を とらえる ときの 混 

乱の もとにな つてい る。 

そこで 原始 神道から、 神社 神道へ、 国家 神道へ という 展開の 中で、 神社 神道が 微妙な 位置に 立た されて いる こ 
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と を 知る。 原始 神道で は、 神の 住居 はた だ 森で あったり、 岩で あったり、 路ば たの 小さな 祠 であった りする。 そ 

れは 小さな 共同体の 小さな 神で ある。 その 神に はかす かな 共同体の 成員の つつまし い 祈願が かけられる。 しかし 

その 祈願 は 国家と はま つ たく 縁がない。 この 小さな 神に は 野望がない。 

一方、 国家 神道 は 日本と いう 国の 政策のお 先棒 を かついで 先頭 をす すむ 神で あるから、 一種の サ ダル 神で ある。 

国家 神道の 思想 を もって、 土地と むすびついた 共同体の 小さな 神々 を 屈服させる のが その 役割で ある。 これ は 国 

家と 等身大の 神で ある。 小さな 共同体と 生き死に する 神で はない。 

こうして みれば、 もともと 原始 神道と 国家 神道と が あい 容れ ない ものである ことが 分かる。 だが、 この 中間に 

介在す る 神社 神道 は、 両者と つながつ ている ために、 両者 を あいまいな 形で むすびつける 媒介 役と なる。 つまり 

原始 神道の 習俗に すぎない 地鎮祭 も、 そこに 神社 神道の 専門の 神職が 介入す る ことで、 国家 神道への 道 を ひらく 

地なら し をす る ことになる。 この 可能性の 危険 を 警戒しても 警戒し すぎる こと はない。 

神道の 最大の 特色 は、 他の イデ ォロギ ー や 体制に 癒着す る 傾向が きわめて いちじるし いこと である。 道教、 仏 

教、 儒教、 キリスト教と 習 合して きた 宗教 は、 世界に も 類 をみ ない。 国家と 癒着し やすいの も、 そうした 性格 を 

そなえて いるから である。 したがって 政教分離の 原則 はとく に 神道に ついて きびしくなければ ならない。 今回の 

最高裁の 津 地鎮祭 判決文に あるよう に 「国家と 宗教との 完全な 分離 を 実現す る こと は 不可能に 近い」 といった 形 

で どうして 投げ出す ことができよう。 癒着し やすい 神道の 特色 は、 私たちが 分離 を 断念した とき、 無制限に 発揮 

される ので ある。 

では、 古来の 民俗 慣行 を 尊重して、 地鎮祭 をお こなう のに はどう すれば よい か。 先頃 亡くなった 和歌 森 太郎氏 

は、 都留 大学の 学長で あつたが、 大学の 敷地に 建物 をた てる ときには、 学長の 自分が 専門の 神職の かわりに 祭典 

の 儀礼 を 主宰 するとい つていた。 彼 は 民俗学 者と して、 当事者が 中心と なる のが 一番よ い 方法 だとい うこと を 知 


つていた" この ことから すると、 沖鼯 での 起工式 や 地鎮祭に 男が 主宰者と なる の はお かしい ことになる。 神の 祭 

り をお こなう ことので きる の は、 沖繙 ではす ベて 女で あり、 男 は ゆるされない。 まして 本土の 神社の 神官の よう 

に 男性の 神職 を 呼ぶ こと はもっての ほかで ある。 こうした 地元の 違和感が あるか どうか は、 神が 地元と むすびつ 

いている かどう かの、 とくに 重要な 尺度で ある。 

さいごに、 私 は 国家 神道への 警戒 を 強く もっから といって、 日本の 神々 を 否定す る もので はない こと はいう ま 

でもない。 それが 公共と むすびつ くことの 危険 を 述べて いる だけで ある。 日本の 山村に して 山の 神 を まつらぬ 村 

はなく、 海 村に して 海の 神 を まつらぬ ところ もない。 狩 や 漁の 祈願と、 獲物が とれた ときの 感謝。 それ はい わば 

共同体の 呼吸で あり、 小さな 神 は その 心臓で ある。 この 小さな 共同体の 神への かぎりない 同情の まなざし は、 国 

家 神道 を 告発す る 眼と おなじ ものである こと を 私 はいいたい。 この 視点 は 日本の 知識人に ややもすれば 欠落して 

いるから、 念のために 書いて おく。 
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海に のぞむ 地名 

1 グスク 

私が 地名に 関心 を もった の は、 民俗 調査の ために、 しばしば 沖繾に 旅行し、 そこで 本土で は みられない 地名に 

出会わす ことが 多く、 い つし か あれこれと 好奇心 を 抱く ようにな つたから である。 

たとえば、 沖 繩には 語尾が N 音で 終わる 地名が 多い。 しかし 本土で は 鹿児島県の 知覧の 例な どがない わけで な 

いが、 きわめて すくない。 

沖繙の 地名で 語尾に N 音 を もつ の は、 馬 天と か 運 天と かがす ぐ 思い出される。 そのほかに は 古 堅、 久 手堅、 津 

堅、 健 堅な ど ゲンで 終わる 地名が 目立って いる。 地理学者の 仲 松 弥秀氏 は、 この ゲンの つく 地名 は、 石灰岩が 突 

き 立って いる 地形のと ころに みられる と 言って いる。 また 人類学者の 金 関 丈夫 氏 は、 与論、 勝 連、 瑞慶覧 などの 
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南 島の 也 名に ふれて、 こうした ロン、 ラン、 レンの 語尾 を もつ 地名が、 台湾の 東海岸に 多い こと を 指摘して いる。 

また 慶良 間、 多 良 間、 加計呂 麻な ど ラマ、 ルマ、 ロマの ような 音で 終わる 地名が ある。 これら は 語尾に マが つく 

ことで、 ふつう シ マの 略語で あるよう にみ なされる が、 そうで はなく、 ラン、 ロンが ラマ、 ロマに 転じた ので あ 

ろうとい う。 また 原 秀四郎 氏 も 「永 良 部」 のば あい 「良 部」 に 島の 意味が こめられ ている という。 私 は 「永 良 

部」 はェ ラブ 鰻の とれる 場所だった からだと 思って いたが、 そうで はなく 「永 良 部」 と は 「え 島」 のこと で 「え」 

は 「良き」 を 意味 するとい う。 「沖 永 良 部」 はこうして 沖に ある 良い 島と いう ことになる。 

私 は 一九 七 八 年の 四月、 沖 永 良 部 島 をお とずれ たと き、 和 泊 町の 前 中央 公民館 長 をして いた 永吉毅 氏と 会った。 

永 吉毅氏 は 『沖 之 永 良 部 島 地名 考』 (以下 『地名 考』 と 略す る) の 著者で ある。 右に かかげた 諸説 も 『地名 考』 の 中 

に 述べられ ている。 永 吉氏は 「之」 を 入れて、 「沖 之 永 良 部 島」 と 書く が、 通例に 従って 私 は 沖 永 良 部 島と 記す 

ことにする。 

中 永 良 部 島 は奄美 群島に 属しながら、 与論 島と 共に 琉球 文化の 影響 をつ よく 受けて いる ことから、 奄 美と 沖 縛 

の 双方に またがる 南 島の 地名 をみ ていく ときの 格好の 土地柄で ある。 そこでし ばらく 永吉 氏の 『地名 考』 をた よ 

り して、 南 島の 地名の 特色 をみ ていく ことにする。 もとより、 気ままな つみ 草で あり 落 穂 拾いで ある。 そこで 

何 を 強調し ようと、 何 を 捨てようと 勝手次第の 文章と 思って、 おつきあい 願いたい。 

『也 名考』 をみ ると、 沖繩 におび ただしく みえる 城 (ダス ク) という 地名が、 奄美 群島に 八十 五 例 ある ことにな 

つてい る。 島 別にす ると、 もっとも 多 いのは 大島 本島の 四十 三で あり、 ほかに 喜界 島が 十三、 徳之 島が 十五、 与 

論 島 一、 そして 沖 永 良 部 島に は 和 泊 町 八、 知名 町 六 あわせて 十四な どが みられる。 

稲垣 苟友 vf^ の 『トカラの 地名と 民俗』 (下) をみ ると、 トカラの 中 之 島に もまた グシキ とか グシク という 地名の 

三 例 ある ことが 分かる。 いずれも 集落 内 かその 近くの 小 段丘に あって、 眺望に すぐれ、 南に 面して いると いう。. 
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ほかに 臥 蛇 島 や 雜訪瀬 島に も 見付かる。 

では、 なぜ トカラに も グスク という 地名が のこ つてい るの かひ 

下野 敏見 氏の 『トカラ 民俗 誌』 に、 r 琉 球の 重税の 圧政に 困って 反抗 心 を もっていた 七 島民 は 島 津の琉 球征戊 

に 喜んで 先導 をつ とめた といわれる」 と 誌して あるの を ふまえて、 稲垣 氏 は 「一時期で は あれ、 琉球 王朝の 直接 

支配 を 受けた 時代が あつたので はなかろう か」 と 推測して いる。 ただ その 証拠 は あがって いない。 七 島灘が 自然 

の 壁で あると 同時に 政治 支配の 画定 線で あつたと 見る こと はとう ぜんで ある。 トカラの 島々 は 年に 一 回 薩摩ヽ の 

貢租 船 を 出した というから、 薩 摩よりも、 むしろ 七 島と 奄 美との むすびつき は 深かった。 としても、 それ は 生活 

者の 間の 交流に とどま つていた と 見ても 差支えな かろう。 

そうすれば、 沖繙 列島に 数百 を かぞえる グスク (但し これ は グスク という 地名が それほど あると いう 意味で よ 

ない) 文化の 余波が 北上した ものと いう だけに とどめられよう。 

稲垣 尚 友 氏 は、 かけろ ま (加 計呂 麻) 島の グスコ の 地 は 集落 内の 一 小 区画で あり、 そこに 城が 築かれた 記録 は 

ない ので、 武備と しての 城の 意味 は 備えて いない。 むしろ グスコ は 部落の 祭場で ある ミヤ ー の 近くに あり、 まヒ 

屋敷 名と しても 用いられる 場合が あるから、 信仰 上、 あるいは 政治 経済 上の 中心地に 付され た 名前で はない かと 

思われる とも 云って いる (『地名 考』 に はかけ ろ ま 島の グスコ は あげられて いない)。 

この 稲垣 氏の 考え を ふまえる と、 トカラ 列島の 場合 も、 グシキ または グシク は 信仰 上の 聖地で あるか 部落の 中 

心地に つけられ たもので、 武備と は 関係がなかった と考えられる。 そうであるなら ば、 トカラの ダス クは琉 球の 

政治 圏が トカラ 諸島にまで 及んだ 結果と みるより は、 琉 球の 信仰 形態の 影響 を トカラが 受けた ためだと 見る こと 

がで きょう。 

私が そう 考える の は、 ャボサ とか ャブサ とか 呼ばれる 聖地が 対 馬、 有岐、 九州 本土の 把 前、 肥 後の 二 国、 およ 
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び薩 *： にわた つ て 分布して いるが、 それが 琉球 にも 及んで いると いう 事実が あるから である" 

『琉球 国 由来 記』 の 玉 城 村に r ャ ブサッ の嶽」 の 名が みえる。 この ャブ サッの 御嶽 はァ マミ キヨが 作った と 記 

されて いる。 アマ ミキ ョ はまず 国 頭の 辺 戸の 安須 森 を 作って、 それから 順次に 南下して いるから、 北方から 渡来 

した 人た ちの 文化と 考えて 差支えない。 したがって、 それが 沖繙の 東海岸に ある 知 念 半島の 玉 城 村に 見られる と 

いう こと は、 そこに 日本 本土から 渡来した 文化が 定着した こと を 意味す る。 しかも その 日本 文化 は、 九州の 西 海 

岸から 薩 摩に かけて みられる 常 民 文化で あつたと 推定され る。 この ャブサ は 聖地で あるが、 その 中には かっての 

葬 地で あつたと 見られる ものが 少なくない。 つまり、 ャブ サッの 御嶽の 名が 琉 球に 見られる こと は、 日本から 支 

配 者が 沖繙に 渡来した 証跡と いうより は、 海人 族が 南下して、 彼らの もつ 信仰 を 伝えた とみる 方が 自然で ある。 

さて 話 を、 沖 永 良 部 島に もどす ことにする。 『地名 考』 によると、 世 之 主の 墓 や 世 之 主神 社の ある 東方の 地 を 

内 城 (うちぐ すく) と 呼んで いる。 世 之 主の 時代に ここに 城塞 をき ずき、 島の 政治的、 宗教 的な 中心地と した こ 

と は 容易に 推測され る。 私 も 世 之 主神 社に 参詣した とき、 その 周辺に 古い 石垣が 積まれて いるの を 実見した。 沖 

永 良 部 島の 古 謡に は、 「後蘭 孫 八が 積み 上ぎ たる 城、 永 良 部 三十 祝 女ぬ あすび 所」 というの が ある。 「あすび 所」 

というの は 神 遊びの 場所で ある。 後蘭 孫 八と おぼしき 人物の こと は、 『おもろ さう し』 の 中の 巻 十三に もうた わ 

れ ている。 

永 良 部 まこ はつが 

玉の きゃく 崇 ベて  ， 

ひとい ちょ は 

すか ま 内に 走り やせ  , 
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ゑら ぶたつ あすた 

大ぐ すく げら へ て 

げらへ 遣り 

思 ひ 子の 御 為  - 

と ある。 永 良 部の 島に 出発す る 長老た ちょ、 大きな 城 を 造って やりなさい、 可愛い 子の ためにと いう 意味で あ 

る ことから 『地名 考』 は 「世 之 主」 の 城 をつ くるた めに 加勢の 使者 を 送った ので あろうと 推測し ている。 この 

「世 之 主」 というの は 『世 乃 主が なし 由緒 書』 をみ ると、 三 山が 鼎立した 頃の 琉 球で、 今 帰 仁に 居 を かまえて い 

た 北山 王の 次男と いう ことにな つてい る。 

当時、 北山 は 国 頭の 九 間切の ほか、 伊江 島、 伊平屋 島、 与論 島、 沖 永 良 部 島、 徳之 島、 喜界 島まで 領有して い 

たので ある。 北山 王の 次男 は 沖 永 良 部 島に わたって 玉 城 村に 住んで いたが、 大城 村の 百と いう 者の 進言で、 後蘭 

村に 住んで いた 孫 八と いう 者に 居城 を きずかせ、 城 は 三年 目に 落成した という。 

この 『由緖 書』 と は 別に、 次の 伝承 も ある。 琉球 支配の 頃の 沖 永 良 部 島で は 毎 村 一人の ず： たてて いたが、 

その 交替の ときには 祝 女が 琉 球に 出向いて、 国王の 任命 書 を もらう ことにな つていた。 たまたま その  ー&、 上 城 


これ を 一日 本 思想 大系」 の 『おもろ さう し』 の 頭注で みると、 沖 永 良 部 島の 孫 八が、 沖繮 本島の 国 頭 村に ある 

奥 杜の神 を 尊崇して、 船 を 早朝に 走らせる という 意味の 歌で ある。 

この 歌から、 沖 永 良 部 島と 沖繙 本島の 東海岸との 海上 交通が 連想され る。 また その 前に 記された 『おもろ』 の 

歌に 
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村の 祝 女が たいそう 美人だった ので、 国王の 側女と させられ、 王子 を 懐妊した" 王子 は 成長す ると 沖 永 良 部 島へ 

渡って、 内 城 村に 城 を 作った。 これが 「世の 主」 であると いう。 

では 後蘭 孫 八 は どのような 人物 か。 

さきに 述べた 嘉永 三年の 『世 乃 主 由緒 書』 に は、 後蘭 孫 八の 住居が 後蘭 村に ある こと、 また 孫 八と 一 緖 にやつ 

てきた といわれる 屋者真 三郎の 屋敷 も、 屋者 村に あると 述べ、 この 二人共 大男であった といって いる。 

そして 孫 八 も 真 三 郎も琉 球 人の 名前で はない から、 多分 は 日本からの 落人で、 世 之 主に 奉公した 者で はない か 

と 推定 を 加えて いる。 さきに 見た ように 『おもろ さう し』 にも 「永 良 部 まこ はつ」 の 名前が 出て おり、 しかも 城 

を 作る 歌が 並 記されて いるから、 その 推定 はお そらく 真実で あると 私 は 考える。 

では その 時代 はいつ 頃 だ つ たろう か。 

三 山 対立 時代 は 十四 世紀の 前半に あたる。 南北朝の 頃で、 それから 室町 時代の 初期に いたる まで は 日本 本土と 

おなじように、 沖繙 本島、 も 政治的 統一 への 胎動 期に あたって いた。 その 権力闘争に 一役買つ たのが、 九州 本土 か 

ら 道の 島伝いに 南下して い つ た 本土の 武士く ずれで あ つ たと 思われる。 彼ら は 源氏 あるいは 平氏の 嫡流と 名乗る 

ことによって、 純情 質樸な 南 島民 を 容易に 信じ こませる ことに 成功した。 南 島民の 方に も 高い 文化 を もつ 責種を 

迎える 気持が 充分に 存在した。 つづいて 琉球 入り をした 島 津氏も 清 和 源氏と むすびつく 家譜 を 作って いる ことか 

ら、 舜天王 を 為朝の 子と する の は、 琉球 統治の 便宜上つ ごうが よかった。 それ は 一方、 琉球 国王の 側に もい える 

ことで ある。 

しかし 『西南 文運 史論』 の 著者で ある 武藤長 平 は、 為朝の 子の 舜天 王が 即位した と 伝えられる 文治 三年 (一 一 

八 七) はちょう ど島津 氏の 第 一 世の 忠久が 薩日隅 三 州の 守護 職 及び 十一 一島 地頭に 補され た 年で ある こと を 指摘し 

て、 為朝 来 島の 架空なる こと を するどく 指摘して いる。 
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だが、 たとい、 為朝 伝説 は 否定しょう とも、 九州 本土から ャ マトの 武士た ちが 南下した こと だけ は 否定しょう 

にもない と 私 は 考える。 

後蘭 孫 八の 後蘭に ついては、 それが 方言で グ ラルと 発音され ている ことから、 『地名 考』 はこの ダラ を 倉の 意 

と 解す る。 沖 永 良 部 島に は 後蘭 仁、 後蘭 原、 古 蘭な どの 地名が 見付かる から、 なにがし かの 地形 を 示す 語と 思わ 

れ るが、 これに 対して 『名 瀬 市 誌』 は奄 美大 島 ゃ徳之 島な どの 豪傑が ゴ ランの アジと か ダリヤ バルな どと 呼ばれ 

る ことから、 ゴ リャ、 ダリヤ、 グ ラル、 ゴ ランの 背後に は、 日本 本土と 関係の ある 「いくさ 大将」 という 共通の 

句い がする といって いる。 

では これらの 言葉が 何に 由来す るかと いえば、 頭目 を 頭と 呼ぶ ことから 起こり、 次第に 日本人 全部の 名称と な 

つ たもので あろうと する 稲村 賢 敷 氏の 説 をと つ て、 「力 シ ラ」 がコ ー ラ になつ たと 考えて いる。 八重 山ゃ宮 古で 

「力 ワラ」 といえば 首長 を 意味す るが、 これ もお なじ 頭から 出た ことばで あると、 伊波 普猷 はいう。 

たとえば、 ホン ガワ ラ赤 蜂な どもそう である。 私の 郷里の 熊 本 方言で は、 ァ タマの こと をゴラ という。 これ も 

コ ー ラゃカ ワラと 関連の ある 語に ちがいない。 これ を みれば、 九州 あたりから 南下した 武士 または 倭 冠の 頭目 を 

そうした 名前で 呼んだ こと はまちが いなく、 孫 八 も その 一 人であった 公算 は 大きい。 

しかし 後蘭 (グ ラル) がコ ー ラゃカ ワラに むすびつく かどう か はこ こで は 保留して おきたい。 

沖繙の グスク について 仲 松 弥秀氏 は その 著 『神と 村』 の 中で 古代 祖先 達の 共同 葬 所、 つまり 風 葬 所で あつたと 

いう 考え を 述べ、 ただ 例外的に、 貿易に 使われた 御物 グス ク、 また 防備 用と して 那覇 港口に 建設され た ヤヲ ザ 森 

グスク や 三重 ダス ク、 貿易と その 監視の ための 座 喜 味 グスク が ある こと を 付け加え ている。 国 分 直 一氏 は 仲 松 説 

を 原則的に 承認しながら、 グスク は 第一 一次 葬 所であった とい つてい る。 

グスク の 語源に ついては スク は 聖域 を あらわす シ キ とおな じと 思われる。 グ は 砂 や 小石の ような ものと する 仲 
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松 説が 適切で ある。 

二 キナ 

『おもろ さう し』 巻 十三に は 与論、 永 良 部、 徳、 請、 与路 などの 道の 島の 名前が 出て くる。 奄 美大 島のば あい は 

赤 木 名 や 名 瀬の 地名が 記されて いる。 そうして 与論 はまた 「か ゑ ふた」、 永 良 部 は 「せりよ さ」 とも 呼ばれて いる 

のが 注意 を 引く。 こうした 古島 名の 由来 は 不明で ある。 

赤 木 名は奄 美大 島の 北部の 笠 利 町に ある。 ところで こ の 赤 木 名の 地名 は どのような 意味 を もつ のであろう か 

『地名 考』 によって 見る と 木 名 (キナ ) は、 古代 日本の 毛 野 (ケヌ ) に はじまる と 考えて いる。 ケヌ のケは 毛で 

あり、 野原の 意。 ケヌが キナ、 チナ、 ケナの 三 類型と なった とする。 そして、 キナは 更に キノ  (キヌ) となり、 

キヤ または ニヤと なる。 チナは チヤと なる。 また ケナは ゲン、 テンと もなる。 これらの 地名 を もつ 土地 はもと 焼 

畑 耕作 をした ところで あると 思われる。 

その 例 を 示す と、 知名が ある。 これ はヂン ニヤと 発音す る。 ヂン ニヤが チ ニヤに なり、 チナと 変化し、 知名と 

いう 字 を あてた。 沖 永 良 部の 知名 町に は 五十 以上の 小字が あるが、 「知名」 「ァ ギナ」 r 屋子母 木 名」 「手 加 名」 な 

どキナ 系の 小字が 多い と 『地名 考』 はいう。 

知名 町 こよ 久志 f<  (クシ キヌ) という 小字 も ある。 クシ は 久志ゃ 串 木 野の クシと おなじく、 小さな 丘 や 峠 を 意 

ノ  くし じ ま めえ じ ま  一 

味す ると 『地名 考』 は 述べる が、 クシに は 伊平屋、 伊是名 を 後島、 前 島と いうよう に、 後の方と レぅ 意味 も ある 

『丹 後 国 風土記 逸文』 に 前の 方の つき出した ところ を 天の 椅立、 後の方 を久 志の 浜と 名 づける といい、 久 志の 浜 

はもと 久志備 (：^ び) の 浜と いったの が、 中 ごろから 久 志の 浜と いうよう になった と 説明して いる。 

しかし これ はけ 会の 説で、 久 志に 後と いう 意味が あった こと を 暗示して いる。 それ は ともかく、 久志検 の検ゃ 


地名と 文化 88 


串 木 野の 木 野 は キナに 由来す る こと はまちが いない。 久志検 は 沖 織の 本部 半島に 具 志 堅の 地名が あるのと 通じ あ 

う。 南 島で ゲンの つく 地名 は 焼 畑 を 意味し ないか どうか 一 応 うたがって みる 必要が ある。 

『地名 考』 によると、 南 島の 地名 は、 奄美、 沖繙 とも 慶 長の 役 後、 全面的に 土地 を 丈 量した ときに 記録 地名が で 

きたので あるが、 沖 永 良 部 島のば あい は慶 長の 役から 半世紀お くれた 万 治 三年 (一六 六 〇 年) に 検地 帳が つくられ 

た。 それまで は 文字 化されなかった 地名 を 漢字 を もって 表記し、 不明な もの は 仮名文字で 記した といわれる。 

したが つ て 地名の 発音と それ を 表記した 文字と はま つ たく 別の ものと 考えても 差支えない。 さきの 赤 木 名の 赤 

も、 赤色 を 意味す る もので なく、 田畑 や 野原の 意で ある。 南 島 語で は 赤 をァ— または、 ハァ ー とか、 ァハ ー とか 

呼ぶ。 そこで 阿木名、 秋 名の ァ もこの ァ— と 見るべき であると 『地名 考』 はいう。 

また、 奄美 では 岳 を ティ— と 呼ぶ。 ティ ティと いえば 岳々 の 意で ある。 ァ ティ ティ、 を 漢字に あてる と 阿鉄と 

なり、 カティ ティ は嘉 鉄で ある。 しかし 鉄 はまった くの あて 字で ある ことが これによ つて 分かる。 『地名 考』 は 

このほか、 田 皆 (タ ン ニヤ)、 屋 古仁屋 (ャグ 二 ャ)、 瀬 名 (シ 二 ャ) などの 二 ャ もキナ から 出て いる 語と い つ て 

いる。 そうすれば 大 島の 古仁屋 も それに 入る。 

大山 麟 五郎 氏に よると、 大 島の 瀬戸 内 町の 小名 瀬 や 名 瀬 市の 知名 瀬 もこの 中に 含まれる という。 知名 瀬 は 今 は 

チナセ であるが、 年より は 方言で キ ナジ ョ という。 キ ナジ ョの ジョは 門、 すなわち 入口であって、 その 奥 は奄美 

では 奥行きの 深い 耕作地 帯で ある。 そこで は ァヮゃ キビ を 作 つ ている 昔の 焼 畑地 帯 だとい うこと である。 

ここで、 『おもろ さう し』 巻 十四の 五 九 をみ ると 「きな ゎ大 みや」 また、 「きな わじよう 口」 と 出て くる。 中 頭 

郡 読 谷 村の 字 喜納を 「ぎな わ」 と 発音して いる。 「きな わじよう ぐち」 はキ ナジ ョ とおな じで ある。 沖 裸の 

な， わ どきな ま じ やけ な 

名 和解 名、 真謝慶 名な ども その 仲間で ある。 

これら はいずれ もキナ から 出発して いるが、 漢字 を さまざまに あてて いるた めに、 その 共通 Q 意味が つかめな 
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くな つてい るので ある。 

たとえば 長 野、 新 潟、 福 島、 山形の 諸 県 や 北 関東な どで は、 ひろく 焼 畑 を カノ ハタ または カノ、  土地に よって 

は 力 二 ョ というと 『綜合 日本 民俗 語彙』 (以下 『語彙』 と 略す る) にある。 同書 は カノ は 火 野 または 火 農と 説く の は 

承認し がたいと いっている。 

鏡味完 二、 明克 父子の 『地名の 語源』 によると、 カノ は 力 リノ  (狩 野) からき たと している が、 むしろ この 力 

ノは ケヌ、 キナと 同 語源で はない かと 思う。 漢字に は 鹿 野、 叶、 加納、 狩 野、 蚊 野、 神 野な どが あてられ るが、 

それらの 漢字から 力 ノが焼 畑で あると いう こと を 察する こと は むずかしい。 

三 ィフ 

ここで 眼 を 転じて、 海岸に ちな む 地名 を 見て みょう。 沖繙 本島の 西に ある 久米 島の 仲 里 村に ィフビ ー チと 呼ば 

れる 美しい 海岸の ある こと は、 最近 観光客に も 知られる ようにな つ た。 

この ィフ ビ，' チのビ ー チは 観光 業者に よる 命名と 思わ れ る が、 ィフの 方 は 『おもろ さう し』 巻 一 一十 一 の 中に 

「k& のい ふ 崎」 という 言葉が 出て くるから 古い 地名で ある。 奥 武は仲 里 村の 奥武 島で、 ィフビ ー チ からよ くみ 

える h 島で ある。 そこで、 すでにお もろ 時代から 「ィ フ」 という 言葉が 存在した ことが 分かる。 

これ は 何 を 意味す るであろう か。 東 恩 納寛惇 の 『南 島 風土記』 に は 「ィ フ」 は 砂が 堆積した 場所で あると する 

説 をと つてお り、 ィハ (方言 ィ ファ) もお そらく 同義であろう といって いる。 伊波 貝塚 や 伊波 普猷の 伊波で ある- 

た しかに、  仲 里 村の ィフの 海岸の 景観の 特色 は、 砂州の ひろがった ところと して 捉えられる。 

『奄 美の 民俗』 の 著者の 田畑 英勝 氏に よると ィフは 小石 まじりの 砂の ことで あり、 川の 氾濫に よって 押し流され 

てく る もの を 指す。 名 瀬 市に 伊府、 中 伊府、 上 伊府な どの 小字 名が ある。 田畑 氏 は ィフを ィとフ に 分けて、 ィは 
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高い 所 を あらわし、 フは 小石 を 指す という。 

ィフ に対して イノと いう 方言 も ある。 『語彙』 に イノに ついての 説明が 載って いる。 それによ ると、 沖 永 良 部 

島で 陸地と 干潮との 間に かこまれた 水面 をい う。 満潮 時には 大海と つづき、 干潮 時には 干潮に よって 区画され る 

ところ を 指す、 と ある。 要するに リ— フの 内側の ことで ある。 

柏 常 秋の 著書で ある 『大島 郡 和 泊 知名の 村落 名考』 によると、 

「イノ」 は 海辺の 礁湖 であると してお り、 沖 永 良 部 島の 伊延 (ィ ノビ) もそう であると 考えて いる。 「ビ」 は 何 

かとい えば、 それ は 魚の 義 であると 柏 はいう。 すなわち、 ムッッ ルビ (ム ッゴ ロウ) フック ルビ (カヮ ハギ) ハ 

マタビ (エイ) クサ ビ (ベラ) シビ (プリ) イビ (ェビ ) など を あげてい る。 

イノと いう 言葉 は 沖 永 良 部 だけでなく、 沖 繙の国 頭、 それから 八重 山まで ひろがつ ている こと を 付け加え てお 

く。 沖繙 では ィ ノウと 発音され る。 

海岸に つけられた 名前で は、 謝と いう 地名の 多い こと を 『南 島 風土記』 は 指摘して いる。 謝 敷、 謝 名、 安謝、 

興 謝、 謝 花な どの ジャ は、 シ ヤコ 貝 を 南 島で ァザ 貝と 唱える のと 関連す ると 述べて いる。 つまり ァザ 貝の ザが 謝 

の 漢字に あてられた というの である。 これ はお そらく 日本 本土の 海岸の 地名 を 見る ときの 参考に もなる。 伊勢の 

ァザ 力と いう 地名 もシャ コ 貝に 関連が あると 私 は 考えて いる。 (拙著 『古代史 ノオト』 著作 集 第 四 巻、 参照) 

鏡 味 完ニは 『日本の 地名』 の 中で 「ァ グ」 とか 「ァ ゴ」 の 地名に 関して、 r ァゴ」 は マライ 語 辞典 を 開く と、 

頸 飾と 出て くるから、 あるいは 南方から 渡来した 潜水 漁に たくみな 海洋 民族の のこした 言葉で はない かと 言って 

いる。 ァグ、 ァゴ、 アコの 地名 はたし かに 海岸に 多い。 

そこで 真珠 を 含む アコ ャ貝 もまた この アコと 縁 由 を もっとい う。 この 鏡 味 説 は、 興味の ある 説で ある。 しかし 

ァゴ は、 また 飛魚の 方言で あるから それの とれる 海岸と 見られな くもない。 
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海岸に はョ ナの つく 地名 も すくなくない。 まず 与那 国と か与那 原と いう 地名が 思い起される 

与那 国の 地名の 起源に は 各 説が ある。 ユウ ナの 木の 生える 島と いう 説 も あれば 米の 島と いう 説が ある。 また 海 

中に ぼつん とおかれ てもり あが つ ている 島と いう 説 も あ つてき めが たい。 

西 表 島と 小 浜 島の 間の 深い 海溝 をョ ナラ 溝と いう。 これ は 海の 波が もりあがる ところと いう 意味であろう か。 

いずれにしても 穀類 や 砂 や 火山灰の ように 細かい ものが うずた かくつ もつ ている 状態 を ヨネと か ュ 二と かョナ 

という。 したがって 米に かぎらない。 麦で も 粟で もュ 二で ある。 海岸に 砂の あつまつ ている ところが ョナバ ルゃ 

ョ ナ 浜で ある。 

ところで 『南 島 風土記』 は 「イノ」 は ュナと 関連す る ものであろう とし、 また ョナ は奄 美の 与論 ゃ与路 とも 系 

統を おなじく する 語 か、 と 述べて いる。 

四 カネ ク、 * マ キヨ 

海岸の 地名と して カネ クを 見落とす こと はでき ない。 カネ ク、 力 ニク、 ハ ニク などと 発音され、 金久、 兼久、 

金宮 などの 当て字が ある。 

『地名 考』 の 記す ところでは、 沖 永 良 部 島に 十、 徳之島 三十、 喜界島 十五、 与論 島 四、 そして 大島 本島に いたつ 

て はじつ に 百 三十 六の カネ クの 小字の 地名が ある。 

こうした 地名 も、 昔、 集落の 中で だけの 生活 をして いた 頃に は、 すこしも 不便でなかった が、 村人が 日清戦争 

以後 出稼ぎに いって、 故郷に 手紙 を 出す ようにな ると、 混乱す るよう になった。 そこで 大正の 初め 頃、 どんどん 

改名して、 現在 大字 名で 残って いるの は 名 瀬の 金久 だけで あり、 他 は 大金 久と かえたり している と、 大山 麟 五郎 

氏 は 私に 語った ことがある。 
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さきに あげた カネ、 クの 地名 は 小字で ある。 カネ クは 『語彙』 によると、 浜の 砂地 または 低地で ある。 大山 氏の 

話に よると、 奄 美大 島で は 山手の 側が 里で あり、 海浜 を 金久と 呼んで いる。 

珊瑚礁が 碎け 波に はこばれて 作られた カネ クの 砂地が だんだんと 陸の 方に のびて いく。 そうすると 里と カネ ク 

(ジ) の 間 は、 カネ ク 地で 出口 をふさ がれた 伏流水に よって 琉球藺 草の 生える 沼沢 地帯が できる。 そこに 鉄器が 

入って くると 開墾され、 田が 開ける。 こんど は 金久の 方が 発展して、 砂糖き びが 栽培され る 頃になる と、 金久に 

新興の 豪族が でき、 里の 方の 昔の ままの 村落共同体 を 守って いた 連中が、 金久の 豪族の 奴隸 となって 分解して い 

くと いう 図式が みられる という。 

ところで 村落共同体の 中で 里よりも 古い もの は マ キ とか マ キヨ と 呼ばれる 血縁 団体で あ つ た。 

マキと いう 言葉 は、 すでに 『琉球 国 由来 記』 にも みられる。 マキ ゥの嶽 とか、 マキ ゥ のお ィ ベと いう 名が 記さ 

れ ている。 また クダ のお ィべ というの も ある。 稲村 賢 敷 氏の 『沖纈 の 古代 部落 マ キヨの 研究』 をみ ると、 マキ は 

マ キヨ、 マキ ゥ、 マチ ヨウ、 マコ、 マク とも 呼ばれる。 また マ キヨと おなじ ものと みなされる クダ は、 コダ、 フ 

タ などと も 呼ばれる。 

現在 は コダゃ クダが 転じて キヨ ダ (許 田) ス クタ (数久 田) ョコタ (与 古田) ゥ クタ (宇久田) サ クタ (佐久 

田) などの 集落の 名と なって いると いう。 『由来 記』 に は、 ヨリ ァゲ マキ ゥ という 嶽の 名が みえる。 

ヨリ ァゲ マキ ゥ というの は 海岸に 押しよ せる 魚 や 海獣な どの ユリ ムン (寄 物) を 待ちながら くらす 人た ちの 生 

活を 示す ものである。 

『おもろ さう し』 巻 二十 二に も 「佐 敷 寄り 上げの 杜」 と あり、 巻 三の 九 三に 「寄り 上げ 杜」 の 語が 見える。 これ 

で 海の幸の 到来 を 祈る 拝 所であった ことが 分かる。 『琉球 国 由来 記』 にの つてい る各処 祭祀の 神 をみ ると、 イシ 

ラ ゴの嶽 とか、 ヨリ ァゲ の嶽の 名が みえ、 また 神 名に もお なじ 名前 をつ けた 例が 多い。 
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しかし マキと いう 言葉 はお そらく 本土から 南 島に 移入され たもので あろうと 私 は 考える。 『語彙』 は 「マキ」 

の 項に くわしい 解説 をのせ ている が、 そこで 私の 注意した 箇所 を 述べ てお くと する。 

マキと 親類と どうちが うか。 マキ は 姻戚つ まり 女系の 親族 を ふくまない。 その 一方で は 六 等親 以外の 遠い 同系 

も マキの 中に 入れられる。 つまり 親戚で はなく とも マキの 一員で ある こと はあり 得る。 しかし 妻 方 母方と は 疎遠 

になって いくのが マキであった。 マキ は 最初 は 群と いう だけの もので あつたの だが、 のちに は 先祖 を 共同に する 

ものと そうでない ものとの 区別に よって 分かれて いった。 そうはい う ものの、 マキの 実態 は 後世に なるほど 変 様 

をみ せ、 おなじ 地域 を 耕作す る もの も 加えて、 マキ を 形成す るば あい もあった と考えられる。 

ところで、 これ は 南 島に も あてはまる。 マ キヨに ついては 伊波 普猷が 『琉球 国 由来 記』 の 中で 言及して いる。 

伊波 は マキの 語源 を 真 子に 求めて いるが、 はたして そうか。 むしろ 巻 踊りの 巻ではなかった ろうか。 

伊波 は 北方から 海人 族が 南下して まず 入江 や 港湾な どに 居 を かまえて マ キヨ を 形成し、 漁 機に 従事して、 海神 

を まつ つたと している。 その 意味で はさきに 述べた ヨリ ァゲ マキ ゥ というの は 南 島の もっとも 古い 村落と して 重 

視 されるべき であると 伊波 はいう。 

『奄 美文 化 誌』 によると、 この マ キヨ は 十二 世紀 頃、 鉄の 文化 を ともなった 按 司の 出現で 崩壊した。 按 司の 勢力 

は、 いくつかの 血縁 団体 を 統合して、 地縁 団体へ と 発展した。 按司 勢力に よって 開かれた あたらしい 集落が 「ゥ 

ラ」 また r シマ」 とよ ばれた。 r ゥラ」 はすべ て 海に のぞんだ 集落であった。 シマは 地理学 的な 意味と 合わせて、 

生まれ故郷 という 意味 も 含んで いる。 

時代 はや や 下がる が、 サトも 集落 を 意味した。 r ゥラ」 や 「シ マ」 を 現在の 大字に 見立てた ばあい、 サトは そ 

の 中に ふくまれた 小字に すぎない。 したがって 「サ ト」 は 居住地 を さしてい るので はない かと 思われる。 「村」 

という 呼称が あらわれ るの は、 慶長 十四 年 (一六 〇 九) 薩摩 支配 以降の ことで ある 云々。 ， 


地名と 文化 94 


は 上の 『奄 美文 化 誌』 の 所説 は甫 島に おける 集落の 成立の 歴史 を 要約した ものと いう ことができる- 


信仰に ちな む 地名 

一 アミ ゴ、 ショ ー ジコ、 セリカ ク 

奄美 群島で は、 女が 一人前の ユタと なる 成 巫 儀礼の ときには、 まず 馬に 乗って、 その 馬の ゆく ままに まかせる- 

そして 馬が ある 家の 前で とまったり、 その 邸の 中に 入って いったり すると、 その 家の人た ちの 拝んで いる 神が 新 

しく ユタになる 女の 神と なる ので ある。 その あと、 自分で 馬に 乗って アミ ゴを 馬に 探させる。 馬が 谷間に 入って 

たちどまった ところ を 掘って そこ を アミ ゴ としたり、 また 川の ほとりに とまると、 その 川が アミ ゴ となる。 この 

ように、 奄 美の 成 巫 儀礼 は、 本土と ちがい、 また 沖繙 ともち がって、 もっとも 原始的な 精神 をの こして いる。 

アミ ゴ はまた ショ ー ジコ ともいう。 新しく ユタになる 女 は、 アミ ゴ または ショ ー ジコ にいき、 白衣 を 身に つけ 

て シトギ と 線香 を あげ、 正座して、 「生れ 語り」 (マレ ガタリ) と 呼ぶ 呪詞 をと なえる。 このと きが 新しい ユタの 

誕生の 瞬間で ある。 「生れ 語り」 をシ ョ ー ジ コ または アミ ゴ でと なえる というの は 新しい 神 女と して 生まれ変わ 

る こと を 意味す る。 ユタ は 水の 神 を 拝む という 儀礼 だけでなく、 そこで 基本的に 自己の 聖性を 獲得す る。 

この あと ユタ は シトギ を 川の 水に 溶かして 身体に そそいで 帰り、 祝いに 焼酎 を 呑む。 これ をシロ ミズ アミ (白 

水浴み) と 呼んで いる こと は 注目に 価す る。 白水 は 「神 女と して 誕生す る 水」 の 意味で ある。 シロ はシラ にも 通 
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じ、 ^命の 誕生 を 指す 語で ある。 白 不浄と 言えば 産の 不浄で あり、 シ ラビ は 産室で もやす 火の ことで ある e シト 

ギを 水に 溶かして 身体に ふりかける というの は、 あとで 付加した 儀礼であって、 もとは 水 を 浴びる ことが 再生に 

つながる 象徴的な 行為であった のだろう。 『名 瀬 市史』 の 筆者の 一人、 大山 麟 五郎 氏に よると、 大熊 というと こ 

ろの、 ノロのう たう ォ モリ (神 歌) に 

キュッ キヨの ぼて ソ ー ジゴ のぼて 

清めてから や、 ソ ー ジ てから や 

という 箇所が ある。 「清い 川に さかのぼり、 精進 川に さかのぼり、 身 を 清めた から は、 精進した からに は」 の 

意味で ある。 この場合の、 キュッ キヨ は 清い 川の 意。 また ソ ー ジ はショ ー ジで 、「寒 水」 に 「精進」 を かけた と 

もとれる が、 あるいは ソ— ジゴ というの は、 精進 川で あるか も 知れない、 と 大山 氏 は 言う。 

くらごう 

コ または ゴは南 島で は 川 や 井戸 を 指す。 地下に 降りて いく 泉 を 暗 河と 呼ぶ。 ショ ー ジは奄 美 群島で はたんなる 

精進 を 意味せ ず、 身 を 清める こと をい う。 葬式の 帰りが けに 海で 手足 を 洗う こと もショ ー ジ である。 死体 を 拭く 

の もショ ー ジ させる という。 しかし、 ショ ー ジを せまく 解釈して、 これ を ユタ または 祭の 司祭 者の 水浴に よる 潔 

斎と 見なす こと もで きる。 

奄美 における ショ ー ジの 例から みて、 ショ ー ジコは 精進 川と 理解して よさそう に 見える。 しかし ショ ー ジ とか 

さむみ ず 

ショ ー ズ、 ソ ー ズには 清水と か 泉 を あらわす 地名が 多い。 (この ソ ー ズは寒 水の 転訛と 広辞苑 は 言う) ソ ー ズが 

精進と 寒 水の どちらに 由来す る もので あるか、 にわかに きめが たい。 

たとえば、 首 里 台地の 西南 斜面に 寒 水 川と いう 地名が ある。 方言 は スンガ ー というが、 ソ ー ズの 意で あると 
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『南 島 風土記』 は 述べて いる。 『おもろ さう し』 巻 十五に 

浦 添の 根 国 

泉 清水 げらへ て 

おぎ やか 思いに みお やせ 

と ある。 原注に 「寒 水 川な り」 と あるが、 これ は 首 里の 寒 水 川 を 指す もの かうた がわし い。 この 水 をお ぎ やか 

もい (尚 真 王) にたて まつれと 歌う ところ をみ ると、 聖 水であった にちがいない。  - 

『琉球 国 由来 記』 の大里 間切 稲嶺に、 そこの 巫女が 美しい ので、 城主が 恋慕した 話が ある。 この 巫女が、 寒 水 

川と いう 場所で 神 衣 を 洗濯し、 寒 水の 辻に ほした。 神 衣が 白い 衣な のです ぐ 分かり、 城主が 寒 水 川に いる 巫女の 

許に かけつけて、 言いよ つた。 城主が 自分の 言う こと を 聞かない と 打ち 果す とお どした ので 巫女 は その 威勢に お 

それ、 城主に つれられて 城に 引き こもった。 そうして、 殿 (トン) と 呼ばれる 祭場に 出向か なくなった。 そのと 

きから 今日まで 稲嶺の 穂 祭に 殿で お祭り をす る こと はなくな つたと いう 話が ある。 これでみ ると、 寒 水 川 は 一箇 

所に とどまらない。 『地名の 語源』 によると、 ソ ー ズに は、 草津、 草 水、 僧津、 惣津、 宗津、 僧都、 相津、 総津、 

早 水、 寒 水、 沢 水、 と あて、 そのほか 清水 原、 清津 野、 早津 江、 財津、 沢津、 大総 頭な どの 漢字 も あてられ てい 

る。 これらの 地名 は 日本 各地に 見られる。 

金 久正氏 は 「奄美 郷土 研究会 報」 第 十一 号の 「ヤン ゴの 語源」 と 題す る 論文の 中で、 ヤン ゴ というの は、 アミ 

ゴの 上に 「ィ」 (斎 忌) がつ いて、 ィ アミ ゴ となり、 それが なまって ィ ヤン ゴ、 さらに は ヤン ゴ となった と 思わ 

れ ると 述べて いる。 
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ヤン ゴも アミ ゴ とおなじように、 巫女が 斎戒沐浴した 川の 意で ある。 アミ ゴは 浴びる 川つ まり 浴 川で ある。 ャ 

ンゴ (斎 浴 川) の 代表的な の は 加 計呂麻 島の 西南に 位する 須古茂 部落に ある。 屋仁 川と 宛字され ている。 

宮 古島の 平 良 市に は、 漲 水 御嶽の 近くに お 1 と 呼ばれる 井戸が あって、 平 良の みならず 宮 古島 全体の 産 井と な 

つてい る。 『宮 古島 由来 記』 によると、 犬が 井戸の 中から 出て きて 敵 兵 を かみ 倒した から 犬 川と 名 づけた という 

話で あるが、 この 犬 川と 呼ばれる 井戸 は 伊計 島に も ある。 

大山 麟 五郎 氏の 話で は、 加 計呂麻 島の 生 間 部落の インゴ は 土地 台帳に 犬 川と 書いて あると いう。 私の 考えで は 

これらの 犬 川 はもと もと 斎 川で あ つ たものに ちがいない。 

ショ ー ジコ、 アミ ゴ、 ヤン ゴ、 インゴの ほかに カン ギヨ や キュッ キヨと いうの も ある。 カン ギヨ は 神 川、 キュ 

ッ キヨよ 清 川と いう 字 を あてる。 キヨ はコの 拗音 化に よる 転化で ある。 キュッ キヨ は 水で 身 を 清める 川の 意味で 

ある。 ところで、 ここに、 瀬 利覚と 書いて ヂッ キヨ、 または ヂ ー キヨと よませる 地名が 奄美 にある。 キヨが コに 

由来 するとして、 ヂッは 何 か。 『地名 考』 はヂッ キヨの ヂは 「地」 の 意味で あると する。 つまり ヂッ キヨ は 地中 

より 湧き出ず る 泉、 または 地中 を 流れる 川の 意味で あると 解して いる。 私に は キュッ キヨが チュッ キヨに なり ヂ 

ッ キヨに なつ たと 思われる がどうであろう か。 しかし ヂ ッ キ ョ に 瀬 利覚の 漢字 を あてた の はどうしても 分からな 

いと 『地名 考』 の 著者の 永 吉毅氏 は 言う。 『おもろ さう し』 巻 十四に は、 

勢理 客の のろの 

あけし のの ろの 

雨 くれ 降ろち へ 

鎧 濡らち へ 
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と 出て くる ここで は 「せりかく」 とよ ませて いる。 この 勢 理客は 国 頭 郡 今 帰 仁 村の 地名で あるが、 また 伊是 

名 島 や、 浦添巿 にも 見付かる。 そして それ をジ ツチ ャクと 呼んで いる。 

いずれにしても 南 島に は 大きな 川 はなく、 たいてい は 地下水の たまる 井戸 か 泉で あり、 または 小川で ある。 そ 

れが神 祭の 儀礼 や 村人の 神聖な 沐浴の 場所と しての 名が 付けられ ている こと はき わめて 注目すべき ことで ある。 

「手水の 縁」 で 知られた 「許 田の 手水」 の 許 田 も、 清 泉の うるおす 田と いう 意味と 君 われて ならな、、。 つまり， 

は 清ではなかった か。 『万葉集』 巻 十四の 

は ゆ まう まや  つつみ ゐ  だて 

鈴が 音の 早馬 駅 家の 堤 井の 水 をた まへ な 妹が 直 手よ  ， - 

と ある。 直接に 妹の 手で 駅 家の 堤 井の 水 を 飲ませて 下さいと いう 意で、 よく 知られた 歌で ある。 それが 「手水 

の 縁」 となると どう 変る か。 

昔 手に 汲 だる 情から 出ぢて 

今に 流れ ゆる 許 田の 手水 

となる。 伊波 普猷は 『琉 球戯 曲 集』 の 中で 「昔 旅人が 喉が 渴 いてと ある 樋 川に 立 寄って 水 を 求めたら、 一人の 

美女が 清水 を 手で 掬んで 与えた ので、 爾来 許 田の 手水の 名が 人口に 膾炙す るよう になった」 と 註解して いる。 そ 

の 故事に 倣って、 いとけ ない 少女に 手水 を 求める というの が 「手水の 縁」 の 筋で ある。 許 田より さらに 北方に あ 

たる 国 頭 地方の 源 河 もまた、 由緖 ある 川で ある。 古歌の 平 敷 節に、 
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源 河 走 川 や 潮 か 湯 か 水 か  , 

みやらび  す 

源 河 女 童の お 浴て どころ 

とうた われて いる。 「お 浴て」 というの はス デルと いう 意味で、 若返りの 水 を 浴びる こと を 意味す ると、 折 口 

信 夫 は 「水の 女」 の 中で 説明して いる。 昔、 村の 巫女 は 着衣の まま 水に 入って 常世 浪に 浴し、 魂の 再生 を はかつ 

た。 そうした 生活 を この 歌 は 伝えて いると いうので ある。 「湯」 というの は 湧き出る 水の こと を 指す という。 こ 

こに 羽衣 伝説の 原型が あると 見られな くもない。 羽衣 伝説 は 日本 各地に みられる が、 奄 美大 島に は 独特な 形で 残 

つてい る。 

三 アム ル、 ァ モロ 

金久正 氏の 「天降り 女人」 によると、 天から降り てきた 女人の こと をァ モロ ォナ グ、 ァモ レオ ナグ、 アマ ォナ 

グと 言って いる。 また ハ ゴロ モ マンジョ とも 言って いる。 マンジョ は 美女の ことで ある。 鹿児島県の 始良 郡に 天 

降 H が あり、 奄 美大 島に はァ モロ  (阿室) という 地名が ある。 また ァモ ロゴ ー (阿室 川) も みられる。 『地名 考』 

によると、 加 計呂麻 島に 西 阿室が あり、 請 島に は 請 阿室が ある。 沖 永 良 部 島に は 阿 茂留ゃ アム ル という 地名が あ 

る。 

金 久正氏 は 次のように 言って いる。 宇検村 阿室の 阿室 川で は、 天女が 時折 天から降り てきて 水浴 洗髪した。 そ 

の 日 は 村人 はつ つ しんで 外出し なか つたと いい、 また 村の ある 女が 川上から 流れて きた 櫛で 自分の 髪 を さばいた 

ら、 たちまち 一 丈ば かり 伸びた という 話が 残って いる。 

ik 降れ 乙女に は 二つの 型が あって、 一 つ は 男から 言い よられる 型、 もう 一 つ は 男の 方に 言いよ る 型が ある。 後 
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者の 方が 新し レ と金 久正氏 は 言う。 この 誘惑す る 天女 は、 きまって 白 風呂敷の 包み を 背負って いるの が 特徴 でら 

る。 その 姿 は、 奄 美大 島の ヅレ とよ ばれる 遊女の スタイルが 映し出され ている。 ァ モリオ ナグが アマ リオ ナグ、 

つまり、 天降れ 女が 余り 女へ 転化す る。 ここに 巫女から 遊女への 遷移の プロセスが うかがわれて、 興味深い。 

三 立 神 

立 神と いう 地名 は 本土の 方に 多い。 志 摩 半島の 大王 崎の 近く、 英虞 湾に のぞむ ところに 立 神と いう 集落が ある。 

ここに は 海辺に 近い 海中に 小さな 岩が あり、 シ メナ ヮが 張って ある。 それが いわゆる 立 神であって、 海の 彼方 か 

らの神 を 迎える 場所で ある。 つまり 神 を 迎える 立 岩 を 立 神と 称する。 この 立 神 岩の まわりに 潮が 満ちて くると、 

何 か 心が ゆたかに なり、 海の 神の 到来 を 思わせる 光景で ある。 立 神の 名 は、 ほかに も ある。 淡路島の 南方に le 島 

という 島が あって、 そこに も 立 神が ある。 そこ は 東方に 向い 海岸に 屹立 する 岩で、 これ を 竜宮の 門と も 称して い 

る。 また 対 馬の 厳 原に も 立 亀と いう 大きな 岩が あり、 その 名 をと つて 立亀荘 という 旅館が ある。 この 立 亀 ももと 

は 立 神であった はずで ある。 熊本県の 八 代 市の 北に あたる 竜 北 町 を 流れる 氷 川 も 立 神と いう 地名が 見付かる。 

『肥 後 国 誌』 をみ ると、 立 神 村の 条に水 川の 流れの かたわらに 大きな 岩が 切り立って そびえて いると 記されて い 

る。 それが 立 神な のであろう。 

ところで この 立 神と いう 地は奄 美に も 存在す る。 名 瀬 市の 湾口に ある 大きな 岩が 立 神と 呼ばれて いる。 大山 麟 

五郎 氏の 説で は、 この 立 神の 名称 は 本土から 伝えられ たもので、 島 本来の もので はない そうで ある。 そして、 笠 

利 町の 赤 木 名 立 神 や 大和 村の 今 里 立 神な ど 名が のこ つてい ると いう。 赤 木 名の 木 名 は 焼 畑 を 意味す る こと は 前に 

述べた。 この 立 神に 相当す る ものが 島の 言葉で はト ダラと 呼ばれて いる。 海鳥の 栖 になる ような 岩で あるから、 

鳥の 栖 と言われた ので あろうと 大山 氏 は 言 つて ハる。 
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四 国 頭と 島 尻 

国 頭と 島 尻と いう 地名が 沖繙 本島と 沖 永 良 部 島に ある。 沖 永 良 部 島で は 島 尻 は 昭和 一 一十 五 年に 住吉と 改名され 

た。 徳之 島に も 島 尻 村が あつたが、 大正 年間に 伊仙 村 (現在 は 町) と 改められた。 いずれも 「尻」 は 縁起が 悪い 

という 理由で ある。 しかし 島 尻の 名 は 伊平 島に も久米 島の 仲 里 村に も、 また 宮 古島の 平 良 市に も 残って いる。 

島 尻と いう 名 は 果して 縁起の よくない 名であろう か。 これにつ いて 伊波 普猷は 『古琉 球』 の 中で シマ シリ は、 

島の 尻と いう 意味でなくて、 シ マオ ソヒ (島 襲 ひ) の 約言で あると いう。 襲い は 支配 するとい う 意味で ある。 た 

とえば 『おもろ さう し』 に は 

きこ ゑ 君が なし 島お、 そて ちょ われ 

という 言葉が ある。 これ は 「貴き 君よ、 島 をし ろしめ せ」 という 意で ある。 また 那覇 港の 右岸の やら ざ 森ぐ す 

くにた てられた 碑文に も、 「しまお そい 大 さと」 の 名が 見える。 これ は 東大 里 を 指す が、 そこ に 「しまお そい」 

という 言葉が 出て くる。 伊波の 説 は 以上の 事柄 を ふまえて 展開され ている。 これに 対して 東 恩 納寛惇 は 『南 島風 

土 記』 の 中で、 古語の 「しまし り」 が 「くにしり」 と 対比して 島 治の 意味に 使用され ている こと は 理解で きる が- 

し かし  〈末端〉 を 「シ リイ」 ととな えて 「世 礼」 などと 当てて いる 地名 は あちこち にあり、 また 島 尻の 名称 も 沖 

繙 にいく つか ある ことから、 これ を 島の 尻と みても 差支えな いので はない かとい う。 『トカラの 地名と 民俗』 を 

書いた 稲垣 尚 友 氏 は、 シリ とか シィと 呼ばれる 地名 は、 連続す る 地で、 高い 所に 対して 低い 所、 または、 内陸 部 

に対して 海岸線に より 近いと ころ をシリ というと 言 つてい る。 傾聴すべき 言で ある。 
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沖纈 本島の 北部 を 国 頭と し， 南部 を 島 尻と した こと は、 日本 本土に 近い 方が 「上」 であると いう 意味が こめら 

れ ている かも 分からない。 沖 永 良 部 島で も 東が 国 頭で あり、 西が 島 尻で ある。 伊平屋 島で は 島の 南に 島 尻の 地名 

が ある。 久米 島のば あい は、 仲 里 村 (沖繙 では 村 はふつ ぅシ マと 呼ばれる) の はずれに あるから 島 尻と 呼んだ の 

であろう か。 宮 古島で もそう ではない かと 思われる。 では 尻と いう 語 は、 あんまり ありがた くないと 思われて き 

たのであろう かとい うと 必ずしもそう ではない。 

田畑 英勝氏 は 『奄 美の 民俗』 の 中で 「あやまる」 という 地名 をと りあげて 考察して いる。 奄美 本島の 笠 利 t7 こ 

あやまる 崎が ある。 そこ は 風景の よい 岬で あるが、 そこの 立札に、 この 名称の 由来 は あやに 織りな した 毪の 如く 

美しい 岬で あると して あるそう である。 田畑 氏 はこうした まちが つ た 解説 を 放置して おけない という。 

喜界 島に は 中 里に 「阿也 廻」 という 小字が ある。 この 地名の 東 どなりに は 「轟」 という 地名が ある。 そ，. f は沂  1 

くに 滝が あり、 水の 音に よってつ けられた 名であろう。 また 後 隣に 折 口が あるの は 降り口から きたので あって、 

山の 尻に 当る ので はない か。 宇検村の 宇検に も 「阿也」 とか 「先 阿也」 の 地名が ある。 おなじく 宇検村の f 戶検に 

は 「阿 屋間 里」 が ある。 これら は、 部落 後方の 山の 一 番 けわしい ところで ある。 こうした ことから 田 © 氏 は 「あ 

やまる」 の 「あや」 は 山の 一 番 遠く、 高い 所で あり、 「まる」 は その 「尻」 の 意で あると 理解す る。 「まる」 とい 

う 語 は 古代で は 大小便 を たれる こと を 意味した。 私の 田舎の 九州で は 今でも、 小便 をす る こと を 「小便 を まる」 

と 言 つてい る。 

徳之 島の 天 城 町 岡 前に は 「真理 里」 r 奈良 里」 と ある。 また 「前 里」 も ある ことから、 これら は 「尻 里」 「中 

里」 「前 里」 の 意で あると 田畑 氏 はいう。 尻 を 意味す る 地名 は ほかに も ある。 

笠 利 町の 宇宿 (貝塚の あると ころ) のとな りに 白 間と いう 部落が ある。 この 白 間 もまた 尻 間の 意で あると 田^ 

しっかり  ； 

氏 は 説明す る こう 言えば 尻 労な ど を 思い出す 向き も あるだろう が、 これ は アイヌ 語で シリ • トゥカ リ 、リの 手 
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前) の 意味な の だから 「尻」 ではない 

五 あ を 

田畑 英勝氏 は 『奄 美の 民俗』 の 中で、 名 瀬の 年寄りた ち は、 空間 的 もしくは 時間 的な 距離と か 間隔、 つまり 

「間 I の 意味に ァヲ という 言葉 を 使って いると 述べて いる。 たとえば、 r ァヲヌ トウ ー サン」 (距離が 遠い) と 

か、 「マダ ァヲヌ アツ カナ」 (まだ 時間 的な 間が あるで はない か) とか、 「ァヲヌ チ キヤ サ」 (距離が 近い) 

とか、 r ナリ ァヲヌ キイ ティ シ レイ」 (もう 少し 間 をお いて やれ) などと いう 言い方 をす る。 

これ はもと もと どうした 観念に もとづい ている のか 私に はっかめ ない が、 こうした ァヲ という 語の 使い方に は、 

何 かき わめて 古い 語感が こめられて いるよう に 思われる。 

青 は 地名に も 使われる。 奄 美大 島で は 瀬戸 内 町の 嘉徳ゃ 住 用 村の 市に それぞれ 青久 という 地名が ある。 また 

「青の 花-とか 「青ン 原ケ」 という 地名が 喜界 島に ある。 こうした 青と いう 土地の 名 は、 さきにの ベた 「あやま 

る」 の 「あや- とおなじように、 何 か はっきり しないと か、 漠然とした とか、 はるかな、 という 意味が こめられ 

て、 るので はない か、 と 田畑 氏 は 言う。 田畑 氏の 念頭に はお そらく 、「青」 という 色の もつ 漠然 さが あるので あ 

ろう。 

古代に は 色 は、 赤、 白、 里 r 青の 四 色し かなかった。 これ は 日本 本土で も沖繩 でも 同じで ある。 その 中で 青色 

の 領域が もっとも 広く、 緑色 も 青色の 黄色 中に 含まれて いた。 したがって 青と いうと、 それらの 漠然とした 感じ 

を 伝える 色と 思われて きたので ある。 これが 仲 松弥秀 氏の 「青の 世界」 の 仮説と もつな がって いく。 仲 松 氏 は 沖 

織 本島お よび その 属島に 奥武 という 名のつ く 小島が 七つ ほど ある ことに 注目した。 久米 島に 奥武 島が あり、 慶良 

間 島に も ある。 また 沖繙 本島の 南部に 奥武 島が あり、 北 中 城に 奥武 岬、 那覇巿 に 奥武山 公園が ある。 これらの 岬 
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や 公園 ももと は 小島であった にちがいない" 

奥 武島は 『琉球 国 由来 記』 や 『琉球 国 旧記』 に ァフ、 ァゥ、 ァホと 表記され ていて、 漢字で は 一部、 阿 烏、 阿 

符の 字が 宛てられ るが、 青と いう 字 を 宛てる ばあいが もっとも 多い。 そこで 奥 武の島 はもと は 青の 島で はない か、 

という 考えが 成り立つ。 仲 松 氏が しらべて みると 奥 武島は 昔、 死体 を はこんで 葬った 島であった。 沖繙 では 本土 

と はちが つ て 洞窟 墓の 中に 死体 を はこんで 風 葬に する。 洞窟 墓に は 外部から ぼんやり とした 黄色な 光が 入り こん 

で、 死者 を 照らし 出す。 この ぼんやり とした 黄色い 色 を、 南 島の 古代人 は 「青」 と 呼んだ と 仲 松 氏 は 考えた。 つ 

まり 青の 島 は 死者の 島であった。 そして 来世 は 「青の 世」 であった。 

外 間 守 善 氏 は 仲 松 説に ふれて 『沖繙 文化』 四 一号の 中で 次のように 述べて いる。 (おもろ 語 「あ ふ」 について) 

『琉球 国 由来 記』 や 『女官 御 双紙』 に は 「青た もと」 という 言葉と 対語に 「しけた もと」 という 言葉が 出て くる。 

「たもと」 というの は 神が 鎮座す る 場所ら しい。 そして 「しけ」 は 『おもろ さう し』 に聖 なる 場所 を 表わす 意味 

を もって 使われて いる。 また 国 頭 郡 今 帰 仁 村勢理 客に つたわる 「家 造りのう むい」 の 中には 青の 山 (ァ フヌ 山) 

と 嶽の山 (タ キヌ 山) が 対語に なって いる。 こうして ァフ、 シケ、 タキ はいずれ も 聖域 を あらわす 語で ある こと 

が 分かる。 外 間 氏の 論考 は シケゃ タキと 同格な ァフ (青) が 聖域 を 指す 用語で ある こと を 立証した。 シケは 本土 

でい ぅシキ (敷) である。 大和の 磯城と か 敷 島な どに 用いられる。 

グスク はスク (シ キ、 シケ) にグ がつ いた もので あり、 ウタ キは タキに ゥが ついた ものである。 青 は グスク や 

ゥ タキと 同じ 聖域と 考えられ ていた。 そして 仲 松 氏が 指摘す るよう に、 グス クもゥ タキ も、 もとの 葬 所であった 

ことから すれば、 「青の 山」、 もしくは 「青の 島」 が 葬 所で あつたと 考える こと はき わめて 自然で ある。 おそらく 

スク (シキ )、 タキ (タケ) も 本土から 移入され た 語であろう。 しかし 青の 島 や 青の 山 はむしろ 逆であって、 南 

島の 基 層 文化が 日本列島に 渡来した とき、 南 島の 葬 制 も 当然 日本に 伝わった と 思われる。 もしそう だとす るなら 
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ば 南方の 人た ちが 黒潮に 乗って 渡来した 日本 本土の 藤 辺 部に、 埋葬の 場所と して， 青と いう 地名が 見つかる ので 

はない かと 私 は 考えた。 例えば 日向の 青 島が そうで ある。 青 島が 埋葬地であった という 証拠 はない が、 青 島の 対 

岸 こよ 青 島 古墳 群が ある。 対 馬に は 青 海と いう 海 村が ある。 私 も そこ を 訪れた ことがある。 波打 際に 今 は 石の 墓 

碑 も 立って いる。 もとは そこ は 死体 を 捨てる 処で、 すぐ 近くの 寺の 境内に 「詣り 墓」 が 集中して いた。 志 摩の 的 

矢 湾の 奥に そびえる 青の 峯は、 全国の 漁師の 尊崇 を 集める ところで あるが、 そこ は 南方との つながりの 濃厚に み 

られ ると ころであった。 美 濃の 青 墓 は 美 濃で 前方後円墳の 集中す ると ころで ある。 このように してみ ていく と、 

本土に みられる 青 を 冠した 地名 も、 そこが 墓地と 関係の 深い ことに 気付く ので ある。 ただ それが、 沖 織の 「青の 

島」 の 青と どのように、 具体的に 関連 を もっか は 今もって はっきりつ かめない。 

六 トウ、 マシ、 フク 口 

ここで 信卬 によ 直接関係な いが、 南 島の 稲作に ついて ふれて おきたい。 『地名 考』 によると、 沖 永 良 部 島で は、 

とうばる 

稲戸と 書く 地名が ある。 それ はむしろ 稲 当で ある。 当 は 南 島で 平坦な 処を 言う 語で ある。 たとえば 桃 原と か 当 原 

という 地名が そうで ある。 当 は 広場の 意味に も 使用され る。 稲 当と いえば、 稲の 収穫物 を 当で 乾燥し、 積み重ね 

た (マ ヅンと 現地で いう) 広場で ある。 沖 永 良 部 島で は トウの つく 小字 は 百 二十 八で、 島の 小字の 総数 千 二百 五 

十三の 一 割 を 占めて いると いう。 

南 島で ノ ー シ ュ といえば 苗代の ことで ある。 「本の 朱」 は 元 苗代の 意、 「上納 種」 は 上の 苗代の こと だとい う „ 

徳之 島に も が あり、 大 苗代が ある。 大島 本島に も 苗 地と か 苗代 田な ど 十二 例が ある。 

ところで 奄 美に は、 マシ という 名のつ く 地名が 多く 見つかる。 たいてい 増と いう 漢字 を あてて いる。 マ シは田 

を 一枚 二： K と 数える ときに 数詞の あとに つける 接尾辞で ある。 つまり 田が 方形に 仕切られて いるので、 それ は扮 
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(マス) と 考えられた ものであろう。 マシ にち なむ 地名 は、 奄美 群島で は 百 三十 余に のぼると 『地名 考』 はいう。 

『トカラの 地名と 民俗』 (下) によると、 トカラで は マセと 呼んで、 水田 を 指す。 とくに 平 島で それが はっきりみ 

とめられる。 大きい 水田なら ばォ ー マセ といい、 小さい ものなら ば コマ セ という。 稲垣 尚 友 氏 は、 古語で は 「ひ 

と 囲いの 地」 を マ チ というが、 マセ もこの マ チ からの 転化で はない かと 述べ ている。 しかし、 さきの 拼 (マス) 

に 由来す ると 見た 方が よさそう だ。 

ちなみに 本土の 益 田 や 増 田も奄 美の マ シと 関連 づけて 考えて みる 必要が ある。 

増と いう 地名に たいして 配 田と いう 地名が ある。 田畑 英勝 氏に よると、 これ は奄美 方言で フ H  I ダと 言い、 新 

開墾の 田 を さす。 つまり 「墾り 田」 が 「配 田」 もしくは 「フエ ー ダ」 となった とする。 墾 という 語 は 古語で ある。 

播磨も そこに 由来して いる。 東京の 日暮里 も新墾 からき ている。 奈良県に は 墾田 また 治 田の 名が 各地に あり、 ま 

た それが 吐 田 ともなつ ている (池 田 末 則 『日本 地名 伝承 論』)。 「ハ リ」 はもと もと 開墾 するとい う 動詞で あったらし 

い。 現に 私 は 対 馬で 老人が、 「今から パリし にいく」 と 言った 言葉 を 聞いた ことがある。 また 奄美 では マシ とお 

なじ 位 数の 多い 地名に フク 口が ある。 フク ロはプ クルと も 発音され る。 柳 田 国 男 は 『地名の 研究』 で 次のように 

言って いる。 「東京の 周囲に は 何 フク 口と いう 地名が いかにも 多く、 ことに 池 袋、 沼 袋、 川 袋な ど 水に 縁の ある 

袋が 無数で ある。 自分 はかって 試みに 武 蔵の 袋 を 数えて みた ことがある。 これ を 仮 製 二 万 分 一 図に 当てて みると、 

水辺で しかも 一 一面 以上 水が 囲われて をらぬ の はまれであった。」 

柳 田の あげてい る 一例に 肥 後 f 戶北郡 水 俣 村 大字 袋が ある。 これ は 現在 は 水 俣 市に 属し、 私の 生まれ故郷 である 

が、 その 袋と いう 集落 は、 まさしく 弓な りの 海岸に のぞんで いて、 そこ を 袋 湾と 呼んで いる。 その 一方で は、 海 

のまった くない 奈良県に 袋 谷と いう 地名が 多く 見つかる (『日本 地名 伝承 論』)。 

鏡 味 父子の 『地名の 語源』 をみ ると、 フク 口 は 袋 形の 小 地形で、 関東から 奥 羽に 多い が、 海岸に は 例が 少ない、 
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と 反対の こと を 述べて いる。 これ は 一体 どちらが 正当 か 分からない。 しかし、 これら はいずれ も フク 口，、 力 田の あ 

つまつ たと ころ を 意味 するとい う 南 島での 使用例 を ふまえて いない こと だけ はたし かで ある。 

奄 美の 旧 八月の 新 節の 日に、 秋 名 部落で シ ョチュ ガマ (シ チヤ ガマ ともいう) を 見た ことがある。 秋 名の キナ 

は 焼 畑で ある こと は 前に 述べた。 秋 名の 人た ち は 昔 は 田んぼの 仕事が おわる と、 山に 入って 焼 畑 農耕に 従った。 

ところで 秋 名の 地形 もちよう ど 袋に なった ような ところに 田んぼが 作られて いる。 シ ョチュ ガマと いうの は、 ァ 

ラセ ッの 前日に 作った にわか 作りの 小屋 を、 大ぜ いの 村の 男た ちが 小屋の 屋根に 乗って ゆりうごかし、 それ を ゆ 

りつぶ す 行事で ある。 この 行事のと きに 次の 詞が となえられる。 

「犬 笠 利ぬ 稲 魂が なし や、 佐 仁、 肥 仁ぬ 田 袋ち 寄り 満ちん しょち、 佐 仁、 用 仁ぬ 稲 魂が なし や、 秋 名 田 袋ち 寄り 

満ちん しょち、 …… 」 

ここでい う 大笠利 や 佐 仁、 用 仁 は 笠 利 町の 地名で ある。 あちこちの 稲 魂が みんな 秋 名の 田 袋に よりつ どって 下 

さいと いう 祈願で ある。 その あと、 

「北風ぬ 吹けば、 上ん 畦 枕、 南風 吹けば、 下ん 畦 枕、 生れ はちぎ らし、 名揚 りんしょうれ。」 

「畦 枕 はよ く稳 つた 稲穂が 重さに 倒れ かかって 畦 を 枕に する ことで、 農作の 代名詞の ようによ く 使う。 はち切れ 

る ほどに 稳 つて 稲 魂の 名 を あげ 給えと 祈る ので ある」 と 小 野 重 朗氏は 『農耕 儀礼の 研究』 の 中で 解説して いる。 

この ショ チュ ガマの 祭 は 稲 魂が よくあつ まること を 願う ものであるが、 それ は 稲 魂 は ひじょうに 浮気者で、 気 

に 入らない とすぐ 他所へ 飛び去る という 考えが あるから である。 

それ は 餅 を 的に して 射たら 白い 鳥に な つ て 飛び去り、 その あと はみ るみる 傾いた という 話に もうかが われる。 

仮小屋 を ゆりつ ぶす という 行為に は どのような 意味が こめられて いるか。 奥 三 河の 花祭りの ときには、 かって 

2  .m.:q と、， -ぅ 仮小屋が 作られた。 この 白山 は 他界に 相当す る もので、 村人 は その 中に こもる。 その 小屋 を 若者た ち 
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が あそい かかって つぶす ことで、 中の 人た ちはゥ マレ キヨ マル つまり 再生の 儀式が そこで おこなわれる。 白山 

の シラは 人間の 産屋 を 意味す るが、 これと 同様に 穀 霊の 再生 をうな がすた めに 仮小屋 をつ ぶす のが シ ョチュ ガマ 

の 行事で あると 私 は 考える。 つまり それ は 稲の 産屋な の だ。 
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二 ライカ ナイ 


般に神 は 二 ライカ ナイに いると 信じられ ている。 二 ライ は 二 ルャ、 ユラ ャ、 二 ー ラ、 二 ッジャ など 

と 呼ばれ、 奄美、 沖 織 本島、 宮古、 八重 山で は それぞれ 呼称が ちがって いる。 この 一一 ライの 語源に ついては さま 

ざまな 説が ある。 『琉球 神道 記』 巻 五に は 次の 記事が ある。 

「キン マ モンに 陰陽の 二 神 あり、 天より 下り 給う。 ギ ライカ ナイの キン マ モンと 称す。 海より 上り 給う を オボ 

ッ カクラの キン マ モン と 称す。 」 

この 記事 は あやまりであって 「空より 下り 給う を オボ ッ カクラの キン マ モン、 海より 上り 給う をギ ライカ ナイ 

の キン マ モンと 称す」 と 訂正し なければ ならない が、 それにしても、 日本から 渡来して 琉 球に 数年間 滞在した 袋 

中 上人が 慶長 年中に 記した 『琉球 神道 記』 にギ ライカ ナイの 名前が ある こと は 注目に 価す る。 ギ ライカ ナイ (二 

ライカ ナイ) は 儀 来 河内と も 宛字され る。 キン マ モン は 君 真物で、 神 を 指す。 
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『おもろ さう し』 第一 巻に、 

にる やとよ む大主 

かな やとよ む 若 主 

にる やせ じみお やせ 

という 対句が 出て くる。 

世に なりひびく  二 ライカ ナイの 大 主よ、 二 ライの セジを 奉れと いう 意。 セジは 霊 力で ある。 この 『おもろ』 の 

原注に 「空な り」 と あるが まちがい である。 二 ライカ ナイ は 空と いうより は、 海底、 海の 彼方、 地の 底 を 想定す 

る 方が 正しい。 

伊波 普猷は 『あまみ sr』 の 中で 二 ライの 一一 は 土の 意で あると し、 古代 国語で は 二 はネに 転ずる と 述べ て、 

「根」 とも 関連 づけて 解釈して いる。 つまり 二 ライ を 地底の 根の 国と みなして いる。 地底 あるいは 海底に あった 

「死の 国」 としての 二 ライ はやが て そこ をつ きぬけた 海の 彼方の 仙郷の 意に 解され るよう にな つ たと 述べて いる。 

この 伊波 説 は、 夜見の国 つまり 常闇の 国が だんだん 光明 化して、 常世の国 (絶対の 齢の 国) の 連想に ふり かわつ 

ていった とする 折 口 信 夫の 説の 影響 を 受けて いる。 

では 二 ライの 対語で ある 「力 ナイ」 の 語源 はどう か。 伊波 は それ を琉球 語に 多い 畳語 法に 由来した 造語で ある 

とする。 たとえば ニッチ リ • ケー チリ (ゆっくり 歩く 形容) と 言い、 二 ー ブイ • 力 ー ブイ (しきりに 居眠りす る 

こと)、 または ノ ータ • ケー タ (似たり よ つ たり) などと 使われる。 前付けの 「二」 とか r  ノ」 の 語はナ 行で あ 

り、 後付けの 「カー または 「ケ」 の 語 は カ行で ある。 これ は 二 ライカ ナイに も あてはまる とする 伊波 説 は 魅力的 
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な ものである。 伊波に よると、 力 ナイ は 別に 意味が なく、  くりかえして 言葉 を 使う ときに 虚辞 的に 使用され る 語 

である。 

しかし 私 はまた ちが つ た 考え を も つてい る。 

結論から 先に 述べる と、 一一 ライカ ナイの 語源 は 根 浦、 金 浦の 義 であると 思う。 根 浦 は ネゥラ —ネ ー ラ —一 1 1 ラ 

I- 二 ー ル丄 ニルャ —二 ライと 音韻 変化 を 遂げた ので ある。 金 浦 も カネ ゥラ— カネ ラ丄カ ナイに 変化した。 では 根 

に は どんな 意味が あるか。 さきに 述べた ように 伊波 は それ を 土と 関連 づけて 地底の 意と している。 しかし 柳 田 国 

男 は 昔の 人が 「黄泉」 と 書いて 「よみ」 と 読ませた ことから 「よみ」 の 国が 地底に あつたよ うに 誤解され たと し 

て、 「根の 国」 の 「根」 を 土中の 木の 根の ように 解す る こと をい ましめ ている。 むしろ 「根」 は祖 霊の たましい 

の あつまる 原郷の 意で あると 柳 田 は 理解して いるよう である。 柳 田の 言う とおり、 「根」 に は 根元の 意味が ある。 

沖繙 では 村の 草分けの 家 を 「根 所」 と 呼び、 また 神 を まつる 根 所の 娘 を 「根 人」 と 呼んで いる。 したがって 伊波 

の 言うよう に、 二 ライの 二 が 土で あると する 語源 解釈に は 私 は 賛同し ない。 

しかし、 言葉の 解釈 は ともかく、 じっさいに は 八重 山で は 二 ー ラ と言うと 深い 井戸の 底 を さし、 宮古 では ニッ 

ジャ と言うと 地底の 死者の 国 を さす。 したが つ て 死者の 魂の いく 根の 国が 地底に あると する 考え は 否定で きに く 

い。 ただこの 地の 底の 死者の 国 は 海の 底に も 通じてい ると する のが 沖 繙の常 民の 考えで ある。 それ はむしろ 当然 

であって、 前述の 「青の 島」 にも 見る ように、 沖繙 では 地 先の 小島 また 海岸の 洞窟に 死体 を はこんで 葬る 例が 多 

いからで ある。 久高島 ゃ津堅 島で は 島の 一隅が 風 葬 墓地に なって いる。 そこ を 根 浦と 考えても 差支えな かろう。 

浦 は 島に 対する 語で ある。 浦 島 子 も 浦 子、 島 子と 言われて おり、 宇 良 神社と 同様に 島 子 神社が 丹 後の 国に ある。 

ここでい う 島と は 村落の ことであって、 四面 を 海に かこまれた 陸地と いう 意味で はない。 村落の こと をシ マと 呼 

ぶの は 山国の 信 州に も 多く 見受けられる 現象で ある。 その もつ とも 有名な の は 松 本 市の 西の 梓川の 上流の 島々 と 
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いう 地名で ある、 か、 松 本 市内に も 島内 や 下 島、 島 立の 地名が あり、 また 天 竜 川の 流域に も 葛 島、 元大 島、 阿島、 

福 島、 門 島な ど 島の つく 地名が 多くみ つかる。 

沖繙 では シ マと 言えば 村の ことで、 常套語と な つ ている。 この シマ に対して ゥラは 海岸に 近い 村落の こと をい 

う。 たとえば 浦 添な どが そうで ある。 そこで 根 浦と 言えば、 祖 霊の あつまる 場所が 海 ぞいに あった こと を 意味す 

る 0 

次に 根 浦に 対する 金 浦と は 何 か。 伊波 は 力 ナイに はとく べつの 意味 はない といって いるが、 私 はそう は 考えな 

い。 金 浦 は 金の ように 堅牢で 不 壊の 浦と いう 意味に ちがいない。 『古事記』 に はスサ ノォは 「根の 堅 州 国」 にい 

つたと ある。 この 「堅 州 国」 は 『古事記伝』 に は 地底の 片隅と なって いる。 西 郷信綱 氏の 『古事記 注釈』 も その 

説 を 踏襲して いる。 しかし 私に はそう 考えられない。 古語で 「かたす」 といえば 刀剣な ど をき たえる こと を 意味 

する。 これから 考える と 「かたす」 は 片隅で はなく 堅固な 場所 を 指す と 見る 方が 適切で ある。 それ は 「金 浦」 の 

内容と も 通じ あう。 死 考の魂 は 金属で 作られた、 永遠に 安住で きる 堅牢な 場所に 住んで おり、 もはや 生きて いる 

ときの 不安 や 心配 はない という 気持が 金 浦に は こめられて いると 思われる。 

二 ァロ ゥ島 

宮 古島で 以前うた われて いた 「神 歌」 に 次の ような 対句が 出て くる。 

にいら 島、 下りて い ゆ 

あろう 島、 下りて い ゆ 

て だうまい 

にいら 天 太 御前ん  . 
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あろう 天 太 御前ん 

これで 見る ように 「にいら 島」 と 「あろう 島」 は 対語に なって いる。 つまり ァ ロウ 島 は 二 ライ 島の 別称と 考え 

て 差支えない。 この ァ tl ゥ 島に ついては、 私 は奄美 在住の 金久正 氏から 奄 美大 島の 対岸の かけろ ま 島 を 昔の 老人 

たち はァ 口 ゥ 島と 呼んで いたと いう 話 を 聞いた ことがある。 また 登山 修氏も かけろ ま 島の 住民 は 自分た ち を 指し 

て r ァ ロッチュ」 と 呼んで いると 報告して いる。 チ ュ は 人で あるから 「ァ ロウび と」 という ことになる。 

登山 氏に よると、 奄美 本島と カケ Q マ 島の 間に 介在す る 瀬戸 内の 部落に は、 ァロホ とか、 力 口 ホと 呼ぶ 小字 名 

が あり、 そこ は 岩石の 多い 地帯で ある 阿木名 (木 名 は 焼 畑の 意) の 採石場 は莉 法と 書いて 力 Q ホと 呼ぶ そうだ。 

つまり 岩の 多い とこ ろが ァ 口 ゥ島 という ことになる。 また カロ ホの カロ は カケロ マの ケロ や 慶良間 島の ケ ラ とも 

共通の 意味 を もってお り、 二 ライカ ナイ は、 二 ライ ケ ライと もい う。 それらが 堅固な 磐石 を 意味 するとい うこと 

から、 一見 縁 も ゆかり もない とみえる ァ ロウと カケ ロマと いう 言葉 は、 共通の 意味と 情緒 を もってい ると、 登山 

氏 は 『やどり』 三十 二号で 述べて いる。 

たしかに 登山 修 氏の 言うよう に、 八重 山の 波 照 間 島で は 「海の 底、 底の 神、 ネ ー ラ、 ケ ー ラの 地に まします 親 

神」 という 神への 祝詞が となえられる。 そこで はネ ー ラ、 ケ ー ラは 海の 底に あると 信じられ ている。 

沖繙 では ァ 口 ゥ島は 荒び の 島の 意 だと 説明す る 人 も ある。 八重 山で は 人間 は 死んだら サ フ の 国に いくと 信じら 

れ ている。 サフの 島と いえば 石の 島の ことで ある。 死人 は その 島の 海岸の 岩に ついた 海藻な どと つてた ベる とい 

う。 この ァ ロウ 島 も サフの 国 も 岩 だらけの 島で ある。 そうすれば 金 浦と いうの も 金ぴかの 島と いうので はなく、 

ごつ ご つした 岩に かこまれた 荒涼な 島と いう 意味が ふくまれ ている かも 分からない。 

ァ ロウ 島に ついて、 私が 思い出す の は、 かくれ キリシタンの 伝える 『天地 始之 事』 という 書物の 一節に、 島が 
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津波に おそわれて、 一族が クリ 舟に 乗って 脱出す る 光景 を 叙べ た 文章の ある こと だ。 「有 王 島の あろうが な」 と 

掛声 を かけながら、 舟 を 櫂で こいでい く 箇所が ある。 有 王 は 『平家物語』 の 俊 寛と 関係の ある 人物で あるが、 こ 

の 有 王 島 はもと r ァ ロウ 島」 ではなかった ろうか。 それに 有 王なる 名前 を 当てた ので はない か、 とすれば 「ァロ 

ゥ島」 の 伝承 は、 江戸 中期 以降の 長崎県の 西彼杵 半島 や 五島 列島に も 残ったと 言う ことに もな ろう。. 

三 南の 島 

宮 古島の 砂 川 部落に は津 波除けの 「な —ばい」 と 呼ぶ 行事が ある。 この 行事の 由来 は 次のように 伝承され てい 

る。 昔、 砂 川 部落の 上比屋 という 所に 住んで いた 夫婦が 津波に さらわれたが、 一人の 男の子 だけ は 助かった。 こ 

の 男の子が 十六 歳の 若者に なった とき、 沖から 小舟が 近づいて きた。 その 中に 一人の 女が 乗って いて、 自分 は 

「うまの 按司」 というが、 竜宮の 神の 命 を 受けて 御身の 妻になる つもりで やって きたと 言った。 二人 は 夫婦と な 

つて たくさんの 子供 を，^ うけた が、 のち 津波よ けの まじないの 方法 を 教えて、 また 竜宮に 帰って いったと 言う 伝 

承が 残って いる。 この 女が 「うまの 按司」 を 名乗った というの は、 午の 方向、 つまり 南方の 海中から きた こと を 

示して いる。 若者が この 神 女と 出合った 浜に は、 南の 島の ァ ー リャゥ の 島から 小人た ちが、 曲玉 や 南蛮 ガメ のた 

ぐい を もってき て、 粟と 交易して 帰った という 話が 残って いる。 ときには スビと 称する 子安貝 (宝貝) と 交換す 

る こと もあった。 小人た ちの あいだで はスビ 貝が 貨幣と して 使用され たと も 伝えて いる。 そして ここに 出て くる 

南の 島の ァ ー リャゥ の 島と いうの は、 r ァ ロウ 島」 を 思い起こさせずに はおかない。 「うまの 按司」 は 狩 俣の 小 真 

^^&&ザと呪術くらべ をして 勝 つ たと 言われる が、 狩 侯の 小 真 良 波 按司は 死ぬ ときに 島の 将来に つ いて 予言した- 

その ひとつに、 

「南の 島から 女人 (女神 ン が シラの 船で やってくる とき、 世 は ゆたかに 栄える。 それ は 島内の 山が あかはだかの 
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•d になった のち" ふたたび 木、 か はえて 青々 とする 頃であろう」 というの、 か ある。 「あか」 r しろ」 「あお」 の 色 を 

織り こんだ 予言で ある。 これ はさきの 伝説の 「うまの 按司」 が 南の 方の 海から やって きた ことで 満たされ たこと 

になる。 

『宮古 旧記』 に は 「野 崎 真 佐 利 南風の 島より 遁れ 帰りし 事」 という 記事が 載って いる。 昔、 新 里 村の あせら 屋の 

御船の 親と いう 人が 船頭と なって 琉 球へ 行った 帰りみ ち、 海の 真只中で 逆風に あって、 南の 島の あ ふらと いうと 

ころに 漂着した。 この あ ふら 島で は、 他国の 漂着 者 はとら え、 肥った 者 は 油 をと り、 やせた 人間 は ひざがしら 

を 打ち抜いて 歩行で きないよ うにした。 または 両眼に 白銀 を 焼き こめて 盲と し、 わざわざ 肥えさせ ておいて 油 を 

とる。 または 体力の 強い 者 は 呪いに かけて 生きながら 牛に 変えて 畑 を 耕させた。 彼の 御船の 親 は 色白の 美男で あ 

つたの を 両眼に 白銀 を 流し 入れられた。 野 崎 村の 真 佐 利と いう 者 は 器量の すぐれた 若者で、 あ ふら 島の 女に 取り 

入って 夫婦に なり、 情愛 もこ まやかであった ので、 女 もなん とかして 真 佐 利 を 救いたい と 思った。 そこで もし 肉 

を 食う ときには、 汁の 上に 浮かんで いる 肉 を 食べて はならぬ。 それ は 人肉で、 それ を 食べる とき はたち まち 牛に 

なって しまう と 教えた。 こうした 女の 教えで 殺されずに すんで いたが、 彼女 は あるとき 「おまえと いつまでも 夫 

婦 のちぎ り をむ すんで いたいが、 おまえが みすみす 油で 煎られる の を 見る にしの びない」 と 言って、 密かに 食糧 

と 小舟 を 用意し、 真 佐 利 を 逃がした。 それ を 知って 追手の 舟が やって きたが、 かろうじて、 宮 古島に 帰る ことが 

できた、 という 趣旨の 話で ある。 

この 中に 出て くる 南の 島の 「あ ふら」 と 呼ばれる 島 は 「あろう 島」 を 連想させる。 

また 南の 島と いえば 与那国 島の 南に あると 信じられる 南 与 那国島 や 波 照 間 島の 南の 南 波 照 間 島が 想い出 される。 

これら は 架空の 島で あるが、 台湾に 近い 八重 山の 人た ちが 南の 彼方に こめた 憧憬から 生み出された ものである こ 

と は 否定で きない。 波 照 間 島に は 人頭税の 苛酷 さに 耐え かねた 島民が 南 波 照 間 島 をめ ざして 脱出した 話が 伝えら 
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れ ている。 

「南の 島お どり」 と 呼ばれる ものが、 沖纖 本島の 宜野湾 間切の 新 城と いう シマ (村) に 伝えられて いると 佐 喜 真 

興英の r シ マの 話」 は 述べて いる。 それ は 南洋 人 を 思わせる カツ ラを かぶり、 棒縞の シャツに モモ ヒキ という 出 

立ちで、 まず ドラ を 叩きながら 一人の 男が 舞台に 飛 出す と、 つづいて 八 人の 男が 出て きて おどり 狂う。 そして、 

「昼 は 腰に 下げられて、 夜 は 御 側に 置かれて？」 というよ うな 歌 をうた う。 村人た ち はこの 踊り を 南洋の 狂人の 

真似と 言つ ている。 

宮 古島の 狩 俣に は 南の 島 (パイ ヌス マ) と 呼ばれて いると ころが ある。 狩 俣の 東に は 神の 降臨す る大 森と 称す 

る 原生林が ある。 真中 は ミヤ —クと 呼ばれる ところで、 そこに 人家が あつまつ ている。 大 森が 聖域で あると すれ 

ば、 ミヤ ー クは 現世の 意味で、 世俗 空間で ある。 ところが 南の 島 は 死者 を 埋める 場所であって、 そこ は 亡霊の あ 

ら われる 場所と 考えられ ている。 南の 島 は 狩 俣の 部落から 南西の 方角に あたって いる。 狩 侯で は 人が 死んだら パ 

ィヌス マに 行く という 信仰 もま だ 根強い。 パイ ヌス マの カナ ャド (鉄の 門扉) を 開く という。 そこ は 暗黒の 世界 

である。 

狩 俣で は祖神 祭のと きに、 パイ ヌス マの 死霊が 祭場に 侵入して くるの を ふせぐ ため、 大グ ムトと 呼ばれる 神 女 

たちの 集会所の 庭の 入口に は、 木の葉に 神酒 をたら した もの をた くさん 並べて おく。 つまり 狩 俣の 部落で はたえ 

ず 死霊の 住む パイ ヌスマ を 意識して いる。  . 

祖神 祭のと きうた われる 神 歌の なかの 一 節に、 

ばいす まぬ つかい 主 

ばいぎ たぬ みょうぎ 主 
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という 言葉が ある。 「ばい 島」 「ぱいぎ た」 は 南の 島の 意で ある。 こうして みれば 南の 島 は 憧憬と 畏怖と をお り 

まぜた 場所で あると 言う ことができる。 

四 ト モリ 

二 ライカ ナイ は 死者の たまし いのいく 島で あると 同時に、 仙郷の ごとき 楽園であった。 ァ ロウ 島 や 南の 島 は そ 

こに いささか 恐怖と 警戒の 念が まじえられ ていた。 それらの 島から や つ てく る 者 は 異人と して 歓待され る 一 方で 

は、 警戒され もした。 もし 島民に めぐみが ほどこされるならば、 島 外の 異人 は 神と みなされた。 そうして 自分た 

ち も その 血筋に あやかろう とする 願い は 切実であった。 貴種 流離 譚の 胚胎す る 土壌 はむしろ 受け入れる 方の 側の 

心理に あった。 南 島の 場合 も 例外で はあり 得なかった。 その 最 たる ものが 平家 伝説と 為朝 伝説で ある。 『琉球 国 

由来 記』 をみ ると、 大里 間切 与那原 村の 条に 「友 盛の 嶽御ィ ベ」 が ある。 むかし 聞 得 大君と 言う 琉球 国の 最高 位 

の 神 女が 久高 島の 祭礼の ために 久 高に 渡ろうと したと き 逆風に 会って 日本 本土に 漂着して、 年月 をす ごして いた _ 

その 聞 得 大君 を 迎えに バ テン ノ  口と よばれる 祝 女 を はじめと して 女ば かりで 日本 本土に おもむいた。 聞 得 大君 を 

のせて 帰 島した 船はバ テン 潟 原に 着いた。 聞 得 大君 は 元の 住所に 帰る こと をせ ず、 大里 間切の 与那原 浜の 御殿 屋 

敷と いうと ころで 一生 を 終えた。 その 骨 は与那 原の ミツ タケと いう 所に 葬った。 遺骨 はこの 嶽 の御ィ ベと して あ 

がめ たてまつる ことにした、 と 『由来 記』 は 伝える。 こうして 友 盛の 嶽 というの がャ マト (日本 本土) と 関連が 

ある こと はま ぎれ もない。 ミツ タケ は 『おもろ さう し』 にも 出て くる。 「あがる いのみつ たけ」 とか、 「て だが あ 

なのみ つたけ」 として、 崇敬され ていた ことが 分かる。 

与那 原に 近い 知 念 間切に は 城内 友 利 之嶽が ある。 この 友 利 も 友 盛 を 連想させる 意味で 注目され る 名前で ある。 

それ は 『琉球 国 由来 記』 の 浦 添 間切の 安波茶 村の 条に 「トモ リ嶽」 の 名が あげて あり 「神 名、 大和 ヤシ 口 船頭 
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殿ガ ナシ。 比 嶽の神 は、 大和 人の 骨、 埋めた る処と 申し 伝うな り。 その 由緒つ まびら かならず" 当時 奇特 あると 

て、 村 中 または 旅行の 者、 崇敬いた すなり」 と あるから である。 この ト モリが トモ モリと 同じで ある こと は 

『琉球 国 旧記』 巻 之 六に、 「友 盛嶽」 として、 浦 添 郡の 安波茶 邑 にあり、 神 名 を 大和 祠 船頭 殿加那 志と して い る 

ことで も 分かる。 『遺老 説 伝』 に は 大和の国の ものが 病死した ので、 あわれんで この 嶽に まつる と ある。 東恩納 

寛 M: は 『南 島 風土記』 の 中で この 「友 盛嶽」 (方言と もいだ け) は 鉄 塊 を つんだ 日本の 商船が 牧 港に 寄港した と 

ある 記事から して 察 度 王に もつ なげて 解すべき こと だとして いる。 つまり 村民の 農具の 原料 を 提供した ことから、 

同情 崇敬 を 受けた こと も 考えられる とい つてい る。 この 友 盛嶽の あると ころ は 安波茶の 小字 富 盛で ある。 

また 今次 大戦で 激戦の おこなわれた 島 尻の 国吉 にも、 宮里 ともり 嶽が ある。 

こうし ヒ 眼で 先 島の ト モリと いう 地名 を 見る と、 まず 宮 古島に 友 利と いう 部落が ある。 そこの 峯間 御嶽に は 次 

のよう な 話が 伝えられ ている。 昔、 友 利 村の アマ レ 山の 下に 村が あつたが 大 津波で ほろびて しまった。 ただ 一人 

ァ マ レ大 ッカサ という 女が ァ マ レ 山の頂に 難 を さけて そこに 住 ん だ。 あるとき ャ マ トの 人間が 平安 名 崎の 宮渡 

(保 良の 小字 宮土) に 漂着し、 この 大ッ カサに 出会って 結婚し、 子孫 は 繁昌した。 この 話 は 『琉球 国 由来 記』 に 

も 『御嶽 由来 記』 にも 見えて いる。 この 祭神 を 「あまり ふ あ 泊 主」 または 「あまり ふ あ 鍛冶 主」 としてい る。 あ 

まり ふ あは アマ リ 村の 子孫と いう 意味であろう。 ここに 鍛冶屋の 名前が 出て くると ころ をみ ると、 ャ マトの 人間 

が 鍛冶 技術 を 伝授した 御嶽と みられる。 つまり 友 利と いう 地名 は宮 古で もャ マ トと 関連が あるので ある。 

八重 山に は 鳩 間 島に 友 利 御嶽が あって、 神 名 を オト モリ、 御ィ ベの 名 を 大ザナ ルガ ネ というと ある。 この ナル 

ガネの 名 は、 宮 古島の 友 利 や、 その 近くの 砂 川に 普及した 日本 渡来の 占いの 本で ある トキ 双紙の なかに 「東な り 

かね」 と 出て くる 神 名 を 思わせる。 友 利 部落の 近くの 上比屋 御嶽の 神 歌の 一 節に、 
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天 かにば 願まい おそす 世ば 願まい 

なる かにば 願まい おすばぬ す 願まい 

という 詞が ある こと を 稲村 賢 敷 氏 は 『琉球 諸島に おける 倭寇 史跡の 研究』 の 中で 述べて いる。 稲村 氏に よると 

「おそす 世」 は 「襲う 世」 または 「治世」 の 意味で ある。 したがつ てこの 一節に は 「なる かね」 の 治世 を 願う 意 

味が こめられ ている という。 後醍醐 天皇の 皇子の 征西 将軍 懐 良 親王 は 明 国との 貿易のと き 日本 国王 良 懐の 名 を 用 

いた。 良 懐 はなが かねと 呼ばれた が、 それが 訛って 「なり かね」 になった の だと 稲村 氏 は 推測す る。 私 は 稲村 氏 

の 解釈に はした がいが たい。 

だがし かし 「あがりな りかね」 が 東の 方の 「なり かね」 である こと はまちが いない。 それが 宮 古島の 友 利 や 砂 

川な どの 古代の 貿易港の あった 場所に 残って いる こと はみ のがせない。 稲村 氏 は そこが 僕寇の 基地だった と 考え 

ている。 それが 鳩 間 島の 友 利 御嶽の ィ ベの 名に もつ けられて いる こと は、 両者の 関連 を 示唆す る ものである。 竹 

富 島の 仲 筋 御嶽の 祝詞に も 「なる かね」 という 言葉が 見える。 また 竹 富 島の 久間原 御嶽の イビ 名に も 「友 利大ぁ 

る じ」 と 見える。 この 仲 筋 御嶽 も 久間原 御嶽 も、 沖繮 から 渡来した 神 あるいは 人物 を まつる という 伝承が ある。 

また 鳩 間 島と 竹 富 島に は 古くから 友 利 姓が ある。 与那国 島に も 池 間、 川満、 下地、 友 利、 砂 川な ど あきらかに 宮 

古 系統と 思われる 姓氏が あると、 牧野 清 氏 は 言う。 

これから 見て、 友 利が 友 盛と おなじで あり、 また ャ マトからの 渡来人と 関連 ある 地名で ある こと は 否定で きに 

くい。  . 

宮 古の 砂 川 や 友 利 地方に は 正 盛、 金 盛、 金 殿な どの 名が みえる。 友 利の 金 志 川 金 盛が もっとも 有名で ある。 ま 

た 仲 宗根豊 見 親の 長男 もお なじく 仲屋金 盛と 称した。 このほか 狩 侯の 百 佐 盛な ど、 宮 古の 支配階級の 名に 盛の 字 


がっくの は、 日本 武士 風の 名 をつ ける ことが 流行した からにち がいない。 ただ それ を 平家 伝説と むすびつける こ 

と は 短絡す ぎる と 思う。 

平家 伝説 は沖繙 においてよりも 奄 美の 方が 濃厚で あるの は 日本 本土に 近いから である。 昇 曙 夢の 『大奄 美史』 

によると 奄美 では 十六 世紀の 半ばから 行 盛 祭が おこなわれる。 それ は 日本 本土からの 船が 西風の ために 難破す る 

ことが 多く、 行 盛 卿の 怨霊の たたりと いう ことにな つたから であると 言う。 この 行 盛 祭のと き ノロた ち は、 

ゆきの もり、 ゆきのた け 

という 祭詞 をと なえる。 この 「ゆき」 は 行 盛に ちなん だ 語で ある。 「行の 森、 行の 嶽」 という 地名が ある。 伝 

説に よると、 平 資盛は 安徳 帝 を 奉じて 硫黄 島に のがれた と あり、 資盛は 硫黄 島から 更に 南下して 奄 美大 島の 属島 

の喜界 島に 上陸して 居城 を かまえた。 今日 平家の 森と いうの は その 跡で あると いう。 

資 盛が 喜 界 島に 三年 ほど 滞在して いるう ちに、 二十 年 まえに 屋 島で 別れた 有 盛、 行 盛の ニ将 がその あと を 追つ 

てきた。 資盛、 有 盛、 行 盛の 三人 は 力 を あわせて 奄 美大 島 を 攻略した。 そこで 大屯 神社 (諸 鈍)、 行 盛 神社 (戸 

口)、 有 盛 神社 (浦 上) が 三人の 死後に 建てられた と言う。 

名 

§  五 ナキ ジンと ゥン テン 

£ 南 島に は 平家物語の ほか 為朝 伝説が 流入して いる。 琉球 国の 正史に も 為朝が 琉 球で 島 尻の 大里按 司の 妹 をめ と 

西 つて 一子 尊敦 をもう けたと あり、 この 尊 敦が舜 天と なって 王統 を 開いた ことが しるされ ている。 もとより これ は 

W 浮説であって、 明確な 根拠 は 何もない。 だが 第一 尚 氏が 八幡 信仰 を もってい たこと は 明らかで あり、 知 念 半島の 
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玉坡 村に は 第一 尚 氏の 流れ を ひく 八幡 姓の ものが、 今でもい る 位で ある。 為朝 伝説に ついては、 沖 緣 の 歴史家 0 

東 恩 納寛惇 が し ば し ば 言 及して いる。 

東恩納 によれば、 為朝の 名が もっとも はやく 記録に あらわれ たの は、 慶長十 年に 袋 中 上人が 書いた 『琉球 神道 

記』 である。 それ は薩摩 藩が 琉 球に 進攻 を 開始す る慶長 十四 年の 四 年 前の ことで ある。 

『琉球 神道 記』 第五の 「波 上 権現の 事」 の条に 「鎮西 八郎為 伴、 此 国に 来り、 逆賊 を 威して、 今 鬼神より、 飛礫 

をな す。 其 長さ 人形 許。 其 石 此に留 ぬ。 今 鬼神より 一 日の 行程な り」 と ある。 

また 次の r 洋の 権現の 事」 の条 にも 「為友、 此国を 治めら る 時、 鬼神 降伏の 神た る 故に、 念願 ありて、 立つ る 

か」 と ある。 

これ をみ ると 為朝 は、 今 鬼神から 飛 機 をとば して、 逆賊 をお どかした という 伝説が すでに 慶 長の 頃に あった こ 

とが 分かる。 そして この 伝説 は 馬 琴が 『椿 説 弓 張 月』 の 中で 為朝の 従者と して 活躍 させて いる 八 町 礫の 紀平治 を 

思い起させずに はすまない。 八 町 礫の 紀平治 は 『保 元 物語』 によれば 三 丁つ ぶての 紀平 二と なって いる。 これ は 

異本に は 三 町 飛つ ぶての 紀平 次と なって いるから、 つぶて を 飛ばす ことの 名人であった ことが 推定され る。 この 

三 町 飛つ ぶての 紀平次 は 馬 琴の 頃に は 雑 劇の 人物に 仕立てられて 八 町つ ぶての 紀平 次、 という ことにな つていた 

らしい。 しかし 『琉球 神道 記』 では 為朝が つぶて を 飛ばして 逆賊 をお どかした となって いる。 おそらく 袋 中 上人 

の 頃す でに、 沖 繾には 為朝と、 その 従者の つぶての 名人の 紀平 次が 上陸した という 伝承が あつたので はないだ ろ 

うか。 そして 紀平 次の 飛礫が いつの 間に か 為朝の 仕業と してす りか わって いったの ではない か。 袋 中 上人 は 『保 

元 物語』 の 故事 をよ く 知らぬ ままに 土地の 伝聞 を そのまま 記した ものであった ろう。 こう 考える と、 『琉球 神道 

記』 の 頃、 為朝 伝説 は 沖繙に 受け入れられ ていた ことが 分かる。 

この 為朝 伝説が いつ の 頃に 琉 球に 渡来した もの かそれ は 明らかで はない。 しかし さきに 述べた ように 第 一 尚 
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が 八幡 信仰 を もっていて、 第一 尚 氏の 最後の 王の 尚徳が 喜界島 遠征に 成功した ので、 謝恩の ため 安里に 八幡宮 を 

建てた こと は 正史に も 見えて いる。 ここで は 為朝 伝説 自体 を せんさく する 余地 はこれ 以上ない。 私が 問題と する 

ところ は、 為朝が 飛礫 をとば したと いう 今 鬼神の 地名に ついて である。 『琉球 神道 記』 で 今 鬼神と 記した の は、 

為朝と 鬼神と を むすびつけた 表現 かと 思われる が、 慶長 文書に も 今 鬼神と ある。 現在 は 今 帰 仁と なって いる。 こ 

れ について は 伊波 普猷が 解説 を 加えて いる。 

今 帰 仁 は 方言で は ナチ ジンと いうが、 『おもろ さう し』 に は r みやき せん」 となって いる。 また 玉 陵 碑に も 

「みやぎ せん」 と ある。 ところが、 朝鮮の 申叔 舟が あらわした 『海 東 諸国 紀』 に は 「いまき じり」 と 表記され て 

いる。 伊波 普猷 は、 これに 着目して 「今 来」 つまり 新来 者の 意に 解す る。 「しり」 は 統治 を 意味す る。 つまり 新 

来 の 統治者 の 居住地の 名称と する。 

これに 対して 東 恩 納寛惇 は、 新来 者が 今 帰 仁 半島に やって きたと いう 史実 は、 推定に すぎない と言う。 そして 

「いまき じり」 と 記しても 発音 は 「みやき せん」 あるいは 「みや ちぢん」 と 言って いたので は あるまい かと 述べ 

ている。 また 島 袋 源 七 は 豊漁 地 を 意味す る 「魚 来 住」 (なきず み) に 由来す ると 述べて いる。 . いずれにしても 今 

帰 仁の 地名の 由来 は 定説がない。 

為朝 は 今 帰 仁に 近い 運 天に 上陸した ので はない かと、 伊波 は 推量して いる。 

運 天の 名の 起り について は 為朝が 運 を 天に まかせて 上陸した ことに 由来 するとい う 『中 山 世譜』 の 記事が みえ 

る。 そうした ことから 『おもろ さう し』 の 中の 「うんてん つけて、 こみなと つけて、 やまとの いくさ、 やしろの 

いくさ」 と言う 「やまとの いくさ」 は 為朝の 上陸 を 意味 するとい う 説が あるが、 証拠と いうべき もの は 何もない- 

『琉球 国 旧記』 に 「雲 慶那」 と ある。 雲慶那 はこ もけ なの 宛字で あるが、 それが のちに 雲 見に なり 雲 見に なり、 

さらに 運 天に 転訛した と 伊波 は 説明して いる。 「こもけ な」 の 「けな」 は キナ、 すなわち 焼 畑 を あらわす 語で あ 
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る 0 

伝承に よると、 為朝 は 浦 添と 宜野 湾の 境に ある^ ij から 船出して 大 島に 向った。 その あと、 為朝の 妻子 はこ こ 

で 仮り 住まい をして 為朝の 再来 を 待ちわび たから、 マチ ミナト (待 港) であった のが、 のちに マチ ナト となった 

という 説が ある。 もとより これ は 後世の 付会の 説であって、 もとは 真比湊 (マ ヒナ ト) と 呼んで いた ことが 記録 

によ つ てた しかめられる。 I  . 


九州 西海岸に 沿って 一 


部 田 


私 は 熊本県の 生まれで あるから、 まず 熊本県の 地名に つ いてみ ていこう。 

私の 父の 郷里 は 下 益 城 郡の 小川 町の 小 野 部 田と 呼ばれる ところで あるが、 小 野 部 田 は 小 野と 部 田が 合併した 旧 

村であった。 小 野と いう 地名 は 全国に 多い。 一 つ は 近 江の 小 野 氏の 伝承 地で あるが、 もう 一 つ は、 小さな 野の 意 

で 大野に 対する。 野と いうの は 平地で なく 傾斜 地で あり、 山麓な どが 野で ある。 『出 雲 国 風土記』 によると、 山 

頂まで 野と 呼ばれる 場合が ある こと を 加 藤 義成氏 は 指摘して いる。 開墾地な ど は 野で なく、 むしろ 原で ある。 原 

は墾 である。 では 小 野に 対して 部 田 はどうい う 意味な のであろう か。 

部 田 は、 『日本の 地名』 (鏡 味完 二) によると、 山麓で ある。 これに 対して 『日本の 地名』 (松 尾 俊郎) によ、 辺 
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田、 戸田、 部 田な ど は 海岸に ある 地名で、 陸の 端 を 意味し、 沖 (奥) に対する 語と 解して いる。 海岸に 近い 島 を 

へたし ま 

辺 島と 称し、 沖の 島と 区別して いると いう。 松 尾 氏の 説 を うらづける ように、 沖 織の 古 謡 集の 『おもろ さう し』 

に 「へたな ます、 沖な ます」 という 言葉が ある。 へた は 海岸の 意で ある ことが これでた しかめられる。 

松 尾 氏に よると、 へタの 地名 は 海岸に 限らず、 内陸に もよ く あり、 丘のへ りの 野辺 田 (野 部 田)、 山 や 川のへ 

りの 山 部 田、 川 部 田 (例、 熊本県 玉 名 市) などに それの 例が 見られる という。 そうして みると、 小 野 部 田の 部 田 は 

かならずしも 海岸 を 意味す る ものと はか ぎらない とも 考えられる。 だがし かし 『肥 後 国 誌』 下 益 城 郡の 河 江 手 永 

の 条には 次の 記載が 見付かる。 

「昔の 街道 は豊 福より 竹 崎、 部 田、 小 野 あたり を 通りて 小川に いたれり。 みな 山 下に 添いた る 村つ づきな り。 

元 和 寛 永の 際、 海 猪に 塘を きずきて 街道と し、 その内 を 墾田と す。」 

そうして このな がい 堤の 上の 竹 崎 村の 前に 番所が あって 番人が 定住して おり、 番所の 他に も 一 一軒の 農家が あつ 

たので、 三 軒 屋の塘 と 呼んだ という。 地図 をみ ると、 竹 崎と 三 軒屋の 地名 は 今日で はすこし はなれて いるが、 い 

ずれに しても この あたりが 海岸 近くであった こと はま ぎれ もない。 そうすると 部 田 は、 丘のへ りの 部 田で あると 

同時に、 海岸の 部 田で も あると いう ことになる。 

ちなみに 豊福は 『日本 霊異 記』 に豊 服と 記されて いると ころで、 豊の 国の 中心と みなされ ている。 景行紀 にも 

「八 代の 県の 豊村」 と 書かれて いる。 また 豊 福の 北に 久具 という 集落が ある。 くぐ は 海辺の 莎草 (かやつ りぐ さ) 

を 意味す るから、 久具も それと 縁 由の ある 語 かも 知れない。 折 口 信 夫 はこの かやつ りぐ さ (くぐ) でつくった 人 

形 を もちある いたのが くぐつ まわしで あると 言つ ている。 
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かこい f と 

二 棺と麓 

小川 町の 南に は 竜 北 村が ある。 そこに は 有名な 姫の 城、 中の 城、 端の 城の 古墳 群が 東北から 西南に むかって 一 

列に 並んで いる。 この 巨大な 前方後円墳の 頂上から 八 代 平野と 八 代 海 を 見下す 景観 はすば らしい。 眼下に は 氷の 

川が うねって 海に そそいで いる。 ここが 肥の 君 (火の 君) の 本拠で あり、 また 火の 君の 墳墓と されて いるの もう 

なず ける。 竜 北 村の 南が 宮原 町で ある。 この 宮原 町に 岡 町 谷川と いう 地名が ある。 『肥 後 国 誌』 に は 岡 谷川と 記 

され、 俗に 谷川と も 言う と ある。 私事に わたって 恐縮で あるが、 私の 父の 先祖 は 小 野 部 田の 前 は、 この 岡 谷川に 

居住し、 そこで 谷川の 姓 を 名乗った ので はない かと 推測され る。 

さて 宮原 町に 椅 という 地名の ある ことに 私 は 注目す る。 柳 田 国 男 は 次のように 述べて いる。 

「関東で 根 小屋. 根 岸 又は 根 がらみ と 謂 ひ、 寄 居と 謂ひ箕 輪と 謂った 村、 中国 西 国で 構と 謂 ひ 椅と名 づけ、 又 

は 山 下と も 麓と も 呼ばれた 邑落 は、 迫々 に 有力な 領主の 要害 山の 下に 出来た。 即ち 城下町の 始めで ある。」 

これによ つて 宮原 町の 待 (持と も 書く) が 中世 期の 城下と も 称すべき ものであった こと を 知る。 麓に ついては、 

ふる ふもと 

八 代 市の 空地の 南 どなりに 古 麓が ある。 『八 代 巿史』 第三 巻に よると、 この 古 麓に はまず 名 和 氏が 南北朝 以来お 

よそ 百 五十 年間 居城し、 つづいて 戦国 期に 相 良 氏が ここ を 拡張して 約 九十 年間 在 城した ところで ある。 名 和 氏 は 

南北朝の 分立 前に 八 代に 下向して いた。 名 和 氏 一族の 中で は 名 和 長年の 名が もっとも 知られて いる。 ところで 麓 

という 名 は、 郷士の 居住地と して 鹿児島県 によく 見られる 地名で あるが、 肥 後で も 八 代の 古 麓の ほか、 球 磨 郡の 

人吉 城下に も 地名と して 残って いる。 人 吉は相 良 氏の 城下で あり、 八 代の 古 麓 も 相 良 氏の 居城であった ことから、 

麓の 名 は 相 良 氏の 文化と 関係ぶ かいので はない かと 『八 代 市史』 の 筆者 は 述べて いる。 相 良 氏が 薩 摩と 密接な 関 

係 を も つていた ことから して この 説 は 首肯で きる。 
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この 古 麓 町の 古い 小字に、 山 下、 堤 下な どの 地名が 残って いる。 これらの 地名 は.： i 城の 下の 方に つくられた 城 

下 集落 を さしてい る。 ところで、 古 麓 城の 大手 は鰾 谷と 呼ばれる。 それ はどうした 由来に よってつ けられた 地名 

なのであろう か。 

にべ はら か  なまず 

三 鰾と腹 赤と 鯨 

『肥 後 国 誌』 によると、 現在 八 代 市に 含まれる 植柳 村の 漁 人の 又三郎 が、 石頭 魚 を 古 麓 城の 村上顕 忠に献 じた。 

その 魚の 腹の 中から 村 上 家の 系図が 出て きたの だが、 その 系図 は 以前に 村 上 顕忠が 長 門の 沖で 難航した ときに 見 

失った ものであった。 村 上 氏 は 名 和 氏の 一統で あり、 村 上顕忠 は征西 将軍 宮 である 懐 良 親王に したがって 肥 後に 

下向した ので ある。 村 上 氏 はこの 系図 を 呑み込んだ 二べ 魚 を 古 麓 城のう しろに 埋めて 神社 をた てて 祀 つた。 それ 

が 缥大明 神社で ある。 その 神社の あると ころが 二べ 谷で ある。 これ を みれば 名 和 氏と 鰾 (晚， とも 書く) との 関係 

の 深さが うかがわれる。 ノーべ の 小形の ものが グチ とか イシ モチと 呼ばれる。 二べ について は、 菊池武 光が 肥 前の 

国で とらえた 大鰾の 腹中に 仏舎利が あつたと いう 風に 変化して いる 話 も ある。 菊 池 氏が 二 ベ を 神と 祀 つた 話 は 聞 

かないから 名 和 氏の 方に その 説話の 元が あるよう に 見える が、 菊 池 氏の 勢力下にあった 有 明 海 沿岸の 肥 後に も 古 

く 二べ にち なむ 話が 伝わって いた。 

『肥 後 国 風土記 逸文』 によると、 玉 名 郡の 長 猪の 浜に 巡狩 中の 景行 帝が とどまった ことがある。 そのと き 船の 左 

右に さまざまな 魚が 近よ つてき たが、 それが 二べ 魚だった という。 聖武 帝の 天平 年間 以降、 年の 始めに 献上す 

はら か 

る 腹 赤と 呼ぶ 魚 は 二べ の 別名で あると いう。 『肥 後 国 誌』 に は 荒 尾 手 永に 腹 赤 村が あって、 景行 帝が 当地に 立ち 

よった とき、 漁師の マ ツナと いう 者が、 朝 ごとに 贄の 魚を献 げたと いう 話が のって いる。 つまり その 贄の 魚が 二 

ベであった というの は、 語呂 合せと して 考え 捨てる わけに はいかない。 それで は 二べ もない 話になる。 腹 赤の 地 
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名 は 現在 は 玉 名 郡の 岱明 町に ある. - これらの 話に は、 自分た ちの 先祖 は 二べ であると みなして いた 人た ちの 伝承 

が 反映して いると 私 は 思う。 サメを 先祖と みなして、 サメの 肉 をた ベない 人た ちが 沖 繙には 見られる。 それと 同 

様に、 肥 後の 海辺に 二べ (腹 赤) を 先祖と 考える 人た ちがいた ことが 想像され る。 

そこで 思い出す の は、 緑 川の 上流に ある 嘉島 町の 鰭と いう 地名で ある。 『肥 後 国 誌』 は 往古 阿蘇 大 神が 

の 滝 を 蹴お として、 阿蘇 盆地に たまった 水 を 乾した。 そのと き、 湖の 主に 大きな 鯰が いたが、 流れ出し てこの 村 

にと どまった ので、 絵と いう 地名に なった という 説明 をして いる。 私が 少年の 折に 聞いた 話で は、 その 大鯰を 切 

つて 竹 かごに 入れて 運んだ が、 それが 六 荷あった ので、 鰭の 近くに 六嘉 という 地名が つけられ たという。 「熊 本 

の 地名」 を 書いた 井上 辰 雄 氏 は、 嘉島 町の 東南に 接する 甲 佐の 地に 早くから 阿蘇 明 神が 勧 請され、 この 地 一帯が 

阿蘇 氏の 勢力範囲に ふくまれ ていた ことに 留意し、 鎗が 火山 神で ある 阿蘇 神の 使いと されて いる こと を $ 曰 滴して 

いる。 更に は 地震 をお こす 地霊と しての ti は、 阿蘇の 神霊 池の 主として、 物語に 登場す ると ころから 水神 的な 面 

ももって いたらし いと 言って いる。 

こうした 解釈に 異論が ある わけで はない が、 次の こと を 言って おきたい ので ある。 嘉島 町の 付近に は 総 明 神と 

か 絵 公方と か、 さまざまに 総の 名のつ く 固有名詞が ある。 そして 総 を 食べない という タブ ー も 守られて いる。 曰 

本 列島で 絵に まつわる 伝承と タブ ー が これほど 明確に 伝えられ ている ところ は ほかにない。 ところで 『隋書 倭 国 

伝』 と 『魏志 倭人 伝』 の 中間に ある 『後 漢書 俊 国 伝』 に は 「会 稽の 海外に 東鍉人 あり。 分かれて 二十 余 国と な 

る」 の 一句が ある。 辞書に よると 「鰻」 は ナマズ の 意味 だそう で、 この 東鯧人 はナマ ズをト I テムと する 人種と 

解す る こと もで きな く はない。 それらの 住む 国が どこで あるか 不明と されて いるが、 強いて それ を わが 列島の 中 

に 求める とすれば 九州の 阿蘇山の 周辺 をお いて 他に はない こと は 確信で きる。 東鯧 人の こと はしば らく 置く とし 

て も、 ナ マズ に対する 信仰が 阿蘇山の 南 麓に あった こと はまちが いない。 
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四 泥泪 

i 戶北町 はもとの 佐 敷 町 を 中心として いるが、 佐 敷の 地名の 由来 は 明らかで はない。 敷 を 神聖な 地域の 呼称と す 

るの は 大和の 三輪 山の ふもとに みられ、 また 沖繙の スクに 充分に うかがう ことができ るが、 佐 敷 も それに 由来す 

どろめ き 

るか は 分明で はない。 ところで ー戶北 町に は泥泪 という 変った 地名が ある。 柳 田 国 男 は 『地名の 研究』 の 中で、 泪 

をメ キと訓 むの は 目 木の 一 一字 を 合わせる と 相の 字に 成る の を さけて、 しかも 泪が 涙で ある こと を 知らな か つたた 

べきら 

めで あると いっている。 しかし 私 はまた ちがった 解釈 をして いる。 屈 原が 投身した 川 を 汨羅と 呼ぶ ように、 ドロ 

メ キ に 泊の 字 を 宛てる つもり だ つたの だ ろうと 思う。 ドロ  メキの メキを あらわす の に汨は 不都合な 字で はない。 

だが 地名 はド 口 ベ キ でな くド 口  メキ である ことから、 泥 泊と 宛字す るより は そこ に 目の 字の ついた 泪の字 を 宛て 

る ほうがい つそう 合理的と 考えた にちがいない。 泪が 涙と よませる こと へ の 配慮に 不足して いた こと はいう まで 

もない が、 柳 田の いうよう に 目 木 を 合 字 すれば 相になる から サ ン ズィ扁 にした という 風に は 私 は 考えない。 

さて ドロ  メキと は 何 を 意味す るか。 柳 田 は、 流れが すこし 淀んで から 急に 落ちる 処を いうと している。 そうし 

てザヮ メキ、 ガ ラメ キ、 グルメ キも おなじような 場所と いっている。 ト ドロ キも 川の 流れ や 滝の 音を模 した もの 

であって、 轟、 轟 木、 動 木、 等 力、 等々 力な どの 字 を あてる。 ドドに は 働々 や 動々、 百々 の 漢字 を あてる。 この 

ようにして ドロ  メキの 語 も 成立した ので ある。 宇 土 市に 轟 水源地が あり、 矢 部 町に 轟 川が 流れて いる。 そこに 通 

潤 橋と いう 石橋が かかって いる。 それ を 虹 橋と も 呼んで いる。 私の 中学 時代の 旧師の 山 崎貞士 氏の 歌に、 

虹 橋の 影 を 宿して とこと わに 轟 川の 水 は 流る る 
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という 一 首が ある。 通 潤撟を かけた 布 田 保 之 助の 遺徳 を 轟き 流れる 水 声に 語らせた ものである。 

五 二見  - 

佐 敷と 八 代の 間に 二見と いう 国鉄の 駅が ある。 二見と いう 地名 は 播磨ゃ 佐 渡に あり、 それらと 区別す るた めに 

駅名 は ヒゴフ タミと なって いる。 この 二見 は 『地名 辞書』 によると、 朽 綱と 表記され ている。 和名 抄に山 鹿鄉朽 

綱郷と あるの は 鹿 本 町の あたりであって、 それが のちに 来 民の 地名と なった。 豊後 にも 企 救 郡に 朽 綱の 地名が あ 

る。 これ は 今、 クサ ミと 発音して いる。 この あたり は筑 紫の 聞 物 部の 居住地であって、 『三代 実録』 にも、 規矩 

郡の 銅 をと らしむ と あるが、 この 銅山 は 田 河 郡 香 春郷に 属する と 『地名 辞書』 は 言う。 とすれば 刈 田と いう 地名 

が朽 綱の 南に 見つかる の も、 軽、 すなわち 金属 を 意味して いるの かも 分からない。 カル は 朝鮮語で ナイフ を あら 

わす。 井上 辰 雄 氏 は 『熊 本の 地名』 で 鹿 本 町の 来 民の あたり は 忌 部 氏の 居住地で はない かと 推測して いる。 とい 

うの も 山 鹿 市の 郊外に 天 目 一箇 神 を まつる 一 つ 目 神社が あるから である。 また 『出 雲 国 風土記』 に、 式 内 社の 久 

多 美の 社が あげられて いるが、 これ は 現在の 松 江 市 東 忌 部 町の 忌 部 神社で ある。 物 部 か 忌 部 かとい うこと になる 

と、 どちらと も きめられない。 双方と も 金属 精練に かかわる 職業 氏族で ある。 では クタ ミは何 を 表現す る 地名 か。 

井上 氏に よると、 水 を 深く たたえた ところに もとづく 名称で ある。 

柳 田 国 男はキ タミ または ク タミと いう 地名 は 全国に 数多く あつ て、 その 意味が まだ 分か つ ていないと 言つ てい 

る。 小 田 急 線の 成 城のと なりの 喜 多 見に 私 は 一時 住んだ ことがあ るが、 柳 田に よると その 喜 多 見もク タミと おな 

じ 地名の ようで ある。 あるいは 初期の 武蔵 野の 移住 民が 神 を 迎えて 祭って いた 場所が、 その 付近に あつたの では 

ないかと 柳 田 はいう が 果して どうか 知りが たい。 
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くだらき  さいき 

六 百済 木と 才木 

吧 後の 二見の 東の 奥地に 久多良 木の 地名が 見付かる。 これ は 百済 木と も 書いて、 百済 僧の 日 羅が帰 葬す ると こ 

ろな りと 『地名 辞書』 は 記して いる。 I 戶 北国 造 阿利 斯 登の 子の 日羅が 百済 国に おもむいて、 達 率の 官を 得て 帰朝 

したが、 百済 国使の 害する ところと なった ので、 日 羅の屍 を t 戶 北の 地に 移 葬せ しめたと いう。 また 推 古 朝に 百済 

の 僧の 道欣 なる ものが、 道俗 八十 余人 を ひきいて f 戶 北に 入津した という 事実が あるので、 渡来の 百済 人が そこに 

村里 をた てた と いう こと はたし かで あろうと 吉田東 伍 は 述べ ている。 

また i 戶北 町の 中に 才木 という 集落が ある。 この 才木 はもと 佐 伯と いう 部 民の いたと ころで はない かと 井上 辰 雄 

氏よ 推測す る。 すなわち フロンティア にあって 外敵の 侵入 を 防ぐ 部 民が 佐 伯で あり、 その 居住地が 才 木であった 

とする ので ある。 

七 津奈木 

私の 生まれ故郷の 水 侯 市の 北 どなりが 津奈木 町で ある。 津奈 木と その 北の 湯 浦の 間に 名高い 三太郎 峠の 一 つの 

津奈 木太郎 峠が ある。 では ツナ ギと はどうした 意味 を もっか。 吉田東 伍の 『地名 辞書』 に は ツナ ギに は津奈 木の 

ほか 綱 木と か繁の 漢字 を あてて いるが、 その 多くが 山 駅で ある。 つまり 峠の 近くの 交通の 要衝で ある。 そうした 

例 は 東北 地方に ことさらに 多い。 山ロ弥 一郎 氏の 説に よると、 駒 を 繋ぐ 所、 あるいは 荷物 や 飛脚 や 駕籠な どの 継 

ぎ 場で あると いう。 そうした 解釈 もで きる が、 狩 言葉に ツナ グ という 語が ある。 イノ シシ ゃシ 力な どの 足 あと や 

傷口から 滴り落ちる 血痕 をた どって、 その 所在 をつ きとめる ことが ツナ グ である。 とすれば、 この ツナ ギ もまた 

交通. の 要衝から 要衝へ とた どる 行為から 出発して、 それが 名詞 化した のか も 知れない と 私 は 推量して いる。 つま 
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り 狩 言葉から 出発し、 それが 変容して いったと みる こと も 可能で ある。 

たまらい  一 

大分県の 竹 田 市に 玉 来と いう 地名が ある。 これにつ いて 柳 田 はこれ は 集合の 意と 解して いる。 『肥 後 国 誌』 に 

よると 狩 集 方と いう 語が みえ、 阿蘇 郡の 旧 古城 村の 小字に 狩 集 村が のこ つてい ると いう ことから 推断した もので 

ある。 狩獵の ときには 多人数の 協力 を 必要と する から、 溜い、 すなわち 集合 地が 地名と なって 残ったと いう。 玉 

利、 田 丸の 地名 もまた これ を 田 余り、 つまり 未 用地の 義 とする の は 妥当で はない とも 述べて いる。 とすれば、 こ 

れな ども 狩 獵に縁 由の ある 地名で ある。 それと ツナ ギとを 一緒にする こと はで きないが、 しかし、 ツナ ギ という 

地名が 狩激に 無縁と は 思われない。 

きょうら ぎ 

八 教良木  - 

ドロ  メキ、 ツナ ギ という 風に キ または ギで 終る 地名に ついて 述べた から 教良 木に も ふれて おこう。 天草 郡の 上 

島の 真中に 教良 木の 地名が ある。 柳 田 はこれ を 清ら 木と 解して いる。 教良木 を京羅 木と か 京 良 城と か教楽 来と か 

きょら ぎ 

宛てる ばあい も ある。 厳 木と 書く の もお なじ ことで ある。 そして 柳 田 は香呂 木、 高 良 木、 など も教良 木から 転じ 

た 語で あると している。 

九 古 賀と牟 田 

まえに 述べた ように、 松 橋から 久具、 豊福 をと おる 道 は 小川 町、 竜 北 村、 宮原 村と 山 ぞい をた どって 八 代 市に 

いたる のが もっとも 古い 道であった。 この 山 ぞいの 道 ももと は 海ぎ わに そっていた。 今日の 鏡 町 や 八 代 市の 一部 

は その 海 を 埋立てた ところで ある。 この 埋立地に 古 閑ゃ牟 田の 地名が みえる の はけつ して ふしぎで はない。 水 俣 

市に も 古賀の 地名が あるが 海岸で ある。 古賀 はまた 久閑 とも 記す。 空閑地で あると される が、 有 明 海 や 八 代 海の 
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ば.^ いば 狼 岸に 多い こと、 か 目立 ゥ ている。 ムタは ユタな どと おなじく 湿地 を さす。 福岡県に 大牟 田の が ある" 

有 明 海で 特筆すべき は、 搦 とか 開と か 呼ぶ 干拓地 名で ある。 その 干拓地 を 柳 河 藩で は 開 (扇形) とよび、 佐賀藩 

では 搦 (矩形) といった という。 まず 海に 捨石 をして おき、 その 石の まわりに 州が 発達して くると、 その 州 をと 

りかこんで 波よ けの 石垣 を 積み立て ていき、 その 石垣の 上と 内側に 土 をのせ て、 堤 をつ くる。 これ を搦と 言った „ 

十 別 府と院 

人 吉巿ゃ 免 田 町、 多 良 木 町な どに は 別府と 呼ばれる 地名が 目につく。 別府 はべ ップの ほかべ フ とか ビ ユウと も 

読ませて いる。 この 別府 という 地名 は 九州に は 百 数十 力 所 あると いわれる が、 とくに 薩摩 半島 や 日向に 多い と考 

えられて いる。 中 野幡能 氏に よると、 別府 は、 別納の 徴符の 荘園と いう 意味で あると いう。 荘園制の 別納の 徴符 

という 文書 名が 別符の もとの 意味で ある。 したが つ て別府 のば あい は 私的な 権限で 荘園 化される ばあいが 多い と 

いわれる。 

そして 熊本県で 別府の 名が 人吉 盆地に 多く 残る の は、 さきに 述べた ように 相 良 藩と 島津 藩との 関係 をぬ きにし 

て 考えられない。 いずれにしても 人吉 盆地に は 中世 的な 地名が 多くの こ つてい る。 

あじ P- 

別府 についで 思い出す のは院 のつ く 地名で ある。 大分県に 安心院と か 湯布院 という 院の つく 地名が ある。 中 野 

幡能 氏に よると、 院は 倉であって 役所で ある。 そして 院の あると ころ は、 ほとんど 国衙の 直接支配 地と なって い 

る。 国の 出先き で 国衙の 年貢 を あつめる 倉で あり、 また 役所であった。 だから 院の つく 地 はみ な 倉院の 支配 地で 

あるが、 律令制が 衰える につれ て、 院の つく 土地 は ほとんど 荘園に なって いく。 そして 大隅、 薩 摩に いちばん 多 

いという。 

『三国 名勝 図会』 に は、 建久八 年の 図 田 帳に ある 院の つく 地名 を ずらり と 並べて いる。 その 中で 現存の 地名と し 
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け どういん  うしく そ 

て は 伊集院と か 祁答院 などが ある。 牛屎院 という 変った 名 も ある。 牛 屎の名 を きらって、 のちに は 牛山院 とした 

らしい。 牛 屎院は 今日の 大口 や 山野 あたり を 指して いる。 

十一 クシ 

鹿児島県に は 串 間と か 串 木 野と か クシが 頭に つく 地名が ある。 串 良と いう 地名 も大 隅に は 見られる。 串 良の ラ 

とか 串 間の マ は 接尾辞と 考えて よい。 南 島に はカケ ロマ、 ハ テル マな ど 語尾に マの つく 地名が 多い。 また 佐賀県 

かから  まだら  、かゥ 

の 玄界灘 に 面する ところに は 加 唐と か 馬 渡と かラの 語尾 を もつ 島々 が ある。 鹿児島県の 長 島の 一 部に 伊 唐 島が あ 

る。 串 木 野の 木 野 はまえ にも 述べた ように キナ、 つまり 焼 畑 を 意味す る。 

では クシと は 何 か。 

沖繮 本島の 東海岸に 久志 という 海 村が ある。 そこ は沖繙 本島で きわめて 不便な 土地と みなされ ている。 山越え 

をす るに しても 大きく 迂回し なければ ならぬ。 この クシ は沖繙 では 後と いう 意味 も ある。 「キ ナ」 の 項で 述べた 

ように、 伊是名 島 は 首 里に 近いから 前 島で あり、 伊平屋 島 は 遠い から 後島で ある。 したがって、 クシと いう 語 惑 

は、 越えた ところ もしくは 後と いう 意味 を もっている ように 私に は 推量され る。 そして 鹿 児 島に 串の つく 也 名が 

散見され る こと は、 南方からの 影響の ように 思う がどうであろう か。 紀 州の 串 本な ども その 一 つか も 知れない。 

話が クシから はずれる が、 沖繮 では 伊平屋と 伊是名の 両島を あわせて 伊平屋と 言う 習慣が ある。 

たとえば、 第二 尚 氏の 創立者の 尚 円 は 伊是名 島の 出身で あるが、 これ を 伊平屋 出身と 史書に 述べて ある。 両島 

を 一 つに みる 観念が そこに は うかがわれる。 そこでお なじ 伊平屋の 中で 前 島と 後島に 分ける ことが 必要に なった 

ので はない か。 前と いう 語に ついては、 東 恩 納寛惇 が 『南 島 風土記』 で 次のように 述べて いる。 

見 世の 前と か 天妃の 前と いう 風に 使用され るが、 ある 特別な 目標になる 地 物 をと つて、 その 界 を 表示す るた 
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めに 手軽な 形で 使われる というの である。 

更に こ こで つけ 加えて おきたい こと は、 沖繙 では 隣接す る 地名 を 併称す る 習慣の ある ことで ある。 

沖繩 ではよ く、 知 念 玉 城な どと となりあわせ にある 村 を 一緒に 呼んで いる。 東 恩 納寛惇 によると、 二 地名の 併 

称のば あい、 併称され る 地名の 下の 方が 主体であって、 上の は 単に 意味 を 限定す る だけの 役目し か果 さない のが 

特徴で ある。 知 念 玉 城のば あい は 玉 城に 主体が あって、 知 念 村に はない。 知 念 村のと なりの 玉 城と いう ことにな 

る。 玉 城と いう 地名が ほかに も 多く あるから、 こうして 場所 を 明確に する ことが 必要になる。 

更に 例 を あげれば、 奄美 群島の 沖 永 良 部 島 を、 薩摩 半島に 近い 口 永 良 部 島と 区別して、 ユン ヌイラ ブと 唱える。 

与論、 永 良 部 島と 言えば、 与論のと なりの 沖 永 良 部 島で ある ことが 分かる。 

隣接した 一 一地 名の 併称 は 東 恩 納寛惇 の 説明に よ つ て 理解で きる が、 それでも なお 残る 問題が ある。 

というの は、 たとえば、 沖繙の 漁師 は ザンの 魚、 つまり ジュゴンが 網に かかった というと き、 「サンの 魚が と 

れ たか」 と 言わずに 「ザ ンが とれた か、 亀が とれた か」 と言う ことがある。 この場合、 「亀が とれた か」 という 

こと は 不要 にもかかわらず、 それ を 併称す ると はどうした 理由に よる ものであろう か。 ザンの 魚と 亀と を 親 縁な 

動物と 見なして、 それ を 一体と する 気持が 働いて いるので はなかろう か。 あるいは ザンの 魚をト ー テムと する 種 

族と 亀をト ー テムと する 種族の 間の 相互 協力と か 双 分 制と 言った ものと つながる 問題が 伏在す るので あろう か。 

いずれにしても 南 島人に は、 この 二 地名 や 二 物 名 を 一体と みなす 観念のう ごきの ある ことが 見て とれる。 それ 

は 『古事記』 の 神代 七 代の 神々 の 併称と 関連が あるか も 知れない。 

十二 阿多 

薩摩 国の 阿多 郡 阿多 郷は 阿多 隼 人の 本拠地で ある。 この 阿多の 地名 はさま ざまに 解釈され ている。 たとえば 朝 
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廷に寇 する ものであった という 説が ある。 しかし 鵜の こと を沖繙 では アタックと 呼ぶ から、 この アタックが 阿多 

にな つ たという 説明の 方に 私 は 魅 かれる。 というの も 阿多地 方の 豪族の 娘と 結婚した 神武 帝 は 大和 東征の 折に、 

鵜 飼の 徒に 助け を 呼ぶ 話が あり、 神武と 鵜 飼の 密接な 関係が しのばれ るからで ある。 

奈良県の 五条 市と 下 市町の 間に 阿 田の 地名が ある。 神武 帝の 東征の コ ー ス にあた ると ころで ある。 鶴 飼 は 南中 

国に はじまり、 その 技術 は薩摩 半島に まず もたらされ たので はなかろう か。 

沖繮 本島 東海岸に も 安田と いう 地名が ある。 久 志より 更に 辺鄙な 漁村で あるが、 この 安田と 薩 摩の 阿多の 地名 

を むすびつけて 考える 奥里将 建の ような 沖繙の 学者 も ある。 久 志と 串 良 や 串 間との 間に 類縁 関係が あると すれば、 

この 説 もまん ざら 捨てが たい もの を もつ ている。 

明治 十四 年に 上 杉 県令が 冲繙 本島 を 巡察した とき、 安田の 海岸に 鵜が いたので、 地元の 人に 聞く と アタックと 

言 つたと い う 記録が その 巡回 日誌に とどめられ ている。 

南 九州、 とくに 薩 摩と 南 島との 地名の 共通な 部分 はかなり あると 見られる。 『大隅 国 風土記 逸文』 の 「# 至の 

里」 の 説明に は、 むかし、 この 村の 中に 海の 洲 があった から それで 必 志の 里と いうと あり、 海中の 洲 のこと を 隼 

人の 俗語で は必 志と いうと ある。 

ところで 干 瀬と いうの は 南 島で は 今日で も 使われて いる 語であって、 ピシと 発音され ている。 また さきに 述べ 

た クシと いう 地名に ついても、 『大隅 国 風土記 逸文』 に は、 むかし 国 をつ くった 神が、 使者に 命じて 国情 を 視察 

させた。 使者 は大隅 郡の 村に、 髪梳の 神が いると 報告した ので、 髪梳の 村と よぶ がよ いと 仰せられた。 それで^< 

し ら 

西 良の 郷 というと あり、 それ を 今 あらためて 串トと いうと 述べ て ある。 

くしら 

この 串 卜が^ 日の 串 良 町で ある こと はいう まで もない が、 櫛け ずる、 すなわち 髪を梳 くこと を 隼 人の 俗語で は 

久西 良と いうと 註して あるから、 ク シ ラ という 語はヒ シ とおなじように 南 島と 縁 由の 深い 隼 人語で ある こと は 推 
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察される。 

ところが 『日向 国 風土記 逸文』 をみ ると、 こんど は 次の ような 記事が 見受けられる 

昔、 力 サム ヮケ といった 人が、 SM に 渡って、 栗 をと つて 帰って 植えた ので、 槺 生の 村と いうが、 『風土記』 

こよ、 俗語に 栗の こと を ikf という、 と ある。 すると クシと は 栗の 意味に もなる。 栗 も 櫛 も 栗の ィガゃ 櫛の 歯が 

出て いると いう 外観で は 共通した ものが あるから、 クシと いう 単語で その 両方の 物 を 表現した のか も 知れない。 

『和名 抄』 にいう 鹿 児 島 郡 t 女 i 郷は 那覇 市の 安里と も 通 音で ある。 彼我の 地名に は 関連が あるか も 分からない。 

その 場合、 この 地名 は 南下した もので、 北上した と は 思われない。 しかも 首 里の 安里に は、 第一 尚 氏の 最後の 王 

の 尚 徳が琉 球で 最初の 八幡宮 を 建てて いる。 とすれば、 それ は 日本 本土の 人た ちが 南下して 安里に 居住した こと 

を 暗示す る。 

那覇 市に 波の 上と いう 地名が あって、 そこに は 波上宮 がま つられて いる。 これ は 明らかに 日本 本土 力ら 勧 請 さ 

れた 神社であって、 しか、 も その 一帯 を 若 狭 町と 呼んだ こと を 考える と、 そこに 日本 渡来の 者が 住んで いた ことが 

推測され る。 それと 同様に 安里 もまた 日本から きた 人 たちのた まりと な つていた かも 矢れ なレ 

沖繙 本島の 東海岸の 佐 敷が 肥 後の 佐 敷と 関連の ある こと を 指摘した の は、 『椿 説 弓 張 月』 を 書いた 曲亭馬 琴で 

あり、 その あと 折 口 信 夫が、 その 関連す る ことの 意味 を 更に 追跡した。 このように 地名 は 移住者の ル ー ッを つか 

む 証跡と なる。 
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伝承に ちな む 地名 

1 地名の 移動 

熊 本 市の 南に ある 宇 土の 地名 はどうい う 意味 を もつ ものであろう か。 『地名の 語源』 (鏡 味完 二、 鏡 味 明克) をみ 

ると、 ゥト かゥト ー と 呼ばれる 地名に は ほぼ 四つの 意味が ある。 一 つ は 低くて 小さい 谷、 あるいは 袋 状の 谷、 せ 

まい 峠道な どで ある。 二つ は、 連峰、 鈍 頂の 山 や 丘で ある。 三つ は 崖で ある。 四つ は 洞穴で ある。 熊本県の 宇 土 

市の 地名が このい ずれに 由来す る もの か、 よく 分からない。 ただ その 地形 を 見る と 東に 木 原 山 を 背負い、 西に 宇 

土 半島 を 控えた ところで ある。 大分県と 宮崎県の 県境に 近く 宇戸 崎が ある。 宇 土 崎と も 書いた。 また 大阪府と 和 

歌.： if 県の 県境に 近くの あたり を寃砥 というと 『古事記』 に 記されて いる。 ここに は 今 も 淡 輪 や 深 日な どの 古い 也 

名が 残されて いる。 深 日 港 は紀貫 之の 時代から 現在に いたる まで、 淡路島 やその 南の 沼 島と 紀の 川す じ をむ すび 

つける 航路の 発着 点と なって いる。 これらの 地名、 すなわち 肥 後の 宇 土、 豊 後の 宇戸、 和 泉の 莬砥に 共通な の は、 

近くに 岬 を 控えた 狭隘な 地形 だとい うこと である。 これに 比べ て 日向の 鵜 戸神 社の ある 鵜 戸窟は 明らかに 洞窟 を 

意味して いる。 

さて、 前に 地名の 移動に ついて 触れた が、 ここに 興味の ある 事実が 見つかる。 鹿児島県の 西海岸に 面した 川 内 

川の 北辺に 高 城と いう 地名が 今 も 残って いるが、 『和名 抄』 に は 薩摩国 高 城 郡の 鄉 名に 合 志、 飽多、 f 于土、  万 

の 四郷が 記載され ている。 一体 それ は 何 を 物語る ものであろう か。 井上 辰 雄 氏 は 『火の 君』 の 中で 薩摩 国の 肥 後 

国に 接する 地域で ある 出水 郡と 高 城 郡 は、 薩摩隼 人の 鎮圧 を 目的と してお かれた 特別 政治 区画で あり、 そのため 

に国衙 のお かれた 高 城 郡に 肥 後 国の 合 志、 飽田、 託 麻、 宇 土の 四 郡の 人民が 送り こまれた。 o」 こにいう 合 志 は 


前の 合 志 郡で 現在の 菊池巿 及び 菊 池 郡、 飽多 は飽田 郡で 現在の 熊本巿 及び 飽託 郡、 託 万 は 託 麻 郡で おなじく 現在 

の 熊 本 市 及び 飽託 郡、 宇 土 は 宇 土 郡で、 現在の 宇 土 市と 宇 土 郡。) 肥 後の 郡 名が 薩 摩の 高 城 郡の 郷名 となった の 

はこうした 理由に もとづく ものである という。 それの 証拠 は 天平 八 年の r 薩摩 国正税 帳」 に は 出水 郡と 推定され 

る 郡に 大領の 肥 君の 署名が あり、 また 薩摩 郡の 郡 司に も 肥 君の 名が 見付かる。 これら 肥の 君 は 隼 人 鎮圧の 尖 兵隊 

長であった と考えられる。 

同様な こと は大隅 国の 桑原 郡に ついても いえる。 『続 日本 紀』 に は、 「和 銅 七 年、 隼人昏 荒、 野心に して 未だ 憲 

法 を 習わず、 因って 豊前 国民 二百 戸 を 移して、 相 勤め 導かし む」 と ある。 つまり 隼 人の 心が 暗愚で あり、 理智が 

劣り、 法律 を 知らないので、 豊前 国の 人民 二百 戸 を 移して、 隼 人 を 教導 させた という ものである。 大隅 国の 国衙 

が 置かれた 桑原 郡の 豊国郷 がその 場所で あると 考えられる。 豊国郷 は 『地名 辞書』 によると 西 国 分 村で あり、 大 

隅 正 八幡宮と 称せられる 鹿 児 島 神宮の 所在地と みられて いるから、 今日の 行政区画 では 隼 人 町に 属する と 推定 さ 

れる。  、 

桑原 郡の 郷は 八つ あるが、 その なかには、 さきの 豊国郷 を はじめ、 大分 郷 (豊後 国大 分 郡)、 答郷 (豊前 国の 

上 毛 郡の 塔 「多 市」 郷)、 仲 川 (豊前 国 仲 津郡仲 津郷) などの ように、 豊前豊 後の 郷名を 思わせる ものが すくな 

くない ことが、 井上 辰 雄 氏 や 中 村 明 蔵 氏に よって 指摘され ている。 そして 今日の 国 分 巿ゃ隼 人 町が 大隅 国の 桑原 

g 郡の 中心に あたって いる こと は、 そこに 国府 や 大隅正 八幡宮が 置かれて いる ことで も 分かる。 『地名 辞書』 によ 

§ ると、 養老 四 年の 阜 人の 反乱のと き、 宇佐 八幡宮に 祈って 平定す る ことができ たので、 それから 大隅正 八幡の 威 

細 徳も かがやく ようになった という。 それまで は そこに 土着の 神社が あつたと 吉田東 伍 は 考えて いる。 この 養老 四 

年の 反乱で は阜 人に 死傷者が 多く 出た ことから 正 八幡宮で 放生会 をお こなうよ うにな つ たという 伝承が ある。 白 

7  - 

I 尾 国 柱の 『倭 文 麻 環』 をみ ると、 大 隅の 国 分 は、 昔の 国府であって 今 も 府中 村 を クフと 称する と ある。 国府の 痕 
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跡はなくて も、 このように 地名に よって その 所在 を 類推す る ことが 可能で ある。 

おお ひと 

ここで 申し添えて おきたい こと は、 大人の 隼 人が 手下 を ひきいて、 ャ マト タケルに 抵抗した ことがあった。 ャ 

マト 朝廷の 軍が 神楽 を 奏した ところ、 隼 人た ち は 手を拍 つて 楽しみ、 城 を 出て きた。 それ を 目が けて ャ マト タケ 

ルの 軍が おそいかかり、 隼 人 を 誅殺した というので、 国 分の 上 小川 村 を 流れる 川 を 拍子 川、 そこに かけられた 撟 

を 拍子 橋と いうと 伝えて いる ことで ある。 『常 陸 国 風土記』 にあ やかった 記事で あるが、 この 大人の 隼 人が 今日 

の 大人 弥 五郎で あると され、 大人 弥 五郎の 祭りが 鹿児島県 下で おこなわれ ている こと は、 たんなる 付会とば かり 

は 考えられないよう である。 『三国 名勝 図会』 によると、 「野 口村 (国 分巿) の 枝 之 宮は隼 人の 四肢 を 埋めて 祭り、 

あるいは 大人 弥 五郎の 四肢と もい へり、 一説に 四肢と は 四肢 を 分ち 埋めて、 諸 所 神に 崇む、 其の 霊 を宥る 所と い 

ふ」 と ある。 柳 田 国 男の いうよう に弥 五郎の 五郎が 御霊と 関係す る こと はこの 例で も わかる が、 それ はとお く 宇 

佐 八幡宮の 放生会の 起源と もつな がるので あろう。 

一 一 耳と 耳 取  -, 

『俊 文 麻 環』 に は 八 百 比丘尼の 話が 述べて ある。 柳 田 国 男 も 「東北 文学の 研究」 の 中で 挙げてい る 例 だが、 筑 

前荘 浦の 仙女の 話で ある。 筑 前遠賀 郡の 浦人が 陶器 を 積んだ 船で 奥州の 津軽 にいった ところ、 そこに 女が いて 自 

分 もお なじ 荘 浦の ものと いう。 段々 に 話 を 聞く と、 六 百年 も 前、 女 は 故郷で ほら貝 をた ベた ところが、 それから 

一向に 年 を とら なくなり、 津 軽の 果 まで さすらい 歩いた と 身の上 話 を 打明けた。 その 故郷に は 神 功 皇后が 三韓 出 

兵の 折に、 洞 海 湾で 船が 坐礁して 進む ことができ なくなつ たので、 船 を 繋留した という 松の木が 残って おり、 そ 

の 松の木の 下に 貴 船 社が あって、 その 神社に ほら貝 を 納めた とも 女 はい つ たという 話で ある。 

責船 社と いう 神社が 今でも 残って いる こと を 私 は 石井忠 氏の 報告に よ つ たたし かめて いる。 私が 今 問題に しょ 
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うとす るの は 『倭 文 麻 環』 に 次の ような 話が付 記されて いる ことで ある。 神 功 皇后 は 船が すすま なくなつ たので、 

神 八 井耳 命の 末裔に あたる 多 氏に 舟の 神 を まつらせ、 自分 は 松 を 植えて、 後々 の 代の しるしと した。 神 八 井耳 命 

の 苗裔で ある 多の 武諸 木の 末裔の、 多の 武乙 隅の 子の、 多の 諸 乙 麿と いう 人が 天 喜の 頃に そこに 住んで いたと い 

う 話が 伝わって いて、 多 氏の 屋敷が 残って おり、 諸 乙 麿が 住んで いたと ころ だから、 今 も 乙 丸 村と a- んで いるが 

これが 荘 (庄) の 浦の 本 村で あると 記されて いる。 

乙 丸と いう 地名 は 現在 も みられる。 私が 興味 を おぼえる の は、 ここに 多 氏に 関する 伝承の ある ことで ある。 多 

氏が 申 八 井耳の 末裔で、 伊勢の 舟 木の i^o 同祖で ある こと は 『古事記』 に 記されて おり、 また 多 臣の武 諸 木の 名 

は 景行紀 に 出て くる。 武諸 木は豊 前の 香 春 付近で 活躍した と 想定され る。 こうした 記事から みれば 筑前荘 浦 

(現在 北 九州 市) に 多 氏の 末裔が 住んで いたと いうの も ふしぎで ない が、 多 氏に 舟の 神 を まつらせ たという 伝承 は、 

多 氏の 性格の 一端 を 伝えて いる、 とくに 注目すべき 点で あると 私 はおもう。  ， わ みみ 

多 氏の 祖の神 八 井耳 命 は、 神武 帝の 子どもで ある。 長兄 は 手 研 耳 命、 仲兄 は 神 八 井耳 命、 末弟 は 神 淳名川 耳 命 

である。 手 研 耳 命の 母 は 日向 国の 吾田 邑の 吾平 津媛 となって いる。 そこ は 前に 触れた ように、 吾田 隼 人の 本 貫で 

ある。 宮崎県に 耳 川と いう 地名が ある。 その 川口の 美々 津は 神武 東征の 出発点と いう 伝承 を もっている。 そこに 

耳の 字が つく ことに 注意したい。 薩摩 半島の 枕 崎 市の 東端に も 耳 原と 名のつ く 地名が ある。 

つぎに 耳 取と いう 地名に つ いて は 柳 田が 次のように 述べて いる こと を 紹介して おく。 

「九州で は 南端 薩 摩の 坊津 から、 鹿 籠の 枕 崎に 越えて 来る 境の 嶺が耳 取 峠であった。 開 聞 岳 を まともに 見る 好 

風景の 地で あつたが、 冬 は 西北の 寒風が 烈しく 吹きつけて、 耳 も 鼻 も 吹き 切る ばかりであった 故に、 こんな 名 

前 をつ けたと 説明 せられて ゐる。 それが 始めて この 名 を 呼んだ 人々 の、 心 持でなかった こと は 確かで あるが、 

さりと て 三 河 や 岩 代の 妖 怪談が、 全国 無数の 耳 取の 由来 を 説明し 得べ しと も 思 はれぬ。」 
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ここで 耳 取と しう 地名に は 自然の 強風 地帯と はちが つ た 意味が ある こと を 柳 田 はいおうと している ので ある。 

耳 塚 は 捕虜の 耳 を 切り取つ たもの を 埋めた 塚 だとい うのが 通説で ある。 しかし 柳 田 はそうと ばかり は 考えない。 

耳 塚 は 耳 を 切りと つて 神に ささげた 信仰の 遺習で ある。 更にと おく は 神に いけにえ を たてまつる 風習が あつたの 

であろうと 類推す る。 したがって 耳 取と いう 地名に もまた、 風が 烈しくて 耳が ちぎれ そうに 寒い というのと は 別 

の 意味が ひそむ 場合が ある こと を 柳 田 は 指摘して いる。 柳 田 は 地名に こだわる ことにつ いて 次の ような 釈明 を 試 

みている こと は、 地名に 関心 を 抱く ものと して 見の がす わけに はいかない。 

「全くつ まらぬ 小さな 問題に、 苦労 をす る 人 もあった もの だ。 実際 どう だってい いぢ やない か 知らぬ が、 こ 

れが はっきりせ ぬと 我々 の 前代 生活に、 闡 明せられ ぬ 点が 一 つ 多く 残る ので ある。 史学 は あらゆる 方法と 資料 

と を 傾けて、 久しい 努力 を 続けた けれども 徒労であった。 平民の 過去の 暗 さは 神代 も 近世 も 一 つで ある。 もし 

他に すこしで もた どるべき 足跡が あつたと すれば、 これ を 差しお いて 今 さら 何物の 来る を 待た うか。 しかも 地 

名 は 有力なる 国民の 記録であって、 耳 取 は 至って 単純なる 二つの 語の 組合せに 過ぎぬ。 各地 別々 の 動機に 基い 

て、 結果ば かりの 一致 を 見る とい ふこと がない 以上、 必ず 全国 を 通じて かって はさう いふ 名称 を 発生す る だけ 

の、 一般的 生活 事情が あった ものと してよ いので ある。 それ を 尋ねて 見ようと する の は、 別に 無益の 物ず きで 

もない と 思って ゐ る。」 

柳 田の この 言葉 は、 地名に 取り組んで いる 者の 心情 を 代弁した ものと いっても 差支えない。 しかし 山ロ弥 一郎 

氏の 『開拓と 地名』 によると、 耳 取と いう 地名 は、 岩 手、 秋 田、 山形に もかず 多い。 とすれば 柳 田の 信仰 起源 説 

は 再考 を 要する と 私 は 思う。  . 

 11.1 香 春と 高 良   —  ，  ：   
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さきに、 多 臣の祖 の武諸 木の 活動の 舞台 は豊 前の 香 春 付近で あると 述べた が、 それ は そこに 登場す る 神 夏 磯 姫 

なつ そ  なつよし 

の 名が 香 春の 西に あたる 夏吉の 地名と 通 音で あるから である。 夏 磯と 夏吉は 音が 似通って いる。 夏吉に は、 神 夏 

磯 姫の 塚と 伝える ものが ある。 また 武諸 木に 敵対した 麻剝 という 賊の名 は 香 春の 西南に ある 麻 払 川と いう 地名と 

通 音で ある。 すなわち 麻 剝が麻 払と いう 風に 訛った と 見られる。 ところで 香 春と はどうい う 意味な のであろう か。 

『豊前 国 風土記 逸文』 によると、 この 河の 瀬 は 清い。 それで 清 河原と いったの が、 なまって 鹿 春の 郷と 呼ぶ よう 

になった。 新羅の 国の 神が この 河原に 住んだ。 それで 鹿 春の 神と 名 づけた という。 こうした 文章から 見れば 香 春 

は 河原に 由来す ると みられる。 力 ワラ または ゴ ー ラは礫 地 や 川床、 あるいは 川 そのもの をい う 所 も ある。 ゴ ー ラ 

は 石が ごろごろ している 所、 石 地 や 河原 を 指す と 『地名の 語源』 は 記して いるから、 香 春 もそう した 意味 を もつ 

かも 知れない。 しかし また 別の 解釈 も ある。 『物 部 氏の 伝承』 を 書いた 畑井弘 氏の ように、 鹿 春と 軽 を むすびつ 

けて 考える こと もで きる。 軽 は 朝鮮語で 刀と か 包丁 を 指す。 また 香 春で は 銅が 採れた。 採 銅 所と いう 地名が 残つ 

ている。 銅 は 朝鮮語で カグ である。 村 はフレ とか ボルで ある。 そこで 銅の 村、 カグ ボルが 香 春の 地名の 語源で あ 

ると する 解釈 も ある。 それにた いして 私 は 香 春と 高 良 は 共に 頭に 由来す るので はない かと 推測して いる。 人間の 

頭 を 方言で ゴ ラ というの は 私の 郷里の 熊 本な どで は 今日で も 使われて いるが、 ゴ ラはゴ ー ラ、 あるいは コ ー ラに 

由来す ると みられる。 ゴ ー ラ とか コ ー ラはカ ワラの 変形 だと 思われる。 頭目 を 力 ワラと 呼ぶ の はかって 琉 球で 見 

られ た。 琉球王 府に弓 を 引いて 殺された ことで 知られて いる 八重 山の 頭目 は、 ホン ガワ ラ赤 峰と よばれた。 

稲村 賢 敷 は 『琉球 諸島に おける 倭寇 史跡の 研究』 の 中で 日本語の 「力 シラ」 が 長音 化して 宮古 では 「力 ァラ」 

又は r ガ 1- ラ」 と言うよう になった という。 つまり 倭寇が 南海に 活躍した 頃、 宮 古島に 渡来した 日本人が、 その 

仲間の 頭 梁に 対して 「力 シラ」 と 称して いたので、 島民 はこれ を 島 語の 訛りに 依って 「力 ー ラ」 又は r ガ ー ラ」 

と 称した。 その 意味 は 日本語の 「力 シラー と同じように 仲間の 頭目と いう 敬称の 意味が あつたの である。 これが 
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次第に 日本人 全部に 対する 名称と なり、 そして その子 孫 もこれ を 誇りと して 継承す るよう にな ひ たと 稲村 賢 敷 は 

いう。 私 はまえ に 沖 永 良 部 島の 地名に ふれて、 後蘭 孫 八と いう 日本 本土から 渡来した 人物の 後蘭 (グ ラル) は 頭 

に 由来す る 語で あると いう 説の ある こと も 述べた。 稲村 は 横 井 時 冬の 『日本 商業史』 につぎ の 記載の ある ことに 

注目して いる。 「当時 支那で は 倭寇の 隊長に ついて 日本 甲螺と 称して 畏怖した。 甲 螺は猶 頭目と いうが 如し、 加 

志 良 音 甲螺に 近し。」 倭寇の 頭目 は 甲螺と 呼ばれて いた ことが この 記事で 分かる。 

さて 高 良の 名で とくに 有名な のは筑 後の 高 良 山で ある。 『地名 辞書』 によると、 高 良 はもと 古羅と 記した とい 

う。 そして 古 羅はカ ワラの 意で あり、 力 ワラ は 甲胄の 古名で あると する 新 井 白 石の 説 をと りあげて いる。 しかし 

この 力 ワラ を 頭目の 意と も 解す る ことができ るので はない か。 屋根 瓦 を なぜ 力 ワラと いうか。 亀甲 も 甲胄 も 身に 

よろう ものと して 力 ワラで あるから、 屋根 を蔽 うに も 力 ワラが あって ふしぎで はない。 しかし、 こだわる わけで 

はない が、 高 良 山が 頭目の 居住地と いう 意味で コゥラ あるいは 力 ワラと 呼ばれた とも 考えられ なく はない。 稲村 

賢 敷 は、 カクラの シが 抜けて 長音 化し 力 ー ラ となった というの であるが、 九州で も 方言で、 頭 を ゴラと 呼んで い 

る 例から みると、 コゥラ とか 力 ワラに カクラ (頭) の 意味 を 付与す る こと は 俊 寇とは 無縁に 発生した ものである 

と 考えて 差支えない。 筑 後の 高 良 山も豊 前の 香 春 も、 古代に 有力な 渡来人が 移り 住んで いた こと はたし かで ある。 

筑 後の 高 良 山 は 物 部 氏の 本拠で あり、 祭神 も、 一説に 物 部 氏の 祖を まつる とされる。 

四 クニ サキ 

『日本の 地名』 (松 尾 俊郎) は クニ サキの 地名 をと りあげて、 国 崎 は 陸地の 端、 すなわち 海岸の ことで あると 言つ 

ている。 この 説に 異論 はない が、 そういう だけで は、 国 崎にたい する 視線 はさ だかで ない。 私の 考えで は、 ク 

くにさき  うなで 

-1 サキ というの は 海上から みた 国 (陸地) の 突出 部で ある。 景行紀 に 国 前臣の 袓の莬 名手の 名が 出て くる。 した 
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、かひて 『日本書紀』 の 書かれた 当時、 国 前の 語が あった ことが 分かる. - 国 前半 島が 豊予 海峡 をと おる 海上 生活 者 

にと つて は、 眼前に 展開す る 陸地で あり、 船が かりの 場所であった こと はいう まで もない。 その 陸地に クニ サキ 

の 名前が つ けられた の は、 海上から 陸地 を 望見す る も の の 視線が こめられ てい ると 私 はおもう。 

「伊勢の 術 s^、  ife の 鎧、 ぎ^ 大王が なけり やよい」 と 歌に うたわれた 鳥 羽 市の 国 崎 は 海の 難所の 一 つで あり、 

暗礁の 多い 海岸な ので 海人に おそれられた。 したがって 海上から 国 崎の つき出した 陸地 をみ る 海人の 思い はふく 

ざつであった にちがいない。 

越後の E4 山な ども、 海上 交通 者の 眼に とまった 山であった。 そこ は弥彦 山塊の 一端 を 形成して いる。 私 は 佐 

渡からの 帰途、 船の 上から 海ぎ わにせ まった 弥彦 山塊の 姿 をみ たが、 それ は 異様な ほどに 目立って いた。 こうし 

たこと から 古代の 船び とが その 山の 一 部 を 国 上と 呼んでも おかしくな いこと を 確かめた。 因幡の 岩 美 郡に も 陸上 

という 地名が ある。 『古事記』 に崇神 天皇の 時、 日子 坐 王 を 丹 波 国に つかわして、 玖賀 耳の 御笠 を 殺した という。 

吉田東 伍 は 『地名 辞書』 で、 「今の 三 丹 地方に は^ 賀 耳の 地名な し。 玖 賀耳は 国 神の 義か とも 云う。 国 神の 御笠 

が ここに 罟、 > け るに より、 後の世まで クガミ の 名 をの こした る にゃあら む」 と 述べて いるが、 むしろ それ は 逆で 

国 (1) というと ころに いた 耳の 名のつ く 酋長と いう 風に 解すべき であろう。 そして 国 (陸) というの は 海上 か 

らの 命名で あると 私 は 思う。 は 海岸の 地名で あるが、 因幡から 但 馬の 海辺に かけて は、 岩 美、 陸上、 居 組、 

香 住な ど 語尾に ミの つく 地名が 多い。 これ は 一体 何 を 意味す るの か 分からな いが、 偶然と も 思われな- - 

柳 田 国 男 は 『雪国の 春』 の 中で 次のように 述べて いる。 

r ヲガ という 地名の 今も存 する の は、 第一 には筑 前の 岡の 湊 即ち I 戶屋を 中心とした 現在の 遠賀 郡の 海 角で ある- 

陸 前の 牡鹿 郡 は 久しく ヲシ 力と 訓み、 鹿が 多かった 故と 説明 せられて 居る。 成程 それ も 確かな事実で、 独り 金 

華^の 神社 こ 此獣を 放 養す るの みならず、 土中の 古物に も 角 器 骨 器の 鹿に 属する ものが 至って 多い。 併し それ 
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は 単に 後に 牡鹿と いい 男 鹿と いう 漢字 を 宛て 始めた 理由と いうば かりで、 ヲガ という 名 は 三ケ所 共に、 海に 突 

き 出した 地で あるの を 見る と、 陸地 を 意味す るヲ 力が 元であって、 海 角なる が 故に 最も 早く 目に 入った 陸地、 

即ち 海上に 在る 者の 命名す る 所で あり、 従って 海から 植民 せられた 土地と 見て よい やうに 思 ふ。」 

男 鹿、 牡鹿、 岡 (の 湊) が 陸 を あらわす とすれば 国 上、 国 東 もまた 海上から みたと きの 陸地に ほかなら ない こ 

とが 推論され るので ある。 

五 岩礁の 呼称 

海中の 州 を 隼 人語で 必至と 呼ぶ という 『大隅 国 風土記 逸文』 は 前に 紹介した が、 岩波 版の 『日本 古典文学 大 

系』 の 頭注に よると、 鹿児島県の 志 布 志 湾に 面する 菱田 川の 河口に ある 大崎 町菱 田が その 遺 称 地であろう かと 言 

う。 沖繙 では 今日で も 海中の 岩礁 をピシ とか ピ ー と 呼んで いる こと はすで に 述べた。 ところで 海中の 岩礁 を あら 

わすのに は、 ふつう 瀬と か砮 とかが 用いられる。 そのほか 鯛 根、 鰌 根な ど、 根と いう 語 も 岩礁 を 意味す る (『地 

名の 起源』)。 

『古事記』 に 「由 良の 門の、 とな かの いくり に」 と ある。 とな か は 渡 中であって、 海原の 只 中の こと、 いくり の 

いは 海中の 岩 を さす。 このばあい、 いくり のい は 発語と みられる。 くりが 何で あるか は 不明で あるが、 家 を 建て 

ると きに 使用す るく り 石の くりと も 同じ 語源で あると 考えられる。 そうして くりだけ でも 岩礁 を あらわす。 それ 

をぐ りと 溝って いうば あい も ある。 ちなみに 八重と いう 語 は、 丘陵 地の 原野 を も 意味し、 南 九州に 多く 見られる 

語で ある。 『入来 町史』 によると 入来 町内に も 八重と いう 地名が 多い。 ところが 戦後、 八重 開拓 団、 八重 小学校、 

八重 放牧 場 等 はみ な ヤエと 呼ぶ ようになり、 ハ ュの 高雅 明朗な 響きが 忘れられ たの は 全く 惜しい と 『入来 町史』 

の 筆者 は 嘆いて いる。 


14 う 西南 日本の 地名 


海岸の 突出 部に 鼻の 地名が つく こと はあり ふれて いて ここに 記す ほどの ことで もない が、 串と いう 地名の つく 

こと も 見の がす こと はでき ない。 鹿児島県で いえば、 志 布 志 湾から 大隅 半島に さしかかる ところに 小 串が ある。 

鹿 児 島 湾の 喜 入 町に も 瀬々 串が ある。 薩摩 半島の 坊の 津に久 志、 その 北に 串 木 野、 そして 長 島に ある 幣串 または 

审奇、 高 串 崎な どが そうで あり、 五島の 福 江 島に も 糸 串 鼻が ある。 熊本県で は 大矢野 島に 串と いう 地名が ある。 

天草の 御所浦 町に 串ケ 崎、 上 島の 竜 岳 町に 高 串、 下 島の 五和 町に 小 串が ある。 対 馬に は 上 県 郡に 櫛が ある。 愛媛 

県に は 佐 田 岬 半島に 串が ある、 また 北 宇 和 郡に 家の 串が ある。 これまで あげた 例 はすべ て 海岸に あると いう こと 

に 共通した 特色が みられる。 私 は 前に クシが 南 島 語に 由来す ると 推論した が、 これらの 地点 は 南 島の 海人 族の 足 

跡と 縁 由 を もった 場所な のか、 さて は 地形に よる もの か、 にわかに きめが たい。 『地名の 語源』 に は クシ、 クジ 

は 「越す」 という 意味から、 砂丘 や 小 丘な どの 「長く 連なった 高まり」 の 地形 語で あると 説明され ている。 私 は 

戦後 一年ば かり 長 島の 幣串 という 漁村に 住んで いた ことがあ るが、 たしかに 岬の ある 海岸であった。 しかしそう 

した 風景 は どの 海 村に も 見られる もので 別に とりたてて 言うべき もので はない。 一 つ 考えられる こと は、 朝鮮で、 

長 山 串な どのように 岬に 串の 字 をつ ける ことで ある。 しかし それ とても 九州、 四国な ど 黒潮の 洗う 海岸に 串の つ 

く 地名が ある ことの 充分な 説明に なりそう もない。 クシが 果してい かなる 意味 を 包み かくして いるか、 それ はこ 

れ からの 課題の 一 つで ある。 

六 白 川 

熊 本 市の 市中 を 流れる 白 川 は、 戦後 大水 害 を 引き起して 以来、 悪夢の ような 印象 を 市民の 脳裏から まだぬ ぐい 

去る ことができないで いるが、 私の 少年 時代に はいかに も 清々 しい 流れであった。 南 千 反 畑 町に 住んで いた 私 は』 

白 川に かか つ た 明 午 橋の 上から 朝夕に 阿蘇山 を 眺めた が、 白 川 は 何に 由来す るかと いう ことな ど 考えて みた こと 
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がなかった。 そのい われ を 知る ようにな つたの は 『肥 後 国 誌』 を 開いて からの ことで ある" 

年 ふれば わが 黒髪 もしら 川の みつはく むまで なりけ るかな 

という 檜 垣嫗の 詠んだ 歌 は 世に 知られて いる。 檜 垣 娠 は 藤 原 清輔の 『袋 草紙』 に は 「肥 後の 遊君で 年老いて 落 

ちぶれ た 女」 と あり、 その 伝承 は 熊 本巿を 貫流す る 白 川の ほとりから 金峯 山な ど あちこちに 残って いる。 檜垣嫕 

は筑前 太宰府に も 住んだ と 伝えられ、 右の 歌 は 太宰府 を 流れる 白 川の ほうが ふさわし いという 説が ある。 いずれ 

にしても 伝説 中の 人物で ある ことに 変り はない。 この 歌で は、 黒い 髪が 白くなる までとい う 意に かけて 白 川 を も 

ち 出して おり、 また 「みつはく む」 とは瑞 歯が 生える ほどの 老齢に なった と 解され ている が、 折 口 信 夫の 説く よ 

うに 「みつは」 つまり I 水 波 女」 とか 「みぬ 女」 とよ ばれる 水の 女神が 神聖な 水 を 汲む というの が 原義で あると 

すれば、 この 一首の 様相 はがら りと かわって くる。 みつはの 水と いうの は 若返りの 聖水 なのであって、 それと 白 

川の 「白」 とが 対応す る ことになるの である。 折 口 信 夫 は 皇子 誕生のば あいに、 とりあげ 婆さんの 役 をす る 「く 

くり ひめ」 は 「みつは」 のた ぐいの 神で はない かと 言う。 ここで 加賀の 白山が きくり (くくり) 姫 を まつって い 

る こと を 思いお こす。 つまり 白山の 白に はよ みがえ ると か、 生まれ かえると か、 若返る とかの 意味が こめられて 

いる。 こ の 白 川 ぞいに 黒髪と いう 地名が 今 も 残 つてい る。 白 川と いう ことばと 黒髪と いう ことばと は 対応す る も 

のと 考えられる。 かって 旧制 五 高の 寮歌に うたわれた 立 田 山 は、 ふるく は 黒髪 山と 呼ばれて いたが、 清 原 元輔が 

肥 後 守と なって 下向した とき、 立 田 山と 名 を 改めた といわれる。 

七 ャブサ 
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井上 辰 雄 氏の 『熊 本の 地名』 は、 天草の 河 浦 町 新 合の 立 原に ャブサ という 地名の ある こと を あげてい る。 また 

そこに ャブサ 神社が あり、 今 は 稲荷 神社が まつられ ている という。 このような 神社 は、 I 戶北郡 田 浦 町の 志 水と い 

う 部落に も あると いう。 鈴 木棠三 氏の 『ャブ サ考』 によると、 肥 後で 八 房 神社の あると ころ は、 菊 池 郡 花房 村、 

八 代 郡 高 田 村、 下 松 求 麻お よび 上 松 求 麻、 球 磨 郡の 渡 村 や 神 瀬 村な どが あり、 下 益 城 郡の 豊福 村の 穀佐菅 原 神社 

も その 例に 入る という。 ャブサ または ャボサ を 称する 叢祠が 九州の 西海岸に 多く みられ、 その 南限 は 沖 繙の玉 城 

村にまで および、 そこに ャブ サッの 岳が 見える の は、 前に 述べた ことがある。 

ところで ここに ャブサ を 取り上げ たの は、 井上 辰 雄 氏が 「古来の 水神 (竜神) に対する 信仰 圏に、 新しく 天台 

系の 山伏の もたらす 八 房八大 竜王の 信仰が 習 合して 成立した のが、 ャブサ 神であった」 といって いる こと を 少し 

く 検討して みたい からで ある。 山 口 麻太郎 氏の 「1 它岐 における ャボサ 神の 研究」 をみ ると、 ャボサ は 「海岸に も 

無く 奥山に も 無く、 又 高山の 頂上に も 無い」 と 述べて ある。 およそ 百 例 ある 士 1^ 岐の ャボサ 神社の 中で 水辺 を 示す 

地形 的 名称の ものが 八 例 あるが、 しかし ャボサ 神が 水辺 を 好む という 事 は 言えない。 人家の 付近に 鎮坐 する 神と 

しての 現象 以外の 何もので も あるまい、 と 山 口 氏 は 言う。 また 天台 ャボサ と 言っても けっして 特殊の ャボサ では 

なく、 天台 派の 陰陽師が やや 丁寧に 呼称した に過ぎないの ではない か、 とも 言って いる。 天台 系の 山伏が そこに 

参与して いると はいえ、 天台宗の 信仰から 天台 ャブサ の 名が 出た と は 言いが たい もの を 感じる の は、 山 口 麻太郎 

氏が 指摘して いるよう に、 天道 神と ャボサ とが 共存し、 対立して いると いう 事実が あるから である。 ここに 天台 

は 天道の 訛りで あると 考える の は、 読み過ぎであろう か。 ャブサ と 呼ばれる 叢祠の 起り は 明確で はない が、 もと 

もと 埋葬地で あ つ たという 説が あり、 それでなくても 森 や 林 を 神聖な 地と 見る 原始 神道に 由来す ると 考える ほう 

が 適切で あると 思う。 
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八 不土野 

数年 まえに 宮崎県の 椎葉 村に いって 猪の 話 を 聞いた とき、 不土 野と いうと ころに 一泊した ことがある。 それ 以 

来 この 地名が 妙に 気に かかって いた。 柳 田 国 男の 『地名の 研究』 をみ ると、 山中に フ ドノと いう 地名が 目につく 

が、 それ はホド 野であって、 両 山の 間の 低地で 耕作 民 居に 適する 場所の 義 であると いっている。 柳 田に も曽 遊の 

地で ある 椎葉 村の 不土 野が 果して 耕作に 適する 土地 か、 私に は 疑わしい と 思われる けれども、 ただ そこが 椎葉を 

流れる 耳 川の 上流に あって、 その 峠を越 えれば 球 磨 川の 上流に つながる 場所で あり、 わずかな 山間の 平地 をな し 

ている こと はみ とめられる。 フ ドノに は府 殿、 風 道 野の 字 を あてる こと も ある。 また 保戸ケ 野と か程ケ 原な ども 

同様の 意で ある。 横 浜 市の 保土ケ 谷な どもお なじ 理由で つけられた 地名で ある。 つまり そこ は 窪地で あり、 人体 

の ホトと 共通の 語源 を もつ。 富士、 布 土、 富 戸と 宛字して フト をよ み、 発 戸、 風 戸、 払 戸と 書いて フットと よま 

せる 地名 も 例外で ない と 柳 田 はいい、 伊予 越智 郡の 布 都 神社の 布 都な どもお そらく フト であろうと 述べて いる。 

井上 辰 雄 氏 は 熊本県の 山 鹿 市の 不都 原と いう 地名に ついて、 この 不都 をが ^ の 御 魂の フッと 解して、 それ は 邪 

霊 を しりぞけ、 鎮魂の ための 刀で あると みなす。 つまり 山 鹿 市の フッ原 も、 神の 降臨され る 聖域であって、 おそ 

らく 刀剣 を ご 神体と して 祀 つた 跡と 考えて よいで あろうと 推論して いるが、 果してそう であろう か。 そこ は 『把 

後 国 誌』 にいう 山 鹿 手 永の 保 田 多 村と か、 熊 本の 東に あたる 保 田 窪な どの 地名と 共通な 地形に あると ころで はな 

いだろう か。 保 田 窪 はホト とクボ とていね いに 二重の 言葉 を 重ねてい る。 それにしても 同様な 地名が 全国に 普及 

し 分布して いる こと は 1 見あたり まえのよう でありながら、 仔細に 考える とま ことに ふしぎで ある。 昔の 人た ち 

の 生活 は 部落の 中に 限られて いて、 その外に 出る こと はき わめて 少なかった。 それ にもかかわらず、 全国の 地名 

に は 東北から 九州まで 共通の ものが 多い。 たとえば さきの 「耳 取 I がそり 一例で あるが、 これ は 一 体 どうした 里 
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由に よるの か、 つきとめる ことの むずかしい 謎で ある 


水に ちな む 地名 


徳島県の 海 部 郡、 つまり 県の 東南 岸 を 旅行した ときに、 ふしぎな ことに 気がついた。 それ は 志 和岐、 由岐、 木 

岐、 牟岐 という ふうに 岐^つ く 地名が、 十 里ば かりの 海岸線に かたまって 点在して いる ことであった。 これら 岐 

のつ く 地名に 共通した 特色 は、 それらが、 かって 海士ゃ 海女の 活躍す る 漁村であった という ことで ある。 志和岐 

は、 今の iis の あたりで あるが、 阿部の 海女の 名が 天下に とどろい ていた 時代が あった。 私 も そこ を 一度お とず 

れ たこと があった が、 おそろしい ほどの 山道 を 降りて いった すり鉢の 底で、 ただ 前方の 海 だけが 頼りの 海 角で あ 

つた。 阿部に かぎらず、 こうした 嶮 阻な 山 を 背負って いる 漁村 は 水路 をた どっての 交通に 依存す る ほかない ので、 

岐神 つまり、 ふな どの 神 を 祭った 場所に つけられた 地名で はない かとい う 説が ある。 岐神 は、 ちまたの 神で、 道 

祖神 もそう である。 尤もな 説の ようにみ える が、 もうす こし 検討す る 要が あるよう に 私に は 思われる。 今の 阿南 

市 はまえ の 富 岡 を 中心として 市制 を 施行した が、 その 富 岡 も 更に 古く は 牛岐と 呼んだ。 そこ は那賀 川の 川口に あ 

たり、 津峰 神社が ある。 津峰 という からに は、 港の 山と いう 程度の 名称に ちがいな いが、 津峰 神社の ふもとに 青 

木と いう 地名が 見け かる。 ここで 田、 い 起す こと は、 ィザ ナキが 黄泉の国の ィザ ナミ を 訪問し、 ィザ ナミの 屍体 を 
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のぞき 見した という かどで、 追われて 黄泉の国 を 逃げ出した 話で ある。 ィザ ナキは 追手 を しりぞける ために、 も 

つていた 杖 を 投げて、 ここから さき はとお るな と 言った。 そこで 岐神 (ふな どの かみ) と 呼ばれた という。 ふな 

ど は 来 勿 戸に 由来す ると 説明され ている。 

»  あわき はら 

その あと、 ィザ ナキは 「筑 紫の 日向の 小 戸の 橘の 檍原」 で ミソギ をす ると 『日本書紀』 の 本文 は 伝える が、 

「一書」 十一 では 次のように なって いる。 

あは と  はやす いのな と  .^,れ 

「すな はち 往 きて 粟の 門お よび 速 吸 名門 をみ そなわす。 しかるに この 二つの 門、 潮す でに はなはだ はやし。 故、 

橘の 小 門に 還 向り たま ひ、 払 ひすす ぎた まふ。」 

この 中の 粟の 門 は 鳴門 海峡 を 指して いると いわれる。 速 吸 名門 はふつ ぅ豊予 海峡の こと だとされ ている が、 明 

石 海峡 を 指す ばあい も ある。 むしろ、 粟の 門に 近い 明 石 海峡 を 指す とみる 方が 自然で ある。 しかも 『書 紀』 の 

「一書」 十一に は、 筑前 とも 日向と も 書いて いないの だから、 必ずしも 九州と 考えなくても よさそう である。 ィ 

ザ ナキ、 ィザ ナミの 国 生みの 神話が、 淡路を 中心とした 島 生みの 神話に ほかなら なかった こと を 考える と、 九州 

は 遠す ぎる。 記紀の 作者が できるだけ 神話の 舞台 を ひろく 見せる ために、 九州 や 出 雲 を さかんに 登場させる こと 

があって も、 ィザ ナキ、 ィザ ナミの 神話 は淡路 をそう 遠く はなれて はならぬ。 むしろ 鳴門 海峡 や 明 石 海峡が 出て 

くるの だから、 阿波の 国 を 考える のが 一番 自然で ある。 

徳島県の 那賀 川の 南に、 橘の 地名が あり、 そこ を 橘 湾と 呼んで いる。 津峰 神社に のぼると 橘 湾が 一望に 見 わた 

せる。 そして 津 峰の ふもとに 青木と いう 地名の ある こと はまえ に 述べた。 この 青木が 津 峰の ふもとの 樹海の 様相 

から 生まれた 名で あるか、 それとも 檍 (あわき) から 由来す る もので あるか、 たしかめ るすべ はない が、 いずれ 

にしても 今より 湾が 深く 入り こんでいた 古代に は、 そこ はィザ ナキが ミソギ をす るのに ふさわしい 場所で あ つ た 

ように 思われて ならない。 
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もしそう だと すれば、 さきの 岐 神の 話 も 橘 湾の 周辺と みる ことが 可能で ある。 それからして、 岐とレ う 字の つ 

く 地名 もまた その 付近に 多い という ことになる かも 知れぬ。 

し，^.しまた私はこぅした岐神とは別の解釈も可能でぁると考ぇてぃる。 岐の つく 地名 を 阿波の ほかに さがす と、 

豊 後の 国 崎 半島に かたまつ ている。 姬 島に むかう ところに 岐 部が ある。 また 安岐と いう 地名 も 見付かる。 その ほ 

か、 来の つく 地名 をと りあげる とすると、 5< の 浦、 ^み田が、 堅 来な どが ある。 来と 岐は おなじ 甲 類の キ であるから、 

同音で ある。 では、 徳島県の 東南 部と 国 東半 島に こうした 岐の つく 地名の 多 いのは どう 解 すれば よいので あろう 

/1  0 

力 

ちなみに 讃岐 とか 阿岐 (安芸) などの 国名に も岐 のつ くもの が ある。 この 国名の 由来に は 各 説あって 定めが た 

いが、 もともと 国名 は ある 地点の 名 を 拡大して つけたと も 考えられ るから、 それ は 阿波の 「岐」 ともおな じょう 

な 意味合い を もつ ていた、 ことが 推察され る。 

ところで、 重 松明 久氏は 『邪 馬 台 国の 研究』 の 中で、 神 功紀に 「紀 直祖豊 耳」 という 姓の 者が いるが、 それ は、 

豊 国の 耳と いう 人物が 紀 氏の 先祖であった こと を 示す ものである という。 紀 氏に ついては 岸 俊 男 氏の 「紀 氏に 関 

する 一 試考」 にく わしい。 そこに 載せた 「瀬戸内海 における 紀氏 関係 要図」 によると、 紀 氏の 分布 地は紀 州から 

阿波、 讃岐、 周 防、 豊前 という 風に、 瀬戸内海 交通の 要衝で ある ことが 確認され る。 

瀬 一 コ 内海で はない が、 紀 伊と 阿波と をむ すぶ 海上 ル ー トが 淡路の 南の 沼 島 を 経由して 開かれて いたと 私 は 考え 

る。 いまでも 橘 湾の 椿 泊 あたりに は紀 州の 湯 浅の 姓の ものが 多い と 私 は 聞いた ことがある。 紀貫 之が 土 佐から 帰 

国した とき も 沼 島の あたりの 海 を 経由して 紀 伊の 近くの 和 泉の 国に ついた。 南北朝の ときの 南朝 方の 連絡 ル ー ト 

も そこ をと おっていた。 という ことがあ るから、 この 阿波の 東南 海岸に 見られる 岐 という 字の つく 地名 は、 讃岐、 

安岐 (安芸)、 あるいは 国 東半 島の 海岸 部の 地名な どと 共に、 古代の 海人の 航海 寄港地 を 示す もので はない かと 


^ 推量され なく もない。 そして その 海人と いうの は、 紀 氏の ような 古代 豪族の 配下に 組み入れられて いたので はな 

ヒ かった か。 いずれにしても 岐の つく 地名に は 古代 海人の 足跡が 見出され ると 私 は 思って いる。 

^  二 和那散 

地 

阿波の 海咨 郡は岐 のつ く 地名が 見られる ように 海に 縁 由の きわめて 深いと ころであった。 海 部と は あまべ のこ 

とで ある。 ところで 『延喜 式』 に 記載され た 阿波 国 五十 座のう ち、 海 部 郡から は^ i ホ^ y 昌 I 曰 神社 一座 だけが 録上 

されて いる。 『阿波 志』 によると、 むかし は辆 浦の 大宮 山に あつたが、 慶長九 年に これ を大里 松林 中に 移した と 

あり、 二十 一村が この 神社 を共祀 したと も 伝えて いる。 辆浦 または 大里 というの は 今日の 海 部 町の 中の 地名で あ 

7。 私 も 和奈佐 意富 曽 神社 をお とずれ た ことがあ るが、 大 里の 海岸の 松林の 中に 今 は 八幡宮と して 祀られ ていた。 

では 和奈佐 意富 曽 という 神社の 名 は 何に 由来す るので あろう か。 『阿波 国 風土記 逸文』 をみ ると、 奈佐 浦の 説 

明に、 奈佐 という わけ は、 その 浦の 波の音が やむ とき もない から、 奈佐 というと あり、 海 部 は 波を奈 というと も 

つけ 加えて いる。 つまり それ は 海人の 言葉 だとい うわけ である。 那佐 という 地名 はい まも 海 部 町に 残って、， る。 

『播磨 国 風土記』 に は、 履 中 天皇が 食事 をして いたと きに、 シジミ 貝が 御飯 を 入れた 箱の ふちに はい あおって 

きたので、 天皇 は、 これ は 阿波 国の 和那 散で 食べた 貝で あると 述懐した。 それで：？ 芯 g の 里と いうと 述べられ てい 

る。 ここで は和那 散と いう 文字が つかわれ、 神社 名 は和奈 佐と なって いるが、 いずれも 宛字と 見て 差支えない。 

要するに 海人の 方言の r 奈」 に 由来す る 地名であろう。 辆 浦から 那 佐へ かけての 那佐湾 海岸 一帯の ひろい 地域、 

すなわち 和奈佐 意富 曽 神社の 旧 社 地を那 佐と 言った と 『海 部 町史』 は 述べて いる。 

ところで ヮ ナサと か ナサと かいう 地名 は 阿波の ほかに も 見つかる。 兵庫県の 豊岡 市の 近くに 奈佐路 という 也 名 

がの こされて いる。 『和名 抄』 の 城 崎 郡 奈佐郷 である。 そこに 宮井 というと ころがあって、 宮井 神社が ある。 おそ 


らく 水の 信仰 を もつ 井戸の 神で ある。 豊岡巿 を 東へ たどる と、 比 治山 峠 を こえて 京都府の 峰 山 町に ぬける。 この 

峰 山 町の 西方に 比 治と いう 里が あって、 その 里の 比 治山の いただきに 真 名 井と いう 泉が かって はあった。 そこに 

八 人の 天女が くだって きていつ も 水浴して いた。 和奈 佐の 翁、 和奈 佐の 嫗 という 老夫婦が、 一人の 天女の 衣服 を 

かくし、 その 天女に 自分の 子に なれと 強要した という 羽衣 伝説が、 『丹 後 国 風土記』 に 伝わって いる。 この 翁嫗 

の和奈 佐と いうの は、 もともと 地名で あつたと 思われる。 

比 治山 は 今日は 磯 砂山と 称して いるが、 ふもとに 大呂 (大路と も 書く) という 部落が あって、 羽衣 伝説 を 伝え 

ている 安達 家が ある。 安達 家 はもと 和那 佐と 名乗った という。 私 は その 安達 家で 羽衣 伝説に ついて 話 を 聞いた が、 

話の 途中、 安達 家の 向う 三 軒 両隣り のせまい 地域 を、 オボ ソと 呼んで いたと いう こと を 聞いた。 オボ ソ という 地 

名 は どこかで 聞いた ような 名前 だと 首をかしげ ている うち、 はたと 思い あたった の は、 阿波の 和奈佐 意富 曽 神社 

のこと であった。 その 意富 曽 という 名前が オボ ソ という 地名に 変った ので はない かと 私 は 推定して みたので あつ 

た。 では 大呂 (大路) と は 何 を 意味す るか、 と 言えば、 それ は 祖父 を 意味す るので はない かと 折 口 信 夫 は 示唆し 

ている。 たしかに 大呂 = 大路 を ォォジ と 解 すれば、 ヮ ナサの 翁と むすびつ くので ある。 

折 口 信 夫 は、 ヮ ナサの 信仰 は責 人の 赤子に うぶ 湯 をつ かわせたり、 みそぎの 儀式の 手引き をす る 海女の 役割と 

つながりが あり、 水の 信仰 を 各地に もちあるく 海人 族の 集団が あつたと 考えて いるよう である。 そういえば、 丹 

I 後 峰 山 町の 比 治山の 頂上に はかって 池が あ つ て、 遠方の 人た ちが 雨乞いに や つ てきた という 話 を 聞いた ことがあ 

^ る。 播窘の 志 深の 里 も、 そこに は 水の 湧く 大きな 窟が あり、 今 も 残されて いる こと を 私 はたし かめて いる。 海 部 

^  ちの さき 

南 町の 和奈佐 意富 曽 神社の ある 海岸 は 波の音の 絶え間な いところ だから、 水に 縁 由が ある。 那佐 港の 東に は 乳 崎が 

ある。 これ は 乳房の 形 をして いるた めに 名づ けられた のか、 あるいは また 二 ユウ、 すなわち 乳 部と 関連が あるの 

I か、 気になる 地名で ある。 後者と すれば、 乳 部 は 壬 生と も 通じ、 貴人の 赤ん坊に 湯 をつ かわせる 職業と なる。 
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『出 雲 国 風土記』 にも ァヮ キへヮ ナサ ヒコ という 神の 在し ます 船 岡 山の ことが 語られて いる。 私 は 出 雲 旅行のと 

き、 大東 町の 船 岡 山に は ゆき そ びれ たが、 近くの 宍道 町の 和名 佐と いう 所に は 足 をのば してみ た ことがある。 玉 

造 温泉から さらに 奥へ い つた 農村の 道の かたわらの 高い 石段の 上に は、 果して ァヮキ へ ヮ ナサ 神社が 祀っ てあつ 

た。 折 口 信 夫 は、 ァヮキ へ は 阿波から 来 経た、 つまり 阿波から 出 雲に 移住した ヮ ナサ ヒコと 解釈して いる。 この 

ように、 信仰 集団の 漂泊 移動の 径路 を 地名に よ つ てた どる ことができる。 

三 韮 生と 仁老 

土 佐の 物 部 川の 上流 を 韮 生と 呼んで いた 時代が あった。 そこに 美 良 布 神社が ある。 この 韮 生と いう 地名に つい 

て は 韮が 生えて いるから というのと、 美 良 布に 由来 するとい うのと 二 説が あるが、 もう 一 つに は 二 ラフ は ニラま 

なまり 

たは 二 ライと 縁の ある 語で はない かとい う 説を吉 村淑甫 氏から 聞いた ことがある。 また 香川県の 荘内 半島に 生 里 

という 地名が あって、 その 尖端に 仁老 浜と いうと ころが あるが、 これ は 二 ライに 由来す る 語で はない かとい ぅ武 

田 明 氏の 説が ある。 生 里と 仁老の 間の 海岸に、 地元の 漁師が いう ョメが 穴が ある。 『西 讃府 志』 にィザ ナキ、 ィ 

ザ ナミ を まつる 洞穴と あるから、 この ョメが 穴 は ョミの 穴だろう という 推測が つく。 『出 雲 国 風土記』 にある 黄 

泉の 穴 も 海岸の 近く だが、 ここ も 潮が 満ちて くると みえなくなる。 モモ テの 祭りのと きに も その 浜辺で は ミソギ 

をし ない。 また 牛馬が 死ぬ とそ こに 葬った という。 私 も その 浜辺に いってみ た。 そのす ぐ 近くに 浦 島 太郎の 伝説 

が 残って いるの も、 何 か 仔細 あり 気に みえて 仕方がなかった。 

四 神 母 

神 母と 書いて ィゲ とよ ませる 地名が 『南路 志』 によく 出て くる。 この 神 母 はどうい う 意味 を もつ のだろう か。 
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吉 村淑甫 氏に 聞く と、 そこ は 田んぼの ひらかれた ところで、 用水 を 方言で ィと 呼ぶ ことと 関係が あるだろう とい 

うこと である。 神 母の 地名の あると ころ は、 中世 末から 田んぼの 用水 を 作ったり 修理した りした 場所で ある。 ィ 

ゲの 語源に ついては 柳 田 国 男はグ うがから きたので あると いい、 桂 井 和 雄 氏 は 弓 削、 あるいは 稲毛と 解して いると 

いう こと を吉村 氏に 教えられ たが、 では どうして そのような 解釈が できる かとい うこと について は 聞いて はいな 

い。 ィゲは 神 母 神社な どのように 神に まつられ ている ばあい も すくなくない 

みずい み ぬま 

五 瑞井 と美 馬 

『日本書紀』 に は、 反 正 天皇が 生まれた 淡 路宮に は 井戸が あって、 瑞 井と 呼ぶ と 記されて いる。 反 正 天皇 を 

iii 天皇と 称する の は、 『書 紀』 に、 反 正 天皇 は、 生まれな がらに 歯が 一つの 骨の ようで その 容姿が うるわし 

かった と 述べられ ている こと を 前提に している の は 明らかで ある。 これ を 『古事記』 では 次のように 記して いる。 

「天皇、 御身の 長さ 九 尺 一 一寸 半、 御 歯の 長さ 一寸、 広さ 二分。 上下 等しく ととの ひて、 すでに 珠を 貫け るが ごと 

くな りき。」 この 記紀の 叙述 は、 『三国 遺事』 の 中の 脱 解 王の 死んだ ときの 記事に 「身 骨 長 九 尺 七寸。 歯 凝 如 一。 

骨 節 皆 連瑣」 というのと 共通して いる。 「歯の 骨が つながって 一 つのよう になって いるの は、 いわゆる 天下 無敵 

の 力士の 骨」 だと 『三国 遺事』 は 説明して おり、 それ はま さしく 瑞兆 を もった 歯に ほかならぬ。 脱 解 王 は 『三国 

遺事』 では 九 尺 七寸の 偉丈夫で ある。 『古事記』 では 反 正 天皇 は 九 尺ニ寸 半で あるが、 これ も 豪傑で ある こと を 

示した ものである。 このように、 生まれな がらに 一枚 歯が 生えた 幼児が 豪傑で あると いう 伝承 は、 古代の ョ ー 口 

ッパ にも ある こと を 南方 熊 楠 は 報告して いる。 それによ ると プル タ ー クの 『列伝』 に は エピルス 王ピ ルス は 剛勇 

無双 だつ. こが、 上 あご こ 歯の 代りに 骨 一枚 横につ づき、 その 前面に 歯の 透き間の ような 細 線が 並びお つた、 と あ 

るそう である。 これらの ことから 瑞歯 別の 称号に ついては、 一応の 解釈が 下せる。 
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『日本書紀』 はまた 次のように 述べて いる。 瑞 井の 水 を 汲んで、 赤ん ぼの 反 正 天皇 を 洗った。 そのと きに 多 遅の 

花が 井戸の 中に 浮んで いた。 この 多 遅の 花 は 今日で いう 虎杖の ことで ある。 そこで 多 遅 比 瑞歯別 天皇と 称する、 

云々。 

きわめて 美しい 描写で あるが、 イタ ドリの 花が 浮んで いたと いうの は、 付会の 説であろう。 ちなみに 現代 方言 

でも イタ ドリ を ダン ヂ、 タシ ッボと 呼ぶ の はタヂ のな まった ものであると、 「日本 古典文学 大系」 の 頭注 は 述べ 

ている。 タヂ または タヂヒ というの はもと もと 蝮 を さす。 それが イタ ドリ も タヂと 呼ぶ ようにな つたの は、 おそ 

らく イタ ドリの 形が 蝮 に似てい るからで あると 『時代 別 国語 大 辞典 上代 編』 は 述べて いる。 崚は 卵胎生で ある。 

民間で は 母親の 胎を 食い やぶって 生まれる と 伝えられ ている。 また 毒牙 を もっている という ことから、 生まれな 

がらに 歯 を そなえて いると 考えられ、 それから 「瑞 歯」 という 名称が 引き出された のであろう か。 それ はよ く 分 

あわじの みはらの いらつ め 

ら ない。 ところで 仲 野 安雄の 『淡 路常磐 草』 に は応神 天皇の 皇女 を淡路 三腹郎 女と 呼んだ の は、 蝮 (波 美) は ほ 

かの 蛇よりも 腹が 大きい から 三 腹と いう 名 をつ けたの だと 述べ て ある。 こじつけの ような 気がしない ではない が- 

蝮にたい する 古代人の 関心 は 現代から みれば、 はるかに 強烈な ものが あつたに ちがいない。 

この 瑞歯別 天皇の 御名 代と して 愎部、 あるいは 丹 比 部が 作られた。 反 正 天皇の 都 を 河内の 丹 比に つくる と 『日 

本書 紀』 は 伝えて いる。 河内の 丹 比 は、 大阪府 羽 曳野市 丹 比 付近と されて いる。 

蝮と 瑞歯 をつ なげる ことのほか 別の 解釈 は 成立し ないだ ろうか。 多 遅 比 瑞歯別 天皇 は 仁徳 天皇の 子どもで あるへ 

『古事記』 は 仁徳 天皇のと き、 枯野 という 船 を こしらえて 朝夕、 淡路島の 清水 を 酌んで、 大 御水 をた てまつつ た 

と 述べて いる。 大 御水と いうの は 天皇の 飲料水で あるが、 それ は聖 水で なければ ならなかった。 そこで 淡路 から 

飲料水 を はこんで きたと いうので あれば、 瑞 井の 水で あると 思われる が、 しかしそう ばかりと も 考えられないの 

は、 瑞井は 私が そこ をたず ねて しらべた ところでは、 潮が はいって くる 泉であって、 かならずしも 飲料水に は 適 
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しないと いう 事実で ある。 ただ 瑞 井の 水が 聖 水であった ことに はまちが いなく、 それ は 天皇が 魂の 若返りの ため 

に 使用す る 水だった のであろう。 沖繙 でも 国 頭の 辺 戸の 川の 水 を 汲んで、 首 里の 宮廷に はこび、 そこで 正月の 水 

撫で、 つまり 額に 水 をたら して 魂の 若返りの 儀式 をお こなって いた。 淡 路の水 も そのよう に 使用され た 公算が 大 

きい。 

さて 瑞 歯に ついては 折 口 信 夫が 「水の 女」 の 中で 述べて いる 独特な 説明が ある ことに 触れずに はすまない。 折 

口 は 『大和 物語』 の、 

ぬば たまの わが 黒髪 は 白 川の みつ はくむ まで 老いに ける かな 

という 歌 を 引用して、 「みつは」 は瑞歯 含む の瑞 歯で あるが、 もともと 「みつはの 女神」 の 若返りの 水に 関連し 

た^ 辞、：^、 平安時代に もちこして わから なくなつ たの を、 習慣 的に 使った ままで あろうと 言って いる。 「みつは」 

は 「みぬ ま」 ともいうが、 出 雲 国 造 神 賀詞に も、 「若水 沼 間」 という 言葉が 出て くる。 これ は 国 造の 上京のと き 

にみ そぎ をす るの をみ ぬまの 女神が 手伝った こと を 物語って いる。 

折 口 はまた 丹 波の わな さ 翁、 嫗も 同様み ぬまの 信仰と 物語と を 説いて まわ つ た 神 部の 総 名であった にち がいな 

いという。 更に、 それ は 阿波から 持ち こされた 「お ほげ つ ひめ」 であり 「とよ うかのめ」 であり、 外宮の 神 だと 

も 言える と 述べ ている。 

お ま ザつ ひめ は 粟の 神で あるから、 阿波の 女神で あると 考えて 差支えない。 阿波に 美 馬 郡が ある。 おそらく 

み つま 

「みぬ ま 一に 由来す る 郡 名であろう。 伊予に も 宇 和 郡 三 間郷が ある。 また 筑 後に 三潴 郡が ある。 天孫 本 紀に物 部 

呵遅古 連 公よ す!^ 君 等の 祖と 記されて いる。 こうした ところに はみ ぬまの 女神の 古い 信仰が あ つ たと 察せられる- 
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このよう にして 瑞 * は 蝮と 関連 づけて 解釈す る こと もで きる が、 その 一 方で は 水の 女神と つなげて 解す る こと も 

できる。 

六 那賀 

阿波の 那賀郡 はまえ に は 長 岡と 呼ばれて いた。 長と いうの はお そらく 蛇 を 意味す るナ ー ガと 関連が ある。 とい 

うの も、 そこに は、 安曇 氏の 配下の 白水 郎、 つまり、 もぐりの 海人が いた ことが、 『日本書紀』 の 記事に よって 

知られる からで ある。 白水と は 泉 を 二字に 分けた 字で ある。 もぐりの 海人 は 海の 中で 海蛇な どが おそいかか るの 

を 防ぐ ために、 蛇の 文様の 入墨 をして いた。 同類で ある こと を 誇示して、 難 をの がれる こと を 計った ので ある。 

七 勝 間 

『阿波 国 風土記』 に、 勝 間 井の 清水の 名の 由来が 述べられ ている。 昔、 ャ マト タケルが 竹で 編んだ 櫛 を 入れる 

カゴを 忘れた ので、 そこ を 勝 間と いうと ある。 阿波の 人間 は櫛笥 のこと を 勝 間と いうと も 註記され ている。 この 

かつみよう 

勝 間 は 徳島県 阿波 町の 勝 命が その 遺 称 地と 考えられ ている。 カツ マに ついて 思い出す の は カタ マであろう。 『日 

本書 紀』 によると、 ヒ コホホ デミ は、 兄の 大切に していた 釣針 をな くして 途方に くれていた。 そのと き 老翁が あ 

ら われて、 フク 口の 中の 竹の 櫛 をと り 出して 地に 投げる と、 竹林に なった。 その 竹林の 竹で 目の あらい 力 ゴをこ 

しらえ、 それに ヒ コホホ デミ を 入れて、 海中に 沈めた と ある。 また 一説に は、 目の つんだ カゴを こしらえた とも 

ある。 竹 カゴを 編んで 小舟と して 使用して いる 例 は 東南アジア にある。 しかし 私が 今 ここで 問題に したいの は そ 

れが 地名と して 刻まれ 残って いると いう 事実で ある。 勝馬と いう 地名が 金印で 有名な 志賀 島の 尖端に ある。 私 も 

そこ をお とずれ た ことがあ るが、 博 多 湾 を 出航す る 船 はかならず この 勝馬の 沖合 をと お つ て 有妓ゃ 対き の 方に ハ 
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くひ そこ はもと 安曇 氏の 本拠であった らしく、 今日で も志賀 海神 社の 祭礼の ときには、 ここで 寒中に ミソギ をす 

る。 ところで この 勝馬と いう 漁村の 名に ついて、 吉田東 伍 は 籠の 転訛で はない かと 推測 を 立てて いる。 もしそう 

だと すれば、 カタ マと いう 古語 は、 あるいは 安曇 族な どの 海人 も 使用して いたにち がいない。 阿波の 長 国に も 安 

41 族が 進出して いた こと は 歴史に 明らかで ある。 

『和名 抄』 によると、 周 防 国 佐 波 郡に 勝 間郷が ある。 今日の 防府 市に ふくまれ るが、 姫 島に 向き合う 海 村で ある。 

また 『和名 抄』 に は讃岐 国三豊 郡の 勝 間郷が あげられ ている。 善 通 寺の 麻の 付近が そうだと いわれて いる 

大阪市の 阿倍野 天下 茶屋の 西に も 勝 間と いう 地名が 見つかる。 そこ は木津 川の 川口に 近く、 津守 氏の 所在た つ 

たと 思われる。 とうぜん 水運と 関連が あつたの であろう、 これら 一連の 勝 間と いう 地名が カタ マに 由来す るか ど 

うか をき める の は むずかしい。 とはいえ、 そこに 共通した 意味が こめられて いるので はない かと 考えて みる こと 

ま、 けっして 無益な こと、 ではない。 ちなみに 勝と いう 地名 は、 河内の 約 まった ものと も 考える ことができる。 奄 

美大 島に は、 仲 勝と か 思 勝と か 役 勝と か摺 勝な ど、 勝の つく 地名が 多く あるが、 それ はおよ そ 河内の 地形に あて 

た 字 だとみ て 差支えない。 . 

八 ナゴ 

鏡 味 父子の 『地名の 語源』 に は ナコ、 ナゴの 説明と して S 小 平地、 S 砂地、 g 波の 静かな 入海、 S 名 子 制度と 

いう 風に 分類して ある。 そうして ナゴャ は 平坦 地の 意味 だとして いる。 つまり 「なごやか」 と 同源の 語と 見て い 

る。 また ナグ というの は 礫の ことで、 奄美、 沖繙に 分布して いる 地名で あると して 沖 繙の名 護の 例 を あげてい る 

また 九州の 日 奈久、 与奈久 など も それに 類す ると 見て いる。 

ナゴ という 地名よ 私の 郷里の 近くで は、 鹿 児 島の 出水 町の 米之津 町に ある。 そこ を 名 護 浦と 称する。 この 浦 は 
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純粋の 漁村で あるが、 風俗 習慣の 上で 他の 漁村と またち がった ものが あると 考えられ てきた。 それ は あたかも 水 

俣 市の 舟津 という 部落が、 漁村で ありながら 他の 漁業 集落と は あまり 往来がなかった のと 似て いる。 そして 舟津 

は 馬 琴の 『椿 説 弓 張 月』 などに は、 そこから 為朝が 琉 球に むけて 出発した 漁村で あると 記されて いる。 舟 津の村 

人が その 別れ を 惜しんで、 為朝の 片袖 をお さえた ところ、 片袖は ちぎれて 残ったと して、 小祠 をた て そこに 片袖 

を まつった という。 そうした 伝承の ある ことから も、 琉 球との 関係の 深かった ことが 暗示され ている。 この 舟津 

と 名 護 は 附近の 人た ちに 「名 護の ちぢれ 毛、 舟津 のまき 毛」 と 呼ばれ、 体質 人類学 上から も 他と 異なった 特徴 を 

そなえて いたと ころで ある。 したが つ て 名 護 も舟津 とおなじように 沖繙と 関係が あると 想定した くなる ところで 

あった。 そうした ことから、 沖 繙の名 護と 鹿児島県の 米之津 町の 名 護と を 短絡させる の は 禁物で あると しても、 

沖繙の 漁民が 北上して 九州 西海岸に ところどころ 根拠地 を 作って うごいた という 風に 見られな く はない。 

九州で 名 護の つく 地名 を 拾う とすれば、 まず 肥 前の 名 護屋が 思いう かぶ。 朝鮮の 役の 出兵の 根拠地と して 知ら 

れ ている が、 ここ はもと ナグャ と 呼んで いたと 吉田東 伍 は 述べて いる。 私 は 朝鮮に 向う 日本の 将兵の 加 子 浦の よ 

うな もので あつたから 名 子の 名 をと り 入れて 地名と したので あるかと 思って いたが、 那久 野と いう 文字が すでに 

『海 東 諸国 記』 に 見られる という からに は、 古くからの 地名であった ことが 分かる。 筑 前の 戸畑の 近くに も 名 籠 

屋崎 という 海 角が ある。 洞 海 湾の 入口に あたる ところで、 舟 便の 基地であった。 豊 後の 国に も 名護屋 崎が ある。 

大分県と 宮崎県の 境目のと ころで ある。 このように 九州の 名 護 または 名護屋 (名 籠屋) の 例 を みれば、 それら は 

すべて 海に 関係して いる ことが 明らかで ある。 そうして、 そこに はかす かにで は あるが、 南海との つながりの 糸 

がた どれる 気がする。  ， 

さきに 大阪府の 勝 間の 例 を あげたが、 勝 間の 近くに 名 子と いう 地名が ある。 そこ は津 守の 浦と も 呼ばれた とい 

うから 水運の 根拠地であった こと はま ぎれ もない。 筑 前に も津屋 崎の そばに、 名 児 山が ある、 おそらく 山 ァテに 


使用され たもので あったろう。 山口県の 阿武 郡 阿武 町に ある 奈古 もまった くの 漁村で ある。 越 中の 射 水 郡に ある 

放 生 津瀉。 そこ はもと 奈 呉の 海と 呼ばれて いた。 「東風いた く 吹く らし 奈 呉の 安麻の 釣す る 小舟 こぎ かくる 見 ゆ」 

という 歌が ある。 ここ は 奈呉海 または 名 子 浦と も 記されて いる。 那古 という 地名 は 千葉県の 安房 郡の 館 山 湾に あ 

る。 このように 海 村に ナコ または ナゴの 地名が 付けられ ている こと は、 そこが 古い 漁業 集落であった こと を 物語 

つてい る。 『綜合 日本 民俗 語彙』 に は、 ナゴの 説明と して、 海岸に いたって 多い 地名で、 砂浜で 浪の 音の なご や 

かな 1 をい うと あり、 関東 もこと に 茨城県 あたりに は 内陸の 地名に 力 ヮナゴ というの が 多く、 文字 は 川 中子 また 

は 川 女子と さえ 書いて おり、 これ も 砂地の ようで あると 述べて いる。 

しかし また 名 子 は 親方に たいする 子方 を も 意味す る 語で ある。 倉 田 一郎 はかって、 漁村 を 三つの 形態に 分類し 

た。 「ゆいが 浜 形態」 「もやい 浜 形態」 「なごの 浦 形態」 である。 そこに は 共同 漁携 形態から 私有が 強まって いく 

過程 を 三 段階に とらえて いる。 この 意味で は、 「なごの 浦」 はもつ とも あたらしい 漁村の 形態で ある。 ただ 民俗 

学 上の 形態 分類 は それが； V のま ま 地名の 歴史的な 序列 を あらわす もので はない こと を ことわって おく。 由 比 浜 は 

鎌 倉に も、 また 駿河 湾に も あるが、 ナゴの 地名の ように は 数多くない。 
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沖褪と 民俗学 


きょうの 私の 題 は 「沖 繙と 民俗学」 です が、 それにつ いて 考えて いる こと を 皆さんに お話しして みた レと 居レ 

ます。 

沖繙と 日本 民俗学が 非常に 深い関係 にある こと は、 皆さん も ご 承知 だと 思います が、 その 径緯を かいつまんで 

申し 上 ザます と、 大正 十 年の 正月に、 柳 田 国 男が 沖 織に 参りまして、 その あと を 追うよう にして、 折 口 信 夫 力 や 

より 中 B| 旅行 を 試みて います。 この 大正 十 年と いうの は、 日本の 民俗学に とって は 一 つの 転回 期と いう ことが で 

きます。 柳 田の 関心 は、 『後 狩詞 記』 や 『遠 野 物語』 から 始まりまして、 『山の 人生』 11 これ は 大正 十四 年に 刊 

行され ています が、 その 前に 書かれた ものです 11 まで、 山の ほうに あった わけです。 

.q こ 生きて いる 人た ち は 平野に 生きて いる 人た ちと 違う、 という ことが 柳 田の 山への 関心の 出発点に あ- た 

山に 生きて いる 人た ち は 平野に 進出して きた 人た ちに 押し上げられて 山に 隠れて しまった という ことで、 平野 か 

ら 進出して きた 人 を 弥生時代の 人間と 考えれば、 山に 潜んで いる 人間 は繾文 時代の 人間と 考える ことができ るの 

です、；^、 いずれにしても、 平 也に 進出して きた 人た ちと 山に 隠れた 人た ちは異 民族で あると いう 考え方が 柳 田に 
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あつたの です。 自分 は 平地に 進出して きた 弥生 人で ある けれども、 山に 隠れた 異 民族の ために 一肌脱ぎ たいとい 

うのが 柳 田の 山人 研究の 隠れた 動機です。 

山に 人生の ある こと —— 。 それ は、 われわれが 考える ように 単なる 「山人」 という ものではなくて、 「異 族」 

という 観念が そこにあります。 それが 柳 田の 主要な テ ー マだった のです けれども、 少しずつ 柳 田の 考え方が 変わ 

つてき ます。 といい ますの は、 山に 隠れた 人間 を 調べて みましても、 なかなか 異 民族の 証拠が 見つからない。 繙 

文 時代と 弥生時代が 断絶して いると いう こと はどうしても いえない。 たとえば、 遠賀 川の 河口で 「袁賀 川 式 土 

器」 という 弥生時代の 土器が 発見され ております けれども、 その 前 は繩文 後期、 あるいは 繮文晚 期の 土器が 同じ 

く遠賀 川の 河口で 発見され ています。 非常に 連続して います。 もちろん、 この ことが 分かった の は 戦後の ことで 

す。 

繮文 時代と 弥生時代 は、 必ずしも 断絶がない という ことが、 このように 考古学 上で も はっきりして いるので す。 

民俗学 的に 見ましても、 どうしても その 跡が 発見で きないと いう ことから、 柳 田の 関心 は、 山の ほうから 海の ほ 

うに かわったと 私 は 考えて います。 柳 田 はもち ろん 沖繙 に関する 本 を、 明治時代から 読んで いて、 知識と して は 

かなりあった のです が、 大正 十 年の 正月に 初めて 沖繙の 現地の 土 を 踏んで、 目から うろこが 落ちた ような 感じ を 

もちました。 いままで は 漠然とし ていた ものが、 沖繙 では 全く 鮮明な 姿で 映って くる。 そのような 民俗 社会が 沖 

繙 のなかに 見られる ことから、 日本 民俗学に とって は沖縝 はかけ がえ のない 発見 だ、 最大の 発見 だと 柳 田 は 言つ 

ています。 

その 場合の 柳 田の 態度 は、 山人 を異 族と して とらえる 観点と 全く 対照的に、 沖繙の 人た ち も 日本の 同胞で ある 

という 考え方に なって いくのです。 同胞で あると いう 考え方の 根底に は、 「常 民」 という 民俗学 上の 概念が あり 

ます。 常 民 は 一体 何かとい うと、 変わらない 慣習 を 昔から 今にいた るまで 連锦と 伝統的に 受け継いで いる 人た ち 


1 67 沖 織と 民俗学 


で、 「知識人」 と 対立す る ものです。 その 常 民 社会 を 沖繾に 発見した。 山人と いうの は 「非常 民」 です。 ところ 

が、 沖 織の 人た ち は 「常 民」 です。 そこで、 沖 繙の南 島と 日本 本土と が 日本 民俗学の 上で 初めて 手 を 結ぶ のです。 

もう 一 つ そこで 考えなくて はならない こと は、 柳 田 は 沖繙の 人た ち を 日本の 同胞 だとみ なした ばかりで はなく 

て、 日本 民俗学に とって は 沖 纏の ほうが 日本 本土より 先輩で ある。 むしろ 源流、 原型、 祖先で あると いうよう に 

非常に 敬意 を 払って いる、 これ は 非常に 重要な こと だと 思います。 単に 日本の 同胞と 呼ぶ だけじゃなくて、 むし 

ろ沖繙 こそ 日本に とって は 兄で あり、 父で ある、 あるいは もっと 遠い 祖先で あると いう ふうに して、 南 島の 人た 

ちに 少なからぬ 敬意 を 払い 続けて きている ところに、 日本 民俗学の 沖繙 に対する 根本的な 姿勢が あると 私 は 思い 

ます。 これ は 柳 田に 限りません。 柳 田の 志 を 受け継ぐ 折 口と か、 その他の 人た ち も、 沖 織に 対して は 非常に 畏敬 

の 念 を 払い 続けて きている とい つ て もさし つかえない だろうと 思います。 

では、 それまでの 沖繙 についての 学問 は 一体 どうだった かとい いますと、 たとえば 考古学の 例 を 引きます と、 

鳥居 龍 蔵が 明治 三十 年代に 沖 繙 の 八重 山まで 行って おります。 沖繙 本島で は 伊波 普猷が 鳥居 龍 蔵 を 案内して いま 

す。 ところが、 八重 山の 考古学の 調査 は、 明治 三十 年代から 昭和 二十 一年になる まで 全く 断絶して いて、 その 間 

は 空白の 時間です。 鳥居 龍 蔵と いう 例外的な 世界的な 学者 を 別と して、 考古学者に は、 沖繾 に対して 関心が 半 世 

紀 もなかつ たとい つても いいのです。 

考古学者 はどうい うと ころに 関心 を 持った かとい うと、 大陸の ほうだった のです。 日本 民族の 起源 を 探ります 

と、 形の ない 民俗 的な 文化と、 形の ある 高 文化が あります。 高い 文化と いうの は 支配者に 属する 文化で あるし、 

支配者の 利用す る 文化です。 それが 朝鮮半島 を径 由して 日本に やって きている。 その 第一が 金属 器の 文化です。 

鏡 だと か、 銅 矛 だと か、 銅 剣 だと か、 その他 さまざまな ものが 考古学 的に あります けれども、 そういう ものに 閧 

心 を 持つ。 
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では、 純粋に 蕲鮮 半島に 関心 を 持つ かとい うと、 そうで もありません" 朝鮮半島に は、 中国大陸の 植民地で あ 

ると ころの 楽浪 だと か、 帯 方と いう 郡が あり、 中国の 亡命者 も、 山 東半 島と か、 遼 東半 島を怪 由し まして、 楽浪、 

帯 方に やってくる。 そこが つぶれる と、 今度 は 新羅 ゃ加耶 地方に やってくる。 いわゆる 中国 経由の 文化に 対して、 

日本の 考古学者 はあくまで 敬意 を 払って いました。 ですから、 その 逆の 考え をと ります と、 古墳 もない、 金属 器 

も 見つからない というよ うな 地帯に 対して は 全く 関心 を 持たなかった。 結局、 中国 文化 は 日本の 支配者 層の 文化 

を 形成す るに あずかった 大きな 力で も あるし、 また 要素で も あると いう ことから、 考古学者 は 沖 總 に対して 全く 

関心 を 持たない。 それが 終戦後まで 続く のです。 

そうした ときに 沖繙の 知識人の 飢え を やっと 満たし、 または それ を 代弁した もの は 何かとい うと、 やはり 柳 田 

学と 折 口 学で あつたと 私 は 思います。 それの 証拠に は、 たとえば 沖繙の 代表的な 知識人で ある 伊波 普猷、 比嘉春 

潮、 仲 原 善忠、 金城 朝 永 —— 沖 繙 で 個人 全集、 あるいは 個人 選集の 出て いる 人た ちです が、 彼ら はみ な 柳 田 や 折 

口と 親しい 交際 を 結んだ 人た ちです。 仲 原 善 忠は柳 田と 同じ 成 城に 住んで いましても、 ちょっと 距離 を 持って い 

たんです けれども、 それにしても 同じ 民俗学の 分野に 生きて、 そして その 追求 を 続けて きたので す。 

そういう ことから、 日本 民俗学に とって 沖 繾とは 何かとい うと、 沖繙は 日本の 原型で あると いう ことが 言え ま 

す。 沖繩 からすれば、 日本 民俗学に よって 自分た ち 沖總の 富が 発見され たという こと はいえ るだろう と 思います。 

他の 学問が 沖繙 に対して 関心 を 持たなかった ときに、 沖繙の 文化が いかに 重要で あるか、 また 日本に とって 過去 

を 再現す る ためにい かに 必要で あるか、 という こと を 言った のが 日本 民俗学です。 それが 日本 民俗学の 沖 繙に対 

する 一 つの 学問的な 姿勢で あると 同時に、 沖 織の 知識人が 日本 民俗学に 向かって 関心 を もった 戦前までの 姿 だつ 

たと 思う のです。 

この 姿勢 は 戦後 ももち ろん 引き継がれて いきます けれども、 そこに 戦中 戦後の 沖褪の 非常に 苦渋に 満ちた 時代 


が 介在して きまして、 民俗学 者の 姿勢が もう 一遍 問われて くると いう ことが 出て きます。 戦後の 場合 は、 戦前の 

ような 形での お 互いの 間の スト レ ー トな 感情の 流露、 あるいは 親し さ だけ を 力説す る わけに はいかな いような 現 

実が あります。 そういう ことから、 日本 民俗学 自体が もう 一遍 沖繙 から 問い返される という 時代が、 戦後に やつ 

てきて いる わけです。 

そういう 歴史 を 一応 踏まえた 上で、 私 はこれ から 「沖 繙と 民俗学」 という ことで 話して みたい と 思う のです が、 

この 「沖纈 と 民俗学」 という 題に こめられた 問い は 「沖 纏に とって 日本 民俗学と は 何 か」 という ことです。 それ 

は 民俗学に 多少と も 日頃 関心 を 持 つ ている 私自身に 対する 問いでも ある わけです が、 そのこと を これから ぼつ ぼ 

つと お話しして いきたいと 思って おります。 

先 ほど 中し ました 半世紀に わたる 考古学 的な 空白が、 この 数年間、 沖 織で は 一挙に 埋められようと しています „ 

とぐち あがりばる 

その 一番い い 例が、 北部に 近い 中部の 読 谷の 渡 具 知 東 原と いうと ころから 曽畑 式の 土器が 出た ことです。 曽畑式 

の 土器と いうと、 繾文 前期の 土器です。 これまで 沖繙 では、 繩文 後期ぐ らいの 土器が 最古の 土器 だと 考えられて 

いました。 鳥居 龍 蔵 や、 大正時代の 大山 柏な どの 考古学者が、 荻 堂の 貝塚、 あるいは 伊波 貝塚から 出た 土器 を 見 

まして、 これ は繙文 後期に 属する、 それが 沖繮で 一番 古い 土器 だ、 といって いました。 ところが、 この 何年 か 前 

に 渡 具 知 東 原と いうと ころから 発見され た 土器 は 曽畑式 土器でした。 熊本県の 宇 土 市に 曽畑 貝塚と いう 貝塚が あ 

学 つて、 そこから 出る 土器 を 曽畑式 土器と いいます。 これ は繮文 前期の 土器です。 繙文 後期と 繩文 前期の 間 は、 何 

I 千年と いう 大変 長い 期間が あります。 一挙に 沖繙の 土器の 上限が 数千 年 繰り上げられる という 事態が 起こった。 

縛 これ は 画期的な 発見です。 

9 この 曽畑式 土器 は、 九州の 西海岸 を 中心に 分布して いる 土器です。 朝鮮半島の 一番 南に ある ハ 金山 市の なかに 東 

I 三 洞と いう 貝塚が あり、 この 東 三 洞 貝塚から 曽畑式 土器が 出土して います。 そうし ますと、 沖繙 本島の 中部と、 
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九州の 西海岸と、 東 三 洞と いう 朝鮮半島 南部が 繙文 前期から 交流 を 持って いたと 考えざる を 得なくなります。 

私 もこの 三月に、 沖繙 の糸満 市に 参りまして、 いろいろ 話 を 聞いて おりましたら、 兼 城く の 上 原と いう 貝塚から 

黒曜石の 厳が 出る という。 沖繙に 黒曜石 を 産す ると ころ は 全くない のです。 どこから 出た かとい うと、 九 でよ 

二 力 所ぐ らい 考えられます。 一 つ は、 大分県の 国 東半 島の 東に ある 姫 島と いうと ころ。 ここに は、 一山 全部 黒曜 

石と いっていい ぐらいの 大きな 山が あるので すけれ ども、 そこが 一 つ。 それから、 佐賀県の 腰 岳と いうと ころ。 

沖繮の 場合 は、 どうも 佐賀県の 腰 岳の 黒曜石で はない かとい われて います。 ところが、 その 黒曜石が やはり 東 三 

洞 貝塚から 出る のです。 朝鮮半島の 場合 は、 黒曜石 は 北の ほうで ない と 産出し ない。 考古学者の 江 坂 輝弥氏 はこ 

れは 佐賀県の 腰 岳の 黒曜石 じ やない かと 言って います。 そうで あれば、 黒曜石の ル ー ト もつな がって いく わけで 

す。 

さらに、 糸満巿 では ヒス ィの 勾玉が 出て きている の も 見ました。 黒曜石と 時代が ちょっと ずれる かも わかり ま 

せんけれ ども、 おそらく、 弥生の 初め か繙 文の 終り だろうと 思 うんです。 穴 を あけよう として 途中で やめた よう 

な 形跡が ある。 ヒス ィは、 ご存じの ように、 日本で は 糸魚 川で しか 採れない。 鳥 取で も 採れます けれども、 色が 

茶色つ ぼい。 緑の したたる ような ヒス ィは、 糸魚 川の 姫 川の 上流の 小滝と いうと ころで しか 採れない。 ヒス ィは 

朝鮮で も 採れる といわれ ています。 しかし、 朝鮮の ヒス ィ はちよ つと 色が 悪い。 乳白色と 緑色 をね つたよう な 色 

です。 糸満 市で 発見され たの は、 朝鮮半島で 国王 や 王妃の 王冠の 飾りに つけられ たような 勾玉と 似て います。 

こうなります と、 繙文 時代 あたりから 九州の 西海岸 を 通って、 朝鮮半島の 南部、 沖繙 本島の 海域まで は 交流が 

あつたと 考えざる を 得ない と 思う のです。 伊平屋 • 伊是名の 両 島の あいだに 具 志 川 島と いう 島が あるので すが、 

そこから 弥生 式 土器が 出て います。 こういう 形で、 非常に 大幅な 交流が、 日本列島 あるいは 朝鮮半島との あいだ 

に 結ばれて いたと いう 事実が 続々 と あが つ てきて います。 


こうした 事実と、 沖繙の 総体 的な 把握、 ト ー タルな 認識 を どう 結びつけ るか、 という 課題が 出て きている わけ 

です。 これまで は、 「孤島 苦」 つまり r シマ チャピ」 といい、 そういう 形で 非常に 孤立した ような 観念の もとに 

沖繙 論が 組み立てられて きたと 思います けれども、 いま 一 挙 に先史 時代の 文化圏が 拡が つ てきて いるの を 見る こ 

とがで きます。 いまのところ、 稲が どうして あのよう にして 沖繙 本島に 入った かわからない のです けれども、 い 

ずれに しても 弥生時代の 前から、 それ も繩文 前期、 早期 あたりから 沖繙 との 交流が あつたと いう こと は 確かにな 

りました。 

ゴ ホウ ラ という 貝 は、 ホラ 貝みたい な ものです が、 それ は奄 美の 海域と か、 沖 之 永 良 部 島な どで も 採れます し、 

沖繙 本島、 宮古、 八重 山で も 採れます けれども、 それ 以北の 海で はとれ ません。 それ にもかかわらず 北 九州、 山 

口 県、 瀬戸内海の 貝塚な ど、 弥生時代の 遺跡から 出て きます。 

このよう にして、 日本から 沖繩に 行った 土器 文化、 あるいは 黒曜石の 文化が あります けれども、 今度 は 逆に、 

中^の ほうから 貝の 文化がず つと 北上して きます。 ィモ 貝と いうの もあります。 ィモ貝 は 大体 女性が 腕輪に して、 

ゴ ホウ ラは 男性が 腕に つける のです けれども、 そうした 貝が 日本 本土まで 北上して きています。 これが 「貝の 

道」 といわれる ものです。 ゴ ホウ ラは 弥生時代に 一度 消える けれども、 その あと は銅釧 といい まして、 銅で ゴホ 

ゥラの 真似 をして 同じ もの をつ くるので す。 また、 ス イジ 貝と いうの があります けれども、 ス イジ 貝の 形 を も 銅 

学 器で つくります。 

§ ですから、 日本 本土の 文化が 沖繩に 与えられた だけではなくて、 沖繮の 文化が 今度 はまた 本土の ほうに も 与え 

^ られ ると いうよう な、 相互の 交流 は 行なわれ ていた。 普通なら ば、 貝の 文化が 終わって 金属 器の 文化に 移る とき 

冲 

に、 貝の 形 を 模倣す る こと はあり 得ない と 私 は 思う のです。 です けれども、 ス イジ 貝 だと か ゴ ホウ ラの 貝の 形 

^ を 実に. S 実に 銅器に 移し 植えて いると いう こと は、 南から 来た 文化が、 日本の 本土の 人た ちに とって 単なる 装飾 
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具 以上の 大きな 意味 を 持って いたから だろうと 思う のです。 でない と、 金属 器に 移し 植える こと はあり 得ない だ 

ろうと 思います。 一応 貝の 文化が そこで 切れる。 それから 金属 器の 文化が 起こる。 金属 器の 製法 はもち ろん 北の 

ほうから 来たと 思います けれども、 そのな かの 模様と か 形と か は 南から 来て いる わけです。 このよう にして、 日 

本本 土 あるいは 朝鮮半島の 南部と、 南 島が 密接な 関係 を これまで 持って きている、 という ことが いえる と 思う の 

です。 

ところが、 そうした 先史 時代の 交流が おこなわれて、 しばらくし ますと、 文化の 交流が 把握で きない 時代が や 

つてく る。 日本 本土と 南 島との 文化交流の 把握し にくい 時代が、 ほぼ 三一' 四 世紀 ごろから 七 世紀ぐ らいまで 続く 

と 思う のです。 その あと 十一 世紀から 十二 世紀に いわゆる アジ (按 司) の 時代が 沖繙 にやって くる。 按司 つまり 

豪族が 沖繙 本島に 群雄の ように 割拠し まして、 それぞれの グスク によりな がらお 互い 競い合う という 時代です。 

グスク の 時代と いっても いいので すが、 グスク の 時代 は 十五一十六 世紀まで 続きます。 薩 摩が 琉球を 征服して、 

そこ を 自分の 付庸 国と する までの 五、 六 百年 続く のです が、 その 間に 出て きたの が 『おもろ さう し』 です。 

『おもろ さう し』 は 日本 本土で いえば 『万葉集』 に 匹敵す る 非常に 責 重な 文化遺産 だとい われて います。 それ 

は そのと おりだと 私 は 思う のです が、 『万葉集』 が 中国の 文化の 影響 を 強く 受けながら、 日本 固有の 心情 を 表現 

し 得た ように、 『おもろ さう し』 も 日本 文化の 影響 を 受けて いるので す。 受けて いる けれども、 沖繙の 独特の 心 

情 を 披瀝して いると いう こと はいえ ます。 私 も 最近お もろに 若干 関心 を 持ちまして 読んで みます と、 これまでお 

もろと いうの は、 沖繙の 純粋な 固有の 文化 を 伝えて いると 思って いたのが、 少なくとも 精神に おいて はそう だろ 

うと 思う のです が、 文化の 影響と いう ことから 考えます と、 どうも ャ マトの 影響 を 強く 受けて いるので す。 その 

なかには 頻繁に たとえば 「鎧」 「直 垂」 という 言葉が 出て くる。 それから 「城で 月見 をす る」 というよ うな こと 

も 出て くる。 『閑吟 集』 の 影響 も ある。 調子の いい 相 聞 歌みたい な もの も 入って いる。 という わけで、 これまで 
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『おもろ さう し』 を 純粋な 沖 織の 民謡と 考えて いた 向き も あるので すけれ ども、 どうも そうじゃない 最近に な 

つ て、 おもろ をもう 少し 分析し 直して みる 必要が あると 思つ ています。 

もちろん そこに は、 日本 本土の 文化の 影響と 同時に、 本土の 人物と 思われる さまざまな 名前 もまた 出て くるわ 

けです。 これまで は 『おもろ さう し』 を ある 意味で 沖繙の 文化の 原点の ように 考えて いた 向きが ある だろうと 思 

うのです。 私 も その 一人だった のです けれども、 もう 少し 『おもろ さう し』 を 考え直して みる 必要が あると いう 

ふうに 考える ようになりました。 

ちょっとお 断りして おきたい のです が、 それ はお もろの 価値 を 低める もの じ やない のです。 です けれども、 お 

もろ を 純粋な ものと せずに、 もっと 外側との 開放され た —— 日本の みならず 中国 もあります し、 南洋 諸国 等 も あ 

ります が、 おもろ 時代と いうの は 非常に 貿易が 盛んだった 時代です けれども、 そういう 時代の 産物 あるいは 表現 

として 見て いく 必要が あるん じ やない か。 

私の 言いたい こと は、 もう 一遍 ここで、 純粋で、 固有な 沖繙の 文化 を 諸外国、 あるいは 隣接の 諸国との 交流の 

なかに 置いて 見る 必要が あると いう ことです。 縦糸と 横糸 を もって 機 を 織る ような 形で 沖繙の 文化 を 考えて いく 

必要が あるん じ やない か、 という ことです。 おもろ というの は、 豪族、 あるいは 聞 得 大君、 その他 高級 神 女 や 司 

など をうた つた ものが あるので すけれ ども、 どうも 庶民 性が 少ない のです。 私たちが 考える ような ものと してお 

もろが あるん じゃなくて、 国王 だと か、 豪族 だと か、 高級 神 女 だと か、 そういう もの をうたい あげてい る。 もつ 

と 庶民的な ものが 欲しい という こと はあります。 しかし、 さっきから 言って いるよう に、 おもろ を 純粋な 固有な 

ものと してじゃなくて、 もっと ほかの、 沖繙 とその まわりの 関係の なかで 見て いくとい うこと が 必要だろう。 お 

もろの 純粋 さ、 固有 さじゃなくて、 もう 一遍 庶民の なかに 降り 立って 沖繙の 問題 を 考えて みる 必要が あるん じ や 

ないか、 と 少しずつ 思って きている 次第です。 
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ご存じの ように、 おもろ がうた われて いないの は、 先 島の 宮古、 八重 山です。 奄美 に関して は 若干うた われて 

おります けれども、 宮古、 八重 山 はお もろ を 集める ときの 対象にならなかった。 やがて はなった かもしれ ない が、 

少なくともお もろが 編集され た 時代に はなって いない。 したがって、 沖 繙の常 民の 文化 を 根底から 見る に は、 お 

もろ だけで はどうしても 不完全で、 不足で ある。 おもろ の 結集の 対象に もなら なかった 宮古、 八重 山 を 視野に 入 

れ るべき であると 思います。 奄美 本島、 与論、 請、 沖 之 永 良 部、 徳之 島な どの 島に は、 沖繙 本島の 勝 連との 関連 

からうた われて います けれども、 奄美 それ 自体と して はうた われて いないの です。 そういう もの を 包み込ん だと 

きに、 初めて 沖繙 文化の 全貌が 明らかになる のじ やない かと 思う のです。 

これまで どうしても 沖繙 中心 主義で、 しかもお もろ 中心 主義が あつたと 思う のです。 その 伝統 は 伊波の あと 仲 

原善忠 とか、 現在で もお もろ 学者 はたく さんお ります けれども、 そういう もの だけじゃなくて、 その 輪 を もっと 

拡げて、 『おもろ さう し』 を もっと 根底に 置いて いく 必要が あるの じ やない か。 そのと きに 民俗学 は沖繙 のた め 

に 働き 得る だろうと 思います。 

先 ほど 言いました ように、 おもろ のなかのう たという の は、 首 里の 国王 だと か、 豪族 だと か、 高級 神 女 だと か、 

そういう もの をうた つた ものが 多い わけです。 また、 いわゆる 御用 歌人 もお もろの 時代に そろそろ できて おり ま 

す。 ですから、 そういう ものの ない、 もっと 民俗 的な 社会の 民謡 だと か、 歌謡 だと か、 その 歌謡 や 民謡 を 支えて 

きている 民俗 社会の いろいろな 信仰 だと か、 そういう もの を 見て いく 必要が あるん じ やない か。 そこで 初めて 沖 

繙のト ー タルな 把握が できる であろうと 思う のです。 

そのために は 先 島 を 視野の なかに 入れなくて はいけ ないし、 また 北の ほうの 奄 美大 島 を 視野の なかに 入れて お 

く 必要が あるだろう。 それと 同時に、 沖繙 本島 を 中心として、 おもろ 時代の 交渉 史と いいます か、 いろいろな 諸 

外国の 文化が 沖繙に 影響 を 与え、 しかも 沖繃も それに 対して 受け手 だけにと どまらず、 沖繙の 文化 を 日本 本土に 
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伝えて いく 交流の 一 つの かなめと して、 おもろ を 見て いく 必要が あるので はない か 

室町 時代の 初め ごろになる かと 思います けれども、 沖繙の 南部、 島 尻に 覇を となえて いた 山 南 王が 朝鮮に 亡命 

するとい う 話が あります。 朝鮮に 亡命した 山 南 王 は 一人 だとい う 人 も いれば、 二人 だとい う 人 もい ます。 なぜ そ 

うなる かとい うと、 二人の 名前 は 別々 だけれ ども、 結局 は 同一人物 だとい う 説が あるので す。 要するに、 記録と 

して は 『李 朝 実録』 に、 沖 纖の山 南 王が 二回に わたって 亡命して きている という ことで、 朝鮮 王 は 沖 繙の王 をき 

わめて 丁重に 扱って、 いろいろな 食物 を 寄付したり、 衣服 を 与えたり しています。 

どうして 沖纈の 南部の 王が 朝鮮の ほうに 亡命す るか。 それ は 朝鮮に 亡命し やすかつ たからに 違いない。 という 

こと は、 一 つ は、 朝鮮の 内部に 受け入れ 態勢がなくて はいけ ない。 朝鮮に 自分た ち を 快く 迎えて くれる ような 社 

会がなくて はならない。 もう 一 つ は、 亡命 地に 至る ところの 海上の ル ー トを ちゃんと 知って 確保して おかなくて 

はならない。 室町 時代の 初めに、 一人 は 上 里の 城主と いわれて いる 温沙 道と いう 人です が、 家来 を 十数 人 引き 連 

れ ていった という ことにな つてい ます けれども、 それが できた という こと は、 沖纆と 朝鮮の 関係が 実に 密接 だつ 

たから だと 思います。 

『李 朝 実録』 にの つた 済 州 島の 記録 を 見ます と、 済 州 島の 人た ちが 漂流して、 沖繙に 流れつ いている 例が 多い の 

です。 有名な の は、 十五 世紀の 半ば過ぎに、 済 州 島の 船が みかん を 積んで 朝鮮 本土に 渡ろうと したと きに 台風に 

あって、 与那国 沖で 救助され て 本国に 帰り 着いた 記録が あります けれども、 それば かりで はなく、 久米 島に 漂着 

した 話 もあります。 朝鮮から 沖繙へ 漂着した 者 は ほとんど 済 州 島民です。 海上の 道、 すなわち 海の ル ー トが、 沖 

繙と 朝鮮の あいだに 昔から 開かれて いたと いえる ので はない か。 

さきに 申しました ように、 おもろ 時代に すでに、 沖繙の 有力な 按 司の 一人で ある 山 南 王の 上 里 城主が 朝鮮まで 

逃げて いる こと を 見ます と、 私たちが 考えて いる ほどに 沖繙の 社会 は 昔から 孤立して いたので はない。 確かに、 
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孤島 苦 を あらわす 「シマ チャピ」 という 言葉 は 『混 効験 集』 という 十八 世紀 初頭の、 琉球 最古の 辞典に 出て いま 

す。 しかし、 「シ マチ ャビ」 という 言葉 はあって も、 他方に おいて は 非常に 開かれた 海の 道が あった。 それ は 中 

国との 交流と もつな がります。 ですから、 そうした 形での 沖繙の 文化 をもう 一遍な がめ 直して みる 必要が あるの 

ではない か。 

これまで は、 ャ マトと 沖繙の 関係の ほうに あまりに も 関心が 行き過ぎて いたので はない かと 思う のです。 沖繙 

と 朝鮮の 関係 もあります。 ャ マトと 朝鮮の 関係 も ある。 沖 緝 と 中国との 関係 も ある。 そうした 「東 シナ海 文化 

圏」 とで も 称する 一 つの 大きな 文化圏の なかに 沖繙の 位置 を 置いて、 ながめ 直して みる 必要が ある。 そのために 

は、 沖 繮 の 民俗 社会の 把握が どうしても 必要に なって くる。 そういう ことで、 民俗学 を 沖繙の 自己 認識の ために 

役立てる ことができる。 

これまで、 おもろ だと か、 琉歌 だと か、 いろいろな 形で 沖繙の 文化が 論じられ てきて おります けれども、 おも 

ろ を 通して おもろ を 超えた 世界へ、 琉歌を 通して 琉歌を 超えた 世界へ、 われわれ は 進む 必要が ある だろうと 考え 

るので す。 

ここで、 断 わって おきたい のです けれども、 「日 琉同袓 論」 をい うのではありません。 日琉が 同祖で あると か 

ない とかいう の も、 いわば 意識の 次元、 あるいは また 感情の 次元 だと 思 うんです。 ですから、 かりに 文化が 同じ 

であっても、 それが 同祖 論になる わけで もない し、 あるいは 文化が 違っても、 それが 日琉 異質 論になる わけで も 

ない。 「事大主義」 という 言葉が あります けれども、 大きな ものに 小さい ものが 従おうと する ような 根性、 これ 

は 日本人 特有 だと 柳 田 もい つてい る。 そういう ものが 一 つの 「同化」 の 傾向 を 生む のであって、 そういう ものと 

文化の 類同 性、 あるいは 異同 性で もい いです が、 同じ もの、 違う ものの 認識と は 分けて 考えなくて はいけ ない。 

しかも その上に、 沖繙の アイデンティティ (自分が 自分に なること) を 考え、 その 道 を 探して いく 必要が ある だ 
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ろうと 考える わけです。 

こ e よ 余談です けれども、 この 前 三月に 参りました ときに、 私の 関心 は 知 念 半島に 集中して いました。 知 念 半 

島に は、 知 念、 玉 城と いう 地名が あります。 それから 佐 敷 村と いうの が ある。 もう 一 つ 大里村 を 加えて、 東方の 

四ぽ i というので すが、 そこ は 第一 尚 氏の 根拠地 なんです。 やがて 尚徳 王の 時代に 第一 尚 氏が 滅びまして、 第二 

尚 氏の 勃興と いう ことになります が、 これまで 『中 山 世鑑』 を はじめと して 沖繙の 歴史 を 読みます と、 第一 尚 氏 

と 第二 尚 氏の 政権の 授受 は、 うまくいって いるよう に 見える のです。 血の 雨 を 見ないで、 尚 円 王が きわめて 円滑 

な 移で 第 一 尚 氏の 政権 を 受け継いで いると いうよう に 沖繙の 本に 書いて あります。 

今度、 第一 尚 氏の 根拠地で ある 佐 敷、 知 念、 玉 城、 大里 というと ころ を 訪ねて みます と、 そうではなくて、 第 

一尚 氏 は 第二 尚 氏が 勃興して きたと きに 徹底的に やられて いるので す。 佐 敷 村に 月 代の 宮 というの があって、 こ 

れょ第 一 尚 氏の なかで もっとも 実権 を 握った 尚 巴 志を祀 ると いわれて いますが、 たまたま 佐 敷 村の 役場の 人に 案 

内して いただいて 月 代の 宮に 行って、 いつごろ できた のか、 と 聞いたら、 昭和 十 何年 か だとい うのです。 そこ は 

もともと 尚 巴 志の いた 居住地で すから、 馬 天 湾が 一望に 見える ような 高い ところに あって、 青磁の かけら だと か 

いわゆる 貿易品が 出て くるので すけれ ども、 お宮 を 建てられ たの は 昭和 十三 年 ごろです。 

どうして 建てた のかと いうと、 首 里 城に あった 沖繙 神社 11 これ は 県 社です けれども 11 に 第一 一尚 氏の 王 は 神 

として 祀られ る。 ところが、 第一 尚 氏 は 第二 尚 氏の 末裔に よって 厳しく 排撃され る わけです。 沖繙 神社の 祭神に 

^えて もらえない。 大正 十五 年 かに 沖 織 神社が できる が、 そのと きに 第一 尚 氏 は、 尚 巴 志 も、 その 父の 尚 思紹も 

加えて もらえない。 やむなく 昭和 十三 年に 月 代の 宮を、 もと 尚 巴 志の 居住地と いわれる 佐 敷の 高台に つくった と 

いう 次第です。 

その 一事 を 見ましても、 これまでの 沖繙の 歴史 その他 をう のみに して はいけ ない ことが わかります。 佐 敷 や 玉 
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拔 あたりに 行きます と、 第一 尚 氏 は 徹底的に やられて いる こと、 か 分かります ^ たとえば、 尚泰久 という 有名な 第 

一尚 氏の 王が いますが、 その 尚 泰久の 骨 は、 首 里の 玉 城から、 たしか 読 谷に ある クン チヤ 墓 —— いまで 言えば ハ 

ン セン 氏 病の 人た ち を 葬る 墓です が 11 に 入れて いる。 それ は 第二 尚 氏の 追及 をく らます ための ものです。 そし 

て 明治に なって 初めて、 クン チヤ 墓から 玉 城の 富 里と いうと ころに 持って きて 会葬した のです。 それ も、 第二 尚 

氏が 明治 十一 一年の 琉球 処分で 力 を 失って から 初めて、 第 一 尚 氏の なかの 尚 泰久の 骨 を 玉 城に 持って きて 埋め 直す 

わけです。 尚 巴 志の 遺骨 も、 佐 敷 森と いう 森が あるそう です けれども、 そこに 秘かに 持って いったと いわれて い 

ます。 そういう こと は 沖繙の 正史に 書いて ない のです。 第二 尚 氏のと きに つくられた 『中 山 世鑑』 も、 『中 山 世 

譜』 も、 あるいは また 『球 陽』 も、 そういう こと は 全く 書いて いない。 そのこと を 現地で 聞きながら、 沖 繮の歴 

史 をもう 一 遍 洗い直しても おそくない、 という 考え を 持った わけです。 

先 ほどから 言って いますよ うに、 ちょうど 沖繙の 歴史 を 考え直す いい 時期に 来て いる、 曲がり角に 来て いる、 

そしても つと 広く もっと 深く 沖繙を とらえる に はどうし たらい いか を 考える ときに、 民俗学 は、 記録の ない 文化 

あるいは 社会 を 探る のに 大きな 武器の 一 つになる に違いない、 と 考えて いる 次第です。 


から 東 へ 11 『古事記』 と琉球 


『古事記』 に は、 仁徳 帝の 時代に、 枯野 という 船 をつ くって、 朝夕 淡路島の 清水 を 酌んで は 「大 御水」 としてた 

てまつつ たと 記されて いる。 これが 天皇の 飲料水と して 供され たこと は、 『播磨 国 風土記 逸文』 に 同 趣旨の 内容 

の 話が 伝えられ ている ことで 推察が つく。 だが 『古事記』 にしろ、 『播磨 国 風土記 逸文』 にせよ、 なぜ わざわざ 

天皇の 飲料水 を 淡路島から はこんだ かに ついては 何の 説明 もない。 ただの 飲料水な らば どこに でも 求める ことが 

できる。 そこで 淡路島の 水と いう 点に 問題の ある ことが 分かる。 

実際 おこなわれた にせよ、 あるいは 伝承に すぎない にせよ、 なぜ 淡路島から 水 を はこぶ という めんどうな こと 

をした か。 それ は 淡路島が 聖 なる 島で、 淡路島の 井泉の 水が 聖水 であった から、 と 考える ほか はない。 聖水 につ 

いてまず 頭に 浮かぶ の は、 『日本書紀』 に 反 正 天皇が 誕生した と 記されて いる 淡路島の 瑞 井であろう。 仲 野 安雄 

の 『淡 路常磐 草』 によると、 瑞井は 潮 清水と も 松 本の 水と もい い、 古い 楠の 空洞の 径 六尺 深 七 尺なる もの を もつ 
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て 井筒と している。 ひどい 旱魃に も 水の 絶える ことがない 泉で、 近くの 村里から 朝夕、 水 を 汲みと りに きた。 む 

かし はこの あたりまで 潮が どんどん 入って きたの だが、 その 中に よい 清水が 湧く ので 潮 清水と 呼んだ、 と 述べて 

いる。 私 も その 瑞井を 見に いった ことがある。 今 は 田んぼの 畦 道の かたわらに、 コンク リ ー 卜の かこいが して あ 

る まことに 小さな 井戸で ある。 

仲 野 安雄 は 近在の 村々 から 朝夕 この 瑞 井の 水 を 汲みに きたよう に 書いて いるが、 塩から い 水が どうして そのよ 

うに 飲料水と して 珍重され たか、 やはり この場合 も聖 水と して 大切に 使用され たと 考える のが 妥当で ある。 

淡路島の 聖 水が 瑞 井の 水 かどう かそれ は 分からない。 ただ 淡路島から 聖 水が はこばれ たという ことに は その 理 

由がなくて はならない。 私 は 淡 路が応 神、 仁徳 両 王朝の 古い 思い出の 地ではなかった かと 推測す る。 率直に 言え 

ば、 彼らの 王朝 は 淡路を 足が かりにして 河内に 進出した ので はない か。 

『古事記』 に は 安寧 天皇の 孫の 和 知 都 美 命 は 淡路の 御井 宮に いたと 記して いる。 この 御井 宮は瑞 井の 所在地と お 

なじ 場所と 見られて いる。 

また 応神 帝の 妃 である 弟 日 売が、 淡 路の三 原の 郎女を 生んだ となって いる。 さらに 応神 帝の 皇子の 根 鳥 王が、 

庶 妹の 三 原 (腹) の郎 女を娶 つて、 中日 子 王と 伊和 島 王と を 生ませた とする。 仁徳 天皇の 皇子に あたる 反 正 帝 も 

また 瑞 井の 近くの 淡 路宮で 誕生して いる こと を 入れれば、 淡路が いわゆる 河内 王朝に 縁 由の ある 土地であった こ 

と は 否定で きない。 

河内 王朝の 頃に は淡路 出身の 妃が あり、 当時の 習慣に したがって、 自分の 実家で 出産 するとい うこと から、 淡 

路で 誕生した 息子が あつたか も 知れない。 淡路の 御原の 海人 は、 淡路島の 南部で 活躍し、 淡路 北部の 野 島の 安曇 

の 海人と 併称され る 一大 勢力であった。 その 海人の 女が 乳母と して 宮中に 奉仕して いた こと も 考えられる。 淡路 

島の 神で ある ィザ ナキ は、 ィザ ナミと ともに 国 生みの 大業 を 終えた のちに 淡路に 幽宮を こしらえて、 そこに 永眠 
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した。 その ィザ ナキ は、 履 中 帝 や 允恭 帝が 淡路島に 狩狱 した さいに， 敬意 を はらわなかった とレぅ かどで はな 

はだしく 不興 を 洩らす。 しかし 真珠 を 献上す ると 機嫌が なおる。 という こと はィ ザナキ はお そらく 淡路の 海人の 

神だった のであろう。 しかし それだけ でも あるまい。 履 中 帝 も 允恭 帝 もと もに 仁徳 帝の 皇子で ある。 ィザ ナキが 

これらの 皇子に たいして 威圧的な 態度 を 示す という こと は、 ィザ ナキと 彼ら 仁徳 帝の 血す じとの 間にな にがし か 

のつ よい 紐帯が あって はじめて できる ことで ある。 こうした ことから 河内 王朝に は、 淡路島 は聖 なる 島と みられ、 

それに ふさわしい 畏敬の 対象であった のだろう。 九州から 東進した 勢力 は、 まず 淡路を 足が かりとし たので は あ 

るまい か。 

『古事記』 の 神武 東征 説話 をみ ると、 吉備の 高 島 宮に八 年いて、 そこから 速 吸 門 をへ て、 東に むかって いる。 

この 速 吸 門で 槁根津 日子と いう 男 を 水先案内と してやと つた。 彼 は 倭 国 造の 先祖で あると 記されて いる。 『国 造 

本紀』 に は 大倭国 造で 大和 直の 祖 とされて いる。 ここでい う 速 吸 門 は 明 石 海峡と みなされ ている。 そこで 槁根津 

日子 は 淡路島に 縁 由の 深い 海人ではなかった かと 考えられる。 

『日本書紀』 の 仁徳 帝 即位 前紀に 淡路の 海人 多数 を 水 手と して 差 向け、 韓国に いる 吾子 籠 を、 連れて かえった こ 

とが 記されて いる。 雄 略 紀ニ年 十月の 条には 大倭国 造 吾子 籠 宿弥の 名が 見える。 これによ つて 吾子 籠が 大倭国 造 

である こと を 知る。 この 吾子 籠 は 履 中 天皇のと き 住吉仲 皇子の 乱に 加担した と 履中紀 にある が、 このと き は 俊 直 

吾子 籠と なって いる。 住吉仲 皇子の 乱に は 淡 路の野 島の 海人の 阿曇 連 浜 子 も 加わって いると ころから して、 大倭 

国 造 ある い は 倭 直の 吾子 籠が 淡路に 根拠地 を も つていた こと を 知る。 

倭 直の 始祖 は 槁根津 日子 (紀 では 椎根 津彦) であるが、 垂仁紀 によると 倭 直の 祖は長 尾 市で あると されて いる" 

この 長 尾 市 は!^ ガ li 魂 神の 祭主と なった ことが 崇神紀 に 記されて いる。 それが 延喜 式に いう 大和に 坐す 大国 魂 神 

社で、 大和 国 山辺 郡の 朝 和 村に まつられた。 ところが 延喜 式に よると、 淡路 国の 名 神 大社 は津名 郡の 淡路 伊佐 奈 
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伎 神社と 三 原 郡の 大和 国 魂 神社の 二 社で ある。 吉田東 伍 はこの 大和 国 魂 神社 は 大和から 移した のだろう が、 はつ 

きり しないと 述べ ている。 

なぜ 大和 国 魂 神社が 大和 国と 淡路 国に 二つ あるの か。 国 魂 神社 は、 その 国の 魂 を まつる の だから とうぜん 淡路 

国 魂 神社と しなければ ならない のに、 大和 国 魂 神社で ある 理由 は 如何。 これにた いして 大和 岩 雄 氏 は、 淡 路の海 

人の 槁根 津彦 (椎根 津彦) が、 倭 直の 祖と いわれて いる ことから、 淡 路の三 原 郡の 国 魂 神社 を 大和 国 魂 神社と 称 

している ので あろうと 『日本 古代 試論』 の 中で 述べて いるの は 納得で きる。 私 はしかし、 淡路と 大和と 双方に 同 

名の 大和 国 魂 神社が もうけられ たの は、 淡路が 大和 政権 樹立の 最初の 寄留地であった からと 考える ので ある。 だ 

からこ そ、 仁徳 王朝 は 聖水を 淡路に 求めた のであった ろう。 

天皇 即位の あくる 年に 難 波の 海岸で おこなわれる 八十 島 祭 は 生 島 巫の 参加の もとに おこなわれた。 信 州 上田 市 

にある 生 島 足 島 神社に は、 土間の 本殿が ある だけで 神体 はない。 そこで 生 島 足 島 神社 は 土地の 精霊 を 祭って いる 

こと を 知る。 これで も 分かる ように、 生 島 足 島と いうの は 島々 の 精霊、 あるいは 国 魂の こと を 指して いた。 この 

国 魂 を 身に つける ことが 八十 島 祭の 目的で あると すれば、 仁徳 帝の 「おしてる や 難 波の 崎よ」 の 歌に うかがわれ 

るよう に、 難 波津の 島々 だけでなく 淡路島と その 周辺が 意識の 中に あ つ たと みて 差支えない。 

岡 田 精 司 氏が 『古代 王権の 祭祀と 神話』 で 述べて いるよう に、 八十 島 祭の 文献の 上の 初見 は 九 世紀な かばから 

であるが、 即位 礼と しての 八十 島 祭 は 五 世紀の 河内 王朝のと き はじまった と考えられる。 とすれば、 八十 島 はも 

ともと 海の 彼方、 すなわち、 淡路島から 国 魂 を 迎える 儀礼ではなかった か。 淡 路の国 魂 を 身に つけねば 王の 資格 

の 得られない 時代が あった。 淡路の 海人の 末裔に ャマ ト 政権の 中心で ある 大和 国の 国 魂の 祭祀 を ゆだねる という 

こと はよ ほど 由々 しい 歴史的 背景がなければ できる ことで はな か つ た。 

私が そう 思う の は、 いうまでもなく 国 生みの 神話の ことがある からだ。 『古事記』 によると、 ィザ ナミが さき 
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に 声をかけたら ヒル コが 生まれた。 そこで やり直して、 ィ ザナキ がさき に 声をかけたら、 最初に 淡路島が 生まれ 

あよち のし ま  え  みこ ころ よろこ   

た。 ところが 『日本書紀』 の 本文 は 「先づ 淡 路洲を 以て 胞 とす。 意 に 快び ざる 所な り。 かれ 名 づけて 淡路^ 

とい ふ」 となって いる。 なぜ 淡路を 筆頭に 生み、 あるいは 淡路島 を 胞衣と して 他の 島 を 生みながら、 心が 楽しま 

なかった のだろう か。 そして その 結果、 淡 路洲と 名 づけた というの はどうい う 意味な のか。 本 居 宣長は ヒル コを 

芦船に のせて 流した あとに 「次に 淡 島 を 生みた まひき。 こも 子の 数に 入らず」 と ある 部分に ついて、 『古事記伝』 

の 中で 「御 親 神の^め 悪み 賜 ひし 故に 淡 嶋とは 名 づけし なるべし」 と 注釈して いる。 武田 祐吉は 「四国の 阿波の 

方面の 名。 この 部分 は 阿波 方面に 対して わるい 感情 を 表示す る」 と 『古事記』 (角 川 文庫 版) に 注釈して いる。 淡 

路は吾 恥に 通じる と 『旧事 紀』 は 言う。 

どうして 淡路 はこの ように 敬遠され、 冷淡に あつかわれ、 憎悪の 対象に すらな つたの だろう か。 淡 路の島 神が 

ィ ザナキ であると いう 事実が 証明す るよう に、 淡 路国は ィザナ キ • ィ ザ ナミの 国 生みの 舞台で あり、 また 仁徳 帝 

のとき は わざわざ 軽快な 船 を 仕立てて 聖水を 求めた 島で ある。 そうした 過去の 光栄 を 担いながら、 なぜ、 記紀 は 

淡路 にたいして、 つめたく 取り扱おう とする のだろう か。 

聖水 というの は 要するに 若返りの 水で ある。 それ を 身に つける ことで 魂 を 若返らせる ことができる。 沖 織で は 

「すで 水」 と 呼んで いる。 伊波 普猷は 『あまみ ゃ考』 の 中で、 沖繩の 王家で はもと もと 国王の 出身地の 伊平屋 島 

からこの 水 をと つてき て、 年に 二回 「御水 撫で」 をして 魂 を 切換え たが、 伊平屋 灕 はふ だんでも 波の あらい 所で、 

しばしば 海 を わたる わけに はいかな いので、 辺 戸 や 今 帰 仁まで 出かけたり、 また そこから 聖水を もってき て 国 

王が 額 を 撫でる 儀式 をお こなつ たと 言 つてい る。 それ を はこんだ という 土の 壺は私 も 辺 戸村の 旧家で みている。 
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ほそながい 形の 素焼の その 壺は 明治 十一 一年の 琉球 処分まで、 幾日も かか つ て 首 里拔に はこんだ という 話であった „ 

辺 戸 や 今 帰 仁 は、 琉 球の 島々 を はじめて 作った という ァ マミ キヨの 神の 足跡の あると ころ だから、 そこから 聖水 

をと つてき たの は、 かならずしも 伊平屋 灘が波 あらい 海だった からだけ の 理由で はない。 しかし ここで 注意した 

いこと は、 伊平屋と そのと なりの 伊是名の 二つの 島が 第一 尚 氏、 第二 尚 氏の 出身地で ある にもかかわらず、 その 

出自 がよ からぬ 話と むすびつけられ ている ことで ある。 第 一 尚 氏の 先祖の 佐 銘川大 主 は 食糧 を ためこんで いると 

いうか どで 伊平屋 島の 人た ちから 追い出され、 辺 戸の 岬 を まわって、 東海岸の 場 天 浜に 落ちつい たと 『佐 銘川大 

主 由来 記』 は 伝える。 また 第二 尚 氏 を 開いた 尚 円 も 伊平屋の 百姓の 家に 生まれ、 田の 水 をぬ すんだ という 疑い を 

村人に かけられて 殺されようと したので、 島 を 脱出して 国 頭に かくれた と 『中 山 世譜』 は 記す。 これ は 伊平屋 島 

そのものに たいする 非難で はない。 だが 第一 尚 氏と 第二 尚 氏の 始祖が 共に、 伊平屋 島から 追放の 憂目に あつたと 

いう こと は、 伊平屋 島 を 王朝 発祥の 聖地と して 尊敬す る 念 を 失わせて しまう こと はたし かで ある。 ことに 沖繙本 

島の 東方 崇拝と くらべて みると きに、 西北 方の 伊平屋 島へ ある 種の 非難め いた ものが 含まれて いる こと を 感じな 

いで はいられない。 折 口 信 夫 は 日本 本土から 南下して きた 人た ちがいつ たん 伊平屋 島 を 足が かりにして、 そこ か 

ら 更に 沖繙 本島の 東海岸に わたって 統一 権力 を 打ちた てた。 それが 第一 尚 氏で あると している が、 もしそう であ 

ると すれば、 伊平屋 島の 役 わり は 淡路島と 酷似して くる。 伊平屋 島に 居られ なくなつ たという 暗い 噂が 真実で あ 

つたに せよ、 それらの 伝承 を 史書に のこす 理由 もない。 それな のに それが 残ったと いうの は、 第一 尚 氏、 第二 尚 

氏と もそう した 噂 を 徹底して 根絶す る だけの 力 を も つてい なか つたこと にもよ るが、 第 一 尚 氏が 沖繙 本島の 東海 

岸に 根拠地 をお くようになる につれ て、 東方に たいする 崇敬の 念が おこり、 久高島 や 斎場 御嶽 を 聖地と する 信仰 

に 切り換えられた ことと 関係が あると 私 はおもう。 

事実 『おもろ さう し』 に 出て くる 「て だが 穴」 は 第一 尚 氏の 根拠地の あたりに 集中して いる。 久高 島の ク ボウ 


の 御嶽、 与那 原の 瑞嶽、 知念杜 グスク などが そうで ある。 斎場 御嶽 も 「て だが 穴」 の 一種で ある。 おもろ 時代の 

人た ち は、 太陽 は 東に ある 穴から 出て 中天 を かけり、 夜に はまた その 穴に かえって くると 信じて いた。 毎朝 太陽 

の 誕生す る 神聖な 穴が 「て だが 穴」 に ほかならぬ。 こうした 太陽の 洞窟の 観念 はき わめて 古い ものであるが、 第 

一尚 氏の 時代に なると 東方 崇拝、 または 太陽神の 末裔 (て だ 子) としての 国王の 崇拝と むすびつ いたので ある。 

しかも それだけ ではない。 ァ マミ キヨの 足跡 は、 辺 戸の 安須 森、 今 帰 仁の カナ ヒャブ を 作った のち は、 東海岸 

の 知 念杜グ スク、 斎場 御嶽、 ャブサ ッの浦 原、 玉 城 アマ ッヅ、 久高 島の ク ボウの 御嶽、 などす ベて 第一 尚 氏の 根 

拠 地の 四 間切に あつまつ ている。 そして さいごに アマ ミキ ョは首 里 周辺の 首 里 森、 真 玉 森 を 作った となって いる „ 

こうして みると き、 ァ マミ キヨの 古い 伝承 も 第一 尚 氏の 権威 づけに たくみに とり 入れられた ことが 分かる。 伊波 

普猷は 『あまみ ゃ考』 の 中で 二 ライカ ナイ ももと は 北方に あると 信じられ ていた ものが、 第一 尚 氏の 勃興と 共に 

もつ ばら 東方に あると 信じられる ようにな つたと 言って いる。 辺 戸 や 今 帰 仁に 聖水を 求めた としても、 久高島 や 

斎場 御嶽に たいする 琉球 王府の 崇敬から すれば、 北方 または 西北 方にたい する 信仰 は 比較に ならない ほど 稀薄で 

ある。 それ は琉 球王府 がこうした 海人 族 を 先祖と する 伝承へ の 信仰 を 打破ろうと したから に ほかならぬと 伊波 は 

考える。 

その 証拠と なる ものが 「国土 創造のお もろ」 であった。 「昔 世界の はじまりに 太陽神が 美しく 照り かがやいて. 

下界 を はるかに 見下し、 アマ ミキ ョを 召して 島 をつ くれと 命じた。 アマ ミキ ョは 数多くの 島々 を 作った が そお 

^ を 作りお える まで、 太陽神 は 待ち あぐんで いた。 そうして ァ マミ キヨの 同族の 子孫 は 生み 殖やすな、 天帝で ある 

^ 太陽神の 子 を 生み 殖やせと 言った」 と言う ものである。 ここで は、 ァ マミ キヨ、 シ ネリ キヨが 島 を 創った という 

古 承 を 否定で きないので、 一 芯 太陽神が 国土 を 作る こと を 命じた という ことにな つて L る， し 力 L さ..： >  こに は 

SX 自分た ちはァ マミ キヨの 子孫で はなく、 太陽神の 子孫で、 すぐれた 血統で ある こと を 主張す る。 
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「むかし はじめからの ふし」 と 呼ばれる このお もろの 最後 は、 

あまみ や すぢゃ なすな 

しねり や すぢゃ なすな 

しゃれば すぢゃ なしよ われ  ， 

となって いる。 「しゃれば」 は 伊波 普 猷と仲 原善忠 では 解釈が ちがう が、 そのこと は 一応 置く。 ここで は 沖繮の 

国土 を 作 つた アマ ミキ ョ • シ ネリ キヨ に対する 軽侮の 念が 問題で ある。 アマ ミキ ョ はいつ か アマン チュ ー となり、 

天人 を 意味す るよう に 変化 を とげる。 この こと は 海の 彼方より くる 水平 神が、 天から 降る 垂直 神に かわった こと 

を 意味す る。 こうした 「海」 から 一天」 への 転換に よって、 琉 球の 王家 は 民衆と 出自を 共有す る 水平 信仰 を 抹消 

し、 垂直 信仰に かえて いこうと する 意図が うかがわれる。 『おもろ さう し』 をみ ると 琉球 国王 は 日 神の 裔 となつ 

ている。 沖繙の 王家が ふるい 伝説 を 否定し、 ァ マミ キヨの 影 をう すくす る 狙い は、 日 神の 裔 として、 天帝から 国 

をさず かった という 風に その 出自を 高く しょうと する ものに ほかなら ない。 そのために 沖繙 本島の 北、 西、 西北 

にたいする 関心 を 東の ほうへ と 切り換える ことが 政治的に 必要であった。 そのこと は 第一 尚 氏が 沖繙 本島の 東海 

岸に 根拠地 を もっていた ことによって、 拍車 を かけた が、 第二 尚 氏 もまた 前 王朝の 信仰 を そのまま 自分の ものと 

して 受け入れ、 いっそう 強化し、 完成した。 東方に 対する 信仰 は、 国王なら びに 聞 得 大君の 東 御 廻の 儀礼に よつ 

て も つ とも 明確に 表明され た。 

淡路島の ばあい も その 海人 族の 伝承 を 国家権力の 伝承に 組み入れ、 形 を 変えて 表現す るた めに は、 東方に 眼 を 

むけかえさせる 必要が あった。 河内 王朝の 勢力が 大和 盆地に 入り、 そこに 政権 を 樹立す ると、 とうぜん 権力の 重 
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し は 東に 移される。 まして 継 体 帝が 近 江 または 越 前の 出自 であると すれば、 淡路 との 血脈 はぶつつ り 切れる し 

かし それだけ では あるまい。 岡 田 精 司 氏 は 伊勢神宮の 成立 を 五 世紀末の 雄 略 期と みて おり、 その 時代に 大王 家の 

守護霊と しての 太陽神 を 伊勢に 移した と 考えて いる。 これ は 淡路が 允恭 期 を 境目と して 史書の 上から 姿を消して 

いくこと と 無縁で はない と 私 は 考える。 また ヒル メの 神の 成立 は 古いが、 ォゥ ヒル メの 神が 太陽神と 並立す る最 

高 神 0 位置に 上る の は、 推 古 女帝の 時代と 考えられ、 大 ヒル メの神 を 単独の 最高 神と して 天照大神と 名 を かえる 

の は、 天武 期の ことで あると も 岡 田 氏 は 言って いる。 

このよう にして 淡路が 最初の 聖地で あり、 その後 伊勢 を 聖地と する 観念が 生まれた。 日 神の 裔 として 自分の 出 

自を 神聖 匕す るた めに、 東方に 聖地 を 求める の はとう ぜんの なりゆき である。 それ は あたかも 琉球 国王の 出身地 

の 伊平屋 島の 方向に ある 西北 部、 または ァ マミ キヨの 上陸 地で ある 北部が 聖地と みなされて いたのが、 東方に 切 

り 換わった のと 同じで ある。 伊波 普猷は 『影 薄き 国つ 神』 の 冒頭で 「南 島で は、 国土 創造の 神ァ マミ キヨ 以下の 

国つ 神の 祀られ ている 事が 判然して いない。 恐らく ァ マミ キヨの 祀られ ている 所 を 知っている 人は尠 かろう」 と 

言って いるが、 ィ ザナキ 神が 淡路の 地方 神と して 畿内と くに 淡路の 外で は 大切に 祀られ なかった の もお なじ 理由 

からだ。 ィザナ キ神は 海人 族の 奉戴す る 神であって、 ァ マミ キヨに 相当す る。 したがって ィ ザナキ 神話と ァ マテ 

ラス 神話との 間に は 断絶が ある。 しかし 両者 を 媒介す る ものがなかった わけで はない。 

ィザ ナキ. ィザ ナミの 国 生みのと きに、 最初に 生まれた のが ヒル コ であった ので、 それ を 海に 流した という 説 

話 は 多くの こと を 考えさせる。 国 生みの 神話で 最初の 子が 不具であった というの は 多い。 それ は 今日で も 南 島に 

ひろがる 説話であって、 波 照 間 島まで 分布して いる。 一方 また、 久米 島で は ネズミ は 日 神の 初子で あるが、 「徒 

な H^」 で 「庶子の 狂れ 子」 であるから 小舟 を 作って やって それに 乗せて 二 ライカ ナイに 追放 するとい う 有名な ォ 

タカべ が 伝えられ ている。 ネズミ が 農作物 を かみやぶ つて 荒らし まわる というの がその 理由で ある。 嫡出子で あ 
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れば日 神の 妻と してみ とめられ、 尊敬 を 受ける ので あるが、 庶子で あれば 根の 国へ 追放の 刑に 処 せられる という 

の は あたかも ァ マテ ラスと スサ ノォの 関係に 比定 される。 ここに は 日の 妻 を どうして ヒル メと 呼ぶ かの 暗示が あ 

る。 折 口 信 夫 は、 水の 女が ミル メと 変る ように、 日の 女が ヒル メに 変った ので はない かと 想定して いる。 そうし 

て ヒル メの 対語と して 太陽神の 長子の ヒル コ という 語が あらわれて くる。 最初の 子が 不具であった としても、 か 

ならず しも 蛭で ある 必要 はない。 南 島の 洪水 始祖 伝説に みるよう に、 ムカデ でも ャド カリで も かまわない。 しか 

しそ こに 蛭 を もってき たという の は、 骨が なく、 ぐにゃぐにゃした 身体 を あらわす のにつ ごうが よかった からで 

あり、 そのために は 日の 子から ヒル コ への 音韻の 転化が 自由だった からで ある。 つまり ィザナ キ • ィ ザ ナミの 国 

生み 神話で、 最初の 子が ヒル コ であった という こと は、 蛭 子の まえが 日の 子であった こと を 暗示させる。 こうし 

て 太陽神と その 末裔の 「日の 御子」 の 信仰へ と 移行す る 素地が 作られる。 

一方、 南 島で も、 太陽 を あらわす 巫女が 多い。 第一 尚 氏の 最高 巫女であった 馬 天 ノロ は 「てだしろ」 (太陽神 

の 依 代) という 神 名 を もっていた。 『おもろ さう し』 に は 「こいしの」 「あけし の」 という 神 名の ノ  口が いる。 

「しの」 は 太陽の ことと 考えられ ている。 また 「照る」 という 言葉 を 冠す る 神 名の 巫女が 多い こと も 目立って い 

る。 これらの 神 女が 首 里 王府の 権力に 奉仕した こと はいう まで もない が、 しかし、 その まえから 太陽 を 神と して 

崇拝す る 素地 は あ つ たと みなければ ならぬ。 大隅正 八幡宮の 縁起に は ォゥヒ ル メが 日光に 感 精して 七 歳に して 身 

ごもった という 話が 出て くる。 また 奄 美大 島に は、 思 松 金と いう 娘が、 太陽に あたって 身 ごもった という 説話が 

ある。 そうして 生まれ 出た 子ども は 天に のぼって 太陽の 子で ある こと を 証明す る。 思 松 金 は 巫女 (ユタ) の 先祖 

となり、 その子 ども は トキ (男 ユタ) の 先祖に なった という。 

南 島と 日本 本土と を 問わず、 自分 を 太陽神の 子と したり、 また 太陽神の 妻と する 話 は 民間に かず 多く あつたに 

ちがいない。 それが 国家 神と しての 太陽 崇拝へ 移行す る こと をた やすくした。 日の 妻であった 巫女が、 東方の 


勢の 地に 移される と共に、 国家 最高の 神と して、 国民の 上に 君臨す るよう になった。 

聖 なる ものが 截 なる ものへ 転位す る こと は 拙著 『魔の 系譜』 や 『青銅の 神の 足跡』 にく わしく 述べて いるので、 

ここで はくり かえさな いが、 かって 聖 なる 島であった 淡路 にたいして、 いっか 軽侮の 念が 生まれた こと は 歴史的 

過程と して だけでなく、 日本人の 精神構造に 即しても 理解で きる。 こうして 海人 は 卑しい 出自 とみな され、 おと 

しめられた。 国家権力 を 象徴す る 神話 は、 海人の もつ 神話と は 無縁で あるよう に 仕組まれ ていた。 それ は 伊勢が 

東方の 聖地と して 重視され るのと 比例して いた。 r 聖 なる もの」 のこう した 転位の 考察 は 『古事記』 ゃ古琉 球の 

史書 を ひもとく 場合に 欠かす ことので きない 重要な 視点で あると 私に は 思われる。 
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私 はこれ まで 「おもろ さう し」 と 言えば、 沖繙の 純粋な 古 謡 集とば かり 思い こんでいた。 たしかにそう にはち 

がいない が、 すこして いねいに 読んで みると、 その 中に 本土の 文化の 影響が すくなからず 見られる ことに あらた 

めて 気がついた。 そこから 沖繙と 日本 本土との 関係 を 考え直してみ ようとい う 気になった。 たとえば 次の ような 

一 節が ある。 

よべ 見ち やる 夢の 

真夜中の 夢の 

夢 や 跡な もの 

夢 や 失せな もの 


昨夜 見た 夢 は 跡形 もな く 消え失せて しまった という 意 だが、 これ は あきらかに 室町 時代の 小唄の 影響 を 受けて 


いる。 言葉 だけでなく 発想が すでにそう である。 「閑 吟集」 に 出て くる 言葉が そのまま、 沖繾の 「鳥 さし 舞」 の 

歌に とり 入れられ ている こと を 指摘す る 学者 も ある。 「おもろ さう し」 にうた われた 時代 は、 沖繮 本島の 各地に 

豪族が 並びた ち、 あらそい をく りかえ しながら、 しだいに 王国に 統一され ていった 過程で あり、 およそ 鎌 倉、 室 

町、 安土 桃 山の 時期に 相当す る。 したがって、 日本との 交易 もさかん であり、 日本 本土の 文化が 南に 移った とこ 

ろで、 一向に ふしぎで はない。 その なかには 室町 小唄 も あれば、 鼓の ような 楽器 もあった。 鼓 を 打つ 神 女の 話 は 

「おもろ」 にも 一 度なら ず 出て くる。 

日本から もたらされた 鎧 をうた つた もの も かなり ある。 その 一例 を 見て みょう。 

やぎから、 のぼる 

したたり や、 よろい 

たるが、 きちへ、 にせる 

ぁぢ おそい、 て だす 

めしよ わち へ、 にせれ 

弧 仲 原 善忠の 訳に よると 「八 木から 上る、 直垂ゃ 鎧、 誰が 着て、 似 あう ぞ、 按司殿 こそ、 召し 給いて 似合う。」 

I という もので、 八 木の 港から はこんで きた 直 垂ゃ鎧 を按司 (城主) が 着て こそ 似合う、 とほめ たたえた 歌 だとし 

島 ている。 この 鎧 は 戦争 用と いうより は、 礼装と して 用いた ものであった ろう。 首 里 王府の 最高 神 女で ある 聞得大 

I 君が 真 赤な 鎧 を 召して、 刀 を 佩いた 姿 をうた つた 「おもろ」 も ある。 沖繙 では 「女 は 戦 さの さちば え」 という こ 

I とわ ざが ある。 さちば え はさきが けであって、 戦闘の ときには 神 女が 軍隊の 先頭に 立って 敵 を呪詛 した こと を 言 
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う 

沖繙 本島 は 安土桃山時代、 あるいは それ 以前から 日本 本土からの 文化の 影響の 下に 置かれて いた、 と 云っても 

云いす ぎで はない。 私が そう 考える 理由の 一 つ は、 沖 繮には 鉄が 産出 しないので、 その 材料 はすべ て 海外から あ 

おがねば ならない という きびしい 事実が あ つ たからで ある。 沖繙 にと つ て 鉄器の 輸入 はサッ マイ モ の 伝来 以上に 

重大な ことで あつたと 柳 田 国 男 は 云 つてい るが、 たしかに 沖 繙の各 王朝 を 開いた 人物 は 察 度で も 尚 巴 志で も 尚 円 

でも、 また 宮 古島 を 統一した 仲 宗根豊 見 親で も かならず 外国 船から、 鉄器 を 買 入れて 自分の 指導 権 を 確立して い 

る。 沖繙の 豪族 や 王 は、 鉄片が 磁石に 吸いつ けられる ように 日本 本土との 交易 を 望んだ。 それ は 自分の 地位 を ま 

もる ために 鉄の 購入が どうしても 必要 だ つ たからで ある。 

こうして みると き 「おもろ さう し」 の 歌に 本土 文化の 影響が あると みるの はむしろ とうぜん である。 それ は 

「万葉集」 が 中国 文化の 影響 を 受けて いるのと おなじで ある。 だからといって 「万葉集」 の 内容 はま さしく 日本 

的であって、 これ を 中国 文化の 模倣と いう こと はでき ない。 「おもろ」 のば あい も、 そこに は 沖繮の 人た ちの 本 

土で は 見られない 純粋な 感情の ほとばしりが ある。 しかし、 それ を 素朴な 民謡と 呼ぶ わけに はいかない。 なぜな 

ら、 そこにうた われて いるの は、 太陽の ごとき 国王 や 豪族で あり、 高級 神 女で あり、 名高い ぐす く  (城) であつ 

て、 一般 市民の 歌の やりとりと 云った もので はない。 

沖 繩の古 謡 をみ るに は 「おもろ さう し」 だけでなく、 奄 美ゃ宮 古、 八重 山の 民謡 を 考慮に 入れる 必要が ある。 

この こと は 更に 沖繙 文化 全体につ いても 云われる だろう。 沖繙 本島 は按司 (豪族) の 発生した 十一、 二 世紀 以来、 

日本 本土からの 文化の 影響 をこう むって いた。 したがって、 沖繩 固有の 文化の 跡 を 探す となれば、 どうしても 宮 

古 や 八重 山 を ひ つくる めた 形で 沖繙を 見て いかなくて はならない。 

つまり 「おもろ さう し」 を ふくめた 記録 文献 以外に 民間に 伝承され てきた 文化 を 探さねば ならない。 それ はと 
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う ぜん 民俗学が 沖繙 文化の 中で きわめて 重要な 意味 を もつ こと を 力説す る ことに ほかなら ない。 これまでの 沖繙 

さきし ま 

文化 論 は 本島 中心であって 先 島と 呼ばれる 宮古ゃ 八重 山が 論者の 視野に 入る こと はすくな か つ た。 だが いまや 先 

島 は 沖繩の 文化の 固有 性 や 自立 性 を 確保し 主張す るた めの 必要 不可欠な 存在な ので ある。 

この こと は 考古学の 立場から も 云い 得る。 この 数年間、 沖繙 では 従来の 説 を くつがえす ほどに 画期的な 考古学 

上の 発見が あいついで おこなわれ ている。 その 代表的な ものが 沖繙 本島の 読 谷 村の 渡 具 知 東 原 出土の 曽畑式 土器 

である。 この 曽畑 層の 下から は 爪 形 文 土器が 出土して、 沖繙 本島 は纈文 時代の 早期から 日本 本土との 交渉の あつ 

たこと が 明らかになった。 また 同村の 木綿 原 遺跡から は 箱 式 石棺が 出て きて、 西日本の 沿岸 部との 関係が いっそ 

う 確認され る ことにな つた。 しかも ゴ ホウ ラ 製の 貝 輪 も 発見され た。 この 南海 産の 貝 輪が 北 九州の 遺跡から も 出 

土す る こと は 周知の 事実で ある。 こうして みると きに、 沖繙 本島 は、 繙文 弥生の 頃から 密接に 本土と 交流し あつ 

ていた。 沖 織の 歴史 は 日本 本土の 歴史と 無縁な かっこうで 歩んで いった わけではなかった。 しかし それ は 沖繙本 

島までで あって、 先 島に 先史 時代の 日本 土器 文化が 波及した という 証跡 は 見あたらない。 沖繙 本島と 先 島との 間 

に は 大きな 一 線が 引かれて いる。 

考古学 時代、 あるいは 平安 末 以降の 歴史 社会に おいて 沖繩が 日本 文化の 影響 下に あると すれば、 沖 織の 自律 的 

世界の 形成 は どこに 求められ るだろう か。 それに は 先 島 を 射程に 入れた 琉球 弧の 在り方 を 考える ことが 肝要と な 

る。 日琉 同祖 論にたい して は沖繩 側の 反撥が つよい こと は 私 もよ く 承知して いる。 

しかし それ を 感情論に 終始 させない ために はどう すれば よい か を 私 は 問うて いるので ある。 これまで のように" 

単純な 形で、 沖繙の 固有 性 を 論じる こと は むずかしく なって いる。 それに 相応す る沖繙 文化 論の 展開の のぞまれ 

る 時代が 到来した こと を 強調して おきたい。 
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久高 島の イザイ ホ ー 


久高島 は沖繙 本島の 東南 海岸の 馬 天 港から 定期船で およそ 一 時間 ゆられて いく 離島で ある。 現在 島の 人口 は 四 

百 人足らず、 年々 過疎 化し、 島の 女性 はへ る 一方で、 十二 年 ごとのう ま 年に おこなわれる イザイ ホ ー の 祭が、 今 

年 は 果たして 実行され るか 危ぶまれ ていたが、 この 十二月 十四日 (旧暦 十一月 十五 日) から 四日 間 はなやか にく 

りひろ げられ た。 祭の 主役 は ナン チュと 呼ばれる 三十 歳から 四十 一歳までの 島の 女性で、 彼女ら が 神 女と して 認 

めら れ、 その 仲間入り をす る 儀式が イザイ ホ ー の 祭に ほかなら ない。 イザイ ホ ー という 名の 由来 は 不明で ある。 

祭はゥ ドン ミヤ ー (御殿 庭) と 呼ばれる 広場で おこなわれる。 そこに は 祭の 前日に 海岸の 白砂が しきつめられ 

た。 祭場の 正面に は、 古びた 赤が わらの 屋根 を もち、 生の クバの 葉 をめ ぐらして 壁の かわりに かこった 神 ァシャ 

ギと 呼ぶ 小さな 神殿が こしらえられた。 神ァ シャギ のさら に 奥の 森に は、 ナン チュ たちが 祭りの 期間 中 こもる 七 

つ 家が ある。 七つ 家 は 屋根 も 壁 も ススキ の 穂 や 葉で ふいた にわか 作りの 小屋 だが、 一般の 人た ちの 目から かくさ 

れ ている 聖域で ある。 

今回の 祭で 新しく 神 女の 資格 を 受ける ナン チ ュ は、 前回の イザイ ホ ー の 祭に ナン チ ュ として 参加し なかった 女 
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性 もふくめ て、 つごう 八 人で ある。 ナン チュ たち は、 祭の 開始に 先立って、 実家の 父親の 母の 香炉の 1^ を もらい、 

自分の 香炉 を 新しく もつ 儀式 をお こなう。 それ は 神 女と なる ための 不可欠の シジ (霊感) をう けつぐ こと を 意味 

する。 私 は 祭の 初日の 十四日の 午前、 ひとりの ナン チュが 洗い髪の 姿で、 部屋の 柱に もたれて 儀式 を 待って いる 

の を 見かけた。 にいな めの 夜、 こもり 屋を おとずれる 者の 気配に 耳 をす ます 万 葉の 女が 私の 目の前にいた。 ナン 

チュの 横顔に は、 そう 思う に ふさわしい ほどの、 神 を 待つ 女の よろこびと おののきが みなぎつ ていた。 

祭 は 十四日の 夕方から はじまった。 腰の あたりまで 髪 を 垂らした ナン チュの 一団が、 夕 やみせ まる 祭の 広場に 

姿 を あらわした。 そして ェ ー フ アイ、 ェ ー フ アイの 絶叫す るかけ 声と 共に、 一列に なって 神ァ シャギ 正面の 入り 

口にむ かい、 神殿の 中に 吸い こまれた かと 思う と、 向き を かえて また 出て くる。 そうした 動作 を 七 回 くりかえす 一 

神殿の 入り口に は 七つ 橋と いう 木 作りの 小さな 橋が とりつけて ある。 それ を わたるの が、 ナン チュの 最大の 試練 

となって いる。 髪 を ふり 乱しながら、 七つ 橋 を ふんで 突進す る ナン チュの 列 は、 黒いた てがみの 馬が 疾走す ると 

きの すさまじ さ を もっていた。 ナン チュ たちの 絶叫が ひときわ 苦しくな るの は、 神が 彼女た ちの 列 を 一挙に かけ 

ぬける 瞬間が 到来した こと を 告げて いるの か。 こうした ナン チュ たち を 守る ように、 ナン チュ よりも ひとまわり 

年上の 神 女 集団で ある ハタ ガミ たちが、 白衣に 白い 鉢巻 をし めて まわり をと りかこむ。 数 分 後、 ナン チュは ハタ 

ガミ と共に 神ァシ ャギの 中に 姿を消した。 やがて、 しずかな 神 謡の 合唱が、 入り口 をし め 切った 神ァ シャギ から 

流れて きて、 広場 をつつ み はじめる。 あいにく そのころ になって、 にわか雨が 降って きた。 雨の 中に 端座し なが 

ゆうがみ あそ 

ら、 号泣 をつ づける 島の 老女 も 見受けられた。 こうして 一日 目の 夕 神 遊び は 終わった。 

二日 目の 頭 垂れ 遊び は 十五 日の 午前中に おこなわれた。 ナン チュと ハタ ガミが 祭りの 広場で、 ノロ を 中心に 神 

謡 をうた う。 一晩の こもり を 無事に 終えた ナン チュ たちの 顔に は、 かすかな やすらぎの 表情が 浮かんで いる。 三 

日 目の 十六 日になる と、 ナン チュは はじめて 髪 を ゆい、 鉢巻 をし める。 そうして 根 人と 呼ばれる 男性の 神 役から- 
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他の 神 女 集団と 共に、 額と 両 類に 赤い 印 をつ けても らう。 また、 広場の すみの 臼に 腰 を かけ、 最高の 神 女の 外 間 

ノロから、 米の 粉で こしらえた スジと 呼ばれる 団子 を 額 や 類に 押しつけて もらう。 これ は ナン チュ がー 人前の 神 

女と して 認められる ための 認証式で ある。 その あと、 赤、 白、 黄の 紙で つくった イザイ 花 を 神 女 全員が 髪に さし 

て 輪 をつ くり、 ォ モロ をうたい ながら 円舞 をす る。 これ を 花 さし 遊びと 称する。 

最終日の 四日 目 は、 神 女た ちと 島の 成人 男子が 一本の 綱 をつ かんで 引く、 ァ リク ャの 綱引き 遊びが おこなわれ 

る。 そのの ち、 ナン チュは 自分の 兄弟、 あるいはい とこやお いなど 身内の 特定の 男性と 神酒 を とりかわす。 これ 

がお わると ふたたび 広場に あつまって、 神 女 全員が 大きな 輪 をつ くり 太陽と 月、 それに 鳳凰 を 描いた 絵 模様の 大 

扇 を 手に して、 ゆるやかな 足 どり で、 円舞 を はなやかに くりひろげる。 このと き、 ナン チュは 生の クバの 葉で 作 

つた 扇 を 手に している。 白砂 を ふみしめる はだしの 足。 真夏の ように あつい 南 島の 日に 照りつ けられて、 神 女た 

ちの 額に にじみ、 かがやく 汗の 玉。 そのつつ ましい 口から 洩れて、 場内 を 圧する 神 謡の 合唱。 そして その 真上の 

空をジ H ット 機が 飛んで ゆく。 古代と 現代の 時間の なんという ふしぎな 交錯。 

イザイ ホ ー は、 一日が 一幕に あたる 四 幕 物の 荘厳な 神事 劇と みる ことができる。 そこで は、 ナン チュの 神と し 

ての 再生が 演じられる。 ススキ の 穂の こもり 屋に は、 かすかな 死のに おいさえ する。 それが 二日 目に よみがえり、 

三日 目に 神 女と しての 承認の 印 を 受け、 四日 目に そのよろ こび を 満開させる。 最初 は 白と 黒し か 見当たらない 月 

光の 下の 祭から 出発す るが、 三日 目に 朱が 点じられ、 最後の 日 は 太陽の 下の 祭で おわる。 

その 一 幕 ごとに きわめて 優雅な 遊びの 名前が つけられて いるの は、 イザイ ホ ー の 神事が 演劇的な 要素 を 多分に 

ふくんで いる こと を 物語って いる。 生の クバ の 葉 や ススキ の 穂で こしらえた 仮小屋 は 強烈な 原始的な 緑色に いろ 

どられ ている が、 祭の 構成 はき わめて 洗練され ている。 原始 性と 洗練 さ を かねそなえた イザイ ホ ー の 祭 は、 現代 

の 奇跡の 一 つに も 思われた。 
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今回の イザイ ホ ー は 参観 者が 島に あふれる 一方、 ナン チュの 数 は 前回に 比して すくなかった。 次の イザイ ホ 1 

が おこなわれ るか どうか。 それ を 今から だれも 予測す る こと は むずかしい。 しかし 久高 島と 島び とが あるかぎり- 

イザイ ホ ー は つづけられて いくだろう というの が、 いつわり のない 私の 感触で ある。 
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めづ らし 君 


最近、 私 は 沖 織の 糸満 漁夫の こと を 調べて いるが、 彼ら は 以前 サバ 二と 呼ばれる クリ ブネ を 作る ときには、 吉 

日 を 易者に えらんで もらい、 ティ ー ンダチ の 儀式 をお こなった という。 その 式 はふつ う 潮が 満ちて くる ときおこ 

なった。 まず 船材を 方角の 良い 方に すえ、 船大工が 神酒と 塩 を その 木に そなえて、 船材の 尖端 を ティ ー ンで 三度 

たたく。 それから 船 を 作り はじめた という ことで ある。 ティ ー ンとは 手斧の ことで、 ティ ー ンダチ は 本土の オノ 

タテ とか ヨキ タテに 相当す る。 ヨキ もまた オノ を 言う。 木こりが 山に 入って 木 をき ると き、 山の 神様に 神酒 を そ 

なえ、 木 を ゆずって 下さいと 願い、 その 木に 斧 を 立て かける のが オノ タテ または ヨキ タテ であるが、 この 風習 は 

南 島に も 見られる。 奄 美大 島に は 伐採 式と 進水式の ォ モロ  (古 謡) が 残って いる。 

造船に かかわり を もつ 神 女の 例 を、 琉球 最古の 歌議 集の 「おもろ さう し」 に 探して みると、 第二 十二の 三に 次 

の 詩句が 見つかった。 

よき げらへ よきの めづ らしゃ よが ほう まが ほう みお やせ (又) きみ げらへ きみの めづ らしゃ 
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第二 句の 「世界 報 真 果報」 は 豊作と か 幸福 平和 を 言う。 「みお やせ」 は 献上せ よと いう 意味で ある この 歌 

こついての 私の 解釈 はさい ごに 述べる ことにして、 「おもろ さう し」 研究家の 諸説 を 紹介しょう。 

一、 伊波 普猷は 「おもろ さう し 選釈」 のなかで 「よき」 は 雪、 「げらへ」 は 美称で あると 解して 「雪、 美しき 

雪の 珍しき かな、 豊年 をき たらしめ よ。 君、 うるわしき 君の 珍しき かな」 という 意味の 歌で あると している。 

一一、 仲 原 善忠は 「おもろ 新釈」 のなかで、 「よき」 は 米 を 雪に 見立てた 言葉と 解して 「米！ 美し、 米、 珍し 

や、 世界 報、 真 果報 捧げん、 黍！ 美し、 黍 珍し や」 と 説明して いる。 仲 原の 解釈で は 「きみ」 は泰 となって 

いる。 「日本 思想 大系」 の 「おもろ さう し」 の 外 間 守 善 氏の 頭注 も、 仲 原 善忠の 解釈 を そのまま 受けつ いでいる。 

三、 鳥 越 憲三郎 氏 は 「おもろ さう し 全釈」 の 中で、 「米の すぐれて いる こと、 米の 美し さよ、 国の まことの し 

あわせ を 差し上げます。 黍の すぐれて いる こと、 黍の 美し さよ」 と 解釈して いる。 これ は 仲 原 • 外 間に 近い 説で 

ある。 

四、 袋 源 七 は 「中 織 古代の 生活」 と 題す る 論文の 中で 「よき」 を 斧、 「げらへ」 を 作る ことと 解して 「よき 

げらへ」 は 手斧 始め (ティ ー ン ダチ) の 儀礼と する。 そうして 「よき 始め をした そのよき のた くみの めずらしい 

ことよ。 豊年と なる の をお 目に かける であろう。 君の 指導に よってつ くられる。 君の 手腕 もめず らしい」 と 解釈 

している。 

おもろ 研究の 代表者た ちが、 かく も 多様な 解釈 を ほどこして いるの はまこと に 興味深い。 これで は 誰の 訳が 正 

解か 見当つ かない。 私 は これらの 訳 はすべ てまち がった 解釈 をして いると 考えて いる。 そこで 私見 を 披露しょう- 

「よき」 は 雪で も 米で もなくて 斧の ことで あり、 島 袋の 言う 通り 「よき げらへ」 は 斧で 船 をつ くり また 城壁 や 

石垣 をき ずく こと を 意味す るので あろう。 琉 球の 延喜 式と 称される 「琉球 国 由来 記」 に は、 渡嘉敷 間切と 座 間 味 

問 切の 中の 三つの 御嶽に 「よきげ らい」 という 名の 神が まつられて いると 記されて いる。 この 神 は 斧 を もって 船 
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を 作る とき 聖別 を 4 える 神と 推定され る ひ 

「よき げらへ」 の 対句と なって いる 「きみ げらへ」 と は 何 か。 「きみ」 という 語 はお もろの 中で は、 神 女 や 黍 を 

さす ほか 「御船の 君」 とか 「若君」 というよ うに、 船の 呼称と して 使用され る こと も ある。 ここでい う 「きみ」 

は 神 女で も 黍で もなくて 船 を 意味す る。 「きみ げらへ」 は 斧 を もって 船 を 作る ことに ほかなら ない が、 "げらへ" 

は 作る という 意味から "りっぱな" とか "うつくしい" という 美称に 転化す る。 きみ げらへ は、 りつば な 船 を 指 

す。 

では、 「よきの めづ らしゃ」 と は 何 か。 めづ らしに は、 りつば なと か、 すぐれた とかいう 意味が ある。 しかし 

実は これ は 神 女の 名で ある。 「よきの めづ らしゃ」 の 対句の 「きみの めづ らしゃ」 もりつ ばな 船と いう だけで は 

ない。 

「女官 御 双紙」 に 高級 神 女 三十 三 名の 神 名が 記され、 それ をみ ると 航海、 造船な ど 海に かかわり を もつ 神 女が な 

かば を しめてい る。 その 中に 「め づ らし 君」 が ある。 「おもろ さう し」 第二 十二の 四 三 を 見る と、 進水式の 歌に 

「あかずめ づ らしゃ」 という 神 名が 出て くる。 その 対句に 「きみの めづ らしゃ」 が ある。 これ は 「女官 御 双紙」 

の 「めづ らし 君」 と 同一 の 神 女で ある。 この 「めづ らし 君」 は久米 島の 西嶽と 東嶽に 所属して いる 神で、 タケ ノ 

ヨキ ガナシ という 神 名 を もっていた ことが、 「おもろ さう し」 巻 十三の 二 一  〇 によって 知られる。 「琉球 国 由来 

記」 にも、 久米島 間切の シ ラシ 御嶽に ョ キノ タケ ガナシ の 神 名が 記されて いる。 シ ラシ 御嶽 は 白 瀬 川の 中流に あ 

るが、 白 瀬 川の 川口の 兼 城 は、 おもろ 時代に はたく さんの 船が あつまる 港であった。 当時の 久米島 はす ぐれた 船 

材を 産出し、 移出した。 久米 島の 「めづ らし 君」 は 造船 や 航海の ほか、 貢租に も 関与して いた。 

そこで 私の 解釈 はつぎの とおりで ある。 『すぐれた ヨキ (斧) の 名 を 冠す る 「よきの めづ らしゃ」 という 神 女 

よ、 または、 すぐれた キミ (船) の 名 を 冠す る 「きみの めづ らしゃ I という 神 女よ。 ゆたかな 貢租 を たてまつれ』 
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こうして 琉 球の 大 航海 時代の 「おもろ さう し」 に ふさわしい 歌詞の 説明が 可能と なる。 海 や 船に まつわる さま 

ざまな 儀礼が、 神 女の 立ち会いの もとに おこなわれた 事実に 注意して 「おもろ さう し」 や 南 島 歌謡 を 読み直して 

みる こと は、 南 島の 民俗の 研究に もき わめて 重要で ある。 
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八重 山 古 謡 


私 はこの 五月、 琉球 弧の 南の はての 八重 山 を 訪れた が、 旅先で 喜舍場 永询の 「八重 山 古 謡」 を 開いて いると、 

村の 井戸 を 掘る こと を 述べ た 叙事詩の 中の 次の 詩句が 目に とま つ た。 

夜ナ リバ 神 ヌ掘リ 昼 ナリヤ 七 ヌ掘リ 

これ は 喜 舎 場に よって 「夜になる と 神が 掘って 下され、 昼になる と 七 人の 兄弟が 掘った」 と 訳されて いる。 私 

が 注目した いのは、 夜になる と 神が 村の 共同井戸 を 掘った という 表現で ある。 私が 直ちに 連想した の は、 日本 書 

紀に、 ャ マト ト トビ モモ ソ ヒメ を 葬る 箸 墓 を 「ひる は 人 作り、 夜 は 神 作る」 と 記して いる ことで ある。 私に はこ 

れが 偶然の 一致と は 思われない。 さりと て 日本書紀の 表現 を 八重 山の 古 謡が 模倣した とみる こと もで きない。 で 

はどう 理解し たらよ いか。 古代 日本と 琉 球の 双方に、 おなじような 表現形式が 存在した と 考える ほかな かろう。 

八重 山の 川 平と いうと ころに は マ ュ ン カナシと いう 行事が 伝わって いる。 一 年の 折り目で ある 節の 日に 神 は 人 
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間の かっこう をして、 今晚 だけで よいから 宿 を 貸して くれ、 と 川 平の 家々 を 頼んで まわった が、 どの 家 も 節の 日 

だから 旅の 人 は 泊める ことができな いとこと わった。 ただ 一軒の 家が その 旅人 をと めた。 そこで 神 は その 家に 豊 

作 を 約束し、 明年 もまた 節の 晚に やってく るから 迎えて くれ、 と 言って 去った。 それ を 記念して 村の 若者が クバ 

の 葉で つくった ミノ カサを 着て 家々 をたず ねて まわり 祝詞 を 述べ る 行事が つづいて いる。 この 行事 は 雨の しとし 

と 降る 暗い 晚を えらんで おこなわれる というが、 日本書紀に 描写され ている スサ ノォが 追放され ていく 場面に そ 

つくりで ある。 ス サノォ は、 なが 雨の 降るな か を、 青草 をた ばね ミノ カサ として、 苦しみながら 根の 国に 降りて 

いったが、 みんな は 彼 を 罪人 あっかい にして 宿 を 貸さなかった と ある。 このように 似た 話が どうして 八重 山と 古 

代の 日本に 生まれた か。 

古事記に は 力 ミム ス ビがス クナヒ コ ナ のこと を 「わが 手 俣より くきし 子」 と 言った と 述べて いる。 指と 指の 間 

から 洩れ 落ちる ように 小さい 子と いう 意味で ある。 ところが 琉球 では ひじょうに 腕白で すばしこい、 もてあまし 

気味の 子ども を 「手の 侯から ふき ゆる わらび」 と 言って いた。 「ふき ゆる」 は 「くきる」 とおな じで あり、 わら 

び は 童子の ことで ある。 このように 古代 日本と 琉 球のお どろくべき 一致 は、 その 根底と なる 基 層 文化が 共通して 

いた こと を 物語って いる。 
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巫女の 性と 愛 


日本 古代の 歌 垣 や 沖 繙の毛 遊び は 共同体の 慣習の 一 部と なって いた ものである。 それ は 規制の つよい 古代 社会 

で 容認され た 性愛で ある。 共同体の 規制の 枠内に ある 性愛 は 民俗学の 対象と なる が、 その 枠の 外に ある 性愛 は 民 

俗学と いうより は 文学の 範疇に 属する。 共同体の 規制 は 男女 間の 性愛に さまざまな 形で 作用して いた。 たとえば、 

沖 繙の旧 王国 時代で は 年頃の 娘のと ころに 若者が 通う の は、 まったく 禁止され ていた わけではなかった。 

伊波 普猷は r 琉球 史料 叢書」 に ふくまれた r 琉球国 由来 記」 の 解説の 中で、 「東 汀 随筆」 の 著者の 喜 舎 場 朝 賢 

翁から かって 聞いた という 話 を 書きと めて いる。 それによ ると、 昔、 王女が 降嫁し なかった とき、 御 書院の 若衆 

が、 その 部屋に 出入りす る こと を 「御 庫 下 出入り 御免」 と 言った という。 今でも 閨房 を 訪れる こと を、 たわむれ 

て 「御 庫 下 入り」 と 言って いるの は、 庫 下と いう 語が、 かって 閨房の 義に 用いられた 名残で あると いう。 

伊波に よると 庫 下と いう 語 はもと は 寺院の 台所 を 指して いたの だが、 沖繮 では 首 里 城内の 役所の 意味に 用い 

られ た。 庫裡 という 語 は、 のちに 庫理 という 字が あてられた。 ところで it でと いう 語 は クチャと 訛って、 一役に 

は 家具 や 食料品な ど を 収める 奥の 物置の 義に弔 いて 、， ^ると いう。 
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クチャと いう 語 は 「おもろ さう し」 にも 見られる。 ャ クチャと かャャ クチャと いう 語が ある ャ クチャ は 家の 

庫裡、 ャャ クチャ は 美しい 庫裡の 意で ある。 

沖繩の 民家で は 裏 座に あたる 部屋 を クチャと 呼んで いる。 そこ は 年頃の 娘が 寝る ところで、 雨戸が 閉めて ある 

が、 娘の 恋人の 若者が、 家の外から、 他の 部屋 をと おらず、 家人に 気づかれ もせずに 通って これる ところで あつ 

た。 私が 採集した 毛 遊びの 歌の 一 つに 

くち やばし る 開きて 入りぶ さや あしが 

むし かう やちょで に しりば ちゃす が 

(わたしの 部屋の 戸 を 開いて、 あなた を 入れた いのは 山々 だが、 もし か 親兄弟に 知られたら どうす るか) 

という 歌詞が ある。 

そうした ことから 琉球 国王の 子女で も 男女の 交際 はかなり 解放 的であった、 という 推測が 成り立つ。 王女の 部 

屋も、 今日の 沖緦の 民家の クチャと おなじように、 建物の 他の 部屋に 気が ねす る ことなく 出入りで きる ようにな 

つていた ので はない か、 と考えられる。 

首 里 節 は 第一 尚 氏の さいごの 尚徳 王の 時に 作られた という ことで あるが、 その 首 里 節の 一 つに 

みす だれ  しらくも みうち  んぞ  み 

玉の 美 簾 や 白雲に 見なち 内に いまへ る 無 蔵 や 月に 見なち 

(玉の 美 簾 は 白雲に 見なし、 その内に いらつ しゃる 私の 思う 女人 は 月に 見なして) 
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という 歌が ある。 この 歌 は 宮中に いる 男が 自分の 思い入の 王女に 与えた ものである。 昔 は、 王女 は 宗教 的な 司 

祭 をつ とめ、 降嫁し なかった ので、 さまざまな 間違いが 起きた。 久米 島の 男と 驗 落ちした という 伝承 も あれば、 

那覇の 港 を 出帆す る 恋人の 船 を 見送って いた 王女が 崖 下に 身 を 投げて 死んだ という 話 も ある。 そこで、 さきに 述 

ベた ように、 王の 小姓の 御 書院 若衆な どが 王女の 部屋に 出入りす るの を 大目に見る ようになった という。 しかし、 

そうした ことが 許される の は、 沖繙の 共同体 社会の 慣習が、 男女の 交際 を 厳禁して いなかつ たという 事実が 背景 

にある と 私 は 思う。 

折 口 信 夫 は 「沖 繙 探訪 記」 の 中で、 次の 話 を 記して いる。 

王城の 中に 仕えた 女 は 独身で あるが、 一年に 一度 だけ は 自由が 許される ので、 前もって 借りた 家で 男と 会う。 

女た ち は 城 人と いって なかなか 力が あった。 王城の 中に も 抜け穴が あって そこで 男た ちと 会った。 外に 音が も 

れな いので 三味線 を 弾いたり したと いう。 

この 話 は 当時の 首 里 王府の 大奥 生活 を 伝える もの だ。 折 口 はまた 次の 話 を 記して いる。 

ある 人が 儀 間 御殿に 使い をした とき、 そこの ノロが ナ ラビチ をし かけた ので、 おどろいて 断 わったら、 しきた 

なら ひ 

りに そむく と 言って 怒られた。 ナ ラビチと いうの は ニ収 び 引き」 の 意で あり、 ノロが 男の 肩に 手 を かけて ひとつ 

の盃を 二人で 呑む こと をい う。 云々。 

この 話 は ノロの 性格 を 伝えて いる。 ノロの 資格 は 「清ら むん」 つまり 美貌で ある ことが その 条件の 一つで あつ 

た。 首 里 王府の 役人た ちが 地方に 出張す ると、 役人の 接待に あたる の は ノロであった という 話 を 私 は 聞いた こと 

が ある。 ここで ノロ は ホステスの 役割 を 果してい るの だが、 それ は 神に 仕える 女と しての ノロの 性格から すれば、 

とうぜん 納得され る ことであった。 というの も、 ノロ は 神に のみ 従属し 特定の 男性に 従属す る 義務 はない からで 

あった。 それ は 裏 を かえせば、 不特定多数の 男に 仕える 娼婦の 境涯と 共通す ると ころがあった。 ナ ラビチ をし か 
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けた ノ  口 の 行為に、 男に 媚を 売る 女の おもむきが あつたと しても おどろく にあたら ない 

奄美 諸島で は 天から降り てきた 女の こと をァモ レオ ナグと 言って いる。 この 女の 降りて くる 場所 は、 たいてい 

山道 や 峠 や 川の ほとりで ある。 ァモ レオ ナグに 出会った 者の 話で は、 この 天女 は 目の さめる ような 美女で、 白い 

風呂敷 包 を 背に 負い、 着物の 左 棲 を 手に とる か、 まくりあげて 帯に はめ、 下 裳 をち らっかせ た、 なまめかしい 姿 

であると いう。 おそらく 田舎 わたらい の 遊女からの 連想で ある。 また ァモ レオ ナグ をハ ゴロ モ マンジョ とも 呼ぶ" 

雪の 肌 を あらわにした 美女が 水浴 洗髪 をして いると ころ を 見かける ことがある というの は、 女が 神が かりにな つ 

て、 一人前の ユタになる ときの 儀式に、 泉の 水に 身 をき よめる ことから 連想した ものである。 

奄美 では 遊女 を ヅレと 呼ぶ。 ヅレは 白 風呂敷 を 背負い、 峠 を こえ、 村々 を まわって、 酒盛りの 席に つらなり、 

歌舞 を もって 客人 を もてなし、 春 を ひさいだ。 

クチャ ぬ 子ぬ ぼて ヅレ しゅ しゃ 知ら じ 

ヅ レ 知らぬ 吾き やば ヅレ名 立てて 

(箱入り娘が 家 をぬ け 出して、 ヅレ をして 歩く の は 知らないで、 ヅレを 知らない 自分た ちが ヅレを するとい 

う、 うわさ を 立てられ ると は 情ない) 

r 奄 美に 生きる 日本 古代 文化」 の 中で この 歌 を 紹介した 金 久正氏 は、 クチャと いう 語 は 語源が はっきり しないと 

言って いるが、 クチャ はさきに 述べた とおり、 娘の 住む 裏 部屋の ことで ある。 そこに とじこもつ ている 娘 を 「ク 

チヤぬ 子」 と 呼んだ の だ。 

金 久正氏 は奄美 方言で 「神ぬ 生れし ゆる I と 言えば、 侵しが たい 美し さ を そなえた 女人 を 評する 語で あると い 
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う。 つまり は 「清ら むん」 のこと であった。 その 美貌 は、 「神 さかし」 のた めの もので あつたが、 のちに は 「男 

さかし」 にも あてられる ようになった。 巫娼 という 語が あるが、 特定の 男性に 従属して いないと いう 点で 両者に 

は 共通の 要素が あり、 神に よろこばれようと 歌舞 音楽 を 奏して いた 女が、 男 を よろこばせる ために 歌と 踊り をす 

るよう にな つ た。 したが つ て 歴史的に みても 巫女から 娼婦への 過程 をた どる ことができ るので ある。 

「琉球 国 由来 記」 巻 十三に は、 大里 間切の 湧 稲 国 村に 美貌の ノロが いて、 富 盛の 城主の 伊 茶謝按 司の 恋慕す ると 

ころと なった が、 ノロ は 城主の 言う こと をき かなかった。 ある 日、 ノロ は 寒 水 川で 神 衣 を 洗い、 それ を 干して い 

た。 白衣が 干して あるの を 見た 按司 は、 ノロのと ころに 出向いて、 もし 自分の 言う こと を 聞かなかったら 殺して 

しまう ぞと おどかした。 そこで 湧 稲 国 村の ノロ は 仕方がなく 按 司の 城 館に 連れていかれ、 それ以来 城の 中に 引き 

こもり、 拝 所 をめ ぐって 神の 祭 をす る ことが なくなった、 という。 

この 話で 重要な の は、 ノロが 神 衣 を 脱いで 干して いると きを 見と どけ、 好色な 按 司が つけ 狙った という 点で あ 

る。 神 衣 を 着て いる 間 は、 権力 を もつ 豪族と いえ ども ノロに 手出し をす る こと はでき なかった。 その 占 r 羽衣 伝 

説と おなじで ある。 しかし 羽衣に あたる 神 衣 をぬ いでし まえば 無力であった。 そうして いったん 按 司に 囲われて 

しまう と、 もはや 神 祭 をお こなう 資格 はなくな つたので ある。 

「おもろ さう し」 に 見える 神 女の 恋と して は 第 十三の 

聞へ 馬 天の ろ 

見やげ 欲し やの 若い 人 

しの  ちょ 

偶び あぐみ 人に 

守る 神 添わて 
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守られて 通い 

栄 よわち へ 

という 歌が ある。 仲 原 善忠の 解説で は 馬 天 ノロが 恋しく 思う 若い 人、 その 人が 守護神に 守られて、 馬 天 ノロに 

通い、 首尾 をと げたと いう 趣旨で ある。 馬 天 ノロ は 第一 尚 氏 を 開いた 尚 思紹の 妹と もい われて いる。 「琉球 国 由 

来 記」 によると、 馬 天 ノロの 神 名 は 以前 は テダシ 口と 言った が、 聞 得 大君の 就任式の とき 与那 原で、 テダシ 口の 

名 はお それ 多い というので、 大君に たてまつった という。 聞 得 大君 は 第二 尚 氏の 尚 円の 時代に はじまる から、 テ 

ダシ 口と 呼ばれる 祌名を 第 一 尚 氏の 血縁の 馬天ノ  口が 第一 一尚 氏の 聞 得 大君に ゆずりわたし たという こと は、 宗教 

的な 権威 を 第一 尚 氏から 第二 尚 氏に ゆずった ことになるの である。 馬 天 ノロ は 代々 いたが、 その 中の 一人が 恋愛 

事件 を 引きお こした。 神 女 だから とうぜん 独身で、 しかも 相手 は 若い 男であった から、 尚更、 当時の 話題と なつ 

たもので ある。 「おもろ」 の 詩句 は 単純な もの だが、 私 は なぜか 馬 天 ノロが 美貌で 勝 気な 女性で あり、 世評 を も 

のと もしなかった、 誇りの 高い 女性であった 気がする。 

また 「おもろ」 第一 一十 一 に は 

かさす 若て だよ 

御み しゃく ぬき あげ は 

真物 若て だよ 

奥 武の浜 崎に 

奥武 のい ふ 崎に 
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という 歌が のって いる。 「かさす 若て だ」 は 久米島 を 一時 支配して いた 伊敷 索按 司の 三男の 笠 若按司 のこと 

である。 若按司 はみ めうる わしく、 しかも 才能の ある 若者であった ので、 て だ (太陽) のように、 また、 まもん 

(真物) つまり 神の よう だと あがめられた。 その 按 司に 久米島 仲 里 村の 奥武 島の 浜で、 神酒 を 差 上げよう という 

歌で ある。 「琉球 国 由来 記」 に は、 具 志 川 間切の 条に、 君 真物が 出現した ときに、 衆望 は若按 司に あつまつ たの 

で 父の 伊敷 索按 司が 嫉妬した と 記されて いる。 そこで、 若按 司に 神酒 をた てまつつ たの は、 君 真物と いう 神で あ 

つたこと が 類推され る。 君 真物 は 海神であって、 まず 奥 武島を 足が かりとして、 本土に 上陸す ると 「球 陽」 は述 

ベて いる。 r 琉球 神道 記」 をみ ると、 君 真物 は 毎月 出現して 託宣し、 各地の 拝 所の 森で 神 あそびし、 力 ャの葉 を 

手に して 神 歌 をうた う、 と 説明され ている。 この 君 真物の 役 は 神 女が 演じて いると 私 はおもう。 久米 島の 奥武島 

の 浜に 出現した 君 真物 もまた、 若按 司に 思い を もやした と 推量され る 「おもろ」 が 残って いる。 

まぐ とよ しょ 

愛し 鳴 響た 主よ 

うらき  み ほ 

心 切らし や 見 欲し や 

はな お あん 

離れ 居る 吾 は 

(世間に 知れ わたった 方に、 逢いた さ 見た さで 切ない 思い をして いる。 離れ島の 奥武 島に いる 私 は) 

この 詩句で は、 君 真物が 笠 末若按 司に 思い を 燃やした という ことまで は 読み とれない。 しかし 伊波 普 獣 は 「琉 

球 国 由来 記」 (琉球 史料 叢書) の 「解説」 の 中で 「奥 武 という 小島に 上陸した 君 真物が、 はるかに、 若按 司の 立 

居 振舞の しおら しいの を 見て、 早く 会いたい と 云った I と 述べて いる。 
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このように 若 按司は 神 女に 恋された。 その 神 女 はお そらく 美貌の 若い 神 女であった にちがいない。 清 田 政 信 氏 

は 「新 沖繙 文学」 四 八 号の 中で、 笠 末若按 司に 触れた 文章 を 書いて いる。 それによ ると、 若 按司は 妾の 子で あり 

ながら、 その 美貌と 智力 を もって 古代 民衆の 見果てぬ 夢の 具現 者で あり、 その ゆえに 父 王の 嫉妬 を 買った。 若按 

司 は その 美貌と 智力 を もって 父 を 倒す こと もで きた。 しかし それ をし なかった の は、 「己れ の 関係への モチ ー フ」 

を さないた めであった という。 そこに は 古代の 容赦な さ、 無慈悲 さが 語られて いると 同時に、 運命 を 甘受す る 

人間の 諦めに もとづく 雄々 しさが 語られて いる。 清 田 氏の 文章 は 歴史の 非情 さと それに 直面し、 それに 処 する 人 

間につ いての すぐれた 洞察 を 見せて いる。  • 

古代の 共同体に おいて、 その 意志 を 統一し、 表現す る 権限 は 神 女に 与えられ ていた。 その 意味で は、 神 女は自 

己の 感情 を 表白す る 自由 を 与えられ ていたが、 しかし それ も 古代の 共同体の 規制の 缚内 において のこと であ つ た „ 

したが つ て 神 女が い つ たん 性愛の 感情に 身 を まかせた ときに、 共同体と 個人の 運命の 板ば さみに な つ た 苦悩が お 

とずれ る。 そうした 境涯の 神 女が 古琉 球に かず 多くあった にちがいない。 

それ はかならず しも 沖 織 だけの ことではなかった。 伊勢の 斎 王 は 代々 高貴な 女性た ちで あり、 厳重な 戒律に し 

ばられ ながら、 それ を 超えて 人間的に 生きよう とした。 

雄 略記に よると、 斎 王の 栲幡 皇女 は盧城 部武彦 との 仲 を 疑われ、 身の 潔白 を 証明す るた めに 自殺した。 欽明紀 

によると、 磐隈 皇女 は 異母 兄弟の 茨城 皇子との 恋に おちて 解任され ている。 惟喬 親王の 妹に あたる 斎 王の 恬子内 

親王と 在 原 業 平との 恋 は 「伊勢 物語」 でよ く 知られて いる。 こうして みると 伊勢 斎 王 は、 禁じられた 恋に 身 を か 

け、 破滅 も 悔いなかった。 彼女ら は 数奇な 運命 をた どるべく あらかじめ 定められ たように さえみ える。 それ は 日 

本 古代 も 古 琉球も 変り はな か つた。. 
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ハ レとケ 


ハ レとケ は 日本の 民俗学に とって もっとも 重要な 観念の 一 つで ある。 昔 は ハ レの 日に 対して ケの 日が あり、 そ 

れが 交互に くりかえされて 民間の 年中行事 を 形作って いた。 ふだんの 日に は 地味な ケギ (褻 着) に 甘んじて いた 

が、 ハレの 日に は うってかわって、 はでな 晴れ着 を 着る というの が 常 民の ならわしであった。 こうした ことから 

ハ レとケ を聖と 俗の 対立す る 両面と して 捉える 考え方が 支配的で ある。 しかし ハ レとケ の 問題 は それで 解決した 

わけで はない。 というの も、 ケギ、 すなわち ふだん 着と いうよう に、 ケ という 言葉 は 平常 を あらわす こと だけに 

使われる わけで はない からで ある。 

たとえ だ 御 食と いえば、 神 や 天皇に ささげる 食事 を 言い、 御 食 津神は 食物 を つかさどる 神 を 指す。 ケシ ネは穀 

物の ことで ある。 また 飢饉 を ケカチ と 呼ぶ 地方が あつたが、 これ は 食物の 欠乏 を 意味す る 語で ある。 

ハ レとケ の 問題 を聖と 俗の 一 一元論で 片付けて しまう ことができに くいこと はこれ で 明らかで ある。 波 平 恵 美 子 

氏 は ハレと ケの ほかに ケ ガレと いう 概念 を 導入した が、 この こと を ふまえて、 桜 井 徳太郎 氏 は 新しい 仮説 を 提示 

した。 桜 井 氏に よれば、 ケは 穀物と くに 稲の 種子に 内包され ている 根源 的な 霊 力で あり、 その ケの エネ ルギ ー が 
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発動して、 稲 を 生長 させたり 成熟 させたり する ので ある。 ケの 活力が 衰退し、 枯渴 した 状態が ケ ガレに ほかなら 

ぬ。 ケ ガレと はケが 枯れる ことで ある。 そこで ケの 活力 を 復活させる ために ハレの 行事が 必要と なると 桜 井 氏 は 

言う。 桜 井 説 は 従来の ハ レ • ケ聖 俗論の あいま いさを 突破す る 意欲 を 見せて いる ことで、 高く 評価され る。 しか 

し、 だからと言って、 ハレと ケの 問題が 納まった とみる の は いささか 速断に すぎる。 

沖 総の 人た ち はよ く 「女 は 男よりも セジが 高い」 という。 セジは 神の 霊 力の ことで ある。 女 は 男に くらべる と、 

よほど 神に 近い 存在 だとい う 意で ある。 沖 織で は 神事 はすべ て 女が つかさどる。 琉球 国の 最高の 神 女で ある 聞 得 

大君 は、 就任式の ときに セジ をつ けられる ことで、 はじめて その 地位に ふさわしい 霊 力 を 得た。 この 聞 得 大君の 

こと を、 琉球 最古の 歌謡 集 「おもろ さう し」 では セ ダカ コと 呼んで いる。 セジの 高い 人間と いう 意味で ある。 セ 

ジは あらゆる ものに 付着す る 非人 格 的な 超自然の 霊 力で ある。 セジ がっくと、 とりたてて すぐれた もので なかつ 

た 物で も、 霊 力 をお びて、 神聖な 物へ と 転化す る。 聞 得 大君の 御殿に は、 「火の 神のお すじ」 がま つられて いた。 

「おす じ」 のスジ はセジ のこと で、 日本 古代の 常世に 相当す る ニルャ (二 ライ) から 火が もたらされ たという 古 

琉 球の 信仰に もとづく。 火の 神の セジは 二 ルャと 呼ばれる 神の 国から おくられる セジ、 すなわち 二 ルャセ ジのー 

種で ある。 また 「いくさ セジ」 といえば、 武力 をつ よめる 霊 力の ことに ほかなら ない。 

「おもろ さう し」 に はこうした セジの 言葉と 用法が ひんばんに 出て くる。 古琉 球で は セジは 圧倒的な 信仰の 対象 

となって いたと、 沖繙の 学者で ある 仲 原 善忠は 指摘して いる。 仲 原に よると 「おもろ さう し」 に は、 セジと 同義 

語で あり、 また セジの 対語と して 使用され ている ものに、 セ • セィ • シヒ. ケな どの 語が あると いう。 ケはキ ま 

たは チと 発音す るが、 ケと セジが 対応す る 語で あると いう 事実 は 注目に 値する。 「おもろ」 の 中には 「船の かよ 

うかぎ りセジ をつ かわして 守護しなさい。 精鋭な 軍隊が 出発す るの だから、 ケを つかわして 守りなさい」 という 

内容の 詩句 も 見出される。 ここで はセ ジとケ がまつ たくお なじ 機能 を もつ 霊 力と して 登場して いる。 
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一般に、 非人 格 的で、 あらゆる 物と むすびつく 超自然的な 霊 力 は、 メラネシア 語に 由来す る マナと いう 語で 表 

現されて いる。 「おもろ さう し」 に 見られる セジ もケも マナの 一種で ある こと は 疑い 得ない。 柳 田 国 男 は、 天皇 

に 付帯す る 稜威も マナと 考えて いる。 折 口 信 夫 は 海 幸 山 幸の サチ という 語 も マナで あると 言う。 獵師の もつ 矢、 

すなわち サ ツヤの サッ もサチ とおな じく 霊 力の ついた 矢の こと だと いう。 

以上 見て きた ケの 観念 は、 ハレと ケの ばあい も あてはま るので はない か、 というの が 私の 推量な ので ある。 す 

なわち、 外側から やって きて 稲の 種子 や 食物に 付着す る ことで、 種子 や 食物に 活力 を 与える ものが ケ である。 ま 

た 活力 を 与えられた 食物 もケ である。 したがって ケと は、 折 口の いう 外来 魂に あたる ものであって、 桜 井 説の よ 

うに 穀物に 内在す る エネ ルギ ー と はちが う。 こうした 私の 考えから すれば、 ケ ガレ は 内在す る エネ ルギ ー の枯渴 

を 意味 するとい うより は、 外から やって きて 物に 付着し、 物を聖 化する 霊 力が 物から はなれる ことで ある。 ケガ 

レ とはケ すなわち 霊 力が 離れる ことから 生じる 現象で ある。 岩波の 古語 辞典に もケ ガレ は r ケ (褻) カレ (離) 

の 複合 か」 と 述べられ ている。 霊 力が 物から 離れる と 活力 を 失う。 ケを 復活させる ための 儀式が 必要で ある こと 

は、 冬に おこなわれる タマ フリ、 すなわち 魂 を ふるいおこさせる 行事に もうかが われる。 その 結果 ケが ふたたび 

充実して くる。 それが ハレで ある。 

冲繮 では セジ がスジ とも 呼ばれた こと はさきに 述べた が、 この 二つの 語 は 発音 だけでなく、 意味内容 もき わめ 

て 近い ものであった ことが 折 口によ つ て 指摘され ている。 つまり 血筋と か 家筋 を 意味す る スジは セジと 同様に、 

外から やって きて、 人間の 身体に 付着す る もので あり、 それによ つて そこの 血筋 は 霊 力 を 得る ので ある。 ところ 

で、 信 濃 川の 流域 地方で は スジと 言えば 種 モミの ことで ある。 柳 田 はこの ことと 人間の 家筋 血筋と は 深い関係が 

あると みなして いる。 折 口、 柳 田の 考え を 合わせて 見る と、 種 モミ を あらわす スジ は、 沖繃 語の セジ、 すなわち 

外来の 霊 力が 付着した 種子 を 意味す る。 それ は 種 モミ を 代々 貯えて 他家に 分与す る 家 スジを も あらわす。 
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このよう にして 「おもろ さう し」 の 中で 対語と して あつかわれ ている セジ とケの 二つの 語が ハレと ケのは あ 

いの r ケ」 と、 種 モミ を さす 「ス ジ」 という 言葉の 中に、 生かされ ている こと は 重要で ある。 それが ともに 穀物 

に 付着した 語で ある ことに、 日本 本土の 特徴が あるので ある。 しかし 沖繙で 言う 「セジ 高い」 に 相当す る 語が 本 

土で は r ケ 高い」 という 形容で あり、 また 「産 気づく」 というよ うに、 ケが 付着す る 意味の 語 も 残されて いる。 

最近、 坪 井 洋文氏 は、 ケ はたんに 米の 飯と か 稲 種子に かぎらず、 稲 以外の 雑穀に も あてはまる 語で はない かとい 

う 考え を 洩らして いる。 坪 井 説 は 考慮に 値する。 つまり ケを マナの 一種で ある 外来 魂と 見れば、 稲 米 だけが 独占 

する いわれ はまった く、 ないから である。 


風土と 民俗 2l6 


流されび と 


古来、 多くの 日本人が 遠島に 処 せられた という こと は、 刑法 上の 問題と して、 あるいは 歴史的な 事実と して 考 

察に 値する が、 そこに は きわだって 日本的な 特色が あるよう に 思われる。 そもそも 日本の 刑罰の なかで もっとも 

中心と なる もの はハ ライであった。 これ は 宗教 的な 意味 を 含む ものである。 共同体の 淀 をお かす もの は、 邪 霊で 

あるから、 邪 霊の 憑いた 人間 を 所払いに するとい うのが 仕来りであった。 所払い を 受けた 最初の 人物 は、 神話 上 

の 存在で ある スサ ノォ である。 スサ ノォの もつ エネ ルギ— は 共同体の 秩序 を おびやかす ものであった から、 彼 は 

悪霊に 憑かれた 人間と して 追放され た。 ス サノォ は、 折からの 烈しい 雨風の 中 を、 青草 を 束ねて こしらえた 笠 蓑 

を まとい、 宿 を 貸して くれる 家 もな く、 苦しみながら 放浪の 旅に 出なければ ならなかった。 流刑 者の 原像と して 

のこの スサ ノォの 姿に、 幕末の 七 卿 落ちの 光景 を 重ね合わせて みる こと も 可能であろう。 しかし スサ ノォの 猛烈 

な エネ ルギ ー は、 悪 竜 を 退治す る ことで 他の 共同体の 救いと なった。 つまり 追放され た 者に は、 正負の どちらに 

も かたむく ヱ ネル ギ— が あ つたこと を 認めねば ならない。 

ス サノォ とおな じょうな ュ ネル ギ ー の 所有者に、 西郷 隆盛が いる。 彼 はまず 奄 美大 島に 潜 居 を 命じられ、 二度 
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目 は徳之 島、 三度 目 は 沖 永 良 部 島に 移された。 このように 空間 的 距離の 遠近に もとづいて 島流しの 罪の 軽重 をき 

める という 考えの 底に は、 日本の 古い ハ ライの 観念が ひそんで いる。 他方、 西郷は どの 島で も 若者 を あつめて 読 

み 書き を 教え、 彼に 接触した 島民に 大きな 感化 を 与えた。 

つまり、 流されび との 活力が、 島の 文化 を 高める のに 大きな 役割 を 果たした こと を 見の がす こと はでき ない。 

さて 沖 永 良 部 島の 和 泊の 例 だが、 明治 まえまで は、 次の ような 村 内法が あった。 遠島の 罪人に 対して 不正な 行 

為 をした 者に は、 村民が 熟議の 上、 与 人 又は 横目な どの 役人に 通告す る こと も あるが、 集落に よって は、 その 不 

正 を 働いた 者の 両手と 膝 を 地面に つかせて、 腹 這った かっこう にさせ、 くつ わ を 口に 食 ませ、 その上に 元気の よ 

い 男 ざ かりの 者 を 載せて、 走らせて 苦しめた というの である。 

この ュ ー モ ラスな 懲罰の 方法 は 支配者の 作った もので はなく、 集落の 慣習法に したがつ たもので あり、 むしろ、 

遠島 人に 対して、 沖 永 良 部 島の 島民が 非人間的な 扱い をして いなかつ たこと を 物語って いる。 奄 美の 島々 におけ 

る 西郷の 人気 は 高い が、 しかし それ は 西 郷の徳 にだけ 帰せられ る 筋合の もので はなく、 西郷を 受け入れた 島民の 

側の こと も 見ない と 片手落ちになる。 

有名な ぉ由羅 騒動に 連座して、 嘉永 三年 (一八 五 〇) に奄 美大 島に 遠島の 刑に 処 せられた 名 越 左 源 太 は、 赦免 

された 安政 二 年 (一八 五 五) までの 五 年間 を、 大 島の 名 瀬で 流人の 生活 を 送った 薩摩 藩士で ある。 西郷は それ か 

ら 数年して 奄 美大 島の 竜 郷村に 潜 居した の だから、 二人 は 入れち がいに なって いる。 ところで この 名 越 左 源 太 も 

西郷に 劣らず、 大 島の 文化に 力 をつ くした。 彼 は わざわざ 鹿 児 島から 飯炊きに とつれ てきた 従僕の 助 次 郎をも 帰 

し、 読み書き を 教える 村童 を 相手に、 みずから 家事 万端 を 切り盛りした。 その かたわら、 日常の 見聞 を もとにし 

て奄 美大 島の 民俗 誌で ある 『南 島 雑話』 を 著わして、 不朽の 記録 をの こした。 その 克明な 観察 記録 は、 流された 

島に 対する 愛着がなければ できる ことで はない。 当時 大 島で 流行った 歌に、 
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名 越さ まに は 初めて 会うた 

会うて 見 たれば よか 御仁 

という 歌詞の ものが あつたと いう。 それほど 島民 も 名 越 左 源 太に なついた。 

いったいに、 島民の 外来者に たいする 感情 はふく ざつで ある。 他所者 を 警戒す る 念 は、 日本 本土で も 辟 地 ま， ど 

烈しくな るが、 南 島のば あい も その 例に 洩れない。 沖繙の 明治 初期の 村 内法 をみ ると、 他村で ハ ライ をされ たも 

の を 村の 中に とどめて おく こと はならない とか、 素性の 知れない 者に は、 家 を 貸したり、 また 家 を 建てて やった 

りして はならぬ、 というき つい 取りき めが 申し 合わされ ている。 しかし 物に も 文化に も 不自由な 島で は、 他方で 

は、 島 外から おとずれる 者に は 期待 を かけた。 外来者 は 島に ない もの を もたらす が ゆえに 客人 神と して 歓卬) され 

た。 警戒と 期待と、 正 反する 二つの 心理の 間に 島民 はいつ も ゆれうご いてきた。 流人に 対しても、 その 意識 は 例 

外で はない。 

『南 島 雑話』 は 流人 を 二通りに 分けてい る。 よい 流人と いうの は、 子供に 手 習 や 素読 を 教え、 また 金持ちの 島民 

の 手紙の 代筆 をして やったり、 砂糖の 取引の 計算 を 手伝ったり してやる。 そこで 島民 も 流人に 米塩 を 与え、 空き 

家 も 貸して やる。 あとで は 流人 は 自分の 力で 家作 を こしらえ、 少し 貯え も できるようになる。 すると 日本 本土に 

いた 時分の まずしい 生活よりも かえって よい 生活 状態になる。 これ は 不幸 中の 幸いで ある。 それに 対して 悪い 流 

人と いうの は、 焼酎 をした たか 飲んで 喧嘩す るよう な 連中で あり、 また 昔の 華やかな 生活 を 思い出して は、 食事 

のことば かり 愚痴 を 言う 輩で あると、 こき 下ろして いる。 

名 越 左 源 太の 二つの 意見 は、 島民の 立場に 立っての 判断で ある。 ここで 沖 永 良 部 島の 人口 をみ てみ ると、 た 

とえば 天 保 九 年 (一八 三 八) の 人口調査 では、 島の 人口 は 九 千 七 百 六十 八 人で、 ざっと 一万で あるが、 遠島 人 は 
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百 人と なって いるから、 百 人に 一人 は 流人だった わけで ある。 この 比率 は奄 美大 島で も ほぼ 変わらない。 『南 島 

雑話』 は、 文化 二 年 (一八 〇 五) の大 島の 人口 を 三 万 五 千 四百 七十 人、 遠島 人 を 三百 五十六 人と 記述して いる。 

奄 美大 島で も 百 人に 一人が 流人であった。 という こと は、 一世 帯 を かりに 五 人家 族と して、 二十 世帯の なかに 一 

人の 流人が まじり 合って 暮 したと いう 勘定で ある。 これ は 島民に とって 大きな 負担ではなかった ろうか。 それと 

同 寺に、 せまい 島の 中で は 流人 を 自分た ちと 別の ダル ー プの ものと して、 交際し ないで いる こと もで きなかった 

こと を 物語って はいない か。 

島に はしばしば 飢餓が 訪れた。 奄美 でも 蘇鉄 地獄と いう 言葉が のこって いる。 『南 島 雑話』 に は、 両親に 早く 

死に別れた 二人の 幼な 子が、 飢饉で 食べる ものが なく、 イチ ゴゃァ ダンの 実 を さがし あるいた すえに 飢え死にし 

たが、 今でも イチ ゴゃァ ダンの 実の 熟する 頃に は、 その 幼な 子の 声ら しく、 「あだん もて 呉ち よ、 いちび (イチ 

ゴ) もて 呉ち よ」 という 歌が 聞こえる という 哀話 を 記して いる。 私 は 数年 前、 奄 美大 島に 旅行した とき、 台風な 

どで 十日 間、 島 外との 交通が 遮断され たと したら、 卵の 値段が 倍に はね 上る と 聞かされた ことがあ つたが、 今日 

でも 島の 径済は そのよう に 底が 浅い。 流人の 生活の 面倒 をみ る 島民の 感情の 背景に、 そうした 島の きびしい 事情 

が ある こと を 知らなければ、 遠島 人の こと を 語る こと はでき ない。 

政治の 抗争の まきぞえ を くらって 遠島の 刑に 処 せられた 薩 藩の 上 士は、 名 越 左 源 太に かぎらない。 彼ら はいず 

れも すぐれた 教養 人であった から、 配流の 島に 文化の 種子 をまい た。 その 種子 は 明治に なつてから 育ち、 島の 文 

化の 礎石と なった。 昇 曙 夢は奄 美大 島の 出身で その 雰囲気 をよ く 知ってい るが、 彼の 『大奄 美史』 では 次の よう 

に 述べて いる。 

「犬 島の 島民が、 どんな 貧しい家 庭で も 子弟 教育に かけて は 何処に も 見られない 熱意 を もってい るの も、 一 つ 

はこうした 奇特な 国事犯 人た ちの 刺戟が その 因 をな している ので はない かと 思われる。 この 点から すれば、 薩 
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藩が 大島 諸島 を 罪人の 流刑地と して、 ながく 未開 蒙昧の 域に 押し こめんと した 植民地 的 政策 は、 かえって 逆 効 

果 をき たした ともい われよう。」 

やん ちゆ 

しかし また 『大奄 美史』 によると、 次の ような 話 もの こって いる。 大 島に は 旧藩の 頃に 家人 制度と 呼ばれる も 

のがあった。 苛酷な 黒 糖 上納の 負担 を 果たし 得なかった 貧しい 農民 は 富裕な 農家に 身 を 売って、 一生 農奴 同然に 

こきつかわれた。 これが 家人で ある。 明治に なって 四民 平等の 時代が おとずれた とき、 大島 各地 を まわって その 

家人 制度の 廃止に 奔走した 鹿 児 島の 伊知地 清 左衛門 は、 か つ て 遠島 人と して 大 島に 流 謫 された 旧薩 藩士で あ つ た „ 

伊知地 をして 大 島の 農奴解放に 挺身 させた 原動力と は 何 か。 おそらく 彼 は 流人 生活のと きに 触れた 南 島の 下層 民 

の やさし さが 忘れられ なか つたので はないだ ろうか。 

この こと は西郷 のば あい も 同然であって、 彼の 武断的な 性格 や 士族 中心の 考え方の 底に、 農民 や 漁民な どへの 

思いやりが あつたと すれば、 それ は 彼の 流謫 中の 島民との 触れ あいから 学びと つた ものではなかった か、 と 推測 

される。 

私は奄 美の 島々 に 限定して 話 をす すめて きたが、 それ は 伊豆 七 島と て、 いやす ベての 流刑の 島 とても、 変わり 

はなかった。 八丈島で 六十 年の 流人 生活 をす ごした 近 藤 富 蔵の 『八 丈 実記』 は、 名 越 左 源 太の 『南 島 雑話』 と 並 

び 称せられ、 日本の 地誌、 民俗 誌の なかで もっとも すぐれた 価値 を もっている。 この 不滅の 記録が 二つと もに、 

赦免 花の いつ 咲く か 分からない 流人の 手に なった という こと は、 意味ぶ かい。 

流人で なければ 島の 歴史 や 風物 誌 を 書く 人 は 島内に いなかつ たので ある。 知識の ある 者が いたと しても、 こと 

さらに 自分の 生活の まわり を 見渡して それ を 記録 保存す る 考え はな か つ たろう。 それ を 思う とき 私 は ひとつの 感 

慨に さそわれる。 日本人が 太古から もっていた マレ ビト への 期待。 それと 裏 はらの 貴種 は 流離 するとい う 考え。 

この 一 一つ はスサ ノォの 伝説に 結合され ている が、 それらが 流されび とにたい する 島民の 意識の 底 ふかく よこたわ 
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つてい る。 日本 各地の 海辺 や 島々 に は 「流され 王」 の 伝説が あるが、 隠岐 や 佐 渡に 配流され た 帝王た ちはいう ま 

でもな く、 とりたてて 血す じ を ひけら かす ことのない 流されび とに もまた、 島民 は 無関心で はいられなかった の 

である。 
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かくれ キリシタン 紀行 —— 生 月 • 外海 


私 はこの 四月 (昭和 五十 五 年) 上旬、 長崎県 下の 生 月 島 や 西彼杵 半島の 外海 地方 を まわって きた。 これらの 地帯 

は、 五島 や 平 戸島と ともに、 かくれ キリシタンの 信徒の 住んで いる 風土で ある。 私 はまえ にも これらの 地方 をお 

とずれ たこと があった。 今回 は 十 年ぶりの 旅で ある。 

生 月 島に かよう 船 は 平 戸島の 薄 香から 出る。 薄 香 湾 はまえ に は 鯨が よく 迷い こんで きたと ころで ある。 それ も 

とおい 昔の 話と なった。 しかし 菜の 花 は 湾に のぞむ 段々 畠に 一面に 咲いて いた。 「菜の 花や 鯨 も よらず 海 暮れぬ」 

という 蕪 村の 句 そのままの 波 おだやかな 薄 香 をう しろに 私 は 生 月 島に むか つ た。 

たち うら 

生 月 島の 館 浦に つく 手前に 中 江の 島が 見える。 海中から 岩が つつ 立った 無人の 小島で ある。 この 中 江の 島は殉 

教 者の 聖地と して 生 月の 信徒た ちの 尊敬 を あつめて いる。 

中 江の 島に ついては レオン • パジヱ スの 『日本 切支丹 宗門 史』 の 一 六 ニニ 年 (元 和 八 年) の くだりに 記載され 

ている。 それによ ると、 ヨハネ 坂 本左衛 門と ダミ ヤン 出口の 二人 は 中 江の 島に 連行され て 斬首され た。 中 江の 島 

にむ かう 小舟の なかで、 ダミ ヤン 出口 は 賛美歌 をうたい ながら、 みずから 櫂 をと つて 舟 を こいだと いう。 なめら 


223 かくれ キリシタン 紀行 


かな 水 を 切る 櫂の 音と 聖歌 だけが ひびく 夕暮れの 海 を 私 は 想像す る。 そのと きも 平 戸島に そびえる 安満 岳 は 彼ら 

の 小舟 を 見守って いたにち がいない。 

中 江の 島で 殉教した の はこの 二人 だけではなかった。 彼らの 処刑から 一 月 もた たない ときに、 生 月の 人ョ ハネ 

次 郎左衛 門が 中 江の 島で 殺された。 彼 は 島に 近づく 小舟の 上で 「ここから 天国 はそう 遠くない」 と 叫んだ。 ョ ハ 

ネの ボルト ガル 音 はジョ アンで、 それ を 九州で はジュ ワンと なまって いる。 したがって、 中 江の 島に 名 をと どめ 

た これら 殉教者 は 生 月の 人び とに はジ ュ ヮ ン の 名で 親しまれ てきた。 

中 江の 島 は 岩 だらけの 島で、 中腹から 頂上に かけて は、 篠 竹に 蔽 われて いる。 岩 は 縦に 裂ける 柱状 節理を もつ 

ている。 島の ほぼ 中央の 岩の 隙間から したたり 落ちる 水 を、 生 月 島の かくれ キリシタン は サン ジュ ワン さまと 呼 

んで、 洗礼の 水 を はじめ さまざまな 行事に つかう。 平 戸島の かくれ キリシタン も 中 江の 島の 水を聖 水と している- 

それば かりで ない。 西彼杵 半島の 三重 (今 は 長 崎 市に 属する) の 東 樫 山の かくれ キリシタンの 信者た ち も、 わざ わ 

ざ 中 江の 島に いつ て 聖水を もちかえり、 それ を 東 樫 山の 井戸に 種 水と して 入れた という 話 を 聞いた。 

私 は 十 年 まえに 中 江の 島に わたった ことがあった。 小舟から 島の 岩の 上に 飛び降り たが、 靴 をぬ ぎ、 靴下の ま 

ま 歩き まわ つ ている とき、 するどい 岩 かどに 足の 小指 を ひ つ かけて 骨折 するとい う 小さな 受難の 思い出 を 残した- 

そこで こんど も 生 月 島に ついた あくる 日、 また 小舟 を 出して もらった。 館 浦の 港から 今 は 十五 分で 中 江の 島に 

つく。 しかし 船着き場 はない。 折よ く 満潮 時で 舟 は 島に 近づく ことができ たが、 波が 高い ので 接岸で きずに 引き 

返した。 以前 は 見かけなかった 新しい 祠が 海ぎ わに 立って いた。 聞く と、 三体の 地蔵 を まつって あると いう。 サ 

ンジュ ワン さまの サン を 三体と 考え、 ジュ ワン を 地蔵に 見立てた もので、 生 月 島の 有志が 建立した もの だとい う _ 

私が 平 戸島から 生 月 島に わたった 四月 一日 は、 陰暦の 三月 十六 日に 当たって いた。 それから 数日間、 私 は 生 月 

しらつ き 

島に、 帯 在した が、 生 月 島の 漁民 は、 陰暦の 十三 日から 十九 日までの 七日 間 を 白 月と 呼んで 毎月 その 期間 は 漁 を 休 
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む。 十五夜の 前後 は 月の 光が 強烈で、 魚が とれない という。 それ は 漁師の 骨 休みになる 期間で もあった。 長崎県 

つぎよ ま 

の 外海 地方で は、 白 月の こと を 月夜 間と 呼んで、 やはり 海に はいかない。 

夜、 館 浦 港の 近くに ある 姫 神社の 鎮座す る 丘に 立つ と、 東の 海から 十六夜の 月が あがり、 中 江の 島 を 照らし 出 

した。 月明かり を 頼りに 人目 をし のんで あつま つ たかくれ キリシ タ ン の 信徒た ち も 見た 中 江の 島で あ つ た。 

私が こんど 生 月 島 をお とずれ たの は 「お直り」 の 行事 を 参観す るた めであった。 生 月の かくれ キリシタンの 信 

者 は イエス や マリアの 聖 画像 や メ ダイ ュを納 戸神と してお がむ。 その 納戸 神 を あずかつ ている 信者の 家から、 別 

の 信者の 家に、 五 年に一度 納戸 神 を 移す 行事 を 「お直り」 と 呼んで いる。 

生 月 島 は 一部 浦 を 中心とした 上方と 館 浦 を 中心とした 下方に 分かれる。 その 下方の 山 田、 正 和、 日 草に は それ 

ぞれ 一人ず つ 「じい さま」 と 呼ばれる 役が ある。 この じい さま 役 は 最高の 指導者で、 洗礼 をさず ける 役で も ある。 

じい さま 役の 下に、 山 田に 四 人、 正 和に 三人、 日 草に 二人の 御番 役が いる。 この 御 番役は 納戸 神の 番をする 役で、 

御番 役が 納戸 神 を まつる 宿をッ モトと いう。 納戸 神の 「お直り」 は 古い ッ モトから 新しい ッ モトへ 移る 行事で あ 

るから 重要な 儀式で ある。 生 月 島の 知人の 仲介で 私 はとく ベ つに 参観す る こと を 許された。 

四月 三日、 古い ッ モトの 家に は 信者た ちが 羽織袴で 威儀 を 正して あつまり、 納戸 神 を 棚から おろした。 そこの 

家で は 納戸 神 は 画像で なく メ ダイ ュ であった。 この メ ダイ ュを かくす 道具と して 大小 二つの カメ、 また かって 画 

像 を かくした と 思われる 中空に なった 大きな 竹の 筒、 ほそい 繙を 束ねて 邪気 払いに つかう ォテ ペン シャ、 それに 

中 江の 島の サン ジュ ワン さまのお 水 を 入れた 三つの 水 徳利が はこび 出され、 小型の 運搬 車に つみこまれた。 これ 

らの聖 具 をのせ た 車 は 新しい ッ モトの 家に むか つ て 出発した。 

それ を 見送った 信者た ち は、 御 番役を 先頭に して 一列に すすんだ。 御 番役は 白い 水 徳利に さしこんだ ィ ズッボ 

と 呼ぶ 棒 を 時折と り 出して は、 眼に 見えぬ 悪魔に ィズ ッボの 先の 水滴 を 振り かける 動作 をく りかえ した。 他の 信 
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者た ち は 納戸 神 を 入れた 箱 や 水 徳利 を もって 御番 役の あとに したがい、 おもむろに 歩み をす すめた。 大きな 道が 

あるの にもかかわらず、 そこ を 通らず、 田の あぜ 道 や 小道 をえ らんで あるく の は、 きびしい 監視の 眼 を かすめる 

ための 心づ かい を あらわして いるの だ つ た。 それ はき わめて 古風な 聖体 行列 を 思わせた。 

こうして 一行が あたらしく 御番 役と なる ッ モトの 家に つくと、 そこの 家族 や 親戚の 出迎え をう けた。 納戸 神 そ 

の 他の 聖具 は、 あたらしくもう けられた 棚に 安置され た。 信者た ち は 納戸 神の まえに、 横 一列に 正座して、 オラ 

ショを 唱え はじめた。 それが おわる と 「サン ジュ ワン さまの 歌」 がうた われた。 この 歌 は 山 田 部落の 信者た ちの 

集まりに かぎって うたわれる。 

前 はな あ 前 は 泉水 やな あ 

うしろ はな あ 高き 岩なる やな あ 

前もう しろ も 潮で あかす る やな あ 

中 江の 島の まわりに は、 まんまんたる 海の 潮が おしよせ ている。 「潮で あかす る」 は 「潮で 飽かす る」 の 意で 

あろう。 

この 春 は この 春 はな あ 

桜花 かや 散る ぢる やな あ 

また 来る 春 はな 

つぼむ 開く る 花で ある ぞ やな あ 


風土と 民俗 226 


私が 生 月 島 を あるきまわった 日々 は、 島の 岬の 小道に、 海の ほとりに 桜花が 咲いて いた 彼ら 潜伏 信 街 は 自分 

たちの 信仰が 公然とみ とめられる 時代 を、 桜花に 托して 待望した。 

参ろう やな あ 参ろう やな あ 

パ ライ ゾの 寺に ぞ 参ろう やな あ 

パラ ィゾの 寺と は 申す る やな あ 

広い 寺と は 申す る やな あ  . . 

広い な 狭い は わが 胸に ある ぞ やな あ 

かくれ キリシタン は 現実の 世界で は 存在 をみ とめられなかった。 したがって、 天国 は それ を 信ずる 者の 心の中 

にある という ありふれた 言葉 も、 彼らの 場合 は 特別の 意味 を もっていた。 他界と しての 天国 も 彼らに はとお ぃ距 

離に ある ものではなかった。 中 江の 島から 天国への 道のり はわず かであった。 そのこと が、 サン ジュ ワン さまの 

歌 を ものがなしく する。 

「お直り」 の 儀式の 席で は 「サン ジュ ワン さまの 歌」 に つづいて 「しばた 山」 の 歌が うたわれた。 

しばた 山 しばた 山な あ 

今 は 涙の 谷で ある ぞ やな あ 

先 はたす かる 道であろう ぞ やな あ 
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」 しばた 山」 はしば たという 木の 生えた 山で あると いう。 そこに は ジゴク の弥巿 兵衛と マリヤと、 その子の ジュ 

ワンの 三人 を まつる ダン ジク 様の 祠が ある。 三人 は羅 竹の 中に かくれて いたが、 子の ジュ ワンが 泣いた ので、 船 

の 上から 捕吏に 見つけられ、 殺された。 ジゴク というの は 生 月 島の 南の 海岸べ りの、 ダン ジク様 を まつって ある 

土地の 名で あり、 ダン ジク は羅 竹の 方言で ある。 

「サン ジュ ワン さまの 歌」 にせよ 「しばた 山」 の 歌に せよ、 その 節 まわし は 独特の ものが ある。 たくましく、 野 

太く、 しかも もの 悲しい 旋律で、 日本 各地で うたわれる 民謡と はちがつ ている。 皆 川 達 夫 氏 は、 生 月の かくれ キ 

リシ タンが となえる オラショ (祈禱 文) は、 ことばの 上で も メロ ディの 上で も 転訛が いちじるしい にも かかわら 

ず、 ルネサンス 期の ョ ー 口 ッパの 聖歌の 姿 を ほぼ 誤りな く 伝えて いると 言って いる。 しかも 聖歌の 中には、 今日 

もはや ョ ー ロッパ ではうた われな くな つ た 曲が ふくまれ ている こと を 指摘して いる。 

こ こ に 文化 伝統の 息の ながさ を 物語る 具体例が ある。 歴史家 は 十 年 や 五 年で 文化が 変容す るよう に 考えが ち だ _ 

だが それ は 歴史家が 陥り やすい 時間 意識の 陥穽で ある。 中 江の 島で ジ ュ ワンの 霊 名 を もつ 二人の 信徒が 殉教して 

から 十六 年 目の 寛 永 十五 年に 島 原の 乱が 勃発した。 この 乱 は 幕府が キリシ タ ン の 徹底した 取締り を 断行す る 引き 

金と なった ものであるが、 その 年から かぞえて 今日まで 三 五 〇 年 近い 歳月が 経過して いる。 それ にもかかわらず、 

生 月の かくれ キリシタンの 歌ォ ラシ ョ に、 彼らのと おい 先祖が ならい おぼえた 当時の ことばと メ  口 ディが みとめ 

られ ると いう こと は、 伝統 文化の 持続と は 何かとい う 問題 を あらためて 考え直させずに は 置かない。 

「お直り」 の 行事の あと、 にぎやかな 宴と なった。 四月 三日 は 生 月 島の ひなまつりの 日であった。 一月お くれの 

ひなまつり は、 桜花の 咲く 四月 初めに ふさわしい。 納戸 神 を あたらしく まつる ッ モトで は、 その 日 は 「お直り」 

とひな まつりの お祝いが 重な つ た。 

私 は 宴会が おわった あと ダン ジク様 を まつる 場所に いつ てみ る ことにした。 山 田と いう 集落から 更に 山奥に 入 
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り、 神ノ 川の ダムに そった.： d 道 をた どり、 その 道の つきた ところから、 海岸の 絶壁に 近い 急傾斜 を 降りた。 踏み 

あやまれば 転落す る ほかない、 けわしい 断崖に つけられた 小道 を 海ぎ わまで たどって いくと、 ダン ジク様 は 人気 

ない 海岸に まつられ ていた。 祠 のかた わらに は ダン ジク大 明 神と 記された 漁夫た ちの 奉納の 赤い 旗が 幾 本 もた て 

かけて あった。 私 はこうした 隔絶した 場所に、 息を殺して 身 を ひそめて いた 信徒た ち を 思いう かべた。 ここで は 

ジ ュ ワン は 聞き分け のない 子供であった。 

館 浦から 舟で 潮 見 岬 を まわ つ て ダン ジク 様に おまいり する ほうが 便利で あるが、 そうすると かならず 海が 荒れ 

ると いい、 今 も かくれ キリシタンの 信者た ち は 不便な 陸路 をた どって 参詣す る。 捕吏が 海から 近づいて かくれて 

いる 信者 を 発見した という ことから、 信者が おなじように 舟で やって きて は、 ダン ジク 様に 申し訳な いという。 

それにしても 冒頭に かかげた 「しばた 山」 の 歌 は ダン ジク 様の まつられ ている 荒涼と した 場所の 雰囲気 をよ く 

伝えて いる。 r ジ ゴク」 という 地名からの 連想 も 働いて、 何 かそ こ は 賽の河原 のように、 現世と 他界の 境界の よ 

うな 気がする。 かくれ キリシタンの 信仰に は、 意識す ると しないと にか かわらず、 日本 古来の 民間 信仰が 濃厚に 

影 を 落として いる。 

私 は 生 月 島 を 去った のち、 西彼杵 半島の 外海 地方 をお とずれ た。 その 海ぎ わにそう 道路 は 十 年 まえより はいく 

ら かまし になった が、 それでも なお 悪路に かぞえて よいであろう。 しかし こうした 辺鄙な 場所 だから こそ、 かく 

れ キリシタンの 信仰 は 残ったと も 言える。 そこ は大村 湾に のぞむ 内海と ちがって、 東シナ 海の 荒い波に あらわれ 

る 海岸 地帯で ある。 外海 町の 黒 崎に 残る かくれ キリシタンの 手作りの 聖書 『天地 始之 事』 は 万華鏡 をの ぞくとき 

のように 奇異な 夢に いろどられた 書物で あるが、 まずしい 風土と、 かくれ キリシタンの 描いた 多彩な 物語の 世界 

との り あわせ は、 あざやかな 対比 を 見せて いる。 


生 月 島と おなじように 外海 地方で もジ ュ ワン はかくれ キリシタンの 信徒の 間で 大きな 役割 を 占めて いる。 ジ ュ 

ワン を まつる 枯松 神社が 外海 町の 黒 崎の 山の頂 上 近くに 今 も 鎮座して いた。 枯松 神社 は、 ジュ ワンと 呼ばれる 外 

国人の 宣教師の 墓地と みなされ、 外海 地方の かくれ キリシタンの 崇敬 を あつめて いる。 神社の わきに はかくれ キ 

リシ タンの 墓が 点々 と ある。 外海 特有の 片岩 をつ みあげた 長方形の 墓で ある。 また この 近くに ある 大 岩の かげで 

は、 「かなしみ i」 (四旬節) の 夜に あつまって、 かくれ キリシタンが オラショ を まなんだ という。 

ところが ジ ュ ワンに は 別の 伝承が まつわつ ている。 ジ ュ ワン は バス チャンと いう 弟子 を 連れて 外海 地方 を 伝道 

して まわって、 に」 が、 外海 町の 神の 浦の 落人の 水と いうと ころまで きたと き、 別れ を つげて 帰国した とされて- - 

る。 ジュ ワン は 弟子の バス チャンに 暦の くり 方 を 教えた ともいう。 外海 町の 出津 にいる かくれ キリシタンの 中 山 

正 男 氏から 私が 聞いた 話で は、 ジ ュ ワン は 下駄 を はいて 海の 上 を 歩いて 五島に いったそう である。 

ところが 外海 町から さらに 南の 海岸 ぞいに ある 三重の 東 樫 山に は、 神の 浦から 船出して 姿を消した はずの ジ ュ 

ワンの 伝承が 残って いる。 それによ ると、 ジュ ワン は 海上で 遭難し、 両手で はいながら 東 樫 山の 赤 岳に 登り、 一 

本 松の 下の 石に 腰かけて 休息した という。 こうなる とジ ュ ワン は 神出鬼没 である。 

中 山 正 男 氏 は、 デウスに たのむ とき、 おん 母 サンタマリアと サン ジュ ワンに 取り次ぎ 役 をお 願いす る ことにし 

i ている といい、 ジュ ワン さま は 取り次ぎ 役の かしらで あると 説明した。 外海で はジュ ワン は 天子 さまの ような 人 

タ だと 考えて いる 信者 もい る。 これらの 言葉から、 ジュ ワン は 人間で は あるが、 神に 近い 存在で ある ことが 類推 さ 

^ れる。 と 言えば 誰し も イエス を 想像し かねないが、 事実、 かくれ キリシタンの 信仰で は イエスの 役割 はジュ ワン 

5 に 取って かわられ ている。 

力 一神教と いうより は 多神教に 近い 信仰 を もっか くれ キリシタン は、 イエスの きびしさよりも、 マリアの やさし 

^ さ を 求め、 それに ふさわしい 男性 像と して、 ジュ ワン を 創造して いったの では あるまい か。 多神教に 近いから 三 
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位 一体の 教義 を 理解す る こと もと ぼしくな つたと 思われる。 もちろん、 外海の かくれ キリシタン は 「天の ご 三 品 

さま」 を 拝む。 また 「生 月の 十一 ケ条」 と 呼ばれる オラショの 第二 条には 三位一体の 説明が ある。 しかし それ は 

棒暗記に 近い ものではなかった かと 私 は 思う。 

かくれ キリシタンが ジ ュ ワン 信仰 を 重んじた こと は イエ スに 洗礼 をさず ける サン ジ ワンと いう 人物が 『天 也始 

之 事』 に 出て くる ことで も わかる。 「生 月の 十一 ケ条」 に は 「バオ ツル 島」 という 言葉が 見られる。 バオ ツル は 

ボルト ガル 語の バ プチ スモ のな まつ たもの だが、 それ は 洗礼の 霊水 を 求める 中 江の 島 を 連想して いるので あると 

田 北 耕 也 氏 は 言う。 もちろん、 その 背後に は、 中 江の 島で 1^ 教 した ジュ ワンの 霊 名 を もつ 二人の 信徒が いる こと 

は 明らかで ある。 

このよう にして ジ ュ ワン は パプ テス マの ョ ハ ネの 役割と ィ ェ ス の 役割 を あわせもつ ことにな つ た。 文化 一 一年！ 4 

天草の 高 浜 村で 潜伏 キリシタンが 発見され て 拷問 をう けたが、 女の 信者 一 1 五名 はすべ て 霊 名が マリアで あり、 

男 一四 〇 名のう ち 一 一九 名が ジュ ワンの 霊 名 を もっていた。 これ はかくれ キリシタンの ジュ ワンに たいする 心情 

の 傾斜 を 示す ものである。 

外海 地方の かくれ，^ リシ タン は 生 月の 信者が もたない 『天地 始之 事』 という 手作りの 聖書 を 伝えて いる。 それ 

に は クリス マ スの 夜の こと を 次のように 述べて いる。 

マリア は 大雪の 夜、 旅さき の 家畜 小屋に 宿 を 借り 産 気づく。 寒中の ことなので、 牛と 馬が 左右から 息 を 吹つ か 

けて、 生まれた ばかりの イエス を こごえない ようにして やった。 夜が 明ける と、 家主の 女房が 出て きて、 哀れに 

おもい、 自分の 家に つれてい つたが、 薪がない ので、 大切に していた はた 織りの 道具 を 折って、 マリアと イエス 

の 身体 を あたためて やった。 ご馳走に ソパ飯 を こしらえて 差し出す と、 イエス は 母の ふところから 手 を 出して、 

それ をいた だいた。 
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この 箇所 は 『天地 始之 事』 の 中で も、 もっとも 感動 的な 場面の 一 つで ある。 この 書物 はの ちに 書き写されて 伝 

えられた ものであるが、 もともと は 語りつ がれて きた。 戸外に は 見張り を 置き、 ともしび は 暗く し、 かすかな 物 

音に も 聞き耳 を 立て、 この 場面 を 語る 人び と を 想像す る。 彼ら かくれ キリシタン は 例外な く 農夫 か 漁民であった" 

労働の ために 日 やけした 顔に は、 大地 を 受けつ ぐべき 柔和 さが あふれて いた。 

そうして 聖書に も 見あたらない、 かぎりな いやさし さ を もって 「御身」 である イエスの 誕生 を 祝おうと した こ 

と は、 長 崎の 家 野の かくれ キリシタンが おこなつ てきた クリス マ スの 前夜の 行事 を みれば 誰し も 否定で きない。 

彼ら は その 夜 は 牛小屋 をき れいに 掃除し、 牛に はいつ もより ご馳走 を うんと 食べさせる。 牛が その 吐息で 「御 

身」 を あたためて くれたから である。 また 牛の はみ 桶に は、 イエスの 初湯に と、 きれいな 湯 をな みなみと 入れ、 

子どもたちに は それでお 湯 をつ かわせた という。 

また 外海 地方で は 「なたら」 の 夜 は、 信者た ち は 帳 方の 家に あつまり、 イエスが 夜中に 生まれた というので、 

夜中す ぎる と 「ベレンの 国に て 馬小屋に お生まれ なさった 御 若君 さま、 いま はいず こに 在し ます や、 ほめた つと 

みたまえ、 ほめた つとまれ たまえ」 とべ レンの オラショ を 一八 〇 遍 となえた、 と 片岡弥 吉氏は その 著 『かくれ キ 

リシ タン』 の 中で 述べて いる。 ベレン はべ トレ ヘムの なまりで ある。 

クリスマス は 生 月で は 「霜月の 御 誕生」、 外海 地方で は 「御身の なた る」 とか 「なたら」 と 呼ばれて いる。 「御 

身」 は イエスの こと。 「なた る」 「なたら」 は 御 誕生の こと である。 クリス マ ス という 言葉より は 「御身の なた 

る」 と 呼ぶ 方が、 日本語の 実感が あふれて いる。 復活祭 を 「春の あがり」 とか 「あがり」 と 呼ぶ の も 季節感 力 こ 

めら れ ている。 四旬節 を 「かなしみ 節」 といい、 また 「枝の 日曜日」 を 「花」 と 呼ぶ の も 私 は 好きで ある。 私 は 

十 年 まえに 三重の 東 樫 山の 老人から 「花」 の ときには 魚の 刺し身に 酒 を そそいで 祝った という 話 を 聞いた こと 力 

ある。 ペ ンとブ ドウ 酉がなかった からそう したの だと 言えば それまで だが、 そこに 日本化した 儀式の 切実な 展景 
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を 見る ので ある。 魚に は キリストの 意味が こめられて いるの かも 知れない。 

今度の 旅で も その 三重の 東 樫 山の 老人 をたず ねて みたが、 すっかり 頹齢 化し、 記憶 はお ぼろであった。 その 日 

はかくれ キリシタンの 信徒の だんな 寺で ある 天福 寺の 本堂の 落成式で、 村 を あげて にぎわつ ていた。 私 は それ を 

さけて 赤 岳の ふもと を 歩いた。 そこ は 海上で 遭難した ジ ュ ワンが やっとの ぼり 休息した といわれ ている 場所で、 

畑の 中に 神社が 建って いる。 今し も 甘 夏み かんがた わ わにな り、 桜が 満開であった。 

この 東 樫 山の 赤 岳 はかくれ キリシタンの 聖地で あり、 浦 上の 潜伏 信徒 は、 浦 上の 西の 岩屋 山から この 樫 山 を 望 

んで 祈った ものである という。 「三度 岩屋 山に おまいり すれば、 一度 樫 山に 参詣した ことになる。 三度 樫 山に お 

まいり すれば、 一度 口  — マの サン タ. エケ レジ ァ (聖 なる 教会) におまい りした ことになる」 と 信じて いたと、 

片岡氏 は 述べて いる。 

私が 東 樫 山 を おとずれた 日 は、 天気 は 荒れ模様で 海岸に は 高い 波が おしよせ ていた。 その 海の 彼方に は 「口 ー 

マに もっとも 近い」 五島 列島が ある はずであった。 私 はかくれ キリシタンが はるかな まなざし を もち 得た という 

こと は、 どうしてで あろうかと 考えた。 

私が かくれ キリシタンに 関心 をよ せる 第一 の 理由 は、 思想の 日本化、 もしくは 土着 化の 貴重な 実験 例 を 彼らの 

信仰の 中に 見る ことができ るからで ある。 長崎県 下に は 平地が とぼしい。 海が 迫り、 大地 は 急賀斜 する。 そうし 

た 山 ひだに かくれる ようにして、 かくれ キリシタンが 住んで いる。 「涙の 谷」 と はたんなる 形容ではなかった。 

彼ら は 涙の 谷に、 幾 百年と 耐えぬ いてきた 信徒の 末裔に ほかなら なかった。 あらゆる 思想 は、 それ を 受け入れる 

風土に r 受肉」 されて はじめて、 思想の 名に 値する 実 をむ すぶ ことができる。 さて 昔から 今にいた るまで 日本に 

やって きた 外来 思想のう ち、 どれ だけが r 受肉」 された であろうかと 考える とき、 かくれ キリシタンの 信仰に 見 

られる 土着 化と 変容 を 私 は 笑う 気に はなれない。 
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かくれ キリシタンの 信仰に は 明確な 空間が ある。 生 月 島、 平 戸島、 度 島、 大島 にか こまれて、 その 中心に 聖地 

としての 中 江の 島が ある。 そこ は ガリ ラャの 海と 見られて きたに ちがいない。 

外海 地方と 五島 列島の あいだの 海 も、 そうであった ろう。 だから こそ、 ガリ ラャの 海 を あるく キリストに 似た 

ジュ ワンの 伝承 を 作り出した のだろう。 浦 上の 近くの 岩屋 山に せよ、 東 樫 山の 赤 岳に せよ、 かくれ キリシタンが 

信仰す る 聖地と しての 山へ の 信仰 は 日本 古来の 民間 信仰と つなが つてい る。 そうした 民間 信仰 を 基礎 としたかく 

れ キリシタン の 信仰が 明治 以降に 輸入され た キリス ト教 とちが うの は 確固と した 聖地 観が みられる 点で ある。 

かくれ キリシタン は、 カトリック教会から 「はなれ」 と 呼ばれる こと をき らう。 生 月 島の 総 戸数 ニニ 九 六 戸の 

うち 半分 以上 かくれ キリシ タ ン の 信者で ある。 それに くらべて カトリ ッ ク 信者の 家庭 はわず かに 六 三 戸で ある。 

カトリック教会に 「帰 正」 した 生 月 島の 人た ちの 数の いちじるしくす くないの は、 かくれ キリシタンの 信仰 共同 

体から 仲間 はずしに される という 社会的な 理由 も 大きい。 生 月 島の ように 隔離され た 島で は、 信仰 を 異にする こ 

と は、 日常 的に たえず 緊張した 社会 関係 を 強いられる ことになる。 しかし、 それば かりで ない とおもう。 そこ は 

やはり、 迫害と 弾圧の 幾 百年 間 を 耐えぬ いてきた 誇りが、 たやすく カトリック教会に もどろう としない 心情 をつ 

ちか つ たと 見なければ ならない。 

かくれ キリシタンの 宗教 を シンク レ チズ ム (混合 宗教) と 規定す る ことに なんら 異論が ある わけで はない。 彼 

らは 仏壇 も 神棚 もまた 民俗 神 を まつる 小祠も 一 緖 におがん でい る。 しかし それ を もって 雑炊の ような 信仰 を 思い 

浮かべ る こと は、 彼らの 信仰の 本質 を 見 あやまる ことにな ろう。 

教義の 内容 は どんなに 変容して いようと も、 彼ら は 自分た ちの 信仰 は 潜伏 時代から 一 貫して いると 信じて いる- 

彼ら はケ レン ド (信仰箇条) の 解釈の ちがい を 問題に する 前に、 眼に 見えない 白刃が 迫って くる こと をた えず 意 

識 しながら、 かすかな 咳ば らい、 目く ばせ、 額に のせた 指、 自分の 胸 を ゆびさす 動作で、 自分た ちの 信仰が おな 
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じで ある こと を 知らせなければ ならなかった。 そうした なかで、 勇 魚と る 生 月の 漁民 も 五島 や 天草の 農夫 も、 彼 

らの 信仰 を 守りつ いでいった。 文化 二 年、 天草 大 江村の かくれ キリシタンの 信者が 発見され、 吟味 を 受けた とき、 

信者の 一人 は、 「かなしみ 節」 に 入る とき は、 百 人のう ち 五十人まで は 絶食す ると 申し述べ ている。 

かくれ キリシタン は 「小さな 者」 である。 彼らの 信仰 内容 や 伝承が カトリックの 正統 思想から みて いちじるし 

く 歪曲して いるた めに 取る に 足らない とする 見方が ある。 私 はそう した 考えに はくみし ない。 しかし それでもな 

お、 私が かくれ キリシタンに 示す 偏愛 を あやしむ 人た ちがいる かもしれ ない。 それに 対して、 私 は 自分が 九州 西 

海岸の 魚く さい 町で、 東シナ 海の 波の ひとしずくから 誕生した 人間 だからで ある、 と 答える。 
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十四 世紀から 十五 世紀に かけての 東アジア は、 政治的な 大きな 変動 を 経験した。 その 最大の もの は ニニ 六 八 年 

に 元 帝国が ほろび、 明 帝国が 誕生した ことで ある。 それと 呼応す るかの ように 日本、 朝鮮、 琉球も 変動 期に 入つ 

た。 日本で は 足 利義満 がー 三 七 八 年に 京都の 室町に 移り、 室町 幕府の 体制の いしずえ を かためた。 朝鮮で は ニニ 

九 二 年に、 李 成桂が 高麗 を 打倒して 李 氏 朝鮮の 王朝 を 開いた。 琉球 では 察 度の あと をつ いだ 武寧を 尚 巴 志が ほろ 

ぼし、 一四 〇 六 年に 尚 巴 志の 父の 尚 思紹が 第一 尚 氏の 王統 を 開いた。 いずれの 国 も 前 王朝と は 比較に ならない 位 

の 強力な 統一 王権が 東アジアに 出現した。 その 王権 を バックに して、 諸国 間の 交易が いとなまれる ことにな つた。 

その 交易 は 明 帝国の 推進した 冊 封 政策 を 主軸に して おこなわれた。 冊 封と は 中華の 威容 を 示す ために 海外 諸国 

を 統制す る 中国の 伝統的な 政策で ある。 海外 諸国 は 中国の 正朔 を 奉じ、 朝貢の 形で それぞれの 国の 特産品 を 献上 

する。 中国 は その 代償に 海外 諸国の 欲する もの を 賜 与の 形で 頒ち 与える。 

明の 太祖 は 即位 匆々 南北朝時代の 日本、 高麗 末期の 朝鮮、 察 度 王朝の 琉球 に対して、 冊 封 を 受け入れる こと を 

求めた。 明からの 通交の 要請に 対して、 大宰府 を 占拠して いた 征西 将軍、 懐 良 親王 は 拒否した が、 のちに なって 
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足 利 義満は 一 四 〇 一 年に 中国の 冊 封 を 受けて いる。 高麗で は 明の 冊 封 を 受け、 つづいて 李 朝 も 大宗の 代の 一 四 〇 

一年に 明から 朝鮮 国王の 冊 封の 印章 を 受けて いる。 琉球 では 察 度が 招 論 を 入れて 明に 入貢す るよう になった。 つ 

づ いて 尚 思紹も 一 四 〇 七 年に 中国の 冊 封 を 受けて いる。 

明 国 は 進貢 船 以外の 外国 貿易 を 禁止した。 しかも 中国人が 海外に 自由に 出航す る こと を 認めない という 海禁政 

策 をと つた。 そこで 中国との 交易 を 欲する 海外 諸国 は、 朝貢 体制の 中に 加わり、 中国に 赴かねば ならなかった。 

このように 明の 政策 を 背景に、 明 を 中心に して 放射 状の 貿易が おこなわれた。 

したが つ て 中国 以外の 諸国 家の 交易 は 密貿易 または 仲継 貿易の かつ こう を とらざる を 得な くな つ た。 南蛮と 称 

せられた 東南アジアと 日本、 朝鮮、 琉 球との むすびつ きも 密貿易 または 仲継 貿易の 色 あいが 濃厚で ある。 明の 冊 

封 体制の 中での 諸国 間の 交渉 は 頻繁に なった。 足 利 義満は 一四 〇一 年に、 日本 国王 源 道義の 名で 李 朝に 使者 を 送 

つ た。 朝鮮で は、 倭寇の 被害が はなはだしく、 そのために 高麗 王朝が 滅亡した といわれる くらいで、 ひどく 俊寇を 

おそれて いた。 そこで 義満は 倭寇の 取りし まりを 約束し、 李 朝 政府 は 報 聘使を 派遣して これに 応えた。 こうして 

日本 国王と しての 足 利 義満と 朝鮮 国王が、 明の 冊 封 を 前提と して 対等の 関係に 立ち、 外交 儀礼の 形式が 成立した „ 

よし もち 

一方、 琉 球が 室町 幕府に 使者 を 送って きたの は、 足利義 持の 頃、 一四 〇 四 年の ことで ある。 それから 十 年 経って、 

義持は 尚 思紹に 返事 を 送った。 それ以来、 琉球船 は 日本に も ひんぴんと 来航す るよう になった。 また 琉 球と 朝鮮 

との 通交 は ニニ 八 九 年に 中 山 王の 察 度が 倭寇の ために 捕虜に なって いた 朝鮮人 を かえし、 硫黄、 蘇 木、 胡椒な ど 

を 高麗 王に 献上した ことから はじまった。 . 

東 シナ海 を 舞台に、 十 0 世紀 後半から 十五 世紀に かけて、 日本、 朝鮮、 琉 球の 三国 間の 交渉が 貿易 を 中心に し 

て 活発に 展開す るよう になった 経緯の 背景に は、 明の 冊 封 政策と 海禁 政策が ある。 それが 三国 間の 仲継 貿易 ゃ密 
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貿易 を さかんになら しめたの であるが、 当時、 各国が 手 を やいて いた 1© 寇の 取りし まりを 日本に 求めて きた こと 

も 見の がす こと はでき ない。 

国家 間の 貿易 や 交渉の 間 をぬ つて、 倭寇の 影が うごいて いるの は 「老松 堂 日本 行録」 に はっきりた しかめられ 

る。 この 記録 は 老松 堂の 号 を もつ 宋希 環が、 将軍 足利義 持に 国書 を 奉呈した ときの ものである。 老松 堂 は 旅の 道 

中、 たえず 海賊の 来襲に おびえて いる ことが、 手に とる ように 分かる。 老松 堂の 一行が 瀬戸内海で 海賊に おそわ 

れ そうにな つたと き、 博 多 商人の 宋 金の 力に よって 難 をの がれた という 記事で、 海賊に も繙 ばりの あった こと を 

知る ことができる。 「老松 堂 日本 行録」 に は 日本 農業が 多毛作 をお こなって いた ことに も 触れられ ていて 興味が 

ある。 

海賊の こと は 「老松 堂 日本 行録」 から 半世紀 あとの 「海 東 諸国 記」 にも 見えて いる。 それによ ると、 肥 前 州の 

条に、 高麗 王朝の 末期に 来襲した 倭寇 は、 夸岐、 対 馬、 松 浦 地方の もので あつたと 記されて いる。 この 書に は、 

護 軍と いう 言葉が あるが、 それ は 中国 や 九州 や！^ 岐、 対 馬な どの 諸 豪族が、 倭寇の 俘虜 や 漂 民 を 朝鮮に 送還す る 

という 名目で、 通交の 口実 を 得た こと を 言う。 漂 民の なかには ほんとうの 漂 民 も あり、 また 俘虜 を 擬装して いた 

者 もあった という。 朝鮮 側で はこの こと を 知ってい たが、 傻寇の 不法の 行為 を やめさせて 正式の 通交の 軌道に の 

せる こと を 望んで いたので、 護 軍職 を 授けた。 また 「海 東 諸国 記」 に は 「図書 を受 く」 という 文字が 散見す るが、 

図書と は 朝鮮と 貿易す る こと を 許可す る 朝鮮 国王の 銅の 私印の ことで、 鋼材の 印面に 日本人の 姓名が 刻んで ある „ 

ふ ざん ぼ  ないじ ほ 

図書 を 受けた 豪族の 派遣す る 日本の 船が 訪れる 開港 場に は、 慶尚 道の 富 山 浦 (釜 山) 乃而浦 (齊 浦) が あり、 そ 

れに塩 浦 (蔚 山) を 加えた 三 浦が 指定され ていた。 三 浦に あつまった 日本人 は 二 千 人 を 越える もので、 居留地の 

日本人 は 寺院 や 神社 を 建てて いた ことが 「海 東 諸国 記」 に 記されて いる。 袋 中 上人の 「琉球 神道 記」 には慶 長の 

項の 琉 球に はすで に 六 力 所の 1^ の 熊 野 権現と 一 力 所の 八幡 大 菩薩が 祀られ ていた ことが 記されて いる。 東 恩納宽 
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惇は 「黎明期の 海外 交 通史」 の 中で、 八幡宮の 営 建 も在琉 日本人の 一党と 関連して 考える ことができ ると 言って 

いるが、 それ は 「海 東 諸国 記」 の 記事と 思い あわせる と 納得の いく ものである。 同書に は、 博 多 は 朝鮮との 往来 

の もっとも 多い ところで、 その 港に は 琉球ゃ 南蛮の 商船 も あつまる と あり、 また 琉 球の 那覇に 相当す る 地点で は、 

「地 荦く、 人 多し、 海 舶を以 ちて 行商し 業と 為す。 西、 南蛮、 中国に 通じ、 東、 日本、 我が国 (朝鮮) に 通ず。 

日本、 南蛮の 商舶亦 集る。 其の 国、 海 浦に 都す」 と ある。 当時の 国際的な 港 市の 状況が しのばれる 叙述で ある。 

博 多の 商人が 琉 球に いくに は、 まえに は琉 球と 薩 摩の 関係 は 親しかった が、 のちに 不和 を 生じた ので、 薩 摩を經 

由して 琉 球に いくこと を やめ、 西よりの 外洋 を 通った。 そのため か 「海 東 諸国 記」 には琉 球への コ I スは、 北 九 

州の 松 浦 半島から 一挙に 口 永 良 部 島までの 距離の 記されて いる ことが 注目され る。 「海 東 諸国 記」 で 私の 興味 を 

ひく 記事の 一 つ は、 対 馬の 地誌の 説明の 中に 「罪人 神 堂に 走り 入る。 即ち 亦、 敢て 追い 捕えず」 と ある 箇所で あ 

る。 これ は r 魏志 東夷 伝」 の 中の 韓 伝に みられる 蘇 塗と おなじ アジ ー ル である。 その 場所が どこで あつたか 明記 

していな いが、 今でも 対 馬に は卒 土が 浜と いう 名の 土地が ある。 これ は 蘇 塗と 関連が あると 見られて いる。， 

琉 球と 朝鮮との 関係に ついては 察 度の 頃から はじまった とまえに のべた が、 「李 朝 実録」 によると、 琉球 国中 

山 王 察 度が 倭寇の ために さらわれ ていた 朝鮮人た ち を 送り かえす ついでに、 山 南 王子の 承 察 度が 朝鮮に 亡命して 

いるから 帰還させる ようにと 願った。 それから 五 年して 一三 九 八 年に は、 琉球国 山 南 王の 温沙 道が 家来 十五 人 を 

ひきつれて、 朝鮮に 亡命し、 晋 陽に 寓 している。 李 朝 は 温沙道 一行に 食物 や 衣服 を 与えて 保護して いる。 ここに 

山 南と いうの は、 琉 球が 北部、 中部、 南部と 分かれて 争って いた 頃の 南部、 つまり 島 尻 郡に あたる 地方で ある。 

承 察 度と 温沙 道との 関係に ついては、 敵対 者であった とする 伊波 普 猷の説 や 同一人物 とする 東 恩 納寛惇 説、 温沙 

道 は 承 察 度の 子 か 弟で あると する 渡 口 真 清 説な どが 入り乱れて 明らかで ない が、 いずれにしても 三 山 鼎立して い 
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た 頃の 琉球 国の. 2 南 王が 亡命 地に えらんだ という こと は、 琉 球と 朝鮮との 関係の 密接 さ を 物語る ものである。 

一四 一八 年、 中 山 王の 尚 思 紹は賀 通 連 を 使者と して さまざまな 南海 産の 品物 を 朝鮮 国王に 献 じた。 この 賀通連 

は 勝連按 司の ことで ある。 冲繙 本島の 東海岸に つき出した 勝 連 半島に は 中 城 湾 を 一 望に 見渡す 勝 連 城跡が あって、 

一九 六 四 年に 発掘 調査が おこなわれた とき、 高麗 瓦片ゃ 南宋の 青磁 片が 多数 採取され た。 かって 勝 連 城 は 高麗 瓦 

で葺 かれた と 推定す る 向き も ある。 

琉球は 第一 尚 氏の 最後の 王の 尚徳 のとき、 一四 六 一年に 使者の 普 須古を 朝鮮に つかわし たが、 その 時 朝鮮 国王 

に 献上した 天竺 酒の 中味が じつは 砂糖で ある ことが 判明して 普 須古は その 失態に 恐縮した という ことがあった。 

そのと き 普 須古は 「臣等 土 物 を 奉献せ し は 錯誤な り」 と 言って いる。 砂糖 を 土 物と いうの はいかなる 意味が ある 

か。 時代 は 下る が、 天文 十一 年 (一 五 四 二) に琉球 国王の 尚 清 は、 肥 後 八 代の 城主 相 良義滋 からの 進物の 返礼と 

して、 砂糖 百 五十 斤 を 送った ことが 「相 良 文書」 に 記録と して 残されて いる。 比嘉春 潮の 「新 稿 沖繙の 歴史」 に 

よると、 長 嶺按司 陵 正と いう 人が 尚 金 福の 時代 (一四 五 〇-- 五三) に 明 国 南京に いって 砂糖の 製法 を 習い 受け、 本 

国に 帰って あまねく 国中に 製糖 を 教えた。 長 嶺按司 は 砂糖 を 日本 国に 持ち 渡って 黄金 を 儲けた。 そのこと がお 上 

に 聞え て 八重 山に 流刑に なった と 「長嶺 元祖 由来 記」 にある という。 長嶺 というの は、 もと 豊見城 間切の 一村で 

ある。 琉 球の 製糖 はずつ と 下った 一六 二三 年、 儀 間 真 常によ つて 始められた とされて おり、 この 話 はま だ 確認 さ 

れ ていないが、 当時の 琉 球から 朝鮮 や 日本に もたらされた 黒 糖 は、 琉球 国内で 製造した もの (土 物) であると い 

う 推測 もま つ たく 不可能で はない。 

そのころ の 日本 は 朝鮮から 大蔵 径ゃ 綿布 を 輸入した。 大蔵 經は 仏教 文化の 象徴で あり、 綿布 は 日本の 衣服 文化 

に 革命 を もたらす ものであった。 一方、 琉球 はどうで あつたか。 ニニ 七 四 年に、 明の 使者 李 浩が琉 球に やって き 

たと きの 報告書に、 琉球 では 轨綺を 貴ばずに、 ただ 磁器 や 鉄器 を 貴ぶ、 という 一節が ある。 紈綺 というの は 白い 
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練 絹の こと を 指す。 ずっと 下って 第二 尚 氏の 尚 清 王の 一 五三 四 年に、 冊 封 使と して 中国から やって きた 陳 侃の 報 

告書 「使琉 球録」 にも、 書画 骨とう のた ぐい は 歓迎され ず、 鉄器 や 綿布の ような 日用品が ありがた がられた、 と 

書かれて いる。 琉 球に は 鉄が 産 しないので、 煮た きする のに は、 民間で はたいて い 貝の 殻 を 使用して おり、 鉄器 

の 鍋釜 を 使用 するとき は、 王府で 使用した もの を 払い下げても らうし かなかった。 その 禁を 犯す と 罰せられ たと 

陳 侃の 報告書 は 述べて いる。 これでみ ると 十六 世紀 半ば 頃まで 琉 球の 社会が 鉄器 類 を 喉から 手が 出る ほど 欲しが 

つていた ことが 分かる。 朝鮮 は琉 球が 南蛮 貿易で 得た 蘇 木 や 胡椒、 白檀、 欝金 など を、 主に 日本 商人 を 通じて 入 

手した。 

こうした 東アジア 諸国の 交易 関係に 大きな 変化が 生じた の は、 豊臣秀 吉のー 五 九 二 年の 朝鮮 出兵で ある。 いわ 

ゆる 文禄の 役、 朝鮮で いう 壬 辰の 倭 乱で ある。 明お よび 朝鮮と 日本の 国交 は それによ つて 断絶した。 

講和 交渉の 過程で、 一 五 九 六 年に、 朝鮮 通信 使と して 黄 慎が 日本 を 訪れた。 そのと きの 紀行 日記が 「日本 往還 

日記」 である。 その 中には 「国中に 所謂 天皇なる 者 有り。 之 を 極 尊す。 国事に は 与らず、 唯 だ 逐日 三 休 浴、 天 を 

一 拝す るの み」 と 言った 記事 も ある。 このと き は 朝鮮 王子が 日本に やってく ると 言った 約束 にもかかわらず 地位 

の 低い 使節が やって きた こと をと がめ、 秀吉は 接見 を 許さなかった。 講和 交渉 はふた たび 決裂し、 秀吉 はあくる 

年 ふたたび 朝鮮 出兵 を 決行した。 いわゆる 慶 長の 役、 朝鮮で いう 丁酉の 倭 乱で ある。 このと き 日本軍に 捕えられ 

て 日本に 拉致され た 姜沆の 抑留 中の 見聞 記が 「看 羊録」 である。 

豊臣 秀吉の 死後、 徳川 政権と 朝鮮との 間の 修交が 回復した の は 一六 〇七 年の ことで ある。 それ以来 前後 十二 回 

にわた つて 朝鮮からの 使節団が 渡来して いる。 「海 游録」 は 享保四 年 (一七 一九) に、 徳川 吉宗の 将軍職 襲 位を賀 

する ために 派遣され た 朝鮮 通信 使に 製述官 として 随行した 申 維 翰の 日本 紀行文で ある。 そこで は 対 馬 藩の 雨森芳 

洲 との 半年に わたる 交渉 も 記されて いる。 一七 六 四 年 (宝 暦 十四) に 朝鮮 通信 使が 来朝 中の こと、 江戸からの 帰 
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途、 一行が 大坂 西本願寺の 旅館に 滞在中、 宗 氏の 家臣の 通 事 鈴 木 伝 蔵が、 朝鮮 使節団の 通 事 を 殺した 事件が 起つ 

た。 犯人 は 捕えられて 死刑に なった が、 この 事件 は 世間の 耳目 を ひき、 芝居に もな つて 上演され た。 そのいき さ 

つが 「宝 暦 物語」 である。 朝鮮 通信 使の 日本 訪問 はこうした 数奇な 事件 を まじえながら、 一八 一 1 年 (文化 八) 

まで つづいた。 

これに 対して 琉 球と 中国との 関係 はどう か。 琉球は 一六 〇 九 年 (慶長 十四) に薩 摩の 所領と なった が、 薩 摩が 

琉 球に 侵入した 主 目的 は、 琉 球が これまでお こなって いた 中国との 進貢 貿易 を 独占す る ことにあった。 そこで 薩 

摩 は 名目 上 は 琉球を 独立国の ままに して、 琉球 に対して 従前 どおり、 冊 封 を 受け入れ、 進貢 貿易 をお こなう こと 

を 強制した。 

こうして 中国の 冊 封 使 も、 二、 三の 例外 をの ぞいて、 前 国王が 死し、 新しい 国王が 即位す る ごとに 琉球 をお と 

ずれ、 一八 六 六 年、 最後の 王で ある 尚 泰の冊 封に いたる まで、 二十 数回に わたって 琉 がに 姿 をみ せた。 冊 封 使が 

帰国の のち 復命した ときの 報告書 を 板 行した ものが 冊 封使録 である。 冊 封 使の 記録 は 清 代になる と 事項 別に 記載 

する ようになった。 その もっとも 詳細 をき わめた ものが 徐葆 光の 「中 山 伝 信録」 である。 その他、 汪楫の 「使琉 

球 雑録」 も 李 鼎 元の 「使琉 球 記」 も琉球 国内の 風俗 物産、 さて は 言語にまで、 その 記述が 及んで いる。 冊 封使録 

は 「李 朝 実録」 に 収められた 朝鮮 漂流 民の 琉球 見聞 録 と共に、 十五 世紀から 十九 世紀までの 琉 球の 政治、 民俗 を 

知る 上に 欠く ことので きない 貴重な 記録と な つてい る。 
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： 文人の 美意識 


数年 まえの 四月 下旬、 私 は ヒス ィの 原石が ある 小滝 川の 上流 をお とずれ た。 小滝 川 は 姫 川の 支流で ある。 新 潟 

県 糸魚 川 市から 山地に 入って いくと、 瀬 野 田と いう 集落が ある。 そこから 三 キロの 山道 を あるいた。 落石と 雪崩 

の 注意 札が いたるところ にある 山道で は、 もう 山菜と りの 男女に も 会わ なくなった。 山道の 左側 はふ かい 渓谷で、 

その 底 を 小滝 川が 流れて いる。 山道の まがり 角で は 雪 どけの 水が 烈しく 岩 をかん でい るの がみえ る。 道に 積った 

雪に 足 を とられながら ゆっくり 歩いて いくと、 ふと 熊に 出会い はしない かとい うお それ を 感じる。 やっと 目 ざす 

明 星 山の 大 岩壁が あらわれた。 そこで 岩の ぼり をして いる 人影が ァリ のように 小さく みえる。 その 垂直な 岩場 

の 真下に 小滝 川 は 流れて いる。 ヒス ィの 原石 は その 岩 群に まじって いるとの こと。 造化の 神 は、 美しい 玉が む や 

みに 人目に つく こと を 惜しんで、 このように 奥ぶ かい 山 ふところの 川底に 原石 を かくした の だとい う 思いが しき 

りに わいた。 この 原石が 発見され たの は 昭和 十三 年の ことで、 まだ 半世紀に もみたない。 古代に は ヒス ィの 原石 

の 破片が 洪水な どで 押し流されて、 姫 川 や 青 海 川の 下流に 沈んで いるの を 苦心して 拾った。 万 葉 時代に は ヒス ィ 

の 原石の 所在地 は どこか 分からなかった。 「万葉集」 巻 十三の 
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淳名 河の 底なる 玉、 求めて 得し 玉 かも。 拾 ひて 得し 玉 かも。 

あた 

惜 らしき 君が 老 ゆらく 惜し も 

という 歌の 意 は、 ぬな 川の 底に ある 玉、 私が 求めて やっと 拾った 玉、 そのような すばらしい あなたが 年 をと つ 

ていく のが 惜しい、 という もので、 男から 女に 贈った 歌と 思われる が、 越の 国の、 それ も 沼 川郷の 民謡の 句い が 

してなら ぬ。 

「和名 抄」 に は 頸 城 郡 沼 川郷の 名が みえる。 沼 川郷は 「糸魚 川巿史 1」 によると、 能 生 町、 糸魚 川 市、 青 海 町な 

ど、 後世の 西 頸 城 郡 —— 東の 一部 を 除く らしい が 11 の ほぼ 全域と 考えられ ている。 この 沼 川郷を 流れる 川が 沼 

川で あり、 「万葉集」 の淳名 川であった。 淳名川 は 玉の ふれあう 音 を 「ぬな と」 (瓊の 音) というよ うな ことから 

して、 r 瓊の 川」 の 意と 考えられる。 では この 淳名川 は どの 川 を 指す のだろう か、 いずれの 国に ありと も 知れない 

幻 の 川と か、 天上に ある 川の 名、 空想 上の 川な ど、 国学者 や 国文学 者 は 気ままな 解釈 をして いるが、 それらが 

すべ て 見当 はずれで ある こと はだれ でもが 分かる。 青 海 町の 青 海 川と 糸魚 川 市の 姫 川の 中間に ある 田 海 川の 近く 

にヌノ 川なる 名の 川が あって、 用水 程度 だが 現存して おり、 それ は 元禄 時代の 沼 川 保 内の 略図に ものって いると 

ころから、 それ こそが かっての 淳名 川で はない かとい う 説が ある。 田 海 川の あたり は、 はんらん 原で、 古く は 田 

海 川 もこの ヌノ 川の 位置 を 流れた。 そこで 田 海 川が 沼 川 だとい うので あるが、 こまった ことに その 田 海 川から は 

ヒス ィの転 石が 一 かけら も 出て こない。 そこで 結局、 万 葉 翡翠の 淳名川 は、 西の 青 海 川 か、 東の 姫 川 かとい うこ 

とになる。 この 二つの 川 は、 川原に は ヒス ィの転 石が ごろごろし、 奥地に は ヒス ィの母 石が ふんだん にある。 そ 

れが 「糸魚 川市史 1」 の 筆者、 青木 重 孝 氏の意見 である。 

こし  や ち ほこの かみ  そうもん か 

「古事記」 に は 越の 沼 河 姫と 八 千 矛 神の 名高い 相 聞 歌が 記されて いる。 越の 国まで 妻 問いに 遠征した 八 千 矛の 神 
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は、 沼 河 姫から すぐに 家の 戸 を 開けて もらえず、 一晩中 戸外に 立た された ことにな つてい る。 その 翌日 は r 栲綱 

ただむ き あわゆき わか  ま たまて  ま 

の 白き 腕 沫 雪の 若 やる 胸 を そだた き たたき まなが り、 真 玉 手 玉 手 さし 枕き もも 長に」 寝る という 官 

能 的な 夜になる ので あるが。 

ヒス ィ はわが 国の 古代人が もっとも 愛好した 玉 だ。 濃い 緑色の 玉 を 陽の 光に かざす と、 とろける ように 明るく 

透きと おって かがやく。 八 千 矛 神が 好色な 眼 をむ けた 沼 河 姫 は、 その 名の 示す とおり ヒス ィの 精で ある。 ここに 

おいて 八 千 矛 神と 沼 河姬の 恋愛に は、 力 ヮセミ の 羽の 色 をした ヒス ィの 玉の 幻影が 揺れう ごくので ある。 ヒス ィ 

を 求めて やって きた 西からの 旅人と 土地の 娘との 恋。 それ は ヒス ィを 求めて 越の 国まで 出かけて いった 出 雲の 旅 

人の 切実な 欲望が 「古事記」 の 中で は ロマンスの 形 をと つてい ると 見て 差支えな かろう。 そう 私が 思う の は、 iw 

ず も  せっしゃ いのちぬ しの やしろ 

雲 大社と 目と 鼻の 間にある 摂 社の 命 主 社の 境内から、 江戸時代の 寛 文 五 年 (一六 六 五) に、 弥生 後期と みられ 

る 銅 戈と 1 緒に ヒス ィの 大きな 勾玉が 出土して いるから である。 これ はいう まで もな く 越の ヒス ィ である。 

私 は 青木 重 孝 氏に、 糸魚 川 市の 長者が 原 遺跡 を 案内して もらった ことがある。 そこ は繙文 時代の ヒス ィの 加工 

こんごうしゃ 

場の あつたと ころで ある。 青木 氏に うかがう と， ヒス ィの 玉の 穴を開け るの は、 ヒス ィの 粉末 や 金剛砂の ような 

もの を、 ほそい 竹の 先につ け、 それでね じる ようにして、 石の 表面の 両方から そのまん なかに 向けて 開けた ので 

はない かとい う。 とくに 管 玉のば あい は 二 ミリ 足らずの 小さい 穴を開け るの だから、 大変な 器用 さと 努力 を 要す 

る。 繙 文人の こうした 根気と 熟練と は どこに 原因す る ものだろう か。 ヒス ィの玉 を 身に つける の はたんなる 信仰 

の 問題で 片付く ことで はなく、 そこに は 美への つよい 関心が あるので はない か。 糸魚 川 市の 宝石店に 並べられた 

ヒス ィの玉 を みれば、 私の ような 人間で も 飽かず 眺めた くなる。 最近、 私 は ある 短歌 雑誌に 次の ような 歌が のつ 

ている の をみ た。 
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君が 魂 を 指に むすべば 姫 川の 緑の 底に かがよ うが ご と 

これ は ヒス ィの 指輪 を 送られた ことへの よろこび を 歌った ものであるが、 今 も 昔 も、 ヒス ィ のうつ くし さは 人 

の 心を捉えて はなさない。 こうした 気持 はすで に繙 文中 期の 人た ちが 所有して いた。 こうした 視点に 立って 先史 

時代 を かえりみる とき、 そこに 半裸の 野蛮人 を 思い描く こと は、 現代人の はなはだしい 誤解で ある ことが 諒解 さ 

れ る。 

ヒス ィに かぎらない。 私 は 若 狭の 鳥 浜 貝塚から 出土した 繙文 前期の クシ を 見せて もらった ことがある。 この ク 

シは 赤い 漆 をぬ つて あり、 出土した ときには 真 赤だった という。 私 は その デザインの みごと さに おどろいた。 そ 

の 心に くいば かりのう つくし さに は、 あきらかに 美の 意識が みとめられた。 私 は その 時代の 人た ちが 今日と 比較 

できる くらいの 美意識 を そなえて いた こと を 確認した。 繾文 時代の はじまりに すでに 美が あった。 信 州の 信 濃 境 

い ど じりい せき 

駅の 近くに ある 井戸尻 遺跡の 出土品 を みれば そのこと はい つ そうはつき りする。 そのす ばらしい 意匠の 土器 は 

固 一 化された 現代人の 頭脳から 生み だす こと はまず むずかしい。 その 奔放な、 そして 飽 くこと を 知らぬ こみ 入つ 

た デザインの 表出 は、 彼ら 纈文 中期の 勝 坂 式 土器の 製作者た ちが、 それに 対応す る 頭脳の 所有者だった こと を 意 

味し はしないだろう か。 

かみい な ぐんみ なみみ の わ  みこしば  >  , I  rE 

私 は 長野県 上 伊那 郡 南箕輪 村の 神子柴 遺跡から 出土した 黒曜石の 尖 頭 器 をみ たこと があった 原石 を^ 離し 

調整した ものであるが、 まるで カツ ォブシ のよう な 感じの 大 ぶりの 尖 頭 器であった。 中央部 はふ くらみ、 上下の 

尖端 はする どく、 みごとな 均整 を もっていた。 黒曜石の 黒 紫の 色が きらきらした 光 を 放ち、 私の 眼 を とらえて は 

なさなかった。 形、 線、 色い ずれに おいても そこに はま ぎれ もない 美が 造形され ていた。 美の 始 源が 美の 極致 を 

示して いると いう こと はどうい うこと かと 私 は 考え こんだ。 先史 時代の 人間 を 野蛮人と みなす こと は、 現代人の 
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神話に すぎない。 彼らの 生活 はまった く 自然人の それで はあった が、 その美 意識に よって、 彼ら は 野獣と は 決定 

的に ちがう 人間の 道 を 歩み はじめていた。， 
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四 年 まえの 5! 年に 沖 繙の久 高 島で おこなわれた イザイ ホ ー の 祭で、 兄と 妹との 関係が 重要な 役割 を 果してい る 

の を、 私 はまの あたりに 見る ことができた。 

イザイ ホ ー に はじめて 参加す る ナン チ ュと 呼ばれる 女た ち は、 まず 兄 (ェ ケリ) をき める。 久高 島で はェ ケリ 

を イシ キヤ ー と 呼んで いる。 ナン チュに 実の 兄が いない ときには、 弟 や 甥 やい とこな どが エゲリと なる。 エゲリ 

は イザイ ホ ー の 祭のと き、 ナン チュが 身に つける 胴着、 下 袴、 白 襦袢、 神 衣な ど をつ くる 白 生地 を 贈る。 ナン チ 

ュ は それ を 縫う。 

r  、ディ ホ ー の 祭の 四日 目に、 ナン チュは はじめて 家に かえる。 そこに は エゲリが きている。 ナン チュは 家に 入 

ると、 カャの 束の 敷物に 坐り 兄と 対面す る。 兄 は 用意した、 どろどろした 粥の 神酒 を、 妹の ナン チュ にまず ささ 

げ、 自分 も 飲み、 盃事 をす る。 その 間、 庭で は ほかの 大勢の 神 女た ちが、 祝婚 歌に 似た 神 謡 ティ ルル をうた つて 

いる。 
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ナン チュの 守護神が 降りて きて、 兄と 対面 させた …… 

と 言った 文句の ものである。 それが 終る と 立ち会った ノ  口が ナン チ ュ の 頭から トウ ツル モド キの 葉の 冠 をと り 

去って、 盆に のせて 兄に 渡す。 これによ つて 妹 は ォナリ 神と なって 兄の 守護神と なる の だが、 盃 のかた め をお こ 

なう この 儀式 は、 兄と 妹との 間の 聖婚 式と 考えて 差し支えない。 その 背後に は 兄と 妹の 間の 性愛が 透けて 見える。 

もちろん 兄妹の 間の 性愛 は 禁止され ている。 しかし その 禁止 を 自然 態と 考える の は 後世の ことであって、 南 島 ま 

た 日本 本土で は 必ずしも そうでな か つ た 事例 はいくつ でも ある。 

沖 繙の宮 古島に 次の 話が ある。 昔、 久米 島の 豪族に 一人の 娘が いた。 この 娘 はたい そう 賢かった ために、 その 

兄嫁の 嫉妬 を 買った。 兄嫁 は 娘の 父に むかって、 娘のと ころに は 男が 毎夜 通って くると 言いた てた。 そこで その 

父 は 腹 をた てて、 小舟に 娘 をのせ て どこへ ともなく 追放した。 娘の 兄 はこれ を 知り、 自分の 妹が なんの 罪 もない 

のに、 妻の 讒言に よって 流された こと を 悲しんだ。 そこで 自分 も 妹と 一緒に 死のうと おもって 小舟に 泳ぎつ き、 

二人で 漂流 をつ づけた。 すると あくる 朝に、 舟は宮 古島の 港に ついた。 兄と 妹 は 小屋 をた てて 住んで いたが、 そ 

のの ち 妹の 方 は 土地の 男と 結婚した。 兄妹が 死んだ のち、 二人 を 船 立の 御嶽に まつった と r 宮 古島 旧記」 は 伝え 

ている。 じっさい は 兄と 妹と は 夫婦に なった のであろう。 この 話で 異常な の は、 兄が 自分の 妻 を さしおいて、 妹 

の 運命 を 案じ、 そのために 死ぬ こと さえい とわない ことで ある。 

この 話 は ただちに 「古事記」 に 記された 垂仁 天皇の 妃 のサホ ヒメと その 兄の サホ ヒコの 相愛の 物語 を 思い起さ 

せる。 サホ ヒコの 反乱に 加担しょう として 果 さなかった サホ ヒメ は 自分の 夫で ある 垂仁帝 を 捨てて、 兄の 許に 走 

り、 兄が 殺される と 自分 も 一緒に 死ぬ ので ある。 この ェ ピソ ー ドに 匹敵す る 例と して、 間 人皇 后が 病床に ある 夫 

の 孝徳帝 をお いて、 同 母 兄で ある 中 大兄と 共に 大和へ 去った 例が ある。 「日本書紀」 は そのと き孝徳 帝が 間 人皇 
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后にたい して 深い 不安 を あらわした 歌 を 作った と 述べて いる。 それ は 男女の 仲 をうた がうよう な 内容の 歌で ある。 

「古代の 兄妹と は 夫 をそう させずに はおかない ほど 強く 結ばれて いたので ある。 相姦の 事実の 有無と は 無関係で 

ある」 と 倉 塚 曄子氏 は 「巫女の 文化」 の 中で 述べて いる。 同書の ニニ 一  ぺ ー ジを みると サホ ヒメと サホ ヒコ、 中 

大兄と 間 人皇 后の 間に 近親相姦が あつたと いう 説 をと なえる 学者 もい る ことが 分かる。 

明確に 兄妹 相蟲 にあた る もの は 記紀に 載せられた 允恭 天皇の 皇子で ある 軽 皇子と 同腹の 妹で ある 軽大郎 女との 

相愛で ある。 このために 罪せられて、 軽 大郎女 は 伊予に ながされ たと 「日本書紀」 は 記して いる。 このばあい は、 

母 をお なじく する 兄妹で あれば こそ、 兄妹 相姦 を 罪せられ たので ある。 しかし 古代 日本に おいて 異母 兄妹の 結婚 

はみ とめられ ていた。 

兄と 妹との 関係が 夫と 妻 以上に 親密で あると いう ことに ついては、 さまざまな 理由が 考えられる。 

たとえば、 中 根 千 枝 氏に よると、 母系制の 社会で は、 夫婦関係 は 不安定で、 そのかわり 兄弟 姉妹 は 死ぬ まで 

仲よ くむす びつ いている。 兄弟 姉妹 関係と 夫婦関係と は 相反す る 両極と して、 強い 引力 を もって、 個人 を 両方 か 

ら引 つばる。 中 根 氏 は 母系制の 特色と して、 財産の 所有権が 母から 娘に 相続され ると いう ことと、 権威、 監督 権 

が 母の 兄弟で ある ォジ から 姉妹の 息子、 つまり オイに 相続され ると いう」 一点 を あげてい る (「人間の 社会」 所収 論 

文)。 古代 日本 ゃ古琉 球の 社会が 母系制 社会であった 証跡 はま だ 確認され ない が、 「妹の 力」 のつ よかった こと は 

たしかで ある。 

大林太 良 氏 は 記紀で 異母 姉妹の 結婚の 事例が さかんに 出て くるの は 仁徳 天皇 以後で ある こと を 指摘して いる。 

そして この 兄妹 婚は 本質的に は 古代の 天皇家に 限られた もので、 天皇家の 血統の 純粋 性 を 維持す る ためにお こな 

われた もので あろうと 「古代の 婚姻」 の 中で 指摘して いる。 

洞 富 雄 氏 は 「天皇 不親孜 の 起源」 の 中で 古代に は 男女の 二重 主権が あつたと し、 ヒメ は 祭祀 を、 ヒコは 政治 を 
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つかさど つたと 考えて いる。 中 山 太郎も 同意見で ある。 それ は古琉 球の 国王と 聞 得 大君との 間柄、 あるいは 斎宮 

と 天皇との 関係にまで 延長で きる 考えで ある。 

こうした 日本 古代史 を 背景と する 解釈と は 別の 面から 捉えよう としたの が 「共同 幻想 論」 である。 吉本隆 明 氏 

は その 中で、 へ ー ゲルが 洞察した ように、 家族の 「対なる 幻想」 のうち、 空間 的な 拡大に 耐えうる の は、 兄弟と 

姉妹との 関係 だけで ある、 と 述べて いる。 それ は 兄弟と 姉妹が、 自然 的な 性行為 を ともなわずに 男性 または 女性 

としての 人間で あり、 性と しての 人間の 関係が、 そのまま 人間と しての 人間の 関係で ありうる からで あると して、 

兄弟と 姉妹との 間に は 男と 女の 関係 は 存在す るが、 一 方で は それ は 母系制に もとづく 共同社会の 幻想たり 得る と 

吉本氏 は 言う ので ある。 この 吉本 氏の 説に は 賛同で きる。 

洞 富 雄 氏 は 記紀の 伝承で は、 崇神 天皇の 以前 は、 正妻 (大 后) も 次 妻 以下 も 同様に 近隣の 豪族の 女性 をめ とる 

という 族外婚 であるが、 崇神 天皇 を さかいと して、 天皇の 父系の 近縁 者から 皇后が えらばれる ように 変わったと 

いう。 崇神 天皇 以降の 近親結婚、 とくに 仁徳 天皇 以後の 異母 姉妹との 結婚の 時期 は、 大林太 良 氏の 指摘す るよう 

に、 王権が 急速に 充実した 時期に あたる。 天皇の 兄妹 婚は、 王統の 確認の 動きに 応ずる ものである という。 また 

日本 古代の 兄妹 婚が、 本質的に は 天皇家に 限られた ものである とすれば、 この 現象に 対して 一 つの 解釈が 可能と 

なる。 

天皇 は 氏族 連合 社会の 共同 幻想 だけで は 不充分で ある ことから、 対 幻想の 一 方の 当事者の 役割 を も 果たそうと 

したので はない か、 と 私 は 推測して みたい ので ある。 すなわち それ は 結果 的に は、 兄と 妹の 関係 を なぞった ヒメ 

ヒコ制 社会の 「対 幻想」 を 天皇 はう ばった ことになると 私 は 思う ので ある。 しかし それ はもと より ヒメ ヒコ制 社 

会の ように 充足した もので はな か つ た。 皇后 を 神と 天皇との 仲介者で ある 巫女 的 存在と して ナカ ッス メラ ミ コ ト 

と 呼び、 ヒメ ヒコ 制の 二重 統治に なぞらえた としても、 また 斎宮が 伊勢に 移されて、 国家的に 祭祀が 拡大した と 
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しても、 それら は 宗教 的 権威者で ある 女性が 政治と 関わり あう 場から 敗退して いった 社会現象であった つまり 

古代 天皇家の 出現 は、 氏族 的 共同 幻想の 剝奪 だけでなく、 その 根幹と つながって 連結す ると ころの 対 幻想の 収奪 

でもあった。 

垂仁 帝の 妃の サホ ヒメ は 開化 天皇の 皇子の 日子 坐 王の 娘に あたり、 血縁 者で ある。 そのこと が 夫の 垂仁 帝と 兄 

のサホ ヒコの 間の 板ば さみに なった サホ ヒメの、 苦悩と 動揺の 物語の 潜在 動機と 私 は 見る。 裏 を かえせば、 血縁 

者の サホ ヒメ を妃 とした 垂仁帝 はサホ ヒメ • サホヒ コ 兄妹の 対 幻想の 世界に 侵入した ので ある。 

この 兄弟と 姉妹の 関係に もっとも 近い もの を 想定す ると すれば、 それ は ォバと オイの 関係であろう。 これにつ 

いて は、 飯 田 優 子 氏が 古代の 天皇家と その 周辺に は 姉妹 型 一 夫 多妻 婚が 慣習と して 存在した こと を 指摘して いる ハ 

飯 田 氏に よると、 記紀に は、 母方の ォバと オイの 婚姻が 六 例 見出される。 父方の ォバ との 婚姻が ひじょうに 稀で 

ある ことから、 それ は 姉妹 型 一夫多妻 婚、 つまり、 一人の 男性が 姉妹 を 同時に 妻と する 婚姻 慣習の 派生的な 現象 

ではない かとい う。 それ を 更に 具体的に いうと、 姉と 妹との 年齢差が 大きく 開いて いるば あいに は 妹が 姉の 夫の 

妻に ふさわしくな いので、 姉の 息子 (つまり 自分の 甥) と 結婚す るに いたった と 推定す る ものである。 飯 田 氏に 

よると、 このように 姉と 妹の 間に 年齢差が あるば あいでも、 妹 は 姉の 嫁ぎ先へ 共に 嫁ぐべき であると いう 姉妹 型 

1 夫 多妻 婚の 規範 観念が 働いて いると いう。 

ォバと オイの 婚姻の もっとも 典型的な もの は、 トヨタ マ ヒメの 子ゥ ガヤ フ キア ェズ が、 トヨタ マ ヒメの 妹の タ 

マ ヨリ ヒメと 結婚した 例で ある。 それ を 延長 すれば、 ャ マト タケルと その ォバ のャ マト ヒメとの 関係に たどりつ 

く。 但し このばあい ャ マト ヒメ は父景 行の 同 母 妹であって、 つまり、 ャ マト タケルに は 父方の ォバ にあた る こと 

が 注目され る。 

この 違い を どう 考えれ-よよい か。 洞 富 雄 氏 は ヒミコ と 男 弟の ように、 ヒメ ヒコの 二重 主権が 父と 娘との それに 
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置き 力 えられる ようになって、 記紀に つたえられる ような 天皇の 娘と しての 斎宮の 発生が みられた という。 女 君 

の もっていた 祭祀 権 は 事実上 は 天皇に 掌握され、 斎宮 はも はや 天皇の 祭祀 権の 代行者に すぎなく なった とする の 

である。 この 考えに 立てば、 斎宮 は 兄と 妹との 関係 を 父と 娘との 関係に 置き かえた ものである。 

したがって ャ マト ヒメと ャマ ト タケルとの 関係 は 一 一 つ の 要因が 働いて いると おもう。 一 つ は 母方の ォパ と オイ 

との 結婚の 残 映が そこにみ とめられる。 長野県 上 伊那 郡 北部の 村々 では、 十五 歳の 正月 年始のと きに、 母方の 叔 

母から フン ドシを 祝って くる 慣習が あった。 それ を ォバク レフ ンドシ と 呼んで いた。 それが 父系 や 父権の つよい 

社会で も おこなわれ てきた という こと は、 深い 意味が あると 思われる が、 母方の ォバと オイとの 関係 は、 男と 女 

の 関係で ある 以上、 父方の ォバと オイの 関係に 移行で きない 訳で も あるまい とおもう。 

もう 一 つの 要因 は 洞 氏の 指摘す るよう に、 斎宮と しての ャ マト ヒメ を ヒメ ヒコ 制の 時代の 宗教 的 女 君の 名残と 

して 捉える ことで ある。 したがって ャ マト ヒメに 対する ャ マト タケル は 姉弟 関係の 変形と 見なされる。 ャ マト ヒ 

メとャ マト タケル は、 名から しても わかる ように ヒメ ヒコ そのもので あつたと、 倉 塚 氏 も 言う。 

こうして みると きに、 私たち は 万葉集 巻 二に のせられた 二つの 歌 を 思い起さずに はすまない。 天武 天皇の 御子 

の大津 皇子が、 ひそかに 伊勢の 神宮に おもむいて、 母 を 同じく する 姉の 大来 皇女と 会った。 伊勢の 斎宮であった 

皇女 は、 大和へ かえる 大津 皇子 を 送った。 そのと き 作った 歌が のって いる。， 

あかと き 

わが 背 子 を 大和へ 遣る とさ 夜 ふけて 暁 つゆに わが 立ち ぬれし 

一 一人 ゆけ ど ゆきすぎが たき 秋 山 をい かに か 君が 独り 越 ゆらむ 

これにつ いて 山中 智恵子 氏 は 「斎宮 志」 の 中で 次のように 解説 を ほどこし ている。 
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「大来 は 弟の 死 を 予感して いた。 大津は 蜂起しても しなくても、 謀殺され る。 ただ 暁 露に 濡れ 立ちつ くす 

より 術はなかった。 …… 大来 皇女の 歌 は、 清純 無比の 相 聞で ある。 もし これ を 恋と 名 づけるなら、 ヒメ ヒコ最 

後の 恋で あり、 互み に 孤り 在る、 行為と は 遠い 愛で ある。」 

万葉集 第二に は、 この 歌に すぐつ づけて、 大津 皇子と 石川郎 女の 贈答 歌が 記されて いる。 

あし ひきの 山の しづくに 妹 待つ とわれ 立ち ぬれぬ 山の しづくに 

と大津 皇子が 言えば、 石 川郎女 は、 

吾 を 待つ と 君が ぬれけ む あし ひきの 山の しづくに なら まし もの を 

と 答えて いる。 この 相 聞で は 山の 冷気 を 受ける 体温の ほとばしりが 感じられる。 大来 皇女と 石川郎 女が 大津皇 

子に よせた 歌 は、 一方 は 「あかと きつ ゆ」 であり、 他方 は 「山の しづく」 であるが、 その 微妙な 差違 を 万葉集の 

編者 はする どく 嘆ぎ 分けてい るよう に 私に は 思われる。 


日本の 歴史の おそろしい 真実が これまで 蔽 いかくされ てきた という 思い は、 私が 蝦夷に 興味 を 抱いて 調べ てみ 

て、 つよくなる 一方で ある。 蝦夷の 執拗な 反乱 を、 叛服 常な き 辺境 民の 心性に 求める 従来の 考えの あやまり を 痛 

感 している 次第で ある。 征服者の ャ マト 朝廷 側から みれば、 たしかに 叛乱で ある。 しかし 自分の 住む 国 を 侵略 さ 

れ、 奪われる 蝦夷の 側から みれば、 それ は 防衛の ための 反撃に ほかなら なかった。 だから こそ、 源 頼 朝が 平 泉の 

藤 原 氏 を ほろぼす まで、 奥州の 天地 はャ マト 朝廷 側の 征服 地と 非 征服 地が 入り乱れて いたのであった。 こうした 

単純な ことが 分らな いのは、 私たちが ャ マト 朝廷 を 中心とし、 そこから すべて を 眺める という 固定した 視座 でつ 

ら ぬかれた 日本 歴史 教育 を、 幼少の 頃から 徹底して 叩き こまれて きたた めで ある。 

これで は 歴史の 真相 はいつ までた つても つかめない。 歴史の 初心に かえらねば ならぬ。 それに はどう すれば よ 

いか。 自分 を 一度 蝦夷の 側に 立た せて、 物 を 見て みる ことで ある。 そうすれば 怒濤の ように 押し よせてく るャマ 
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ト 朝廷の 軍隊 も、 奥 六 郡の 天地 を躁躏 する 侵略軍に ほかなら ないで はない か 

蝦夷の 天地 はもと もと 「日本」 ではなかった。 その 間の 消息 は 「旧 唐 書 僕 国 日本 伝」 が 伝えて いる。 それによ 

ると 日本列島に は 倭 国と 日本と いう 二つの 国が あつたと いうので ある。 倭 国 は 倭 奴 国の 発展した もので あり、 日 

本国 は 倭 国の 別種で あると 記されて いる。 俊 国と 日本 国 は それぞれ 倭 種の つくった 国で ある。 だが 東の 果、 北の 

果に 行く と 大山が あって、 それから 先 は 「毛 人の 国」 であると 書かれて いる。 毛 人 は 倭 種で ない 人た ち を 指して 

いる。 俊 国で も 日本 国で もない。 その 地域が どこ を 指す か は 明らかで はない が、 r 宋書俊 人伝」 に 倭の 王の 武が、 

「東 は 毛 人を征 する こと 五十 五 国」 と ある 地方と 重なり あってい たこと はたし かで ある。 倭 王 武を雄 略 帝と する 

説が おこなわれ ている。 その 説に したがえば、 雄 略 帝 は 毛 人の 国々 のなかで、 関東 地方 を 中心とした 地域 を 征服 

したと 考えられる。 雄 略 帝 以前の 関東 は 毛 人の 国であった はずで ある。 つまり そこ は 倭 種の 国ではなかった。 

「魏志 倭人 伝」 に 邪 馬 台 国の 南に 位置す ると 記されて いる 狗奴国 を、 毛 野 国に 比定 する 説が あるが、 毛 人の 国に 

狗奴国 を もって こようと する の は、 学者の 空論で ある。 

非 「日本」 であった 蝦夷の 国が しだいに その 領域 を せばめられて、 平安時代の 初期に は 北上 川 流域の 奥 六郷と 

呼ばれる 地方まで 追い詰められ たの は 事実で ある。 侵入す る 征服者と それ を 迎え 討つ 蝦夷の 曾 長の 安倍 一 族の 間 

に 激闘が くりかえされた。 これまでの 歴史 教科書 はこれ を 蝦夷の 叛乱と いう 風に 記述して いる。 私 も 小学校のと 

きその ように 習った。 だが これ は 見方が 逆で はない かとい うこと を、 最近、 気がつき はじめた。 もとより そのこ 

と を 漠然と 知らないではなかった が、 それに は 非 征服 民への 同情と いう 気持が 強かった。 だが、 蝦夷 はたんなる 

辺境の 民と いうので はない。 平安時代の 末 頃まで 奥州の 天地で 宗主権 をに ぎって おり、 徴税 権と 軍事的な 徴兵 権 

を 手中にし ていた。 その 蝦夷から みれば ャ マ ト 朝廷の 進出 は 自分た ちの 権利の 侵害 行為に ほかなら なか つ た。 
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二 

私たち は 日本列島が 単 一 言語 を 話す 単 一 民族に よつ て 形成され ている と 思いが ちで ある。 しかし 倭 種と そうで 

ない 種族の 間に は 共通語が あつたと は 考えられない。 隼 人の 言語が 難解と された と 同様に、 蝦夷の 言語 も 解し が 

たかった こと は、 「日本 後記」 巻 八、 桓武 天皇の 延暦 十八 年 二月の 条に、 陸 奥 国 新田 郡の 弓 削 部 虎 麻呂と 妻の 丈 

部 小 広 刀自ら が、 ながい 間、 賊 地に 住んで、 よく 夷 語に 習熟し、 しばしば 流言 を もって 夷 俘の 心 を まどわし たと 

いうか どで、 日向 国に 流された という 記述が ある ことで 分かる。 夷 俘と は 捕虜に なった 蝦夷で あるが、 俘囚 より 

は 従順で はない 連中の ことで ある。 喜 田 貞吉は 夷 俘 は 生蕃、 俘囚 は熟蕃 という 云い 方 をして いる。 この 夷 俘 は 蝦 

夷 語 を 話して いたから、 それに 習熟し なければ 彼ら を 爆 動す る ことができなかった。 という こと は 双方の 言葉が 

容易に 通じな か つ たこと を 物語つ ている。 

日本列島の 中央に 位置す るャ マ ト 朝廷 は 倭 種 を 中核に して 形成され ている。 ャ マ ト 朝廷の 統治す る 領域 を 日本 

とすれば、 その 北に ある 蝦夷と 南に ある 琉球は 非 「日本」 の 部分で ある。 この 非 「日本」 の 部分の 中に 隼 人 も 含 

まれる。 蝦夷と 隼 人 は 天武、 持統 朝に 完成 を 見た 古代 天皇制 国家の なかで、 共通の 役割 を 演じる こと を 強制され 

た。 蝦夷 は アイヌ 語、 隼 人 は フィリピンの 土語に 由来 するとい う 説が ある。 それ を 漢字で あらわす のに 蝦 や 隼と 

いう 動物 名 を あてた 手際 は 見事と いう ほか はない が、 それと いうの も 非 「日本」 の 部分に、 まっとうな 人間と し 

てあつ かえない 種族が 住んで いて、 それすら もャ マ ト 朝廷に 服属す る ことにな つ たという 点 を 誇示しょう とした 

ので ある。 

それ は 中華が あれば 周辺に 蛮 夷がなくて はならない という シ ナ 思想の 模倣で ある こと はいう まで も な い。 「魏 

志 倭人 伝」 に は、 倭人の 国 を あらわす のに、 邪 馬 台 国のと か、 狗奴 国の ような 卑語 を わざと 用いて いる。 それと 
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同じで ある。 

蝦夷 や 隼 人が 一段と 低い 異 族と 思われた の は、 風俗 習慣の 差違に よると ころも 大きい。 私 は 隼 人 は犬祖 伝説 を 

信じ、 大きな 耳輪 を ぶらさげ、 潜水 漁法 をよ くし、 鵜 飼の 技術 (アタック というの は琉球 語で 鵜 を 指す。 吾田 隼 

人の 吾田 はこれ か) を もってい たと 考える。 鉄器の 製作 や 使用 もき わめて 早かった ようで ある。 それ は 揚子江 以 

南の 中国 沿岸の 少数民族の 生活 習俗と 甚だ 似通って いる。 隼 人の 社会に みられる こうした 文化 複合 は 倭人 全体の 

中に も 共通して 見られる 面が 多い。 しかし 犬祖 伝説と か、 言葉の 難解と か は 隼 人の 社会 を 特徴 づける ものと みな 

されて、 阜 人の 犬 吠えと いう 奇怪な 儀礼が 朝廷の 儀式のと きに おこなわれた。 薩摩 藩が 江戸 上りす る琉球 人の 服 

装 を ことさら 中国 風に 仕立てた と同じように、 異装 異風 異貌の 蛮族 を 従属 させて いると いう こと を 廷臣 や 国民に 

見せる 必要が あった。 

しかし 蕃客 入朝の ときには、 隼 人 は 吠え声 を 発する こと を とめられた。 伴 信 友 は、 朝廷の 儀式に は 総 じて 漢様 

が 多い のに、 この 吠え声 を 発する 儀 はそう でない から、 蕃客 入朝の 時には 停止され たので あろうと 説明して いる _ 

要するに 犬 吠え は 日本の 宮廷が 国内む けにお こなつ た 儀式 だ つ た。 外国 使臣の 眼に はかえ つ て 野蛮で 奇異な 儀礼 

に 映る こと をお それた の だ。 

和名 抄には 越後 国 頸 城 郡に 夷 守郷が ある こと を 伝えて いる。 いま は 上越 市に 合併され た 三 和 村の 本郷が 夷守郷 

とされて いるが、 この 夷 守 は 夷と いう 字 を 忌んで か、 誤写して か、 美 守と 変え、 ヒダ モリと よませる ようになつ 

た。 旧 三 和 村の 本郷と はや や はなれて いるが、 新 井 市に 大字 美 守の 地名が 残されて いる。 その 近傍に かって 斐太 

村が あつたと いうと ころから、 そうした 呼称 を もつ に 至った かも 知れない。 喜 田 貞吉は ヒナ、 ヒダ、 シダは 発音 
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は 異なる がと もに 夷 を あらわす 語と している" 飛驊 国と か 常 陸 国 信 太 郡の 場合 もそう だとい うので ある" 美 濃 国 

に 比奈守 神社が あって、 大垣 市の 北に あたる 加納に 鎮座す る。 

宮崎県の 小 林 市に、 延喜 式に 記載され ている 夷 守の 地名が ある。 このほか、 夷 守と いう 駅名 は筑 前粕屋 郡に も 

ある。 今 は 福 岡 市に 属して いる。 景行紀 に 筑前国 を 巡狩し、 はじめて 夷 守に いたる と ある。 これらの ヒナ モリ は 

さらに 遡れば、 「魏志 倭人 伝」 に みられる 対 馬 国、 11^ 岐国、 奴 国、 不弥 国な どの 官職 名に もつな がる。 

辺境 を 守備す る 役目 を もった 官職が 夷 守に ほかなら ない。 ヒナ モリが 長官で なく、 副官 だとい うの は、 おそら 

く 邪 馬 台 国から 派遣され た 目 付 役の 役人 だからであった ろう。 

これら を 見る と、 越後のば あい は 蝦夷、 日向のば あい は 隼 人に 対して 夷 守が 置かれた ことが 推察で きる。 

r 魏志俊 人伝」 の 頃に は、 九州の 西北 または 北部に 集中して いた ヒナ モリが、 後世に なると、 遠方の 地に 置かれ 

るよう になった という こと は 倭 種の 国家の 勢力の 拡大 を 示す だけでなく、 蝦夷と 隼 人が 依然として 非 「日本」 の 

領域であった こと を 思わせる に 足りる ので ある。  、 

さきに 蝦夷と 隼 人 は 古代 天皇制 国家で 共通した 役割 を 演じさせられ たと 言 つ たが、 それが も つ とも 端的に うか 

がわれ るの は大嘗 祭で ある。 大嘗祭 は 陰暦 十一月の 中の 卯の 日 を もって はじまる。 その 初日の 卯の 日の 午後 八 時 

頃、 天皇 は 廻 立 殿で 天の羽衣 を 着た まま 御 湯 を 召す。 その あと、 祭服に 着が えて 大嘗宮 に 入り、 悠紀 殿に 進む。 

冬の 星々 が燦爛 として 天頂に かがやき、 庭燎が 赤々 と 燃えて いる。 午後 九 時 頃、 諸 門が 開かれて、 門の 外で 吉 

野の 国栖、 横笛 ェが 古い 歌 笛 をた てまつ る。 悠紀の 歌人が 国風 を 奏する。 伴 (大 伴)、 佐 伯の 両氏に ひきいられ 

た 十五 人の 語部が 古詞を 奏する。 皇太子 以下の 群官が 入場して 位置に 就く。 このと き 隼 人が 吠 声 を 発する。 皇太 

や ひらで 

子 以下 は 八 開 手の 拍手 をして 退出す る。 これが 終る と、 亥の 一刻すな わち 午後 十 時から 天皇 は悠紀 殿で 神饌 を薦 

める。 
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このな かで 注目され るの は、 大伴 氏と 佐 伯 氏が 門 を ひらき、 語部 を 誘導す る 役目 をし、 車 人が 吠 声 を 発し、 国 

栖が 古風 を 奏する という ことで ある。 大伴氏 は 久米部 を 率いて 日向 高 千 穂峯に 降った とされ、 神武 東征で も 活躍 

している が、 喜 田 貞吉は 久米は クマであって、 すなわち 肥 人であろう とし、 太田亮 もこれ に 同意して いる。 また 

佐 伯 氏 は 佐 伯 郡 を 統轄す る 民族で ある。 佐 伯 はサュ ギルと いう 語義に 由来し、 まぎれ もな く 蝦夷で ある。 このよ 

うに 異族 または それ を 統率す る 氏族が、 天皇の 一世一代の 儀式で ある 大嘗 祭に 奉仕す る こと は、 天皇に 服属す る 

誓い を 表明した こと を 意味す る。 ャ マト 朝廷の 権威 を 強調す るた めの 演出に、 そのこと は 大きな 効果が あると 考 

えられた ので ある。 

蝦夷の ことに 関心 を もって 調べて いる 間に 気がついた ことがある。 それ を 述べて 小 文の 結びと したい。 私 はこ 

れ まで 幾 十回と 沖繩 通い をした。 沖 織と ャ マトの 社会 を 文化 や 民俗 をと おして、 あれこれと 考えて きた。 しかし 

どこか 分らない ところがあった。 ャ マトと 沖 繙は基 層 文化の 面で 通 底し、 相互の 関係に は 親和力が 働いて いる。 

しかも その上に はつよ い 緊張が みられる。 要するに ャ マトと 沖繙の 関係 は 近す ぎる。 そこで 相互の 断層が どこに 

あるかが なかなか 発見で きない。 

ところが 東北の 一角に 立って 眺めて みると、 はるか 南に 連なる 小さな 島々 の 歩みが よく 捉えられる。 蝦夷と お 

なじよう に 非 「日本」 であると ころの 南 島の 歴史の 命運が、 明確な 形象 を もって 私に 迫る の だ。 これ は 隼 人に つ 

いても 言い 得る。 隼 人 は 私の 郷国が 肥 後の 最南 端で あるので、 近す ぎて かえって 分らない ところが ある。 しかし 

北からの 視座を もつ 蝦夷 を 調べて いて、 隼 人の ことが 以前より つよく 意識され るよう にな つ た。 

これからの 隼 人 研究 も、 北の 蝦夷との 比較が 必要で はない か。 蝦夷 は 北からの 視線 を もち、 隼 人 は 南からの 視 

線 を もつ。 その 意識の 志向す る 方向 は 逆で ある。 だが、 そうする ことで、 蝦夷と 隼 人が 日本列島の 北と 南に 分か 

れ ながら 「叛乱」 から 「服属」 への 長く 苦しい 道程 を 歩まされた 共通の 命運 を 理解す る ことになるの ではない か „ 
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それだけに とどまらず、 非 「日本」 の 部分 を 蚕食しながら、 日本 国 を 肥大 させて いった 古代 権力の 構造 を 把握で 

きる とおもう ので ある。 蝦夷 は 隼 人の 姿 を 映し出す 鏡で ある。 
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「聖 なる ライン」 について 


日本書紀に 描かれた 壬 申の 乱の 大海 人皇 子 (天武 天皇) が漢の 高祖 を モデルに した ものである こと は 諸家に よ 

つて 指摘され ている。 史記ゃ 漢書に は、 漢の 高祖が 秦 に対して 江 蘇 省の 沛で 挙兵す るに 際して、 黄 帝と 蚩尤を ま 

つり、 鼓に はいけ にえの けものの 血 を 塗り、 旗幟 はすべ て 赤色 を 用いた、 と 述べて ある ことから、 大海 人皇 子の 

軍隊が 赤旗 を 使用した の は それ を なぞった の だとい う 解釈 を 井上通泰 は 施して いるが、 もし この 説 を 採用す るな 

らば、 大海 人皇 子 は 乱の 当時から 漢の 高祖の 挙兵 をつ よく 意識して いる ことになる。 

とうもく ゆう 

また 漢書 ゃ史 記に は、 漢の 高祖 は 帝位に ついた 後に 秦 への 反乱の 最初の 拠点で ある 沛を湯 沐邑に 制定した と述 

ベら れて いるので、 それらの 史書に 親しんで いた 大海 人皇 子が 漢の 高祖の 故事に ならって、 美 濃の 安八 磨 郡の 湯 

沐邑を 乱の 拠点に したので はない かとい う 前 川明久 氏の 説が ある (「壬 申の 乱と 湯 木邑」 )。 

大海 人皇 子が ま つ さきに 不 波の 道 をふさぐ こと を 命令した の は 美 濃 国 安八 磨 郡の 湯沐 令で ある 多臣品 治で あ つ 
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た。 安八 磨 郡 は ほぼ 湯 沐邑と 同一 地域で あつたと 横 田 健 一氏、 野 村忠夫 氏な ど は 考えて いる。 野 村 氏 は 湯 沐邑を 

大海 人皇 子の 私 領地 的な ものと みなして いる (「古代の 美 濃」)。 前 川 氏 もまた 湯沐 令に ついて 「この 職名 は 法制 化 

された もので なく、 大海 人皇 子の 湯 沐邑を 管理す る 私的 管理人と しての 職名であった と みられ、 したがって 湯沐 

邑の 呼称 も 大海 人皇 子の 旧 壬 生 郡に 対する 私的 呼称ではなかった かと 考える。 つまり、 湯 沐邑の 実態 は大化 前代 

の 名 • 子 代 や 壬 生 郡と なんら 変り なく、 大海 人皇 子 は 漢書に みえる 高祖の 私有地の 呼称 を 模倣して 用いた ので は 

ないかと 思う」 と 述べる。 

前 川 氏の 指摘の ように 湯 沐邑は 大海 人皇 子の 旧 壬 生 郡に 対する 私的 呼称で あつたと 思われる が、 それ は 壬 申の 

乱 後に、 日本書紀の 編纂 者に よって、 そうした 呼称が 与えられ たと 私 は 見る ので ある。 これまで 述べて きた こと 

は 今 井 啓 一 の 次の 言葉で 総括され ると 私 は 思う。 

「壬 申紀 における 大海 人皇 子 軍と 漢 高祖 紀とは 甚だ 近似の 記事が 多い。 かねて 皇子 は 自ら 漢 高祖 を 以て 任じて 

おられた と 指摘す る 向き も あるよう であるが、 それ は 皮相の 観察で あり、 むしろ 紀の 編纂 者が 史記 高祖 本紀な 

ど を 藍 本と して 天武 天皇 を漢 高祖に 擬定 した 舞 文が 多い ので はなかろう か。 前記した 二、 三 例、 湯 沐邑、 美 濃 

師 三千に よる 戦闘 開始の 烽火、 其 他、 黒雲、 赤色の 標識 等々、 すべて 史記 高祖 本紀に 拠る とさえ、 わたくし は 

言いたい ので ある。」 (「壬 申ノ 乱と 美 濃 国」) 

私 はこ こで 壬 申の 乱 自体 を 論じる つもり はない。 ただ 大海 人皇 子 (天武 天皇) についての 日本書紀の 編纂 者の 

記述が 史記ゃ 漢書の 高祖 伝 を ふまえて いる こと を 確認 すれば それで 足りる ので ある。 私 は 壬 申の 乱の まえに 大海 

人皇 子が 自分 を漢の 高祖に なぞらえ ていたと は 思わない が、 乱 後に、 帝位に ついた 天武が 自分 を漢の 高祖に 比定 

した ことから、 書紀の 編纂 者が そのような 記述 をした こと は 充分に 考えられる ことで あると 思 つてい る。 

では 漢の 高祖 は 挙兵のと きどうして 軍鼓 • 軍旗に 血を ぬり、 職の 色 を 赤く したの だろう か。 漢書の 開巻 第一 
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「高 帝紀」 のさい ごに は r 漢 王朝 は 帝堯の 命運 をう けついで、 帝王と して 業徳 はすで に 盛んな り。 白 蛇 を 断ち切 

つて その 符を あらわし、 その 旗幟 は 赤色 をとうと び、 五行のう ちの 火徳に ふさわしく、 おのずからなる 応報で、. 

天下 を 統治す る 帝王と なれり」 と ある。 

これで 見る と、 帝堯の 命運 をつ いだ 漢は 五行のう ちの 火徳 であり、 それゆえに 赤色 を 尊んだ ことが 判然とす る。 

また 史 記の r 秦始皇 本紀」 第 六の 後尾に 付加され た 後 漢の斑 固の 注記に は 「周の 暦数す でに 移って 周 は 亡びた 

が、 仁徳 ある 子が 母に 代らず して、 秦 がその 位 をお そった」 と ある。 r 史記」 (中国 古典文学 全集 平凡 社) に は それ 

へ 注釈者が 解説 を 加えて いる。 それによ ると 「子と は漢を さし、 母 は 周 を さす。 漢 代の 五行 説に よると、 周 は 木 

徳、 漢 は火徳 によって 王朝 をた てた とされ、 火 は 木から 生ずる ので、 木徳は 母、 火徳は 子であって、 火徳の 漢朝 

が 木 徳の周 朝 をつ いで ただちに 王朝 をう けつぐべき だとされ た。 しかるに 秦 が水徳 であるに かかわらず、 その 間 

に 王朝 をた てた こと をい つた もの」 と 説明され ている。 

そうじょう  もくしよ うか 

つまり 漢 は火徳 であるので、 五行 相 生の 理 によって、 木 生 火、 つまり 木 は 火 を 生む という 順序に したがって， 

木徳の 周の あと をつ ぐの は、 とうぜん 火 徳の漢 であるべき はずで あつたの だが、 その 間に 水 徳の秦 が 王朝 をた て 

てし まった という 意味で ある。 また さきに あげた 漢書の 文章に、 漢は 帝堯の 命運 をつ いだと あると ころから 帝堯 

はとう ぜん 火徳 とみな されて いた ことが 類推され るので ある。 漢 初に はま だ漢の 火徳説 はなく、 帝 堯と漢 の 帝室 

と を 共に 火徳 とする ような 仕組 は 漢の武 帝 以後に できた ものと されて いる。 その 仕組 は帝堯 (火)、 帝舜 (土)、 

夏 (金)、 殷 (水)、 周 (木)、 秦 (水)、 漢 (火) という ことになる (飯 島忠夫 「支那 暦法 起原 考」 )。 したがって 漢 

の 高祖 自身に も 火徳の 意識 はな か つ たと 思われる。 

日本書紀の 編纂 者が 天武 天皇 を漢の 高祖に なぞらえて 記述して いると ころから みれば、 天智帝 はとう ぜん 秦の 

始 皇帝に あたり、 大友 皇子 は秦の 滅亡 期の 二世 皇帝に あたる ことになる。 坂 本 太 郎氏は 「日本 全史」 第二 巻の 一 
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一四べ ー ジ 注の 中で 「天 智 天皇 は、 その 法治国家の 形成、 二世の 後 を 継ぐ ものの 失 卿と いった 点で、 後世の 歴史 

家から 秦の始 皇帝に 比せられ るが、 その 比定が 対立 者た る 大海 人皇 子に よって、 すでに その 当時に なされて いた 

らしい こと は、 興味 ある ことで ある。 大海 人皇 子の、 乱に 処 する 確乎たる 決意と 将来の 抱負が うかがわれ るから 

である。」 と 言って いる。 しかし、 天武 天皇に 壬 申の 乱のと き漢の 高祖に みずから を比定 する 気持がなかった こ 

と はすで に 述べた。 坂 本 氏の 発言で 重要な の は、 後世の 歴史家に 天智 帝が 秦の始 皇帝に 擬 せられて いたと いう 指 

摘で ある。 

そうだと すれば、 秦の 水徳に なぞらえて、 天智 は水徳 とみな されて いた ことが 推測され る。 水 徳は色 は 黒、 方 

位 は 北、 十干 は 壬 癸 (みずのえ • みずのと) である。 天 智帝は 天 智六年 三月に 近 江の 琵琶 湖畔に 都を遷 した。 近 

江 遷都に 対して は 当時 反対者が 多く、 諷刺 的な 童謡が 流行した と 日本書紀 は 伝えて いる。 それ にもかかわらず 天 

智 帝が 遷都 を 強行した 理由 は 何 か。 それ は 歴史家に よって さまざまに 論議され ている が、 五行 説に もとづいて 考 

えれば、 天智朝 は水徳 であるが ために、 北の方、 それ も 琵琶湖の 水辺に 都 をき ずいた という 説明が 可能で ある。 

天 智七年 七月に 「浜 台の 下に、 諸の 魚、 水 を 覆 ひて 至る。 (中略) 時の 人 は 曰 はく 『天皇、 天命 将 及ん とする か 

と』 いふ」 と ある。 つまり、 水 をお おうように 魚が 浮んだ こと は 王朝 交代の 兆 だとい うので ある。 水に ちなん だ 

予言と いうべき であろう。 

それで は 水徳を もつ 天智 朝で あるのに、 壬 申の 乱のと き 近 江 軍が 「が」 という 合言葉 を 用いて いたの はどうし 

て かとい う 疑問が 起る の はとう ぜんで あるが、 それ は 五行 相 勝の 理 にもとづいて、 火 剋 金、 すなわち 火 は 金に 捧 

つと いう こと を 日本書紀の 編纂 者 は 言い あらわしたかった の だと 思う。 赤色 を 身に つけた 火徳の 軍隊が 「金」 を 

合言葉と する 近 江 軍に 勝利 を 占めた、 したがって、 天智 が金徳 であった という 風に は 理解し がたい。 
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二 

余談になる が、 天智 帝が 亡くなって 殯宮に 移された の は天智 天皇 十 年 十二月 十一 日、 癸 酉 (みずのと とり) の 日 

である。 癸 は天智 の水徳 につな がる ものである。 酉 は 西方に 死者の 魂が ゆく という 思想が 当時す でに 存在した こ 

と を 物語って いると 私 はおもう。 天武 天皇の 屍が 宮中の 南 庭の 殯宮に うつされ たの は 朱 鳥 元年 九月の 辛 酉 (かの 

ととり) の 日で あり、 持統 天皇が 亡くなって 西 殿に 殯 したの は 七 〇 三年の 十二月 二十 九日の 辛 酉で ある。 

天武 天皇 は 朱 鳥 元年の 九月の 丙午 (ひのえうま) の 日に 死んだ。 それに 先立って、 その 年の 七月の 戊 午 (つちの 

えうま) の 日に は 改元して 朱 鳥の 年号 を 採用して いる。 天武 天皇の 病が 重くな つたので、 縁起 を かついで 朱 鳥と 

変えた のであろう。 その 証拠に は それから 十日 もた たない 丙 寅 (ひのえ とら) の 日に 七十 人 を 出家 させて、 宮中の 

御窟院 に設斎 させて いる。 それが 丙 寅であった という こと は、 ひのえ、 つまり 火徳を 意識した にちがいない。 ま 

たお そらく 御 窟院は 後世の 宮中の？ _| 戸 殿に 相当す る もので、 天皇の 御 魂 を 安置して あつたと ころと 考えられる。 

つちのえ うま 

僧た ち は 天皇の 平癒 を 祈願した。 朱 鳥と いう 語の 朱 は 赤で ある。 また 改元の 日の 戊 午の 午 は 方向で 言えば 南 を 

指し、 赤と 共に 火徳 とつな がる ものである こと は 誰し も 気が付く 点で ある。 

孝徳 天皇の 白 雉と いう 年号 は 穴 戸国 司が 白 維 を 献上した ことにち なんだ ことが 日本書紀に 明記され ている。 し 

かし 朱 鳥に ついては 何の 記述 もされて ない。 ただ 天 武紀の 六 年 十一月に は 赤 烏 を 献上した と あり、 九 年 七月に は 

赤 雀が 宮廷の 南門に いたと いう 記事が ある。 朱 鳥に 改元した の は 天皇の 病気の 平癒 を 願っての ことと 思われる が、 

その 出典 は史 記の 「天官 書」 第五に 「南 宮」 の シンボル は 朱 鳥 (赤理 鳥) であり 「権」 「衡」 の 星宿が 代表で あ 

ると いう 記事に 由来す ると 考えられる。 中国で は 天帝 を 中心に して 天上に も 官職が あると 考えた。 それ を 星と 組 

合せて 官截 とした。 中. 東. 南 • 西 • 北の 五官が あった。 漢書の 「天文 志」 第 六に は 「南宮 は 朱鳥宮 で、 権 星 や 
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衡 星が これに 所属して いる」 と ある。 日本書紀 は史 記よりも 漢書の 影響が 大きかった といわれて いるから、 漢書 

の 南宮は 朱鳥宮 であると いう 記事から 採用した のか も 知れない。 

ここに 南宮 という 文字が 現われる のに 注意したい。 史 記の 「高祖 本紀」 に は 高祖 は洛 陽の 南宮で 酒宴 を 催した 

と ある。 r 大 漢和辞典」 によると、 南 宮は漢 の 宮殿の 名であって、 洛陽城 中に あつたと 述べられ ている。 南 Mi と 

いう 言葉 はまた 星座の 名 を あらわす として、 井 • 鬼. 柳. 星. 張. 翼. 轸の七 宿 を 包含し、 総称して 朱 鳥 星と い 

うこと も ある。 いずれにしても 南 宮が漢 の 高祖に 関係が あると すれば、 ひいては 天武 天皇に も 関連が あると みる 

の は 自然で ある。 

「垂 井町 史」 によると 美 濃 国 一 の宮 の南宮 神社に 関する 史料 上の 初見 は、 続 日本 後 紀の承 和 三年 (八 三 六) に 

「美 濃 国 不破郡 仲 山 金 山彦 神に 従 五位 下 を 授け 奉り、 即ち 名 神に 預かる」 という 記事で ある。 ここで は 祭神の 名 

は 出て くるが 社名 は 出て いない。 南宮 社の 史料 上の 初見 は 今昔 物語で ある。 したがって 南宮社 という 社名 はお そ 

くと も 十一 一世紀 前半に は 成立して いた。 

壬 申の 乱が 六 七 二 年からで あるから、 その 間に かなり 年代の 開き は あるが、 私 は南宮 神社の 宮司の 宇都 宮敢氏 

から、 壬 申の 乱の のち、 大海 人皇 子が 居 を かまえて いた 野 上の 行宮の 建物 を とりこわして、 その 材木で 南宮 神社 

を 建てた という 伝承の ある こと を 聞いた ことがある。 その 行宮の 建物と いうの は 尾治大 隅の 私邸であった。 南宮 

神社 はもと は 現在地より 北の 府中に あつたと いわれて いるから、 そこまで 運んだ のであろう か。 大海 人皇 子は不 

破の 関 近くの 野 上に 行宮 を さだめて 戦闘の 指揮 をと つた。 そこで その 行宮が、 漢の武 帝の 離宮で ある 南宮に なぞ 

ら えられて 南宮と 称せられ、 その 呼称が 行宮の 材木で 建てた といわれる 南宮 神社に も 用いられる ようにな つ たと 

いう 考え も 成り立つ。 しかし 南宮と 呼ばれる 神社 は 他に も 信 濃の 課訪 神社、 伊勢の 敢国 神社、 摂津の 広 田 神社、 

備 中の 吉備津 神社、 美 作の 中 山 神社な どが あるので、 必ずしもそう とも 断定で きない。 
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いずれにしても 天武朝 は火徳 であり、 したがって 日本書紀に は 色で 言えば 赤、 方角で は 南、 十干で は 丙 了、 十 

二 支で は 午と いう 点が つよく 強調され ている こと は 明白で ある。 空間で 言えば 午の 方角、 すなわち 南へ の 指向が 

天武 及び 持統 帝に はつよ く 意識され ていた こと はまちが いない。 

ここにお いて 想起され るの は、 岸 俊 男 氏が 天 武 • 持統 天皇 合 葬 陵、 文武 天皇 陵、 菖蒲 池 古墳、 中 尾 山 古墳が 藤 

原 京の 朱 雀 大路の 南の 延長 線 上に ある こと を 指摘した いわゆる 「聖 なる ライン」 のこと である。 岸 氏 は r 宮 都と 

木簡」 に 収めた 論文の 中で あらまし 次のように 言って いる。 天武 天皇 は 生前に 藤 原 京の プラン を 決定して いたが 

病に たおれて 宮の 造営に 着手で きな か つ た。 持統は その 意志 をつ いで 即位と 共に 本格的な 造営に のり 出した ので 

あるが、 天武は そのと きすで に大内 陵に 葬られて いた。 その 大内 陵の 位置が、 藤 原 宮の南 正面に 選定され たの は 

ひとえに 持統の 発意に よる もので あり、 亡き 夫への 限りない 思慕の なせる 業であった という。 

岸 氏と おなじような 解釈 を 直 木 孝 次郎氏 もして いる。 しかし 大内陵 や 文武 陵が 聖 なる ラインに 築かれた という 

こと は、 天武 朝が 火徳を あらわす という ことの 証左に ほかなら ない ので ある。 

吉野裕 子 氏の 「増補 日本 古代 呪術」 及び 「陰陽 五行 思想から みた 日本の 祭」 はと もに 天武 天皇の 大内 陵の 推理 

を 試みて いるが、 天武 天皇 を火徳 として 分析して いる 点 は 共鳴す ると ころが すくなくない。 両書は 示唆され ると 

ころの 多い 書物で あるが、 しかし 私見との 相違に 触れて おく 必要が ある。 天武 帝が 藤 原 京の 朱 雀 大路の 真南、 正 

中 線に 葬られた の は 五行 思想の 火徳 という だけで 充分に 片付く 問題で あると 私 は 考える。 吉野 氏の ように 南が 火 

の 位で あるから、 それ は火処 として、 死者 新生の 出口 を 示す と 考える こと は 不要と 思う (「増補 日本 古代 呪術 ヒ五 

四べ I ジ)。  , 
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また 吉野氏 は 天智朝 を木徳 としてい るが、 さきに 述べ たように 漢書が 秦朝 を水徳 としてい る こと は 明らかで あ 

るから、 漢書に 親しんだ 天武 天皇 及び 日本書紀の 編纂 者が それに ならって 天 智朝を か i と 見なした と 考える のが 

とうぜん である。 こうして 天智 と天武 との 関係 は 水と 火、 北と 南、 黒と 赤、 子と 午と いう 風に あからさまな 対 極 

の 構図 を 描く ことになるの である。 

さて 岸 氏の 提案した 「聖 なる ライン」 のこと であるが、 高 松 塚 古墳の 壁画 発見 以来、 高 松 塚が その ラインから 

百メ I トルば かり 西よりに 位置して いたと ころから、 果して 高 松 塚 は その 聖 なる ラインの 上に あるか どうかで 論 

議を 呼んだ。 直 木 孝 次 郎氏は 大局 的に みれば それ は 肯定で きる と 言った (『高 松 塚 古墳と 飛鳥』 所収 「高 松 塚 古墳の 被 

葬 者」)。 

それに 対して 高 橋 三 知 雄 氏と 有 坂 隆道氏 は 真 向から 反対した (「高 松 塚 論 批判」)。 一 つに は 文武 陵 そのものが 文 

武 天皇 を 葬った かうた がわし い と言うの である。 もし 文武 陵に 身分の 低い ものが 葬られて いたと したら 聖 なる ラ 

ィ ン の 仮説 は 崩壊す ると 高 橋 氏 は 言う。 

また 有 坂 氏 は、 大内 陵が 藤 原 京の 中心 線の 延長 上に 位置して いると しても、 それが きずかれた とき、 何故 その 

位置が 計画的に 選ばれた かとい う 証明に はならない という。 持統 帝が 亡夫 をし のぶため に 中央 大路の 延長 上に 大 

内 陵 をき ずいた という 説 は 成立し ない。 なぜなら 藤 原 京から は 大内陵 は 見えない からで ある。 朱 雀 大路の 延長 上 

に 正確に のせて きずかねば ならない 必然性 は 全く 考えられない。 もし そこに 特別の 意味が あると すれば、 それに 

ついての 合理的な 説明が なされなければ ならない。 以上が その 反対 理由で ある。 

高 橋 氏と 有 坂 氏の 疑問に ついては 私 はすで に 答えて いる はずで ある。 すなわち 天武 天皇お よび 持統 天皇 は火徳 

の シンボルであった。 とくに 天武 天皇 は 「天文. 遁 甲に 能し」 と 日本書紀が 伝える ように 陰陽 五行 説に もとづく 

易学に 通じてい たと 思われる。 その 影響 を 受けた 持統 帝が 天 武帝を 藤 原 京の 中央 大路の 南に 葬る ことにし たの は 


ごく 自然で ある。 かりに 文武 陵に 身分の 低い 人物が 葬られて いたと しても、 つまり 天 武* 持統陵 だけ をと つても、 

それが 聖 なる ライン の 上に あると いう こと はでき る。 

藤 原 京の 朱 雀 大路から 南への びる ライン は天武 朝に とって は、 火徳の 原理に したが つ て聖 なる ラインで あつた- 

古代に おいて 「観念 I が 「現実」 を 規定した 例 を ここに 見る ことができる。 
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南北朝の あらそい を 保守 反動と 進歩 革新の あらそい のように 単純化して 解す る ことが 一 時流 行した。 足 利 尊 氏 

は 時勢 を 見る のに 明敏な 武士で あり、 後醍醐 帝 は 古い 公家の 政治に こだわり つづけて、 適応 能力 を 喪失した 時代 

おくれの 天皇で あると いう 風に。 この ことに 異論が ある わけで はない が、 この 単純化が、 戦前の 皇国 史観の うら 

がえ しで ある 点が いささか 気になる ところで ある。 

南北朝の あらそいの 伝統 を ふかく ほりさげて みると き、 それだけ ではす まされな いもの を 感じる。 たとえば、 

十津 川の 郷士 ゃ郷 民が 幕末に 示した 忠誠 心 は、 吉 野の 山 民の あいだに 一 貫して 流れて いる 独特の 伝統 意識の ふか 

さ を 物語つ ている。 

吉 野の 几 上 村に は 後 南朝の 伝承が 幕末 どころ か、 その後 も 長く 生きつ づけて いる。 「なんてお さま」 (南 帝王 

様) という、 南朝 方の 息子た ち を 指す 言葉が 近代に 入っても 使われて いた。 また 一四 五 七 年の 「長 禄の 変」 によ 
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つて、 赤松の 一党に 殺害され た 十八 歳と 十二 歳の 兄弟の 皇子 をし のぶ 「御 朝 拝」 が 毎年 二月 五日に おこなわれて 

いる。 それ は 五 百年の あいだ、 たえる ことなく くりかえされ てきた という。 すなわち  一 ノ宮 である 十八 歳の 自天 

親王の 遺愛の 甲胄 を 礼拝す る 儀式で ある。 ちなみに 弟の ニノ 宮を 忠義 親王と 呼んで いる。 この 二 皇子の 父の 空 因 

親王 は、 一四 四 一年の r 嘉吉の 変」 の あとに、 江 州甲賀 郡へ 落ちの びて、 民家の 婦を 妻と して 二人の 皇子 を 生ん 

だとい う 伝承 を 川上 村の 人び と は 信じて いる。 のち 空 因 親王 は 二 皇子と 共に 吉 野に 入り 川上 村に かくれて、 その 

地に 没した という。 

ここで 興味が あるの は、 空 因 親王 は 小 倉院の 第三 番目の 子と されて いる ことで ある。 小 倉院は 後亀山 天皇の 第 

1 皇子で、 京都の 嵯峨 から 吉 野の 川上に 移り 住んで そこで なくなった とされて いる。 

これに はもと より 木地 屋の 伝承が 色 濃く 反映して おり、 これ を そのまま 史実と みる こと はでき ない。 史実と し 

ての 小 倉宮は 三代に わたって いるが、 第二 代の 聖承 とその 皇子 教 尊の 父子 は 伊勢の 国司の 北 畠 満雅を 頼った。 し 

かし 小 倉 宮が吉 野 川上に 縁 由の ある 事実 はま つ たくない。 後 南朝の 皇子が 木地 屋の 娘と 結婚した という こと もな 

い。 問題 は吉野 山中の 木地 師 がそう した 話と むすびつけて 小 倉宮の 伝承 をな がく もち 伝えて いると いう ことで あ 

る。 さきに 述べた ように、 長禄の 変で 殺害され た 二 皇子 も 小 倉宮の 血統 を ひくと 彼ら は 信じて いる。 

いうまでもなく 木地 屋の 本拠 は 近 江 国の 東小椋 村で あり、 その 苗 子に は 小 椋氏を 称する ものが 多い。 柳 田 国 男 

は 「史料と しての 伝説」 の 中で、 木地 師が小 掠 (小 倉) 姓 をと なえた の は、 彼らの 先祖と 称する 惟喬 親王の 第一 

の 従 臣に小 椋太政 大臣 実秀 なる もの を もちだした 旧記が 成立し、 それが 諸国に ちらば つてい る 木地 屋 仲間に 尊重 

される ようになって 以来の ことで、 そう 古く はない と 言って いる。 また、 木地 師は 木の 小暗く おいしげった 山稜 

I を あるく ところから、 ォ ダラの 名が つけられた かも 知れぬ とも 言って いる。 そこで 木地 師が小 椋姓を 名乗る の は、 

2 小 倉 宮とは 縁が なさそう に 思える。 それ にもかかわらず、 いや それゆえに こそ、 山 民と 南朝との 関係が 密接で あ 
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ると も 言える ので ある。 

そのこと をつ よく 感じた の は 今から 七、 八 年 まえに、 天 竜 川の 東側に ある 南北に ほそながい 遠山 谷の 北の 一角 

を 根拠地と していた 後醍醐 天皇の 皇子の 宗良 親王の 事蹟 を 調べ にい つたと きであった。 それにつ いて はかって 

「流浪の 皇子た ち」 という 題名で 発表した ことがあ るので、 ここで はかん たんに 述べて おく。 宗良 親王 は 信 州の 

大鹿 村の 大河 原に 根 じろ を かまえ、 遠 江、 三 河、 伊勢 ゃ吉 野と 連絡 をと つていた。 そこで 南朝 方の 勢力 配置 をみ 

ると、 それが 地理学 上で 中央 構造 線と 呼ばれる 地溝 帯に そって 展開され ている ことに 気がつく。 

中央 構造 線 は 天 竜 川の 東側に 刻まれた ほそながい 谷に はじまる。 その 中心の 遠山 谷 を 南に 下れば 遠 州の： gil が 

ある。 中央 構造 線 は 水 窪から しだいに 西へ 曲り、 渥美 半島から 伊勢 湾 を 越え、 紀伊 半島 を 横切り、 和歌山県の 紀 

ノ川、 四国の 吉野 川、 大分県の 佐賀関 半島の 北側な ど をへ て、 熊本県 八 代 付近に 達する。 

この 中央 構造 線に 南朝 方の 勢力 配置 図 を 重ね あわせて みると、 天 竜 川 を さしはさんで、 東側の 中央 構造 線 上に 

は宮 方が おり、 天 竜 川の 西側に は 武家 方が いると いう 風に はっきり 分かれて 対峙して いる。 

遠 江に は宗良 親王が 信 州に 入る とき 頼った 井伊谷 城の 井伊 氏が いた。 遠 州 あるいは 三 河 湾と 伊勢と をむ すぶ 海 

上 交通 は 伊勢の 北 畠 氏が にぎって いた。 伊勢 湾に 近い 山 田の 西 一里の 田 丸 城 を 抑えて いた 北 畠 氏 は、 それによ つ 

て 伊勢 湾 を 制圧して いた。 田 丸 城 はまた 熊 野 街道、 吉野 街道に つうじる 交通の 要衝であった。 さらに 一志 郡の 

多 気に は 北 畠 親 房の 第三 子の 顕 能が 根拠地 をき ずいて いた。 こうして 北 畠 氏 は 南 伊勢 や 志 摩 だけでなく、 熊 野 や 

大和の 宇陀 地方にまで 勢威 をのば していた。 それ は吉 野の 南朝 方に とって は、 東国に 向う ル ー トを 確保す る 上で 

の 大きな 利点に ちがいな か つ た。 

吉野 について いえば、 そこ は 攻める に 難く 守る にやす いところ であった。 天武 天皇 は、 壬 申の 乱 (六 七 二) の 

とき、 吉 野の 行宮 を 脱出して 美 濃の 不 破の 関に むかった が、 大和の 宇陀 地方で 二十 人ば かりの 獵師に 出会って 即 
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座に 手下と した ことが 「日本書紀」 に 記されて いる。 このように 奈良時代の 以前から 吉野ゃ 宇陀 は 山人 や 狩人の 

活躍す る 舞台であった。 南北朝時代、 南朝の 味方に ついた の は、 吉野熊 野の 山伏ば かりで なく、 狩人 や 木地 屋ゃ 

鉱 山師な どの 山 民 も はなはだ 多 か つ たと 思われる。 

さて、 吉 野から 紀ノ川 を 下り、 和 泉の 南から 淡 路の沼 島 をへ て、 阿波に つうじる 海上 交通 権 は 沼 島の 水 軍が に 

ぎって いた。 阿波の 山岳 武士 は、 沼 島 水 軍の たすけ を 借りて 吉野 方と 通じていた。 古代の 阿波 忌 部の 流れ を ひく 

麻植 郡木屋 平の 三 木 氏 や 松 家 氏な どが 阿波山 岳 党の 中心で、 よく 北朝 方と 対抗した。 また 山伏が 吉野 方の 密使と 

して 活躍した こと は 知られて いるが、 木屋 平の 松 家 氏の もとに は、 山伏に よっても たらされ たという こよりに 槎 

つて、 髪に むすびつけた 「もと どり の綸 旨」 が 残されて いると いわれて いる。 

眼 を さらに 西に 移す と、 伊予 は 河 野 氏の 一族が 宮 方と 武家 方に 分かれて いた。 そのほか、 瀬戸 内の 水 軍に も 南 

朝方に ついた ものが ある。 忽那 島に 拠る 忽那氏 も その 一人で、 忽那氏 は 懐 良 親王 を 九州に 送りと どけた。 当時、 

大分と 熊本県 八 代 をむ すぶ 中央 構造 線 上に は、 さまざまな 豪族が ひしめ いていた。 南朝 方に 立つ ものと して は 肥 

後の 菊 池、 阿蘇、 名 和な どの 一党が そうであった。 懐 良 親王 は 肥 後の 菊 池 氏の 援助の 下に、 九州 北部に 勢威 を 張 

つたが、 晩年 は 力 ふるわず、 筑 後の 矢 部 か 肥 後の 八 代 かどちら かで 死んだ といわれる。 親王の 終焉の 地が、 名 和 

氏 一 族の 根拠地の 肥 後の 八 代 だと すれば、 そこが 中央 構造 線の 西の はしに 当ってい る ことに 因縁 を 感じざる を 得 

ない。 

つまり 南朝 方 は、 天 竜 川の 東が わの 溪 谷から はじまって 紀伊 半島 を 横断し、 四国 九州に いたる まで、 もっとも 

山 深いと ころ をと おる 中央 構造 線の 作り出した 道に 沿って 展開して いた。 南朝 方 を 支えた の は 木地 屋ゃ狩 獬民ゃ 

鉱 山師の ように 山の 民で あり、 また 山伏な どの 修験者であった。 中央 構造 線 上に は、 南北朝の 動乱の 発生す る は 

るか 前から 山 民の 文化が 存在した。 そこ は 官道ゃ 国道で はなく、 山中 漂泊の 民の 移動 路 であり、 また 交易 路 であ 
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つた" 南朝 方 は これら.： d 民の 生活と 文化 を うしろだて にして、 北朝 方と あらそ 0 た。 北朝 方 は もっぱら 平野の 富 

に 頼って いたから、 南北朝の たたかい は 山 民と 平地 人との たたかいであった という ことができる。 南朝 方の 敗北 

は、 始原から つづいて きた 山 民の 文化が、 歴史の 上で 平地 人に 主導権 を ゆずりわたし たこと を 意味す る もので あ 

つた。 

ここでつ け 加えて おきたい こと は、 中央 構造 線と 水銀の 関係で ある。 松 田 壽男氏 は 「伊勢の!： ゆ： から 西に、 か 

ずかず の 丹 生 を つらねて 豊 後の 丹 生まで」 地質学での 中央 構造 線 はま さしく 「丹 生 通り」 を 形成して いる、 とそ 

の 著書 「丹 生の 研究」 の 中で 述べて いる。 丹 生と いう 語 は 水銀の 原料で ある 辰 砂 を まじえた 赤い 岩石 や 土 を 指す。 

松 田 氏に よると、 戦前の 日本で は、 北海道 を 除いて、 本州に 約 三十の 鉱山に 水銀の 産出が 確認され ていたが、 そ 

の 三分の 一 一 以上 は 中央 構造 線に 沿った 場所に あつたと いう。 これ を 天 竜 川の 東が わの 中央 構造 線から 西の 日本 列 

島に かぎる と、 その 比率 はもつ と 高くなる。 水銀の 産地と して もっとも 有名な のが、 櫛 田 川 ぞいに ある 伊勢の 丹 

生で ある こと は 言うまでもな いが、 吉 野に も紀ノ 川の 上流に も 丹 生の 名 を 冠す る 神社 や 地名 はすくな からず ある。 

伊勢の 北 畠 氏 は 古くから 開発され ていた 伊勢 水銀の 本場の 丹 生 をお さえて いたと 思われる が、 北 畠 氏の 勢力圏 

にあった 大和の 宇陀 郡 も 水銀の 産地で ある。 宇陀 郡莬 田野 町の 大沢 にも 最近まで 水銀 鉱山が あった。 奈良 大仏の 

铸 造に 必要な 水銀 はこの 大 沢の 鉱山に 頼った ので はない かとの 説が ある。 

歴史家の 中 村 直 勝 も 中央 構造 線に 産出す る 水銀に 着目し、 「日本の 合戦 二. 南北朝の 争乱」 の 中で 次のように 

述べて いる。 楠 木 氏の 生誕 地の 赤 坂 は、 その 地名が 物語る ように、 辰 砂の 産地で あり、 楠 木 氏 は 水銀の 採掘権 を 

もっていた 旧家で ある。 彼 は 郷土の 鉱物資源 を 奈良ゃ 京都に 売り さばいて おり、 それ を 軍資金に も あてた ので は 

ないか。 もし かくの ごとき ものと すれば、 これ もまた 中央 構造 線 上の 山 民の 文化と つながつ ていく。 

中 村 も 指摘す るよう に、 楠 木 正 成の 千 早 や 赤 坂に おける 戦法 は大軍 をお びきょせ、 山 谷に ひつば りこむ^ 岳 t 
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である。 けっして 平地に 打って出る こと をし ない" 負けそう になれば 山奥 か 谷底 かにに げこむ。 これ は 昔 も 今 も 

かわらぬ 山 民の ゲリラ戦 法であって、 これ は吉 野に も あてはまる。 その 背面の 十津川 地方 は 山 また 山の けわしい 

自然に かこまれ ており、 平地の 騎馬戦 もこ こで は 通用し ない。 それに ひきかえて、 山 民 は 日頃、 自然の 条件 を 知 

悉 してお り、 意表 を衝く 戦法 を 自在に 駆使す る ことができる。 南朝 方が、 山岳地帯に 身 をよ せた の はかなら ずし 

も 窮迫の ためとば かり は 言えず、 むしろ 山 民の 伝統的な 戦法に 依拠した ところが 大きい。 ここに も 山 民と 南朝の 

むすびつ きがある。 

二 

おおとう 

さて、 私 はこうした 背景の 下に 活躍した 護 良 親王の 事蹟 を 奈良県 吉野 郡大塔 村に たずねて みょうと 思い立った „ 

そのこと を奈良 市に 在住す る 友人の 池 田 末 則 氏に 話す と、 氏から は 同行しょう という 申し出 をいた だいた。 その 

申し出 は 私に と つ て はとても ありがたい 話であった。 奈良県 下 をく まなく あるきまわ つ て 歴史地理に 通暁して い 

る 地名 学者の 池 田 氏と 一 緖に吉 野 山中に 足 を ふみ 入れる こと は、 私に と つ て は 心強い ことであった。 

私たち は 今年の 三月 上旬のと ある 日、 朝 八 時半、 近鉄 奈良 駅の 前から 特急 バスに乗った。 空 は 晴れて いるが 風 

はつめ たい。 バス は奈良 盆地 を ひたすら 南下して、 御所 市 を 通過し、 大和 五条に 入って、 そこで 短い 時間 休憩し 

た。 五条 は 古い 町並 を もってお り、 そこ をと おりす ぎた あたりに 賀名 生が ある。 ここ は 後醍醐 帝、 後村上 帝、 後 

亀 山 帝な ど 南 帝が 足 をと どめた ところと して 知られて いる。 そして また この あたり は 天誅 組の 行動の 道す じと も 

なって いる。 五条 代官 所 をお そって 代官 を 斬った 天誅 組 は 桜 井寺 を 本陣と したが、 やがて 天 辻に 移動す る。 五条 

ゃ賀名 生から 十 津川郷 に 入る に は 天 辻 峠を越えねば ならぬ。 私たちの 乗った バ ス もこの 峠道に さしかかる 頃 は、 

外 は 一 面の 雪に 埋もれた 景色と 変わる。 池 田 氏 はこの 天 辻 峠を越さな いと 奥吉 野に 入った 感じが しないと いう。 
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やがて 猿 谷 ダム を 経て 大塔 村の 中心部 辻堂に ついた。 近鉄 奈良 駅前から 大塔 村まで 特急 バ スで 三時 間の 行程で あ 

つた。 池 田 氏の 話で は、 戦前 は 大和 五条から 大塔 村まで 六 時間 かかり、 それ も 危険 きわまりない 阻 道で あつたと 

言う。 

大塔 村の 山峡に も 吹雪が 舞って いた。 役場の 吏員の 案内で、 猪 鍋 をつつ いたのち、 戸野 家 をお とずれ た。 戸野 

家の 先祖 は 「太平 記」 に 記された 戸野 兵衛 である。 

ではし ばらく 「太平 記」 を 見て みょう。 

元弘の 乱の 後醍醐 天皇が わの 主役であった 大塔宮 護 良 親王 は、 元弘 元年 (一三 三 一) に 笠 置が 落ち、 赤 坂 城 も 

ついで 落ちる と、 熊 野 を 目指して 潜行す るが、 「太平 記」 によると、 九 人のお 供の 者 を ひきつれ ている。 その 出 

立ち は 大塔宮 も 従者 も 柿の 衣に 笈を かけ、 頭巾 を 眉の なかばまで 深く かぶり、 田舎 山伏が 熊 野 参詣 をす る 姿 をと 

つていた。 大塔宮 は 深窓に そだった 人な ので、 足弱と 思われて いたが、 案に相違して、 すこしも くたびれた 風 も 

なかった。 道順 はいつ たん 和歌山県の 海 南 市 や 日 高 郡の 由 良港、 それに 田 辺 市の 北の 切目 王子まで 下って、 そこ 

から 十津 川に 入 つたこと になって いる。 熊 野 へ の 巡礼 路を たどりながら 途中で 方向 を かえて 十津 川に 入 つたの は、 

熊 野 権現が 夢枕に 立った からで あると 「太平 記」 は 記して いる。 

これにつ いて 村 松 剛氏は 「帝王 後醍醐」 の 中で 次のように 解説して いる。 すなわち 「熊 野 を まわって 大峯、 吉 

野へ と 北上す るの は 天台 系、 本山 派 山伏の、 いわゆる 順 峰の 行程で ある。 当 山 派 は 逆に、 吉野、 大峯、 熊 野に な 

る。 『太平 記』 の少 くと も 前半の 作者が 小島 法師で あると いう 伝承が 本当なら、 小島 (児 島) の 山伏 は 本山 派 系 

だから、 前 天台 座主の 宮には ぜひとも 順 峰 を 歩いて ほしかった にちがいない。 要するに 宗教 的 文学的 理由から わ 

ざ わざ 親王の 一 行 を 南に 下らせた のであって、 事実 は吉 野の 近辺から まっすぐに 十津 川の 溪 谷に はいった と 見る 

のが 自然に 思う」 
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まヒ 大塔宮 として は、 できる ことなら 直接 吉野 山に はいりたい ところだった であろうが、 吉 野の 執行 (総 奉 

行) は はじめから 鎌 倉 方であった から、 大塔宮 も 下手に は 近づけなかった と 言って いる。 納得の いく 説明で ある „ 

「太平 記」 によると、 十津 川に ついた 大塔宮 一行 は 疲れ切つ ていた。 宮 がと ある 辻堂の 内部で 休んで いると き、 

お供の 者た ち は 民家に いって、 自分た ち は 熊 野 参詣の 山伏た ちで あるが、 道に 迷って きたと 言い、 粟 飯 や 橡の粥 

などの 饗応 を 受けた。 この あと 大塔宮 は 戸野 兵衛の 世話になる ことにな つた。 戸野 兵衛は 大塔宮 のまえ で 

「身 不尚ニ 候へ 共、 某 一人 ダニ S ル事 ゾト申 サバ、 鹿 瀬. 蕪 坂/湯 浅. 阿瀬 川 • 小 原 • 芋 瀬. 中津川 *吉 野 十 

八 郷ノ者 迄モ、 手 刺 者 候 マジ キー 1 テ候」 

と 言った と ある。 それほどの 勢力 を もっていた のであろう。 大塔宮 はまた 戸野 兵衛の 叔父に あたる 竹 原 八郎の 

居 館に おちつき、 その 娘 を 近づけた と 「太平 記」 は 述べて いる。 また 「梅 松 論」 はこ こで 大塔宮 は 還俗して、 名 

を 護 良と 改めた と 記して いる。 

竹 原 八 郎の居 館 は 辻堂に あった。 辻堂 は 四方 をけ わしい 山で かこまれて いるが、 金剛 山お よび 終始 勤皇 を つら 

ぬいた 牧野 氏の 牧野 城 や 高野山に はいずれ も 一 日 行程のと ころで あり、 吉野 山に いくのに は 多くの 間道が あるが、 

いずれ をい くにしても 約 一日で 達し 得る。 さらに 熊 野本宮 にいた るに も、 十津 川べ りに 沿って はしる 熊 野 街道 づ 

たいに いけば、 これ また 一日 強で 達する ことができる。 護 良 親王の 策源地と して は 申し分のない 場所で あつたと、 

河原 万吉の r 吉 野の 皇子」 に は 述べて ある。 一日 行程と いうの は、 問題が あるが、 交通の 要衝であった こと はう 

た 力 レなレ 

竹 原 八郎の 系譜 や 古文書 その他 は、 明治 二十 二 年の 水害で、 ことごとく 流失して 不明で あると いうが、 とおく 

天火 明 命 を 先祖と するとい い、 世々 十 津川郷 にさ かえた。 元弘の 頃に は八郎 宗規が 辻堂に 住し、 世に 八郎 入道と 

いわれて いた。 また 戸野 氏 は 代々 兵衛を 襲名して きている。 竹 原 氏の 現 当主 は 第二 十八 世の 忠顕 氏で あり、 戸野 
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氏 は 昭和 三十 四 年 現在、 二十 一代の 現 当主 重慶 氏で ある。 

さて、 池 田 末 則 氏と 私 は 戸野 兵衛の 旧宅 をお とずれ た。 そこ は 今、 西教 寺の 敷地と なって いるが、 前面 は急斜 

面で あり、 真 向う の 山 は 雪 をいた だいて いた。 この あたりの 地名 を 殿 野と 呼んで いる。 西教 寺に は 南北朝から 室 

町 時代に かけての 古文書が のこって いる。 カタ カナ まじりの 土地の 売買の 証文が その 大部分で ある。 それ をみ る 

と西教 寺の 北方に ゥシ ロカ イト、 西方に 西ノ カイト、 さらに はなれて クヮ ツル ノ カイト、 東北に はなれて スケノ 

マ ェ の 地名が みられる。 ここに カイトと いう 地名が すでに 使用され ている ことが 注目され る。 

r 大塔 村史」 によると、 戸野 兵衛の 子どもの 重 信が、 一向 宗の 寺と して 道場と 称して いたが、 文明 年間 (一四 六 

九. -八 七) に 蓮 如上 人が 吉野巡 化の みぎり、 六 世の 兵 衛次郎 がその 弟子と なって 教 西と 号し、 邸の かたわらに 堂 

宇 を 建立し、 のちに 仏 日 山西教 寺と 称した。 また 戸野 兵 衛の墓 は西教 寺の 南方に あたり、 天 ノ瀬石 塚 前と いう 小 

字で、 村道の かたわらに 大正 八 年 十月 十五 日、 奈良県 吉野 郡が 建てた 「吉野 朝 忠臣 戸野 兵衛 氏」 の 墓の 標石より 

約 半 町 下った 急傾斜の ところに あると、 記されて いる。 

さて 話 を もとに もどす と、 護 良 親王 は 殿 野 や 辻堂に とどまつ ている だけでなく、 元 弘ニ年 三月 中旬 ごろに は、 

辻堂 を 進発して 芋 瀬 荘司 を 討伐し、 熊 野 本宮に 入り、 さらに 北山 村 竹 原に いたり、 その 途中、 玉 置 荘司 を 討伐し、 

このと き、 片岡 八郎が 戦死して いる。 元 弘ニ年 六月に は、 竹 原 八郎は 戸野 兵衛 と共に、 熊 野 衆、 十津川 衆の 精鋭 

を ひきいて 伊勢に 進出した。 伊勢に は 平家の 残党が すこぶる 多かった。 彼ら は 源氏の 幕府の 存在 をう らんで いた 

ので、 竹 原八郎 らの宮 方の 軍 を 有利に みちびく ことに 協力した。 

護 良 親王 はこの のち 吉野山 愛染 宝塔に 移って 旗 を あげたが、 吉野城 はついに 陥った。 しかし 京都の 六波羅 探題 

は 足 利 尊 氏に せめられた。 鎌 倉で は 新田 義貞に せめられ、 北 条高時 は 自害して 幕府 は ほ ろんだ。 そこで 護 良 親王 

も 入京し、 征夷大将軍 兵 部 卿に 任ぜられた。 あくる 年の 正月に は 建武と 改元した。 だが 護 良 親王と 足 利 兄弟との 
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対立が 顕在 化した。 建 武ニ年 (一三 三 五) 七月、 護 良 親王 は 護送され て 七 ヶ月 間 幽閉され た。 「太平 記」 は そのと 

きの 護 良 親王の 心境 を 次のように 伝えて いる。 「元 弘 ノ始ハ 武家 ノ タメ 一一 身ヲ 隠シ、 木 ノ下岩 ノハザ マー 一、 露 敷 

袖 ヲホシ カネ、 帰洛ノ 今ハ、 一 生ノ楽 イマ ダ 一 日モ 終へ ザル 二、 讒臣 ノ タメ  ニ罪セ ラレ、 刑戮 ノ 中二 ハ苦 ムラン 

ト」 

鎌 倉で は 二階 堂の 谷に 土牢 を 作って、 その 中に 監禁され たと 「太平 記」 にある が、 護 良 親王の 土牢と 称する 鎌 

倉宮 裏手の 有名な 穴 は 史的に は 根拠がない、 いかに 配流の 皇子と はいえ、 土中に 監禁 するとい うこと は 一般に あ 

り 得ない ことで あると、 村 松 剛氏は 言う。 足 利 直 義は護 良 親王 を 薬師 堂 谷の 東 光寺で 弑 した。 親王 は かぞえ 齢で 

二十 八 歳だった。 

ここで 短 かいが 波瀾に 富んだ 護 良 親王の 一 生 は 終わる。 私が 鎌倉宮 をお とずれ たの は 三月 中旬の 雨 もよ いの 寒 

い 日であった。 いわゆる 土牢と いわれて いる 洞穴に は ぼんぼり がーつ 点いて いて、 いかにも わびしげ であった。 

かりに それが 親王と 関係がない にしても、 不運な 親王の 一 生 を 象徴して いるよう に なぜか 哀愁 を そそらずに はす 

まなかった。 

私 はこ こで 「太平 記」 の 中の 二つの 異様な 記事 を 思い出す。 

一 つ は 巻 二十 五に ある 話で、 ある 僧が 仁 和 寺の 六本 杉の 木陰で 雨の 晴間を 待って いる 間に 日が 暮れた ので、 御 

堂の かたわらで 夜 を 明かそうと 決心して いるう ちに、 峯 僧正 春雅、 南都の 智教 上人、 浄土 寺の 忠円 僧正に まじつ 

て 大塔宮 護 良 親王が あらわれ、 どうし たらこの 世 を 騒乱に みちびく ことができ るかと 謀議す る。 そこに あつまつ 

た 一座の 面々 は 大塔宮 はじめ いずれも 左右の 脇から ながい 羽が 出、 また、 くちばし は トビの ようにな がく、 まさ 

しく 天狗の 姿 か つ こう をして いたと いう 話で ある。 

もう 一 つ は 巻 二十 七に ある 「雲景 未来 記事」 と 題す る 話で ある。 羽 黒山の 山伏の 雲景と いう ものが、 愛 (石山に 
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のぼって みた ふしぎな 光景で ある" まん なかには 大きな つばさ を もつ 金の トビの 姿 をした 崇徳院 が 坐り、 その か 

たわらに 大男の 為朝が ひかえて いる。 左の 座に は淳仁 天皇 や 井上 皇后に まじって、 後鳥羽院 や 後醍醐 天皇の 姿 も 

みえ、 そして 尊 雲、 すなわち 護 良 親王 も 加わって いる。 これらの 人た ち は 天狗の 姿 をした 魔王た ちで、 世 を 乱す 

謀議 をして いる。 

私 はこの 二つの 奇怪な 話の 中に、 いずれも 護 良 親王が 出て くる 点に 注目す る。 それ は  一 口にい えば、 怨霊 思想 

にはちが いないが、 ふかい 恨 を 呑んで 死なない かぎり、 こうした 場所に 出席で きる はずの もので はない。 

「太平 記」 は 親王の さいご を 次のように 伝えて いる。 土牢に おしこめられ ている 親王の 胸に 刺客が のりかかって、 

腰の 刀 をぬ き 首 を かこうと すると、 親王 は 首 を ちぢめて、 刀の さき をし つかりと 口に くわえた。 刺客 は その 刀 を 

引いた ので、 刀の きっさきが 一寸 あまり 折れて、 親王の 口にと どまった。 刺客が 首 を 打ちお としても そのままで 

あり、 「おん 眼、 なお 生きた る 人の ごと」 き 状態であった。 

もちろん これ は 創作で あろうが、 親王の さいごに ふさわしい 描写で あると いえる。 

このように 護 良 親王の 肉体 は、 鎌 倉で 凶刃の ために ほ ろんだ が、 そのた ましい は吉 野、 熊 野の 山中で、 山 民の 

胸に 生きつ づけた。 柳 田 国 男 は 「熊 野の 山間で、 近代 最も 人望 ある 半神の 責人は 大塔宮 であった」 と 言って いる。 

そして その 例と して 「紀伊 国 続 風土記」 の 中の 次の 話 をった えてい る。 すなわち 西牟婁 郡の 栗栖川 村の 下 芝に は、 

護 良 親王が この 山中 を 通過した 折、 木地 を 作る 者の 小屋に 一泊して、 木地 職の 免許状 を あたえた ので、 その 村に 

ある 小 倉 山の頂 上の 地 を 木地 ケ平 というと ある。 

この 話に は 小 倉 山の 名前が 出て くるので 木地 星の 伝承に まちが いないが、 彼らが こうした 話 を 後生大事 にもち 

つづけて いると いうと ころに、 南朝と 山 民との 深い むすびつきの 一 端が 示されて いるよう に 私に は 田、； 3 われる。 
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あとに 掲げた の は 金子 貞ニ氏 著の 「奥 美 濃よ もや ま 話 三」 の 冒頭に ある 第 百 二十 八 話 「新 四郎さ その 一」 

と 第 百 二十 九 話 「新 四郎さ その 二」 である。 私 は 先日、 ながく 音信の なかった 旧友の 常住 郷太郎 氏から 一通の 

手紙 を 受けと つた。 開いて みると、 中に その 二つの 話の コピ ー が 同封して あり、 これに 関する いきさつが 「郡 

上」 第 七 冊に 出て いるから、 それ を 見て ほしいと 記して あった。 別送され てきた 「郡 上」 という 郷土 雑誌に 青木 

茂と いう 人が 文章 を 書いて いる。 それによ ると 青木 氏 は 一九 六 七 年 夏、 郡 上で 「奥 美 濃よ もや ま 話」 を 買い求め、 

その 冒頭に 出て くる 「新 四 郎さ」 という 人物が、 柳 田 国 男の 「山の 人生」 (大正 十五 年刊) の 語り 出しに のせた 惨 

劇の 主人公に ほかならぬ こと を 知って おどろい たと 述べて いる。 「山の 人生」 の 話と は 次の 文章で ある。 


今では 記憶して 居る 者が、 私の 外に は 一人 も あるまい。 三十 年 あまり 前、 世間の ひどく 不景気であった 年 

に、 西 美 濃の 山の 中で 炭 を 焼く 五十ば かりの 男が、 子供 を 二人まで、 鉞で 殺した ことがあった。 

女房 はとく に 死んで、 あとに は 十三になる 男の子が 一人あった。 そこへ どうした 事情で あつたか、 同じ 歳 
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くら ゐの 小娘 を 貰って 来て、 山の 炭 焼 小屋で 一緒に 育て \ 居た。 其 子た ちの 名前 はもう 私 も 忘れて しまった。 

何としても 炭 は 売れず、 何度 里へ 降りても、 いつも 一 合の 米 も 手に入らなかった。 最後の 日に 空手で 戻って 

来て、 飢ゑ きって 居る 小さい 者の 顔 を 見る のが つら さに、 すっと 小屋の 奥へ 入って 昼寝 をして しまった。 

眼が さめて 見る と、 小屋の ローば いに 夕日が さして 居た。 秋の 末の 事で あつたと 謂 ふ。 二人の 子供が その 

日当たりの 処 にしゃ がんで、 頻りに 何 かして 居る ので、 傍へ 行って 見たら 一生懸命に 仕事に 使 ふ 大きな 斧 を 

磨いて 居た。 阿 爺、 此で わたしたち を 殺して 呉れと 謂った さう である。 さう して 入口の 材木 を 枕に して、 二 

人ながら 仰向けに 寝た さう である。 それ を 見る とくら./^ として、 前後の 考え も 無く 二人の 首 を 打 落して し 

まった。 それで 自分 は 死ぬ ことが 出来なくて、 やがて 捕 へられて 牢に 入れられた。 

此 親爺が もう 六十 近くに なつてから、 特赦 を 受けて 世 中へ 出て 来たので ある。 そうして 其から どうな つた 

か、 すぐに 又 分ら なくなって しまった。 私 は 仔細あって 只 一度、 此 一件 書類 を 読んで 見た ことがあ るが、 今 

は 既に あの 偉大なる 人間苦の 記録 も、 どこかの 長 持の 底で 蝕ば み 朽ちつ X あるで あらう。 . 

これが 「山の 人生」 の 序文と も 称すべき 「山に 埋もれた る 人生 ある 事」 と 題す る 有名な 一文で ある。 あとに 述 

ベる 「新 四郎 さ」 と 比較 すれば、 話に くいちがいが ある ことが 指摘で きる。 「新 四郎 さ」 の 話 は、 岐阜県 郡 上 郡 

明 方 村 寒^に 居住す る 金子 信 一 氏の 話 を 金子 貞ー 一氏が 書きと めた ものである。 新 四郎は 金子 信 一 氏 宅に 作男と し 

て 出入りし ていた。 金子 信 一氏 は 新四郎 から 身上 話 を 四十 年 まえの 昭和 初年に 打ち明けられ ていたが、 それ はな 

がく 氏の 胸中に 秘めて いた ものである。 そして それ を 昭和 四十 五、 六 年頃、 金子 貞ニ 氏が 聞いて 「奥 美 濃よ もや 

ま 話 三」 に 収録した のであった。 

ところで 「新 四郎 さ」 は 「山の 人生」 の 話と 殺人の 動機が ちがって いる。 新 四郎は 二人の 子供 を 抱え、 妻に 先 
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立 たれた。 そこで 娘 を という 屋号の 家で 使っても らう ことにした。 文中に ビ ー というの は 女の子の 一般的な 

呼称で、 坊が 男の子の 一般的 呼称で あるのに 対応す る。 また ニイさん というの は、 この 文章で は 柿 洞の 旦那の 総 

領 息子 を 指し、 ネィ さん は その 若 嫁さん を 指して いる。 総領 は 十八、 その 若 嫁 は 二十 四で 姉 女房。 ビ ー はは じめ 

かわ、 がられた が、 ある 時分から 嫁に きらわれる ようになる。 嫁はビ ー が 自分の 夫 を 好きに なった ので はない か 

と 疑、、 邪 堅 こ あたり 汝ら す。 ある 日、 ビ ー は 嫁の 巾着 を 盗んだ という 疑い を かけられた。 巾着 はビ ー の 荷物 か 

ら 発見され た。 それ は 嫁が 仕組んだ もので あつたが、 ビ ー は 柿 洞の 家に いられ なくなって、 山に いる 炭 焼の 父の 

ところに かえって いき、 そこで 死にたい と拽ら す。 ビ ー に 同情した 父と ビ ー の 弟が 一緒に 死ぬ こと を 決心す る。 

「山の 人生」 と は 一家が 心中 を はかる 動機 は、 ちがって いる。 

柳 田 国 男の 晩， の 回顧録 「故郷 七十 年」 に は 柳 田 は 明治 三十 五 年 二月から 大正 三年まで 法制局の 参事官 をして 

いたと きに、 予審 調書な どの 関係 資料 を 読んで 特赦に 関する 事務 を 扱った ことが 記されて いる。 「山の 人生」 で 

一家、、" 中の 動機 を 「一 合の 米 も 手に入らなかった」 ためとい うの は 調書の ままな のか、 あるいは 柳 田の 記憶ち が 

、なのか。 そこ ははつ きり 分らない が、 新四郎 はき まじめな 男で あるから、 ありのまま を 取調 官に 語った こと は 

まちがいない。 とすれば、 柳 田の 記憶ち がいに 帰す ると 考える ほうが 自然で ある。 「此 親爺が もう 六十 近くに な 

つてから、 特赦 を 受けて 世 中へ 出て 来たので ある。 さう して 其から どうな つた か」 と 柳 田 は 言って いるが、 奥 美 

濃で 新 四郎は 生きて いた。 そして 新四郎 自身が 語った ほうが、 真の 動機で あつたと 私に は おもわれる。 人間 はせ 

つ。 よつ まっても 飢えの ために 自殺す る こと はすくない。 まして 山村に は 共同 扶助の 慣行が ながく 生きつ づけて い 

る。 しかし 人間関係の もつれに よって 窮地に 追い つめられる こと は、 田舎の くらしで ある ほど 起り やすい 

柳 田 ほどの 強記の 人で も 記憶ち がい は ある。 あまつさえ 彼 は 想像力 ゆたかな 詩人 的 資質 も そなえて いる。 こう 

して 師田 のなかで よ 独特な 唐景 がそ だってい つた。 「小屋の ローば いに 夕日が さして 居た」 という 箇所な ど は、 
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調書に はない 描写に ちがいない。 

私が そう 推断す る 理由の 一 つ は、 柳 田の 「遠 野 物語」 と、 彼に 物語の 素材 を 提供した 佐々 木 喜 善の 「東 奥異 

さむと 

聞」 との 文章と を 比 絞した ばあいに もお なじ ことが いわれる と 思う からで ある。 「遠 野 物語」 の 中の 有名な 寒 戸 

の 婆の 話 は、 若い とき 梨の 木の下に ぞうり を ぬぎすてた まま ゆくえ をく らました 娘が、 年老いて 帰って くる 話で 

あるが、 遠 野の 人 は、 風の さわぐ 日に は 今でも、 寒 戸の 婆が 帰って きそうな 日 だと 言い あう という。 

この 寒 戸の 婆の 話 は 「東 奥 異聞」 の 中で は、 前半 はまった くお なじで あるが、 後半 はちがつ ている。 老婆と な 

つて 帰って きた 娘 は、 毎年 やってくる ようになり、 そのたび に 大風 雨が あって 村 中が こまる ので、 とうとう 巫子 

山伏 を 頼んで 村 境に 石塔 をた てて、 この 内に はくるな と 言って 封 じこめ てし まった。 その後 は 老婆 はこ なくなり、 

その 石塔 も 大正 初年の 大 洪水のと きに 流失して なくな つ てし ま つ たという。 

この 二つの 話 を 並べて みると、 柳 田の 文章 は 後半 を 省略して いるた めに、 かえって 大風の 吹く 日になる と 村人 

の 波立つ 感情が 読者に も 伝わって くる。 しかし、 どちらが 物語の 最初の 形態に 近い かと 言えば、 佐々 木 喜 善の ほ 

うであろう。 なぜなら あまり 大風 雨が あるので、 それ を 封 じこめ ると いうの が 村人の 心情と して は 自然で も あり、 

物語と しての 結末 を そなえて いると 私 はおもう。 

「一字一句 を も 加減せ ず 感じ たるま \ を 書」 いた 「遠 野 物語」 も、 柳 田の 無心の 選択 をまぬ かれる こと はでき な 

かった。 ここにお いて 私たち は 忠実な 記録と は 何かとい う 難問の 前に 立ち どまる こと を 余儀なく される。 
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第 百 二十 八 話 金子 信 一 さんのお 話 

新 四郎さ その 一  一 

わしが 小学校へ 通うよう になった ころの こと、 家へ、 小間物屋 や 薬屋な ど、 行商人が 時た まやって きて、 ひとしきり 

世間ば なしに 花 を 咲かせて いた。 いっこうに 理解で きない こと も あるのに、 わし は、 その 明るい ふんいきが 好きで、 母 

の そばで、 じっと 耳 を 傾けた。 

ところが、 新 四郎さ だけ は、 この 在所の 人と いう こと もあって か、 見る からに 田舎 じみて、 口数 も 少なかった。 新 四 

郎 さは、 ビン ッケ 油、 時には、 塩 マス も 持って きた。 はげあがった 頭に 日焼げ した 顔、 袖な しの 上に 木箱 を 負んで やつ j 

てく る。 新四郎 さの 体中に しみついた 匂い を、 上がり端に 持ち込ん できて は、 もつ そりと 出て いった。 あの 独特の 句い- 

は、 今でも 鼻の 奥の 方で 感じる ことができる ほど だ。  一 

そのうち、 多分 年の せいだつ たと 思う が、 わしが 所帯 を 持った 昭和の 初年に は、 新四郎 さは、 商人 を やめて、 わしの 一 

家から 程近い 所で、 血縁の 人から 少しば かりの 野 を 借りて、 股 小屋 を 立てて 住んで いた。 まわりの 土地 を 耕す 程度で、 一 

さした る 仕事 もな さそうな ので、 家で は 新 四 郎さを 頼んで、 桑畑の 草むしり など を やって もらった。 日中 は、 休んで お 一 

くれ、 としきり に 声をかけても、 新四郎 さは、 大 夏の ァカ 炎天の 桑畑で、 二重に 曲がった ォジ をのば し、 のばし、 びつ 一 

くりす る ほど 能率 を あげた。  一 

「口 すぎさせて もらえる だけで も、 もったいない。」  ， 

と 辞退す る 新四郎 さに、 家で は、 一日 三十 銭 見当で 勘定した。 当時 は、 一人前の 仕事し で、 日当が 八十 銭 前後だった と 一 

思う。 新四郎 さは、 僅かな お金 を、 何度もお しいた だいた。  1 

一人 住まいの 垢 じみた 老人 を、 それ も 泊り込みで 頼んで くると、 わし か 家内 か、 新四郎 さの 散髪 をして 洗って やる こ „ 

とに していた。 涙 を 流さん ばかりに 恐縮す る 新四郎 さに、 身ぎ たない 老人 を はばかる 心の 片 すみ を、 見す かされ はし ま 

いかと、 その都度、 いささか 後ろめ たさ を 感じた。 

どしゃ 降りの 日で も、 新四郎 さは、 雨が 落ち やめば、 いつでも 仕事に とりつける ように、 きちんと 身 仕度 をした。 そ 一 
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れ から、 台所の 片隅で、 右 肘 をつ いた 窮屈な かっこうで、 決まって目をっぶ^-てぃたひ 

「新 四郎 さ，'」 

と 呼ぶ と、 そんな 時、 新四郎 さは 静かに 目 を あけて、 

r ハ アイ」 

やさしい 返事 をした。 新四郎 さの 耳 は いつまでも 近かった。 

「新 四郎 さは、 草取りの 名人 やの ー」 

「ォ レが取 るんで な いわいな。 行者 様が 取って くださる の やで。」 

r ォレが 死んだら、 大 勧進 様が 迎えに 来て くれる とおつ しゃった で、 ォレ はいつ 死んでも ありがた いがの。」 

新四郎 さは、 大した 信心 者であった。 貧しい 行商の 老人が、 善 光寺へ 納めた 志が、 なんと/めて 三百 五十 円。 善 光寺 

の 方で も 奇特な ことと、 格別な はからいが あり、 この 人に ついて 詣 るの を、 人々 はたい へん ありがたく 思って いたよう 

だ。 たとえば、 新四郎 さは、 善 光寺で は、 大 勧進 や 尼 宮様のお 膝元 近くで 法話 を 聴聞 するとい つた、 特別の 待遇に あず 

か つ たので ある。 

その 朝 は、 夜来の 雨が 軒 場に 音を立て ていた。 春蚕が かたづいた ばかりの 家の 中には、 なんとなく ほっとした 感じが 

漂い、 珍しい ことに、 新四郎 さと わし だけが 台所に 取り残された。 例の ように 目をつぶって 休んで いた 新四郎 さが、 ひ 

よ つ と 身 を 起こす と、 

「おとうさん！」 

と 呼んだ。 新四郎 さは、 こども や 家内な みに、 わしの こと をこう 呼んで いた。 

「おとうさん は、 りこうな お 人 やで、 口に はしな れんが、 この ジッサ マの こと は、 スィ ほど 聞いて 知つ とる やろう けん 

どな。 ォレ は、 いっか いっぺん、 おとうさん にだけ は、 ォレの 口から ジ 力に 聞い といて もらおうと 思つ とったん や。」 

ああ、 あの 日、 新四郎 さが、 時には 絶句し、 時には、 涙 を 流し、 真剣な まなざしで 語って くれた、 あわれに もいた ま 

しい 彼の 一代記。 わし は、 胸の つぶれる ような 思いで 聞き入った。 口の 重い 新四郎 さが、 触れたくない 思いの 底まで も 

明かして くれた この ひととき。 いったい、 私 を 通して、 冷い 世の中に 何 を 訴えようと したので あろう か。 
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わし は、 それから 四十 年、 いっか は、 語らねば と 思い 続けた。 さて、 今 それ を 思い立って はみ たもの の、 はたして、 - 

その 真意の 幾分で も 伝える ことができる であろう か。  ； 

ォレ は、 知つ とざる たち、 水 呑の ヌ カオ ジ での。 そんでも、 おかげで 体 だけ はきつ うて、 仕事で はそう 負けなん だ わ 

いの。 こども あがりの 時から 山へ はいって、 炭 を 焼いたり、 ナギを 作ったり での。 せいだい 働いて、 いっか は、 できり 一 

や 在所に 家で も 持てん かと 思っての。 

おあたえな もんで、 家内 も いのちがけ 働き やる し、 一姫、 ニ太郎 といった ぐあいに 子 もで きたしの。 まあ、 極楽み た 

いなもん じ やった わい の。 そうしょった とこが、 家内が どうも 二人目の 子 を 生んで から 弱うての。 苦に はしと つた もん 

の 楽 もよう さぜ ずに、 あっち こっちし よお る うちにつ いづいだ しかなん だ わい の。 

五つの ビ ー と 乳飲み児 を かかえて、 夜 さり やなん、 こどもより、 ォレの 方が さけい 泣きたかった わい の。 もろん 後妻 

の 来て やなん ないし、 そんでも、 ようした もんでの、 こどもん たまめ なお かげでの、 四、 五 年 は 知らん 間にた つたわい 一 

とお  一 

の。 ビ ー は 十に なった し、 坊も 独り遊びせ るよう になった しの。 

かき ぼら  一 

ビ ー の 方 は、 はやけ つこう 間に合う し、 放いて やる の はこ わかった けん ど、 そう も 言つ とれんでの、 柿 洞で 使っても 

らう ことにしたん やった。 柿 洞の 旦那 さま は、 明 方で も 名の 通った 知恵者での。 村の 役 も いくつか やらした ことの ある- 

真つ すぐな お 人 やった がの。 不思議な ソロ パンの 使い手で、 簞笥の 中へ 鍵 を 入れ 忘れた なり 錠 をお ろいて、 開け れんで： 

弱って まった 衆が の、 旦那 を 頼んで くると、 旦那が、 二 丁の ソロ パン を パチパチ はじいて、 何やら 口ん 中で 唱えさつ せ 一 

ると いと、 ビ ー ンと 音を立てて 錠が あいたって いうでの。 そう やけん ど、 旦那 は 堅い 人 やった で、 悪い ことせ ると ダチ i, 

カンと いう ことで、 だ，' れね も、 いっせつ 教えさつ せんて こっち やった。 柿 洞の 家 は、 その 人の つれあいとの、 総領 息 „ 

子と 病気が ちな 妹と、 それから、 若 嫁 さの 五 人家 内での。 総領 は、 その 時、 まんだ 十八 やった が、 身の 丈が 五 尺 四寸、 

米 七 斗 はらく に 差 上げる というく らいの 力持ちでの、 顔の 浅黒い、 よつ ころえ え 男 やった わい の。 

若 嫁 さは、 これが また、 二十 四で、 姉 女房で はあった がの、 この 界隈き つての きりょよ しじ やった。 そんで、 こども 一 
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のない のが 玉に きず じ やなん て、 ケチ つける のが 関の山 じ や つたわい の。 

ォレ はの、 柿 洞で 使って もら や 頂上 やと 思つ とった が、 思いの 通り、 ビ ー は かわいがって もらっての。 これ は、 旦那 

さまが おくれた、 これ は、 ニイさん が 町で 買って きとくれ た、 これ は、 ネィ さんに もらった なんてての。 たまに 山へ 帰 

つてく ると、 半襟 や、 赤い 鼻緒の 下駄 や、 色 とりどりの タケ ナガなん か を 持って きて は、 見せた こっち やった。 

二 年た ち、 三年た ち、 こぎれいな シコで 帰って くる ビ I が、 見る たんびに 娘ら しょうな つてい くもんで、 ォレ は、 ヮ 

イセ リゃ、 ど こぞえ えと こへ 縁づ かせて もらえる もし れん、 そんな こと を 思った わい の。 

そうしょった ところがの、 ええ こた 長う 続かん もん や。 五 年 目の 年の 夏に なり かけた 時に" ひ よんな ことが 起きての、 

ォレ は、 生き地獄へ 真逆 さまに 落ちて まった わい の。 


第 百 二十 九 話 

新 四郎さ その 二 

朝から 松蟬の 鳴く、 なま だるい 日 じ やった。 坊と 二人で 昼飯 を 食って 休ん どったら の、 下の 方から ビ ー が 上がって く 

るん じ やん な。 いつつ もなら、 姿 も 見えん うちから、 おとつつ あん！ なんてて 呼ば るん じ やに、 その 日に 限って、 下 

向いて、 のろのろと そばまで 来ての。 ォレの 顔 見るな り 泣き だしゃつ たんじ や。 こり や 唯 事で はない、 と 思う と 息が と 

まるよう な 気がせる し、 黙つ とって はわ からん、 早う わけ を 話せって て 怒った ところが、 かわえ えね、 おまいた、 ま ー 

ず、 聞いて くだれ。 あの 子が 言う に はの、 こんな 始末よ。 

どんな 時で もやさ ひょうしと くれた ネィ さんが、 正月 ごろから、 どうも わたしに だけ、 機嫌 を わるう しなれ るん や。 

何 を 聞いても、 ぢ みに 返事 もしと くれん し、 手伝おう とせる と、 わたしが やる でえ えって 言い なれる。 こわい、 こわい 

と 思って、 黙って 仕事 をし とる と、 おまい、 そう つんつん しとるな よ、 つて 言われる。 わたし は、 おとつつ あん、 どう 

しょう もなかつ たんや。 そうしょったら、 こないだ、 ひょっと こんな こと を 言いない た。 
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「おまい、 ニイさん が 好きなん やろう！」 

ネィ さん は、 そう 言って、 おそがい 目つ きで、 わたし を じっと見 といでた。 どうして こんな どい やらし いこと を 言い 

なれ るん やしらん と 思う と、 泣けて きて、 ちっとも ねれなん だ。 そんで、 いっぺん、 おとつつ あんに 話いて 相談 せんな 

らんと 思よ お つ たんや。 

この間 帰った ばつ かやに、 なんてて 頼もう かしらん、 そんな ことばつ かり 思って、 ゆん ベが た、 わたし は、 清水で 菜 

を 洗って な、 家へ はいらす と 思ったら、 台所で 家の 衆が、 いかいな 声で、 喧嘩み たいな こと を 言よ おいでた。 なん やろ 

うと 思って 台所へ はいって いくと、 みんなが 急に 黙って まいない た。 わたし は、 どうしょう しらんと 思って 立つ とった 

ら、 旦那 さまが、 言いない た。 

「まあ、 そこへ 座れよ。 ところで おまい、 まさか 人の 物に 手 を 出す ような こと はしと らまい な。 嫁の 指輪の はい つ た 巾着 

がのう なって、 こないだ うち 捜いた けん どな いんじゃ。 嫁がもう おまいし かないって 言う で 聞いて みるん じ やが …… ご 

わたしが、 ぶるぶる 震って、 黙つ とる と、 

「ひと を 疑う つて こた わるい けん ど、 このままに しとき や、 かえって おまいの 立場 も わるいで、 おまいの 荷物 を みんな 

出いて きて、 見せて みよ。」 

つて、 また 言いない た。 わたし は、 そう や、 そうせり やわ かる こっち やと 思って、 身上 ありあい 持って きて 見せたん や" 

そしたら な、 おとつつ あんよ、 なんて こっち やろう、 行李ん 中から、 ネィ さんの 赤い 皮の 巾着が 出て きたん じ やが な。 

旦那 さま は、 どえらい 声で、 

「おまい はお そがい 子 やな。 なんというな さけない こと をし たんや。 そんな 子 は、 たった今 出て つても らいたい が、 お 

まいの こと を 頼まつ せた おとつ つ あんに 面目ないで、 いっぺん だけ は ご免して やる がな。 今度 あったら 合点 せんぞよ。 

ここね おれん ようになったら、 もう、 おまいの 行く とこ はない ぞ よ。」 

つてて、 怒ん ないた。 あんに やさしい、 なんでも わかつ とくれ る 旦那 さまが、 どうして わたしの こと を わかつ とく れん 

の やろう。 

^ん ど、 おとつつ あん、 絶対 わたし は 知らん の やで。 だれかが 入れと きないた にちがいないん な。 わたし は、 一分 も 
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早う おと ゥゥ あんに 逢いたい V これ，^ ら黙 ひて 爆ろうかと- - 何 べん も 考えて みたけん ど、 辛抱し たんや。 ゆん ベ は、 1 

晚中、 泣いて や 考え、 考え や 泣いて、 明け方に やっと わかつ たんやけ ど、 おとつつ あん、 わたし は 死ぬ しかな いん や。 

このまま おいて もらつ とっても、 おんな じょうな ことが 起きる ような 気がせる し、 そんな ことで 暇 出されり や、 旦那 さ 

まが 言いない たたち、 わたしの 行く とこ はな いん や。 おとつつ あん、 わたし を 殺い とくれ。 おつかさん とこに 行かし と 

くれ。 わたし は、 もう 柿 洞へ は 戻らん つもりで つ 黙って 出て きたん やで。 おとつつ あん、 ご免し とくれ よな あ。 

そう 言って、 あの 子 は、 ォレ にしが みつくし、 黙って 聞い とった 坊 までが、 ネィ ちゃんが 死 ぬん なら、 ォレも 殺い と 

くれって て 泣く しの。 二人の こどもに 両 万から しがみつかれて、 ォレの 体 は こわばって、 どうこうの 勘考 もっかずに、 

三人が ひとかたまり になって 泣く しかな か つたわい の。 

聞いて みり や、 かっぷく もええ し、 きりょう もまん ざら でない この 子 は、 これからが 娘盛り、 いっくら べっぴん でも、 

子の ない ネィ さんが、 この 子に リン キ さっしても 無理の ない こっち や。 といって、 そんな 当て推量 は 通用 せんしの。 

ォレ は、 頭が 狂つ たんか、 それとも 死に神が とつつ いたん かしらん が、 その 時、 こり や、 この 子の 言うた ち、 三人で 

一緒に 死ぬ が 一番 やと 思えて きての。  . 

「そうか、 そんなら、 そうせん か。 三人で 一緒にお つかさん とこへ 行かまい か。」 

ォレ がそう 言う と、 こどもたち は、 おとつつ あん も 一緒 か、 と 急に 元 気づいての。 まるで、 珍しい とこへ でも 遊びに 

出かける 前みたい に、 二人で 向かい合って、 

「これが おつかさんで、 これ はわた し、 これが おとつつ あんで、 これ はおまい。」 

こんな こと を 言って や、 石 を 並べと つた。 ォレ は、 その そばで、 キリ ヨキ をと いだん や。 

切り 台に する 丸太 をす えて、 ナラの 立 木に 荒繃を 掛けて ォレの 死に場所 を 決め、 二人の こども は、 こうこうこう して- 

こう 切って、  ォレ は、  そっから、 こうこう 歩いて、 こう 首 を 掛ける。 しぞくな わんよう に なんべんも 足 を 踏んで みて 

から、 ォレ は、 こども を 呼んでの。 

「おまいた ち、 いよいよ、 おつかさん とこへ 行 くんじ やが、 痛うても 声を立てる なよ。 目をつぶって、 おつか さんの 方 

を 見と るん じ や。」 
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争 3 の 根が とまる ほど、 しっかりと こどもの ァゴを 丸太に かけさせて、 ォレ は、 イナ ズ マの ような 勢いで、 一気に 二人 

の 首を切って はなす と、 その 足で とんで いって、 荒 織に 首 を 引っかけた わい の。 

これで、 三人 一緒に 家内のと こへ 行けたん なら、 なんの 苦 もなかつ たんじ やが、 業の 深い 話よ な。 ォレ だけ 生き残つ 

ての。 

正 気づいて みり や、 ォレは 切れた 織の 下に、 ひっくりかえつ とったん じ や。 まんだ、 恥ずかしい、 あさまし いこつち 

やが、 手 を 合わせた まん ま 死ん どる こどもたち を 見たら、 急に 死ぬ のがお そごうな つての、 山 を とんで おりて、 生まれ 

家へ 倒れ こんだ わい な。 はや その 時 は、 いちの くれやった。 

「殺して くれ！ 殺して くれ！ と、 おまい は、 おそがい 顔して 走って いったな。」 

と、 あとから 人様に 言われても、 ォレに は、 さつば り 覚えがない がの。 

警察の 調べに、 ォレ は、 なんにも 言う こと はない し、 こうじ やろう、 と言われ や、 首 を 縦に 振る だけでの- 

新四郎 は、 貧乏した 末、 一家 心中 をし ぞくな つた、 という ことで、 三年の 懲役。 その 三年の 間、 腑 ぬけの ォレ は、 は 

たから は、 クソ まじめな 男と 見られ、 出て くる 時には、 所長から たいへん 褒められた わい の。 あの 日、 おいて 逃げた 二 

人の こども は、 リ ソゥチ (埋葬地) の 草の 中に 埋めて もらって おやった が、 ォレ は、 そこに 伏さって、 ひとりで、 泣け 

る だけ 泣いた わい の。 

それから のこと は、 おとうさんが、 知つ といでる たち、 人様のお かげで、 きょうまで 生きさせて もらった がの。 思 や- 

お  とうさん、  あの 子ん たは、 仏の 化身に 違いな いわいの。 

新四郎 さの 話 は、 あらまし、 このような ものであった。 新四郎 さは、 晩年、 生まれ 家の 近くの 小屋で、 波瀾に 満ちた 

生活 を 終わった。  . 

木 方言 抄 ォジ をのば す (腰 をのば す) おそがい (おそろしい) いかいな (大きな) いちの くれ (たそがれ 時) せい 

だい (一所懸命) ヌ カオ ジ (弟 どもに 対する 蔑称) ワイセ リャ (もしかすると) …… 以上 「奥 美 濃よ もや 
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ま 話 三」 から 抜粋 ひ 
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霜月 祭 


今から 十 年 ほど まえ、 信 州の 遠山 を 故郷と する 友人に さそわれて そこに 伝わる 霜月 祭 を、 幾年 かつ づけて 見た 

ことがあった。 遠山と いうの は 天 竜 川の 東側の 谷の 呼称で あり、 南北に ほそくな がくの びた 谷に、 程 野、 木 沢、 

上 村、 和 田な どの 集落が 点在し、 毎年 十二月の 初旬から 中旬に かけて、 各 集落で 一晩ず つ 霜月 祭 をお こなう。 

霜月 祭で は、 神社の 拝殿に 粘土で つくった かまど をす え、 大 釜に 湯 をた ぎら せて 「湯 立て」 神事 をお こなう。 

神 名 帳 をよ みあげる まえに、 アン ャハ ー という 合言葉 を 入れながら、 神楽 歌 をうた うが、 その 一 つ 

冬く ると 誰が 告げ つら きたぐにの しぐれの 雲に のりて まします 

という 歌が 私 は 好きだ。 この 神楽 歌 は 本格的な 冬に 入ろうと する 遠山 谷の わびし さ を 伝えて いると 共に、 祭 を 

迎える 村人の 心のと きめき も 伝えて いる。 しぐれの 雲に のって くるの は 「冬」 であると 共に 祭りの ためにお とず 

れる 「かくれた 神」 でも ある。 しぐれに 思い をよ せる 宗祇、 芭蕉の 伝統 意識が ここに 生きて いる。 自然と 神と を 
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切り はなせない 日本人の 伝統の 独自の 形が この 歌に たしかめられる。 祭の 「鎮めの 湯」 の 神事の ときには、 

ももち 

しずか なれ しずか なれ 精 しずか なれ 深山の 百 千の 精 もしず かなれ 

という 呪 言 をと なえて、 釜の 上から 湯 木で おさえて たたく 所作 をす るが、 これ は 深山の 精霊に 対して、 しずま 

れ とい う 命令 の 文 を 発し ている ので ある。 

霜月 祭 は 夜が ふけて いくと 最高潮に 達し、 午前 二 時 ごろの 拝殿 は 参会者で 一杯になる。 烏帽子 や 水 干の 装束 を 

つけた 人た ちが、 長い 袖 を ひるがえし、 ャマ ドリ ゃム ササビ のように 舞う。 その あいだ も、 吹きなら す 単調な 笛 

にの せられて 老若男女 はくり かえし 

八播 さま もよ く 舞うよ 山 住さ まもよ く 舞うよ 

と 合唱す る。 山 住さ まと は 狼 を 御 神体と する 山の 神で、 遠 州に 山 住 神社が ある。 夜明け 近くなる と 狼の 眷属の 

狐の面 をつ けた 人が 赤い 上衣 を 着て 出て きて、 見物人と 一緒に 舞う。 それ は 拝殿 内の むせかえる 熱気の なかで 幻 

をみ るよう な 光景で ある。 さいご は 鬼の 面 をつ けた 天 白、 つまり 天狗が 登場して 祭の 終わり を つげる 所作 をす る。 

私 はかって、 民俗学と は 「神と 人間と 自然の 交渉の 学」 であると 述べた ことがあ つたが、 遠山の 霜月 祭 こそ は、 

神と 人間と 自然の 動物 や 精霊た ちが 入り まじり 一 夜 をた のしむ 祭に ほかなら ない。 私 はこの 祭に 参加 するとき、 

遠い 祖先の 生活の 上に も、 その ような 幸福な 時代が あ つたので はない かとい う 感慨 を 禁じ 得な いでいる。 
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風の 便りと いう 言葉が 今日よりも 何十 倍 もの ふかい 実感 を こめて 使われて いた 時代が あった。 琉球 列島の 最西 

端に ある 与 那国島 を 大正 十二 年に おとずれた ある 旅人 は、 その 島に 郵便局 もな く、 また 電報もう てず、 島 外との 

連絡 はまった く 風 まかせの 便船 次第と いう 状態 を 伝えて いる。 私 はこの 話 を 本で 読んだ とき、 はじめて 風の 便り 

という 語の 深刻な 意味 を 了解した。 帆船に よっても たらされる 消息、 それが 風の 便りだった の だ。 

初秋から 仲秋に かけて、 つまり 旧の 八、 九月 ごろに かけて 吹く 北東 風はァ オギ タと 呼ばれて いる。 これが 吹く 

と、 夏 は 去り、 海 はにわ かに 青々 とした 様相 を呈 する。 昔 北海道から 日本海 を 南下す る 船はァ オギ タを 帆に 受け 

てきた。 九州から 「道の 島」 づたいに 沖繙 へいく とき もァ オギ タを 利用した。 沖 繙ゃ奄 美から 北へ 帰る に は、 あ 

くる 年の 旧 五月の アラバ ェと 称する 南風が 吹く まで 待たねば ならなかった、 と 民俗 誌に 記されて いる。 

このように 帆船 時代の 薩 摩と 南 島との 交流 は 一年に 一 往復と いうの がふつ うであった。 船び とたち は、 かえり 

の 風 を 待って 一 年の 大半 を 他郷です ごした。 身辺の 世話 を やく 土地の 女との 交情が 別れ をつ らくす る こと も あつ 

た。 それ は 風に いろどられた 物語であった。  . 
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薩 摩の 軍勢が 十七 世紀の はじめに 琉球 国に 侵入して、 国王の 尚 寧 を 捕らえ、 北の方、 薩 摩に 連れ去った。 その 

あいだ 王妃 は 国王の 帰国 を ひたすら 待ち のぞんで 作った 歌が 琉 球の 古 謡 集 「おもろ さう し」 にお さめて ある。 

まにしが まね まね ふけば あんじお そいて だのおう ね どまち よる 

歌 は 「まにし」 (真北 風) がしき りに 吹く と 「あんじお そいて だ」、 つまり 国王のお うね (御船) が 待 たれて な 

らぬ、 という 意で、 ここに も、 風に まつわる 哀切な 物語が 見られる。 

私 は 十 年 まえに、 宮 古島の 属島の 大神 島で トヨミ ャニシ という 風 言葉 を 聞いた。 トヨ ミヤ (豊見 ン という 

の は、 宮 古島の 古代 豪族に かぎって つけられた 尊称で ある。 トヨ ミヤた ち は、 南風 を 利用して、 沖繾 本島に おも 

むき、 首 里 王府の ごきげん をう かがう のがなら わしであった。 トヨミ ャニシ は、 豪族が 宮 古島に かえって くると 

きの 船の 帆に 受けた 北風と いう ことから 名づ けられた もので、 それが 今な ぉ大神 島で 使われて いる 季節風の 名称 

であるのに、 おどろき、 感動した。 

日本海 沿岸で は、 船の 帆 を まきあげたり、 おろしたり するとき に 使用す る 滑車 を セミと 呼んだ。 この セミの 音 

を 聞いて、 どこで 作った 船 か を 判明した という。 セミの 音が 知りたい 人の 消息 を 伝えて いるよう な 気がして、 そ 

の 音に 耳 を かたむけ、 なつかし さ を 禁じ 得な か つた 者 もあった にち が パ ない。 
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熊本県の 南部 は、 山が 海ぎ わまで せまって いるので、 汽車 は 幾 十 もの トンネル をく ぐり 抜けながら 海 ぞい を 走 

る。 湖水の ように おだやかな 不知火 海が 車窓から 手のと どく 近 さに ひろがつ ている。 やがて シ ラスの 台地が 見え、 

川原の 石が 白く 光り、 はるかに チッソ 工場の 煙が あがって いるの を のぞむ 個所に さしかかる。 私 は 旧制 中学のと 

き、 熊 本 市から 帰省す るた びに、 この 光景に 胸 をた かぶらせた。 私の 家 は 水 俣の 町な かに あつたが、 線路まで 数 

分のと ころだった ので、 私が 休暇 を 終えて ふたたび 熊 本に 帰る ときには、 町の 開業医であった 父 は、 白い 診察 着 

のま ま、 線路ぎ わまで 足 を はこんで、 車窓の 私 を 見送る こと もあった。 

長男だった 私 はとう ぜん、 家業 をつ ぐ ものと 期待され ていたのに、 さっぱり その 気 はなく、 文学 書 を 読み ふけ 

り、 学校の 授業に は 何の 興味 ももて ず、 歌 を 作る ことに 余念がなかった。 

水 侯の 冬 は あたたかく、  二月の 半ばに もなら ない のに、 春雨の ような 雨が 音を立てて 降り、 雷 を ともなう こと 

もあった。 
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きさらぎ も 半ば ゆかぬ にお どろし く 山峡の 夜 を 雷鳴り すぎな 

夏になる と、 海べ に 近い 私の 家の 二階に は、 昼間 はたえず 海から 微風が 吹き、 夜 は 山から 涼風が 吹いた。 夏の 

休暇のと き、 私 は 風に 吹かれながら、 ほしいままに 読書 をた のしんだ。 時には 舟で 海に 出て 釣り をす る こと も あ 

つた。 

潮 ふくむ 風 を 痛み か 手に 粗く あわれ 冷たき 帆綱の しめり 

た だ に 蒼く 海面 は 暮れ て さびし けれ おびただし くも 青 藻 流れ 来 

休暇が 終わる とっき あっていた 友人た ちと も 別れねば ならな か つ た。 

別れと はかなし き 謂 かかな かなの 鳴きし く 坂 はく だれ ど 遠し 

私 は 水 俣の 町な か を 流れる 川の ほとりで 生まれ、 小学校の ときまで 故郷です ごした。 それ は 私の 人生の 午前の 

時間に 相当す る。 しかし 水 侯 病の 発生 以来、 幼少の ころの こと を 思いだ すの が、 うまくいかなく なった。 そのこ 

と を もっとも くやしく 思って いるの は、 私 を ふくめた 水 俣 を 故郷と する 人び とで ある。 しかし 水 侯び との 野の 草 

のよう な ひっそり とした 歎きに は、 水 俣 病に 関心 を もつ 人た ち も 気がついて いないよう である。 
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寺山修 司に 半年ば かりまえ 一度 会った ことがある。 彼 は 金の ボタンの ついた 制服の ような 上衣 を 着、 か 力との 

高い クッを はき、 いまだに 少年の ような 顔 をして、 下 北な まりが 残って いる 口ぶりで 話しかけ てきた。 私 は、 ま 

えに 彼の 歌集 「田園に 死す」 を 愛誦して いた こと を 思い出した。 しかし 彼と しゃべつ ている とき は そのこと は 言 

いそ びれ た。 

彼の 「田園に 死す」 は 原罪 意識が 血の なかの 乳の ように まざって 流れて いる 歌集で ある。 その 原罪 意識 は、 少 

年の 日の 彼の 決定的な 不幸 さが 発見し、 そだてた ものであった。 彼の 歌 は 現代の 御詠歌で ある。 極楽 を 志向す る 

ので はなく 地獄 を 志向 するとい う 点に、 彼の 逆説的な かなしみが ある。 

有名な の は、 

間引かれし ゆえに 一 生 欠席す る 学校 地獄のお とうとの 椅子 
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とレぅ 歌で あるが、 そのほか にも 

まだ 生まれざる おとうとが 暁の 曠野の 果てに 牛 呼ぶ 声ぞ 

という 歌 も ある。 このお とうと は 寺 山の 分身で あり、 彼の きびしい 少年 期に あって、 自分自身への いたわり を 

見せる ときの 架空の 人物に ほかなら ない。 という ことに なれば、 あかつきの 曠野 は 彼の 生まれる まえの 風景への 

郷愁の ような ものである。 あるいは また 彼の 原罪 意識が かい 間 見せた 心象 風景で あるか も 知れない。 どこか 宗教 

画の 趣を呈 している。 

寺 山の 歌に はもう 一 つの 特徴が ある。 それ は 意表 をつ く 彼の 偏奇な 表現が 物語 を はらんで いるかの ように 思わ 

せて いる こと だ。 たとえば 

売りに ゆく 柱時計が ふいに 鳴る 横抱きに して 枯野 ゆく とき 

という 歌な ども、 なに か 物語の 種子め いた もの をた くわえて いる。 寺 山の 歌 は、 夢野久 作の r 激奇 歌」 と 題す 

る 一連の 短歌に 通じる ものが ある。 夢 野の 短歌 は 

血 だらけの 顔が 沼から 這い 上る 俺の 先祖に 斬られた 顔が 

と 言った ような 妄想と 強迫観念 を 主にした もので、 秀作 はすくな いが、 時間 を 逆に まわして i 去に 遡行しょう 


とする 傾向 は 寺 山と 共通して いる。 土俗 的な 文体 を 駆使して、 奇抜な 逆説 を もて あそぶ 点で も、 寺 山と 夢 野 は 共 

鳴し あってい る。 青 森と 九州と いうかけ はなれた 風土に、 このような 精神的 血脈 を もつ 作家が 誕生した ことに 私 

は 興味 をいだ く。 

寺 山に は 下 北の 山野に 鳴る 風の ような 民間の 伝承へ の 信頼が あり、 夢 野に は 海外 文明 を いちはやく 接受した 先 

進 地域の 歴史 感覚が ある。 しかし 私 は その 双方の 作品に かすかな 原罪 意識の 匂い を かぐ。 飢饉と 間引きの 風土の 

もつ 原罪と、 大陸 進攻の 尖兵の 足場と なった 風土の 原罪と が、 はからずも 彼らの 作品 を、 生まれる 以前の 過去 ま 

でさかの ぼらせ ている ので はない か、 と 私 は 想像して みたくなる。 
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日本人が これまで 伝えて きた 民俗 慣習に は 動物に あやかろう とする ものが すこぶる 多い。 越 中から 東北に かけ 

て は、 産屋 を 「巣」 と 呼んで いる。 これ は 人間の 出産 を 動物の 産卵に 見立てた もの だと 私 は 考えて いる。 昔 は 産 

屋には 砂 を 敷き、 その上に 藁 を 重ね、 更に その上に ゴザゃ ムシ 口 をお いて 出産した。 床 も 張らず、 畳 も 敷かない 

ことが 産屋の 特徴だった。 出産の 場所が 独立した 家屋の 産屋で はなく、 母屋の 土間 または 納戸な どが 産室に あて 

られた 場合で も、 この 慣習 は 変わる ことがなかった。 畳が 敷かれ 床板が 張って ある 部屋で あっても、 それ を わざ 

わざ 剝 がし、 土間の 上に 1^ を まき 藁 を 敷く という 念の 入った こと をす るの は、 旧来の 慣習 を 忠実に 守りつ ぐ 常 民 

の 保守性の あらわれに ちがいな いが、 それと いうの も 深い 理由が あるから だと 私 は 思う。 奄美 ゃ沖繙 では 若返り 

の 水、 再生の 水 を 「すで 水」 と 呼ぶ。 ェビゃ 力 二 やへ ビが 脱皮す る こと、 また 動物の 卵が 孵化す る こと を 「すで 

る」 と 言って いる。 奄美 では 孵化した 卵 を 「すで 子」、 孵化し ない 卵 を 「す も 子」 と 言って いる。 鶏に 卵 を 生ま 

すため に、 巣に 残して 置く 卵の こと を 「すまぶ り」 というが、 これ は 巣 守りの 転化で あると、 金 久正氏 は r 奄美 

に 生きる 日本 古代 文化」 の 中で 述べて いる。 「巣 守り」 は 古代 日本で は 「巣 守り J と 呼んだ。 卵が みな かえって 
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巢 立った あとに、 孵化し ないで 巣の 中に 残った 卵 を 「す もりに なり 始む るかり のこ」 と 宇津 保 物語 は 記して いる。 

こうした ことから して 誕生、 再生、 脱皮 を 意味す る 「すでる」 という 語 は、 明らかに 「巣 出る」 の 転化で あると 

金 久正氏 は 言う。 

そうだと すれば、 産屋が 「巣」 と 呼ばれて きた こと も 納得が いく。 鳥が 卵から 雛に かえって 巣から 出、 力 二 や 

ェビ やへ ビが 甲羅 を 脱ぎ、 皮 を 脱ぐ のと 同様に、 人間 もまた 産屋 を 動物の 巣と 見立てて、 そこから 誕生 するとい 

う 考え を もっていた。 そこで、 鳥獣の 「巣」 にあ やかって、 砂 や 土の 上に 藁 を 積み重ね、 床板 や 畳が あるば あい 

は、 それ を わざわざ 剝 いで、 子供 を 産まねば ならなかった。 

「古語 拾遺」 に、 トヨタ マ ヒメが ゥ ガヤ フ キア ェズの 命 を 生む とき、 海の なぎさ 近くに 産屋 をた てた が、 トヨタ 

マ ヒメに 仕える 役の 男が 箒 を 作って 蟹 を 掃った ので、 蟹 守と 呼ばれ、 それが さらにの ち は 掃 と言われる ように 

なった と ある。 この 話 は、 産屋の 底に 砂が 敷いて あつたので 外から 蟹が 入り こんで きた こと を 推定させる。 もち 

ろん それだけで なく、 蟹が 「すでる」 動物で ある ことが、 産屋との 関連に おいて 語られて いるので ある。 トヨタ 

ま どこお ぶす ま かや 

マ ヒメ はゥ ガヤ フ キア ェズの 命 を、 真 床 襲 衾と 草に 包んで 猪に おき 去りに して、 海 神宮に かえった。 襲 衾の 襲 は 

「おそい」 という。 沖繙 では 「うすい」 と 転訛して 今日で も 使用され ている。 臥して いる 子に 着物 を かけて やる 

こと を 「衣う すい」 といい、 親鳥が 卵 を 抱いて いるの を 「卵う すと ー ん」 という。 トヨタ マヒ メが 生まれた ばか 

りの 子 を 真 床 襲 衾と 草に 包んだ というの も、 こうした ことと 無縁で はない。 今日で も 生まれた ばかりの 赤ん ぼに 

は、 数日間 は あたらしい 産 衣 をつ けさせず、 ボ口 着物で 包む。 

卵の こと を 与那国 島で は カイコと 呼んで いる。 カイ は 貝、 峡、 蚕な どと 同じように 閉ざされた 物に 使用され る 

言葉で ある。 古代に は 産屋に は 窓 をつ けず、 戸口 も 泥で 塗りつぶして 子ども を 生んだ、 と 記紀 は 伝えて いる。 こ 

のこと は 卵の ように 密閉され たもので ある ほど、 生命の 誕生 もた しかで あると 古代人 は 考えた こと を 示して 、. る。 


307 畏 こき 神 


今でも 生まれた ての 子 を 日光に 当てる こと を 忌む の は 全国 共通の 民俗で ある。 この 慣習 は 外 光が 産屋の 中に 入り 

こむ の を 避ける のとお なじ 意味 を もつ のであろう。 

ゥ ガヤ フ キア ェズの 命 は、 産屋の 屋根に ゥの羽 を ふく 暇 もな く 生まれた 子ども だから、 そうした 名 をつ けられ 

たので あるが、 ゥの 羽で 産屋の 屋根 を ふくと いうの は、 ゥが魚 を 楽々 と 呑み こむ ことができ るのに あやかって、 

産が かるい ようにと いう 願い を こめた ものに ちがいない。 ゥの 羽で 屋根 全体 を ふくと いう こと はでき ないから、 

ゥの羽 を 一枚 か 二 枚、 力 ャブキ 屋根に さす 程度の ことで あつたと 思われる。 長 良 川の 鵜匠のと ころに は、 現在で 

も、 安産のお 守りに 鵜の 抜け 羽 を もらいに くる ものが、 かなりい ると いわれて いる。 民間で はゥの 気管 を 短く 切 

つて 乾した もので、 水 を 吸う と、 のどに かかった 魚の 骨 もとれる と 信じられ ていた。 奄美 群島の 沖 永 良 部 島で は、 

魚の 骨が のどに ささった ときには 「自分 はゥの 鳥で ある ぞ。 始末に 負えない トゲ がの どに かかって いる。 吐き出 

すなら ば 吐き出せ、 落ちるならば 落ちよ」 という 呪文 をと なえる という。 ゥが 容易に 魚 を 呑み こみ 吐き出す 習 

癖が あるのに あやかった ものである。 これ は 熊に ついても 言える。 熊の 産 はかる く、 まだ 産 期が こない ときで も、 

人が 熊の 穴の 近く を 通ったり すると、 熊 はすぐ 産んで しまう という 事実が あるので、 熊の オビ (子宮) をと り 出 

して、 乾燥した もの を 紙に 包んで 腹に 巻き、 妊婦が 安産のお 守りに する。 

また 狼の 産 見舞と いう ことが 各地の 山村に かってあった。 狼 は ひと 腹に 七、 八 匹の 赤ん ぽを うむ。 狼が 子 をう 

ん だと 聞いて、 見舞に 好物の 塩 を もっていった。 赤飯 を もっていく ところ もあった。 こうした 出産 祝 をお こなう 

の も、 狼が 犬に 似て 安産す る ことに あやかる 気持が 働いて いるから である。 

日本人 は 古来、 人間と 動物と を まるきり 別個の 存在と は 考えず、 それゆえに 人間と 動物との 間に 親和力が 成立 

する こと を 信じて きた。 そうした 考えが 動物の 生態に なぞらえよう とする 傾向 を 生んだ。 それ はさきに 見た 産屋 

の 儀礼 だけではなかった。 山口県の 豊北 町の 土 井 力 浜から 発掘され た 弥生時代の 人骨の 中には、 川 鵜 を 抱いた 少 


^ 女の 骨が まじって いた。 今日で も 沖 永 良 部 島で は、 死者に 鵜 を 抱かせて 埋葬 するとい うこと から 考えて 見て、 川 

鵜 もまた 死者の たましい を 冥界に みちびく 役割 を 果していた ことが 推定され る。 死者 を ほうむる 際にそう した 儀 

お 礼が あつたの である。 装飾 古墳の 壁画に 鳥の 絵が 描かれて いるの も 同じような 意味 を もっている。 r 魏志」 東夷 

小 伝の 中の 韓 伝の 条に、 新羅の 国に あたる 地方で は r 大 鳥の 羽 を もって 死 を 送る、 その 意 は 死者 をして 飛揚せ しめ 

んと 欲す」 と 述べられ ている。 茨城県の 新 治 郡で は、 葬儀のと きに 紙 製の 鳥 を 放つ。 石垣 島の 宮良 でも、 黒い 紙 

で 作った 鳥 を 飛ばす 民俗が ある。 霊魂が 鳥と なって 遠く 死者の 国まで 飛んで いくよう にとの 願いから である。 鶴 

を 舟に のせて 水上に 連れ出す と、 死体の あると ころで はとき をつ くると いう 俗信 は 昔から ある。 

昔、 奄 美大 島の ノロ は、 鷲の 羽 を 二 本 頭に 挿して いた。 宮 古島の 神 女 は、 今でも 鳥の 羽毛 を かたどった、 する 

どい 葉 先の 木の葉 を 腰に むすびつけ ている。 これら は 神に えらばれた 女た ちの 願望 を あらわし ている。 羽衣 を 身 

につける というの は、 鳥の 羽 を まといつ ける ことから 始まった と 思われる。 琉球 では、 ノロの 着物 を 衣」 

とか 「蜻蛉 御衣」 と 呼ぶ が、 それ を 身に まとった 途端、 神が 乗り移る ものと 信じられ ていた。 

日本人 は 古代から 今日まで、 さまざまな 願望 を 動物に 托して きた。 古代人が 「il^ こき 神」 と 呼んだ の は、 蛇、 

虎、 狼で あつたが、 畏敬に みちた 動物 神 は ほかに もあった。 季節 をた がえずに 訪れる 鳥 や 魚 や 獣た ち は、 神の 到 

来と して 迎えられた。 それ は 出 雲の 海岸で いえば セグ ロウ ミへビ であり、 東北で はォ オハ クチ ヨウで あり、 琉球 

の ザ ンの魚 (ジュゴン) ゃサメ ゃゥミ ガメも 神の 使者に ちがいなかった。 これらの 渡り鳥 や 回遊す る 魚 や 海獣 は、 

他界から おとずれる 先祖の ように も 思われた。 というの も、 他界の 祖霊は 年の 折目に おとずれる ことが きまり だ 

つたから である。 折 口 信 夫 は 「彼ら は 人間 身 を 以て 我等の 前に 現われる ことので きないば かりが、 常世 人、 訪れ 

人と ちがう 所で ある」 と言う。 つまり 折 口 は これらの 動物 は 人間の 姿になる ことので きない マレ ビト だと 指摘し 

ている。 また 「この 世に おける 彼 は、 人間 身 を 待つ 我等で あり、 往 いて 他界に ある 自分の 身 はたと えば 儒艮 身で 
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あろうと も 知れぬ」 と 述べて いる。 これ を 命題に 仕立てる と、 「現世の 動物 は 常世の 私で ある」 という ことにな 

る はずで ある。 また 「常世の 動物 は 現世の 私で ある」 という ことに もなる。 人間と 動物との 一体感 は、 こうして 

元来 一 つの ものが 現世と 他界の 二つに 分裂して あらわれる という 実感にまで 高められる。 本 地 仏と 垂迹 神との よ 

うな 関係が、 人間と 動物との 間に 生まれる ので ある。 これ こそが 人間と 動物の 作り出す 「親和力」 の 世界に ほか 

ならぬ。 
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二 ヮ トリ 


天照大神が 天 岩戸に こもった ときに、 それ を 心配した 神が 「常世の 長 鳴 鳥」 を あつめて、 長鳴き させた 話が 記 

紀 にしる されて いる。 そこに はニヮ トリが 鳴けば、 天照大神が 朝に なった と 思いち がい をす るだろう という 期待 

が こめられ ていた。 ニヮ トリ を 鳴かせる の は、 太陽の 出現 をうな がす 古代の 呪術に ほかなら なかった。 

ひる 

大和の 箸 墓 を 作った とき、 「この 墓 は 日 は 人 作り、 夜 は 神 作る」 と 日本書紀に 記されて いるよう に、 夜 は 神 や 

妖怪の 跳梁す る 時間で あると いう 考え は 大昔から あった。 一 1 ヮ トリが 鳴く と、 神 も 魔 も いっせいに 退場す る。 そ 

うした 考え を 裏付ける 伝承が いくつ も 見られる。 

河内 国 南 河内 郡の 磯長 村の 叙 福 寺に は、 聖徳 太子の 墓が ある。 土地で は、 ただ 上の 太子と して 知られて いる。 

この 墓の 周囲に 玉垣が ある。 その 石の 数 は 誰が 幾度 数えても 数が 合わない。 確かな 数 を 知っている 者がない。 太 

子 在 命の 時、 自分で 墓 をき ずくつ もりで、 近くの 二子 山から 石 を 運んだ。 何でも 一晩のう ちに 五 百 箇の石 を 運 

ん できず く はずで あつたが、 ちょうど 四百 九十 九箇を はこんだ とき、 二 ヮ トリが 鳴いて 夜が 明けた ので そのまま 

になって しまった。 そこで、 その 数 を 人に 知られる のがい やなので、 今 も その 数が 判然 しないと いう。 この 土地 


では ニヮ トリ を 飼わない。 また この 墓の 木に は、 鳥が とまらない ばかりでなく、 その上の 空 を 飛ぶ ような こと も 

ない という。 

越 石 地 t7 に 岩の 齢 1 と 呼ぶ ところが ある。 昔、 羅石明 神が 越後と 佐 渡との 間に 連接しょう として、 ある 夜、 

多くの 眷属を 使役して 橋 を かける 工事 をして いると きに、 アマ ノジ ャク がニヮ トリの 鳴く 声 を まねた ので、 明 神 

も眷属 もす がた を かくし、 橋 はでき ない ままに 終った。 岩の 掛橋は その 一部 だとい う。 

紀州西 牟婁郡 富 土橋 村の、 陸から 大 島に 向って 海上 一 一町ば かりの あいだ 大 岩が 立ち つづいて いるの を 橋杭 岩と 

ひう。 昔、 弘法 大師が 一夜に この 海上に 橋 を 渡そうと して 杭 をう ち、 ニヮ トリの 鳴き声 を 聞いて 中止した と 伝え 

られ ている。 この 三 例 はいずれ も、 高木 敏 雄の 「日本 伝説 集」 にある 話 だが、 こうした 伝承 は 他の 地方に もかず 

多く 残 つてい る。 

あらぐ すく 

今 も 鶏の 鳴き声 を 合図に 神々 が 退場して いく 祭が ある。 沖繙の 八重 山に ある 新 城 島で は 毎年の 夏、 赤 マ タ* 黒 

マタの 祭が おこなわれる。 祭の 終りに、 夜明けが 近くなる と、 赤 マ タ • 黒 マタの 神 は 島の 人た ちと 一緒に、 新 城 

島の 小学校の わきの 道路に 集まる。 道路ぎ わの 大きな 樹の 上に は 放し飼いの 鶏が のぼって いて、 ァケ トラの 刻、 

つまり 暁 方になる と、 ときをつ くる。 その 声 を 合図に して 赤 マ タ • 黒 マタの 神 は、 島び ととの 別れ を 惜しみな が 

ら、 森の奥に 姿を消し ていく。 この 祭で は 鶏が 自然に 鳴く の を 待つ のであって、 無理に 鳴かせる ような こと はし 

ない。 

河内の 道 明 寺 村 は 和名 抄には 土 師郷と 記されて いる。 菅原道 真が 筑 紫に 流罪に 処 せられよ うとした とき、 この 

ハ 村に 住む 伯母 をたず ねて 泊って いった。 その 夜ニヮ トリが ときを まちがえて 鳴いた ので、 道 真 は 「鳴けば こそ 別 

れも, けれ、 鶏の 音の 聞えぬ 里の 暁 もがな」 という 歌 をの こして、 不満足な 別れ をした というので、 里の 人 は 二 

ジ ヮ トリ を こくみ、 それ以来、 道 明 寺 村で はニヮ トリ を 飼わぬ という 説話が 残されて いる。 ここに^.目原道真の伝承 
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が あるの は、 道 真 は土師 氏の 後裔 だとされ ている からで ある。 また 出 雲の 三保ガ 関に は、 昔、 事 代 主命が 三保津 

媛の もとに 通った ある 夜、 ニヮ トリが ときを まちがえて 鳴いた ので、 いそいで 船で 帰る 途中、 櫂 を 波に とられ、 

手で 漕いで きたと ころ を サメが 出て きて、 その 手 を嚙ん だので、 土地で はニヮ トリ を 飼わぬ ようになり、 まヒ卵 

まで 食わない ようになつ たという 話が 残って いる。 この 三 保ガ関 も土師 氏に 縁 由の ある 土地柄で ある。 

ニヮ トリ を 飼わない 村 は 方々 にある。 しかし その 理由 はけつ して 一様で はない。 薩 摩の 霧 島山 麓に は、 牧園町 

や 横 川 町に カャ 力べ という 秘密 宗教の 宗団が 残って いる。 カャ 力べ 教の 信徒の 語る ところでは、 天地開闢 のとき、 

世界 は 一面 泥海であった。 霧 島の 神 は 人間の 住む ことので きる 土地 を 求めた。 下界 は 混沌と して 霧 か 島 かわから 

なかった。 そこで 神 はニヮ トリ を 飛ばして、 もし 島なら ば 刻 を 告げよ と 命じた。 ニヮ トリ は 刻 を 告げた。 そうし 

て 降りた つたと ころが 高 千 穂の 峯 であった。 それで 霧 島と いう 名が ついた。 ニヮ トリ は 神 使で あり、 人間の 主む 

ことができる 土地 を 探して くれた 恩がある ために 食べて はならない ことにな つてい る。 万一 にで も 食べる と、 浄 

土まい り は 不可能と いう ことで、 カャ 力べ の 仲間から はずされる。 ここで は、 ニヮ トリに 恩 を 感じて 食、/，， よ、 の 

である。 

ニヮ トリ を 食べる のが タブ ー であると いうの は、 その 縁起 はどう あれ、 ニヮ トリが 神に ささげら る、， けにえ 

として 神聖な 鳥であった からで ある。 夜明けに ときをつ くると いう 二 ヮ トリの 習性が 神秘的に 考えら， e たこと も 

否定で きない。 

万葉集に は 「鳥が 鳴く あづま」 という 枕詞が 出て くる。 なぜ 「あづま」 の 枕詞に 「鳥が 鳴く」 という 言葉が 吏 

われた のだろう か。 折 口 信 夫 はァヅ というの は 建築の 一部の 名称で あると 言って いる。 ァヅは 今の ヅシの 類で あ 

ニヮ トリ は そこでと きをつ くるので ァヅの 枕詞に なった の だとい う。 そのほか、 ニヮ トリが 鳴いた ので、 

吾夫 (わが 夫) よ 起きよ という 意味 だとい う 説が ある。 更に は、 東国の 言葉 はきの さえずり のように 分り こくい 
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からそう した 枕詞 をつ けたと いう 人 もい る。 そのほか、 朝鮮語で は 朝 を ァチム という ことから、 日本で も、 大昔 

に は 日の出る 明け方 をァヅ マと 呼び、 東 は 日の出る 方角で あるから あづまと 称した のだろう という 説が ある。 

ニヮ トリと いう 語 は 庭つ 鳥 または 庭 鳥に 由来す る。 和名 をカケ とか カケ 口と 言う。 催 馬 楽に は 「にわとり はか 

けろ と 鳴きぬ-という 文句が ある。 これ をみ ると、 カケ 口と いうの はニヮ トリの 鳴き声 を模 した もので、 カケは 

カケ 口の 略で ある ことが 分る。 ク ダカ ケ ともいう。 ク ダカ ケは 百済 鶏の 略で、 もと 百済から 渡った ための 名で あ 

ると いう 説 は 捨てが たい。 ニヮ トリ を また 「ゆうつ け 鳥」 とも 呼ぶ が、 これ は、 古代に、 世が 乱れた とき、 ニヮ 

トリに がぎ の幣 をつ けて 都の 四 境で おこなわれる 祭に たてまつ つた 故事に もとづい ている。 都の 四 境 は 外側から 

侵入す る 邪 霊 や 悪気 を 阻止す る 関所であった。 そこの 祭に ニヮ トリが 供えられ たこと は、 邪気 を 払う 力 を もって 

いると 信じられ たからに ほかなら ない。 

これにつ いて 思い合 せられる こと は、 東北 地方に 庭 渡 社、 庭 足 社、 荷 渡 社、 三 渡 明 神、 鬼 渡 神、 鶏 権現、 鶏 足 

権現な どと 呼ばれる 神社が 多い という ことで ある。 

仏寺の 名に 鶴 足 山 または 鶴 足 寺が あり、 そこに は 二 ヮ トリの 足跡 を 岩石に しるした 聖蹟 を 伝えて いると ころ か 

ら、 柳 田 国 男 はニヮ タリ は 一一 ヮ トリに 由来す る ものであると 解して いる。 しかし これに はまた 別の 解釈 もあって 

ニヮ トリ は 伊波 戸 和気 (石 戸別) 神社の ィハト が 二 ヮトに 変化した という 説が ある。 伊波 戸 和気 神社 は 陸 奥 国に 

出入りす る 門戸で ある 白 河 関 を かためる ために 建てられ たもので、 つまり 関 戸の 神で ある。 外部からの 邪 霊の 侵 

入 を 防ぐ 関所の 神と 言えば、 さきに 述べた 「ゆうつ け 鳥」 である ニヮ トリが 四 境 祭に 供えられ たこと を 思い出さ 

ずに はいられない。 という ことから 私 はや はり、 鶴 足 社 や 鶏 権現な どが たてられ たの は、 一一 ヮ トリ を 神聖な 動物 

と 見なした 大昔の 遺習と する 柳 田 説に 賛同 せざるを得ない。 

中 山太郎 によると、 古代 日本で は 墓地 を えらぶ に は、 まず 朝日の 射す ところ、 夕日の 輝く ところ を 候補地と し 
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た それが 朝日 夕日の 長者 伝説の 起源であった。 そこに 一羽の 黄色な オン ドリ を つれていって あゆませ、 ニヮト 

リが 鳴いた 地点に、 棺を 埋める 慣習が あった。 また 棺 と共に ニヮ トリ も 一緒に 埋める ことにし ていた。 こ e よ 中 

国から 渡来した 習俗で あつたと 推定され る。 黄色の ニヮ トリ は 金の ニヮ トリに 通じ、 ここに 金 鶏の 観念が 作られ、 

金 鶏 伝説 を 生ずる ようにな つ た。 

陸 中の 遠 野 地方で は 箱に 入れた- 1 ヮ トリ を 水底に 沈めて、 水神 を まつった という 話が のこって いる。 ニヮ トリ 

を 生き埋め にして 堤防 工事 を 完成 させた 話 も ある。 

金の 鶏 を 埋めた という 伝説 は 全国 各地に 見られる。 その 二、 三の 例 を 示す と、 信 濃 下 伊那 郡 智里村 大字 園 原の 

朝日 松の 根元に 金 鶏が 埋めて ある。 昔、 伏屋の 長者が 都へ 引っ越す 時に 埋めた ものである という。 毎年 元旦に- 1 

ヮ トリの 鳴く 声が する。 また この 土地で は 二 ヮ トリ を 飼わな か つた。 

大和の 添 上 郡 東 山村と 山辺 郡 針 力 別 所 村お よび 豊原 村の 境の コ イノ 山の頂 上に 黄金 塚が あって、 元旦に 一一 ヮト 

リが三 声 鳴く。 またな にか 国に 変事が ある 前に も 鳴く。 明治の 中頃 ある 人が 黄金 を 得る 目的で この 塚 を 掘って み 

たが、 何も 出なかった という。 陸 前 加 美 郡 小 野 田 村に 夕日 館が ある。 そのまん なかに 深い 穴が ある。 この 城 館の 

主 は 伊達 政宗 にせめ 亡ぼされ たが、 落城のと きに 家の 宝物 を ことごとく 穴に 投じ、 自分 も 割腹して おなじ 穴 こ， 投 

じて 死んだ。 その 宝物の 中には 黄金の ニヮ トリと 牛が あった。 ニヮ トリ は その後、 毎年 元旦 未明に 三 声 鳴く との 

ことで ある。 ニヮ トリが 塚の 中 または 井戸の 底で 元旦に 鳴く という 話 は 多い。 ニヮ トリの 鳴き声 を 聞く と 吉事で 

あると いう 考えが あり、 また ときには 不吉で ある ともいう。 

昔 は 陰暦 三月 三日の 節句の 余興に 鶴 合せ をお こなう ことがあった。 オン ドリ を 蹴 合せて 勝負させる の をむ かし 

は 鶴 合せと 言った。 紀州田 辺の 闘鶏 神社 は、 「源平 盛衰 記」 に 載った 故事で 知られた 神社で ある。 まえに は 田 辺 

社と 称し、 一般に は 鳥 合宮と 呼んで いた。 「源平 盛衰 記」 によると、 熊 野 別当の 甚増 は、 頼 朝に とってよ 外戚の 


伯 a- の聱 にあたっていた。 一方、 堪増は 平家と も 親交 を 重ねていた。 そこで 源平 合戦が 起こった とき、 どちらに 

味方し ようかと 考え あぐみ、 田 辺 社に いって、 赤い ニヮ トリ は 平家、 白い ニヮ トリ は 源氏と いう ことにして 鶏 合 

せ をした。 ところが 赤い ニヮ トリ は 白い ニヮ トリと たたかう こ ともなく 逃げ出して しまった。 そこで 堪增は 熊 野 

の 水 軍 を 率いて 源氏 方に 身を投じ たという。 闘鶏の 起源 は 日本に なく 中国に ある。 古代 中国で は 正月 元旦 は 鶏の 

日と されて いて、 その 日 はニヮ トリ を 殺したり 食ったり して はならぬ と いましめられ ていた。 そのかわりに ニヮ 

トリの 絵 を 門の 扉に 貼った。 これ はニヮ トリ を 神聖 視 する 風習に ほかなら ない。 そうした 考え は 早くから 古代 朝 

鮮 にも 伝わった。 新羅の 第 四 代の 王のと き、 森の 中に 金の 櫃が 置いて あり、 その かたわらで 白い ニヮ トリが 鳴い 

ていた。 その 金の 櫃を 開いて みると、 中に 小児が いた。 その 小児 はやが て 新羅の 王と なった。 この 森 を 鶏 林と 名 

づけ、 新羅 国の 名 も 鶏 林と 呼ぶ ようになった という。 

ら めつ ち  めお  まろ か  とりのこ 

日本書紀の 冒頭に も 「いにしへ に 天地い まだ 分れず、 陰陽 分れ ざり しとき、 渾沌れ たる こと 鶴 子の ごとく  L て 

::: 」 という 記述が ある。 「鶏 子」 というの は 卵の ことで ある。 わが 古代人 も 天地 をニヮ トリの 卵の ように 考え 

ていたら しい ことが これで 推察され る。 


成熟の 季節 

今年 は ィヌの 年。 それな のに 十二支の ィヌに は 戌の 字 を あてて、 犬の 字 を 使わな いのは どうした わけだろう か。 

それ は 戌と いう 字の 成り立ち を 考えて 見る のが 早道であろう。 戌 は 戊と 一 の 組み合わせ である。 ある 学者 ま 戊 

は 茂、 一 は 一 陽の こと だと 言う。 戌 は 陽気が おとろえ、 万事が すべて 成熟した 陰暦 九月 を 指して いる。 

古代 中国で は、 万事が 生育し、 繁茂し、 成熟して いくさ ま を、 季節に したがって とらえ、 十二 力 月に 分けた。 

そのば あいの 成長の 状態 を あらわす のが 子、 丑、 寅 ：：： であって、 これら は 動物と は 関係がない。 

それ を いつごろ からか 中国 古代で は 十二の 動物に ふりあてる ようになって、 戍は ィヌと むすびつ いたが、 き 

ィヌと 呼ぶ こと はな か つ た。 戌と 書いて イスと 読む の は 十干 十一 一 支に もとづく 暦法が 日本に 伝来して のちの こと 

である。 日本書紀 もす でに 戌 を ィヌと 読む 和訓に したが つ ている。 

いずれにしても、 戌 は 万物の 成熟した 季節 を あらわす 語から はじまつ ている。 そこで、 時間で 言えば、 の 刻 


は 夜の 七 時と 八 時の 二 時間、 方角で 言えば、 西よりも やや 北より である。 戌と 亥の 中間に あたる 乾 は 北西 を 示し 

ている。 

正月そう そうこうした 古めかしい 話 は 「犬に 論語」 だとい う 向き も あるか も 知れない が、 しかし ィヌ 年に ちな 

んで 犬の 話 をす る まえに、 その 由来 をき ちんと 知 つ て 置く こと は 意味が あろう。 

犬祖 伝説 

古代の 宮廷で は、 天皇の 行列が 国の 境界 や 山川 道路の 曲り角に さしかかる たびに、 お供 をして いた 隼 人が 犬の 

ほえる ような 声 を 出して、 悪い 霊 を 追い はらう 役 をつ とめた。 その 理由 は、 日本書紀の 海 幸 山 幸の 神話の 結末の 

条に 記されて いる。 敗者の ホス セリは 勝者の ヒ コホホ デミに むかって 命 ごいして、 自分の 子孫 は あなたの 狗 人に 

なって 仕える から 許して くれと 哀願した、 そこで ホス セリの 子孫の 隼 人た ち は、 今にいた るまで、 犬が ほえる ま 

ね をして 宮廷に 奉仕した、 というの である。 

しかし これ は 物語であって、 真の 理由 は 別に ある。 古代の 宮廷で 隼 人が 犬の ほえる 声 を 出す 役 をつ とめた の は、 

彼らが、 自分た ち は 犬と 人間の 女が 結婚して その 間にで きた 子孫で ある、 という 犬祖 伝説 を もっていた からにち 

がいない と 私 は 思う。 犬祖 伝説 は 沖繙の 与那国 島、 小 浜 島、 宮 古島、 奄 美の 加 計呂麻 島に 残って いる。 それ をた 

どれば 隼 人の 住む 薩摩、 大 隅に いきつく。 

犬袓 伝説の 起源 は 中国 南部に ある。 福 建 省の 少数民族 は、 犬の 子孫と 自称して いる。 国 初に 高 辛 帝が 敵 将の首 

ヌ を かみ 切って くれば 自分の 娘 を 与える と、 犬に 約束した。 犬 は それ を 実行した ので、 やむなく 愛娘 を 犬に め あわ 

せた という 伝説 を もっている。 こうした 伝説の 筋が 日本に 伝えられて、 曲亭馬 琴が 「南 総 里 見 八 犬 伝」 を 書く と 
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魔よ けの 借 字 

昔 は、 生まれた 子どもの 初宮 まいりの とき、 額に 墨 や 紅で 犬の 字 を 書く 風習が あった。 これ をィヌ ノコと 言つ 

た。 アヤ ッコ という 呼び名 もあった。 犬 は 丈夫に 育つ もの だから、 あるいは 魔物 を 防ぐ 力が あるから という 風に 

解釈され ている が、 犬の 字 は、 もともと は X 字の 変化した ものであった。 この X 字 は 魔物 を 近 よらせない 印で あ 

る。 犬 は 借 字で ある。 

生まれた 子に 犬と か 豚の 字 をつ けて、 邪神の ねたみ を さける 習俗 もあった。 琉球 最古の 歌謡 集 「おもろ さう 

し」 に 「あかいん 子」 の 名前が 見える。 これ は 犬 子で ある。 「いぬた る」 という 人名が あるが、 これ は 犬 太郎の 

ことで ある。 琉 球に は 真 犬 金の 名 を もった 王妃 もいた。 犬の 名前で あれば、 邪神 も 関心 を はらわな いと おもわれ 

た。 奄美 では 「いんぐ わ」 (犬つ 子) という 名前が 見られた。 

朝鮮 も 同様で、 子どもの すくない 家、 女の子ば かりの 子で はわ ざと 「犬の 子」 「犬の 翼」 「豚の 子」 「牛の 糞」 

などの 名前 をつ けて、 邪神に つけねらわれる こと を さけよう とした。 

古代 日本で も 犬麻呂 とか 韓犬 という 名が、 身分の 高下に かかわらず つけられた。 たんに 犬と いう 名前の もの も 

あった。 ある 学者の 調べた ところでは、 奈良 朝お よび それ 以前の 人名で 犬の 名のつ くもの は 男 四十 五 人、 女 二十 

五 人 合計 七十 人で あると いう。 犬に 限らず、 虎 や 熊な ど いかめしい 動物 名 も 多い。 しかし すくなくとも 犬と いう 

人名に は 邪神の 注意 を そらそう とする 願望が こめられて いると おもう。 

地名の 伝説 

犬 石と か、 犬 塚、 犬 堂、 犬 鳴、 犬 山、 犬 間、 犬 吠な ど、 犬の 字の つく 地名 は 各地に ある。 これらに はたいて い 


伝説が つきまとつ ている。 しかし 一般に 犬の 字の つく 地名 は、 低い、 小さい、 狭い 地形に つけられ ている 場合、 か 

多い こと を 注意して 見る 必要が ある。 

いぬ そ と ば 

犬の つく 変わった 地名 を 二、 三 紹介しょう。 宮城県の 白 石 市に 犬 卒都婆と いう 地名が ある。 そこに は 高さ 百 五 

十 センチ 位の 石が あり、 それ を 犬 卒都婆と 呼んで いたのが、 のちに 地名に もな つたと いう。 むかし、 犬が 難産で 

死ぬ と 近在の 女た ちが あつまって、 寺から 犬 卒都婆 を 書いても らい、 道の 辻に 立てて 供養し、 自分た ちの 産の 軽 

いこと をね がう 風習が 関東から 東北に 見られた。 これ を 犬 供養と いう。 白 石 市のば あい も、 そうした 起源が はじ 

めにあった にちがいない。 

おいぬが わら  おおかみ 

おなじく 宮城県の 登 米 郡 東 和 町に 狼 河原と いう 地名が ある。 東北で は 狼 のこと をお 犬と 呼んで いた。 狼 河原 

の あたり は 鹿が 出て 田畑 を 荒す ので、 土地の人 たち は、 夜な か 狼に 出合う とき は 「狼 どの、 ゆだんな く 鹿 を 追う 

て 下され」 とていね いに 挨拶して とおった、 と 江戸時代の 旅行者 は 書いて いる。 

奄美ゃ 沖 織に は 犬 川と いう 地名が あちこちに 見受けられる。 川 は 南 島で は 井戸 や 泉の こと。 犬が 井戸から 飛び 

イミ ガ. I  もくよく 

出した とか、 犬が 泉の ありか を 教えた とかいう 伝承が ある。 これ はもと もと 斎 川で ある。 斎戒沐浴 する 神聖な 井 

泉 を 指して いた。 それが 犬 川と 訛った。 

泊 犬と 狗人 

神社の 境内で は 泊 犬の 姿 をよ く 見かける。 獅子と 犬の 合いの子の ような 形に 異国 風の 感じ を 抱く が、 それ も そ 

ヌ の はずで 泊 は 高 句麗ゃ 高麗の ことで ある。 私は慶 州の 博物館で、 子犬 を 抱いて 乳 を 呑ませて いる 泊 犬 をみ たこと 

が ある。 泊 犬 は 朝鮮 を怪 由して 渡来した かも 知れない が、 もともと は 中国 起源で あり、 さらに さかのぼれば、 ぺ 
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されて いる。 

仏教 渡来 後 間もなく これら 守護霊が 輸入され たが、 最初 は 獅子と 泊 犬 は 別々 の ものであった。 やがて 神社 や 仏 

寺の 前に 置かれた 獅子 は 犬の 形に 近づいて 泊 犬と なった、 といわれ ている。 もっとも すぐれた 泊 犬が 作られた の 

は 鎌 倉 期で ある。 その後 泊 犬の 彫刻 は 衰退した が、 日本犬の 表情が 加えられる ようにな つたの はお もしろ い。 こ 

のように 神社の まえに 泊 犬 を 置いて 聖域 を 邪 霊の 侵入から 守る という 習慣 は 外国から 伝来した ものである。 しか 

しその 根底に は、 かって 隼 人を狗 人に 仕立てて 宮門を 守らせた 習俗と つながる ものが あると 私 は 考えて いる。 

犬の 置物に は 犬張子が ある。 この 張子 細工の 犬 は 泊 犬と 同様に 魔よ けに 使われた のが はじめであった。 それが 

婚礼 や 子どもの 誕生の 際の 贈り物と な つたの は、 犬 は 安産の 守り神と いう 民間 信仰の 色 あい を 深めて い つ たため 

である。 

離島の 人と 犬 

あらぐ すく  か，， t じ 

八重 山の 離島の ひとつに 新 城と いう 島が ある。 海の 上に ムカデ のように 浮かんで いる 平べ つたい 島で、 上 地と 

下地の 二つの 小島から なり 立って いる。 上 地 島と 下地 島の 間 は 潮が ひくと 海中の 砂州が あらわれ るので、 歩いて 

渡る ことができる。 

十数 年 まえ、 上 地 島に は 十数 軒の 家が あった。 下地 島に は 初老の 男が ひとり 住んで いた。 彼が そこにと どまつ 

ている の は、 毎年 おこなわれる 島の 祭 をと りしき るた めだった。 彼 は 用が できたり、 だれかと 話 をしたり したい 

とき は、 引き潮 を 見 はからって 上 地 島に 渡った が、 いつも は 一頭の 犬と 下地 島で くらして いた。 犬 は 相手の 心 を 

読みと つて、 しかも 従順で あると いう、 長く つきあう に は、 結構な 動物で ある。 

その 前半生が どのような もので あつたか 私 は 知らない。 その 過去 は ともかく、 海抜 数メ ー トルし かない 離れ 鳥 


で、 でき 得る かぎりの 単純な 生活 を 送って いる 彼が うらやましかった。 神と 人間と 動物の 共存の もっとも 素：： な 

姿が そこにあった。 一頭の 犬 を 連れ、 生まれ 島の 神 を 信じて くらして いる 彼が、 大 洪水 あとの 生き残りの 人間の 

ように 見えた。 

やがて 彼 は 死んだ。 その 魂 は 水平線の 彼方の 二 ー ラスク、 つまり 常世に はこばれた。 無人島に なった 下地 島 は 

資本家が 牛の 放牧 場に した。 上 地 島の 方 は 現在 二 軒 だけが 残って いる。 犬 はどうな つた か、 その ゆくえ は 知る 由 

もない。 

狼の 乳兄弟 

狼に そだてられた 子供の 話が インドに は 多く 残って いる。 なかで も 有名な の は カル カツ タ から 百キ 口 ほど はな 

れた 村で、 二人の 女の子が 牝狼 につれ さられ、 大きな 白 ァリの 塚 をね ぐらと する 狼た ちの 間で、 他の 子 狼と 共に 

くらす ようになった 話で ある。 二人の 女の子が 発見され たの は 一九二 〇 年の ことで、 彼女ら が 「救い出され」 た 

とき、 母 狼 は 逃げ もせず、 すさまじい 形相で 捕獲 隊に 立ち向かい 射殺された。 

女の子 は 八 歳ぐ らいで カマラ、 もう 一人の 妹分に あたる 方 は アマラと 名付けられた。 カマラと アマラ は 収容 さ 

れても 狼の 習性 を 捨てなかった。 昼 は 太陽 を こわがって 部屋の 隅に うずくまり、 夜 は 活発に なった。 四つん ばい 

になって、 食物 を 口に くわえた。 それでも アマラが 死んだ とき、 カマラ は 二つぶ の 涙 を 落とした。 それ は 人間と 

しての 最初の しるしであった。 

ヌ 一七 九九 年、 パリの 郊外の ァヴヱ ロンの 森で 発見され た 少年の 場合 は、 狼に そだてられ たかは 分らない。 しか 

しその 野生 児 は 動物と おなじ 反応 を 示した。 ただ、 彼 を かわいが つていた 夫人に 対して だけ は 涙 を 見せた。 

ジ pi 本に も、 狼の 乳 を 呑んだ という 老人が いまから 二十 年 まえまで は 西 多 摩の 湯久保 尾根に 生きて いた。 明治 五 
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年生 まれの その 老人 は、 赤ん ぼ^とき、 狼の 乳 をのむ と 丈夫になる といわれ、 射. il めた ばかりの 化 狼の 乳 を 呑ま 

された ことがあった という。 彼は牝 狼の 連れた 子 狼と 「乳兄弟」 だった。 

血 を 分けた 関係 

人間と 犬の 交流の 歴史 はき わめて 古い。 愛媛県の 上 黒 岩 遺跡に は 犬 を 埋葬して いる。 それ は 食糧と したので は 

なく、 獵 犬に 使ったら しい。 とすれば、 ざっと 一万 年 まえから 日本人の 先祖 は 犬 を 飼いなら していた ことになる。 

繮文 時代の 後期 ゃ晚 期に 犬 を狩獬 のために 使って いた こと はたし かで ある。 

弥生時代に 入る と、 銅鐸の 絵に、 弓矢 を もつ 人間が 激犬を ひきいて 猪 を 狩って いる 姿が 見られる。 五頭の 犬が 

一 頭の 猪 をと りまい ている。 

私 は 九州の 椎 葉の 山村で 猪 狩りの 話 を 聞いた ことがある。 

犬 を 使つ て 山野に 狱を する こと を 古く は 犬 山と 言 つ た。 犬が 猪 をと りかこんで 格闘す る こと をタテ 二 ヮ と言う。 

猪の 牙 は 力 ミソリ のように するどく、 犬の 身体 をズタ ズタに 引き裂く。 その おそろしい 猪に 立ち向かう ために は、 

犬に 猪の 肉の 味 を おぼえさせて おく 必要が ある。 猪の 四肢 をし ばって 木に つるし、 犬に 食わせて、 めいめいの 犬 

の 好きな 部分 を おぼえさせて おく。 すると 犬 は 猪と たたかう とき、 その 部分 をめ がけて、 かかって いくこと にな 

る。 

猪が 地面に たおれる と、 獬師 はす かさず、 猪の 心臓に 短刀 をつ きさす。 心臓の鼓動に つれて、 たぎった 血が ふ 

き 出す。 塩気の きいた その 血 を 容器に 受けて、 犬た ちに ある だけ 飲ませる。 このと き狱師 もまた 血 をのむ ので あ 

る。 こうして 人間と 犬との 「血 を 分けた」 関係 は、 はるかな 昔から 今日まで つづいて きた。 
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柳 田 国 男の 「遠 野 物語」 に は 狼に ついての すぐれた 描写が ある。 

「猿の 経 立、 御 犬の 径立は 恐ろしき ものな り。 御 犬と は 狼の ことなり。 山 口の 村に 近き ニッ 石山 は 岩山な り。 

ある 雨の 日、 小学校より 帰る 子ども 此山を 見る に、 処々 の 岩の 上に 御 犬 うづく まりて あり。 やがて 首 を 下より 

押 上ぐ る やうに して か はるぐ 吠えたり。 正面より 見れば 生れ 立ての 馬の 子 ほどに 見 ゆ。 後から 見れば 存外 小 

さしと 云へ り。 御 犬のう なる 声 ほど 物凄く 恐ろしき もの はなし。」 

遠 野の 狼 は 明治の 半ば 頃に は 姿を消して いるので、 それ 以前の 出来事の 聞き 書で あるが、 私が 今から 十 年 まえ 

遠 野に 旅した とき も、 昔 は 遠 野で は 夕 ぐれに なると 狼が くるから とい つ て 民家の 雨戸 を 早々 と 閉めた という 話が 

伝えられ ていた。 遠 野 在住の 吉田政 吉氏も その 著 「新 遠 野 物語」 の 中で 次のように 書いて いる。 

「明治時代、 子供が 泣く と 『蒙古が 来る から 泣く の を 止めろ ；… とか、 お 犬が 来る から …… 』 と 言った もの だ 

が、 昔 は 蒙古と 狼と は、 似た くらいに 怖ろ しい ものだった らしい」 

ここにい う 蒙古と は 東北 地方で 妖怪と か 化物 を 指す 語で あり、 お 犬、 つまり 狼 もお なじよう にお それられ てい 
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たこと を 述べ ている の だが、 この さりげない 一 節に は 深い 仔細が かくされて いると 私 は 考える。 

松 山 義雄氏 は 「狩りの 語部」 の 中で 狼が 「モウ、 モウ、 モウ」 と 夜空に 向って 大きな 遠吠え を 始める と、 その 

声に 答える ように、 峠路の あちこちから、 たくさんの 物す ごい 遠吠えが きこえて きたと いう 老人の 話 を 記して い 

る。 これ は 信 州の 伊那 郡の 話で あるが、 おなじ 信 州の 木曽 山脈の 東 麓の 上古 田で は、 狼 は 鳴く とき、 頭 を 上から 

下へ さげながら 「モウ、 モウ」 と 大きな 声で 鳴いた あと 、「ウォン、 ウォン」 と 小さく つけ 足した という。 

狼 はゥォ —と 鳴く ように 私たち は 考えて いるが、 これで 見る と、 じっさいに 狼の 鳴き声 を 聞いた 人た ち は それ 

を 「モウ、 モウ」 と 表現して いる。 富 山地 方で は、 幼児 をお どかす のに 「泣く とモ ー モに喷 まして やる ぞ」 と 言 

つたと いう 例が 柳 田 国 男の 「妖怪 談義」 に 載って いる。 柳 田 は モウと いう 言葉 は、 子どもが 化物の 真似 をす ると 

きに 発する 言葉で、 そこから 妖怪 を モウと 言い はじめた のだろう と 推察して いる。 さきに あげた 蒙古 も、 元弘の 

役のと き 来襲した 蒙古 勢の 意と する の は 俗説で あると 退けて、 東北 地方な どで 化物 を モウ コ あるいは モ ッ コと呼 

ぶ 習慣 は それと は 別の 処に 根拠 を 有する と 主張して いる。 柳 田の 説に よると はじめに 「咬もう ぞ」 という 語が あ 

つて、 それが 猛獣な どの 真似 をして 相手 をお どす ときに 使われた の だが、 東北の 方で は 第一 音節に 力が 入らない 

で モウ コ となった というの である。 

しかしながら、 さきに 述べた ように、 狼の 鳴き声 を 擬音 化した ものが モウ、 モウで あり、 一方、 化物 を モウと 

か モウ コ とか 呼ぶ とすれば 両者の 間に 有機的な 関連が あると みる 方が 自然であろう。 

田 淵 実 夫 氏 は 「動物 風土記 2」 の 中で、 日暮れ を モウ モウ 時と いうの は、 狼が 夕暮れに なると 出没す るから そ 

う 呼んだ という 説 をた てて いる。 すなわち、 モウ モウと いうの は 狼の 鳴き声に あやかった 語で あると する。 田 淵 

氏 はまた 妖怪 をガ モウと かガガ モウと いうが、 その ガガ はォ ォカミ などの 怪物が もの を嚙み 砕いたり、 ひっかい 

たりす る 音の 口 まね だとい う。 この 説 は、 期せず して 柳 田 酉 男が 「妖怪 談義」 で 提出した 説の 反論と なって いる。 
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モウ コ、 モッコ とか ガガ モ、 ガゴな ど 妖怪 語が ォォ カミの 鳴き声 や 物を嚙 みくだく 音を模 した 小児 語で あると す 

れば柳 田の ように 妖怪 一般の 中に 解消す る 訳に はいかない。 こうして 私たち は 一挙に、 ォォ カミが 「大 神」 と 呼 

ばれ 「大く 口の 真 神」 と 称号 を たてまつられ ていた 万葉集 や 風土記の 世界へ 連れ もどされる。 

ここでつ いでに 言って おきたい。 モウ コ、 モッコ のコは 東北で べッコ などと いうよう に 語尾に つける 愛称 語で 

あろう。 また 田 淵 実 夫 氏 は 前掲 書の 中で、 獵師が 犬 をお だてて 獲物に けし かける ときに 使う 「ィヌ 言葉」 に は、 

ゥ シゥシ とか ホシ ホシ、 ヘシ ヘシ、 ケシ ケシ、 シ キシキ などが あると 記して いる。 これ は 「妖怪 談義」 の 中で、 

柳 田が 夕暮れ を 呼ぶ 地方 語と して 挙げてい るケソ ケソ、 シケ シケ、 ゥソ ゥソと はからずも 合致す る。 これらの 言 

葉 はた そがれ どき、 人の 顔の さだかに 見 わけが たい 雰囲気 を あらわし たものと 柳 田 は 解説して いるが、 もし かし 

たら、 狼と か 夕まぐれ にや つ てく る 妖怪 や 悪霊 を 防ごうと した 言葉で はな か つた かと 考えて みる こと もで きる の 

である。 こうした こと を 私が こ こで 言う の は、 夕闇の むこうに 狼の 気配 を 常に 意識した 時代が ながく つづいて き 

たこと を、 強調した いがため に ほかなら ない。  ， 

狼 は 古代から 神と して 尊崇され た。 日本書紀の 欽明 天皇 即位 前記に は、 秦大津 父が 狼 を r 汝は 是責き 神に して、 

愈き 行 を 楽む」 と 言った 話が 記されて いる。 かしこき 神と は、 賢明 さと 邪悪 さ を 兼ね そなえて おり、 そのために 

人間から 畏怖され る 神と いう 意で ある。 かしこき 神と 呼ばれた 動物 は 狼の ほかに は 蛇と 虎し かいない。 しかし 虎 

は 日本に 住んで いないので、 狼と 蛇と が 古の 日本人に とって は 神の 名に 価す る 動物に ほかなら なかった。 とくに 

狼の 怜悧 さはき わ 立って いた。 そこで 狼 は 山の 神と して あがめられた。 狼 を 神の 眷属 として まつる 代表的な 神社 

は秩 父の 三 峰 神社と 遠 州 水 窪の 近くに ある 山 住 神社で ある。  ， 

山の 神と しての 狼 は 霊験 あらた かな 神であった。 水 窪 を 北に むかった 天 竜 川 ぞいの 信 州 坂 部 は、 胸を衝 くよう 

な 山の頂に ある 部落で ある。 
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そこの 熊 谷 家に 今 も 伝わる 「熊 谷 家伝 記」 に は 次の 話が 記されて いる。 応永 元年と いえば、 十四 世紀の 末で あ 

るが、 伊勢の 浪人の 村 松 正 氏と いう 男が 坂 部の 近くの 向 方に 土地 を 開拓した。 そのと き 狼が 一疋 出て きて、 追え 

ば 逃げ、 たちどまれば、 また 戻って きて、 さいごに は、 よい 場所に 臥した ままに なった。 浪人の 村 松 は その 狼 を 

殺して、 狼が 臥して いた あと を 屋敷と きめて、 そこに 家 を かまえた。 すると あくる 年に なって 村 松の 妻が 病気に 

かかった。 陰陽師 をた のんで 託宣 を 求め、 病気の 原因 をたず ねる と、 「自分 はお まえが たのむ 山の 神で ある。 お 

まえが 山路に まよって、 よい 住居の 場所 を 見の がす ことのない ようにと 思い、 自分 はお まえの 道案内 をつ とめ，， こ 

の だ。 そのために 自分が 殺された の は 仕方がない にしても、 死んだ 自分の 供養 を 怠って いるの は ゆるしが たいこ 

とで ある」。 

という 託宣が 下った。 山の 神の 狼が 村 松 正 氏の 非礼 をな じった ので ある。 正 氏 は、 感じ入り、 殺した 狼の 

拾って きて、 家の 中に 祭った という。 「熊 谷 家伝 記」 のこの 話 を 紹介した 松 山義雄 氏に よると、 村 松 家 は 退転し 

て豊橋 あたりに 住んで いるよう だが、 その 時の 狼の 頭骨 だけ は、 今 も 村の 高台に ある 神祠に 安置して あると いう。 

この 話 は 狼 神が 人に 憑く という 事実 を 証明して いる。 狼の 崇拝が おこなわれ ていた こと は、 十六 世紀 半ばの キ 

リシ タン 信徒で ある ロレンソ ゃフ ロイス も 手紙の 中での ベて いるが、 人間が 来世に 狼と して 生まれ かえる こと を 

願う 邪教と みなして いる。 もちろん それ は キリシタン 一 流の 歪曲で ある。 

「遠 野 物語」 によると、 遠 野で は 悪事 災難が あって、 それが だれの せいで あると いう 疑いの かかった とき、 それ 

を見顕 わそうと して 狼 神の 力 を 借りる ことにした。 武州秩 父の 三 峰の 信仰 は 奥州 衣川にまで ひろが つていた ので、 

近親の 者 二人 を 衣川に やって、 狼 神の 御 神体で ある 小さな 箱、 もしくは 御幣 を 借りて くる。 途中、 すこしで も 粗 

末な ことがある とた たられる、 と 恐れられた。 もし あやまって 路に たおれな どす ると、 狼に くいつかれ ると 信じ 

られ ていた。 三 蜂 様 を よんで 析禱 する ばあいに は、 家中の 灯火 をす ベて 消し、 奥座敷に 神様 をす え、 一人一人、 


327 ォ ォカミ 


暗がりの 間 をと おって 拝みに ゆく。 そこに 変事が 起る と、 その 人間が 罪 を 犯した という ことになる。 この 祭が 終 

ると、 三 峰 様 をす ぐ 衣川へ 送って いかねば ならぬ。 ある 家で それ を 怠って 送りと どけずに いたた め、 その 家の 馬 

が、 1 夜の 中に ことごとく 狼に 喰い 殺された こと も あ つ たという。 

三 峰 様 や 山 住 様の 信仰 は、 信 州の 伊那 谷に も ひろがつ ている。 上 伊那に は 三 峰 神社、 下 伊那 郡に は 山 住 神社が 

勧 請され ている。 これらの 狼 神 を まつる 神社から、 眷属の 狼 を 借り出して、 火 防 や 盗難 除け にす るし きたりが、 

行事と して 守られて いる。 松 山 氏に よると、 遠山 谷の 八重 河内で は 山 住さ ま は 四月 十七 日の 春 祭に いって 借りて 

帰り、 十一月 十七 日の 秋 祭に いってお 返しして くる。 この 地方で は 害 獣 除け が 主な 目的で ある。 また 狼 は 山の 神 

の眷属 であり、 狐 は 田の神の 眷属 とみな されて いて、 狼の 頭骨 は 効験が あると みなされ ている。 

たまき 

南方 熊 楠 は、 奈良県の 吉野 郡十津 川の 玉 置 山の頂 上に ある 社 は、 神 狼 を 使者と すると 言って いる。 この 神社 は 

狐お としに 霊験 あらた かで あり、 また、 狐が 人 をば かしたり、 猪 や 鹿が 田んぼ を あらしたり するとき、 この 狼 神 

を 封した 箱 ごと 借り出し ていく。 また 夜 外出す る 場合に は 自分の 家 を 出る ときに 「熊 野なる 玉 置の 山の 弓 神楽」 

と 唱える と、 途中 恐ろしい もの は 一切 近づかない。 そうして 目的地に つくと 「弦音き けば 悪魔 退く」 と 下の句 を 

唱える とのこと だ。 丹 後 国 加 佐 郡の 大川大 明 神 も 狼 を 使者と してお り、 その 近辺の 山々 に は 狼が 多い が、 人 を 害 

しない。 猪 や 鹿が 田んぼ を あらす ときには、 日数 をき めて、 狼 を 借り出して くると いう。 

こうして みると、 狼 神の 効用 は 火 防 盗難 除け や 狐お としの ほか、 猪 や 鹿な どの 害 獣 を 駆逐す る 点が 大きかった 

と 思われる。 害 獣 は 山村の 焼 畑に 多く 出没した。 したがって 狼 もまた、 それらの 動物 を 求めて 焼 畑地 帯 を 徘徊し 

た。 狼が 捕えて 食べる 動物 は、 農民に とって は、 農作物 を あらす 害 獣だった から、 焼 畑地 帯で は 狼 はむしろ 益 獣 

であった。 江戸時代の 記録で ある 「東 遊 雑記」 に は、 古川 古松 軒が 陸 前 気 仙 沼から 八 里 ほどのと ころの 狼 河原に 

泊った ときの 話 を 伝えて いる。 それによ ると その あたり は 狼が 多い ところで、 土地の人 たち は 夜中に 狼に 会う と 
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きに は、 狼 どの 油断な く 鹿 を 追うて 下され、 とていね いに 挨 接して 通る という ひ 

太 田 雄 治 氏の 「消え ゆく 山人の 記録 マ タギ」 によると、 秋田県の 仙 北 郡 西 木 村 上 檜 木 内堀 内 沢に はォ イノ 沢と 

呼ぶ 小高い 丘が ある。 ここに ォ イノ、 つまり 狼 を まつった 小さな 石の 祠が ある。 祠の 中には、 狼の 神で ある 三 峰 

神の 女 像が 鎮座し、 その 足 許に はす ごい 形相の 狼 三 匹が 向き合つ ている。 この オイ ノ さま は、 文政 年間に 藩の 牧 

が この 地方に 置かれた とき 以来、 まつられて いるもの らしい。 秋 田 藩に 納める 牧の 馬が 狼に やられる ことが 多い 

と 聞いて、 藩から 御 神体 を くれた ものと されて いる。 

こ の 堀 内 沢の 集落の 北西に 馬 泉 沢と いう 小さな 沢が ある。 そこ は 昔から 海水と 同じ 位の 濃度の 塩分 を 含んだ 沢 

であり、 昭和の 中頃まで は 放牧され た 牛 や 馬が よくこの 沢に 塩 をな めに やって きた。 この 沢 は 白い 岩石から でき 

ていて、 明治の 中頃まで は 夜中に なると、 ォ イノが この 白い 岩塩 をな めに きたと いわれる。 そのよう に 狼が よく 

出没す る 地帯だった ので、 牧の 馬の 被害 も 大きかった と 思われる。 堀 内 沢で は 今でも 春秋 二回、 オイ ノ祭 をお こ 

なって いる。 また 堀 内 沢の 人た ち は 今でも 山に いって 弁当 を 使う とき は、 なるべく 長い 箸で 食べる そうで ある。 

このし きたり は 明治の 頃まで は 茨城県の 女た ちが 山越しをする ときには、 わざわざ 銀製の、 足の ながいかん ざし 

を さした という 話 を 思い起させる。 伊勢の 鈴 鹿の あたりの 山 仕事 をす る 人た ち は、 山から 帰る ときには 「立て 斧」 

といって、 斧 を 背負って いる 荷の 上に 立てた といわれ るが、 それ も 狼 をよ せっけな いための まじないであった。 

狼が 塩 を 好む と はよ くい われる ことで ある。 向山 雅重 氏の 「信 濃 民俗 記」 によると、 夜に は 塩 を 持って 歩く も 

ので はない、 とか、 夜に 味嗜を 入れた 倉の 戸 を あけて はいけ ない という。 それ は 山犬な どが 塩気 を 慕って 近よ る 

こと を 警戒した からで、 そのために、 夜間に 塩 を もちあるく ときには、 塩の 上へ 燠 をのせ、 また 山犬よ けに 火繙 

を もって あるいた という。 狼 は 夜道 をよ くつけ てく る。 これ を 送り狼と か 送り 犬と 呼んだ。 犬と はいう まで もな 

く 山犬、 つまり 狼の ことで ある。 狼に こわごわ 送られて、 やっと 家まで たどりつい たという その 証拠に わらじ を 
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脱いで みせる と、 狼 は 帰って いくとされ たが、 わらじの 脱ぎ 方に も 一定の 作法が あった。 腰 を かがめて わらじの 

紐 をと こうと すると、 狼 は 人間が 転んだ と 早合点して、 おそいかか ると 信じられ ていた。 実際、 ころんだ 拍子に、 

飼犬に 咬まれた 例 はしばしば ある。 そのと き 飼犬に 野性の 本能が よみがえ るので ある。 狼に つけられた ときには 

兵児帯 や 馬の 鞍 帯 をと いて、 地面 を ひきずって いくと、 その 先端が たえず 動いて いるので 狼 はとび つかぬ とい わ 

れ ていた。 栃木県の 日光 を 中心とした 鬼 怒 川の 上流 地帯で も、 狼 は 塩が 好物な ので、 狼が 仕留めて おいた 鹿 や 猪 

を 見付けて、 自分の 家に もって かえる ときには、 何 合 かの 塩 を 引き かえに 置いて こなければ ならぬ と言われ てい 

た。 

おくみ さき 

西 原悦男 氏の 「動物 文学」 (一二三 輯) 誌上の 報告に よると、 岡山県の 久米郡 桑 上に ある 奥 御前 神社 は 貴布弥 

狼 宮 とも 呼ばれて いる。 昔備 前の 国守だった 坂 上田 村 麿が 賊徒 討伐の さい、 この 地に さしかかった ところ、 

敵の 謀略に かかって 包囲され た。 その 時 天 を 仰いで 山 神に 祈った ところ、 とつぜん 白 狼の 群が 現われて 敵 を 次々 

と 咬み 倒した ために、 勝利 を 収める ことができ たという 伝承が あって、 いま も 狼 を 神 使と して 祀 つてい る。 その 

奥 御前 神社の 本殿の 背後に 三十 セ ンチ ほどの 穴が あけられて ある。 そこから 神 狼が 出入り するとい われて 信者 は 

この 穴と、 神殿 後方の 岩に 向って 塩 を 撒く。 その 岩に は 狼 様の 足跡と 呼ばれる 窪みが あって 垣 をめ ぐらして ある „ 

また その あたりに は、 畦 道 や 屋敷の 内に 地上  ーメ  — トルく らいの 祠 をもう け、 それに は 木の 扉 をつ けず、 竹の 

簀を 垂らして お い て、 狼 さまが するりと 出入り をし やすいよう にしておく 風習が あると いう。 

山の 神と しての 狼 はまた ォコゼ を 恋う といわれ ている。 南方 熊 楠に よると、 紀州熊 野で は ォコゼ を 山 神に ささ 

げて 祈り、 大 もうけした 人が あると いう。 山の 神が どうして ォコゼ を 好む か、 その 理由 はい まだ 分明で はない が I 

山の 神 は 女神で あるから、 男根に 似た ォコゼ に 執着 するとい う 説の ある こと を 書き添えて 置く。 南方 は 熊 野で は 

狼の 名 を 言わず 山の 神と 呼ぶ 村が あると して、 ォ コ ゼ魚を 好む の は 狼 神の 山 神で あると 言って いる。 
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狼 は ひと 腹に 七、 八 匹の 赤ん ぼ を 産む が、 狼が 仔 を 産んだ と 聞いて、 産 見舞に 好物の 塩 を もっていく 習慣が 各 

地の 山村に あった。 奥 多 摩の 山中に は、 丈夫に そだつよ うにと 赤ん ぼのと きに 狼の 乳 を 飲まされた 老人が、 その 

せいか 百 歳 近くの 齢 を 保つ ことができて 終戦後まで 生きて いた、 という 報告が ある。 

信 州の 上 伊那 地方で は、 狼の 出産 祝に は 赤飯 を もっていく。 そして、 生まれた ばかりの 仔 を 灰坊と 呼びかけて 

祝福す る。 信 州の 駒ケ根 市の 光 前 寺 は 早太郎 という 義犬を まつる が、 これ は 兵 坊太郎 が 早太郎 となった の だ。 

それにつ いて 思い出され るの は 千 匹 狼の 伝説で ある。 高知県 安芸 郡 佐 喜 浜 村の 野 根 山に 産の 杉と いう 有名な 古 

木が あった。 その 杉 は 地上 四メ ー トル ほどの 高さの 処で 幹が 横に 屈曲し、 そこが 平らに なって、 五、 六 人が 楽に 

坐る ことができ たという。 昔、 旅の 女が この 樹の 上で 産 をした という 伝説が あり、 安産の 護符に と 後代まで その 

杉の 木片 を 削って もっていく 風が あった。 ところで この 杉に まつわる 次の 話が ある。 あるとき この 産の 杉の 根本 

で 憩って いた 産婦が 数十 匹の 狼に 吹え たてられ たので、 木に のぼった。 狼た ち はや ぐら を 組んで 迫って きたが、 

なお も 届かない ので、 「鍛冶屋の 婆 を 呼んで こよう」 と 言った。 やがて 白 毛の 大 狼が 肩 梯子の 頂上に のぼって き 

た。 産婦 はもって いた 鎌で 切りつ ける と、 狼た ち は 四散した。 あとで しらべる と、 白 毛の 大狼は 鍛冶屋の 婆 をく 

いころして、 自分が その 婆に 化けて いた ものが、 狼の 正体 を 現わして 迫って きたの だった。 

山梨県 北 都留郡 上野 原に は 犬梯と い う 地名が ある。 それ も 高知県の 千 匹 狼と 同様の 伝説 を のこして いると ころ 

である。 

この 千 匹 狼の 話の 中に も、 狼と 産との 関係が うかがわれる。 狼 は 犬に 似て 安産す る ことから 人間が 狼に あやか 

ると いう 関係が 生じた と 思われる。 

日本人と 狼との 間の 親和力 は、 きわめて 古い 時代に 成立した と考えられる。 すでに 万葉集 や 風土記の 時代に 大 

神 や 真 神の 名 をた てまつ つていた ことから しても それが たしかめられ るが、 おそらく 両者の 関係 ははる かそれ 以 
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前に さかのぼる ことが 推察され る。 狼 は 農作物 を あらす 猪 や 鹿な どの 害 獣 をお そうので， 農民に とって はむしろ 

益 獣だった。 猪 や 鹿な どが 夜間に 出没す る 山村の 焼 畑地 帯に、 肉食獣の 狼 も あつまった。 しかし 日本 各地の 焼 畑 

面積が 減少す るに つれて、 日本 狼 は 食料 不足に なり、 人畜 をお そうように なると 松 山 義雄氏 は 指摘して いる。 

平 岩 米 吉氏も 日本 はもと もと 狼 害の すくない 国であった、 日本人の 蛋白 資源 は 主として 魚類に あり、 牧畜 はわ 

が 国で は 発達し なかった。 狼 はもつ ばら 牧場の 家畜 を 狙う から、 馬 産地 を 除く と、 狼 害と 称する もの はごく 限ら 

れ ていたと いう。 ただし 馬 産地の 東北 地方で は、 はやくから 狼の 被害が あった。 南部 藩で は 正 保 元年から 寛 文 一 

二 年 (一 六 四 四， 一  六 七 二) までの 一 一十 九 年間に 上申され たもの 合計 五 一 件で、 被害に あった 馬の 数 は 一 一七 〇 余 頭 

という。 という ことから、 鉄砲、 火薬、 それに 足軽 衆 を 貸して 下さって、 馬 を 食いた おしてい る 狼 狩 をしたい と 

いった 陳情書が 村から 藩に 対して 提出され ている。 

狼に 対する 一般 民衆の 恐怖 は、 享保 一七 年 (一七 三 二) の 狂犬病の 流行に よって、 病 狼が 各地に 出没す るよう 

になって から、 急激に ひろがつ たと 平 岩 氏 は 指摘して いる。 すなわち 享 保の 末 頃 九州、 四国、 山陰、 山陽な どか 

ら はじまった 狂犬病 は、 あとで は、 近畿、 東海道に も 及んだ。 はじめは 犬が 病気に なった の だが、 その 病気 は 狼 

にも 感染した。 「熊 谷 家伝 記」 三の 巻に は、 享保 二十 年 (一七 三 五) の条に 「京都 並に 五畿内 辺の 犬に、 病つ き 死 

ぬる。 右 犬、 人に 食 ひつけば、 人に も 犬の 病 ひ 移り 死す る 由、 高 野 僧のお 咄 なり」 と あり、 それから 二十 七 年し 

た 宝 暦  一二 年 (一七 六 二) に は、 信 州の 坂 部の 清左衛 門が 病 狼の ために かまれ、 狂犬病に 福って 死亡した こと を 

記して いる。 天明の 頃になる と、 病 狼に よる 被害 は 奥州に 及んだ。 天明 六 年 (一七 八 六) に 京都の 医師 橘 南豁が 

羽 後 国 由 利 郡 上 浜 村 小 砂 川、 つまり 秋田県の 鳥 海山 麓に ついた とき は、 狼が 荒れて 昼 も 人通りが 絶える という あ 

りさ まだった という。 南部 藩の 記録で は、 狼 を 退治した ものに 赏金を 出した が、 糠 部 五 郡 小史に よると、 享保ニ 

十 年に は 雄 一 匹 五 百 文、 雌 一 匹 七 百 文、 子 狼 一 匹 一 一 百 文と 記されて いる。 
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明洽 維新 後 も、 最初の 岩手県 令の 島 維精が 懸賞金 を 出して、 狼 退治 を 奨励した。 牡 狼 五 円、 牝狼七 円、 子 狼 二 

円だった という。 吉 田政吉 氏の 「新 遠 野 物語」 によると、 当時の 米の ねだんが 白米 一升 四 銭 前後だった から、 四 

斗 俵が 一 俵 一 円 五、 六 銭になる。 だから 牝狼 一 匹 捕れば、 家内 一 力 月が 楽に 暮 せた。 そこで 狩人た ち は 野 山 を 狩 

り あるいて たちまち のうちに 捕りつ くした。 

「動物 文学」 一七 六輯 にの せた 広 瀬 誠 氏の 文章に よると、 明治 九 年に、 東北 御 巡幸の 折、 七月 七日、 盛 岡で 狼の 

子 を 天皇に 御覧に 入れた ことが 「東北 巡幸 記」 に 記録され ている という。 盛 岡 は 馬の 名産 地 だが、 狼 害が 烈しく、 

年に 四、 五十 頭の 馬が 狼に 食い殺され るので、 さきに 述べた ように 明治 八 年の 八月 頃から、 岩手県 庁で 奨励金 を 

出して 狼 を 捕殺 させて いた。 狼の ねだん も 値上り して その 頃で は、 牡 狼が 七 円 五十 銭、 牝狼は 八 円 五十 銭、 子 狼 

は 一匹に つき 三 円で、 遠方からの 者に は 旅費 を 与える ことにした。 こうして 県庁へ 買 上げる 法律 を 作った ところ、 

一年 足らずして 四十 匹 ほどの 狼 を 捕る ことができた。 天覧に 供した の は、 牝狼を 打ち殺した ときに 生け捕り にし 

た 子 狼であった。 その子 狼 は 肉食 はする が、 他の 食物 は 食べず、 けっして 人に 馴れず、 成長す るに つれて、  < 曰 一間 

は 物 蔭に かくれ、 人が 手 を 出せば 食いつ くように 気色ばんだ という。 「遠 野 物語」 の 三 七 話に 

「境 木 峠と 和 山 峠との 間にて、 昔 は 駄賃 馬 を 追 ふ 者、 囊々 狼に 逢 ひたりき。 馬方 等 は 夜行に は 大抵 十 人ば かり 

も 群 をな し、 その 一人が 牽く馬 は 一端 綱と て 大抵 五六 七 匹まで なれば、 常に 四 五十 匹の 馬の 数な り。 ある は 二 

三百ば かりの 狼 追 ひ 来たり、 某 足音 山 もどよ むば かりなれば、 あまりの 恐ろし さに 馬 も 人 も 一所に 集まりて、 

其 めぐりに 火 を 焼きて 之 を 防ぎたり。 され ど 猶其火 を 躍り 越えて 入り 来たる により、 終に は 馬の 綱 を 解き 之 を 

張り 回らせし に、 究 などな りと や 思 ひけん、 それより 後 は 中に 飛び 入らず。 遠くより 取 囲みて 夜の 明るまで 

吠えて ありき と ぞ。」 

と 書かれて いる。 ここに は 燃えさ かる 炎の 間に 照し 出された 群 狼の 姿が 影絵の ように 迫って くる。 
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果して それ はいつ 頃の 話であろう か。 

明治 二十 年頃に なると 日本 狼 は 急速に 滅亡に 向った。 それ はこうした 狼 狩の ためだけ でな く、 ジス テン パ— の 

流行に よるので はない かと 推測され ている。 遠 野 地方で も 山犬、 つまり 狼た ちが 気が狂つ たように 喷 みあい を は 

じめ、 人で あろうが 馬で あろうが、 見さえ すれば かみつく ので、 遠 野の 在で は 幾日も 戸 を 閉じて 外出し なかった „ 

この 騒ぎが あっての ち は、 山犬の 影が 見られ なくなり、 日清戦争 後 は、 馬 を 山に 放しても 心配す る ことが なくな 

つた。 それ は 「遠 野 物語」 に 「向 ふの 峰より 何百と も 知れぬ 狼 此方へ 群れて 走り 来る を 見て 恐ろし さに 堪 へず、 

樹の 梢に 上りて ありし に、 其 樹の下 を 夥しき 足音して 走り 過ぎ 北の方へ 行けり。 その 頃より 遠 野 郷には 狼 甚だ 少 

なくなれり とのこと なり」 と あるのと おなじ 時期 を 指す ものと 思われる。 日本 狼 は 明治 三 八 年 (一九 〇 五) 一月 

二三 日、 奈良県 吉野郡 東 吉野村 鷲 家 口で、 地元の 獵師 によって 捕獲され たの を さいごに、 絶滅した といわれ てい 

る。 広 瀬 誠 氏に よると、 明治天皇 は 明治 三 七 年に 

狼の すむ て ふ 山のお くまで も ひらけむ かぎり ひらきて しがな 

という 歌 を 詠んで いる。 この 歌に 見る とおり 日本 狼の 絶滅 は、 日本の 資本主義が 山間部にまで 渗 透して いった 

のと 時期 を ひとつに している。 
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火の 国の 譜 


未来への 橋渡し 

私たちが 「地名 を 守る 会」 を 結成した の は 昨年の 春の ことで ある。 それから ほぼ 一年た つた。 日本人が 永い 間 

守りつ いでき た 地名 を、 いと も 無造作に 改変す る 風潮に 憤り を 燃やして、 やむ を 得ず 立ち上が つたの だが、 その 

反響 は 極めて 大きく、 伝統に 対する 日本人の 愛着が まだ 失われて いない こと を 確認した だけで も、 かけがえ のな 

い 成果であった。 

「地名 を 守る 会」 はこの 三月 二十 五日に、 東京の 私学 会館で、 結成 一周年の 記念 集会 を 開いた。 歴史家の 坂 本 太 

郎氏 および 言語学者の 柴田武 氏の 特別 講演の あと 日本 各地からの 報告 や 会の 活動 方針 を 討議し、 無事に 終了した。 

しかし 私たちの 掲げた 主張 を 無視す るかの ように、 今 も つ て 地方自治体が 地名 を 改変しょう とする 動き もまた 後 

を 断たない。 その実 施の 根拠と なる 「住居 表示に 関する 法律」 は 歴史的な 地名 を 尊重すべき こと を 強調して いる 

の だから、 歴史的に 由緒の ある 地名 を 大幅に 改変す る こと は、 明らかな 法律違反 である。 これが 官僚の 手で 公然 
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と 行われて いるの だから、 驚く ほか はない。 

熊 本日 日 新聞の 昭和 五十 四 年 一 月 三十日 付の 記事に よると、 熊 本 市の 由緒 ある 町名が 九十 九 も 消えて いったと 

いう。 その なかには 高麗 門 町、 職人 町、 蔚山 町な ど、 私の 少年 時代に 聞き覚え ていた 懐かしい 町名が 含まれて い 

る。 私の 少年 期の 思い出に つながる これらの 町名が 消える というの は、 どのような 理由が あるの か 知らないが、 

残念で ならない。 私の 出身地の 水 侯 市な どもず いぶん 町名 地名が 変わって しまった。 幼年時代の 聖 なる 記憶 を 汚 

された 気がする の は 否定で きない。 地名 を みだりに 変更す るの は 個人の 記憶の 根 を 断ち切る こと だけで はない。 

日本人の 過去と 未来と を 断ち切る ことで も ある。 というの も、 日本人の 過去と 未来 をつな ぐの が 地名 だからで あ 

る 0 

今日 どの 地方の 町に 出かけても、 町の 風景 は ほとんど 同じで ある。 風景 を 見た だけで は、 それが どの 町で ある 

か を 言い当てる こと は 難しい。 その 土地の 個性 はわず かに 地名 だけにと どまって いると いうの が 実情で ある。 こ 

の 地名が 消し 去られたら、 過去と 未来の 橋渡し をす る もの、 あるいは 一 つの 土地と 他の 土地と を 弁別す る 手 掛か 

りと なる もの はすべ てな くな つ てし まう。 それ を 急いで 変えよう とする のが 私に はどうしても 合点が ゆかない の 

である。 

そもそも 「住居 表示に 関する 法律」 が 実施され た 昭和 三十 七 年 は 日本が 高度 経済成長 期に 突入した 時代で あつ 

て、 企業 優先、 経済 第一 主義が そのまま 肯定され たころ であった。 そして その 二 年後に は 東京で オリンピックが 

開催され た。 そこで この 法律の 促進 者 は その 多くが 企業で あり、 また それに 類す る ものであった こと は 怪しむ に 

足りない。 すべてが 能率と 便宜の 視点から ながめられた。 しかし 日本 経済が 深刻な 反省 期に 入った いま、 それと 

時期 を 合わせる ように、 地名 をいた ずらに 変更す る ことが、 けっして 期待した ように は 能率的で も 便宜 的で もな 

いこと が 気付かれ はじめた。 
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地名の 大切 さは 伝統の 媒介物と いう だけで はない。 地名に はさま ざまな 意味が こめられ ている。 井上 辰 雄 氏の 

「熊 本の 地名」 (熊 本日 日 新聞社 刊) に は 熊本県 阿蘇 郡の 産 山村に ある 柄：^ 田と いう 地名が 採り上げられ ている。 

井上 氏 は 「肥 後 国 誌」 補遺に 記された 挿話 を 紹介して いる。 それによ ると、 昔、 阿蘇 大 神が 羽衣 をな くした 天女 

と 一緒に 生活した が、 天女 は 夕顔の 種 を 植え、 それが 大きくな ると、 夕顔の つる を よじ登って 天上に 帰って いつ 

た。 そこで 阿蘇 大神は 天女 をし のぶ 神社 を 建てた。 それが 今の 柄杓 田大明 神で ある。 柄杓 田で は、 今でも ヒサ ゴ 

を 作らな いのは そのため であると いう。 

井上 氏 は 夕顔と ヒサ ゴが 同じ 物であって、 また 柄杓の 原型が ヒサ ゴに 求められる ことから、 柄构 田と ヒサ ゴを 

結び付けて 解釈して いる。 天女が 夕顔の つる をた どって 天上に 上った 話 は 鳥 取、 兵 庫、 高 知な ど 日本 各地に 残つ 

ている。 鹿児島県の 奄美 群島に も それが 見られる。 奄 美に は 「阿室 川」 という 地名が あちこち にある。 rl:ss」 

は 「天降り」 であって、 天降り 乙女が 水浴した 泉が 阿室 川な ので ある。 このように 伝説の 破片が 地名と してと ど 

まっている。 したがって、 地名から さまざまな 伝説の 起源 を 推測す る こと も 可能で ある。 

さきの 柄构 田の 話で、 天女が 夕顔の つる をた どって 天上に よじ登って いったと いうの も 意味が 深い。 大昔 は、 

天 は ヒサ ゴの形 をして いると 信じられた。 天の 枕詞の 「ひさかた」 というの は、 ヒサ ゴの形 をした、 という 意味 

である。 このように 地名 は 一見 小さい ものの ように 見える けれども、 深遠な 価値 を 秘めて いる。 これ を まつ 殺し 

て 新しい 地名 をつ ける こと は、 よほど 慎重で なければ ならない こと を 私 は 強く 訴えたい。 

小さき 神 

戦前の 熊 本 は 日本の なかで も、 とりわけ 敬神の 厚い 土地柄であった。 私の 旧制 中学生の ころ、 熊 本 市中の 神社の 

前 を 通りす ぎる とき は、 電車に 乗った 人た ちが 頭 を 下げる 風景 をよ く 見かけた。 老若男女 ともそう であった が、 と 
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くに 老人た ちの 態度 は うやうやしかった。 熊 本 藩の 旧 士族であった 私の 母の 実家 も、 神信心の 強い 家筋であった。 

戦後の 日本人が 神々 のこと を かえりみ なくなつ たころ、 私 は 民俗学 を 通して、 日本人の 信仰の 原型 を 追い求める 

こと を はじめた。 私 はこ こ 十数 年、 日本 各地 を 旅行して いるが、 その 大半 は、 歴史的な 由緒 ある 古社 を 訪ね 歩く 

ことに 費やして いる。 

私の 愛する 日本の 神 は、 農村 や 漁村の 片 すみにつつ ましく 息づく 村落共同体の 「小さな 神」 であって、 国家と 

等身大の 神で はない。 太平洋戦争の 敗北 を、 日本の 神の 敗北と して とらえ、 戦後、 日本の 神道 は 宗教 化の 道 を 歩 

まねば ならぬ こと を 力説した の は 折 口 信 夫であった。 柳 田 国 男 もまた、 敗戦 直後、 新 国学 談と 題す る 書物 を 矢つ 

ぎば やに 刊行して 時局のお 先棒 を かつぎ、 戦争の 尻 馬に 乗った 日本の 神々 の 姿が 本来の もので は 決してな いこと 

を 強調した。 だが 戦争の 手痛い 教訓 は 戦後 三十 数年 目に して 忘れられようと している。 不気味な 国家 神道の 動き 

が 始まって いる。 私たち を 再び、 どこに 連れていこう というの か。 

日本の 神道が その 純粋 さ を 保って いくため に は、 他 宗教 や 他 民族の 信仰に ついては 無限 抱擁 的に 寛大であって 

はならない。 むしろ、 かたくなと 思われる ほど、 自分の 宗教 伝統に 固執す る ことが 大切で ある。 わが 郷国の 神風 

連の 神 も、 偏狭な 神であった。 決して 国家 神道と つながる ものではなかった。 蹶起の 理由 は、 彼らの 神風 連の い 

ただいて いる 神が、 明治 政府の 政策に よってけ がされる ことにあった。 いわば 神風 連 は 一 つの 神 を 頭目に した 信 

仰 共同体であった。 

日本の 神々 はもと もと 同族 信仰に 始まった。 異族ゃ 異邦人の 信仰に は 決して 寛大ではなかった。 古代 氏族の 争 

いは、 古代の 神々 の 争いでも あった。 信仰 上の 違いから 夫の 許 を 去って いった トヨタ マ ヒメの 神話 伝承 は、 信仰 

共同体の 原点に ある 物語で ある。 「阿部 一族」 の 神 もそう である。 その 神 は、 「阿部 一族」 に、 藩主に 反抗しても、 

伺 族と しての 意地と おきて を 貫く こと を 命じた ので ある。 私たち は 日本の 神に ついての もっとも 純粋な 理念 を 
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「神風 連」 や 「阿部 一 族」 の 事例から 得る ことができる。 

日本に は 人 を 神に 祭る 風習が ある。 恨み をのんで 死んだ 人び との 霊 を 厚く 祭る 習慣 は 日本人の 信仰の 重要な 柱 

で、 民俗学で は 御霊 信仰の 名で 呼ばれる。 敵 味方、 勝利者、 敗者 を 問わず 慰霊す る こと は 宗教 上の 平等と 博愛の 

本質に かかわる ことで あり、 悪かろう はず はない。 しかし それが 身勝手な 行為に 終わる 危険がない わけで はない。 

まして 異なった 宗教 ゃ異 民族に 対する とき はそう である。 祭る 自由が あると 同時に、 祭られる こと を 拒否す る自 

由 も ある こと を 忘れて はならない。 祭る 者が 日本 国と 無縁で はない 立場に あるとき は、 とりわけそう である。 

最近、 靖国 神社 や 山口県の 護国神社で 合祀 問題が 新聞種と なって いるが、 そうした やり方が 果たして 日本 古来 

の 信仰の あり方で あるか、 日本人の 信仰の 原型 を 深刻に 振り返って みる 必要が ある。 

倭 的 日本人 

日本の なかで 地平線が 山で さえぎられずに 見える ところ は 三 力 所し かない、 と 聞いた ことがある。 平地が 少な 

く、 海岸線 は 複雑に 入り組ん でいて、 そのために 真つ すぐな 道 をつ ける ことができない。 こうした 日本の 風土で 

は 厳正な 直線に 親しむ という 自然に は 恵まれなかった。 そこで ひとひねり も、 ふた ひねり もした 曲線が、 なに か 

と 意味付け をされ ねばならなかった。 日本の 陶器に は、 中国 や 朝鮮の ような 形 や 線の 端正 さは 見当たらない。 し 

かし その 色 は 美しい といわれる。 日本で 陶器の わざと ゆがんだ 形 や 線が、 ことさらに 珍重 がられ、 愛好され るの 

は、 形 や 線の 厳しさと 真っ向から 対決で きない 民族と しての 自己の 弱点に 居直った という 感じ を 与えな くもない。 

陶器 だけの ことで はない。 先年、 新羅の 古都 慶 州で 石塔 を 見た が、 それ はあくまで 端正な 輪郭 を もって そびえて 

いた。 日本の 木造の 五重塔の ように、 あでやか では あるが、 どこか 人に こびた ような 風情で はなく、 素朴で 重厚 

なた たずまい を 見せて いた。 
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日本 はもと 倭 国と 呼ばれて いた。 俊と いう 言葉に は栢手 をけ いべつ し、 いやしめる 語感が こめられて いるから、 

わが 11 も 倭 国の 名称 をい さぎよ しとせ ず、 日本と いう 国号に 改めた。 しかし 今でも、 朝鮮人が 日本人 をのの しる 

とき は 「倭 奴」 という 言葉 を 使う。 辞書 を 引いて みると 「倭」 に はみ にくい 顔付きと いう 意が ある。 また r 委」 

に は、 すてる、 とか、 曲げる、 しなびた、 という 意味が 含まれて いる。 r 委」 の 禾は稲 を 表す。 女が しゃがんで 

稲 を 刈りと る 姿で あると もい われる。 

こうした 辞書の 意味 を 踏まえて、 さらに 私の 見解 を 付け加えると、 僕 国と か 倭人と かいう 呼称に は、 背丈の 低 

い、 そして 物事 を いい加減に ごまかして 処理し、 いっこうに 事態と 対決し ない、 という 不信 感が こめられ ている 

ようにみ える。 さらにい えば、 狼 雑な エネ ルギ ー に 満ちて はいるが、 どこか、 タガの 緩んだ、 ヮャな 民族と いう 

ことになる。 この 倭人の 性格 は 今日の 日本人に も あてはまる。 

日 商 岩 井の 航空機 疑惑で、 同社から カネ を 受け取った とされて いる 松 野 頼 三 氏に 対する 国会での 証人喚問 がな 

された。 その 席上での 松 野 氏の 弁明 を 聞いても、 あいまいさが コ ー ヒ ー の 苦い かすの ように 残る の は 否定で きな 

い。 また 金大中 事件に ついての アメリカ 政府の 見解が 発表され た。 それ は 事件 は KCIA の 犯行と いう もので あ 

つた。 そこで は 当然 日本 政府の かっての 政治 決着が 問われねば ならない が、 これに 対する 大平 首相の 説明 を 聞か 

されても、 アメリカ 政府の 姿勢と 大きく、 食い違つ ていて、 明りよう な 発音 は 聞き とれない。 これらの 発言に 感 

じる の は、 打ち消し がたい 不正直な 印象で ある。 もとより 疑惑の 焦点に 立った 元 政府高官、 あるいは 一国の 首相 

として は、 それ 以外に 答えよう がない のか もしれ ない。 

当事者と しての 立場 も ある。 だから 私 はこ こで 道学者 風の 答弁 を 期待して いるので はない。 もし 政治に 必要悪 

がっき ものであると するならば、 そうした 現実 を 踏まえて、 それが はっきり わかる ように、 国民に 示しても らい 

たいとい うこと である。 この 点で は、 日本 政府に 比べる と、 アメリカ 政府の やり方が 何十 倍 も 率直な 気がする。 
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私 は アメリカ 政府なら び に アメリカ 国民が、 日本 政府なら び に 日本国民よりも 道義 的な どと は 少しも 思 つてい な 

い。 しかし 彼らに は 乾いた 認識が ある。 それ は どこから くる ものであろう か。 

普通 ァ メ リ 力の 歴史が 若い こと、 そして 建国の 精神に はプ 口 テス タン トの 気風が 色 濃く 見られる ことが 指摘 さ 

れる。 しかし、 それと ともに、 私 は アメリカの 風土と いう もの を 考える。 地平線の 果てまで も、 真つ すぐな 直線 

の 道 をつ ける ことができる 国、 自由自在に 都市計画が できる 国と いう ものの 率直 さが あるので はない か。 これ は 

アメリカに 限らない。 私 はかって トルストイの 葬儀のと きの 写真 を 見た ことがある。 真っ白な 紙の 上に 黒い ァリ 

のように 人々 が 固まって いた。 真っ白と 思った の は 雪であった。 雪の ほか 何 一 つ 見えない 大自然の 中で 葬儀が 営 

まれて いる 風景 を 見た とき、 私 は 感動した。 こうした 厳しい 風土の なかで こそ、 トルストイの 無比の 率直 さが 培 

われた の だとい う 気がした。 

アメリカで あろうと ソビ エトロ シァ であろうと、 政治が マキャベリズムの 上に 立つ て 動いて いる こと は 世界 共 

通で ある。 しかし、 それ を 認める に は、 率直な 精神が 必要で ある。 その 率直 さは、 自分の 政治的 判断が 誤った と 

き、 それ を あえて 内外に さらけ出して 見せる 自信と もつな がる。 その 自信 を 踏まえて、 彼らに は 深く 傷つく こと 

のでき る 自己が ある。 それに 対して、 うわべ を 糊塗す る こと だけにき ゆうきゅうと している 日本の 政治家に は、 

自分 を さらけ出した とき、 つぶれな いという 確信がない。 日本人 は 「倭 国」 の 時代から 率直 さに もっとも 縁遠い 

国民で はなかろう か。 

不知火 海と 琉球 王朝 

水 侯 市の 浜に 八幡宮が あって、 私 は 幼年時代、 そこに 参拝す る 途中、 道の 傍らに 小さな ほこらが あるの を 見て 

通って いた。 源 為朝 は 船 律の 浦から 琉 球に むかって 船出 をした が、 村人が 別れ を 惜しんで 引きと めた ので、 袖の 
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片方が ちぎれた。 村人 は 為朝の 形見と して 片袖を まつる ようになつ たという 話 を 聞かされ ていた。 青年時代に 馬 

琴の 「椿 説 弓 張 月」 に その 話が 記されて いるの を 知って、 ひそかに 心 をお どらした ことがある。 

「肥 後 国 誌」 によると、 為朝の 片袖を まつる 小祠 は、 弥八宮 あるいは 矢八宮 という。 弥八 というの は、 その 浦の 

漁夫の 名で、 為朝 は 弥八を 船頭と して 琉 球に わたるが、 弥 八が 帰ろうと する 時 為朝が 別れ を 惜しんで 直 垂の片 袖 

をと いて、 弥 八に 与えた という 話 を 伝えて いる。 

馬 琴 は 「椿 説 弓 張 月」 のなかで 「琉 球の 地名に は 九州の 地名 を なぞった ものが すくなくない。 肥 後に 佐 敷と い 

うと ころが あるが、 琉球 にも 佐 敷と いう 村が ある。 また 肥 後に 浜 村と いう 漁村が あるが、 琉球 にも 浜 村が ある」 

と 述べて いる。 この 浜 村と いうの は 水 俣の 浜の ことで あり、 昔 は 浜 村の 下に 船津 がふく まれて いた。 

民俗学 者の 折 口 信 夫は琉 球で 最初の 統一 王朝 を うちたて たの は、 肥 後から 南下して いつ た 名 和 水 軍の 残党で あ 

ると いう 仮説 を 述べて いる。 名 和 水 軍 は 懐 良 親王の 配下と なって 活躍して いたが、 九州 地方で 南朝 方の 旗色が わ 

るくなる と、 倭寇の ようになって 南 島 を 荒らし まわった。 その 一味が 沖繙 本島の 東南 海岸の 佐 敷に 政権 を 樹立し 

た。 琉球 にも 肥 後と おなじ 佐 敷と いう 地名が あるの はこの ためで あると 折 口 は 言う。 このような 折 口の 説 を ふま 

えて か、 沖繙 県の 佐 敷 村 は 熊本県の 佐 敷、 つまり 現在の 芦北 町と 姉妹都市 となって いる。 

数年 まえに 「八 代 市史」 を 読んで いて、 その 中に 紹介され ている 相 良 文書が 私の 目 を 引いた。 それ は 天文 十一 

年 (一 五 四 二) に 八 代 城主の 相 良義滋 が琉球 国へ 交易 船 をつ かわして、 時の 国王に かずかずの 珍品 を 進呈した こ 

とへの 返礼と して、 砂糖 百 五十 斤 を 送る と 書かれて ある 手紙で ある。 天文 十一 年 は 第二 尚 氏の 王統で、 尚 真 王の 

子の 尚 清 王の 時代に あたって いる。 しかし 国王の 名 はなく、 琉 球円覚 寺の 全 叢と いう 僧侶の 署名が ある。 日本 か 

ら琉 球に 渡来して、 国王の 顧問と なった 僧侶に ちがいない。 当時 は 砂糖の 製造が 琉 球ではなかった というの が 通 

説で ある。 そこで この 百 五十 斤の 砂糖 は 中国から 招来され て琉球 王府の 大切に していた 品物で あつたと 思われる- 
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この 手紙に よ つ て、 琉 球と 肥 後の 八 代との 間に 正式の ル ー ト による 交易が 開かれて いた ことが 確認され たこと は 

きわめて 重要で ある。 

それ は 相 良 氏の まえに 八 代 城主であった 名 和 氏の 水 軍が、 没落した のち 南下して 沖繾 本島の 東南 海岸の 今の 佐 

敷 村の 地に やって きて、 最初の 統一 王朝 をき ずいた という 折 口 信 夫の 仮説 を 有利に する。 

ともあれ、 水 侯、 佐 敷、 八 代、 それに 豊福、 宇 土な ど 不知火 海に 面する 地帯 は、 史実の 面で も 伝承の 上で も、 

とおく 南の 島々 にむ かって 開かれて いた。 これ は 熊本県と 県人の 性格 を 考える 上で 重要な ことで あると 思う。 沖 

纖 本島の 佐 敷 村に ある 馬 天 港から 久高 島への 定期船が 出る。 この 海 はとく に 冬季に は 波が 荒い。 

たしかに 不知火 海 は 内海で、 おだやか である。 古代から 中世に かけて 文化が 滞留す ると ころ はすべ て、 内海 的 

性格 を もっと ころで ある。 それ は 中 海 や 宍道湖 を もつ 出 雲 や 瀬戸内海 を 考えてみれば よい。 不知火 海 も その 一 つ 

であった。 それ は 熊 本人の 性格 を 形成す る 「ゆりかご」 の 役目 を 果たす ものであった。 その 不知火 海が 一 企業の 

ために むざんな 死の 海に 変えられ たこと を 思う 時 私 は 激しい いきどおり を 燃やさずに はすまない。 

1 つ 目 神社 

熊本県の 山 鹿巿久 原に 天 目 一 箇神を まつる 神社が ある こと を 知った の は、 私の 旧師で ある 山 崎貞士 氏の 名著 

「熊 本文 学 散歩」 を 読んで からの ことで ある。 本居宣 長に 才気 を 愛された という 帆 足 京の 父、 帆 足 長 秋が その 神 

社の 神職であった。 天 目 一箇 神社の こと を 地元で は 一 つ 目 神社と 呼んで いる。 山 鹿 盆地の 東北の 縁の、 わき 水の 

清らかな 場所に その 神社 は ある。 もとは 山 鹿 市の 市街 中心部に ある 大宮 神社の 東側の 杉 山の 地に あつたの を、 継 

体 帝の 四 年に、 現在地の 久 原に 移した という 地元の 言い伝えが ある。 杉 山と いうの は景行 帝が 九州 を 巡回した 時 

の 行在所が あつたと されて いる。 この 杉 山に は 今 も巿目 坂と 名のつ く 地名が ある。 市 目 は 一目 を 意味す ると 地元 
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では 言って いる。 安永 元年 (一七 七 二) に まとめられた 「鹿 郡 旧 語 伝記」 に は、 そこに 一 つの 目の 森が あって 

目 一箇 男 神 を まつり、 久 原の 一 つ 目大明 神と 同 神で あると 記して ある。 また この 土地に は 铸物師 が 多い とも 述べ 

ている。 

よ ど 

さて 「鹿 郡 旧 語 伝記」 によると、 杉 山から 久 原に 移された という 一 つ 目 神社の 後ろに は 池が あって、 「世 止め 

の 池」 という。 この 池の 水が 満ちる 年に は 世の中が 豊かに なり、 水が かれる 時には、 世の中が 衰微す ると 伝えら 

れ ている。 そうした ことから 池の 名 をつ けられた ものであろう。 この 世 止めの 池の こと は、 本居宣 長の 「玉 勝 

間」 十一 の 巻に 出て いる。 宣長は 肥 後 国の 神楽 歌と 題して 

1 目の よと みの 池に 船う けての ぼる はやま もく だる はやま も 

という 歌 を 書き留め ている。 「一目の よと みの 池」 は、 この 一 つ 目 神社の 世 止めの 池に ほかなら ない。 宣長 は、 

この 神楽 歌 は 肥 後の 国人に 見せて もらった と 記して いる。 肥 後の 国人と いうの は宣 長の 門人で 一 つ 目 神職で あつ 

た 帆 足 長 秋と 想定され る。 長 秋 はなん ども 伊勢に 旅して 宣 長と 会って おり、 三度 目の 旅行が 寛 政 十 年 (一七 九 八) 

である。 「玉 勝 間」 の 十一 の 巻 は その あくる 年の 寛 政 十一 年に 版本に なって いる。 なお 帆 足 長 秋の 墓 は 今 も久原 

にの こって いる。 

この 久 原の 一 つ 目 神社が 鍛冶の 神で あると いうの は、 土地で みな 信じて いると ころ だが、 数年 まえ 私 は その 付 

近に 鉱山がない かどう か を 調べて みた ことがある。 すると、 近くの 峰つ づきの 日の 岡と いうと ころに 終戦後まで 

銅山が あつたと いう。 また 神社の 左手の 山道 をた どって 深 倉 峠を越え ると、 深 倉と いうわず か 数 戸の 部落に 出る- 

そこ は 一 つ 目 神社の ある 山の 裏側に あたる が、 そこで 会った 八十 八 歳の 老人に 聞く と、 すぐ 目の前の 山 を 指して 
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その 山に は 銅 を 試掘した 穴が 何個 所 か あると いう。 また 近くめ 畑から、 かなく そが 出て、 そこ を 鍛冶屋 敷と 呼ん 

でい ると も 言った。 さらに 老人の 話で は、 深 倉 峠 をへ だてて 一 つ 目 神社と 向かい あう liMli は、 土 蜘蛛の 類が い 

て景行 帝の 軍勢に はげしく 抵抗した が、 滅ぼされた 伝説が あると いう。 「肥 後 国 誌」 巻 之 七に は 「目 一箇 男 神社 

祭 十 一 月 九日 或 記 一 目 神社 云々 当社 は 継 体 帝 善 記 四 年 十 一 月 四日 高 天 山の 神主 祭 之」 と ある。 高 天 山と は 震 

岳の ことで ある。 ャ マト 朝廷の 威令が おこなわれる 以前から、 この あたりに は 銅山 労働者が 住みつ いていて、 天 

目 一 箇神を まつる 人た ちの 信仰が あつたの ではない か。 

菊 池 川の 下流に ある 玉 名 市の 疋野 神社 も 金属に 関係が あると 思われる。 同 神社の 由来 記に は 炭 焼 小 五郎の 伝説 

が ある。 小岱 山の ふもとの 炭焼きが、 炭 を 入れる コモ俵 を 編む 時の 重し に 金を使つ ていたと いうので 疋野 長者と 

呼ばれた という。 疋野 長者の 旧跡と 伝えられる 長者 屋敷 は、 現在の 疋野 神社の 境内の 後ろに あって 力 ワラ や 磁石 

がの こって いる。 疋野 神社 は 波 比 岐神を まつる が、 この 神の 実体 は 明らかで はない。 ふい ごの 古語の 「はぶき」 

を 指して いるか もしれ ない。 田 辺 哲夫氏 は、 疋野 神社 は 玉 名の 豪族の 日 置 氏の 氏神で、 日 置の 一族が 製鉄 を 背景 

として 勢力 をのば していく につれ て、 疋野 神社 は 重視され たので はない か、 と 推定して いる。 

菊 池 川の 流域から は 多くの 砂鉄 を 産す る ことが 近来 指摘され ている。 玉 名 市の 滑石から は 分厚い 砂鉄の 層が 発 

見され た。 また 小岱 山の 中腹から は 多くの たたら 炉の 跡が 見つか つ た。 

金属の 富 を 背景に して 古代 豪族が 成立し、 そこに 権力が 生まれた こと を 否定す る こと はでき ない。 有名な 江 田 

船 山 古墳 も 近くに ある。 熊本県の 古い 文化 は 二 面 性 を もっている。 海洋 性の 色 濃い 県 南部の 文化と 金属との 縁 由 

を 抜きに する ことので きない 県 北部の 文化と、 この 両方に 照射 を 与える 時 熊 本の 古い 文化の 輪郭が おぼろげに 浮 

かび あが つ てく る。 
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火の 君 

私 は 八 代 市の 北に ある 竜 北 町の 姫の 城、 中の 城と 近接す る 古墳から、 眼下に ひろがる 八 代 平野 を 見た 時の 印象 

を 忘れる ことができない。 私の すぐ 足 もと を 氷 川が ゆるやかに 蛇行して、 平野の まんなか を 不知火 海に そそいで 

いた。 私 は 海抜 百十メ ー トルの 丘陵地帯 にある 全長 百メ ー トルの 巨大な 前方後円墳の 上に 立って、 海の かなたに 

目をやった。 ここから 呼べば こたえる もの は 何 か。 不知火 海 をと りかこむ 天草の 島々 を 越えて、 はるか 中国の 呉 

越の 地であろう か。 

中国の 江 南 地方と 九州の 西海岸の 古代の 首長との 間に 交流が なされて きたと 考える の は、 いたつ て 自然で ある" 

その 場合、 姫の 城 古墳、 中の 城 古墳な どに 葬られた 首長 は どのような 役割 を 果たしてき ただろう か。 この 両 古墳 

から は 石 人 やきぬ がさ、 かぶと を かぶった 人物 埴輪が 出土して いる。 これらの いかめしい 副葬品 は 古墳の 主が た 

だの 豪族で はな か つたこと を 示す ものである。 それ は筑 紫の 君で ある 磐 井の 墓と される 筑 後の 岩戸 山 古墳から 出 

土した 石 人 やきぬ がさな ど を 思い起さずに はすまない。 そこで、 これらの 古墳の 主が、 筑 紫の 君と 同族であった 

火の 君で あつたと 想像す る こと は理 にかな つてい る。 それ を 裏付ける ように、 中の 城、 姫の 城な どの 古墳 群の 近 

くに は、 大野 窟 古墳と 呼ばれる 巨大な 石組みの 横穴 式 石室が ある。 これらの 古墳 を 築く ために 使用され た 技術と 

労力と を 思い はかるならば、 そこに 葬られた 人物の 生前の 勢力 を もえが くこと は 可能で ある。 実際に、 氷 川 を 下 

つた 鏡 町から ふりかえって みると、 中の 城、 姫の 城、 端の 城、 物見櫓な ど野津 古墳 群の 四 基の 前方後円墳が 山の 

根に せり 出す ようにして 見える。 不知火 海 を 航行す る 船 も、 そこに 葬られた 豪族に は 敬意 を 表さない わけに はい 

かないよ うに 見える。 

むら じ 

ところで、 古事記に よると、 火の 君 は 阿蘇の 君、 大分の 君、 筑 紫の みやけの 連な どと ともに、 多 氏の 同族と い 


^ うこと になって いる。 多 氏 は 神武 帝の 第二 皇子の 神 八 井耳 命 を 先祖と 仰ぐ 氏族で ある。 大和の 多 神社 は 多 氏の 正 

神 系の 太 安麻 呂の 子孫が 神主と なって きた 神社で ある。 その 多 神社の 久 安五 年 (一 一四 九) に 書かれた 「注進 状」 

お に は、 多 神社の 神主 は 多 朝臣と 肥の 直とな つてい る。 このように 十二 世紀 半ばまで、 多 氏と 肥の 直の 密接な 関係 

,. が 現実の 上で 見られる。 多 神社の 神主 は 今日で も 多 氏の 姓 を 名乗って いる。 そして 当代の 神職の 多栄平 の 話に 

よると、 社家と しての 多 氏 は、 もと 肥の 直ではなかった かとい う。 

話 は 東国に 飛ぶ が、 常 陸の 鹿 島に 進出し 開拓した 古代 豪族 は 多 氏であった というの が ほぼ 定説と なって いる。 

そのこと をす こし 詳しくみ てみ る。 常 陸の 大洗 海岸に ある 大洗 台地の 南 は 鹿 島台 地と なって 続いて いるが、 両台 

地の 中間に ある 独立 丘陵に 車 塚と 鏡 塚の 二つの 古墳が ある。 昔 はこの 古墳の ある 丘陵 は 海に 突き出した みさきと 

なって いて、 その ふもとまで 波が 洗って いたと 考えられる。 今でも その 頂上に 登る とすぐ 近くに 海が ひら ナて見 

える。 この 古墳 群の 一 つ、 鏡 塚 は 発掘され た。 しかし、 復原 怪百メ I トル 近くの 車 塚の ほう は 未発 掘の 大 円墳で、 

五 世紀の 末 ごろの 古墳で ある。 おそらく 仲 (那賀 ) 国 造の 墳墓で あろうと 推定され ている。 この 仲 国 造 は タケ 力 

シ マミ コト (建 借 間 命) と 「常 陸 国 風土記」 に 記されて いる。 タケ カシ マと いえば、 だれでも 鹿 島の 神と 同音で 

ある ことに 注目し ない わけに はいかない。 

神 八 井耳 命 を 先祖と する 十九の 氏族 は、 多 氏 を 筆頭に、 火の 君 や 阿蘇の 君が ある こと は 先に 述べた が、 その 十 

九 氏の なかには、 常 陸の 仲 国 造 もま じっている。 とすれば 仲 国 造で ある タケ カシマ は、 多 氏と 極めて 関係が 深い。 

また 火の 君と も 先祖 を 一 つに する 氏族で ある。 「常 陸 国 風土記」 によると、 タケ 力 シマは 朝廷の 命令で 東方の 賊 

を 平定す るた めに、 常 陸の 潮 来の 近くまで きた 時に、 その 率いる 兵士た ちに 杵島曲 をうた わせた と ある。 杵島曲 

は 有 明 海に 臨む 杵島 岳に 関する 地元の 民謡であって、 九州 出身の 豪族が 東国の 柽略 にあた つたこと を 示す ものに 

ほかならぬ。 多 氏の 同族で ある 九州の 豪族のう ち、 有 明 海の 沿岸に 君臨す るの は 火の 君で あるから、 火の 君 こそ 
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は 多 氏の 筆頭で あり 主流で あると する 学者が いる。 歴史家の 太 田亮は 「日本 古代史 新 研究」 のなかで、 ヤマタ ィ 

国 は 火の 国で あり、 ヒミコ は 多 氏と 想像して いる。 また 考古学者の 大場磐 雄 もキシ マ、 カシ マが そのまま 地名と 

なり、 人名と なって、 はるか 肥 国から 常 陸まで 移された とみる 可能性が 強く、 その 本国の 肥の 国 は 多 氏 一族 発祥 

の 地で あると している。 さらに カシ マの 名 を 負う タケ カシ マミ コト こそ は、 多 氏 一族 中の 首長で あり、 鹿 島の 神 

を 奉戴して、 常 陸の 仲 国 造と なった と 述べて いる。 そして 多 氏の 主流が 火の 君で あると いう 説に 従えば、 日本 列 

島の 西の 海の 果てと 東の 海の 果てに、 火の 君の 足跡が 印され ている 不思議 さ を 思わない わけに はいかない。 . 

多 氏と 装飾 古墳 

私が 旧制 熊 本 中学 (現在 熊 本 高校) の 三年 生の 時、 担任の 山 崎貞士 先生が クラス 一 同 を 引率して、 井寺 古墳 を 見 

学に 連れて行かれた ことがあった。 今から 四十 年 も 前の、 昭和 十一 年の ことで ある。 この 井寺 古墳 は 熊 本 市から 

南の 方角に あたる 上 益 城 郡嘉島 町の 井寺に ある 古墳で、 その内 壁に 描かれた 直 弧 文の なぞめ いた 不思議な 文様と 

朱色と が 少年の 私の 心 を とらえた。 その 壁画の 強い 印象 は、 永い 間、 私の 心の底に 焼き付い ていて、 昭和 三十 九 

年、 私が 編集長 当時の 雑誌 「太陽」 で 「装飾 古墳」 を 特集す る 潜在 動機と なった ものである。 この 時の 特集 は、 

装飾 古墳に 対して 世間の 目 を 向けさせる 最初の きっかけ をつ くった。 それ は、 そのの ち さらに 発展して、 私の 友 

人の 高 浜幸敏 氏な どの 尽力で、 熊本県 立 美術館に 装飾 古墳の 模写 壁画の 展示 室まで 設けられる ことに もな つ た。 

装飾 古墳の 声価 はも はや 定ま つ た 感じが ある。 

私の 少年 時に 体験した ような 事柄 は、 熊本県 や 福岡県の ように、 装飾 古墳の 集中して いると ころで ない と 味わ 

えない。 日本国内に 古墳の 数 はおび ただしい が、 装飾 古墳 は 極めて 例外的で ある。 東国で は 茨城県 や 福島県の 海 

岸 地帯に みる ことができる。 
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肥 後 や 肥 前の 国が 分かれる 前の 肥 (火) の 国の 豪族で ある 火の 君 は、 多 氏の 同族 十九 氏の なかの 中心であった ひ 

そして 多 氏が 東国の 経略に 従事した こと を 側面から 証明す るの が、 火の 君の 所在す る 九州 西 辺と 常 陸に 多く 発見 

されて いる 装飾 古墳の 存在で ある。 有 明 海 や 八 代 海の 沿岸の 筑 後川、 菊 池 川、 白 川、 氷 川な どの 流域に は 装飾 古 

墳が 集中して いるが、 この 装飾 古墳が また 茨城県から 福島県の 浜 通りと 呼ばれる 地方の 中 田、 泉 崎、 清 戸 迫な ど 

にも 発見され てきた ところから、 その 伝播 者と して 多 氏が 介在す るので はない かとい う 推測が 可能になる。 また 

近年、 茨城県の 勝 田 市の 虎 塚 古墳が 発掘され、 その 中から これまで にない 彩色 壁画が 出現して 人び と を 驚かした。 

こ の 虎 塚 古墳の 文様 や 意匠 は、 熊本県 の 玉 名 市に ある 永 安寺 古墳 ゃ大坊 古墳な ど 菊 池 川 流域 の もの と 酷似す る、 

と 先年 亡くな つ た 考古学者の 大場磐 雄 は 述べ ている。 

多 氏と 関連が あると みられる 装飾 古墳 は、 大阪府の 柏 原巿高 井田の 横穴に も みられる。 大場 によると、 そこ は 

もと 河内 国志紀 郡であって、 古代に は 志紀県 主が いたと されて いる。 「新撰 姓氏 録」 に 志 紀県主 は 神 八 井耳 命の 

後裔と されて いる。 この 高 井田の 線 刻 画 は、 船の 上に 三角帽 を かぶった 古代の 人物像が 描かれて おり、 私 も 現地 

を 訪れて 興味深く ながめた ことがあった。 大場 によると、 装飾 古墳の 初 源 的 資料と される 割 竹 形 石棺に 直 弧 文 を 

刻した 安福 寺 古墳 (大阪府 柏 原 市 玉 手) の ある 玉 手 山 も 指呼の間 にある という。 直 弧 文が 九州の 装飾 古墳に しばし 

ば 取り上げられ ている こと は 言うまでもない。 多 氏との つながりが ここに も 想定され る。 このように、 装飾 古墳 

の 存在す ると ころに 多 氏、 ひいては 多 氏の 同族で ある 火の 君の 影が ちらつい ている。 

多 氏の 同族に は 阿蘇 氏が ある。 そして 多 氏 も 火の 君 も 阿蘇の 君 も 神武 帝の 第一 一 皇子で ある 神 八 井耳 命 を 先祖と 

仰ぐ 氏族で ある。 神武 帝の 第一 皇子 は 日子 八 井 命と もうす。 「阿蘇 郡 誌」 によると、 日子 八 井 命 は、 日向の 高 千 

穂の 熊 代の 邑 から、 野 尻 草 部に やって来て、 大蛇 を そこの 血 引原で 殺し、 蛇 骨 を 灰 原に 焼いて、 その 地方 を 平定 

していって、 のちに 吉見明 神と 仰がれる ようになった という。 その あと、 日子 八 井 命の 弟の 神 八 井耳 命の 子供で 
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ある タケ イワ タツ 命が やって来て、 日子 八 井 命 (吉見 明 神) の 娘の 阿蘇 都 ヒメ をめ とった。 

草 部 は 日向の 高 千 穂から そう 遠くない 小さな 農村で、 そこ を 過ぎる と 外輪山 を 越えて、 高 森の 町に 抜ける。 し 

かし、 あたり は 広々 とした 平地で 農耕 地に 適して いる。 私 は 草 部の 村 はずれに あり、 日子 八 井 命 を まつる 吉 見神 

社 を 訪れた ことがあった。 鳥居 をく ぐると はるか 下方の くぼ 地に 社殿が あると いう 珍しい 神社で ある。 その わき 

に はもと 泉が あつたと いう。 日子 八 井 命、 神 八 井耳 命の 八 井 は 井戸 や 泉に ゆかりが ある。 日子 八 井 命 は 大蛇 を 殺 

した。 タケ イワ タツ 命 は タツの 名から して 竜神 を 神格化し ている。 現在の 阿蘇 社に 落ち着く までに、 阿蘇の 君の 

先祖 神が 草 部に いた こと は 注目に 値する。 九州の 祖母 山の 大蛇から 生まれた 大神大 太の 子供 は 野 尻三郎 であって、 

草 部の 地と つながつ ている。 ところで、 信 濃 小 県 郡の 泉 小 次郎も 大蛇の 子と されて おり、 小 県 郡に は 阿蘇 郷がぁ 

る。 野 尻 三郎の 兄の 野 尻 次郎は 日向の 塩田で 生まれた と あるが、 泉 小 次 郎は信 濃 小 県 郡の 塩田の 産と ある。 信 濃 

の 小 県に 居住す る 信 濃 国 造 も 阿蘇の 君と 同様に、 神 八 井耳 命の 末裔と 称する。 このように 阿蘇の 君の 先祖に まつ 

わる 伝承の 痕跡が 信 濃 国に も 見つかる。 火の 君に しろ、 阿蘇の 君に しろ その 活動 は 古代の 火 (肥) の 国の 内部に 

とどまる もので なく、 遠く 東国にまで 及んで いた こと を 知る 必要が あろう。 

「渡り鳥」 の 思想 

今回 ( 一 九 七 九 年) の 総選挙で 松 野 頼 三 氏が 落選した こと を、 東京の 新聞 は 熊本県の 良識の 勝利と か 肥後モ ッ コ 

スの 精神の 発露と いう ふうに 書き立て ていた。 それ を 見た 時、 熊本県 出身者と して、 一服の 清涼剤 を 味わった 気 

がした の は 私 だけで は あるまい。 ある 人 はこれ で 肩身が 広くな つたと も 言った。 これにつ いて 私が 思い出す の は- 

柳 田 国 男が 日本人の 最大 欠陥と して 事大主義 や 事大思想 を 挙げてい る ことで ある。 柳 田に よると、 それ は 群れの 

思想で あり、 渡り鳥の 思想で ある。 つまり 長い ものに 巻かれろ という ことわざに 見られる ように、 大きな ものに 
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事え る ことで 保身の 隠れ ミノと しょうと する 考えで ある。 絶えず 他人の 顔色 をう かがって、 自分自身の 意見 を大 

勢に 順応 させよう とする 姿勢で ある。 一 人で 自分の 言動 を 貫く 信念が なぜに こう もで きない 国民で あるの か。 柳 

田 国 男 は 日本の すみずみまで 歩き 尽くし、 その 歴史の 底まで きわめ 尽くした 学者で ある。 いわば 日本 を 最もよ く 

知っている 人間の 最後の 言葉と して、 こうした 日本人に 対する ペシミスティック (悲観的) な 感懐が 吐露され た 

こと は 深刻で ある。 

今から 三十 年 も 前、 私 は フランス 人の 神父が いぶかし そうに 語る の を 聞いた。 当時 二  • 一  ストが 中止され た 直 

後の ことで あつたが、 フランスで はこの ように 1 糸 乱れずに ストライキ を やめる こと は 考えられないと 言った。 

フランスで はいくら 上からの 指令が あっても、 どこかで だれかが その 指令に 反して ストライキ (に 限らない が) 

を やる の だとい う。 つまり 自己 を 貫こうと する 精神が 極めて 盛んで ある。 また ある 座談会で 陳舜臣 氏が 次の よう 

に 述べて いるの を 読んだ ことがある。 昭和の 初年、 日本で は 左翼 運動が 激しく 行われて いた。 それが 昭和 十 年代 

になる と、 い つ の 間に か 左翼と 右翼と は 合流 癒着して、 一 緖 にな つ て 中国大陸に 侵略して きたと いうので ある。 

これ は 既に 明治時代 半ばの 民権と 国権の 癒着に も 見られた ことで ある。 一人 は フランス 人、 もう 一人 は 中国人の 

日本人 観 も 群れの 思想へ の 指摘に ほかなら ない。 

柳 田 はこう も 言つ ている。 第一 一次 大戦の 敗北 を ひと 握りの 戦争 指導者に 帰す る こと は 必ずしも 正しく はない。 

なぜなら 日本国民 もまた 戦争に 迎合す る 風潮 を 作り だすのに 協力した からで ある。 むしろ 問題 は 指導者が、 国民 

各自に ただ 一 つの 道 を 進む ことし か 考えられない 教育 を 施した ことで ある。 つまり 国民が いくつかの 選択肢 を自 

分の 判断で 選ぶ ような 教育 を 施さなかった ことが、 日本の 国運 を 誤らせた 大きな 原因で ある、 と言う。 この 柳 田 

の 発言 は、 やはり 群れの 思想に ついて 述べて いるので ある。 一羽の 先導の 鳥の もとに 大勢の 鳥が ついてい くよう 

な 教育で は 困る と 言 つてい るの だ。 こうした こと は 今日で も 至る ところに 発見す る ことができる。 
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柳 田 は 事大思想からの 脱皮 を 強調した、 か、 だからと い つ て 教育 を 生活から 遊離 させよう という こと を 主張した 

ので は 決してない。 むしろ 逆で ある。 柳 田の 教育 観の 根底に は、 候補者の 言う こと を 的確に 判断す る 能力 を 育て 

る ことが 最も 肝心で あると いう 考えが あった。 よき 選挙民 をつ くり 上げる ことが 彼の 教育の 理想であった。 「口 

つきが いいと か、 ひげが ピンと はねて いる」 からい いと かで 人 を 判断して はならぬ こと を 説いた。 選挙 を 正しく 

かつ 威信の ある ものにし たいと 切望し、 そして 人び と をして、 自らの 思想に よって、 自己の 行為 を 指導で きる よ 

うにす るに は、 事実に 基づく 過去の 沿革 を 知らせる こと だと 提言した。 以上の こと は庄 司和晃 氏が 「柳 田 民俗学 

の 子ども 観」 という 書物の なかで、 特に 重視して いる 事柄で ある。 

「あなた 方 は、 たとえば 渡し守な どの 如く、 旅人 はずん ずん 堤 を 越え 森 をす ぎていって しまう のに、 ながく この 

岸 を かむ 流れの 音 を 聞きつつ、 つぎから つぎへ 渡らん とする 者 を 渡して やられる のです。 礼拝すべき 事業で あり 

ます」。 これ は 柳 田が 小学校の 教師に、 はなむけした 言葉で ある。 教育 は 子供た ちが 正しい 判断力 を 身に つける こ 

と を 主眼と すべき だとい うので あり、 教師 は そのための 渡し守の 役 だとす る。 世の中の 姿が あまりに 悪い のに、 

それ を どうす る こと もで きないと いらだつ ていた 国民が、 今回の 選挙で かすかに 動き 出した。 では、 柳 田が 願つ 

たように、 日本人 はやつ と 自主的 判断の 能力 を 身に つける ようになった のであろう か。 だが、 それにしても 知識 

偏重の 詰め込み主義 という 現代の 教育が 果たして 満足すべき ことだろう か。 それ もまた 日本人の 事大思想の 表れ 

ではない か。 ここで 日本人の 教育 を 根本的に 問い返す ことの 必要 を 痛感す る。 戦後 日本で 最も 大切で ありながら、 

最も 忘れられ たもの、 それ は 左右 両翼の 事大主義から 脱皮させる 教育で ある。 

橋と 常世 

ミ カンの 古い 名で ある タ チバナ (橘) は 日本人に とってと くべつに 関心の あった 植物で、 万葉集 以来 歌に うた 
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われて きている が、 そのな かで 私が もっとも 好きな の は、 わが 熊 本の 林 桜 園の 歌で ある。 

常世べ にかよ ふと 見し は 立 花の かをる 枕の 夢に ぞ有 ける 

自分が 常世に い つ たと 思った の は、 じつは まくら 元の タチバ ナ のにお いが 立ち こめた せいで 見た 夢 だ つたの だ 

というの がー 首の 意で ある。 日本人の ロマンチックな 心情の 極致 ともいうべき 歌で ある。 常世と いう 言葉 は 私の 

両親の 代までの 日本人 はわき まえて いた。 その 証拠に、 私 は 母が 亡くなる まえに 、「常世と いう 言葉 を 知ってい 

るか」 と 聞く と、 母 は 「知っている」 と 答えた。 私 はそう した 聞き方が 残酷に 思えた が、 しかし 日本人の 死後の 

魂の ゆくえに ついて、 母の 考え を 知って おきたかった ので ある。 仏教 や 儒教な ど 海外の 思想 や 宗教が 日本に 入つ 

て くるまえ は、 古代 日本人 は、 死んだら、 みな 常世に いくと 考えて いた。 常世の 「世」 というの は 穀物 や 果物の 

ことで ある。 いつも 穀物 や 果物が 実っている ところが 常世であって、 そこ は 海の かなたの 島で あると 思われて い 

た。 

古事記に も、 垂仁 天皇の 時タジ マ モリ を 常世 国に 遣わして トキ ジクノ カグの 木の実 を 求めさせた 話が の つてい 

る。 トキ ジク というの は 一年中、 季節 を 問わず、 カグの 木の実 はかお りの 高い 木の実と いう 意味で、 一年中、 タ 

チパ ナ のかぐ わしい 実が な つ ている ところが 常世で ある。 

タジ マ モリと いうの は 朝鮮から 日本に 渡来した ァメ  ノ ヒボコ の 子孫で あるから、 彼が タチバ ナを 求めに いつ た 

常世の 島と は、 済 州 島 だとい う 説が ある。 朝鮮 本土に はミ カン は そだたない。 しかし 済 州 島に はいろ いろな 種類 

のミ カンが ある。 十五 世紀末の 朝鮮の 地誌に も、 済 州 島の 産物と して 五 種類の タチ 、、ハナの 名が 記されて いる。 そ 

のうち 三種 類が 今でも ある こと を、 私 は 済 州 島に 旅行した 诗に 確かめた。 その 一 つの 青 橘と いうの は、 秋に 実つ 
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て、 いったん はすっぱくな るが、 年を越す とまた あまくなる。 大きさ は 柚子の 実ぐ らいで、 四月の 末 ごろまで 木 

になって いる。 対 馬の 南端の 高 御 魂 神社の 境内に ある ミ カン、 また 奄美 群島の 喜界 島に ある 花 良治ミ カン、 この 

二つと も 済 州 島の ミ カンと おなじように 小さく、 またす こぶる かおりが 高く、 そして、 秋 十月から 春 四月までの 

長い間、 実が 熟して いる。 四季 を 問わず 実が なるとい う トキ ジクノ カグの 木の実 はこうした 種類の タ チバナ だつ 

たにち がいない。 

五島 列島 を 旅行した 時、 島内に 橘と いう 地名が 多い のにお どろいた。 福 江 島 だけで も 十 力 所以 上 ある。 福 江 島 

の 玉の 浦に ある 橘 浦の 白鳥 神社の 境内に も、 かって は 天然記念物の タチ、 、ハナの 大木が あった。 五島に は 点々 とタ 

チパ ナの 木が 山野に 自生して いる。 

私の 生まれ故郷の 水 俣に 近い 鹿児島県の 長 島 は唐ミ カンが 最初に 伝わ つ た 島と されて いる。 

また 八 代 市の 高 田に は 樹齢 六 百年 ほどの ミ カン の 古木が 残って いると いわれて いる。 八 代 市の 市役所の 前に ミ 

カンの 古木の ある こと は 私 も 見て 知っている。 

私が 現在 住んで いる 多 摩 丘陵の 住宅地に は 駅前の マ ー ケット で、 天水 ミ カンが 売られて いる。 その 名前 を 見る 

たびに ふるさと を 思う。 

五月 待つ 花 橘の 香 を かげば 昔の 人の 袖の 香ぞ する 

古今 集の 有名な 歌で ある。 ミ カンの 花 を そでに 入れて そのに おい をた のしむ 風習 は 万 葉 時代から あった。 では 

この 歌の 中の 昔の 人と はいった いだれ か。 私 は 母の 着物の そでに ひかれて 歩いた ころの、 なつかしい におい をぬ 

きにして、 この 歌 を 理解す る ことができな いので ある。 
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鉄人 伝 説 

私 は 今年 (一九 七 九) になって 「青銅の 神の 足跡」 と rl^ 冶 星の 母」 の 二 冊 を 刊行した" この 二つの 本の 主題 

は、 前者 は 古代、 後者 は 中世と、 それぞれ 時代 は 違う が、 日本に おける 鍛冶屋の 足跡 を 追求す る ことであった。 

例えば 「弁慶の 泣き どころ」 という 言葉が ある。 普通 は、 弁慶 ほどの 豪傑で も、 痛が つて 泣く 急所の 意と 考えら 

れ ている。 向こうず ねがそう だと 言う もの もい る。 だが、 この 言葉に はさら に 深い わけが ある。 島根県 八 束 郡の 

伝承に よると 「弁慶の 母 は 身 ごもった 時、 つわりに は 鉄 を 好み、 鉄 を 食べた。 十 丁目の 鍬 を 半分 食べた ところで 

男の子が 生まれた。 髪 は 長く 垂れ、 歯 は 二重に 生え、 全身 鉄で あつたが、 鉄 を 少し 食べ残し たために、 体の 四寸 

四方 だけが 人間の 皮膚で ある」 という。 つまり 弁慶 は 鉄人と して 出生した が、 一力 所 だけが 弱い 皮膚であった、 

というの である。 

こうした 話 は 弁慶 だけに あるので はない。 平 将門も 七 尺 余の 大男で、 五体 はこと ごとく 鉄人で あるが、 ただ 耳 

の そばの コ メカ ミ だけが 肉 身であった。 そこ を 俵 藤 太 秀郷に ねらわれて 殺された と 「俵 藤 太 物語」 に 記されて い 

る。 

さらに また 伊吹の 弥三郎 にも 同様な 話が 伝わって いる。 「近 江 国の 伊吹山に 弥三郎 という 者が いた。 その 体 は 

鉄の ようで あり、 力 は 千人力 を 超えて いた。 伊吹の 弥三郎 は 朝廷に 献上す る 貢ぎ物 を 奪う ので、 朝廷 は 退治し よ 

うとした が、 なにしろ、 切っても 突いても 痛くない 体の 持ち主で、 矢 を 射ても その 体 ははね 返した。 そのころ 伊 

吹の 弥三郎 は 三 上と いう 武士の 娘に 思い を 寄せて いた。 三 上 は 弥三郎 を 征伐して 朝廷の ほうびに あずかろうと、 

一人娘 を 弥三郎 に 与えた。 そして 弥三郎 の 体が 鉄の ように 硬くても、 左右の わきの 下 だけが 普通の 人間と 同じで 

ある こと を 探り当てる。 ある 時、 三 上 は 弥三郎 を 招いて 庭石 を 動かす こと を 頼んだ。 弥三郎 は その 依頼に 応じて、 
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小山の ような 大石を 持ち上げた。 そこ を 見計らって、 三 上 はわき の 下 を 突き上げた。 弥三郎 はついに 死んで しま 

つた」 という 話が、 仮名 草子 「日本 二十 四 孝」 のなかに 見られる。 この 鉄人の 伊吹の 弥三郎 の 子が 伊吹 童子で あ 

るが、 伊吹 童子 は大 江山の 酒呑 童子の 前身と されて いるので、 伊吹の 弥三郎 は 酒呑 童子の 父と いう ことになる。 

弁慶 や 平 将門ゃ 酒呑 童子の 父に まつわる 鉄人 伝承 はお そらく 海外から 伝わった ものに 違いない。 古代 ギリ シ ャ 

の 英雄 アキレス は 不死身の 英雄で あつたが、 一 力 所 弱い ところがあった。 そこが アキレス腱 であると いう 話 はよ 

く 知られて いる。 ジ ー タフリ I ト もそう した 英雄であった。 これらの 鉄人 伝説が いつ、 どのよう にして、 日本に 

運ばれた かわからない。 ただ 日本国内での 伝播に は 鍛冶屋が 関与して いると 私 は 考えて いる。 

縱冶屋 や 鍀物師 が 日本 各地 を 漂泊しながら 伝えて 歩いた 伝説に は、 このほか 炭 焼 太郎の 物語 や 目 一 つの 神の さ 

すらい の 話が ある。 貧しい 炭焼きの 男のと ころに 黄金が たくさんあった という 物語 を 調べる と、 鉄の 精練と 関連 

する ものが 多い。 また、 クリゃ アサな どで 目 を 突いて 一眼 を 失した 神の 話 は、 さかのぼれば 古事記 や 日本書紀に 

あらわれる 天 目 一箇 神、 下れば 後世に も 出没した 一 つ 目 小僧の 系譜と つながつ ている。 では 目 一 つの 神の 正体と 

は 何 か。 

大昔、 たたらの 炉で銅 や 鉄 を 造って いた 時代、 そうした 仕事に 携わる 人た ち は炉の 炎の ために 目 を 傷つけ て 一 

眼になる ことが 多かった から、 目 一 つの 神と 称せられた。 金属 器が 少なかった 時代に は、 彼ら 金属 精練の 技術者 

たち は、 神と あがめられ ていたが、 古代の 政治 権力が 確立す ると、 こうした 古い 神 は 追放され、 山野 を さまよい 

歩く ことにな つた。 それの 名残が 一 つ 目 小僧で ある。 お化けに すぎない と 思われて いる 一 つ 目 小僧 も、 鍛冶 神の 

なれの 果ての 姿で ある。 また 今日で も 目 一 つの 神 を 祭る 神社 は 銅 や 鉄の 精練と 関係 深い ものが 多い。 

以上の ような 鍛冶 伝承 を 調べる ことによ つ て、 私 は 古代 中世に おける 大 鍛冶 小 鍛冶の 人た ちの 社会的な 役割が 

どうで あつたか を 明らかにしようと 努めた。 それ は 日本 国家の 起源に も かかわる 問題であった。 すなわち 弥生 時 
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代から 古墳時代に かけて、 金属 精練の 技術 を 持った 人た ちが 海外から 渡来した。 朝鮮半島からの 渡来 者が 最も 多 

かった が、 彼ら は 最初 はき わめて 大切に 取り扱われた。 しかし 政治 権力が 強大に なると、 その 仕事が 大切な のに 

も かかわらず、 その 技術 は 低く みられる ようになり、 彼ら は 神の 位置から 転落し、 私たちの 幼い 時の 物語に だけ 

登場す るよう な 存在に なって しまった。 だが、 こうした 伝承の 足跡 をた どる ことによって、 私たち は 日本の 神々 

や 英雄の 物語が、 銅 や 鉄の 精練と 深い関係が ある こと を 知る ことができる。 

糸満 漁師 

今、 私 は 八重 山の 小 浜 島の 紅 崎と いう 漁師 部落に いる。 西 表 島 はわず か ニキ 口 をへ だてた 対岸に ある。 西 表 島 

と 小 浜 島の 間の せまい 海峡 を ョナラ 水道と 呼んで いる。 ここ は 潮流が 激しく、 海 は 深い。 戦前に はよ く 小舟が く 

つがえ つたと 閒 いた。 この 危険な 水道 は フカが 背 ビレを 見せて 泳ぐ ところで も ある。 沖繙で マンタと 呼ぶ エイ も 

通って いく。 細 崎の 漁師た ち は、 砂浜で ブタの 肉 をえ さに して フカ を 釣る。 フカが えさに くらいつ くと 細引き ほ 

どのがん 丈な 釣り糸と 結んで ある ドラムかんが、 がんがん 鳴る 仕掛けに なって いる。 その 音で 漁師た ち は 砂浜に 

飛び出して フカ を 捕える ので ある。 フカの 肝臓の 油 は、 サバ 二と 呼ぶ 漁師た ちの 舟に なくて はならない もの だ。 

フカの 油 を 舟に 塗って、 防腐 用に する ので ある。 

細 崎 部落 は 砂浜に 五戸の 糸満 部落と 五戸の 日本 本土から きて 住みつ いた 連中の 家が 並んで いる、 わずか 十 戸の 

部落で ある。 ユウ ナの 黄色い 花に 囲まれた 家 は、 どれ もこれ もみす ぼらし い。 一間 か 二 間し かない 家の 中 は 暗く、 

壁 は 土壁 か トタンで 囲って ある。 トタン 屋根に は 石 を 乗せて 風に 飛ばされぬ ようにして ある。 この 細 崎に 糸満漁 

師が 住みつ いたの は 明治 四十 年代と いわれて いる。 もう その 孫た ちが 育って、 浜辺で 走り回つ ている。 ここに は 

まだ 手 あかの つかない 朝と 夕が ある。 漁師た ちの 人膺は あつい。 それに 目の前の 海に 潜れば いくらでも シ ヤコ 目 ハ 
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が とれる" シ ヤコ 貝の 貝柱 は沖辗 では 料理に よく 使われる。 従って 高価で 売れる ので ある。 

八重 山の 目の 覚める ように 青い 海、 その 荒らされない 自然に 引きつ けられて、 本土からの 旅行者が そのまま 半 

永久 的に 住みつ くな り、 長期 滞在な り をして 今日に 至ってい る 姿 を、 私 はこの たびの 旅行で 多く 見聞きした。 現 

に 私が 泊まって いる 細 崎の 民宿に は 京都の 大学の 一年生と いう 青年が、 その 家の 手伝い をして いる。 彼 は 中学生 

のころ から 沖繙 にや つ て 来て は 珍しい チ ョ ゥを追 つかけ ている チョウの マ 二 ァ である。 彼と 同じような チ ヨウ マ 

-1 ァが、 西 表 島 だけで も 四 人い ると いう。 ほかに 波 照 間 島に 一人、 与那国 島に も 一人い ると 聞いて、 自分の 趣味 

に 生きよう とする 人た ちの 自在な 暮らしぶ り を 目の当たりに 見る ような 気がした。 十 年 前に 私が 八重 山 を 旅行し 

た 時には、 そうした 者に 出会わなかった。 当時 は 沖繙が 日本に 復帰す る 以前で、 沖繙に 渡航す るに は パス ポ ー ト 

の 必要な 時代で あつたから 当然の ことで あるが、 この 十 年の 変わりよ うは 激しい。 チョウ マニアに 限らない。 ほ 

かの 目的 を 抱いて、 というより は 日本 本土の 暮らしに いや 気がさして、 南 島に やって来た 人た ち は、 竹 富 島 や 黒 

島に もい る。 小 浜 島の 細 崎と 西 表 島の 間に は 由 布 島と いう 小島が 横たわつ ている。 そこ は 潮が 引く と 水牛の 引く 

車で 浅瀬 を 渡る 島で ある。 私 は 十 年 前に、 この 由 布 島に 一泊した ことがあった。 その 思い出 もあって、 今度 も 小 

舟で 渡って みた。 すると 水牛の 引く 車で 私 を 迎えに やって来た 三十 五 歳の 男が、 やはり 本土から 来た 男であった" 

西 表 島の 大 原の 食堂で ガサ ミと 呼ぶ 蟹の ス ー プを 食べ たこと があった。 そこの 手伝い をして いる 四十 がらみ の 女 

性が やはり 横 浜 出身と 言って いた。 

こうした わけで、 小 浜 島の 細 崎に は 五 組の ャ マトン チュ が、 夫婦で ここ 四、 五 年の 間に 住みつ いている。 彼ら 

は 穏やかな 日 は 海に 潜って シ ヤコ 貝 を 採り、 それで 暮らし をた てて いる。 つつまし い 暮らしぶ りで あるが、 彼ら 

は それに 満足して いる。 しかし そこに も 問題がない わけで はない。 なぜなら 従来の 糸満 漁師の 家が 五戸な のに、 

ャ マトン チュも 五戸に 増えて きた こと だ。 やがて、 部落の 半数 をャ マトン チュが 超える という ことになる かもし 
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れ ない。 その 時、 細 崎の 糸満 漁師た ちが もっていた 地元の 海の 権利 はどうな るかと いう 不安が、 外来者 を あつく 

もてなす 人の よい 漁師た ちに も ある。 

さらに 小 浜 島に はャ マ ハ 企業が 進出して いる。 小 浜 島の 何分の 一 か はャマ ハ に 買い占められて しま つ ている。 

ャマ ハは そこに 「はいむ るぶ し」 という 新婚 夫婦 向きの 高級な ホテル を 建てた。 それだけ ではない。 ホテルの 建 

つた 丘の 上に はクジ ャクゃ 水牛が 放し飼い になって いる。 そこの 砂浜 は 入園料 を 払った 者 以外に は 使わせない。 

ャマ ハ 企業の 会長 は 新 城 島に 別荘 を 建てた。 ャマ ハが 八重 山の 島と 海 を 私物 化しよう という 野望 は、 今のところ 

漁業 組合員の 反対 や、 農地 を 宅地に 転用す る こと を 容易に 許さない 農地法に よって 抑えられ ている。 しかし、 そ 

れ がいつ まで 続く かわからない。 沖繙 にか かわりあう ャ マトン チュの 姿勢の 難しさ を、 私 は 今度の 旅で もつ くづ 

くと 教えられた。 

地名 を 守る 

私たちの 手で 結成され てから、 ほぼ 二 周年 を 迎えようと している 「地名 を 守る 会」 は、 このほど 国会議員 全員 

七 百 五十六 人に アン ケ ー トを 送って 意見 を 求めた ところ、 百 九十 八 人から 回答 を 得た。 それに ついては、 後日、 

新聞 や 雑誌に 詳細な 結果 を 発表す るつ もりで い る。 

きょうは その 要点 を 簡単に 報告して おく。 「地名. 町名に ついて、 どうお 考えです か」 と 質問した のに 対して、 

「地名 は 由来 も 根拠 も ある 一種の 文化財で あるから ぜひ 残して 後世に 伝えるべき である」 と 答えた ものが、 実に 

百 四十 人に のぼった。 それに 対して 「地名 は 地域 を 特定す るた めの 符号で あるから、 必要に応じて 変えれば よ 

い」 と 答えた もの は、 わずかに 三人で ある。 

また 現行の 住居 表示 制度に ついての 質問で、 「今後 実施す る 地区に ついては、 従来からの 地名 • 町名 をで きる 
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だけ 残す ようにすべき である」 と 答えた ものが、 百 五十一 人に のぼった。 それに 続いて 「実施 上の 問題が 大きい 

と 思われる ので、 事業 を 全面的に ストップし、 実施 済み 地区の 新 町名に ついては 見直し 作業 をす る」 と 答えた も 

のがなん と 三十 一 一人であった。 こうして 回答 を 寄せた 議員の 圧倒的多数 によ つ て 現行の 住居 表示 制度の 批判が な 

された。 それに 対して 「今まで 通りの やり方で、 住居 表示 事業 を 早急に 完了させる べきで ある」 と 現状 肯定 をし 

たもの はわず か 一 一人で ある。 

また 「国 公立 地名 研究所お よび 地名 審議会の 設置に ついて、 どう 考える か」 という 問いに 対して 「必要 あり」 

と 答えた もの は 百 三人。 「必要なし」 と 答えた もの は 二十 八 人であった。 

また 「地名 保存 運動に どの 程度の 協力が 得られる か」 という 質問に 対して は、 「地名 問題 議員 懇談会 をつ くり 

たい」 と 答えた もの 二十 三人。 「国 公立 地名 研究所お よび 地名 審議会 を 設立す るよう 努力す る」 と 答えた もの 九 

十一 人。 「地名 を 守る 会に 加入す る」 と 答えた もの 二十 人。 協力で きない は 三人で ある。 

これらの 数字 は ほとんどが 地名 を 守る 運動に 好意的な 議員の 回答で あるから、 当然と も 言える が、 しかし、 国 

会議 員に よって 地名 問題 議員 懇談会が 結成され、 動きだした 場合の 影響力 は 大きい ことが 想像され る。 それに 参 

加す る 議員の 数 は 今後 一層 増える ことが 予想され る。 また 「地名 を 守る 会」 の 会員に 多数の 議員が 加わった 場合、 

会 は 飛躍的に 発言力 を 持つ にちがいない。 

私 はこうした 回答 をみ て、 地名 問題に 関する 限り、 国会議員の 良識が まだまだ 健在で ある こと を 確認した。 こ 

れ からの 折衝の 過程で さまざまな 困難が ある こと はもち ろん 予測され る ことで、 手放しの 楽観 は つ つし むべ きで 

あるが、 しかし 悲観す るに も あたらな いこと をた しかめた だけで も、 今度の アン ケ ー トの 成果 はあった と 思って 

いる。 

ある 自民党の 参議院議員 は 「こんなに 旧地 名が 廃止され てし まう と は 想像して いません でした」 と 言い、 また 
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無所属の 衆議院議員 は 「新 住居 表示 は，？ * りであった.^ 地区で はなく、 道路に 名前 (記号、 番号) をつ ければ すむ 

ことであった」 と 反省して いる。 社会党の ある 衆議院議員 は 「ご 趣旨に 全く 同感です。 地名に は 歴史が あり、 い 

ろい ろの いわれが あります。 単なる 符号化す る ことに は 同感で きません」 とも 言って いる。 

ついでに 回答者の 各 党派 別 は 自民 三十、 社会 四十、 公明 五十 五、 共産 四十 四、 民 社 十と いう 割合で、 どの 党派 

に 偏る という 現象 は 見られない。 これによ つても、 地名の 問題 は 国民 全体が 考える ことで、 保守と か 革新の 色 分 

け はま つ たく 無意味で ある ことが わかる であろう。 

なかには 「読み やすく、 簡明に する 必要が ある」 という 回答が あった。 しかし それ はいった いだれ のた めかと 

いう 疑問が わく。 地名 は 歴史的な 命名であって、 現在に 生きる 人び とのた めに だけ ある もので はない。 過去に 生 

きた 人び との 命名に かかわる もの を、 現在 生きて いる 者が 勝手に 書き換える こと は 許されない。 地名 を 守る こと 

の 意味の なかには、 過去の 遺産 を 将来に 生きる 人び とに 送り届ける こと も 含まれる。 したがって、 住民の 賛成が 

あれば、 地名 を 変更しても よい、 という わけに はいかない。 地名 審議会 や 国 公立 地名 研究所の 検討 を 経る ことが 

必要で ある。 こうした こと は 非 現実な ことのよう であるが、 外国で は 地名 委員会の 承諾がなければ、 変更で きな 

いとして いる 国 はすくな からず ある。 日本 は 地名 変更に 関して は 野蛮 国で ある。 「地名 を 守る 会」 はこ こ 十数 年 

の 間、 勝手き まわる 変更 をお こなった 背景に ある 「住居 表示」 の 法律 を 是正させる ために 努力 を 重ねてい くつ も 

りで ある。 

キリシタン 文書の 日本語 

最近 日本語の 乱れが よく 問題に される。 その 一 つに 外来語の はんらん という ことがある。 テレビの コマ ー シャ 

ルを みても カタ カナ まじりの 言葉が 横行して いる。 日本語よりも 外来語の ほうが どこか 新 詳な惑 じが するとで も 
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いうの か。 日本語に その 言葉がなければ ともかく、 また 日本語が 美しくなければ ともかく、 適切で 美しい 日本語 

が ありながら 外来語 を やたらと 使いた がるの は、 いったい どういう 了見な のか、 私に は 合点が いかない。 一つ 言 

える こと は、 今日の 日本人 は 新しい ものが 文化の 名に 値する と 勘違いし ている という ことで ある。 こうした 考え 

の 出発点 は 近代 日本の 初めに あつたと 私 は 思う。 欧米の 文化 を 模倣す る ことから スタ ー ト した 日本人 は、 いつの 

間に か 新しい もの こそ 善で あると いう 考えに 慣らされて 百年 間 を 過ごした ので ある。 

だが 前 近代の 日本に なると 違って くる。 最近 私 は 江戸時代の 潜伏 キリシタン のこと を 調べて いるが、 つくづく 

思う こと は、 キリシタン 関係の 文章が きわめて こなれ た 美しい 日本語で つづられ ている という ことで ある。 その 

原因 はいった いど こに あるの だろうかと 考える と、 武士 や 僧侶な どの 知識人 階級 はいう まで もな く、 農民 や 漁夫 

などの 庶民 層 も それなりに、 自分た ちの 教養 をし つかりと もち、 その 教養 を 生活の 中に 浸透 させて いたと いう こ 

とに 思いいた る。 当時の 日本人 は キリシタン という 異文化に 触れても 一向に 混乱す る ことなく、 それ どころ かか 

えって すぐれた 日本語の 文章 を 作り出した。 その 契機 は、 すでに 準備され ていたの である。 

キリシタンの 宗教と 文化が 渡来す るまで、 日本人 は 数百 年 を かけて、 仏教の 論理と 感覚 を 消化して いた。 それ 

が 未知の 宗教 世界観 を 受け入れる 深い 素地と なって いた。 また 儒教 文化 を 通した 漢学の 素養 も 日本人の 生活の 中 

に 根 を 下ろして いた。 こうした ことから キリシタンの 宗教 用語 一 つ 選ぶ にも、 きわめて 適切な 判断 を 下し 得た。 

しきしん 

たとえば キリシタン 関係の 書物で は、 ふつう 「霊肉」 というと ころ を あえて 「ァニ マ 色 身」 と 書いて いる。 色 身 

というの は 言うまでもなく 仏教 用語で あるが、 それに ァニ マと いう 洋語 を 加える ことで、 霊肉と いう 語で は 表現 

し 得ない、 ある 新しい 観念 を 作り出し たので ある。 また 神 や キリストの 愛 を 意味す るァモ ー ル という 原語 を、 愛 

と はせ ずに 大切と 訳した。 「デウス (神) の 愛」 という 代わりに、 「デウスの 御大 切」 という 表現 をと つた。 当時 

の 社会で は、 慈愛と いう 高尚な 使い方の 場合 も、 愛玩 愛撫と いう 卑俗な 使用の 場合 も、 上位 者と 下位 者の 関係 を 
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通した 感情の 表現であった。 それ は 神と 人間との 対等な 交流 関係 を 示す 語と して は 適当ではなかった。 男女 間の 

情愛が 差別され ており、 身分 間の 親愛が 平等ではなかった 時代に、 平等な 愛 を 示す 語 を 探そうと する 努力 を 当時 

の 日本人 はもって いた。 キリシタン の 教え を 日本人の 納得で きる ような 格調の ある 日本語の 文章に 翻訳す る こと 

を、 彼ら は 心がけた。 

やがて キリシタンの 教え は 禁圧され、 信徒 は 地下に 潜伏した。 聖書 一 つもって いても 極刑 は 間違いな いという 

状況の なかで、 キリシタン は 根絶やしに された ように 見えた がそう ではなかった。 長崎県の 西彼杵 半島 や 五島の 

潜伏 キリシタン は、 自分た ちの 手で バイブルに 代わる 一 つの 物語 を 作り出した。 「天地 始之 事」 という 書物が そ 

れで、 天地創造と キリスト 一代記 を 合わせた ような 内容に なって いる。 正統 的な キリスト教の 教義に 照らし 合わ 

せて みると いちじるしい 変容 を 遂げて いるので、 それ を 高く 評価し ない 向き も あるが、 私 はそう は 考えない。 む 

しろ そのな かに 記された 日本語の 美し さに 目 を 見張る ので ある。 

たとえば 同書に は、 大 天使 ガブリエルが 童貞 女 マリアの 前に ひざまずく 受胎告知の 場面が ある。 その 時大 天使 

は 「そこ もとの すずしき、 きょきお 体 をお 貸し あれ かし」 という 言葉 を 発する。 それに 対して マリア は 「ずい ぶ 

んみ 心に まかせ 申すべし」 と 答えて いる。 これらの こなれ ていて 的確な 日本語 は 「天地 始之 事」 のなかで は 随所 

に 指摘す る ことができる。 

潜伏 キリシタンの 使用して いる 宗教 用語 もき わめて すぐれて いる。 降誕 祭 は 「おん 身の なた る」 と 呼ばれる。 

「おん 身」 は キリスト を 指す 言葉で ある。 「なた る」 は 誕生 を 意味す る。 四旬節 は 「かなしみ 節」 である。 復活 

祭の 前の 「枝の 主日」 を 「お 花」 と 呼んで いる。 そして 復活祭 は 「あがり」 または 「春の あがり」 であり、 ふる 

く は 「パス 力」 と 呼んだ。 パス 力 は 過 越 祭の ことで ある 。「お 花」 の 時、 今な おかくれ キリシタン は 魚の 切り身 

に 酒 を そそいで お祝いす る。 それ はブ ドウ 酒に パン を ひたす 行為 を あらわし ている。 ブ ドウ 酒 も パン も 九州の 西 
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の 果ての 漁村で は 手に入らな いが、 それに 代わる ものと して 魚の 切り身に 酒 を そそぎ、 キリシタンの 伝統 を 忠実 

に 守り 継ごうと した。 ここに 日本の 真の 伝統と 新しい 思想の 見事な 出会いが ある。 . 

ゥ ブス ナ神  - 

三月 十三 日の 熊 本日 日 新聞 は 第一 回 熊 日出 版 文化 賞の 対象に 三 点が 選定され たこと を 報じて いた。 このな かの 

「八 代 市史」 と 青 潮 社 版の 「肥 後 国 誌」 は 私が 日ごろな にかと 頼りに していた 本 だけに、 わが 意 を 得た 気がした。 

熊 本の 出身者で ありながら、 私が 郷土の 歴史 や 地理に 関心 を 持ち 始めた の は、 三十 代の 半ば過ぎから であり、 し 

かしい つたん 興味 を 持ち 始める と、 こうした こと もあった のか、 と 驚く ことが 少なくなかった。 もしこう した 著 

作物がなかった としたら、 目に 見える 社会の 激しい 変貌の 底に、 目に 見えない 世界の ある こと を どうして 透視で 

きょう。 

「八 代 市史」 に はさま ざまな こと を 教えられた。 私の 友人に 鹿児島県の 苗代 川の 出身の 土器 屋 という 姓 を 持つ 者 

がいる が、 「八 代 市史」 第二 巻の 一四 五べ ー ジに は、 八 代の 妙 見宮の 周囲に 商工業 五 座が あり、 そのな かに 土器 

星座の あった ことが 記されて いる。 土器 屋座 のこと は 第二 巻 二 四 〇 ぺ ー ジ から ニ四 二べ ー ジ にかけ て、 さらに 詳 

述 されて いる。 これによ つて 土器 屋 という 姓の 由来 もお ぼろげ ながら 推察で きる。 相 良 氏が 揚子江の あたりまで 

貿易 船 を 出して いた ことが、 第三 巻 三 五 七べ ー ジで 明らかにされ ている。 南北朝から 室町 時代に かけての 歴史の 

一端 を 担う 力 を この 「八 代 巿史」 は 持って いる。 

「肥 後 国 誌」 の 重要性に ついては いうまでもない。 八 代 市の 鼠 蔵 島 は 装飾 古墳の あると ころで 知られて いる。 今 

は 陸続きに なって いるが、 鼠 蔵 島 は 土地の人が 「かくれ 里」 と 言って 鼠が 多く、 この 島で は ネコの 声 を 禁ずる と 

「肥 後 国 誌」 は 伝えて いる。 この 話 は 柳 田 国 男が 「海上の 道」 のなかで も 注目し、 鼠の 浄土の 一 つと して 取り 上 
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げ ている。 こうした こと はほんの 一例に すぎない 。「肥 後 国 誌」 を 開けば、 そこで は 現代の 歴史 書に はない さま 

ざまな 重要な 事象と 出合う ので ある。 

地方の たましい は その もっとも 小さな 部分に 隠れて いる。 私が 民俗 や 歴史 を 調べに 地方に 出かける 時、 旅先で 

しばしば 経験す る ことで あり、 また 痛感す る ことで も あるが、 ほんの ささいな 事柄 を 知る ことが 大きな 発見の 糸 

口と なる。 例えば 地名で も 一 つの 村に 何百と ある。 そして それに は それぞれの 意味が 込められ ている。 また 民俗 

的な 事象で も 地方の 老人の ふと もらした 言葉が、 それまで 隠されて きた 世界の 切り口 を のぞかせる ことになる 場 

合 も ある。 

今日、 おびただしい 本の 洪水の なかで、 地方 出版物 は 口 ー カルな ものと して 見過ごされ やすい。 しかし 粗枝大 

葉の 日本で なく、 日本の 小路に 分け入ろう とする 時、 その 「細部」 の 文化 を 守ろうと する 地方 出版物の 役割 は 極 

めて 大きい といわねば ならない。 
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地名 改変の 愚 

土の 感覚 を 現代の 日本人の 生活 は 忘れて いるが、 その 感覚が 充足され ない 不満 感は 身体の どこかで くすぶ つ て 

いる。 地名が 改変され、 記号に 近づいて いくとき の 苦 痛感 もど こか それ に似てい る。 つまり 素朴な 実在 感覚と い 

うの は、 抽象化 を 目指す 現代 社会の システムと うらはらに 息づ いている。 それ は 逆に 言えば、 弥生時代の 人び と 

が 田んぼの 泥に 残した 足跡 を 見た ときの 深い 感動と もつな がるので ある。 

人間の 中に ある 感覚 は 刺激的、 反射的な ものば かりで なく、 歴史的な、 情緒 的な もの も ある。 つまりな がい 經 

験に つちかわれた 感覚が ある。 それが 抑圧され たと きに、 感覚 は ー撲を 起こす に違いない。 地名への 愛着、 地名 

を 平気で 改変す る ことへ の 憤り は、 いわば そうした 感覚の 一 揆 として とらえる ことができる。 

人間の 精神が 自由 を 欲する ように、 人間の 感覚 もまた それが 表出され る こと を 望んで いる。 

地名 を 改変す る もの は、 実は それが 日本人の 歴史 感覚の 抑圧 を 目指して いる ことに 気がつかない。 それ は 人間 
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の 感覚 を 管理しょう とする 点で フ ァ シズ ム である e 

現代の 若者 も 地名に は あまり 興味 を もたない。 それ は 土地の 名に しばられ るより は、 それ を 改変した ほうが 自 

由 だと 心得て いるから であろう か。 そうで はない。 むしろ 無感覚な ので ある。 どうで もよ いという のが 本音で あ 

ろう。 それ は 彼らが 小さい 時に、 素手で 土 をに ぎり、 素足で 土 を 踏んだ 径 験がない からで ある。 そのと きの 感覚 

を 知らない ことから、 土地 は 彼らに 何の 意味 ももたら さない。 

しかし、 そうで あっても 三十 代の 半ば を 越した ころから、 日本人の 中には 歴史 感覚が めばえる。 動く 世界より 

は 動かない 世界に 興味 を 抱く ようになる。 それ は 自分 一個の 存在が 機の 織りな す 布の 無数の 織り目の 一 つに すぎ 

ない と 思われて くるから である。 時間と 空間の 交錯す る 歴史 風土の 感覚が 再生す る。 

私 は 地方で 民俗 調査 を するとき、 必ず 老練な タ クシ ー の 運転手 を 選ぶ。 それと 同じように 地名 改変に たずさわ 

る 地方自治体の 住居 表示 係 も、 四十 以上の 年配者 を 選べば、 乱暴な 運転と 同様な 今日の 地名 改変 もなかったろう 

と 思 つてい る。 

国 興つ て 山河な し 

多摩川に サケの 稚魚 を 放流す る 計画が 先日の 新聞に 報じられ ていた。 それ は 失われた 自然 を とりもど そうとす 

る 運動で あると 同時に、 日本人が 日本の 国土 を 自分た ちの 手に とりもど そうとする 動きで も ある。 日本人 は 敗戦 

によって 国破れて 山河 ありの 感慨 を あじわつ たが、 経済大国 として 復興した 今日、 国 興って 山河な しの 感が 深い ( 

経済 第一 主義、 経済 優先の 名の 下に、 国土 は 切りく ずされ、 埋めた てられて あとかたもなく なった。 

私 は 数年 まえに、 島根 半島の 枕木 山の 山頂に 立って 中 海 を 眺め、 万感が 胸に 迫った。 中 海の 埋め立て 計画が 着 

着と 実行され、 中 海に 浮かぶ 大根 島 は ig- 地と つながって しまって いた。 「出 雲 国 風土記」 に 記され、 伝えられて 
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きた 出 雲の 中 海 を 一体 だれが いかなる 権利 を もって、 無惨に 改変した か。 私 は 烈しい 憤りが つき 上げて きた。 

「出 雲 国 風土記」 当時 は 夜 見 半島 はま だ 夜 見 島であった。 砂嘴の ために 今 は 半島と なった が、 それ は 千年の 歳月 

を かけて である。 したがって 夜 見 半島 は 今でも 自然の 調和 を 保って いる。 それが 中 海 干拓に よって、 出 雲の 自然 

の 風貌 は 一変した。 自然 は 息の根 を とめられた。 それで 無理が 生じない はず はない。 果たして 境 港 市の 中 江の 瀬 

戸から 中 海に 流れ 入り、 また 外海に 流れ出る 海流に 大きな 変化が みられ、 埋め立て 計画のお 粗末 さは 環境庁の 指 

摘す ると ころと なった。 こうした ことが、 たかだか 数年 ごとに 変わる 県知事に 埋め立て 計画の 決定権が ゆだねら 

れ ている とすれば、 おそろし いこと である。 

中 海が 冬 ごもり からよう やく 目 ざめ ようとす る ころ、 繭 を つきやぶる ような 出 雲の 山河の 早春の 光 はたと えよ 

うがない ほどうる わしい。 もう 三十 年 近くになる が、 蒸気船で 松 江から せまい 水道 をと おって 境 港まで いった こ 

とが ある。 そのと き は 四月の 末で あつたが、 大根 島 は 桃と 菜の 花で 埋もれて いた。 

私 は 九州 出身な ので 有 明 海 や 志 布 志 湾の すばらし さ を 知っている。 これらの 内海 や 湾の 埋め立て 計画が いまだ 

に 断念され ていないのに 心 を 痛めて いる。 いったん 失ったら 二度と とりかえし はっかない。 国土 を 破壊して は、 

先祖 や 子孫に 顔向けで きない、 として 抵抗して いる 人び とがいる。 彼ら は 自然 や 国土 を こわそうと している ので 

はない。 守ろうと している だけの 話 だ。 それ を 日本人と して 恥じる 必要が どこに あろう。 もし あると すれば、 そ 

れは 現代 日本の 悲しい 逆説で あると しか 言いよう がない。 

南方 熊 楠 

日本人 ほど 新しい もの、 めずらし いものに 好奇心 を 抱く 民族 はない と言われる。 もちろん それ 自体 は 民族と して 

の 欠点で はなく、 変化す る 事態に 適応す る 能力 を もっている ことの 証拠で ある。 しかし それと は 裏腹に、 日本人 
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は 近代 百年の 歴史の 中で、 よい 意味での 保守の 思想 を 形成す る ことに 失敗した 

在来の もの、 古い もの は 悪で あり、 外来の もの、 新しい もの は 善で あると いうの は、 欧米 を 手本と する 日本の 

指導者の 一 貫した 価値観であった。 それ は 社会の 改良 家 や 文化の 輸入業者 だけの 倫理的な 尺度と は 限らな か つ た _ 

この 点で は 革新派 も 保守派 も 一 致して いた。 保守派 だからと言って 保守の 思想 を もっと 考える わけに はいかない 

こと は 明治 三十 年代の 終わり ごろから 施行され た 政府の 神社 合祀 政策の もっとも 熱心な 推進者の 一 人が 山 縣有朋 

であった ことで も 分かる。 保守の 親玉の ような 山縣が 神社 合祀 政策の かくれた 張本人であった こと は、 あるいは 

奇異に 思われる かも 知れない が、 私 は そこに 日本の 「保守派」 の 本領 を 見る ことができる ように 思う。 

神社 合祀 政策に 激しく 反対した の は 南方 熊 楠であった。 熊 楠の 反対運動 はま つ たく 孤立して つづけられ たよう 

に 見える が、 そうではなかった。 植物学 者の 白 井 光太郎 は 熊 楠の 支援者の 一人であった。 山縣 がその 白 井 光太郎 

を 呼んで、 つよく 叱責した ことが 最近 刊行され た 熊 楠の 書簡で 判明した。 かっこ つきでない 真の 保守主義 者 は、 

むしろ 神社 合祀 政策と たたか つ た 南方 熊 楠で あり、 熊 楠 を 助けた 白 井 光太郎で あ つ た。 

南方 熊 楠 は 神社の 森 を 保護す る こと を 主張した が、 その 主張が なかなか 聞かれな いので、 外国の 知人の 学者に 

訴えて、 国際的 世論 を まきおこそう とした。 その 企て を 聞いた 白 井 光太郎 は、 外国人の 力 を 借りて、 日本の 問題 

を 解決しょう とする 熊 楠の 外国 依存の 態度に 烈火の ごとくい きどお つて、 熊 楠に 絶交す ると 言った。 熊 楠 は 自分 

の 非 を 悟った。 日本の こと は 日本人の 手で 解決すべき であると いう 原則 はあくまで つらぬかれ ねばなら なか つ た _ 

それでこそ、 日本の 小さき 神々 の 森 を 守る 意味 もあった。 

南方 熊 楠 は 自分の 真心 を 示す ために、 頭 を 剃った。 また 自分の 一人息子で 十 歳に もなら ぬ 幼な 子の 頭 も 剃った" 

父子と も 丸坊主に なって、 白 井 光太郎に わびた。 ここに 近代 日本の 数 少ない 保守派の 手本が ある。 


369 呼吸す る 民俗 文化 


神仏 分離 令 

一月 二十 三日、 京都の 鹿ケ 谷に ある 法然院 で、 歴史学 者の 高 取 正 男の 一周忌が おこなわれ、 私 も その 末席に つ 

ら なった。 彼 は おだやかな 人柄で、 つつまし い 微笑 をた やさず、 どこか 内裏雛 を 思わせる 風貌の 持ち主であった。 

歴史学 者の 彼 を 民俗学に 近づかせ たの は、 彼の 心の やさし さ、 きめこまかい 心く ばりであった。 民俗学 は、 所詮 

小さな 者 を 相手と する 学問で ある。 小さき 者の くらし は、 波の 面に 落ちる 雨足の 描く 無数の 波紋の ような はかな 

いもので あるが、 それ を 知る ことなしに は 歴史 を 語る ことができな いこと を、 彼 はよ く 心得て いた。 彼の 文章に 

は そのと ころの 感じが よくに じみ 出て いた。 高 取の 言葉で 今 も 心に 残って いるものの 一 つに、 次の 事柄が ある。 

明治に なって 神仏 分離 令が 施行され こと を 彼が つよく 批判した ことがある。 江戸時代まで は 神社の 境内に 寺院 

が 置いて あった。 庶民 は 誕生祝いに 宮 まいり をし、 葬式 は 寺で おこなう という こと を あたりまえと していた から、 

神社に 神宮 寺が あ つ て も 一 向に 差し つかえな か つ た。 むしろ 生 を 強調す る 神道と 死 を 強調す る 仏教の 陰陽のと り 

あわせが すこぶる うまくで きていた。 それ は 明暗、 乾湿と 呼んでも よいが、 人間の 心が その 双方 を 欲する ことに 

ついては、 当時の 為政者 も 宗教家 も 庶民 も 合意して い たので ある。 

ところが 明治 政府 は 神仏 分離 令に よって、 神社から 神宮 寺 を 追放した。 排仏 毀釈の 運動が それに 輪 を かけた。 

それ は 庶民の 心の奥底に うごめく、 しっとり した もの、 うるおいの ある もの を 切り捨てる ことに ほかなら なかつ 

た。 「明るく、 清く、 直く」 という 神道の 従来の 主張と、 人間の 心に は 「暗く、 濁った、 ねじ まがった もの」 が 

あると いう 仏教の 示教と が 一体にな つて こそ、 庶民の 心 は 満たされ たのに、 明治 以来、 日本の 庶民 は それが でき 

なくなった。 

明治 政府が 神祇官 を 置いて 神道 を 政策と して 重視した ことが その 原因の 一 つで ある。 しかし 神道が 死穢 ゃ触穢 
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をい みきらう という こと も あつ たと おもう。 だが 人間の 死 をと りこむ ことがない 宗教、 か 人の 心 を 満足 させない こ 

と は 言うまでもない。 この 死穢ゃ 触穢の 忌避の 思想 はもと もと 神道に あつたと は 私 は 考えない。 中世の 神道 家が 

仏教への 対抗 上、 死穢を 強調した の だと 思う。 さて 死穢の 世界 を 切り捨てた 明治 以降の 神道が たやすく 国家 神道 

と 癒着して い つ たこと は 人の 知る 通りで ある。 

独学の すすめ 

大学 受験の シ ー ズン になった。 試験勉強に はいちが いに 悪い とば かり 言えない ところが ある。 集中して 勉強し 

ない と なかなか 学問 は 上達し ない。 それにしても それが 学歴 を 得る ためとい うだけ であったら、 何とい う 情けな 

いこと であろう。 多感な 十代の 心身が 受験 勉強の ために むしばまれる こと は 必定で ある。 

学校教育 だけが 教育で はない。 ほんとうに 自分の 身に つく 学問 や 知識 は 独力で かちとった ものである。 真の 偉 

大の 教師 は、 教え子に 独学 をす すめる 教師で あると 私 は 思う。 

独学 者が 驚嘆すべき 業績 を あげた 学者の 例 を 二、 三思い 起こして みょう。 私の 座右の書の 一 つに 吉田東 伍の 地 

名辞 書が ある。 古書 店から 入手した 明治 四十 年 版で あるから、 今 は ぼろぼろ になって いるが、 私 はこの 辞書から 

絶大な 恩恵 をこう むって いる。 この 辞書 はふし ぎな 魅力 を もってお り、 それ を 終日め くって いても あきる ことが 

ない。 私が 「青銅の 神の 足跡」 を 書いた とき は、 数年の 間、 カラスの 鳴かない 日 はあって も 地名 辞書 を 開かない 

日 はない と 言 つ てよ いくらい、 この 辞書の 世話にな つ た。 

著者の 吉田東 伍 は、 後年に は 早稲 田 大学の 教授に なった 人 だが、 学歴 は 新潟県の 英語 学校 中等 部 退学で ある。 

その 彼が 発憤した の は 三十 二 歳のと きで、 明治 二十 八 年から 四十 年までの 十三 年の 歳月 をつ いやして、 地名 辞書 

を 完成 させた。 ざっと 五 千べ ー ジ、 四百 字詰めで 三 万 枚の 原稿 を 独力で 書いた。 そのお そるべき 執念 は 彼が 独学 
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だった から 生まれた と 私 はおもう。 もし 彼が 学歴に めぐまれて 順調な 学究 生活 を 送って いたら、 その 偉業 をな し 

とげる こと はでき なか つ ただろう。 

日本の 学者の 中で ずば抜けて スケ ー ルの 大きい 人類学者の 鳥居 龍 蔵 も その 一 人で ある。 彼 はなん と 小学校 を 中 

途 退学し、 それ以来 独学で ある。 その 足跡 は 千島、 樺 太、 蒙古、 満州、 西南 中国、 台湾な どに も 及んで いる。 そ 

のよう な 広範囲の 調査 を こころみた 学者 は 彼の ほかにい ない。 その 業績 は 不滅で ある。 

南方 熊 楠 もまた 大学 予備 門 を 中退し、 その後 は 海外 を 放浪しながら、 独学で 和漢 洋の 知識 を 身に つけた。 そう 

して その 学識 は 日本人の 可能性の 極限 を 超える ものとまで 柳 田 国 男に 言わし めた。 

吉田東 伍 も 鳥居 龍 蔵 も 南方 熊 楠 も 強烈な 志 を 抱いて、 それ を つらぬきとおし、 巨人の 足跡 を 残した。 それが で 

きたの は 彼らが いずれも 独学 だ つ たからで ある。 

親子 心中 考 

最近に なって 親子 心中が 目立って いる。 その 原因 はさま ざまで ある。 自分が 死ぬ ときに 子ども を 巻き こむ とい 

うの は、 親子が それぞれ 独立した 人格で あると いう こと を 前提に しない 考えで、 日本の 社会 は 戦後 三十 年 経って 

もま だ 封建 意識の 遺制が 依然として 残存して いる、 と 批判す る 論者 も あるか も 知れない。 

だが、 実情 は 明らかに ちがって いる。 ある 研究所が 調査した 統計 数字に よると、 明治 五 年から 明治 三十 年 ごろ 

まで は、 親子 心中 は 毎年わず か 一件 か 二 件で、 まったくない 年 も ある。 明治 末から 大正 初年に かけて は、 毎年 十 

件 ほどに 増加す る。 それが 大正 七、 八 年に は 二十 件 ほど、 十四 年に は 四十 一件、 十五 年に は 六十 件と なって、 大 

正 初年の 六 倍に 及んで いる。 

それが 昭和に はいると にわかに 飛躍して、 昭和 二 年に 二百 十六 件、 三年に 百 九十 九 件、 昭和 四 年に は 二百 九十 
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九 件、 五 年に は 二百 一件、 六 年に いたって は 三百 十三 件と なり、 昭和 六 年の 一年 だけで 大正時代 十四 年間と 匹敵 

し、 明治 五 年から 末年まで 四十 年間の 二倍と なって いる。 

親子 心中の 特徴 は、 それが ほとんど 貧困 階級に よって 占められ ている という ことで ある。 なかで も 母子 心中が 

父子 心中の 三倍に 達して いる こと は 注目に 値する。 この 背後に 大正から 昭和に かけて 日本の 社会 を ゆるがした 大 

恐慌 や 大凶 作 を 見る こと はたやす い。 近代 以前 は どんなに 追い つめられても 共同体の 相互扶助の 精神が 生きて い 

た。 しかし 明治 初年から 半世紀 をす ぎる と、 そうした 基盤 は 失われた。 親子 心中 は 封建的 遺物で は 断じてな く、 

まぎれ もな く 近代の 所産な ので ある。 

自殺 は 日本人の 専売特許 ではない。 アメリカ ゃョ ー 口 ッパ にも あり ふれて 見られる 社会現象 である。 だが キリ 

スト 教の 教義で は、 自殺 は 神から 賜った 生命 を 自ら 断つ という ことで 大罪で ある。 したがって キリスト教 国の 自 

殺 者 は 大罪 を 犯す の だから、 神の 祝福 を 得られな いこと を 覚悟の 上の 自殺で ある。 現世に おいても 絶望し、 来世 

にも 絶望して、 真の 暗黒の 中に 死ぬ。 ゲ ー テは 自殺した 「若き ゥ エルテル」 の 葬式に は、 「僧侶 は ひとり も 同行 

しなかった」 と 書いて いる。 

日本で はそう ではない。 来世 は 現世の 延長で ある。 現世に おいて は 絶望しても、 来世に おいて こそ 親子む つま 

じく 生きる こと を 夢み る 自殺者が すくな くないと 思う。 そこに キリス ト教 国民と 日本人の 自殺 観の 相違が ある。 

「封建的」 という こと 

前 近代まで は 相互扶助の 精神が 生きて いたが、 明治 以降、 それ はし だいに 薄れて きた。 

今日、 私たち は 「封建的」 とか 「封建 遺制」 という 言葉 を 気軽に 使って いる。 土地 や 家 や 血 や 主従 関係の しが 

ら みに しばりつけられた 時代の 名残と いう 意味で、 否定的に 使う ことが 多い。 しかし 相互扶助 という 一点から み 
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れば、 封建時代 は 近代より はま さって いたので ある。 その実 例 を 示そう。 

へきえん 

今で こそ 八丈島 は 新婚旅行の コ ー スの 一 つに なって いるが、 かって は 「鳥 も 通わぬ」 とうた われた 僻遠の 孤島 

であり、 流人の 島と してお それられ ていた。 

関ヶ原の 合戦で 西 軍に 味方して 敗れた 宇喜多秀家と、 二人の 息子が この 島に 流された。 秀 家の 息子た ち は 島の 

女性 を 妻と し、 その 間に 子孫が ふえた。 秀 家の 血 を 受けつ ぐ 一 族 は、 島で は 「浮 田 流人」 と 称せられた。 宇喜多 

秀 家の 妻 は加賀 藩主の 前 田 利 家の 娘であった という 縁故の よしみで、 前 田家 は 八丈島の 浮 田 流人に 対して、 一年 

置きに 白米 七十 俊と 金子 三十 五両、 それに 衣類 や 薬品な ど を 送りと どけて、 それ は 明治 二 年、 流人に 赦免 状が 届 

くまで つづいた。 

それだけではなかった。 明治 三年に 赦免され た 浮 田 一族が 八丈島から 東京に 着く と、 板 橋の 平 尾に ある 前 田 侯 

の 外 邸に 新しく 長屋 を 建てて 住まわせ、 食事な どの 面倒 一切 をみ て やった。 明治 六 年に は 板 橋の 広大な 土地 を 分 

与し、 一 千両 を 浮 田 流人 一族に 贈った。 それ も 前 田 侯の はからいであった。 じつに 二百 六十 七 年の 間、 前 田家 は 

八丈島の 浮 田 一 族に 対して 支援 を 惜しまな か つ た。 

私 はこの 話 を 八丈島で 聞き 知った とき、 深い 衝撃 を 受けた。 おそらく ここに 封建時代の 深い 秘密が かくされて 

いるよう に 私 は 思う。 すなわち 血縁 や 地縁と いう もの は、 今日で は 想像 を 絶す る 意味 を 帯びて いたので ある。 前 

田家のば あい は 利 家の 娘が 嫁に いったと いう だけの 縁であった。 それにしても、 戦後 「封建的」 とか 「前 近代 

的」 とか 言葉が 乱用され てきて いるが、 それ は 封建時代の 表面 をな でて いる だけの ことで はなかろう か。 

再び 「封建的」 で 

「封建的」 とか 「封建時代」 を 考えようと するとき、 私が まず 思い出す の は森鷗 外の 晩年の 傑作で ある 「渋 江抽 
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斎」 の 中の 挿話で ある。 

渋 江 抽斎は 貧乏な 医家で あつたが、 困った 人間の めんどう をよ く 見た。 妻の 五 百も抽 斎に おとらず、 世話好き 

で 思いやり があった。 あるとき、 眼病の 治療に やって きた 老 尼の 不遇な くらしに 同情した 五 百 は、 老尼を 自分の 

家に 住まわせて やった。 老尼は 八十 八 歳までの じつに 二十 五 年間、 渋 江 家の 食客と して 養われた。 

渋 江 家に 出入りす る 飾屋長 八と いう 職人が いた。 長 八 も はじめは 病気の 治療に きたの だが、 病気の ため 仕事が 

なく、 妻子 を 養う ことができな いの を 見て、 抽斎は 自分の 屋敷の 中の 長屋に 住まわせ、 衣食 をめ ぐんだ。 長 八 は 

病気が 治癒して 仕事に ついた 後 も、 ながく 抽 斎の 恩 を 忘れなかった。 

安政 五 年に 抽 斎が 死んだ とき、 長 八 は 葬式の 世話 をして 家に 帰り、 気持ちよ く晚 酌の 一 合 を かたむけ、 自分 も 

お供 をして よいな、 とつぶ やいた。 やがて 長 八 は 二階に あがって 寝た が、 翌朝、 長 八が 起きて こない ので 女房が 

いってみ ると、 長 八 は 死んで いた。 

すし 屋の 久次郎 という 出入りの 職人 もいた。 五 百の 兄が 久次郎 を かわいが つ て 店 を もたせて や つたこと が 縁に 

なって、 五 百が 抽 斎の もとに 嫁に きた あと、 久次郎 は 渋 江 家に も 出入りす る ことにな つた。 抽斋の 没後 十 年して、 

五 百が 弘 前に 移る とき、 久次郎 はも はや 六十 六 歳の 老齢に なって いたが、 江戸から 弘 前までの 二百 里の 道 を、 五 

百のお 供 をして いきたいと 願い出た。 しかし、 久次郎 の 切なる 願い も、 弘前 藩の 当事者の 許す ところと ならな か 

つた。 久次郎 は ひどく 落胆し、 あくる 年 病気で 死んだ。 

鷗外は 「わたくし はこれ を 記す るに 当たって、 当時の 社会が 今と 殊 なることの 甚だしき を 感ずる」 と 困惑の 情 

を かくさない。 「渋 江抽 斎」 が 書かれた の は 大正 五 年で あり、 明治 初年から 半世紀 足らず 経った にすぎない。 そ 

れ でもな ぉ鷗外 は、 江戸 末期と 現代 社会との 距離 を 痛感し ている ので ある。 

現代人に はも はや 当時の 人た ちが 生死 を かけた 心情の 奥底 はかん たんに 理解で き なくなつ ている。 どのような 
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理念が 時代 を 支配した か、 それ を 抜きに して は 「封建的」 とか 「封建時代」 について 考える こと は 無益で ある。 

ニニ 一六の 雪 

人類史 を 二つに 分ける 最も 重要な 指標 は 何であろう か。 それ は 飢えで ある。 飢える 歴史から 飢えない 歴史へ と 

移行した とき、 はじめて 人間に ふさわしい 歴史が 訪れる。 日本 は 戦後 十 年 経った 頃から、 やっと 飢えの 恐怖から 

解放され はじめた。 それ は 日本 歴史 を 二分す る ほどの 重要 事で ある にもかかわらず、 そのこと が 多くの 人び とに 

充分に 認識され てはいない。 

ふりかえって みれば、 今から 五十 年 前の 東北 は 飢えの まった だ 中に あった。 農民た ち は あらゆる もの を 食べつ 

くし、 さいご は 木の実 や 白い 土 を 食べた。 また あらゆる もの を 売りつ くし、 さいごに は 自分の 娘 を 売った。 東北 

の 寒村の 小 駅から 売られて いく 女た ち を あふれる ばかりに のせた 汽車が、 連日、 都会 地へ むかって 走る 光景が 見 

られ た。 

そうした 娘た ち を 自分の 姉 や 妹に もった 東北 出身の 若い 兵士た ち は、 政界 や 財界の 腐敗に はげしい いきどおり 

を もやした。 それが 一 一 • 一 一六 事件 を 引きお こす 引き金の 一 つに なった こと は 知られて いる。 そして 一  一 • 一 一六 事件 

は 日本 軍国主義に 道 を 開く ことにな つた。 私 は 一 一 • 一 一六 事件 当日の 大雪 を 思い出す たびに 東北 出身の 若い 兵士の 

苦悩 をお もう。 

東北大 飢饉の 昭和 九 年と 言えば、 今から わずか 半世紀 前の ことで ある。 それな のに、 今日の 若者に 当時の 悲惨 

さ を 語った ところで、 どこか 遠い 国の 話ぐ らいと しか 受け取らない であろう。 かっての 日本に 慢性的な 飢餓が あ 

り、 それが 日常 的に 潜在して いた こと を、 歴史の 教科書で 述べても、 実感 は 湧かない。 それ は 幸福な ことで あり- 

今日の 若者 を 責める こと はでき ない。 
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しかし、 と 私 は 思う。 東北の 大地に そだった 思想 はすべ て 飢餓 を 主題と した。 安藤昌益、 高 野 長英、 石 川 啄木、 

宮沢賢 治の 思想、 みなし かりで ある。 彼ら は 眼前の 飢餓 を パネに して、 人間の 普遍 平等の 世界 を 追い求めた。 と 

すれば、 飢餓 は 彼らの 思想 を 生み出した 母で ある。 もちろん、 飢餓 は 人類の 最大の 敵で ある。 その 邪慳で 苛酷な 

飢餓が 母と して、 人間の 思想 を 鍛えた こと も 忘れて はならない。 背骨 を 戦慄させる 飢餓への 恐怖が 存在し なくな 

つた 今日、 飢餓に かわる ほどの 強烈な 主題 はま だ 生まれて いない。 今日の 若者が かならずしも 幸福そう な 顔 をし 

ていな いのは そのため であると、 ときどき 私 は 思う。 

女権と 母権 

戦後、 女権 は 目 ざまし く 拡張した が、 母権 は 縮小した というの が 私の 考えで ある。 それにつ いて 二つの 事例 を 

紹介して おく。 昭和 初年の ことに 属する が、 非合法 活動 を 問われて 投獄され た 蔵 原 惟人の 母 は、 知人から 「さぞ 

御 心痛でしょう」 と 気づか われる と 「なんの、 そんな ことはありません、 あのよう にょい 息子 は、 幾人で も 生み 

たいです」 と 答えた という。 この 話 はずつ と 以前 何 かで 読んで、 今でも 印象に 残って いる。 

明治 九 年、 神風 連の 挙兵に 加担した 富 永 家の 三 兄弟 は あるいは 自刃し、 あるいは 討ち死にした。 その 母 は 次男 

が 自刃して いる 場所 をた しかめに いき、 遺髪 をす こし 切りと つても どって きた。 やがて 三人の 息子の 遺骸が 富 永 

家の 居間に 並べられた。 納棺の 間ぎ わ、 老母 は 自分の 子どもたちの かたわらに、 にじりよって 別れの 挨拶 をした" 

長子に むかって は、 「本意であった ろう」 と 言った。 次子に は 「手柄であった」 といた わった が、 官 兵に 乱 刺さ 

れて 死んだ 末子の むごたら しい 遺体 をみ て は 「割腹す る 間もなく、 さぞ 無念であった ろう」 とうち なげいた。 

富 永 三 兄弟の 母 はこのと き 六十 四 歳で あつたが、 自分の 息子た ちが 死んだ というので、 悲歎の あまり 命 を ちぢ 

めた と 人から 言われる ようで は、 息子た ち も 親不孝と なる わけ だから、 三年 は 生きながら えなければ ならない、 
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と 言って いたが、 三年 はおろ か 十 年 も 長生きした" そうして この 上 は 明治 二十 三年の 国会が 開設され、 世の中が 

どう 変化す るか を 見て 死にたい と言うよ うにな つ た、 という。 

この 二つの 揷話 は、 私の 郷国で ある 肥 後の 母た ちに まつわる ものである。 蔵 原 惟人 は 左翼、 神風 連の 富 永 兄弟 

は 右翼で あつたが、 ともに 反政府 運動に 身を投じた。 その 母 ともなれば 肩身が せまい はずな のに 昂然と した 姿勢 

をく ずす ことはなかった。 それが できた の は、 息子に 臨む 母と しての 権威が あつたから である。 

戦後、 女権の 拡張に つれて、 家庭内の 支配権と しての 母権 はいち じる しく 強化され た。 しかし、 ほんとうの 母 

権に は 母と しての 権威が ともなわなければ ならない。 そうした 意味で は、 戦後 は 母権 は 縮小した ので ある。 女の 

権利の 拡大に はかならず しも 母の 権威 を ともなう ことがない。 この こと は、 今日の 母た ちの 大きな 問題で ある。 

「あまえ」 の 感情 

妣の 国と いう 言葉 は、 もっとも 甘美な 日本語の 一 つで ある。 この 語の 底に は、 日本人の 奥深い 感情が 流れて い 

る。 日本 神話に よると、 スサ ノォは アマ テラスから 追放され て 根の 国に 下り、 妣の 国に いきたいと 泣いた。 また 

トヨタ マ ヒメ は 自分の 産屋 を 夫の ヒコ ホホ デミが のぞき 見した の をい きどお つて、 海 神宮に 帰って しまった。 海 

神宮 は トヨタ マ ヒメの 子孫に とって は、 ほかならぬ 妣の 国であった。 そこで 日本人に は妣の 国への 思慕が 古代 か 

ら 今日に いたる まで 一 貫して 流れて いる。 

妣の国 は 死者の いく 海の 彼方の 世界で あるが、 ときには 日本人の 先祖が や つ てきた 原郷を さすば あい も ある。 

むしろ 両者 は 日本人の 中に 混合した 形で 存在して いると 言った ほうがよ い。 日本人が 海外の 動向に きき 耳 をた て、 

好奇心 を もやす 傾向 も、 妣の 国への 思慕と は 無縁で はない。 日本人 は どこから きた か、 という 主題が 今もって 日 

本人の 関し を ひきつけ るの は、 このため である。 
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妣の 国への みたされる ことのない 思慕 は、 太古の 失われた 楽園への あこがれと 似て： >  る。 この 感情 こそ は、 日 

本人の 気持ち を 切なく かき 立てて やむ ことがない。 

この 感情 を 理解す る 手がかり として、 沖 織で 使われる 「あまえ」 という 言葉が ある。 さきの 沖繮 戦のと き 破壊 

され、 現在 その 一部が 復旧した 首 里 城の 正門に は、 中国 風の 楼門が あって、 そこに は r 歓会 門」 と 書き記した 扁 

額が かかげられ ている。 この 門 は 古く は 「あまえの じょう」 と 呼ばれて いた。 

「あまえ」 は沖繙 方言で は 「よろこび」 のこと であり、 「じょう」 は 門の ことで ある。 要するに 歓会門 は 歓喜の 

門の 意味で ある。 「あまえ」 によろ こびの 意が ある こと は、 人間が 神に、 子が 母に あまえる 状態 を 思い起こ すと 

き、 納得され る。 この 門 を 作った 尚 真 王の 時代 は、 海外 貿易が もっとも さかんな ときで、 琉 球の 富 を ほこり、 ま 

た 外来者 を 歓待す る 気持ち も 旺盛で あ つ た。 

さて、 今日、 一部の 識者に は 日本人の あまえ を きびしく 糾彈 する 傾向が ある。 その 批判 は 当たって いなく もな 

いが、 しかし、 日本人の 一面 を 指摘す るに とどまって 「あまえ」 に こめられた 日本人の もっとも 甘美な、 奥深い 

感情 を 汲み あげて はいない。 

ふしぎな 器械 

民俗学と 言えば、 過去の 生活 慣習 を 研究す る もので 現代に は 縁がない 古く さい 学問と 思って いる 人た ち はすく 

なくない。 しかしそう ではない こと を 示す 事例 を 左に 紹介しょう。 かって 鉱脈 や 水脈 を 発見す るた めに 山師 は 木 

の 枝 を もって 歩いた。 その 枝 さきが 微妙に ふるえだす 場所に 鉱脈 や 水脈が あると 信じられた。 南アフリカの 金山 

を 探す 山師た ちが 木の 枝 を もち 歩いて、 その 枝 さきの 反応に よ つ て 鉱脈の 所在 をた しかめて いると いう 記事 を 新 

聞で 読んだ ことがある。 また 私 は 昨年、 日本に 留学して いる 二 ュ ー ジ ー ランドの 女子学生と 話 をして いると き、 
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彼女の 故国で も 井戸 を 掘る ばあいに、 木の 枝 を 手に もって 歩き、 水脈 を 探す という 事実 を 知った。 

同じような ことが 日本で も おこなわれ ている。 武蔵村 山 市の 水道 課の 職員 は、 両方の 手に 針金 を もって 道 を ゆ 

つ くり 歩く。 そうすると 左右の 手に もった 一 一 つ の 針金が 身体の 外側に むか つ て 開く ように 動き 出す 個所が ある。 

その 個所の 足 許の 地下に は 水道管と か ガス 管な どが 埋設され ている という。 埋もれた 鉄管 だけでなく、 地下の 土 

管で も ビー 一，' ル 管に でも、 その 針金 は 反応 を 示す そうで ある。 おもしろい ことに、 右手の 針金と、 左手の 針金 は 

身体の 外側に だけ 開いて、 おた がいに 交差す る ことがない という。 

この ふしぎな 現象 は 一体 どうして 起こる のか。 科学者た ち も 解明で きていない まま、 古くからの 慣習に よって、 

それが 地下の 埋蔵物の 探知器と して 使用され ている 事実 は、 興味ぶ かい。 さき 頃の 仙 台の 大地震の ときに も、 破 

壊された 家屋 や 道路の 下に 埋もれた 水道管 や ガス 管 をお なじ 方法で 探し 歩いた という。 

もし この 方法が 伝えられる ように はなはだ 有効であるなら ば、 それ は 考古学な どの 遺跡の 発見に も 役立つ にち 

がいない。 埋納 された 銅！： や 鉄 刀な どが このように 原始的な 道具に よ つ て 発見され る 光景 を 想像す る こと は 楽し 

ヽ 0 

かっての 山伏た ち は 山師の 先駆者で ある。 彼ら は ャナギ などの 木の 枝 を もちながら 山 を 歩いて 鉱脈 探し を やつ 

ていたので はなかろう か。 また 近 江の 小 野 氏 は 中世に 漂泊 放浪して は 鉱脈 や 水脈 を 探し 歩いた ので はない か。 と 

いうの も 小 野 一族に まつわる 伝承の 多く は 水 や 鉄に 縁 由が あるから である。 しかし、 民俗学の 分野で は、 今 もつ 

て 鉱脈 水脈 探知の 技術 及び 呪術の 報告がない。 この こと は 私に は 不審で ある。 

二 ヮ トリの 告知 

先日、 戸谷 早 百合と いう 女子大生 を 殺した 犯人に 死刑の 宣告が 下された という こと を 二 ュ ー スで 知った とき、 
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私に は ひとつの 記憶が よみがえった。 

戸谷 は 殺されて 木曾川に 投げ こまれた が、 遺体が なかなか 上がらな いので、 捜索隊が 川面 を 探し まわって いる 

様子が 連日の ように テレビで 報ぜられ ていた 時分の ことで ある。 

ある 日、 小舟に チヤ ボを のせた 画面が 映し出されて、 チヤ ボが 鳴かなかった ので、 遺体の ありか をつ きとめる 

ことができなかった、 と アナ ゥンサ ー が 説明した。 

私 はこの 場面 を 見た とき、 まったくお どろいた。 ニヮ トリ を 舟に のせて、 水上に 連れ出す と、 遺体の 沈んで い 

る ところでは トキ をつ くると いう 伝承が あって、 誕訪 湖で も 水死 者が あると、 そうした やり方で 水死 者 を 探した 

という 報告が あるが、 それ は 以前の 話で、 まさか、 このような 民間伝承が 現代 も 生きて いると は 思わなかった。 

よくよく 思い あま つ た あげくの ことにち がいない が、 この 伝承 を 信じて いる 人た ちがなければ、 二 ヮ トリに 遺体 

を 探させる という 素朴な 手段に 訴える こと も あるまい と 思われる。 

こうして みれば 二 ヮ トリ は 死者と 深く かかわり 合つ てきて いる ことが 分かる。 日本書紀に はァ マ テラスが 天 岩 

戸に かくれた とき、 「常世の 長 鳴 鳥」 を あつめて 鳴かせた と ある。 これ はニヮ トリの ことで ある。 これまで ニヮ 

トリ は 太陽と 関係が あると 思われて いたが、 むしろ 暗い、 死者の 世界に 属する 生物で ある。 

この 観念 は 日本人の なかに 長く 生きの び、 それが 現代まで 持ち 伝えられた。 古代に 絶滅した と 思って いた 魚が 

今日 も 生きて いたよう な 感じ を 私が 抱いた の は、 そうした 理由から である。 

犬 型と 猫 型 

コケット は 男に こびる 女の ことで あり、 コケット リイ は 男 を 引きつけ ようとす る 女の 媚態で あると、 どの 国語 

辞書 も 定義して いるが、 もともと は その 逆で、 コック、 すなわち オン ドリが メン ドリに 気に入られようと、 威張 


bSi 呼吸す る 民俗 文化 


つて 歩く こと を 指して いる。 したがって コケット リイ は 女性 特有の 媚態ば かりで はない。 だが 男の コケット リイ 

は 騎士道 はなやか なりし 時代が 過ぎた 現代で は、 異性より は 集団に 対して 発揮され る ことが 多い。 

宗教団体 や 政治団体 では、 個人 は 集団に 帰属し、 合一す る 意識 を あじわう ことが、 もっとも 快い 感情 をと もな 

う。 この 現象 は 日本で は 企業 や 官庁の 職場で も 濃厚に 見られる。 自分 こそ は その 集団に もっとも 忠実で ある こと 

を 示そうと して、 あらゆる もの を 犠牲に して、 仕事 一点張り になって いく。 この 悲愴で も あり、 哀れで も ある 男 

たちの 努力に よ つ て、 日本 は 戦後の 高度な 経済社会 をき ずく ことができた。 

それ は 先頭の 犬の 指導に したが つ て ソリを ひく 氷原の 犬た ち を 思い起こさせる。 犬た ち は 集団行動 をお こなう 

訓練 を ほどこされ ており、 組織に 忠実で ある。 彼ら は 一 つの 目標に むかって 言われる ままに 動く。 そこで 男た ち 

の コケット リイ を 犬 型の コケット リイと 呼ぶ ことができる。 結局 は 犬死に させて しまう のが 落ちで あるが、 それ 

とても 意に 介し ない 風な の だ。 平 社員が 社長 や 上役に 尾 を 振って いるの は、 どの 企業 にもつき ものの 光景で ある 

が、 それ とても 自分 は 企業に 忠誠 心 を 披瀝して いる、 という 公の 意識に 裏打ちされ ている。 

それに 対して 女の コケット リイ は 猫 型の コケット リイで ある。 猫 は 飼い主に 身 をす りよせ て 媚態 を 示す が、 そ 

れ はあくまで 個人に 対してであって、 犬の ように 集団に むけられる こと はない。 組織への 忠誠 心と いう もの も 猫 

に は 見あたらない。 女 は 男 ほどに は 集団への 幻想 を もたない。 

四月の 街に は 一 目で 新入社員と 分かる 若々 しい 顔が あふれて いる。 彼らが そろ つ てお なじよう に 鼠色 か 紺色の 

背広 を 着て いるの はどうい うわけ か。 自分が 集団に 二心の ない こと を 示す ための 男た ちの 「無意識」 の コケット 

リイ かも 知れない。 そう 思う とき、 私の 口の なかに、 かすかに にがい 味が 惑 じられ る。 
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スタ ー の 条件 

はなばなし い 脚光 を 浴びて 舞台に 立ち やがて 時代から 見 はなされて 暗がりに 消えて いく スタ ー。 私 は 芸能界に 

はまった く 無縁な 人間で あり、 文学者の 連中と も あまりつ き 合いがない が、 芸能界、 文学界 以外の 知識人の 中で 

もスタ ー と 呼ばれる 資格 を もつ 人た ちの こと は 知 つてい る。 

スタ ー をつ くるの は 時代で ある。 いくら スタ ー 作りに たくみな 裏方で も、 時代が 要求し ない スタ ー は 作れない _ 

スタ ー は それ を 自分の 力で スタ ー になつ たと 思い こんでいる。 この 自己 過信の 持ち主で なければ スタ ー の 条件に 

は 合わない。 やがて その 自己 過信が 墓穴を掘る ことになる。 しかし また 転落 もまた スタ ー のもう 一 つの 条件で あ 

る。 逆説的に 言えば 転落し ない スタ ー は 真の スタ ー ではない。 

人び と はスタ ー の 中に 時代の シンボル を 見、 しかも 時代の 枠の 中で 自在に 生きる 人間 を 見たがる。 したがって" 

人に あいその よい 者 はスタ ー に はなれない。 うぬぼれて、 気 むずかしく、 他人との 約束事な ど は 勝手に 破る 人間 

であって こそ スタ ー である。 そうでなければ、 多くの 人た ち はスタ ー のま わりに 群がり、 ひざまずかない。 

こう 言えば スタ ー と 英雄と はどうち がう か、 という ことになる。 英雄 もまた 時代に よって 作られ、 時代と 共に 

没落す る。 ャ マト タケルから ヒ トラ ー までそう である。 しかし スタ ー と 英雄と ちがう 点が ある。 それ は 英雄に 対 

して 多くの 人び とが 不死身 を 信じ、 かつ 要求して いると いう こと だ。 英雄の 没落に は、 なだれの ような 運命的な 

ひびきが ともなう。 それ は 英雄が 不死身と 信じられ たためで あり、 また 彼が 時代 を 動かした からだ。 

スタ ー は 時代 を 動かす こと はない。 しかし その 時代 を もっとも 端的に 表現す る シンボルと はなり 得る。 ガラス 

細工の ように、 キラ キラと かがやく スタ ー の 若さと 力に は、 もろく 不安定な 美し さが ある。 多くの 人び と は、 役 

目の 終わった スタ ー を、 ひとつの 诗代を 送る ように 葬る の だ。 
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第二次大戦 以後、 英雄 は 影 を ひそめた。 不死身の 人間への 信仰 はなくな つた。 スタ ー は あいかわらず 登場して 

いるが、 交代が めまぐるしく、 大スタ ー はし だいに すくなく なって いる。 それ はスタ ー を 作り出す 時代の 明確な 

像が うすれて きたた めで ある。 

詩人た ち 

桜が 散り 若葉の 季節 を 迎えた。 すべてが 人工的な 生活に なった 現代人の 生活で も、 自然の 祝祭の 季節 は 人び と 

を 詩人に せずに はおかない。 しかし 私たちより もはやく 漁夫 や 農夫 は 自然に 対して 詩人であった。 彼ら 常 民が 使 

用して きた 雨 言葉、 風 言葉の 数 例 を 紹介す る。  • 

「鹿の 血 流し」。 これ は 長崎県の 五島で、 四月 八日 灌 仏の 頃に 降る 雨 を 言う。 鹿の 出産 後の 最初の 雨と いう 意味 

である。 赤い 花の 色 を 洗って とおりすぎる 雨。 鹿の子 まだら を 思わせる 木洩れ日。 r 灌 仏の 日に 生まれ 合 ふ 鹿の 

子 かな」 という 芭蕉の 句が ある。 釈迦の 誕生日の 頃が 鹿の 出産 期に あたって いる。 しかし 芭蕉の 句と は 無関係に、 

九州の 西 辺の 常 民 は、 このような 季節の 感覚 を 造型した。 

「鹿の角 落とし」。 これ は 山口県の 柳 井巿ゃ 九州の f3 岐地 方で、 一一、 三月 頃 吹く 西風 を 言う。 昼 吹いて は 夜 はや 

む。 一日 二日で おわる が、 鹿の角 も 吹き落とす くらい 強風と いう 意味で ある。 この 季節 をす ぎる とほ どなく 鹿の 

角が 落ちる。 

「貝 寄せ」。 節分の 前後に は 強い 北西 風が 吹いて 高波 を 起こす。 その 高波が 貝 がら を 海辺に 打ち あげる ので、 そう 

いう 名前が つけられた。 鹿 児 島で は 貝 がら を 拾って 汁 をす くう シャ クシに した。 貝 寄せ は、 一、 二週間 吹き あれ 

るので、 奄美 では 北に つらなる トカラ 列島に 渡る に は、 節分の 日から 四十 八日す ぎない と 危険 だとされ ていた。 

貝 寄せが 吹きす ぎる と 小鳥 日和、 つまり 小鳥が 飛んで くるのに ふさわしい、 おだやかな 季節が おとずれる。 それ 
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をァ カヒゲ ビョィ ともいう、 と 下野 敏見氏 は 述べて いる。 ァカ ヒゲは 南の 空から やってくる 渡り鳥で ある。 

「ヒバ ルゴ チ」。 貝 寄せが すぎた 頃、 ヒ バリが 巣 を 持つ 時期に 吹く つよい 東風で ある。 ヒバ ルはヒ バリの 方言。 一 

方、 青森県の 野辺 地で は 四月に 入って から 降る 雪 を ヒバ リゴ 口 シと 呼んで いる。 

春 四月 は沖繩 では ゥ リズ ンと 呼ばれ、 もっともす ごしゃす い 季節と されて いる。 ゥ リはゥ ルイの ことで、 雨が 

降って 土が うるおう こと。 ズンは 初める、 つまり うるおい はじめる 季節の 意と されて いる。 植物が 芽 を 出す うい 

ういし い 季節 を このように 表現した 南 島の 常 民 はま さしく 詩人であった。 

四十の 魔 

女の 厄年 は 数え年で 十九 歳と 三十 三 歳と されて いる。 以前 は 十九 歳の 厄のと き ゥロコ 模様の 着物 を 着た。 ゥロ 

コ 模様 は 蛇が 皮 をぬ ぐよう に、 厄 を 捨てて 再生す る こと を あらわし ていた。 また 貴族 や 大身の 武家な ど 格式の あ 

る 屋敷の 奥向きの つとめ をして いる 女 は 三十 三 歳になる と、 暇 を 乞うて 退出す る ものと されて いた。 それ は 女と 

しての つとめが 終わる こと を 意味して いた。 

女の 大厄が 三十 三 歳で あるのに たいして、 男の 大厄 は 数え年 四十 二 歳で ある。 その 前後 を 前厄、 後厄と 言って、 

諸事つつ しみ 深く ふるまわ ねばならぬ とされて いる。 この 年に 大厄 をもう けた 昔の 人た ちの 知恵 は 今 も 生きて い 

る。 

それ を 私な りに 解説して みょう。 男の 三十 代 はあくまで 上昇 志向が はたらく。 社会の 中で 活動す る ことに 没頭 

する。 しかし 四十 歳になる と、 にわかに 自分の 身辺 を 見 わたす。 生まれて からの 距離と 死ぬ までの 距離 は、 後者 

の 方が 短くな つてい る ことに 気がつく。 坂の むこうの 斜面から 吹いて くる 風。 それ は 男が はじめて とらえる 死の 

予兆 である。 八月 上旬 はもつ とも 暑い 季節で あるが、 暦の 上で 立秋の 日が 訪れる。 そのと き 男 は、 夏の さかりに 
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どこかで 木の葉の 落ちる 音 を 聞く の だ。 

この 予兆 はかす かなもの であるが、 男 を 危険な 道に さそいこ むのに 充分で ある。 男 は あせり はじめる。 何 かや 

ら ねばと 思う。 それと 同時に、 今まで 歩んで きた 道 を 壊して、 新しい 生活 を やり直し たくなる。 それ は 一方で は 

男の 自信に も 裏付けられ ている。 四十 歳に なれば、 一応の 経験 は 積んで いる。 キャリア もな く はない。 肉体 はな 

お 強壮で、 男の 夏 を 思わせる。 ここらで 勝負 を 挑みたい とおもう の も 無理から ぬと ころで ある。 四十 歳 は 魔が さ 

さやく 季節 だ。 だが、 ここが 肝心な ところ だ。 

四十 歳で つっぱしった 者の 十中八九 は 息切れして ダメ になる。 はやる 馬の 首 をお さえ、 手綱 を 引き しめてお く 

ことが 必要 だ。 そうして あくまで 蓄積して、 四十 代の 後半に なつてから 走り出すべき である。 後半の 人生 はやり 

直しが きかない。 死ぬ まで 走らねば ならない。 そう 考える と 四十 歳で 勝負に 出る の は 早す ぎる の だ。 今日の ふく 

ざつな 競争 社会で は、 四十 歳 は 十 年の 歳 を 引いた 三十 歳に しか 相当し ないから だ。 

卵 型の 未来 

古代人 は 現代人と ちが つ て 時 問 は 反復す る ものと 考えて いた。 したが つ て 生者 はい つ たん 死んでも 再生す ると 

信じて いた。 このように 可逆 的で、 円環 的な 時間の 観念 を 打ち破つ たの は キリスト教 である。 神の 許に 召された 

死者の たましい は、 地上に もどって 生活 をい となむ ことはなかった。 また、 進歩の 思想 も 人間の 社会 は 過去から 

未来へ むかって 発展して いくとい う 直線 的で、 不可逆 的な 考え を 基本と している。 しかし 進歩の 思想 は、 たか だ 

か 数 世紀 まえに 生まれた 人間の 固定観念の 一 つに すぎない。 キリスト教 も 中世の 支配 思想で あり、 それ 以前の も 

ので はない。 

}1 ^代 都市の 高層建築 は キリスト教 思想 や 進歩の 思想の 理念 を 表明して いる。 それ を 垂直 願望と 呼ぶ ことができ 
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るが、 そこに は 人間の 不安な 精神 をし ずめ、 焦燥 感を おさえる ものが 不足して いる。 それ は 人間に はもう 一 つの、 

直線 的で はない 可逆 的な 願望が ある こと を 配慮し ないから だ。 たとえば モン ゴ ル の 草原の 包 や アフリカ 原住民の 

キ ノコ 型の 家に みられる やすらぎ、 胎蔵界 の マン ダラに 接する とき、 人間の 胎児が 母親の 幽暗な 胎内で 幾 月 もく 

らして いたのと おなじような のびやか さ、 そうした もの を、 私たち は 想像の 上で 体験す る。 

古代人が 信じた 可逆 的で しかも 円環 的な 時間に も つ とも ふさわしい シ ン ボル は 何かと 言えば、 それ は 卵で ある。 

密閉され て 中空で ある 卵 は 大宇宙 を かたどる ものと 古代人 は 考えて いた。 小宇宙で ある 人間の 誕生の 容器 もまた 

卵に ほかなら なかった。 数年 まえ、 韓国の 慶州 にある 天馬 塚と 呼ばれる 古墳から 二十 数個の 卵の殻が 出て きて、 

人び と を おどろかした。 ここに は 死者の 強烈な 再生 願望が 見られる。  ，_ 

そこで 私 は 考える の だが、 人間の 可逆 的な 円環 願望 をみ たす ために、 未来 都市 は 卵 型の 建物が 立ち並ぶ かもし 

れ ない。 それ は 私の 夢見る 未来 都市の 風景で ある。 その 建物 は 復活祭の 卵の ように、 色 とりどりの 外観 を もって 

おり、 その 壁 は 卵の殻の ように 半透明で ある。 卵 は 太陽に かざした ときの ように、 灯 をと もせば、 室内が かすか 

な 血の 色に 生動す る。 そうした 家の 中で 落ち着いて 思索し、 瞑想の 快適さ を あじわい、 胎内 回帰の 感情 を とりも 

どす とき、 人間 は 好戦的 姿勢 を 捨て、 心から 平和主義者 となる だろう。 

駆け込み 訴え 

夫に 妻 を 離別す る 権利 はあって も、 妻に その 権利がなかった 江戸時代、 夫と 縁 を 切りたい 妻が 班け 込む 寺と し 

て は、 鎌 倉の 東慶 寺が よく 知られて いる。 網 野善彦 氏の 「無縁. 公 界* 楽」 という 著書に は、 こうした 寺の 事例 

がいくつ か あげられ ている。 キリスト教 教会で も そこに 逃げ こんだ 者 を かくまう ことがある。 これに は 神の 前の 

平等と いう 原理が はたらい ていて、 それが 人間の 自由の 保障と もつな がって いるの だが、 ふつうの 家で も け 込 
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み 寺の 役割 を 果たしていた 例が ある。 

山ロ弥 一郎 氏の 「一一 戸 聞 書」 に は、 岩手県 二 戸 郡 福 岡 (現在 二 戸市) で、 明治に なつてから、 配け 込みが おこな 

われた 話が 記されて いる。 福 岡に は 杉ノ中 町の 下 斗 米 家、 横町の 田 中 館 家、 五日町の 小 保 内 家な ど、 名望家で 厳 

格な 家が あった。 これらの 家で は、 妻が 夫 や 子どもに いじめられ、 進退 きわまって 駆け込む の は、 窮鳥が ふと こ 

ろに 入った のと 同然で あるから、 駆け込み にやって きた 者 を こばむ 理由がない といって、 引き受けた。 班け 込め 

ば その 家の 者に なって しまう。 駆け込んだ 者が 若い 女のば あい は、 その 家の 者と して 嫁に ゆかせた。 

杉ノ中 町の 下 斗 米 家に は、 铸 掛け 屋の 四十 歳く らいになる 妻が、 子ども を 背負って 夜中に 駆け込んだ ことがあ 

る。 亭主が 速れ もどしに やって きたが、 下 斗 米 家で は 承知し なかった。 親戚が 頼みに き、 本人 もやつ と 承諾した 

ので、 帰して やった。 横町の 田 中 館の 家に は、 酒呑みの 子どもから いじめられ るので、 川に 身投げし ようとして 

果たさなかった 女が 駅け 込んで きた。 一年ば かり 置いて やる うち、 本人 も 帰りた がるので、 子ども を 呼んで 説諭 

したの ちに、 帰して やった。 また 一 銭 ももたず、 着の み 着の ままで 婚家 を 逃げ出し、 戸籍 だけ を もってき た 女が 

いた。 田 中 館 家で は、 その 女 を 十 年ば かり 家付き娘の ようにして おき、 あとで 所帯 を もたせて やった という。 

これら はほんの 数 例に すぎない。 ほかに も 不幸 を 背負った 多くの 女た ちが、 切羽つ まって は これらの 家々 を 頼 

つて 庇護され た。 と 言えば、 東北の 女の 哀しい 身上 を 伝える 話と して 受け とられよう。 しかし 他方で は、 東北の 

片田舎に も、 人間の 自由 を 守ろうと する 普遍的な 精神が 生き生きと 脈動して いる 証拠と して 私の 心 を 打つ ので あ 

る。 

この 二十 年 

祭の あとのけ だる さが 全身 をお おってい る。 ご存知の 方 も 多い と 思う が、 今年 (一九 八 二 年) 五月 二十 八日と 二 
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十九 日、 川 崎 市で 「柳 田 国 男 没後 二十 周年 記念 シンポジウム」 を 開いた 主催 は 私 ども 日本 地名 研究所と 川崎巿 

である。 

七 百 五十人 を 収容す る 川 崎 市立 労働 会館の ホ ー ルを 埋めた 参加者に、 学生と 女性が 目立って 多かった ので、 会 

場 は 活気の ある 雰囲気に 終始つつ まれた。 その上、 北海道から 沖繙 までの 百 人 近い 地方自治体の 参加が あって、 

地名が、 今日な お 尖鋭な 主題で ある こと を 告げて いた。 この シンポジウム を 計画し、 実施す るた めに、 私 はまる 

三 力 月、 一切の 執筆 を 放棄した。 その 甲斐あって か、 二日 間の シンポジウム は 予定通りに はこんだ。 これによ つ 

て、 日本に 地名 研究の も つ とも 基礎的な 場が つくられる ことが 名実と もに 明らかにな つ た。 

柳 田 国 男 は 地名 研究の 先駆者であった。 その 柳 田が 亡くなって 二十 年の あいだに、 民俗学の 研究者に 大きな 変 

化が 起こった。 柳 田の 生きて いた 当時 は、 柳 田の 強烈な 人格の 傘の 下に、 民俗学 は 動いて いた。 柳 田に 直接 教え 

を 乞う 弟子た ち は、 柳 田の 人格に 呪縛され、 柳 田の 考えから 自由ではなかった。 しかし 柳 田の 没後、 柳 田の 思想 

に 啓発され、 その 学問 を 摂取しょう とした 人た ち は、 なんら 柳 田の 存在 を 気にする ことなく、 柳 田と 取り組む こ 

とがで きている。 そこに は 自発的な 研究者の 姿勢が 見られる。 これ は 学問に とって 大きな 前進で ある。 

また 柳 田 は 民俗学の 市民権 を 獲得す るた めに 一生 奮闘した が、 彼の 生きて いる 頃 は、 その 願望 は 達せられ なか 

つた。 しかし 今、 民俗学が 学問で ない と 否定す る 者 は 誰もい ない。 それ どころ か、 歴史学 を はじめ、 諸 学問の 秀 

才 たち は こぞ つ て 民俗学の 成果 を 自分の 学問に とり 入れて、 活性化 を はかろうと している。 

今昔の 惑が あるの は それだけ ではない。 柳 田が 亡くなった 昭和 三十 七 年 は 住居 表示 法の 制定、 実施され た 年に 

あたって いる。 それから 二十 年間、 この 法律に よって ひきおこされた 地名の 大 混乱に 歯 どめ を かける ために 苦闘 

している 私共の 姿 を、 地下の 柳 田 は どのように 眺めて いるだろう か。 


389 呼吸す る 民俗 文化 


神の 自由 

この 六月 二日、 広 島 高裁 は 自衛官 合祀 を 違憲と する 判決 を 下した。 その 判決 は 日本の 小さな 神々 に 親愛 感をか 

くさない 私の 胸に、 さわやかな 風 を 吹き こんだ。 それ は 提訴した キリスト教徒の 信教の自由 を 守る ためだけ の も 

のでな く、 日本の 神の 自由 を 守る ための 判決で あると、 私に は 思われた ので ある。 

神の 自由と は 何 か。 神の 意志が 他の いかなる ものに も 拘束され ない ことで ある。 第二次大戦 下の 日本人 は 神社 

参拝 を 強制され て 信教の自由 を 保障され なかった。 裏 を かえせば、 神 もまた 国家の 意志に 従属 させられて、 自由 

がなかった。 たとい 国民が 戦争して いても、 神が 平和で あると いう こと は 背理で なく、 また 一向に ふしぎな こと 

でもない。 

昔の 国学者 は、 本居宣 長で も 伴 信 友で も、 神の はからい、 つまり 神の 意図 は 人智 を 越える という 考え を 抱いて 

いた。 日本の 神 は キリスト教の 神の ように 全智 全能で はなく、 いたって 人間く さい 神で あるが、 しかし、 人間の 

予測 を 越えた 神の はからい という 点で は、 他の 神々 とも 共通な ものが ある。 そこに は、 国家 を 越えた 神の 本来の 

姿が 呈示され ている。 そこで 人間の ほう はたえず 神の 意志が どこに あるか をう かがい、 そのお 告げの ままに 動く 

という 習慣 は 日本に も 太古から つづいて きた。 

宣長ゃ 信 友が 説いた 「神の はからい」 という 深遠な 考え は、 人間に 謙遜な 姿勢 を 求める ことと つながつ てい 

た。 明治 九 年に 熊 本で 起った 超 保守派の 反政府 暴動で ある 神風 連の 乱 も、 お告げ を 通して 人智で はう かがい 知れ 

ぬ 神の はからい を 聞く ことなしに は、 動かなかった。 しかし そうした 考え はいつ しか 消え、 明治 政府が 神道 を 国 

教 とする 考え をと り 入れ、 それが 大正、 昭和に もうけつ がれて、 神道と 国家の 癒着 はぬ きさし ならない ものと な 

つた。 
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神の はからい を 国家の 意図に 従属 させよう とする 浅薄 皮相な 神学 や 文学が 横行した。 しかし、 その 間 も 国家と 

か 政治と かに まったく 無縁な 神の 自由な 息吹き は、 庶民の 信仰す る 路傍の 小さな 神に 見出され てきた。 日本 民俗 

学の 研究 も、 この 小さき 神の 自由 を 守る ためにな されなければ ならない と 日頃 考えて いる 私 は、 今回の 広 島 高裁 

の 判決 を、 とりわけ すがすがしく 思う。 

ある 感想 

六月 八日の ロッキ ー ド 裁判で、 橋 本、 佐 藤の 両 被告に 有罪の 判決が 言い渡された。 私 は 金権政治 を にがにがし 

く 思って いる 国民の 一人と して、 この 裁判の 判決に 心から 賛意 を 表する ものであるが、 今回 は それと 離れて 話 を 

すすめて みたい。 

先日、 中国の 首相が 来日して 田 中 角 栄邸を 訪問した。 鄧小平 副 主席が 来日した 際に も 田 中と 会って いる。 疑惑 

の 渦中に ある 人物 を、 中国の 最高の 政治 指導者が わざわざ たずねて、 歓談 を するとい う 真意 は どこに あるの だろ 

うか。 それ を 探る ときの 鍵と なる の は 失脚した 後の 一 一 クソン 元 大統領 を 中国 政府が 招聘した という 過去の 事実で 

ある。 そこで 考えられる こと は 

(1) 田 中元 首相が 日中 国交 回復に つくした 功績 を 高く 評価し、 その 際の 友情 を 今もって 忘れずに いる こと 

(2) 田 中の 絶大な 政治的 影響力 を 考慮し ないで は、 日中の 政治 折衝が 円滑に 進まない という 高度な 政治 判断 

に 立 つ ている こと 

(3) 中国で は 汚職 は 厳罰の 対象と なる が、 指導者の 政治責任 はすべ て 結果に よって 判断され、 その 過程に は 

結果 ほどに は 重き を 置かない こと 

(4) 中国に は 古来、 諸子 百 家が 性善説 や 性悪説な ど 論じて いるが、 そうした 説と 人間の ありのままの 現実と 
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を はっきり 区別して いる こと、 などで ある。 

ロッキ ー ド 裁判に ついては、 プロテスタントの 教え を 奉ずる アメリカ や イギリス など、 アングロサクソンの 国 

国で は 問題になる が、 カトリック 教を 信奉す る フランス や イタリア など、 ラテン 民族の 国々 では あまり 関心が な 

い、 という 誰かの 説 を 読んだ ことがある。 関心がない 理由 は、 人間の 性質 は 神の 救済な しに は 浄化で きない ほど" 

腐敗して いると いう 一 般 的な 認識が カトリ ッ ク教 国に あるから だとい う。 

私 は そのと きなる ほど、 と 思った。 人性 は 救いが たく 腐敗して いるから、 汚職が あつたと ころで 別にお どろく 

にあたら ない というの は、 金権政治 を 許容す る ことと はまた 違った 次元の 問題で ある。 むしろ 醒めた 人間 認識の 

上に 立 つ て 政治 をお こなう こと を 主張して いるに ほかなら ない。 中国と フランス の 思考の 類型が 以前から 論者に 

よって 指摘され ている が、 ずば抜けた リアリストの 中国人 も、 そうした 考え を 抱いて いると ころが あるか も 知れ 

ない。 

マ レビ ト考 

日本人 は 古来 「山の あなた」 にで なく 「海の 彼方」 にさ いわいが あると 信じて きた。 海の 彼方から やって きた 

人た ち は、 物心 両面の しあわせ を もたらす 存在で あると いう 固定観念が あり、 日本人 は 世界で、 もっとも 異人 を 

もてなす 心情の さかんな 民族と みなされて 今日に いたって いる。 それ は 日本が 四周 を 海に かこまれた 島 固で、 異 

民族の 脅威に さらされた ことが すくなく、 その上に 国内に 物资 がと ぼしく、 それ を 海外に あおがねば ならない と 

いう 事情が あるから である。 

日本人が 海外の 諸国なら びに 諸 民族に 接する 仕方に は 独特の 姿勢が ある。 一 つ は、 しあわせ を 与える 異人 は自 

分た ちと 言語 容貌が ちが つてい なければ ならぬ と 考えて いる ことで ある。 自分た ちとお なじ 言葉 を しゃべり、 顔 
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付き も 似て いるの は 異人で はない。 しかも、 ひんぱんに 日本 を おとずれる もの は 異人で はない。 「遠くから」 「た 

まに」 おとずれる もの こそ マレ ビトの 名に 僙 する。 

こうして みると き、 日本人が 紅毛 碧眼の 人び と を 不当と 思える ほどに もてはや すの は、 彼らが 一見して 日本人 

と 明らかに 異質な 風体 を そなえて いるから である。 また 日本に 近く、 容貌 も 似通って いる アジア 諸国の 人び とに 

対して、 日本人が 不当と 思える ほどの 軽侮の 念 を 示す の は、 彼らが 日本人と 同質な 印象 を 与える からで ある。 

なぜ 日本人に とって 同質 は 非で あり、 異質 は是 であるの だろう か。 孤島の 民で ある 日本人 は、 自己 を 「欠けた 

存在」 として とらえて いるから である。 日本人 は 自分と 異なった ものが、 より 完全に 近いと いう 認識 を もつ 国民 

である。 日本人に とって、 自己 自身との 差 意識が 開けば 開く ほど、 威力の ある ものと みなされ、 逆に 自己との 差 

意識が ちぢまる ほど、 それ は 威力 をう しなう。 その 差 意識 を 弁別す る 端的な 指標、 それ は 言葉と 顔付きで ある。 

これで テレビの コ マ ー シャル に 金髪の 異人が さかんに 登場して、 訳の わからぬ 言葉 を しゃべる わけが わかる では 

なレカ 

しかし そうした 日本人の 姿勢に も、 すこしずつ 変化が あるよう に 見える。 それ は 戦後 日本人が おびただしい 海 

外 旅行の 経験 をして、 外国の こと をよ く 知る ようになつ たからで あり、 また 日本が 経済大国に 成長して、 自信 を 

もつ ようにな つ たからで ある。 

騒音 文化 

東北 新幹線が 開通した。 沿道 住民 はこれ によって どのような 利害 を 受ける ことにな るか、 その 影響 はこれ から 

現実的な ものになる。 その 中で 当然 考えられ るの は 騒音 公害で ある。 新幹線に 限らず 空港 や 軍事基地 周辺の 住民 

が 騒音に なやまされて いるの は 周知の 事実で ある。 最近、 文化 行政と いう ことが しきりに 強調され ている。 騒音 
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はおよ そ 文化と は 正反対の もの、 文化 を 阻害す る ものであるから、 その 規制 は 徹底して やっても らいたい。 騷音 

は なぜ 文化の 反対 物で あるかと 言えば、 それが 人間の 頭脳の 働き を さまたげ るからで ある。 人間の 精神の 正常な 

活動 を 乱す 騒音 を 放置す る 政治 を、 文化 行政と 呼ぶ こと はでき ない。 

文化に は 沈黙が 必要で ある。 沈黙 は 人間の 思索 や 瞑想の 活動 をうな がし、 人間の 精神 を 強化す る 力 を もってい 

る。 沈黙の 深さ、 それ は 文化の 深さ を はかる バ ロメ ー タ ー である。 都市 文化の 狂 熱に は 沈黙の 巨大な 力が 対置 さ 

れ ねばならない。 都会の まった だ 中に 自分自身 を とりもどす ことので きる 公園 や 森林 を 設けるべき である。 人間 

界の 騒音から とおざか るに つれて、 自然界の 音 は 目 ざめ、 自然が 人間に 語り かけて くるの を 感受す る ことができ 

る。 この こと は 都市 生活 者に も 必要で ある。 自然の 語り かけ を 聞く 耳が 失われた とき、 人間の 創造力 は枯渴 し、 

文化が 沈黙に 根ざさな いとき、 その 社会 は 異常な 方向に すすむの を 防ぐ ことができない。 

現代 日本の 社会 は、 さわがし さの 中に 文化が あると 取り ちがえて いる。 それが いかに あやまり であるか は、 正 

月の 三 力 日、 世間の 物音が 少なくな り、 ひっそり しずまりかえった ときの 状態 を 思い起こせば よく 分かる。 

毎日で なくても、 せめて 日曜日ぐ らい は 家の 中で しずかに 暮らしたい ものである。 私 は 毎週 日曜日の 夕方の 六 

時から はじまる NHK の 「レッツ ゴ— ヤング」 という 若者の バカ 騒ぎ 番組が 合点 ゆかない。 その 日 はっとめ 人 も 

会社 を 休んで、 家庭で 休息 をと る 日で あり、 しかも 午後 六 時から 七 時に かけて は、 たいてい 家族が 食卓 を かこん 

で 夕食 をと る 時刻な ので ある。 それな のに このと きを ねらって、 奴 服 踊り を 思わせる ような、 若者た ちの 目 まぐ 

るし い 歌 や 踊りの 番組 を 披露す る 当事者の 神経 を 私 は 疑う ので ある。 
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自伝 抄 海 やまの あいだ 


自足の 小天地、 水 俣 

私の 父 は 熊本県の 松 橋 町の 出身で、 代々 農家で あり、 地主 を 兼ねていた。 父 は 熊 本の 医学 校に 学び、 その あと 

熊本県の 南端の 町の 水 侯に やって きて、 眼科医 を 開業した。 母 は 熊 本 藩の 士族の 家の 出で ある。 私 は 大正 十 年 七 

月 二十 八日、 水 侯で 生まれた。 長男の 私の 下に、 三人の 弟と 二人の 妹が ある。 

鹿 児 島 本線が 水 侯 を とおるよ うにな つたの は 昭和 一 一年で あり、 それまで は 水 侯と 日奈久 あるいは 佐 敷の あいだ 

は、 沿岸 航路の 小さな 汽船で 往復して いた。 

私の 最初の 記憶と いうの は、 母と 一緒に 汽船に 乗って いて、 母が 私 を かかえて 小便 させて いる 光景で ある。 私 

が おぼえて いるの は、 汽船の 床に 切り こみが あって、 下 は 波が 洗って おり、 そこが 汽船の 簡易 便所であった。 

私 はこの 記憶が あるた めに、 日本で は 汽車よりも 汽船が 主要な 交通機関であった 時代の 存在した こと を 理解で 

きる。 水 俣の 古老の 話で は、 むかし は 結婚の 支度の 買い物に は、 船で 長 畸ゃ熊 本に 出かけた。 一番 上等な 品物 を 
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そろえる とき は 長 崎、 中等の 品物 を 買う とき は 熊 本と 考えられ ていたと いう。 こうした ことから、 不知火 海 や 有 

明 海が コ ミ ュニケ ー シ ヨン の 重要な 役割 を 果たしていた 時代 を 思いえ がく ことができる。 

熊本県の 南部の 芦北 郡 は 九州 山脈の 余波が 海ぎ わまでお しょせ ている。 陸路 をた どると すれば、 旧藩 時代から 

の 交通路で ある 三太郎 峠の 嶮を 越えなければ ならな か つ た。 芦北 郡 は 山地 を 走り まわる 猪な どの 害が はなはだし 

かった。 私の 家で も 正月に なると、 猪の 肉 を 買い、 それで 薩摩汁 を こしらえた。 山 あいの 小さな 湾 ぞいに 漁村が 

点々 と あり、 水 侯 も かって はそう した 漁村の 一 つだった。 

しかし 水 侯に は 他の 漁村と ちがう ところ もあった。 明治の 四十 年に チッソ 肥料 工場が できた という ことで、 そ 

れ まで 漁業 や 農業に たよ つ てきた 者の 中には 職工と して 工場に つとめる ものが でて きた。 その かたわら 漁業 や 農 

業な どの 家業 をつ づける もの も 多く、 つまり 現金収入が 確保され ている という ことで 生活 は 安定し、 町 はおの ず 

から 自足した 小天地の 趣を呈 していた。 それに は 水 俣が 熊 本 市、 鹿 児 島 市から とおく はなれた、 肥 後と 薩 摩の 国 

境で あると いう 点 も 見の がす ことができない。 

それに加えて 水 俣の 気候 風土 はすこぶ る 温和で ある。 正月 まえに 山に は 椿の 真っ赤な 花が 咲いた。 私たち は 小 

さい 時、 樹 から 樹へ渡 りながら 椿の 花 をと つて その 蜜 を 吸った。 寒い 季節 は  一、 二月 だけで、 二月の 末になる と 

もう 春雨の ように あたたかい 雨が 音 をた てて 降った。 夏に は 昼間 は 海風が こころよく 吹き、 夜 はこん ど は 山の 方 

から 涼風が 吹いた。 秋になる と、 矢 城 山の なだらかな 山肌に は、 ススキ の 穂が 頂上 近くまで しげった。 私 は、 少 

年 時代に は、 それ を あおぐ たびに 「南の 女王」 という 聖書の 中の 語 を 思い出し ていた。 

水 侯の 町はずれに 湯の 児 温泉が ある。 海に つき出した 手のひら ほどの 空地に 旅館 や 民家が ひしめきあって いる。 

私たちの 一家 は、 夏休みに なると、 そのな かの 民家の 二階 を 借りて すごした。 私 は 折 口 信 夫の 名 も 知らなかった 

旧制 中学の 三年 生のと き、 校友会 雑誌の 「江 原」 に 
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海 やまの あ ひだに 湧きし 湯に しあれば 海の 句 ひす 山の 匂 ひす 

という 歌 を 発表した ことがある。 この 自伝 抄の題 も 折 口 信 夫の 第一 歌集 「海 やまの あ ひだ」 にあ やかる つもり 

でいて、 少年 時代の ふるい 歌 を とつぜん 思い出した のであった。 

立葵の ほとりの 記憶 

物 ごころ ついた とき 私 は、 古く、 大きな 家に 住んで いた。 その 家と いうの はもと は 造り酒屋で、 私の 家で は 私 

が 生まれて まもなく そこに 移って きたの だった。 広い 土間が あり、 その 天井に はく すんだ 色の 頑丈な 梁が 走って 

いた。 その上 方の 屋根に は 明かりと りの 天窓が あって、 そこから は 陽の 光が 暗い 家の 中に チラ チラと 洩れて きた- 

玄関 わきの 格子窓 も、 部屋 を 仕切る 板戸 も 柱 も 紅殻 染めで 柱の 隅に はいつ も 白蟻の 羽が 落ちこぼれ ていた。 私が 

今でも 家 霊と でも 呼ぶべき 家の 霊魂 を どこか 信じる 気持ちが あるの は、 こうした 暗く、 大きな 家で 幼時 をす ごし 

た 体験が あるから だ。 

父の 診察室に あてた 家の 一角の 近くに は、 大きな 木犀が あって、 春になる と フク ロウが 毎晩 やって きて 鳴いた _ 

家のう しろの 敷石の 庭の 隅に は 倉が あった。 たぶん 前に は 酒樽で も 入れて あつたの だろう。 倉の かたわらに は 幾 

抱え も ある 銀杏の 大木が そびえ、 秋に は 黄金色の 葉で いろどられた。 

赤い 煉瓦 薪で かこまれた 中庭に は、 初夏に なると 立葵の 青い 花が 咲いた。 私の 背丈が、 その 立葵よりも まだ 低 

かった 四、 五 歳の 頃だった。 小学校 一年 か 二 年の 近所の 友 だち が やって きて 

「蟻が 鳴く の を 君 は 知ってい るかい」 

と 聞いた。 私 は 首 を 横に 振って 彼の 目 を 見つめた。 すると 彼 は まじめくさって 
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「いま、 ぼくの 背中で もの を 言う の を 聞い たんだよ」 

と 言った。 彼から そのこと を 聞かされた ときの 衝撃 を 私 は 今でも おぼえて いる。 私より いくらか 年上の その 友 

だち が、 私の 手の 届きそう にもない、 ませた 存在に 見えた。 彼の かたわらの 立葵の 青い 花が、 初夏の 陽に にじん 

で、 秘密 を あふれさせ ていた。 花に たかる 蜂 や 虻 も、 ぶんぶん うなって、 私の 知らない 言葉 を つぶやい ていた。 

私 は 自分の 把握して ない 大人め いた 神秘的な 世界が ある こと を、 はじめて 教えられた。 

立葵の 花の ほとりの 記憶と して は、 そこに 私の 祖母が 立って いる ことで ある。 父方の 祖母 も 私たちと 一緒に 住 

ん でいた。 祖母 は 松 橋 町の 豊川 というと ころの 地主の 長女と して 生まれ、 その 下に は大ぜ いの 弟妹が いた。 彼女 

は 烈しい 気性の 女で、 父の 親類の 大ぜ いの 男た ち も、 祖母の 前で は 全く 頭が あがらなかった。 祖母 は 日頃 煙草 を 

吸って いたが、 私の 母の 話で は、 長キ セル を 何 本も喷 みくだい たという。 母 は 祖母から いじめられ 通し だったら 

しい。 私 は 天照大神の 性格 を 想像 するとき、 カン シャク もちで ヒス テ リイの 祖母 をなん となく 思い浮かべる。 

ところが 私の 母方の 祖母 も 無類の 勝 気な 女性だった。 明治 十 年の いくさで、 熊 本 城が 炎上した とき、 熊 本 市民 

は 阿蘇 方面に 避難した。 祖母の 母 も 臨月の 身で その 中に まじって いた。 その 途中 生み落とされ たのが 祖母で、 

「私 は 動乱の 子」 というの が 祖母の 口ぐ せであった。 私 は 熊 本 市に ある 旧制 熊 本 中学に 通うた めに 母方の 祖父母 

の 家に 身 をよ せた の だが、 祖母 は 何 か 気に入らない ことがあ ると、 庖丁 を もち 出し、 腹 を 切る と 言って、 祖父 や 

私 をて こずら せた。 

火の ような 母方の 祖母に 対して 父方の 祖母 は 水の ような 女だった。 母方の 祖母 は 自分の 娘が 姑 から あまりに 

いびられ るので、 一 度 対決した ことがある。 場所 はなんでも 田んぼの 脇 を 流れる 小川の 石の 橋の 上 だ つたと いう 

こと だ。 両者の 対決で どのような やりとりが あつたか 分からな いが、 辛辣な 儀礼 を ふまえた ものであった だろう 

こと はたし か だ。 
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ョゴェ ハッチ ミ ゥ がくる 

私と 次 弟の 巌 (筆名 雁) と は 二つち がいで あり、 三 弟の 道 雄と は 四つち がいで ある。 その 下の 弟妹た ち はま だ 

生まれて いなかった 頃の こと だ。 私たち 兄弟 は 枕 を 並べて 寝た。 寝室の 横の 廊下の 暗がりに は、 目の粗い 竹 かご 

が、 炭火 をお こした 火鉢の 上に すつ ぼり かぶせて あり、 竹 かごの 上で は、 当時 赤ん ぼだった 三 弟のお しめが さか 

んに 湯気 をた てて いた。 たぶん 冬の 季節だった。 何 かの 拍子で 弟た ちが 夜泣きす ると、 母 は 声色 をつ かって、 

「トラ ォ カメが くる」 とお どした。 私 は その ときには トラ ォ カメと いう 動物が いると 思い こんだ。 昔 は どこでも 

狼 はォォ カメと かォ カメと 呼ぶ のが ふつう だ つ た。 

それでも 泣き やまない と、 母 は 枕許の 障子 を 鳴らして 「ョ ゴェ ハツ チヨ ゥ がくる」 と 言 つ た。 私に はョ ゴ ェ は 

ョゴレ と 聞こえた。 うす よごれた 浮浪者の ような 化物が 今にも 夜風に 乗つ てきやし まい か、 と 私 は 首 をす くめた- 

それ は 夜 声 八丁の ことで、 夜 声 は 八丁 も ひびく という 意味 だと 知った の は 後の こと だ。  ■ 

それでも 効き目がない と、 母 はた まりかね て 

「ガゴ がくる」 

とお どした。 ガゴと いう 言葉 は 見当が つかなかった。 私 は 廊下の 暗がりに ある 竹 かごの 大きく 粗い 目が、 母の 

言う ガゴの 眼の ように 見えて 仕方がなかった。 おしめ を 乾かして 湯気 を 立てて いる 竹 かごが、 なんとなく 化物 じ 

みて 気味 わるかった。 

ガゴと いう 言葉 は、 元 興 寺の 略であって、 元 興 寺に 夜な夜な 出没す る 化物 を、 気丈な 小僧が 退治した という こ 

とから、 それ は 化物の 名に もなる という 話 を 知った の は、 それから 三十 年 も あとの ことで ある。 しかし 柳 田 国 男 

によると、 それ は 俗説で、 ガゴと いうの はもと もと子 どもが 化物の まね を するとき の r 嚙 もう ぞ」 という 言葉に 
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由来す ると レぅ。 I 嚙 もう ぞ」 の 略語と して- 西日本に は ガゴ、 東 日本で は モウ コ または モッコ という 語が 派生 

したと いうので ある。 

しかし モウ コゃ モッコ は 狼の 遠吠え するとき の モウ モウと いう 声 を なぞった ものである とする 田 淵 実 夫 氏の 説 

が ある。 田 淵 氏 は 夕方 を モウ モウ ドキ というの は、 それが 狼の 出没す る 時刻 だから だとい う。 私 は 柳 田 説に くら 

ベる と 田 淵 説の ほうが 納得が いく。 それ は ともあれ、 意識の 双葉のと き、 母から 聞かされた これら 妖怪 語 は、 私 

が 最初に 採集した 民俗 語彙で ある。 

夕方 を 地方に よ つて はケ ソケソ とか シカシ 力と いうの は、 物の 形 も 人の 顔 も 見分ける のが むずかしい たそがれ 

時の 雰囲気 をよ く あらわして いるが、 薄暮の 明るさ は 子どもたちに は 奇妙な 活気 を 与える。 ひとときの 明るさ を 

惜しむ ように 熱狂して 遊んだ 頃の 心のと きめき は、 私の 民俗学への 関心と けっして 無縁ではなかった。 人 さらい 

にしろ、 うす よごれた 浮浪者に しろ、 狼に しろ、 スト レンジ ャ ー と 呼ばれる 異 神が 活動す るの はこの たそがれ 時 

だ。 水误は 九州の 西海岸に 面して いて、 日本で は 日の くれる のが もっとも おそい 地方 だが、 夜 八 時す ぎる と 汽車 

はなくな り、 町 はあくる 朝まで 孤立した。 すると 南北に ほそながく、 せまい 町の 上に は 暗い 空が にわかにの しか 

かり、 星々 が はっきり 見えた。 この間に 外部から 町に 入って くる もの は、 人間で あれ、 神で あれ、 すべて ス トレ 

ンジ ャ— であった。 そうした 感覚 は 今日 刊行され ている 民俗 誌 や 市町村 誌 を ひもといても あまり 見当たらない。 

キリスト 映画に 感動 

私 は 早熟な 子どもだった。 異常な はやさで 読み書き を おぼえた。 また 暗算が 得意で、 大人と 競争して もさして 

負けなかった。 水 侯の 町に は ランプ 屋 という 本屋が 一軒 あるきり だった が、 小学校に あがらない ころから 私 は そ 

の 店に いって は、 自分勝手に ッケで 本 を 買って きた。 町医者の 長男と いう ことで 本屋 も 陰 弔した。 
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「蠛が 鳴く の を 君 は 知ってい るか」 と 年上の 友 だち からい きなりい われて おどろいた 日 はもうと おくにす ぎ 去つ 

ている ように 思われた。 本の 中には 私の 知らない ことが、 いっぱい 詰まって いた。 私が 愛読した 本の 中には 「天 

上界の 不思議」 「地 上界の 不思議」 という 題の ものが あった。 神秘的な ものに あこがれる 夢想 癖 は その 頃から は 

じ まっていた。 

そうした 私の 夢想 を 極点にまで おしすすめる 「事件」 が 私の 上に 起こった の は、 六 歳のと き、 たぶん 初夏の 頃 

と 思う。 立葵の 青い 花が その 日 も 中庭に 咲いて いたよう な 気がする。 熊本県 はル ー テル 派の 教会の 多い ところ だ 

が、 水 俣に も その 教会が あった。 その 信者の 家の 子どもから さそわれて、 教会に 映围を 見に いった。 キリストの 

一生 を つづった ありきたりの 宗教 宣伝映画だった が、 私 は 目の くらむ ような 感動 を おぼえた。 今まで 乳が 流れて 

いた 血管に、 生まれて はじめて 真 赤な 血が 流れめ ぐるよう な 衝撃だった。 私の まえに は、 恐怖と 愛が 入り まじり、 

沸騰す る 世界が あった。 へ ロデの 嬰児 狩りから はじまって、 キリストの 十字架の 死、 昇天、 復活に おわる 筋書き 

を、 私 はまば たき もせず、 追った。 

映画が おわって、 部屋の 天井に 灯が ついた とき、 その 灯が いとわし いものに 思われた。 私 は 胡桃の ような 頭脳 

を かきみだされて 家に もど つ た。 

私 は その 夜の ことがあ つてから、 すっかり 変わって しまった。 暇 さえ あれば、 鈴 筆 をに ぎって、 十字架に かか 

つた キリストの 姿 を 書物の 裏ゃノ ー トの 切れ はしに 描いた。 しかし 私の 描く キリスト は どれ もこれ も 巻き 毛 を も 

つ た トランプの 王様 に似ていた。 

私の 家のと なりに カトリック 信者の 片岡 という 家が あった。 そこの 家の 一室 は 聖堂に あてられ ていて、 「十字 

架の 道行」 を 猫いた 十二 枚の 絵が 壁に かかって いた。 茨の 冠 を かぶせられ、 鞭打 たれながら、 重い 十字架 を 背負 

つて 丘 をの ぼる キリストの 姿に、 私 は 倒錯した 世界の 魅力 を 見出して いた。 それ は 苦痛の 快感 ともいうべき 最初 
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の 宗教 的 感情のお とすれ であった。 私が その 部屋に あまりな がくいる ので、 その 家の人が ときどき 心配して のぞ 

きに きたが、 私 は 呼び出され るまで、 その 部屋 を 出なかった。 

当時 私の 家で は 平凡 社から 刊行され た 世界 美術 全集 をと つていた。 この 全集 は 昭和 二 年 十一 月 第一 回 配本が は 

じ まり、 まる 三年 かかって 完結して いる。 

私 は 父の 部屋に 置いて ある その 全集の 中の キリストの はりつけの 絵 を 始終 見て いたが、 つ いに は 思い あま つ て、 

そのうちの 何枚 か を 破って、 自分の 机の ひき 出しの 奥に しまいこんだ。 それが 掃除のと き 母に 見つけられて、 叱 

られ たこと を おぼえて いる。 父 もこう した 私 を もてあまして 「今 はョ ー ロッパ でも 仏教の 研究 熱が とても さかん 

だとい うね」 と 私 をた しなめ た。 小学校に あがった ばかりの 私に、 父が どうして そんなに むずかし いこと を 言つ 

たか 分からない。 キリスト という 強力な ス トレ ンジャ ー が 私に もたらした 体験 は 一 年余り であと かた もな く 消え 

てし まった が、 私 は その 原 体験 を ひきずりながら 生涯 を 歩く ことになる。 しかし 彗星の 光芒に 似た 宗教 的な 法悦 

は その後 一 一度と 私に おとずれ なか つ た。 

校則 無視、 文学 • 短歌へ 

水 侯の 小学校 を 卒業す ると、 私 は 熊 本 市に ある 旧制 熊 本 中学に 入学した。 今の 熊 本 高校の 前身 校で ある。 熊 本 

では 母方の 祖父母の 家から 通学した。 

祖父 は 明治 十 年の 役に 熊 本隊の 一 員と して 西 郷軍に 加担した が、 私の 中学生の とき は 八十 前後の 老翁であった。 

そうして 官軍 方の 熊 本 城 籠城 記念 会に も 平気で 出かけて いって は、 もらって きた 紅白の 落雁 を 私に くれた。 西南 

の 役のと きに 生まれた 祖母と 祖父の 年 は 一 一十 も 開いて いた。 それに 祖母の 実家 は 熊 本 藩の 中で も 格式の 高い 家柄 

だった ので、 祖母 は あまやかされて そだち、 祖父にたい しても 我儘 勝手に ふるまつ ていた。 
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祖父母の 家 は 熊 本 市の 南 千 反 畑 町に あった。 そこから 数 分 歩く と 立 図書館が あつたので" 私 は 毎晩 そこに 人 

りび たりに なって、 片端から 濫読した。 当時、 私の 中学校で は 夜 外出す る こと も、 図書館に いくこと も 禁止され 

ていたが、 私 は 校則 を 平気で 無視した。 中学の 五 年生に なると マント を 作って それ を 着て 歩いた。 マント は 旧制 

高校生に はっき もの だが、 旧制 中学生が それ を 着用す るの は、 もってのほかの ことだった。 

当時の 熊 本 中学 は 名うての 受験 校であった。 私の 中学 二 年のと きに ニニ 一六 事件が おこった。 こうした 軍国 主 

義の 風潮と 受験 体制の がんじがらめの 中に、 今にも 息が つまりそう だった 私 は、 文学に 救い を 求めた。 私 は 文学 

書に 親しむ かたわら、 いつしか 短歌 をつ くる こと を おぼえて いた。 中学の 三年から 五 年までの 三年 間、 それに 没 

頭した。 私の 父母 は 長男の 私 を 医者に する つもりで あつたが、 私 はいつ たん 文学と いう 禁断の 実 を あじわう と、 

もはや 他の こと は 眼中に なか つ た。 しかし 時には 父母の 希望 どおり 田舎 医者で 終わろうかと 思う とき もあった。 

私 は 中学 四 年生のと き 次の 歌 を 父に 書き送 つ た。 

国の 奥処 小さき 町の 口さがなき 人ら の 中に まじりて ゆかむ 

ここでい う 国の 奥処 は、 肥 後と 薩 摩の 国境に ある 水 侯の ことで ある。 その 小さな 町で 一生 を 送ろうと 決心した 

こと を 父に 知らせた ものである。 さらに 次の 郷愁 歌 を 書き そえた。 

かすかなる 昔語り を 風 遠き 夜の 素 畳に 思 ひ 出で つも 

私 はかず ある 歌人の なかで も 中 村 憲吉の 歌が 一番 好きだった。 中学生に して は、 渋 好みだった にちがいない。 
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中学 を 卒業す る 頃になる と、 私 は 文学 だけで は 満足で き なくなって、 宗教 書 を 読む ように 変わって いった。 祖 

父母の 家から 遠くない ところに、 見 性 寺と いう 曹洞宗 の 禅寺が あって そこに 通った。 その 体験 をのべ た 歌に 

ひぐ らしの 声 は 透れ り 山門の 夕べ の やみ はわれ を ひかし む 

というの が ある。 その 頃 私 は牧豁 とか 如 拙と か 周 文の 絵に 傾倒して いた。 帰郷した とき 例の 世界 美術 全集 を 開 

いてみ ると、 それらの 絵 はちょう ど ルネサンス 期の キリストの 磔刑の 絵と 裏表に なって いて、 私が 幼い 時に 破り 

とった もの だから、 見る ことができなくて、 残念に 思った ことがある。 

私 はついに 医者に ならなかった。 旧制 高校 受験のと き、 父母の 要望に したがって 理科 をえ らんだが、 白紙 答案 

を 出して 試験場 を 退出した。 父母 もつ いに あきらめて、 私が 文科 を 志望す る こと を 許した。 

島で 得た 庶民の 実感 

私の 小さい 頃に は、 冬になる と 不知火 海 をへ だてた 長 島から みかん を 積んだ 舟が 水 侯に やって きていた。 水 侯 

川の 川口の 永代 橋と 呼ばれる 橋の たもと で、 みかん 売りの 女た ちがむ しろ を ひろげ、 その上に 島み かん を 山積み 

にし、 舛で はかり 売り をして いた。 長 島み かん は 小粒で 種が 多い が、 あまい 味が する。 唐み かん は 長 島に はじめ 

て 渡った といわれ ている。 夜になる と、 女た ち は、 アセチレン 灯 をと もし、 寒そう に 毛布に くるまって、 買い手 

を 待った。 その 周りに は 夜 やみが 押し よせていた。 彼女た ち はお そらく 橋の 下につ けて ある 舟の 中に 寝と まりし 

ていたので あったろう。 昭和 初年の 風景で ある。 

その 長 鳥の 一 つに かぞえられる 獅子 島から は 私の 弟の 子守が きていた。 私の 三 歳のと きの 子守 は t 戶北 郡の 田 浦 
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町 小 田 浦に 住む 田 上 トセと いう 女性で、 当時 小学校 を 卒業した ばかりの 十二 歳だった という。 私 は 記憶がない が、 

母の 話で は 彼女が 子守 を やめて、 私の 家 を 辞す とき、 私 はしき りに 後追い をした という こと だ。 

母が 私に 断念させる ように トセ に は シラミ がた か つ ている、 と言うと、 私 は シラミ トセ を 呼び もどして こいと 

むず かった という。 私の 家 は 知識人の 家庭と いう ほどではなかった が、 田舎 医者の 家庭に はなん となく そうした 

雰囲気 は ある。 私が 生まれて はじめて 接した 庶民 は 子守であった。 私 は 彼女に 背負われて、 その 燃える ような 髪 

の 匂い を かぎ、 耳のう しろの 垢 を まのあたりに 見た。 当時の 小娘 は 今 は 七十の 老女と なった。 そうして、 今でも 

彼女の 郷里の 田 浦の 名産の 甘 夏蜜柑 を 送って くる。 

子守と 背負われた 子どもの つきあい は、 南 島で はさら に 密接で ある。 子どもが 成人して いよいよ 結婚 するとき、 

花嫁に むか つ て 花婿 を 引き わたす の は 往時の 子守の 女で ある。 子守の 女 は それまで 保護者の 役割 をつ とめて きて 

いるので ある。 

さて、 私 は 終戦 直後、 長 島の 一 つに かぞえられる 獅子 島の 幣串 というと ころで 半年ば かりす ごした ことがあつ 

た。 水 侯から は 小さな 汽船で 二 時間 かかった。 幣串は 海ぎ わに ころげそう にして いる 小さな 漁業 部落だった。 新 

聞 は 鹿 児 島 市で 発行され ている 南 日本 新聞が 十日お くれて 三 通 郵送され てく るば かりだった。 その 宛先 は 小学校 

と 役場と 網元の 家で、 他の 島民 は 新聞 を まったく 読まなかった。 夜 は 線香の 火の ように 小さく 赤い 光芒 を 出す ラ 

ンプが 家々 にと もった。 島民 は それ を 「蟹ん 眼」 と 呼んで いた。 それで はとても 活字 をよ むこと はでき なかった。 

私 は 小学校の 近くの 離れ を 借りて 自炊して いたが、 近くに 若者 宿が あって、 青年た ち は毎晚 そこに あつまり、 

夜 十 時 頃になる と、 めいめい 女の 家に 出かけ、 夜明けの 四時 頃 また 若者 宿に かえって きた。 それ は 私の 部屋の ま 

え をと おる 草履の 音で 判 つ た。 老人た ち は 風紀が よくない と 言 つ てそうした 夜ば いの 習慣 を やめさせよ うとした 

が、 若者た ち はきかなかった。 村で は 若者た ちの 「力」 を 借りねば 一切の ことが はかどらな いので、 老人た ち も 
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強く は 言えなかった。 そうした 夜ば いの 習慣 も 結婚す ると、 ばったり やんで しまう。 それで 村の 秩序 は 維持され 

ていく のだった。 それ は 騎士道の はなやかな ョ ー Q ッパ 社会と まるでち がう。 この頃、 私 はま だ 民俗学に は 関心 

がなかった。 しかし 庶民の 社会に 触れて、 そこから 得た 実感 を 大切に するとい うこと は、 この 島の 体験で まなん 

だと 思う。 

柳 田 国 男に ふれて 

私 は 戦時中、 皇国 史観に 同調で きず、 キリスト教に 接近した が、 所設 はョ— 口 ッパの 神 だとい う 落胆 を かくし 

切れなかった。 戦後に なって 烈しい 政治的な 風潮が おとずれる なかで も 私 は 動かなかった。 イデ ォロ ギィで 物事 

を 截断す る ことのお そろし さは 戦時中の 体験で 身に 泌 みていた。 私 は 日本の 文化と 伝統に 再び 接近し ようと 試み 

たけれ ども、 なかなか 手がかりが つかめなかった。 私に できる こと は、 待つ ことしかなかった 。「一個の 角砂糖 

がコ ップの 水に 溶ける に は 一 定の 時間が かかる」 というべ ルグ ソンの 言葉 は 一 一十代 後半の 私に は、 もっとも 腹に 

こたえる 比喩であった。 

昭和 三十 年頃、 私 は 小 田 急の 沿線の 喜 多 見に 住んで いて 平凡 社に つとめていた。 

ある 朝、 熟れた 麦畑の 中の 道 をと おって 駅に むかって いると き、 後頭部に 冷たい ものが ひやり とか かるの を感 

じた。 雨が 降り出し たか、 と 空 を 見 あげる と、 雲 一 つない 真青な 五月 晴 だった。 そこで 私 は 待ちに 待った あげく、 

成熟の ひとしずくが 自分に おとずれ たこと を 知った。 そのと き 敗戦の 年から 十 年 はすぎ、 私 はも はや 三十 五 歳に 

なって いた。 

その 頃 私 はふと した ことから、 柳 田 国 男の 「桃 太郎の 誕生」 を 読んで、 その 中に 躍動す る 庶民の 生き生きした 

創造力に 驚嘆した。 私 は 自分が ながい 間 探し 求めて いた 世界に 接近す る 糸口 を やっと 探し あてた という 思いが し 
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た。 私 は 潮が しらが ゆっくり 自分の 方に 迫って くるよう な 充足 感を あじわった そのの ち 私 は 柳 田の 書物 を 次々 

に 読んで いったが 「桃 太郎の 誕生」 だけ はなが く 手に 取ろうと はしなかった。 その 書物に は 触れれば 火傷の する 

思い出が あつたから である。 

柳 田 国 男に 会う 機会が まもなく 訪れた。 私 は 彫刻家で 民俗学 者の 土方 久功 氏の 家に 出入りし ている うちに、 そ 

こで 鎌 田久子 氏と 出会った。 縑田氏 は 当時 は 柳 田の 秘書 役 をつ とめて いたので、 彼女の 引き合わせで 柳 田に 会う 

ことにな つた。 私 は 柳 田に 「世の 大主」 という 尊称 を ひそかにた てまつつ ていた。 この 世の こと はなんでも 知つ 

ている 沼の 主 か 池の 主の ような 存在 だとい う 意味で ある。 

小 田 急 沿線の 成 城に ある 柳 田の 家の 一 階 は 日本 民俗学 研究所に あてられ ていた。 そこで 会った 柳 田 はまる い 眼 

鏡の 奥に やさしい 眼が のぞく 小柄な 老人であった。 私が 熊本県の 生まれ だとい うと、 熊 本に は 丸 山 学と いう 人が 

あるが、 君が 尊敬し なければ ならぬ 学者 だ、 と 柳 田 は 言った。 私 は 丸 山 学が 河童の 研究者で ある こと は 知ってい 

た。 だが 格別 尊敬す る 学者と も 思えな か つたので 柳 田の 言葉に いくぶんが つ かりした。 

私 は その後 所用で 日本 民俗学 研究所に いくこと があった。 壁 際の 本棚に ぎっしり 並んだ どの 書物 を 開いても、 

柳 田が 赤べ ンで 彼の 独特の 符号 をし るして いるのに おどろいた。 一 知 半解の 善意の 域 を 超えよう とする 柳 田の 冷 

徹な 情熱 を 私 は 感じた。 

柳 田に は その後もう 一度 会った。 柳 田の 病気 見舞に いったと き だ。 鎌 田 氏から 「柳 田 先生が お 平らに とおつ し 

やっても 膝 をく ずしたり、 あぐらをか くような こと はして はいけ ません」 と 釘 を さされて 私 はかし こまって いた „ 

柳 田 は 「常 かぶり」 と言われた 菅江真 澄の ように 頭巾 を かぶり、 白 足袋 を はいて 寝て いた。 暑い 季節だった ので、 

柳 田 は 蒲団の すそから 白 足袋の 足さき を 出す。 私が ちらと その 方 を 見る と、 柳 田 はすぐ 足 を ひっこめた。 なかな 

かの スタイリスト だな、 と 私 は 思った。 昭和 三十 七 年、 柳 田 は 八十 八 歳で 死んだ。 その 報せ を閬 いたと き、 n5 蝕 
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時に 起る 冷たく、 無気味な 風の ような ものが 私の 瞳 を 吹いた。 

宮本常 一 に 驚嘆 

宮本常 一 さんに 会った の も その 頃の こと だ。 紹介した の は 成 城の 日本 民俗学 研究所に いた 大藤 時彦 氏と 鎌田久 

子 氏で ある。 私 は 民俗学への 関心 を 編集の 仕事の 上に 生かそうと 考え、 「風土記 日本」 の 企画 を 練って いた。 日 

本 を 地方 別にして、 民俗学 を 中心に 歴史 や 考古ゃ 地理な どの 分野の 知識 を 加え、 それぞれの 地方に 生きる 人た ち 

の 特色 を 出そうと いうの がその 狙いであった。 私は大 藤、 鎌 田、 宮 本の 三 氏 を 相談 相手に して 企画 をす すめる こ 

とに した。 

宮本は 最初、 炭 焼 小 五郎の ような かっこうで あらわれた。 宮本は 和服の 布地 を 黒く 染め、 それで 仕立てた 洋服 

を 着、 布 製の 靴 を はいていた。 編集 会議 は本郷 にある 「のせ」 という 京風の 旅館 を もっぱら 使った が、 旅館の 女 

将ゃ 女中 は、 宮 本の 異様な 風体 を 見て、 はじめは どう 対応して よい か 分からず、 とまどつ ていた。 

炭焼き をして いるき たない 男が 黄金の 小判 を 見せられて、 こんな ものなら 自分の 家に は 庭先に ころが つてい る 

と うそぶく。 そのよう に宮 本のな かにお どろくべき 宝物が 無雑 作に 貯えられて いるの を 見て とった 私 は、 これ は 

大変な 掘り出し もの だと 思った。 宮本は 編集 会議のと きも、 一人で 五、 六 時間ぶ つつ づけに しゃべる というお そ 

るべき エネ ルギィ の 持ち主だった。 彼 は それまでに 一 年のう ち 一 一 百日 以上 出かける 民俗 調査の 旅 を 十 年 以上 もつ 

づけて いる 大 旅行家であった。 

「私 は 民家に 泊ま つ た 数 だけで も 八 百 軒 位 あるので すがね、 ある 百姓の 家に 泊めて もらおうと 思って 声をかけた 

ら、 百姓が 家に 入って 下さいと いうので すね。 ところが 玄関に は 馬が いる。 そこで 私 は 四つん ばいに なって 馬の 

脚の あいだ をく ぐって、 家に 入った I 
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「あるとき、 サ ルマタ がー 枚し かない。 それ を 川の 水で あらって、 リュ" ノクの 上で 乾かしながら 歩いた」 

という 話 を 次から 次に する の だから、 おもしろくな いはず はない。 彼の 話の 中で とくに 記憶に 残って いるの は 

「民衆の 世界が 世間に 知られる の は 不幸に よってで ある」 という 言葉であった。 これ は ミナ マ タ病を 思い浮かべ 

れば、 直ちに 理解で きる ことで ある。 

宮本 はまた 「戦前に 民俗 調査に いくとき は、 濁酒と 堕胎の 話が 出て きて、 はじめて 本当の ことが 聞け た。 それ 

まで は 百姓 はっとめ てさし 障りの ない こと を 言う もの だ」 と 強調す る こと も 忘れなかった。 戦後、 革新 陣営で し 

きりに 民衆と か 大衆と いう 言葉が 口にされ たが、 それが 上滑りであった こと は、 こうした 見方が 欠けて いるから 

である。 

潮水に 濡れた 海藻の ように 生き生き している 宮 本の 言葉に、 私 は 全身 吸い取り紙の ようにな つ て 耳 を 傾けた。 

そうして 自分が 民俗学 をえ らんだの はまちが つ ていな か つ たという 感慨 を もった。 

宮 本と 一緒に 仕事 をす るよう になって 間もなく、 彼が 病気に なった ので 見舞いに いった ことがある。 彼 は 当時、 

渋 沢 敬 三の 屋敷の 中に 玄関番の ような か つ こうで 住み こんでいた。 彼の 住居と いうの は 広大な 渋 沢 邸に ある 長屋 

の 三 畳敷きの部屋で、 うずた かい 本の 山の わきに、 せんべい 蒲団 を 敷いて 寝て いた。 蒲団の 皮 は 五月の 鯉のぼり 

の 地 をぬ いあわせた ものだった。 私 は それ を 見た とき、 こんどの 企画 はきつ と 成功す ると 思った。 帰りぎ わに、 

宮本は 私に 「谷川さん。 私 は あなたに 発見され た」 

と 言った。 当時 宮本は 世間 的に はまった く 無名であった。 

「風土記 日本」 と 「日本 残酷 物語」 

「風土記 日本」 第一 巻、 九州 • 沖 繙 篇は 昭和 三十 二 年 五月 三十日に 初版 を 発行した。 当時 は 単行本の 定価 は 百 円 
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台が ふつうだった。 そのと き 五 百 八十 円と いう 高い 価格だった が、 飛ぶ ような 売れ行き を 示し 編集部の 勝木英 

夫、 宮良当 章の 両君 と共に、 胸 を なでおろした。 平凡 社の 編集者の 中には、 民俗学 は 体系の ない 学問 だと か、 階 

級 闘争 を あいまいに する 役割 を 果たす、 とか 言って 私の 企画 を 批判す る 者が 少なくなかった。 が、 売れ行き がよ 

いので 沈黙した。 その 頃の 日本の 思想界の 主流 は マルキシズム とその 同調者の 学問で 占められ ていた。 民俗学な 

ど は 在野の 好事家の 趣味ぐ らいに しか あつかわれなかった。 

「風土記 日本」 の 編集部に あつめられた 原稿に は 私が 片端から 手 を 入れた。 編集 委員の 宮本、 大藤、 鎌 田の 三 氏 

の 原稿に も 手心 を 加える こと をし なかった。 そこで 署名 原稿に しないで、 執筆者の 名前 は 一括して 各 巻の 扉に か 

かげる ことにした。 この 方式 は、 それに つづく 「日本 残酷 物語」 のとき にも 採用した。 

「風土記 日本」 全 七 巻の 編集に は 二 年の 歳月 を かけた が、 第一 巻 を 刊行した とき、 すでに 次の 企画が 頭に 浮かん 

でいた。 民衆の エネ ルギィ が 苛酷な 風土 や 社会の 体制に よって 阻止され ると き、 民衆 は それに どのように 対応す 

るかと いうの がその 主題で、 題名 も 「日本 残酷 物語」 ときめて いた。 最初の 編集部 は、 小林祥 一郎、 児 玉 惇の両 

君と 私の 三 名であった。 あつまった 原稿 を 三人で 手分けして 片端から リライトした。 中には 原形 をと どめない も 

の も あり、 肉片の ように 散らばつ たもの も あり、 没にした 原稿 は 山 ほどあった。 もちろん その 場合 も 原稿料 は 支 

払った が、 執筆者から は、 これ は 執筆者 残酷 物語 だとい われた。 同僚の 一人 児 玉 惇君は 昨年、 五十 歳 まえで 亡く 

なった。 彼が 一 九 七 一 一年に 平凡 社で 刊行した 小冊子に 当時の こと を 回顧して 書いて いるの を 追悼の 意味で 掲げて 

みょう。 

「『日本 残酷 物語』 について 回想す る こと はつらい。 とりわけ 当事者であった 人々 にと つて は、 あたかも 冬 夜、 

炉 一;^ を搔 きま わして 消えた 炭火 を さぐる ような、 また、 一 種 荒涼と した 廃墟の 風が 体内 を 吹きぬ ける ような 愁 

、> に^た 感！^ を 覚えさせられる のではないだろう か。 それ は、 未だ あちこちに 堑壕ゃ 弾痕の 穴が あり、 かすか 
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に 屍 臭 さえた だよう 心の中の 廃墟で ある。 壊れた パゴダ。 夕暮れの、 いくさの 跡、 あのい くさ は 激しく、 華々 

しかった」 

と 編集 の 苛烈な 仕事ぶ り を 回顧して いる。 児 玉 君の 文章 はま だ つづく。 

「編集長の 谷川 健 一さん は、 ずばぬけた 発想と 企画 力の 持ち主で あり、 初陣に のぞむ 闘志に 恍惚と 不安が いり 

まじ つ て 染色され る 表情が 好まし か つ たが、 同時に その 匠気と 共に 発する 毒 は 私たち を 辟易 させた」 

と 私 を もちあげたり、 私の 毒気ら しい ものに なやまされ たこと を 告白して いる。 

「とはいえ、 ふざけたり 喧嘩ば かり もして はいられず、 私たち は 時々 徹宵して 仕事に うちこんだ。 非力の 私 も 

膂カを ふりしぼって、 『天草 女』 の 章 を 書き上げ、 いささか 風雅 文 采の賞 辞 を 谷川さん から もらう ことができ 

た。 嬉しい 思い出で ある」 

「日本 残酷 物語」 の 第一 巻 「貧しき 人々 の むれ」 は 一九 六 〇 年 安保の 前年の 十一月 三十日に 刊行され、 「風土記 

日本」 にもまして 爆発的に 売れた。 残酷 物語と いう 言葉 は 流行語に なった。 大島渚 氏が この 本に 触発され て 「青 

春 残酷 物語」 という 映画 を 製作した。 

"神 は 細部に 宿り 給う" 

「日本 残酷 物語」 は 全 五 巻で、 別巻と して 現代 篇ニ巻 を 追加した。 第一 巻の 圧巻と いうべき もの は、 宮本常 一氏 

の 「土 佐檮 原の 乞食」 の 話だった。 橋の 下の 乞食 は、 宮 本と 自分が 同類で あるかの ように、 親しく 話して いる。 

この 名品 は 「土 佐 源氏」 という 別名での ちに は 芝居に もな つた。 現代 篇に は、 石 牟礼道 子 氏の 水 俣 病に 関する も 

つと もはやい 文章が 収められ ている。 中 村 きい子 氏の 「女と 刀」 の 原型 もす でに 第三 巻に 入って いる。 

平野 謙 は 第五 巻の 月報に 一文 をよ せて 「この 秀抜な 編集 企画 は、 そのいく ぶんか を 『横 山 節考』 の 出現に 負う 
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ている ので はない か、 というの が 私の ひそかな 臆測で ある」 と 述べて いる。 そして 「目下 ひとつの 流行語と なつ 

た 残酷 物語と いう 言葉 は、 最初 はい わば 実存 的な 意味で つかわれ ていたの だが、 最近 は それが 社会的な 意味に 転 

化して いるよう だ」 と 感想 を 記して いる。 平野 謙の 言う とおり、 私 も 最初 は 民俗学 的な 方法で 人間の 実存に 肉迫 

する こと を 考えて いた。 しかし 「日本 残酷 物語」 が 刊行され た 当時 は、 あたかも 六 〇 年 安保の 頃に あたり、 騒然 

とした 社会 状況 を呈 していた。 それ は 好む と 好まざる とに かかわらず、 社会的に 受け取られ たので ある。 

その 頃、 平凡 社で は大 百科事典が 刊行され ていた。 その 編集長 は 林 達 夫 氏だった。 私 は 職場が ちがう ので 林 氏 

から 特別に 親しくして もらった こと はない。 しかし、 日本の 洋学 者の 伝統 を もっとも 正統 的に 体得して いる この 

大 知識人 を 私 は 畏敬して いた。 林 氏に ついては 思い出す ことがある。 私が 入社した 当時の 平凡 社 は、 初代 社長の 

下 中 弥三郎 であった。 あるとき、 戦前 版の 大 百科事典の 販売 記念の 祝いの 行事が あった。 私たち 若い 社員 (その 

頃 は 私 も 若かった) は、 社屋の 三階の 大広間で、 琉球 舞踊が ながながと 演ぜられ るのに 退屈して、 階下の 部屋で 

肩 を 組み、 輪 を 作って インタ ー を 歌い 出した。 平凡 社に はま だ 労働組合 はなく、 したがって そのような 振る舞い 

は、 軽佻で あり、 危険で もあった わけで ある。 私 はたまた ま 階段 を 降りて くる 林 氏の 姿 をみ とめ、 林 氏 を 引っぱ 

つてい つて、 その 輪の 中に 入れた。 林 氏 は 輪の 中心に 立つ かっこう になった。 

翌日 私が 出社す ると、 私の 背中 を どんと 烈しく 叩く ものが いる。 むっとして ふりかえ ると、 林 達 夫 氏が 立って 

いた。 林 氏 は 私が 強引に 引つ ばって、 インタ ー の 歌の 輪の 中に 入れた こと をす ごく 怒って いた。 それから しばら 

く は、 いくぶん 照れ臭そう にして、 私の 名 を 呼ぶ かわりに、 私 を 「悪魔」 と 呼んだ。 

私が 林 氏に まなんだ もの は 何だろう か。 林 氏の 好きな 言葉に 「神 は 細部に 宿り 給う」 というの が ある。 細部 を 

知らなければ、 全体 を 知った ことに ならない、 というの が 知識 や 学問に たいする 林 氏の 断乎と した 態度だった。 

それ は ほとんど 文学者の 確信に 近 か つ た。 


小さ き 神 412 


林 氏 は 寝そべつ たような 無作法な かっこうで 知識 を 近づけ、 それ を ながめたり、 嗅いだり している。 林さん を 

見て いると、 知識に 対する 快楽と 禁欲が みごとに 統一され て 共存して おり、 無為と 仕事の 区別 も はっきりし なか 

つた。 私 は 柳 田 もまた そうで はない かと 想像す るよう になった。 細部 を 愛する という 点で、 柳 田 は 林 氏と 共通し 

ている。 そう 言えば 林 氏 はフォ ー ク ロアと いう 言葉が 好きで、 その 著作 集に も 「政治の フォ ー ク ロア」 と 題す る 

巻が ある。 私に は 知識人 を、 フォ ー ク ロアの 分かる 者と 分からぬ 者との 二種 類に 分けて 考える くせが いつの 間に 

か できあが つてし まった。 その 弁別の 仕方 も あるいは 林 氏に なら つ たもの かも 知れない。 

「最後の 攘夷 党」 と 大仏 次郎 

「日本 残酷 物語」 の 仕事の のち、 私 は 雑誌 「太陽」 の 創刊に かかわり あう ことにな つた。 平凡 社 は 百科事典 を 中 

心と した 出版社で、 雑誌の 径験は 昭和 初年 以来なかった。 また 創刊 当時 は 日本 は 高度 経済成長の 時期に 入って い 

なかった。 という ことがあって、 私たち 編集部 は 大変 苦労した。 一九 六 三年 六月の 創刊号 は 二百 九十 円と いう 高 

い 定価の 雑誌 を 一挙に 五十 万 部 刷った。 今 考えて みても 無謀な 話で ある。 私 は 若い 日の 胸の 痼疾が 再発す る だろ 

うとい うたし かな 予感が あつたので、 一年 だけと いう 約束で 編集長の 役 を 引き受けた。 そうして 創刊 後 丸一年で 

辞任し 参与と いう 閑職に ついた。 

激務から 解放され た 私 は、 まえから 書きたい と 思って いた 主題 を 小説で 書いて みた。 久留米 藩の 勤王 党で ある 

応変 隊が 起こした 明治 四 年の 反政府 事件の 顛末 記で ある。 私 は それ を 調べる ために 久留米 や 山 口になん ども 足 を 

はこんだ が、 よく 判らない 箇所が あるので、 竹 内理三 氏に 頼んで 東大 史料編纂 所の 史料 を 見せて もらった。 竹 内 

氏 は 自分のと なりの 席 を 空けて くれた。 私 は 二週間 余り 通って、 明治 初年の 政府の 史料 を 見た。 そこで 明治 四 年 

の 反政苻 事件の 全貌 を はじめて つかむ ことができた。 竹 内 氏 は 私のと なりで、 写本 を 一字 一字 うつしと つていた 
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竹 内 氏の 眼が たえず 右左に 動く ので 鳩時計の ような 感じだった。 夏の あつい さかりだった が、 その 頃の 史料編纂 

所に は 冷房の 設備 はおろ か 扇風機 もなかった。 竹 内 氏 はとき どき、 洗面所に いって は 手拭 を 水で 濡らして き、 そ 

れを 額に あてて は 書き物に 専念した。 私 は 学者の 人知れぬ 尊い 一 面 を そこに 見た 気がした。 

さて 原稿が 出来上が ると、 私 は 知り合いだった 詩人の 秋 山 清 氏に、 どこか 出版社 を 世話して ほしいと 頼んだ。 

秋 山 氏と 私 は 三 一 書房の 正木 重 之 氏と 四 谷の 喫茶店で 会った。 秋 山 氏が 私の 希望 を 正木 氏に 伝える と、 正木 氏 は 

言下に 

「よろし ゆう ございます。 出しましょう」 

と 答えた。 その 答えが あまりに 早い ので、 ひとまず 原稿 を 読んで いただきたい と言うと、 正木 氏 は それに は 及 

ばない と 言った。 「では 筋書き だけで も 話します か」 と 私が 言う と、 彼 は 「それ も 結構です」 と 答えた。 私 は そ 

のとき までに、 一冊の 著書 も 出して いなかつ たので、 彼が どうして 信用した のか 分からない。 ただ 彼の 答えが 大 

変 気持ちが よかった ので、 今 も おぼえて いる。 

私の 最初の 著書の 「最後の 攘夷 党」 は 一九 六 六 年 三月、 三 一新 書の 一冊と して 刊行され た。 その あくる 月の 四 

月 二十日、 とつぜん 私 は 鎌 倉 巿雪ノ 下 四 二八 大仏 次郎 という 印刷の ある 封書 を もらった。 私 は 大仏 次郎と はま 

つたく 面識が なく、 もちろん 本 を 献呈す る こと もして いなかつ たので 面 くらった。 私 は 手紙 類 は 取って 置かない 

方針 だが、 その 手紙 は 今 も 偶然 残って いる。 文面 は 「お 目に かかった ことはありません が 『最後の 攘夷 党』 をた 

いへん 面白く 拝見し ましたので 敬 祝 申 上げます。 大楽源 太 郎は村 松 梢 風さん も 書いて をり ますが、 ひとと ほりの 

敵役でした。 あなた はしつ かり 見て をら れ るし、 またよ く 描き出されて ゐ ます。 事件 も 当然 誰れ かが 書くべき も 

のでした が、 大 楽と 言 ふ 人間の 性格が 見事に 出て ゐ ます。 文章 もい いと 思 ひました。 ただ そのこと だけ。 大仏 次 

郎」 という ものであった。 
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直 木 賞 候補の ころ 

大仏 次郎の 手紙 を もらった あくる 月、 五月に 私 は 小 田 急 線 沿線の N 病院に 入院した。 私の 予測した とおり 「太 

陽」 の 編集長 時代に 心身 を 酷使した ことが てきめんに たたった の だ。 入院して 間もなく、 その 年、 すなわち 昭和 

四十 一年 度 上半期の 直 木 賞 候補に 「最後の 攘夷 党」 がえ らばれ たという 通知が きた。 そのこと を 知った 病棟の 婦 

長 は、 それまでと 打って かわって、 私 を 大事に しはじめ たので、 おかしかった。 

最終 予選 を 通過した の は、 私の ほかに 立 原 正 秋 (白い 罌粟)、 五木 寛 之 (さらば モスクワ 愚連隊)、 結 城昌治 

(白昼 堂々) の 四 作であった。 あとで 聞いた 文 春 編集部の 話で は 選考 委員の 話し合いが きまらな いので 投票に も 

ち こんだ ところ、 どの 候補 作品 も それぞれ 同数だった。 そこで 前 作がなくて ただ 一作 だけの 五木 氏と 私が まず 落 

とされた という ことだった。 結局 そのと き は 立 原 正 秋が 受賞した。 その 時の 選評が その 年の r ォ ー ル 読物」 十月 

号に の つてい る。 読者のお なぐさみに 委員の 一 人であった 海 音 寺 潮 五郎の 論評 要旨 を 抜き書きして みる ことにし 

よう。 

「『最後の 攘夷 党』 この 事件 は 有名で ありながら、 書いて いる 人が 一人 もない。 歴史学 者 も あまり 研究して い 

ない。 まとまった 研究 書 もない ので はない かと 思う。 作者 はこの 事件 を 調べ、 それ を 明らかにした。 労と 功 は 

大いに 買う ベ きものが ある」 

歴史小説の 大家に このように ほめて もらった が、 私 はこの 小説に 満足して いない。 たまたま 大仏 次郎の 目に と 

まった からこ そ 推薦され た 作品で、 今なら ば 三倍の 紙数 をつ いやし、 時間 を かけて 仕上げる だろう。 当時 は 手す 

さびに 書いて 見ようと 思い立 つ たまでで ある。 私が 作家 志望で あれば、 これ を 機会に 作品 を 書く ことに 専念した 

と 思う が、 そのと き 私 は 自分の 進む 道 を、 文学と か 小説と かに 托 そうと は 毛頭 考えなかった。 その後の 小説 作品 
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は 短篇 を 一 つ 書いた だけで ある。 日本人の 世界観 や 死生観 を 民俗学 をと おして、 明らかにしたい というの が、 私 

の 後半生の もっとも つよい 欲望であって、 それ を 疑った ことはなかった。 

私の 入院 生活 はまった く 孤独だった。 平凡 社の 友人 も かぞえる ほどし か 見舞いに こなかった。 その 見舞 客の 中 

に 平凡 社 社長の 下 中邦彦 氏が まじって いた。 下 中 氏 は 私より 四つ 下の 大正 十四 年生 まれで ある。 日頃、 親しい つ 

きあい をして いた。 下 中 氏が やって きたの は 夏の あつい さかりだった。 私の 個室に 入って きた 彼 は 部屋の 中 を 落 

ちつかない 鳥の ように 動き まわった。 ひどく のどがかわ いている 様子で、 コップ を 探した が、 あいにく 病室に は、 

私が 使った あとの よごれた 茶碗し かなかった。 下 中 氏 はかまわずに、 その よごれた 茶碗 をつ かむ と、 水差しの 水 

をつ いで 一気に 呑んだ。 

下 中 邦 彦氏は 人前で スタンド プレイ をしたり、 自分 を 劇的に 見せよう とする 人物で はない。 むしろ その 正反対 

である。 私 は 「太陽」 の 創刊と か 「歴史 地名 大系」 とか 大 企画の 誕生に いくたび となく 立ち会つ たが、 その 時の 

下 中 社長の 声 はむしろ 低く、 その 振る舞い はふ だんより さり 気なかった。 だからな おさらの こと、 下 中 氏が 私 を 

見舞って くれた 日の あざやかな 仕草 を 今 も おぼえて いるので ある。 

明治の 父、 最期の 見事 さ 

多 摩 丘陵の 一 角に ある 病院での 生活 は 思った より 長び いた。 私の 病気 は 再発 だ つたので 若者の ように 急速に は 

癒えなかった。 会社からの 給与 は 入院 後一 年 位で 打ち切られ、 あと は 出版 健保から くるわず かな 見舞 金 だけ だつ 

た。 しかし 私 は 個室から 無料の 大部屋に 移る こと はしなかった。 それ は 私の せめても の プライドだった。 そのと 

き 私 は 八方 ふさがりだった と 言って よい。 しかし 私に はふし ぎに 勇気が、 澄み切った 清水の ように 湧いて きた。 

当時の 私の 心境 は 逃亡の 隙 をう かが つてい る 脱獄囚の 心境に 近い もの だ つ た。 
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その 機会 は、。 一年 半に 及ぶ 入院 生活の 果て、 父の 重病の 知らせと 共に 訪れた。 父 は 甲状腺 症で 熊 本 市内の 病院 

に 入院して いた。 私 は 病院の 許可 を 得て 国に かえり、 父の 病気の 看護に 当たった。 一時 小康 状態に なった ので 私 

はいつ たん 自宅に 帰った が、 その後 急に 病状が 悪化した。 そこで 私たち 兄弟 は 飛行機 や 汽車で かけつけた。 私と 

次 弟、 三 弟 は 飛行機が 一緒だった ので、 そろって 病室に 入った。 

傍らの 母が 

「子どもたちが 只今まい りました」 

と 父に 知らせた。 父の 枕頭に 立った 私たち はいずれ も 背が 百 八十 センチ 位 ある。 父 は ベッドから 見上げる よう 

にして、 かすれた 声で、 私達の 名 を 呼び、 

「みんなよう 似と る」 

と 言った。 母が 「子どもたち は、 おとうさん を 松 橋に お送りし ようと 言って おります」 

. ほ だいじ しんせき 

と 言った。 松 橋 は 父の 郷里で、 菩提寺 も 親戚の 墓 も そこに ある。 

父 はだ まって うなずいた。 

しばらくして、 父 は 院長 を 呼んで きて ほしいと 言った。 斎藤忠 院長 は、 父の 親友であった。 院長 は 夜 もお そい 

ので、 病院の 自宅に いたが やって きた。 院長の 姿 をみ ると、 父 は 母に むかって、 今まで はずして いた 入れ歯 を 入 

れて くれと 言った。 そうして やる と、 父 は 院長に むかって、 長い間 色々 と 世話になった、 と 礼を言った。 

院長が かえった あと、 私の 弟妹 や 近親者が 父に 挨拶 をした。 その 間 終始 無言で うなずいていた 父 は、 口 を 動か 

した。 何 を 言って いるか 聞き とれない ので、 病室に あつまった 一同 はかたず をのんだ。 すると 次 弟の 娘が 

「おじい ちゃん は アイ バ ンクと 言つ ていな さる」 

と 叫んだ。 死んだら 自分の 眼 を アイバンクに 寄付して ほしいと いうの だ。 眼科医と しての 使命 を 死の 瞬間に 果 
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たそうと している。 

それまでの 父 は 自分の 死後の こと も、 遺言め いた こと も 一切 口にしなかった。 そうして 私たちが 到着した 死の 

一 一時間 前から 荘重な 訣別の 儀式 を はじめた の だ つ た。 

それ は 明治 人と しての みごと さ、 家長と しての 義務と 権利 を 一切に ぎった もの だけが 演じ 得る 儀式だった。 父 

を 看護して いると き 私に むかって ただ 一 つ 言った ことがある。 病人が 死の 間際に 近づく とき、 両手で 自分の 襟の 

ところ を 上下に さする ような 動作 をす る ことがある。 それ をフ 口 ッケン • レ ー ゼン という。 自分が そうした 動作 

をした とき は、 いよいよ だと 思って くれと 言った。 それ もまた 医者ら しい 言葉に はちが いなかった。 明治 人の 気 

骨 は 科学に たいする 信頼 を 失って いなかつ た。 私の 父の 中に もま だ 残り火の ように 燃えて いた。 

南の 島の 祭に 感動 

私の 生まれ故郷の 水 俣に は船津 という 漁師の 集落が ある。 そこ は 浜の 八幡宮への 通り 路 になって いる。 八幡宮 

の 氏子であった 私 は 幼時、 宮 まいりの 道す がら、 船津の 道の わきに ある 小さな 祠を よく 見て とおった。 地元の 言 

い 伝えで は、 為朝 は船津 から 琉 球に わたった。 船津の 人び とが 別れ を 惜しんで 引きと めた ので 為朝の 片袖 がちぎ 

れた。 片袖を まつった のが その 祠 であると いう。 馬 琴の 「椿 説 弓 張 月」 にも この 話が のって いる こと を 知った の 

は、 ずっと 後の 青年時代 のこと である。 水 俣の 船津 にこうい う 伝承が 残って いるの は、 九州 西海岸と 琉 球との 間 

になに がし かの 交流が 存在した こと を 暗示して いると 私 は 考えて いる。 

私が その 沖繙に はじめて 足 を ふみ 入れた の は 昭和 四十 四 年の 一 一月の ことで ある。 そのと き は 一 一十 日間 滞在した 

が、 風邪をひい たりした こと もあって、 とおりすがりの 見聞し かで きず、 なまな かな 知識で は 歯が立たない 沖纖 

め 手 ごわ さ をした たか 思い知らされた。 しかし それで 私 は 引き さがる 訳に はいかな か つ た。 


小さき 神 4i8 


そ ひ 年の 十二月、 私 は 二度目の：！： 繙 旅行のと き、 最西 端の 与那国 島まで 足 をのば した。 そこで 正月 を 迎え、 ま 

た 冬 祭の 一 つと して おこなわれる 玉 祭 を 見た。 それ は 古代 日本の 祭式 を おもわせる 古風な 祭であった。 広場の 上 

に 枝 を ひろげる ガジ ュ マ ルの 大樹の 下の 祭壇に 九十 を 越した 老女が 坐って いた。 その まわりに は 一 族の 者た ちが 

この 祭に 参加す るた めに 島内 はもち ろん 島 外から も あつまつ てきて 坐 つてい る。 与那国 島の はじまりに サン アイ 

• ィソバ という 女 酋長が いた こと は、 与那 国に いけば 誰彼な しに 聞かされる 話 だが、 サン アイと は ガジュ マルの 

こと だ。 最 長老で ある 老女の もとにた むろす る 数十 人の 一族。 その上に は ガジュ マルの 葉 ごしに やわらかな 冬の 

陽が 落ちて いる。 私 は その 光景 を どのように 羨望の 心で 見つめて いたろう。 

もはや 私たちに はおと ずれない この 幸福な 情景。 しかし それが さいはての 南の 島で はま だ 生きて いた。 やがて 

箱から とり 出された 玉が 老女の 額、 首、 手に つけられた。 手首に まいた 青と 白の 玉 を、 手 を 高く 低く うごかしな 

がら しずかに ふると、 玉 は 触れあって かすかに 鳴った。 それだけの 儀式だった が、 じつに 優雅な 仕草に あふれて 

、 こ 0 

I た 

与那国 島からの 帰途、 私は宮 古島に 立ちより、 狩 侯で おこなわれる 祖神祭 を 見る ことができた。 その 冬 祭のと 

き 十数 人の 神 女 は 五 回に わたって 山 ごもり をす る。 一 回 は 数日間ず つ だが、 山 ごもり のとき は 薄の 穂 を 敷いた 仮 

小屋で 寝る と 聞かされた。 私が 祭に 立ち会つ たの は 山 ごもり をお えて、 神 女た ちが 狩 侯の 集落の 中に ある 集会 場 

の 中庭に、 真夜中に 降りて きたと きだった。 神 女た ちの 姿 を 見る こと は 許されな いので、 男た ちの 寝所と なって 

いる 小屋の 内から うかがう と、 素足で 草 を ふむ 音が した。 その あと、 となりの 集会所から 神 女た ちが 真夜中から 

あけがたまで 神 歌 をうた つ ている 声が 聞こえた。 

あくる 日の 午後 も 神 女た ち は 集会所の 中庭で 円陣 をつ くって 神 歌 をうた つた。 木の葉の 大きな 冠 をつ け、 杖 を 

片手に つき、 はだしで 土 を 踏みながら、 神 歌 を 幾 時間 もぶ つつ づけに うたう。 神 女た ち は 四十 歳 以上 七十 歳 位 ま 
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で だが、 そのお そるべき エネ ルギィ に 私 は 打ち負かされた。 神 女た ちがうた うの は 村の 獻世 記で ある。 一つ一つ 

の 村が 国で あり、 宇宙であった 頃の 祭 を 彷彿させる 光景が 私の 眼の まえで くりひろげられ ていた。 この 祖神祭 は 

日本 国家に 衝撃 を 与え 得る と 私 は 思 つ た。 

文明 論の 原点 を 学ぶ 

沖 織 旅行の 最初の 頃 は 人頭税の 問題 を 調べて あるいた。 この 人頭税 は 寛 永 十四 年から、 宮古 八重 山の 両 群島に 

さぎし ま 

だけ 実施され たもので ある。 明治 三十 六 年に 廃止され るまで、 二百 六十 六 年の 間、 先 島と 呼ばれる 宮古、 八重 山 

の 人た ち を 苦悩の どん底に おとしいれた。 廃止のと きの 最 年少の 体験 者 は 当時 十五 歳の 男女で あるから 明治 一 一十 

年に 生まれた 人た ちで ある。 昭和 四十 五 年 現在で 満八 十三 歳 以上の 高齢者し か 体験 者 はいなかった。 そうした 人 

たち も 病気したり、 記憶が ふたしかに なったり している 者が 多い ので、 当時の こと を 生ま 生まし く 語れる の は ご 

く 限られて いた。 

はやく 聞かない と 人頭税の 生きた 証言 をの こす 機会が 永久になくなる という 切羽つ まつ た 気持ちで 私 は 先 島 を 

あるいた。 それと 同時に 関心 をよ せた のが、 宮 古島の 人頭税 廃止 運動であった。 それ を 指導した 中 村 十 作と いう 

若者 は 越後の ひとで、 その実 家 を 高 田 (今 は 上越 市) の 在に たずねた りした。 また 人頭税に 義憤 を もやした 笹森 

儀 助の こと を しらべる ために なんどか 弘前市 や 青 森 市に 旅行した。 人頭税の 直接の 体験 者が ほとんど 生存して い 

なくな つ た 今日から ふりかえ ると、 十 年 前 はぎりぎ りの 時点で あつ た。 

人頭税に ついで 私が 沖繩に 関心 を もった の は、 その 世界観であった。 たとえば 宮 古の 大神島 など は 半日で 一周 

できる 小島で ある。 そこに 十数 軒の 家が ある。 いっか 宮 古の 平 良 市で 売って いた 葡萄 を もってい くと、 大神 島の 

老女た ち、；^ 「これ はャ マトから もってき たか I と 聞いた。 「いや 平 良で 買って きた」 と 私が 答える と 「葡萄と い 
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う もの を この 年に なって はじめて 食べた」 という 老女が いた。 大神島 は あまりにまず しいので、 人頭税 さえ 免除 

された 島であった。 そうした 島に 人び と はどうして 人間ら しさ を 失わずに 住む ことができ るか、 というの が、 沖 

繙で 私に つきつけられた 無言の 問いだった。 それ は大神 島に かぎらない。 沖繙の 離島 はすべ てそうで ある。 

八重 山の 新 城 島 や 黒 島で は 農業に は 鍬 を 使えない。 珊瑚礁の やせた 土地な ので 表土 はわず かしかない。 「では 

どうす るんで すか」 と 聞く と 「ヘラで 土 を 起こす のです」 という 返答が かえって きた。 鍬が 使えず、 へ ラを 使う 

農業と いうの を 私 は 本土で 聞いた ことがない。 ではこう した 離島の 人た ち は 何に よって 生きて いくか。 大神 島で 

は 狩 侯と おなじように 祖神 祭が おこなわれる。 それ は 壮絶な もので、 いつも はリュ ー マチ や 神経痛で 足腰の たた 

ない 神 女が、 そのと きば かり は 草木の 生い しげった 夜の 山野 を 疾走す る。 新 城 島で はァカ マタ、 クロ マタの 祭が 

おこなわれる。 それ もまた 強烈な 神 祭で ある。  ： 

島び と は 涙 を 流しながら、 身体 を 草木で おおわれた ァカ マタ、 クロ マ タの神 を 拝む。 こうした 島民 は 神との 交 

流に よって 自分の 心 を 完全燃焼にまで もっていく。 神 を 守る ために 島 を はなれない。 島 は 小さくても そこに 住む 

人た ちの 世界観 は 大きく、 その 神 は 崇高で ある。 それ はいくた びかの 沖繾 旅行で まなんだ 私の 文明 論の 原点で あ 

る。 

はじめて 沖繙に 旅行した 際、 私 は 石垣 島から 竹 富 島に 小舟で 渡った が、 同じ 舟に のりあわせた 石垣 市の 小学校 

の 先生が 私の 名刺 を 見て、 「川 崎 市に 住んで いらっしゃ るので すか」 と 聞いた。 私 は 多 摩 丘陵の 一角に 住んで い 

るが 「ええ」 と 答える と、 「私たち は スモッグが どんな もの かわからない のです」 と 困惑した ように 言った。 ス 

モ ッグが 見当つ かない 社会が 十数 年 まえの 沖繙に はあった。 もちろん テレビ もなか つ た 頃の 話で ある。 
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沖 織と 若 狭の つながり 

私が 沖繾 通い を はじめてから 間もなく、 私 は 那覇の 本屋で 仲 松弥秀 氏の 「神と 村」 という 小冊子 を 手に し、 一 

読して 大きな 感銘 をう けた。 その 書物に よると、 沖 織に は奥武 島と 呼ばれる 島が いくつか あるが、 それ はもと も 

と 青の 島と 呼ばれ、 死者 を ほうむる ための 地 先の 小島であった。 沖 繙には 日本の 古代と おなじよう にもと 赤 白 青 

黒の 四 色し かなく、 青と いう 色 名に は 黄色 もふく まれて いた。 青の 島の 青 は、 黄色い、 うすら 明かりの ただよう 

死者の 世界 を あらわす 色 を 意味して いると いうの が 仲 松 氏の 説で ある。 

よく 知られて いるよう に 沖 縛の 墓 は 海蝕 洞穴な ど を 利用した 風 葬 墓で あり、 死者 は 洞穴に さしこむ 黄色な 外 光 

に ひたされて、 おだやかに まどろんで いる。 沖 繩 では 墓 を ゆうどれ と 呼んで いる。 ゆうどれ と は ゆうなぎ のこと 

である。 沖 鼯の墓 は 死者が 歯が みする 暗黒の 地獄で はない。 薄明の 世界で あり、 むしろ 明るい 冥府な の だ。 

私 は 仲 松 氏の 青の 島の 説に 心 を ひかれた。 そうして もし 南 島の 人た ちが 黒潮に 乗つ て 日本列島の 沿岸に たどり 

ついた とすると、 彼らの 墓地の 称呼 を 伝える 青と いう 地名が 残って いるので はない かと 推理して みた。 青と いう 

地名 は あちこち あるが、 若 狭に も 見つかる。 そこで 私 は 若 狭に いってみ る ことにした。 

若 狭に ついては 思い出が ある。 柳 田に はじめて 会った 頃の こと だ。 私 は 柳 田の 秘書の 鎌 田 氏から、 「柳 田 先生 

が これ を 読めと いわれました」 と 言って 「拾 椎 雑話」 という 本 を 手渡された。 私 は 柳 田の 気持ち を はかり かねた 

が、 読んで みると 大変 おもしろい 書物であった。 著者 は 若 狭小 浜の 人で、 若 狭の 話が いっぱい 出て くる。 そうし 

た 因縁が あるので 柳 田に もら つ た その 書物 は 今 は 小 浜 市の 図書館に 寄贈して ある。 

私が 青と いう 地名 を さぐる ために 小 浜 をお とずれ たの は 昭和 四十 六 年の 秋であった。 小 浜 図書館に 勤務して い 

る 小 畑 昭八郎 氏に 会った。 初対面の 小 畑 氏に、 「若 狭と 沖 纈 のつな がり を 思わせる ような ものが ありま せんか」 
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とたず ねる と、 小 畑 氏 は 「私の 母が 言って いました が、 戦前まで は 夏になる と 小 浜の 海岸に は 糸満の 漁夫が 毎年 

きていた そうです。 それで 小 浜の 人た ち は 糸満の 人た ちが 海面 を 棒で 叩いて 漁 をして いるの をみ ると、 ああもう 

夏が きたと 思 つ たそうです」。 

これで 見る と 小 浜で は糸満 漁夫 は 夏の 季題と なって いる。 私 は その後 対 馬に いき、 そこに も糸満 漁夫の 足跡が 

点々 と あるの を 知った。 糸満 から 追い込み 網の 漁法 をなら つてい る 漁村 も 対 馬に ある。 これまで 柳 田 民俗学 は 黒 

潮 文化 を 問題に する ばあいに は、 太平洋 側 を 重視して いたが、 むしろ 日本海 沿岸 こそ 重要で あると 私 は 考える よ 

うにな つた。 

その 旅行の 折、 私 は 若 狭の 青と いうと ころまで 足 をのば し、 そこに ある 青 海神 社 をお とずれ た。 青 海神 社 は 青 

葉 山の ふもとに あって、 船豊の 青の 皇女 を まつって ある。 青の 皇女 は、 一時 は 大和で 政治 をみ た ことがある 皇女 

であった。 若 狭に かぎらず 私 は 青と いう 名のつ く 地名 を 追う ことで、 地名 そのものに 関心 を もち、 また 色の 民俗 

学に 興味 を おぼえた。 さらに は 古代史へ も 足 を ふみ 入れる ようになった。 こうして 私の 関心 は ひろがった。 それ 

も 青と いう 名の ふしぎな 機縁と いえよう。 

立 石 半島の 産 小屋 

私 は 若 狭への 旅 をく り 返した。 その ゆきかえりに 敦賀を とおるので、 敦賀 市の 西に ある 立 石 半島に 残って いる 

いろは ま  くつ じょうぐ う のうま  ， 

産 小屋 を 調べた。 立 石 半島に は、 立 石、 浦 底、 色 浜、 手ノ 浦、 沓、 常宮、 繙間 などの 集落が 点々 と ある これら 

の 集落の 間に は 昔 は 道ら しい 道と てな く、 舟で 往来す る 不便な くらし をつ づけて いたた めに、 産 小屋の 慣習 はな 

がく 残ったの である。 

産 小屋 は 今から 二十 年ぐ らい 前まで は 実際に 使われて いた。 立 石 半島の 尖端に 原子力発電所が 作られる と、 り 
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つばな 道路が つけられ、 敦賀 市の 産院で 出産す るよう になった 産 小屋 は 取り こわされたり、 物置き 小屋に なつ 

たりして 見る 影 も なくなった。 常 宮の産 小屋 も 納屋に 使われて いて、 当時 をし のぶ もの は 天井から 垂れさが つて 

いる 力 綱ぐ らいし か 見られない。 

私 は 常 宮の産 小屋の 持ち主の 河 端 亀次郎 氏の 話 を 聞いた ことがある。 産 小屋の 十数 メ ー トル 前の 海の 砂 を はこ 

んで 底に 敷き、 その上に ワラ をのせ た。 ワラの 上に は ムシ 口 を、 ムシ 口の 上に は 蒲団 を 敷いた。 産婦 は 綱 をに ぎ 

りしめ てお 産 をした。 

「では、 産 小屋の 底に 敷く 砂 をなん と 呼ぶ のです か」 

と 私が たずねる と、 河 端 老人 は 

「ゥブ ス ナ」 

と 答えた。 それ は 机上の 学問で はなく、 民俗 調査 をす る ものに だけ 与えられた 幸福な 一瞬であった。 それまで 

不明と されて きた ゥ ブス ナの 語源が 私に は 判った ので ある。 ゥ ブス ナを産 小屋の 砂と 考える と、 一切の 疑義 は 氷 

解す る。 老人 はまた 言った。 

「まえに は 白木で はお 産 をす るた びに、 産 小屋 を 焼いて また 建て直し たという 話 だ。 その 話 を 白木の 人から 聞い 

て、 その ほうが 衛生的 だと 言った ことがある」 

その 話 も 私に は 衝擊を 与えた。 記紀に は 産屋に 火 を 放って 焼いた 話が 載って いる。 それ を 民俗学の 上から 裏付 

ける ことになる。 私 はさつ そく 白木に いって 見る ことにした。 白木 は 立 石 半島の 最 尖端の 海 角の 孤立した 集落で 

ある。 しかし 白木で は、 八十 歳 以上の 古老 は 死にた えて、 その 話 を 知る 者 はいなかった。 ただ 白木のと なりの 丹 

生で は、 明治の 末 頃まで、 産 小屋の 屋根 や 壁 を ふくのに 使用した ワラ を もやして 海に 捨てた という 話を閬 くこと 

がで きた。  . 
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産屋の 砂が ゥ ブス ナ であると するならば、 ゥ ブス ナ神 は、 氏神と いう 血縁 同族の 神と も、 また 鎮守と いう 地緣 

同郷の 神と もちが つた 二 ュ アンスの 神で ある ことが 分かる。 ゥ ブス ナに産 土、 生 土、 本 居と いう 漢字 を 宛てて き 

たこと も、 理解で きる。 そこに は 人生の 出発点の 意味が こめられ ている。 つまり 産屋の 砂が 新生児の 生命の 母胎 

とな つ たからで ある。 

「西 浦の 者 は 砂の 上で 生まれた ので 亀の子と 一 緒」 

と 敦賀の 古老 は 言って いる。 立 石 半島の 集落 は、 敦賀の 市街地から 西に あたる ので 西 浦と 呼ばれて いる。 産 小 

屋に砂 を 敷く の は、 亀が 砂浜に 卵 をう むと きと 同様に、 地熱の ぬくもり を 利用す るた めだと 考える ことができる _ 

しかし それば かりで は あるまい。 なぎさ は 常世の 神が 海の 彼方から やってくる とき、 最初に 足跡 を 印す 場所で あ 

つた。 トヨタ マ ヒメの 伝説に 見る ように、 古代に 産屋 を なぎさに 立てた の は、 そのこと と 無縁で はない と 私は考 

える。 産 小屋の 底に なぎさの 砂 を 敷く の も、 また 産 小屋の 砂をゥ ブス ナ として 神に まつる の も、 もはや 私たちが 

忘れて しま つ た 太古の 信仰の 無意識の 表白に ちがいな いと 私 は 思つ ている。  ， 

宇宙観 学んだ 韓国の 旅 

私 はこの 十 年間に 韓国 旅行 を 二度した。 最初 は 一九 七 二 年の 秋の 十月。 次 は 七 七 年の 春 五月で ある。 韓国の 風 

土と 文化と 人間に 接して 私の 血 は 烈しく 騒いだ。 釜 山の 近くの 金 海 を 訪れた とき、 洛東 江の 河口の 風景 を 見て、 

原郷 という 言葉 を 思い出した。 私 は あるいは、 古代に その 河口から 九州に はこばれた 一粒の 棘の 末裔 かも 知れな 

かった。 新羅の 武烈 王 陵の 近く をと ぶ 鵲 の 群 を ながめながら r 魏志俊 人伝」 の 中に、 邪 馬 台 国に は鵲 がいない、 

という 一 句の わざわざ 記されて いる 訳が 判った 気がした。 

最初の 韓国 旅行のと き、 私 は 韓国の 民俗学 者と 親しく 話す 機会が あった。 彼 は 言った。 
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「韓国語で は 天の こと をハ ヌルと か ハナ ル と言うので すが、 それ は ハンと アルの 合成語です。 ハン は 大きい とい 

う 意味です し、 アル は 卵 を 言います。 ハナ ル、 つまり 天 は 大きな 卵と いう 意味な のです」 

彼 はさら につ づけた。 

「韓国の 墓 はみ な 土まん じゅうの かっこう をした 円墳です が、 それ は 卵 を かたどって いるので す。 卵 は 宇宙 を あ 

ら わして いますから、 死者 は その 卵の かたち をした 宇宙の 中に 眠り、 再び 生まれ かえる こと を 願って いるので 

す」 

この 韓国の 学者の 言葉 は 私の 眼 を 古代史へ 開かせる 決定的な 役割 を 果たした。 

二度目の 韓国 旅行のと き、 慶 州の 一 五 五 号 填が 公開され ていたので 参観す る ことができた。 この 古墳の 石室に 

納められた 壺の 中から 卵のから が 二十 個 あまり 出て きた。 死者の 再生の 欲望 を あらわし たものと 思われる。 その 

旅行の ときには 済 州 島 をお とずれ、 北 村と いう 海女の いる 漁村まで 足 をのば した。 そこの 海女 は、 うき 袋の かわ 

りに、 まんまるな ひょうたん を 使って いる。 夕顔の たぐいで はない かと 思う が、 それ も ひさ ごの 一種で ある。 

日本の 古事記に 相当す る 朝鮮の 古書 「三国 遺事」 に は、 新羅の 始祖 は、 大きな 卵から 生まれた が、 その 卵 はま 

るで ひさ ごのよう だった と 記されて いる。 その ひさ ご は 細長い 形で なく、 卵の ように まるい 夕顔で あつたに ちが 

いない。 私 は その 記事で、 ひさ ごが 卵と おなじ 意味に 使用され ている こと を 知った。 天の 枕詞と されて いる 「ひ 

さかた」 という 言葉 は、 ひさ ごの 形 をした という 意味と 思われる。 古代の 日本人 は 天空 は ひさ ごの かっこう をし 

ている と 考えた。 

こうして 私 は 朝鮮と 日本の 古代に 共通な 宇宙観が あった こと を 知った。 それ はとう ぜん 南中 国 や 東南アジアな 

ど、 日本の 民俗 文化と つながりが あると 見られる 地域との 比較にまで 及んで いった。 そうした 南方 諸 地域で は、 

ひさ ご は 人類の 始祖 を 生んだ 容器と みなされ、 それに ふさわしい 神話が 古くから 伝えられ ている。 
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私が 沖繙 旅行から まなんだ もの は、 死生観、 あるいは 他界 観であった また 韓国 旅行から まなんだ もの は 宇 

宙 観であった。 この 死生観と 宇宙観 を 組み合わせ ると、 ほぼ 古代 日本人の 世界観が 復元で きる と 私 は 考えて いる- 

小さな 神仏と 日本の 地名 

うのうら  力 ど しま 

昭和 四十 九 年の 四月、 私 は 旧の 十三 日の 月 あかりの なか を、 能 登の 鵜 浦の 北端に 位置す る 鹿 渡 島に むかって い 

た。 道が 海岸に 出る と 海中の 岩 を ふんで 渡れる 小島が あった。 小島に は 観音 堂が 立って いる。 そこから 出て きた 

老人が 手桶 を さげて いた。 聞けば 今 灯明と 水 を あげてき たという。 老人 はさら に 話 をつ いで、 鹿 渡 島の 海ぎ わに 

孤立して いる 七 軒の 家が、 一週間の うち 一日 を それぞれの 家の 分担に して、 昔から 観音 堂 を 守りつ ぎ、 朝夕の 供 

養 を 欠かした ことがない と 言った。 

前日 もこの あたり は 吹雪に 見舞われ たという ことであった。 私 は 能 登の 冬の 吹雪に とじこめられた 観音 堂に、 

夜もすがら 消えない 灯火 を 思い描いた。 するとい ま、 月明の 中に 浮かぶ 観音 堂の 隙間から 洩れる 灯影が、 まるで 

火事の ように 私に 迫って きた。 

あくる 年の 四月に は、 私 は 対 馬の 土 を 踏んで、 あちこち を 歩き まわった。 対 馬の 自然の 寂寥 は 格別で あつたが、 

それでも 私 は 孤独な 旅び とではなかった。 山桜の 咲く 山 かげ や 海の ほとりに、 小さな 神社が あった。 なかには 海 

中に 鳥居の ある もの も あり、 また 入江の なぎさ 道 をた どると、 わずかな 平地に 山桜の かげに かくれる ようにして 

つつまし く息づ いている 神社 もあった。 二、 三 段 石段 を 降りる と 下の 方 は 波が 洗って いる。 

烈しい風 雨を衝 いて、 柴 瀬戸の 水道の 口に 立って いる 住吉 神社 をたず ねた こと も 忘れが たい。 横 なぐりの 雨の 

中に 立って いる その 神社 は、 嵐の 水道 を 見守る 守護神の ように 見えた。 北部の 佐 護で は、 筏 船の 浮かぶ 港口に、 

老人の 婉 のように ほそい 木で 作られた 鳥居が たおれかか つ ている 神社が あるの を 見た。 それが 私の 探 している 
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神 皇産霊 神 を まつる 神社であった こと を 知った とき、 痛まし さとな つかし さが 胸 を つきあげ てきた。 

私 はこの ような 小さな 仏と 神 を かぎりなく 愛する。 それ は 日本人の 信仰の たしかな 最小の 拠点で ある。 だから 

こそ、 これらの 仏 や 神が 見捨てられ 国家と 等身大の 神 や 仏が 盛 行す る ことの 危険 を 叫ばずに はいられない。 南方 

熊 楠が 神社 合祀 へ の 反対運動に 挺身した ときの 教訓 は 今日 も 生きて い る。 

神社と 同様に 大切な の は 地名で ある。 地名 は 土地の 精霊と むすびついた 名で ある。 私 は 旅行のと き、 記紀 や 万 

葉 集 や 風土記に 記された 地名 を 今 も 見かける ことがある。 そのと きその 土地に 対する 想像力 は 一 挙に ひろがる。 

こうした 地名が むざんに 改変され ていく こと は 痛ましい 限りで ある。 しかも それ は 今日で もな お つづいて いる。 

たとえば 北 九州 市 はこの 七月 十六 日に 小字 抹消の 通達 を 出し、 市の 管理す るすべ ての 地図、 台帳、 原簿から 小 

字 抹消 をお こなって いると 聞く。 それが ほんとう ならば、 将来、 古い 地名への 手がかり はまった く なくなり、 過 

去の 歴史 は 復元 不可能に なること は 明白で ある。 これと いうの も 昭和 三十 七 年に 「住居 表示に 関する 法律」 が 作 

られて 町名、 地名 を 改変す る 政策が 積極的に 推し すすめられて きたから である。 それから 十数 年た つた 昭和 五十 

三年 三月 十一 日、 私 は 「地名 を 守る 会」 を 発足 させて、 地名 改変に 反対す る 運動 を 開始した。 

この 運動 は 全国的に 大きな 反響 を 呼んだ。 しかし 私たちの 非力の ため もあって、 地名 改悪 は 依然として つづけ 

られ ている。 日本人が 自分の 歴史 を 知る ために 必須 要件で ある 地名 を 法律の 名の 下に 抹殺 するとい うの は、 一体 

どういう ことかと 世界中の 人び とが 首をかしげて いるに ちがいない。 

われた 日本" を 模索 

柳 田 国 男 は 若い とき 日本の 海岸線 をす ベ て 歩いて 見ようと いう 計画 をた てた ことがあった というが、 そういう 

気 を 起こさせ たの は、 明治の 末 頃まで は 日本の 海岸線 は 白砂青松の 景観 を 保って いたから だ。 今日 誰も そんな 気 
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を 起こさな いのは、 海岸線が 破壊され て 修復 不能に なって しまって いるから だ。 それに 抗議して 兵庫県の 高 砂 市 

では 高 崎 裕士氏 を 中心に 入 浜 権の 運動が 起こ つ た。 私が この 運動に 共感す るの は 民俗学の 考えの 上からで ある。 

古代 日本人 は 現世と 他界 は 瓜二つの 相似と 考えた。 今でも 沖繙の 与那国 島で は 五月 四日の ハ ー リ ー 船の 競走の 

ときには、 あの世で もお なじ 日に 競 舟が おこなわれ ると 信じられ ている。 この 現世と 他界の 中心 線に あたる もの 

が なぎさであった。 古代に なぎさに 産屋 を 作った の は、 海の 彼方の 他界に あるた ましい は、 ふたたび この 世に 生 

まれ かえると 思われた からであった。 古代人 は 誕生 はすべ て 再生と 考えた ので ある。 なぎさ はもつ とも 神聖な 場 

所であった ばかりでなく、 自然の リズムの 一番 感じられる ところであった。 潮が みち 潮が ひき、 朝が 去り、 夕べ 

が 訪れる。 渡り鳥 は あるき、 貝 や 海の 藻 はなが れつく。 このす ばらしい なぎさ を 平然と 破壊して いる 企業 や 官僚 

の 心根が 私に は 分からない。 

しょう 

小さな 神 や 地名 やなぎ さな どに 私の 関心が むけられ るの は、 私の 性に あってい るからで ある。 私に は 神 は 細部 

に 宿る という かたい 信念が ある。 国家 だと か大 宗教 だと か、 そんな ものが 疑わしくな つたから 私 は 民俗学に 傾斜 

したので ある。 したがって 私の 民俗学の 中には、 国家 神道に 反対す る こと も、 なぎさ を 大切に する こと も、 すべ 

て 含まれる。 地名 を 守る こと も、 それ は 学問の 対象で はない と言う こと はでき ない。 

神社 や 地名が 大切な の は、 それが 日本人の 宗教 的な 情緒 や 美意識 を 喚起す るた めだけ ではない。 それ をた どれ 

ば、 文書 記録の 届かない 過去の 姿が 復元で きる からで ある。 私 は 神社と 地名、 また それに 縁 由 を もつ 古 氏族 や 伝 

承、 この 四つ を 組み合わせて、 古代の 鍛冶 氏族の 足跡と 信仰 を 追求した。 その 報告が 昨年 刊行した 「青銅の 神の 

足跡」 である。 私 はこの 書物 を 書く ために、 しらみつぶしに 現地 を 調べて あるいた。 

古い 神社の 苔む した 石段 を 上り 降りす る 旅の 毎日であった。 兵庫県の 出 石に いつ たと き は 大雪に 見舞われた。 

淡路島の 由 良に ある 生 石 鼻に いったと き は 日で りの 夏だった。 梅雨の どしゃぶりの 中 を 歩いた こと も ある。 私 を 
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こうした 衝動に かりたて たの は、 柳 田 民俗学が 稲作 中心に なりす ぎている ことへの 私な りの 反撥が あった。 それ 

に つづく 「鍛冶屋の 母」 は 金属 神の テ— マ を 中世の 説話まで 延長して 考察した ものである。 私 は 昨年、 この 二つ 

の 書物 を 書き終え たと き、 十数 年に 及ぶ 執筆 活動が 一段落し たという 気がした。 そこで これまで 刊行した 書物 を 

まとめて 著作 集 (全 十 巻) の 形で 出す ことにした。 

ふりかえって みれば、 私の 戦後 史は、 一日 本人が 日本に 再 接近しょう として 模索 をつ づけた たどたどしい 軌跡 

である。 日本人と は 何 か、 日本人の 根底に は どのような 世界観 や 死生観が 横たわって いるか、 それ をと くこと な 

しに は 私 は 一歩 もす すめなかった。 しかし 力 は 足りず、 足 どり はよ わく、 いつの 間 こ， か 今日に、； こって しまった。 


—- 
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私が 地名の 問題に たずさわる ようにな つ た 契機 は 単純で ある。 私 は 五十 代の 半ばに な つ 

たと き、 残された 時間 を 測りながら、 一 つ だけ 社会に 有用と 思われる 仕事 をして 置こうと 

考えた の だ。 人生に きまった ル ー ルが ある 訳で はない から、 どのように 生きようと、 それ 

は 個人の 勝手で ある。 人生に 意味が あろうと なかろうと、 それ は 個人の 内側の 問題で、 外 

部に 指図され る 筋合の もので はない。 しかし どんなに 無用 者と して 生きよう とも、 人 は 単 

独で 生きて いくので はない。 社会的 人間と いう 規定 を 免 がれる こと はでき ない だけでなく、 

なにがし か 社会の 恩恵 を 受けて いる。 そこで、 時間と 空間に 限定され た ある 社会に 生きた 

証し として、 自分の 力の 及ぶ 範囲で 社会に 一 つ だけ コミット しょうと 考えた ので ある。 

さりと て、 私に 大 それた ことので きる 笞 のない こと は 自分で よく 知っている。 いやいや 

ながら 義務感 だけが 先走る の も ごめん だ。 自分に 性に 合った 仕事と いう ことで、 地名 を 選 

んだ。 

地名 は 一 九 六 一 一年 (昭和 三十 七 年) の 「住居 表示に 関する 法律」 の 実施 以来、 受難の 時代 

を 迎えて いた。 地域 住民の 心の 支えで あり、 また 学問的に もき わめて 重要な 地名が、 へ 口 
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デの 嬰児 狩の ように 大量に 虐殺され、 抹消され ていた。 それに 対する 抵抗がない わけで は 

なかった が、 いずれも 敗北に 終って いた。 そこで 私 は 昭和 五十 三年に、 全国 組織の 「地名 

を 守る 会」 を 結成した。 それ は 大きな 反響 を 呼んだ が、 地名 を 守る 運動に たずさわる 中で" 

地名 破壊の 背後に は 地名に ついての 知識の なさが ある ことに 思い 到った。 そこで 三年 後の 

昭和 五十六 年に、 私 は 日本 地名 研究所 を 川 崎 市の 一隅に 設立した。 その 活動 は 今日に 及ん 

でい るが、 その 間 地名 研究の ために は 地名 資料 を 収集し 保存し、 それ を ひろく 活用で きる 

地名 資料 館の 必要 を 痛感し、 その 建設に むかって 微力 を 傾けた。 神奈川県と 川 崎 市の 援助 

によって、 日本 地名 資料 館 は、 昭和 六十 五 年度 を メドに 開館の 運びと なる 予定で ある。 そ 

れ にしても 五十 代の 後半と 六十 代の 全部 をつ いやして 地名の 保存、 研究の ために 時間 を 割 

くと いう こと は 思いがけない ことであった。 今から 十 年 まえ 「地名 を 守る 会」 を 作った と 

きに は、 地名に 関わる 問題に これほど 深入りす ると は 思っても 見なかった。 と 言って 後悔 

している ので はま つ たくない。 この 期間に 地名 以外の 何に 没頭した だろうと 考えて 見ても 

さつば り 思いつかない。 地名 破壊の 現状 をなん とか 食いと めたい という 運動に 参加した と 

ころで、 地名 を 保存す る こと は、 私に とって は 日本人の モラルの 問題で あると 共に、 いや 

それ 以上に 美学の 問題であった。 日本人の 美意識に 関わる ゆゆしい 事柄と して 私 は 地名 を 

受取って いたし、 今でもそう 理解して いる。 

私 は 以前から 地名に 魅力 を おぼえて いた。 研究の 対象と してより は、 むしろ 自分の 仲間 

うちの 話 相手が 地名であった。 旅行 すれば ゆく 先々 の 地名が 語り かけて きた。 そのうち、 

私の 関心が 民俗学から 古代史へ と 拡が つてい くに つれて、 地名が 古代史 を 明らかにする 重 
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要な 鍵で ある ことに 気がついた。 記録 文書が 乏しくても、 地名と 地名に 由縁の ある 神社 や 

伝承、 それに 古代 氏族の 動きが 掴めれば、 その 四つの 柱で 古代史の 空白の 部分 を 再構築す 

る ことができる。 そうした 仮説に もとず いて、 私 は 『青銅の 神の 足跡』 つづいて 『白鳥 伝 

説』 を 発表した。 これら はすべ て 私が 地名 を 守る 運動と 日本 地名 研究所の 仕事に か かづら 

わって いる 期間の 所産で ある。 地名が かけがえのない 日本人の 遺産で あると いう 主張 を 私 

は 自分の 著作で 裏付けた ことになる。 もちろん これから も、 地名に 関わる さまざまな 思索 

の あと をた ど つ てみたい と 考えて いる。 

地名に 限らず、 小さな 神の 森 も、 猪 もつつ ましい 庶民の いとなみの 中に 含まれる。 それ 

らは 「小さき もの」 にはちが いないが、 日本の 風土の 中核に 位置して いると いう 私の 考え 

が ゆるぐ こと はない。 日本人な らば 誰でも 持ち合わせ ている 日本の 風土へ の 愛 を それら を 

通して 確かめようと してきた にすぎないの である。 ただ 本 巻 は 地名に 関わる 文章の ほか、 

身辺 や 生い立ちに 触れた もの も 含める ことにした。 

1 九 八 八 年 一 月 尽日 

.  .  谷川 健 一 I 


お 初出 一覧 


第 九 巻 は、 『神 は 細部に 宿り 給う』 (人文 書院 刊 一 九 八 〇 年) 『失われた 日本 を 求めて』 (青 土社刊 一 九 八 三年) 

より 収録した。 

それぞれの 初出 は 次のと おりで ある。 

「地名と 文化」 

神 は 細部に 宿り 給う I 『神 は 細部に 宿り 給う』 序説 一 九 八 〇 年 十二月 

地名 I 『地域開発』 一 九 七 八 年 十 一 月 号 

地名と 日本人 I 『現代 「地名」 考』 一 九 七 九 年 一 一月 

なぜ 地名 変更に 抗 うか— 『朝日 ジャ ー ナル』 一 九 七 八 年 十二月 一 日 号 

地名に 人格 あり— 『法隆 寺 地名 復帰 を 支援す る 会 • 会報』 一 九 八 三年 四月 二十日 

民俗学より 見た 常 民と 海浜の かかわり I 『環境破壊』 一 九 七 六 年 八月 号 

なぎさの 民俗学— 『朝日 新聞』 夕刊 一 九 七 七 年 三月 十五 日 

国から r ク 一 こ の 意識へ— 『読売 新聞』 夕刊 一 九 八 〇 年 一 月 二十 二日 

日本人の 信仰の あり方— 同 右 一 九 七 九 年 四月 五日 

神道 は 国家と 癒着し やすい— 『毎日 新聞』 夕刊 一 九 七 七 年 七月 十九 日 

西南 日本の 地名— 『公評』 一九 七 八 年 九月 ^ 十二月 号、 一九 七 九 年 一月、 三月 号 
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「風土と 民俗」 

沖 織と 民俗学 I 『新 日本文学』 一 九 七 八 年 九月 号 

西から 東へ— 『文学』 一九 八 〇 年 四月 号 

先 島と 琉球弧 I 『公明 新聞』 一 九 七 八 年 六月 三日 

久高 島の イザイ ホ —1 『朝日 新聞』 夕刊 一 九 七 八 年 十二月 二十 七日 

めづ らし 君 I 『琉球 新報』 一九 八 一年 一月 三十 一日 

八重 山 古 謡— 『神 戸 新聞』 一 九 八 〇 年 六月 九日 

巫女の 性と 愛— 『新 沖纖 文学』 四十 九 号 一九 八 一年 

ハレと ケ I 『毎日 新聞』 夕刊 一九 八 一年 八月 十日 原題 「『ハレと ケ』 新考」 

流されび と— 『歴史と 旅』 一 九 七 七 年 八月 号 

かくれ キリシタン 紀行 I 『東京 新聞』 夕刊 一 九 八 〇 年 六月 三日 S 五日、 十日一. f  二日 

朝鮮 • 日本 • 琉球— 『日本 庶民 生活 史料 集成』 第二 十七 巻 序 一九 八 一年 十一月 

繙 文人の 美意識 I 『原始 • 古代の 美術』 一 九 八 〇 年 一 一月 

兄妹 婚— 『国文学』 一 九 八 一 年 四月 号 

蝦夷と 隼 人 I 『隼 人文 化』 第 十三 号 一 九 八 三年 九月 

r 聖 なる ライン」 について— 『国文学』 一九 八 二 年 七月 号 

山人と 平地 人の たたかい I 『歴史 読本』 一九 七 九 年 六月 号 

聞き 書 「新 四郎 さ」— 『郡 上 • 郷土 文化 法』 第 八 冊 一九 八 一年 八月 

霜月 祭 I 『朝日 新聞』 一九 八 一年 六月 七日 原題 「はるかな 想い ①」 

風の 便り— 同 右 一九 八 一年 六月 十四日 原題 「はるかな 想い ②」 

野の花の 嘆き I 同 右 一九 八 一年 六月 二十 一日 原題. 「はるかな 想い ③」 

地獄の 唄— 同 右 一九 八 一年 六月 二十 八日 原題 「はるかな 想い ④」 
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「小さき 神」 

畏 こき 神— 『アニマ』 一九 八 一 年 七月 号 

ニヮ トリ I 『どうぶつと 動物園』 (東京 動物園 協会) 一九 八 一年 一月 

ィヌ— 『読売 新聞』 夕刊 一九 八 二 年 一 月 五日 ^ 十 六日 

ォォ カミ— 『アニマ』 一九 八 〇 年 十一月 号 原題 「ォ ォカミ 信仰」 

火の 国の 譜— 『熊 本日 日 新聞』 一 九 七 九 年 四月 二日.） 一 九 八 〇 年 三月 三十 一 日 

呼吸す る 民俗 文化— 『東京 新聞』 夕刊 一九 八 二 年 一 月 十六 日& 六月 三十日 

自伝 抄 海 やまの あいだ I 『読売 新聞』 夕刊 一 九 八 〇 年 十月 六日， 二十 九日 
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